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ご挨 拶

創 立 30周 年 を迎 えて

私学 と歯学 の立場 社 団法人 日本 私 立 歯科 大 学協会

会長 中 原 泉

5代 の 会 長

私 ど もの 社 団法 人 日本 私 立 歯 科 大 学 協 会 は、 私 立 歯 科 大 学 ・歯 学 部 の 全 17校 が 加 盟 して、

昭 和 51(1976) 年 に設 立 され ました 。

初 代 会 長 は 、 白数 美 輝 雄先 生 で す。 先 生 は、 悠 揚 迫 らぬ大 人 (た い じん) で した 。 2代 会

長 は、 石 川 堯 雄 先 生 で す。 先 生 は、 真 摯 に実 意 を尽 され ました。 3代 会 長 は、 小 出忠 孝 先 生

で す。 先 生 は 、 熱 誠 あ ふ れ 、 最 も本 協 会 に愛 着 を持 た れ た方 で す。 4代 会 長 は、 佐 川寬 典 先

生 で す。 先 生 は 、 磊 落 に して 細 心 、 本 協 会 に命 を懸 け られ た方 で す。

斯 くい う私 は 、 5代 目に な ります。

私 は、 平 成 9(1997) 年 に本 協 会 の 専 務 理事 を仰 せ つ か りました 。 最 初 の 仕 事 が、 本 協 会

設 立 20周 年 記 念 祝 賀会 の司 会 で した 。 そ れ か ら小 出、 佐 川 両 会 長 の もと、 9年 間 、専務 理事

を務 め させ て い た だ きました。 そ して 10年 目に、 会 長 として 30周 年 記 念 を迎 え る巡 り合 わせ

を感 慨 して お ります。

この 10年 間

私学 と歯学 とい う立 場 を共 にす る私 ど もは 、 この 10年 間 、 もろ もろの 情 報 を共 有 し、 さまざ

まな意 見 を交 換 し、 相 互 に親 睦 と信 頼 を深 め 、 有 意 義 な協 会 活 動 を展 開 して きました 。

そ の な か で も、 昭 和 61年 よ り引 き続 い て い る歯 科 医 師 需 給 問 題 を は じめ 、 歯 科 医 師 の 資 質

の 向上 を目指 して、 歯 科 医 師 臨床研修 の必 修 化、 歯 学 共 用 試 験 の 発 足 、 歯 科 医 師 国 家 試 験 の

改 変 等 、 新 しい 課 題 に直 面 し、 そ の 対 応 に取 り組 んで きました 。

昨 年 4月 、 臨 床 研 修 は必 修 化 されて 新 た な ス ター トを切 り、 また 歯 学 共 用 試 験 も、 臨床実

習 実 施 前 の試 験 として本 格 実 施 とな りました。 平成 18(2006) 年 は、 歯 科 教 育 にお けるエ ポ ッ

ク ・メー キ ング な 年 として位 置 づ け られ ます。 さ らに、 国 家 試 験 も また 、 歯 科 教 育 に 関 わ る実

用 の テ ーマ と して捉 え られて い ます。

とりわ け、需 給 問 題 は 、歯 科 教 育 の 75% を担 う私 ど もに とって最重要 の 課 題 で す。 私 ど もは 、

需 給 問 題 の入 口論 とい わ れ る入学 と、 出 口 論 とされ る卒 業 に 関 し、 絶 対 の 使 命 と責 任 を有 して

い ます。 そ れ は 、 歯 科 医 師 を志 す 学 生 諸君 の 将 来 に 関 わ る問 題 で あ るか らで す。

この た び の協 会 設 立 30周 年 に 際 し、 私 ど もは 私 学 と歯 学 の 立 場 か ら、 さ らに努 力 を重 ね る

決 意 で あ ります。 今 後 とも、各 位 の 変 わ らぬ ご指 導 とご支援 を くだ さる ようお 願 い 申 し上 げ ます。
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祝 辞

文部科学大臣 渡 海 紀 三 朗

社 団 法 人 日本 私 立 歯 科 大 学 協 会 が 、 設 立 30周 年 を迎 え られ た こ と を心 か らお 慶 び 申 し

上 げ ま す 。

日本 私 立 歯 科 大 学協 会 は 、 加 盟 17大 学相 互 の 提 携 と協 力 に よ り、 私 立 歯 科 大 学 ・歯 学

部 の 教 育 、 研 究 及 び 経 営 等 に 関 す る調 査研 究 を行 う こ と に よ っ て 、 私 立 歯 科 大 学 の 振 興 を

図 り、 そ の 使 命 達 成 に寄 与 す る こ と を 目的 と して 、 昭 和 51年 に設立 され ま した 。

以 来 、 30年 に わ た る永 年 の 協 会 活 動 に お い て 、 私 立 歯 科 大 学 歯 学 部 の 直 面 す る 諸 課

題 に加 盟 校 が 一丸 と な っ て取 り組 まれ る と と も に 、 有 意 義 な調 査研 究 の 実 施 、 会 員 相 互 の

情 報 交 換 、研 修 会 の 開 催 、 協 会 内 外 へ の 広 報 等 を通 して 、 私 立 歯 科 大 学 歯 学 部 の 振 興 並

び に 歯 科 医 学 教 育 ・研 究 の 向 上 に 多 大 の 貢 献 を さ れ ま した 。

本協 会 が 、今 日 まで 堅 実 な発 展 を遂 げ られ て こ られ た こ と は、 ひ とえ に歴 代 会 長 、 理 事

等 役 員 の 方 々 を は じめ 、 関 係 各 位 の 並 々 な らぬ 御 尽 力 の た ま もの で あ り、 深 く敬意 を表 し

ま す 。

近 年 、 我 が 国 の 歯 科 医 学 教 育 ・研 究 を取 り巻 く社 会 環 境 の 変 化 は著 し く、 高 齢 化 に よ る

疾 病 構 造 の 変 化 、 患 者 の ニ ー ズ の 多 様化 、 医療技 術 の 急 速 な 進 歩 等 を背 景 と して 、 歯科 医

学 教 育 な らび に歯 科 大 学 に対 す る 国 民 の 関 心 や 期 待 は これ ま で 以上 に大 き くな っ て お り ま

す 。

こ の よ う な 大 き な変 革 の 中 、 我 が 国 の 歯 科 医 学 教 育 の 中 心 と して 重 要 な役 割 を担 っ て き

た 私 立 歯科 大 学 歯 学 部 が 本 協 会 の 下 に提 携 ・協力 し、 歯 科 医 学 教 育 ・研 究 の更 な る発 展

と安 定 した 私 学 経 営 に取 り組 まれ て き た こ と は 、 誠 に 意 義 深 い もの が あ り ます 。

本協 会 に お か れ ま して も、 我 が 国 の 私 立 歯 科 大 学 歯 学 部 に課せ られ た 使 命 に 思 い を新

た に され ます と と もに、 関係 の 皆 様 方 が 一 層 の提携 と協 力 を深 め られ 、 そ の真 価 を発 揮 さ

れ る こ と を 期 待 し て や み ませ ん 。

日本 私 立 歯科 大 学協 会 の ます ます の 御 発 展 と、 関 係 の 皆 様 方 の 御 健 勝 を祈 念 し、 お 祝 い

の 言 葉 と い た し ます 。



祝 辞

厚生労働大臣 舛 添 要 一

社 団法 人 日本 私 立 歯 科 大 学 協 会 が創 立 30周 年 を迎 えられ るに当 た り、 心 よりお慶 び 申 し上

げ ます。

私 立 歯 科 大 学 ・歯 学 部 は、 多 くの 歯 科 医 師 を養 成 す る教 育 機 関 として、 歯 科 医 学 の 発 展 に

大 きく貢 献 す る研 究 機 関 として、 また、 高 度 な歯 科 医 療 を提 供 す る地 域 の 中核 歯 科 医 療 機 関 と

して、 我 が 国 の 歯 科 医 療 お よび 歯 科 医 学 教 育 に お いて 大 きな役 割 を果 た されて お ります。 貴 協

会 にお か れ まして は、 私 立 歯 科 大 学 歯 学 部 17校 すべ てが 結 集 し、 30年 の 長 きに わた る活 動

を通 じて、 我 が 国の 歯 科 医 療 お よび 歯 科 医 学 教 育 の発 展 に多大 な成 果 を上 げ て こられ ました 。

今 日、我 が 国 の 歯 科 医 療 は、 口腔 インプ ラン ト、 再 生 歯 科 医 療 等 にみ られ る ように高 度化 が

進 み つ つ あ り、 歯 科 保 健 の 普 及啓 発 に関 す る全 国 的 な 運動 の展 開 、 高 齢 社 会 に対 応 す る訪 問

歯 科 診 療 や 口腔 ケ アへ の 取 り組 み 等 に よって、 国 民 の QOL は 向 上 し、 健 康 寿 命 も延 伸 しつ つ

あ ります が 、 これ も日頃 の 皆 様 の 御 尽 力 の 賜 と感 謝 申 し上 げ ます。

しか しなが ら、 高齢 化 の一層 の進 展 や 医療 安 全 確 保 に対 する強 い要 請 を背 景 として、 より質

の 高 い 医療 サ ー ビスを提 供 して い くこ とが 今 日的 課 題 となってお ります。 この た め 、 患 者 と医療

人 との 信 頼 関 係 の下 に 、 安 全 で 安 心 で きる患 者 本位 の 歯 科 医 療 を確 立 す る こ とを 目指 して、 歯

科 保 健 医 療 を担 う人 材 の 資 質の 向 上 、 広 く保 健 医 療 福 祉 分 野 の専 門職 の方 々との 連 携 、 高度

化 す る歯 科 医 療 を支 え るた め の研 究 開発 の 推 進 な ど、 総 合 的 な 改 革 を進 め て お ります。

特 に 、 平 成 18年 度 か ら は 歯 科 医 師 臨 床 研 修 の 必 修 化 を 開 始 し、 すべ ての 研 修 歯 科 医 が 、

歯 科 医 師 としての人格 を涵 養 し、 基 本 的 な 診 療 能 力 を身 につ けるた め 臨床研修 に専念 す る こと

が で きる環 境 を整 備 い た し ま した 。

歯 科 医 師 の さらな る資 質 向 上 の 観 点 か ら、 歯 科 医 師 臨床 研修 の充 実 や 歯 科 医 師 国 家 試 験 制

度 の見 直 しが 求 め られてお ります の で、 今 後 とも、 そ の 適切 な運 用 と充 実 に向 け て、 貴 協 会 な

らび に加 盟校 の 附属 病 院 を中 心 とした さ らな る御 協力 をお 願 い 申 し上 げ ます。

終 わ りに、 貴 協 会 の 今 後 ます ます の 御 発 展 と、 我 が 国 の 歯 科 医 療 水 準 お よび 歯 科 医 学 教 育

の 向 上 を心 か ら祈 念 い た しまして、 お 祝 い の言葉 とい た します。
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祝 辞

社 団法人 日本 歯科 医 師会

会長 大久保 満 男

社 団 法 人 日本 私 立 歯 科 大 学 協 会 設 立 30周 年 の 記 念 誌 の 発 行 に あ た り、 一 言 お 祝 い の ご

挨 拶 を 申 し上 げ ます 。

昭 和 51年 に設 立 され た 貴 協 会 の 設 立趣 意 書 に よれ ば 、 「歯 科 医 療 の 需 要 拡 大 に伴 う歯 科

医療提 供 体 制 の 整 備 が 望 ま れ る状 況 下 で 、 歯 学 教 育 の 改 善 充 実 の た め の 財 政 的 な 裏 づ け が

困 難 で あ る 。 そ の 財 源 確 保 の た め に私 立 歯 科 大 学 は 、 定 員 過 剰 及 び 入 学 時 の 設 備 拡 充 費 に

頼 る 傾 向 に あ る が 、 これ は 学 生 の 質 の 低 下 を も た ら し、 社 会 的 批 判 を招 く結 果 とな る 。 国

や 地 方 自治 体 か らの 援助 が 得 られ る よ う に 図 る と と も に 、 私 立 歯 科 大 学 自 らが 医療 の 本 質

を 認 識 し、 現在 の あ り方 と矛盾 と欠 陥 を 互 い に 指 摘 反 省 し、 こ れ を 実 行 に 移 さ ね ば な ら な

い 」 と あ り ます 。

私 が こ こ で 趣 意 書 を長 く引 用 させ て い た だ い た 理 由 は 、 こ の 文 章 に 表 現 さ れ た 当 時 の 私

立 歯 科 大 学 の 危 機感 と、そ れ を 乗 り越 え よ う とす る 高 い 志 に 感 動 し た か ら に 他 な り ませ ん 。

わ が 国 の 近代 の 出発 点 と な っ た 明 治 新 政 府 は 、 富 国 強 兵 の 名 の 下 で 、 医 学 教 育 を 国 策 と

して進 め た の に もか か わ らず 、 歯 科 は残 念 な こ と に外 され て お り ま した 。

そ れ故 に 、 わ が 国 の 近 代 歯 科 医 学 教 育 は 、 個 人 と して の 歯 科 医 師 の 多 大 な る 努 力 の も と

に始 ま っ た とい うべ きで し ょ う。 つ ま り、 わ が 国 の 歯科 医 療 の 出発 点 は 、 ま さ に 私 立 歯 科

教 育 に よ っ た の で す 。 こ の よ う な 伝 統 を持 つ 、 わ が 国 の 私 立 歯 科 大 学 歯 学 部 が 、 現在

17校 を 数 え 、 そ して そ れ が わ が 国 の 歯 科 医 療 の 根 本 を支 え て い て くだ さ る こ と に 、 改 め

て 深 甚 な る敬 意 を 表 す る 次 第 で あ り ま す 。

わ が 国 の 現状 は 、 こ こ数 年 に わ た っ て 、 経 済 優 先 の 風 潮 が は び こ り、 そ れ は 社 会 を合 理

的 に 動 か し え る も の と み な す 、し た が っ て 人 間 も社 会 状 況 もす べ て 量 の 論 理 で 解 決 で き る 、

そ ん な 風 潮 が 広 く行 き渡 っ て し ま い ま した 。 そ れ は 、 質 と して の 人 間 の 生 存 の 意 味 や 意 義

が 薄 くな りつ つ あ る とい う こ と だ と思 い ます 。 そ ん な 中 で 、私 は 、医 療 の 根 本 に あ る 哲 学 、

あ る い は人 間 観 が 、 重 要 な 課 題 と して 大 き く問 わ れ る 時 代 な の だ と思 っ て い ます 。

貴 協 会 が 、 そ の 設 立 の 精 神 を大 切 に さ れ、 そ して 日本 歯 科 医 師 会 の 目指 す 国 民 の た め の

歯 科 医 療 の確 立 に 向 か っ て 、 共 に 歩 ん で い た だ け る こ と を祈 念 して 、 お 祝 い の挨拶 と い た

し ま す 。



社 団法人 日本私立 歯科大学協 会

加盟歯科大学 ・歯学部

北 海 道 医 療 大 学 歯 学 部

岩 手 医 科 大 学 歯 学 部

奥 羽 大 学 歯 学 部

明 海 大 学 歯 学 部

東 京 歯 科 大 学

昭 和 大 学 歯 学 部

日 本 大 学 歯 学 部

日 本 大 学 松 戸 歯 学 部

日 本 歯 科 大 学 生 命 歯 学 部

日 本 歯 科 大 学 新 潟 生 命 歯 学 部

神 奈 川 歯 科 大 学

鶴 見 大 学 歯 学 部

松 本 歯 科 大 学

朝 日 大 学 歯 学 部

愛 知 学 院 大 学 歯 学 部

大 阪 歯 科 大 学

福 岡 歯 科 大 学
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社団法人 日本私立 歯科大学 協会 役 員
(平成 19年 4月 1日現在)

役 員 名

名氏

所 属 大 学役 職 名

泉 日 本 歯 科 大 学 理 事 長 ・学 長

譲 東 京 歯 科 大 学 学 長

会 長 中 原

副 会 長 金 子

副 会 長 大 塚 吉 兵衛 日 本 大 学 歯 学 部 長

専務理事 安 井 利 - 明 海 大 学 副 学 長 ・ 歯 学 部 長

常務理事 束 理 十 三 雄 日本歯科大学新潟生命歯学部長代理

哉 福 岡 歯 科 大 学 常 務 理 事|常務理事 青 野

理
理

理
理

理
理

理
理

監
監

常務理事 宮 﨑 隆 昭 和 大 学 歯 学 部 長

事 大 野 弘 機 北 海 道 医 療 大 学 歯 学 部 長

事 梅 本 俊 夫 神 奈 川 歯 科 大 学 学 長

事 天 野 義 和 奥 羽 大 学 歯 学

監

事 森 本 俊 文 松 本 歯 科 大 学 学 長
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■ 第 1部

社団法人
日本私立歯科大学協会
「設立 30周年記念祝賀会」
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2007・平成 19年6月27日 東京・帝 国ホ テル

設立30周年記念祝賀会

祝 設立 30周 年 記 念 祝 賀会
社 団法 人 日本私立 歯 科 大 学 協 会

中 原 会長挨 拶 と祝 賀 会 風 景

晴天 の平成 19年 6月 27日水曜 日午 後 5時 。

東京都 千 代 田 区内幸 町の 「帝 国ホテル富士 の 間」 にお いて、 関係 官庁 の文部科学省、厚 生労 働省 な らび に 日本歯科 医

師会等 の関係諸 団体等 よ り多数の ご来賓の ご出席 を仰 ぎ、約 220名 の ご来場 を得て、社 団法人 日本私立歯科大 学協会 「設

立 30周 年 記 念 祝 賀 会 」 が盛会 裏 に開催 され た 。

I 開 会 の辞 日本 私立歯科 大 学協 会副 会 長 金 子 譲

金子 譲 副会長 は、「開会の辞」 において、冒頭 、出席者 に対 して謝辞 を申 し述

べ る と と もに、「私 ど も私 立 の 歯 科 大 学 17校 は、明 治 以 来 民 の力 で 国 に先 駆 け てや っ

て きた が 、現在 日本 の 歯科 医 師 の 約 75% を輩 出す る に い た っ て い る。 30年 の 区切

りに当って、 これか ら先 も各私立歯科大学が力を合 わせ 国民の歯科医療、その もと

にな る教 育 、 医療 の背 景 とな る研 究 を懸 命 に推進 して い く」 と決 意 を述 べ た。



I 挨 拶 日本 私立歯科 大学協 会会 長 中 原 泉

中原 泉 会 長 は、 「会 長 挨 拶 」 におい て、 冒頭 、初 代 会 長 の 白 数 美 輝 雄 先 生、 2

代 目会長の石 川堯 雄先生、3代 目会長の小出忠孝先生、4代 目会長 の佐 川寛典先生

の協 会発展 に尽 力 され たエ ピソー ド等 を紹介 し、 「私 どもの協 会 は、 昭和 51年 に社

団法人化 しそれか ら 30年 とい うことになった。歯学部 は、入学定員が少ないこと

か ら小 さな学 部 とい うイ メ ー ジで 見 られ る傾 向 が あ るが 、協 会 加 盟 の 17校 を全 部

合 わせ れば文科系の 100校 に も相 当す る といわれてお り、 それだけの実力、底力 を

持 っ た 学 部 で あ る とい う こ と につ い て 再 認 識 し誇 りを も っ て こ とに あ た りた い の

で、今 後 とも協 会 の発展 に ご協力、 ご支援願 いたい」 と挨拶 を述べ た。

辞 文部科学省高等教育局私学部長 磯 田 文 雄 殿I 祝

日本 歯科
「来賓祝 辞」 にお いて、文部科学省高等教育局私学 部長磯 田文雄殿 は、「わが国の

歯科教育 は、本協会 の支援 とリーダー シップが な くしては ここまで発展 しなかった

の で は な いか と考 え、 深 い敬 意 を表 した い。

今 回、教育基本法が 60年 ぶ りに改正 されたが、 この改正 の趣 旨に よ り私立大学

の発展 ・振興 の ため に努 力 して まい りたい。 とくに、歯科教 育 につ いて考 えてみ る

と、近年 の高齢化 、あ るいは疾病構造の変化、患者 のニーズの多様化 や医療技術の

急 速 な進 歩 等 を背 景 と して、 歯 科 教 育 あるい は歯学 に関 わ る研 究 に対 す る期 待 は非

常 に 大 き い もの が あ る 。

今 後 とも、私立 歯科大学 においては、 わが国の歯科教育 ・研 究 ・診療 の一層の充

実 向上 の た め の 中心 的 な リー ダー と して、国民 の信 頼 と期 待 に応 えて い た だ きた い」

と述べ られ た 。

Ⅳ 祝 辞 日本 歯科 医師会 会 長 大久保 満 男 殿

日本 立
「来 賓 祝 辞 」 に お い て 、 日本 歯 科 医 師 会 会 長 大 久 保 満 男 殿 は、 「設 立 以 来 30年 、

日本 の歯科界の ため にた くさんの学生 を輩 出 し、 歯科 医師会会 員養成 の最先端 に

立 って活 躍 され た諸 先 生 方 や 、協 会 の運 営 に努 力 され た歴 代 の役 員 の 先生 方 に心 か

ら感謝 申 し上 げたい。 日本 の歯科 は、私立 の歯科 の養成所 に よってつ くられたが、

その先達 の先 生 方 の志 の深 さに強 く打 た れ る。 そ して、 新 し く戦 後 つ く られ た私立

歯科大学 に もその気風 が受 け継がれた こ とに、深 い感動 を覚 える。 単 身ア メ リカに

渡 り勉 強 されて私立歯科大学 をつ くられた先達方の ご努力や ご苦労 を、野 口英世の

業績 と重ね合 わせ て、今、 この 30周年 とい う時代の中で もう一度確認す ることが

大 事 なの で はない か 。 その意 味 で、 この 30周 年 の記 念式 典 が 時代 の 目を遡 らせ て、

これ か ら築 き上 げ なけれ ば な らない歯科 医療 の未 来 に、少 しで も参考 になれ ば と

思 っ て い る」 と述 べ られ た。
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V 功 労者感謝状贈 呈
功 労 者
紹

日本私立歯科大学協会専務理事 安 井 利介 -

日本 私 立 歯科 大 学 協 会 安 井利 一専 務 理事 よ り、 功 労 者 とそ の功績 の紹

介 が 行 わ れ 、 中原 泉 会 長 よ り感 謝 状 が贈 呈 され た。

功 労 者 愛知学院大学学院長 ・学長 小 出 忠 孝 殿
立 30周 年 記 念 祝 賀 会
社 団 法 人 日本 私立歯科大学協会

授賞理 由 日本 私 立 歯科 大 学協 会 第 3代 会長 (平成 元年 4月 1日～平成 9年 12月

31日)、 日本 私立歯科大学協会副会長 (昭和 59年 10月 3日～平成元年

3月 31 日) と して本協 会 の発 展 に尽 力 し、 多 大 な貢 献 を され た。

130周 年 記念 祝 賀 会 功 労 者 前大阪歯科大学理事長 佐 川 寛 典 殿
団法 人 日本 私立 歯科大 学協会 〔御 令室 佐 川裕子 様 に代 理 贈 呈 ]

授賞理 由 日本 私 立 歯科 大 学 協 会 第 4代 会長 (平 成 10年 1月 1日～平成 18年 3

月 31 日) 日本 私 立 歯科 大 学協 会 副 会 長 (平 成 7年 4月 1日～平成 9

年 12月 31日) として本協会の発展 に尽力 し、多大 な貢献 をされた。

30周 年 記 念 祝 賀 会 功 労 者 明海大 学 朝 日大 学理事長 宮 田 侑 殿
団法 人 日本 私立 歯科大 学協会

授 賞理 由 日本 私 立 歯 科 大 学 協 会 社 団法 人 化 委 員長 と して、 昭 和 51年 5月 24日

付 の本協 会法 人化 に努力 ・寄与 され、日本私立 歯科大学協会専務理事 (昭

和 54年 4月 1日～昭和 62年 3月 31 日) として本協会の発展に尽力 し、

多 大 な貢 献 を され た。



立30周 年 記 念 祝 賀 会 功 労 者 鶴見大学副理事長・駒澤大学理事長 宮 本 延 雄 殿
団 法 人 日本私立歯科大学協会

授 賞理 由 昭和 51年 5月 24日の 日本 私立 歯科 大 学 協 会 法 人化 と と もに本協 会 に

入 会 され、 事 務 局 長 会 議 の創 設 等 本 協 会 の発 展 に尽 力 し、 多 大 な 貢 献

を さ れ た 。

¥ 30周 年 記 念 祝 賀 功 労 者 日本私立歯科大学協会事務局長 - 宮 正 明 殿
社団 法 人 日本 私立歯 科大学協会

授 賞理 由 日本 私立 歯科 大 学 協 会 事 務 局長 (平 成 3年 9月 1日～現 在 に至 る) と

して 、 16年 の 長 き に わ た り本 協 会 の 多 方 面 の 運 営 に尽 力 し、 多 大 な貢

献 を され た 。

祝 設立3
0周年記念祝

賀会

社団法人
日本私立歯科大

学協会

受賞者 左 よ り、 小 出忠 孝 殿 、佐 川 寛典 殿御 令 室 ・佐 川 裕 子 様 、宮 田 侑 殿 、宮本 延雄 殿 、 一宮 正 明 殿
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司会 者 に よ り、 「鏡 開 き」の協力者 と して、50音 順 に文 部科学省高等教育 局私学部長 ・磯 田文雄 殿 、元文部大 臣 ・

元参議院議長 ・井 上 裕 殿、 日本歯科医師会会長 大久保満男 殿 、 日本私立歯科大学協会 大塚 吉兵衛 副会長、 日本

私 立 歯 科 大 学 協 会 ・金 子 讓 副 会 長 、愛 知 学 院大 学 学 院長 ・学 長 ・小 出忠 孝 殿 、 日本 私 立 歯 科 大学 協 会 ・中原 泉 会

長 、厚 生労 働省 医政局歯科保健課長 ・日高勝 美 殿 、 明海大学 朝 日大 学理事長 ・宮 田 侑 殿 、鶴見大 学副理事長 ・駒

澤大学理事長 ・宮本延雄 殿 、 日本私立歯科大学協会 安井利一 専務理事が紹介 され、登壇 の うえ祝 の樽 を囲 まれた。

司 会 者 の 「せ ー の !」 の発 声 に続 く、 来場者全員 の 「ヨイシ ョ !」 の掛 け声 に よ り盛大 に鏡 開 きが 執 り行 わ れ た。

•

VI鏡 開 き

祝 設 立 30周 年 記 念 祝 賀 会
社 団 法 人 日本 私立 歯 科 大 学 協 会

祝

コ
ホ
テ
ル

国
ホ
テ
ル

帝
国

ホ
テ
ル

四
ホ
テ
ル

帝
国
ホ
テ
ル

祝

VI 乾 杯 元文部大臣・元参議院議長 井 上 裕
元文 部大 臣 ・元 参議 院議長 井上 裕 殿 は、「乾杯 に先 立つ祝辞 」 において 、「30

周 年 とい う大 き な節 目 を迎 え た が 、 これ が 50周 年、 100周 年 とい う大 きい 節 に な

る こ とをお祈 りす る。

〈和 を 以 て 貴 し とな す 〉 とい う言 葉 が 一番 好 きだ が 、今 こ こ に私 学 の 団 結 と、 中

原会長 を中心 とした私立歯科大学協会 の ます ます の発展 と、本 日ご参会の皆様 の ご

健 勝 を祈 念 申 し上 げ る」 と述べ られ、声 高 らか に 「乾杯 !」 の ご発声が あ り、来場

者 一 同 「か ん ぱ ー い !」 と唱和 し、 祝 賀 会 は ク ラ イ マ ッ ク ス を む か え た。

鏡 開 き
帝
国
ホ
テ
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祝 設 立 30周 年 記 念 祝 賀会
社 団 法人 日本 私立歯科大学協会

帝
国
ホ
テ
ル

帝
国
ホ
テ
ル

乾杯
帝
国
ホ
テ
ル

回

ホ
テ
ル

ホ
テ
ル

ホ
テ
ル

帝
国
ホ
テ
ル

祝

帝
国
ホ
テ
ル

帝
国

ホ
テ
ル

祝

DODOD

7 0 0 0 0

懇 親 風 景

VI閉会 の 辞 日本私立歯科大学協会副会長 大 塚 吉兵衛
大塚吉兵衛 副会長 は、 「閉会 の辞」 において、 「私立歯科大学協 会設立 30周年 の

会 に文 部 科 学 省 、厚 生労 働 省 の 関係 の 方 々、 また 関 係 業 界 の 方 々 を お招 き し、 この

よ うに盛大 に 30周 年 を祝 う こ とが で き ま した。 この 30年 の 間、 この業 界 の交 流 の

た め に ご活 躍 い た だ い た 先 生 方 に御 礼 申 し上 げ、 31周 年 を迎 え て ます ます 私 立 歯

科大学の交流 が深 まる よう皆様 方の協力 をお願 い申 し上 げ る」 と結 ばれ、予定 の午

後 7時、 2時 間 に お よん だ祝 賀 会 は幕 を 閉 じた。

5
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帝 国 ホ テ ル

16

祝 設 立30周年記念祝賀会社 団法人 日本私立歯科大学協会

和 太 鼓 演 奏 梵 天

T

協会

司 会 橋 本 明 子 さん 国歌 独 唱 三 垣理 英子 さん

演 奏 日本 大 学 吹奏 楽 団

137祝 設 み社団

独 唱 三垣理英 子 さん 独唱 伴 奏 日本 大 学 吹 奏 楽 団

0 0

祝 設立30周年記
念祝

ā

社団法人 日本
私立歯科大学

協会



来 賓 出 席者
〔敬称 略 ・順 不同]

〔関係 官 庁 〕

文 部科 学 省

高 等 教 育 局 私 学 部 長

高等 教 育 局 私 学 部 私 学 行 政 課長

高等教育局私学部私学行政課課長補佐

高等教育 局 私学 部私学 行政 課専 門職

高等教 育 局 私 学 部 私学 助 成 課長

高等教 育 局 医 学 教 育 課長

磯 田 文 雄
杉 野

剛

私立歯科大学 歯学部附属病院歯科衛生士連絡協議会会長

日本私立歯科大学 歯学部附属病院歯科技工士協議会副会長

全国私立歯科大学・歯学部附属病院診療放射線技師代表者会会長

関 根 真 理 子

尾 辻 剛

深 澤 常 克

堀 川 光 久 [賛助 会 員]

小

芦 立

高 等 教 育 局 医 学 教 育 課課 長 補 佐

高 等 教 育 局 医 学 教 育 課 専 門官

厚 生 労 働 省

栗
浦

孝 明 株 式 会 社 シ ラ ネ代 表 取 締 役 社 長

株 式 会 社 ヨ シ ダ相 談 役

白 根 睦 章

渡 辺 通

三 枝 広 人

大 原 里 子

医 政 局 歯 科 保健 課長

医政 局 歯科 保 健 課課 長補 佐

医政局歯科保健課歯科医師臨床研修専門官

日 高 勝 美

佳 則

杉 戸 博 記

[関係 諸 団体 〕

日本歯科 医 師会 会長

日本歯科 医 師会 副 会長

日本歯科 医 師会 副 会長

日本歯科 医 師 会 副 会 長

日本私 立薬 科 大 学協 会 会 長

日本私 立薬 科 大 学協 会事務 局長

日本 私 立大 学 協 会 事 務 局長

歯科医療研 修 振興財 団専 務理事

歯科 医療研 修振興財 団事 務局長

日本歯 科 企 業協 議 会 前 会 長

堤

日本 歯科 企業 協 議 会 事 務 局長

大 久 保 満 男

箱 崎 守 男

近 藤 勝 洪

直 文

髙 栁 元 明

滝 沢 源 平

小 出 秀 文

宮 武 光 吉

松 永 武 久

山 中 郎

石 井 誠

株 式 会 社 ヨ シ ダ 大 学 営 業 部 部 長

デ ン ツ プ ラ イ 三 金 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

長 田 電 機 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

長 田 電 機 工 業 株 式 会 社 常 務 取 締 役

株 式 会 社 東 京 技 研 代 表 取 締 役

株 式 会 社 ジ ー シ ー 代 表 取 締 役 社 長

株 式 会 社 ジ ー シ ー 営 業 部 部 長

株 式 会 社 ジ ー シ ー D I C 所 長

吉 田 精 工 株 式 会 社 取 締 役 役 員 室 室 長

株 式 会 社 モ リ タ 取 締 役

株 式 会 社 モ リ タ 次 長

大 島 雅 之

向 英 俊

田 康 司

椎 橋 昌 宏

渡 辺 啓 介

中 尾

竹 内 晋

須

保
株 式 会 社 ニ ッ シ ン代 表 取締 役社 長

株 式 会 社 松 風 学 術 課 課長

株式会社松風 東京支社次長

株式会社浅野歯科產業代表取締役社長

石福 金属興業株式 会社取締役会長

石福金属興業株式会社営業副本部長

横 江 浩 司

来 浩 之

高 宮 邦
浅 野 弘

眞
一
実
剛
進
光

彦
治

城

宮 誠

野 原

博

御令 室 佐 川 裕 子
前 日本歯科大学学長 (元副会長)

元 明海大 学 歯学 部長 (元 専 務 理事 ) 橋 本 弘

佐 藤 亨

明海大学 朝日大学理事長 (元 専 務 理事 )

元 顧 問

元 顧 問

元 事 務 局

元 事 務 局

元 事 務 局

元 事 務 局

増
武

〔日本私立歯科 大 学 協 会 元 役 員 ・事 務 局 関係 等〕
(前大阪歯科大学理事長 〈前 会長〉 佐 川 寛 典 )

1

株式会社城楠歯科商会代表取締役社長

株式 会社 トクヤマデ ンタル営 業部長

株 式 会 社 ミク ロ ン代 表 取締 役

株式会社 田中歯科器械店代表取締役

医歯薬 出版株式会社代表取締役社長

医歯薬 出版株式会社 取締役

〔報道 ・出版 関係 等 〕

株 式 会社 日本 歯科 新 聞社 編 集部

安 元 和 憲

八 野 光 俊
毛 利 輝 生
大 畑 秀 穂

今 田 芳 則

徹竹 前

堀 野 作 二 郎

中 村 隆 志

高 津 征 男

侑 株式会社デンタル リサーチ社編集部次長

由 弘 教 育 学 術 新 聞広 報 部長

田 靖 夫 株式会社ヒョーロン・パブリッシャーズ社長

小 西 弘 志 株式会社デンタルダイヤモンド社代表取締役社長

地 下 和 弘 文 教 ニ ュー ス社 取締 役 企 画 部長

地 下 紀 子 文 教 速 報

中 山 康 代

牧 野 英 敏
村 山 眞 人

株 式 会社 歯科 時報新社
保 正 陽 三 郎

吉 泰 行

〔日本私立歯科大学協会関係会議]

全国私立歯科大学附属病院薬剤部長会会長

ク イ ンテ ッセ ンス 出版 株 式 会社

有 限会 社 医 学 情 報 社 代 表取 締 役

佐 々木 高

若 松 明 文
山 本 加 代子
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■ 第 2 部

日本 私立歯科大 学協会
「10年 のあゆみ」

協 会 設 立 20年 か ら 30年の 10年 間 を振 り返 って

一 歯 科 医 学教 育 改 革 と歯科 医療 制 度 改 革 に揺 れ た 10年一

日本 私立歯科大学協会専務理事

明 海 大 学 副 学 長 ・歯 学 部 長 安井 利 一

歯科 医 師 需 給 問 題 へ の取 組 み

日本 私 立 歯 科 大 学 協 会 会 長

日本 歯 科 大 学 理 事 長 ・学 長 中原 泉

歯科 医 師 臨床研 修 の必 修 化 まで

日本私立歯科大学協会常務理事

日本歯科大学新潟生命歯学部教授 柬理十三雄

歯科 医 師 国家試験 改 革 へ の考 察

日本 私 立歯科 大 学 協 会副 会長

日本 大 学 歯 学 部 長 大 塚 吉 兵 衛

共用 試験 (CBT、 OSCE) の運 用

日本私立歯科大学協会専務理事

明 海 大 学 副 学 長 ・歯 学 部 長 安井 利 一
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協会 設立 20年 か ら30年 の
10年 間 を振 り返 って
一歯科医学教育改革と歯科医療制度改革に揺れた10年一

日本 私 立歯科大学協会専務 理事

明 海大 学副 学 長 ・歯学部 長

安井 利 一

は じ め に

平 成 9 (1997)年 か ら平 成 18 (2006)年 まで

の 10年 間 は、 私 立 歯 科 大 学 ・歯 学 部 を取 り巻

く環境の変化 が著 しい時期 で あ り、特 に、平成

13 (2001)年 の歯学教育 モデル ・コア・カ リキュ

ラム に よる 「教 育 の標準 化 」 と、 そ の後 の 「臨

床実習開始前の共用試験 」の実施 に人 と時間 と

費 用 を費 や され る こ と とな っ た 。 さ らに、 この

変 革 に よって、 私 立大 学 の根 幹 で あ る 「建 学 の

精神」 を具現化す る教育 プ ログ ラム を見直 しす

る必 要 が生 じ、約 6割 の教 育 時 間 を標 準化 され

た 内容 に 当て な け れ ば な らな くな った 。

さて、平 成 17 (2005) 年 か ら本 格 実 施 とな っ

た共 用 試 験 にお い て は、知 識 をみ る CBT (com-

puterbased testing) と 態 度 ・技 能 を み る

OSCE (objectivestructured clinicalexamina-

tion)の合格 を、歯科医師法第 17条の阻却事 由

の一つ と して位 置づ け した た め 、 学 生 数 の多 い

私 立 歯科 大 学 歯学 部 にお い て は、 設 備 の拡 充

や人 的資源の確 保 に多大 な影響 を受 け る ことと

な っ た こ と は否 め な い 。

一 方 で、厚生労 働 省 は 「歯科 医師 臨床研 修 の

法 制化 」 を完 成 させ 、 平 成 18 (2006) 年 か ら

歯科 医 師法 第 16条 に よ る義 務 と して 臨床研 修

を実施 す る こ ととな った 。 しか し、 国立大 学法

人 に予算 を供 給 す る文 部 科 学 省 で は人 件 費 も支

給 で きる交 付 金 で あ るの に対 し、 公 立 ・私 立 の

歯科大 学 ・歯学 部 の歯科 医師 臨床 研修 を担 当す

る厚 生 労 働省 で は、 人件 費 に充 当で きない補 助

金 と して 予 算 を配 当 す る こ とに な っ た 。 この た

め、歯科 医師法 に規定 されて実施 してい る歯科

医 師 臨床研 修 で あ りなが ら、 国立 大 学 法 人 と公

立 ・私 立 の歯科 大 学 ・歯学 部 との 間 に、特 に待

遇 面 で格 差 が 生 じて しまって お り、 また 、厚 生

労 働 省 か らの補 助 金 が極端 に少 な い ため に私立

歯科 大 学 歯学 部 の附属病 院で は、 多 額 の支 出

を余 儀 な くされ、 附属 病 院経営 に大 きな問題 を

生 じて い る 。

さ ら に、 平 成 18 (2006)年 8月 に は、 時 の

川 崎厚 生労働 大 臣 と小 坂文部科 学大 臣の両大 臣

の確 認事項 と して、 歯科大学 ・歯学 部 入学 定員

の削 減 要 請 と歯科 医 師 国家試験 の合 格 基準 を引

き上 げ る こ とに よる新 規参 入歯科 医 師数 の抑制

が 出 され た。 国民 総医療 費 の抑 制 策 の矛先 が歯

科 に向 け られ て い るの は明 白で あ り、診療報酬
も改 定 の た び に抑 制 されて お り、 さ らに歯科 医

師数 を抑制す るこ とで更 な る効 果 を上 げ ようと

す る もの で あ ろ う。 歯科 界 に とって は、 長期展

望 の ない、 場 当た り的 な政 治手 法 で あ り、 中原

会長 も個人 的見解 としなが らも「お粗 末 な内容 」

との 意 見 を述べ られ た 。

一方 、厚生労 働省 医政 局歯科 保 健 課 も大 変 苦

しい立場 に立 た されて い る と推 察 され るが 、平



協 会 設立 20 年 か ら 30 年の 10 年 間 を振 り返 って

成 18 (2006)年 12月 8日に は歯 科 医 師 国家 試

験 に よ る歯科 医師数の抑 制 等 に言及 した 「今 後

の歯科 保健 医療 と歯科 医師 の資 質 向上 等 に関す

る検討 会 」中間報告書 を作成 ・公 表 した。 日本

私 立歯 科 大 学協 会 は、 歯科 医 師 国家試 験 は資格

試験で あ り、長期展望 のない なかで、受験年度

に よっ て不 公平 な選抜 が な され る こ とは認 め ら

れ ない との 立場 を とっ て い る

ま た 、 平 成 1 8 ( 2 0 0 6 ) 年 に お い て 、 厚 生 労

働 省 の 三 浦 技 官 が 文 部 科 学 省 の 医 学 教 育 課 長 に

赴 任 さ れ た 。 文 部 科 学 省 は 、 平 成 1 9 ( 2 0 0 7 )

年 1 月 に 国 公 私 立 大 学 歯 学 部 長 会 議 を 開 催 し た

後 、 「 歯 学 部 定 員 の 在 り 方 に 関 す る 意 見 交 換 会 」

を 開 催 し て 定 員 4 5 名 の 新 潟 大 学 歯 学 部 と 徳 島

大 学 歯 学 部 を 除 く 、 す べ て の 国 公 私 立 大 学 と 個

別 に 意 見 交 換 会 を 開 催 し た 。 日 本 私 立 歯 科 大 学

協 会 と し て は 、 各 加 盟 大 学 の 意 見 交 換 会 に お け

る 内 容 把 握 を 行 う と 同 時 に 、 そ の 後 に 何 か あ る

場 合 に は 協 会 と し て 対 応 す る 旨 、 文 部 科 学 省 に

伝 え て い る 。 「 歴 史 は 繰 り 返 す 」 い わ れ る が 、

私 た ち の 協 会 を 創 立 し 、 支 え て き た 先 人 た ち が

昭 和 6 3 ( 1 9 8 8 ) 年 前 後 に 歯 科 医 師 過 剰 問 題 に

対 し て 入 学 定 員 の 2 0 % 自 主 規 制 を 行 い 、 現 在

も な お 経 営 的 な 改 善 に よ っ て そ の 規 制 を 続 け て

い る が 、 そ の 間 に 国 立 大 学 歯 学 部 を 新 た に 設 置

し て き た 国 の 施 策 は い か が な も の で あ ろ う か 。

わ が 国 の 歯 科 医 療 は 創 立 1 0 0 年 の 歴 史 を 有 す

る 私 立 歯 科 大 学 を は じ め と し て 、 私 立 歯 科 大 学 ・

歯 学 部 の 卒 業 生 で 支 え て き た 。 そ の 結 果 と し て 、

世 界 に 誇 る 歯 科 保 健 医 療 が 行 わ れ 、 国 民 の 健 康

な 生 活 を 確 保 し て き た と い え る 。 国 策 と し て の

フ ッ 化 物 応 用 等 で う 蝕 予 防 対 策 が 効 を 奏 し 、 歯

科 医 療 費 の 削 減 が 効 率 的 に 行 わ れ て い る 一 方

で 、 一 連 の う 蝕 治 療 に 基 盤 を お い て き た 歯 科 の

保 険 診 療 制 度 と の 間 に 乖 離 が 生 じ て お り 、 一 部

の 都 市 圏 域 で は 、 保 険 診 療 に お い て の 経 営 の 視

点 か ら 歯 科 医 師 の 過 剰 感 は 確 か に 存 在 す る と 考

え ら れ る 。 し か し 、 そ れ な ら ば 、 新 規 参 入 の 歯

科 医 師 数 を削減す れ ば よい とい う方 法論 は あ ま

りに稚 拙 との誹 りを免 れ な いので はな いか と思

わ れ る 。

歯 科 医師 の専 門性 を向上 させ 、新 しい時代 の

医療 人 を育 成 で きるの は、 歯科大 学 ・歯学 部 以

外 に は 考 え ら れ な い。 さ ら に、 そ の な か で、

75%の歯科 医師 を養成 して い る 日本 私 立歯科大

学 協 会加 盟大 学 の役 割 はい っそ う大 きな もの に

な る こ とは 間違 い な い。 歯 科 医 師が で きる 国民

へ の医療 サ ー ビス を拡大 して、 よ り国民の健康

に寄与す る こ とが重 要 な課 題 とな って いる。 そ

の意 味で は、歯科 医師養成課程での履 修内容 を

国民 に 明確 に示 す こ と も必 要 か も しれ な い 。

日本 私立歯科大 学協 会 を取 り巻 く 10年 を鳥

瞰 して み る と、 国立大学法 人 と比較 して、 私 立

歯科大 学 ・歯学 部 に とって厳 しい状況がつ くり

上 げ られて きた感 をぬ ぐい捨 て られ ない。 しか

し、今後 とも、 日本 の歯科保健 医療福祉 は私立

歯科 大 学 歯学 部 で支 えて いか なけれ ば な らな

い とい う 自負 は持 ち続 け る必 要 が あ る。 次 の

10年 に向 か って の戦 略 を立 て る うえ にお い て

も、 以下、過去 10年 間の 日本 私立歯科大 学 協

会 を取 り巻 く状 況 につ い て年 度 ご とに振 り返 っ

て み た い 。

平成 9 (1997)年 度

小 出忠孝会長か ら佐 川寛典会長へ

一募 集定 員削 減 を不退 転の決意で一

1.歯科 医師 需給 問題

厚 生 省 (当時 ) の 「歯科 医師 の需給 に関す る

検 討 会 」お よび文 部 省 (当時 )の 「21世紀 医学 ・

医療 懇話会教育部会 の歯科 医師の育成 の在 り方

に関す るワーキ ンググループ」 に対 して、協会

は次 の ような主 張 を展 開 して い る。

① 昭和 61 (1986)年 よ り現 在 まで、 自主規

制 に よ り実 施 して い る募 集 人 員 (昭 和 61

年 度 入 学 定 員 の 20%減 ) 以上 の削 減 を求

13
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め られて も、 い っ さい協 力 で きな い。

② 国立大学 の定 員減 (例 えば 40名 まで削減)

を実 施 すべ きで あ り、 そ れで不 十分 の場合

に は 国立 大 学 は大 学 院 ・研 究所 化す る、付

属 病 院 を臨床研 修施 設 とす る等 、 国立大学

の改 組 を検 討 す る よ う求 め る。

③ 歯 科 医 師 国家 試 験 の合 格 者 を抑 制す る こ と

に よって、 歯科 医 師数 を削 減 しよ うとい う

案 は、資格 試験 で ある歯科 医師 国家試験 の

本 来 の趣 旨 に反す るの で、 絶 対 に賛成 で き

な い 。

2.学生 による授 業評価 と FD

3.卒後臨床研修

第 136回 国会 にお い て 「歯科 医師法 の一 部 を

改 正 す る 法 律 」 が 平 成 8 (1996)年 6月 14

日に成 立 し、 同年 6月 21日法 律 第 92号 を もっ

て 公 布 さ れ た。 施 行 は 同 年 8月 20 日で ある。

この一 部 改 正 に よって歯科 医 師法 第 16条 2項

の 努 力 義 務 に基 づ く臨床研 修 制 度 が 開始 され

た 。

平成 10 (19 98)年 度

第 1回歯科 医師 臨床 研修 指導 医 ワークシ ョ

ップ (通称 :富士研 )開催

1.歯科 医師需給 問題

平成 11 (1999)年 2月 26日、文 部省 (当時 )

の 21世 紀 医学 ・医療 懇 話 会 は 「21世紀 に向 け

た医師 ・歯科 医師の育成体制 の在 り方 について」

とす る第 4次 報 告 を提 出 し た。 さ らな る 10%

程度 の削減要求が提案 され、文部省 (当時)の

木谷医学教 育課 長 は、全 体 と して入学定員削減

数 を 6.3% 170名 と仮 定 す る と して、 そ の うち

80名 を私 立 で お 願 い を した い と提言。 これ に

対 して、 協 会 と して 昭 和 61 (1986)年 度 入 学

定 員総数 2,400人 を 20%削 減 した数 を募集 す る

とい う こ とが 未達 成 の 3校 に お願 いす る。 奥 羽

大 学 歯 学 部 は平 成 12 (2000) 年 度 か ら了 承、

福 岡歯科大 学 も平 成 12年 度 で了承 。松 本歯科

大 学 は継 続 依 頼 す る。

2.歯科 医師臨床研 修指導 医の養成

歯科 医 師臨床研 修実施 を受 けて、研 修 歯科 医

師 の指導 を行 う指導医の養成 が必要 とな り、厚

生労働 省 と歯科 医療振興財 団 に よる研修が開始

され た。 この研 修 は富士 山麓 で行 わ れ た ため通

称 「富士研」 と称 され た。

平成 11 (1999)年 度

全 国歯科 大学長 ・歯学部長会 議 と全 国歯科

大学 ・歯学部附 属病 院長会 議連 名 で丹羽雄
哉厚生大 臣 に 「歯科 医師の卒後 臨床研修の

必修化に関する要望書」を提 出

1.歯科 医師需給 問題

平 成 10 (1998)年 5月の文部省 (当時)木

谷 医学 教 育課 長 の提 案 に対 して の協 会 の 回答

① 昭 和 61 (1986)年 度 削 減 20% の全 校 の足

並 み をそ ろ え て か ら検 討 す る。

② まず、 国立大学 か ら削減 の範 を示 す。

③ 国立大学 は編入学へ振 り替 えている。純減

は 15名 の み で あ る。

2.卒後臨床 研修

平 成 11 (1999)年 12月 27日、 全 国歯 科 大

学 長 ・歯学部長会議 と全 国歯科大学 ・歯学部附

属 病 院長会議が連名で、卒後臨床研修の必修化

が 実 現 され る可 能 性 が 増 して きた こ とを 受 け

て 、 当 時 の厚 生大 臣で あ る丹 羽 雄 哉氏 に対 して

「歯科 医 師 の卒 後 臨床研 修 の必 修 化 に関す る要

望書 」 を提 出 した。

①卒 後 臨床研 修 の必 修 化 に不 可欠 な経 費 の確

保 につ い て :研 修 に専 念 で きる研修 医 の 生

活 の保 障 と、 指 導 医 の確 保 につ いて。

② その他 の諸課題 につ いて (経費 の確保 を前

提 と して):大 学 附属 病 院 の位 置づ け と今

後 の卒 後 臨床研 修 の 円滑 な実施 を図 るた め

の 方 途 に つ い て 。



協 会 設立 20年 か ら 30年 の 10年 間を振 り返 って

平成 12 (2000)年度

歯 科 医 師 臨 床 研 修 必 修 化 は 平 成 18年 4

月 1日か ら。歯 科 医 師 法 の 一 部 改 正 を含

む 「医療 法等 の 一部 を改正 する法律 」 が平

成 12年 11月 30 日成 立 、 12 月 6 日

公布 された。診療 に従事 しようとする歯科
医師 は、卒 業後 、 1年以上 臨床研修施 設で

臨床研修 を受 けな ければな らな くな った。

1.歯科医師国家試験
第 93回 歯 科 医 師 国家 試験 は 69.7% の合 格 率

であった。協 会 は直 ちに厚生省 (当時)の伊藤

雅 治健 康 政 策 局 長 に対 して改 善 方 を 申 し入 れ

た 。

① 歯科 医師 国家試験 の基本 的知識 の範 囲 を超

え て い る ような問題、複 数選 択肢 が 正解 に

な る ような問題 な ど、 国家試験 問題 と して

不 適切 と思 われ るので 、 歯学 部段 階 にお け

る教 育 と整合性 を有 した問題 の作成 ・出題

につ い て再 検 討す る こ と。

② 臨床実地 問題 の配点 は一般問題 (1問 1点)

の 2.5倍 で あ り、 1問 の 比 重 に過 度 な偏 り

が あるの で 、 同配 点 につ い て 再 検 討 す る こ

と 。

③ 出題 した問題 の事後評価 (KV委 員会)に

問 題 が あ る と思 わ れ るの で、 不 適 切 な 問 題

をチ ェ ック し排除 す る シス テム を強化 す る
こ と 。

2.歯科 医 師需 給 問題

3.卒後臨床研 修

歯科 医 師臨床研 修 は必 修化 され た。施行 は平

成 18 (2006) 年 4月 1日。 ペ ナ ル テ ィー と し

て 開設 者 ・管 理者 になれ ない。

平 成 13 (2001)年度

臨床実習 開始 前 の 学生評価のた めの 共 用試

験 シ ス テ ム が 構築 される 。

1.臨床実習 開始前の学生評価のための共 用

試験システ ム
平 成 13 (2001) 年 3月 に提示 され た モデル ・

コア ・カ リキ ュ ラム に準拠 した全 国共 通の標 準

評 価 試験 と して 平 成 14 (2002) 年 か ら 「臨 床

実習 開始前 の共 用試 験 」が トライアル として実

施 さ れ る こ と とな っ た (図 1～ 3)。

2.歯科 医師需給 問題

平 成 13 (2001)年 10月 3日付 けで、社 団法

人 日本 歯科 医 師 会 か ら本協 会 に宛 てて 「第 1回

歯科 医師需給 問題 検 討 臨時委 員会委 員 の推薦 に

つ い て 」 が届 け られ た。 これ に対 し、 本協 会 は

同年 11月 30日付 けで、「委 員の推薦 につ い て は、

見合 わせ る」 こ とを返答 した。 この時期 に、 国

立大学 に も同様 の委 員推 薦 が あ った よ うで あ る

が、本協 会 と同様 に委 員の推 薦 を見合 わせ る こ

と と して い る 。

CommonAchievementTests

forMedicalandDentalStudentsPriortoClinicalClerkship

臨 床 実 習 開 始前 の 「共 用試験 」

第 4版 (平 成18年 )

患者中心の医療に向 けた
医師 ・歯科医師の育成を目指 して

医 学 ・歯 学 系 大 学 教 職 員 と学生の た め に

Comm on
AchieverpentTests
Organization

C BT・O SC E

CATO
平 成 18年 11月

社 団 法 人 医 療 系 大 学 間 共 用 試 験 実 施 評 価機 構 (CATO)

医 歯 学 教 育 シス テ ム 研 究 セ ン タ ー (全 国 共 同 利 用 施 設 )

図 1 『臨床 実 習 開始 前 の 「共 用 試験 」』 第 4版

15



16

モ ニ タ ー *

共 用 試 験 実 施 状況 の概 要

1

共 用試験概要

各 大 学 の 基 準 に
基づ い た 評価

学 生
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図 2 共 用 試験 実 施状況 の概 要 (『臨床実習開始 前 の「共

用試験」』 より)

3.歯科医師臨床研修
歯科 医師臨床研 修 につ い て は、主 に給 与財 源

につ い て の議論 が多 くな され て い る。す なわ ち、

臨床研 修 歯科 医師 の給 与 に対 す る予 定財 源 は、

医療収入 と し、 自己完 結 させ る とい うこ とで あ

る。 しか し、 現 実 に は、現 状 の外 来 収 入 で実 践

す る に は相 当 の 困難が あ る と指 摘 され て い る 。

平成 14 (2002)年度

日本 歯科 医師会 の歯科 医師需給 問題 の攻勢

が続 く 。

1.歯科 医師需給 問題

日本 歯科 医師会 の 「歯科 医師 需 給 問題検討 臨

時 委 員 会 」 は平 成 14 (2002)年 6月 に最終 答

申 を 出 した 。

① 私 立 歯 科 大 学 歯 学 部 は、 入 学 者 数 の

10%以上 の さ らな る削減

② 歯科 医師不足 時代 に姉妹校 をつ くった大 学

に対 して は、統合 して歯科 医 師 の削減 をす

る よ う要望

2.卒後臨床研修

第 136回 国会 にお い て 「歯科 医 師 法 の 一 部 を

2 1 世紀 に
おけ

る医学
・歯学教

育の

改 善
方策に

ついて

学部教
育の再

構築の
ために

2 1世 紀 に お け る 医 学 ・歯 学 教 育 の 改 善 方 策 に つ い て

学 部 教 育 の 再構 築 の た め に

【別 冊 】

2 1世紀 におけ る医学
歯学教育の 改善方 策について

学部教育の再構築のために ー【資料編 】

平 成 1 3年 3月 2 7 日

平成
1 3年

3 月
2 7 日

報
告

医学
・歯学

教 育
の在

り方に
関する

調査研
究協

力者会
議

歯 学 教 育の在 り方 に 関 す る調 査研 究 協 力者 会 議
平成 1 3年 3月2 7日

学教育の在り方に関する調査研究協力者会議

図 3 『21世 紀 に お け る医 学 ・歯 学 教 育 の改 善方 策 につ い て』



協会 設立 20年 か ら 30 年の 10年 間 を振 り返 って

改 正 す る法 律 」 が、 平 成 8 (1996) 年 6月 14

日に成 立 し、 同年 6月 21日法律 第 92号 を もっ

て 交 付 さ れ た。 施 行 は 同 年 8月 20 日で あ る。

この 一 部 改 正 に よっ て 歯 科 医 師 法 第 16条 2項

の 努 力 義 務 に基 づ く臨床研 修 制 度 が 開 始 され

た 。

平成 15 (2003)年度

厚生労働省の歯科 医師国家試験制度 に関す

る委 員会 が相次 いで創 設

1. 「歯科 医師資質向上検討会 報 告書 」

平 成 15 (2003) 年 12月 12日、 厚 生 労 働 省

は 「歯科 医 師資 質 向上 検 討 会 報 告書 」 (座 長

黒 崎 紀 正 東 京 医 科 歯 科 大 学 歯 学 部 附 属 病 院

長) を公 表 した。 本 報 告書 は、 歯科 医 師 国家試

験 にお いて 「よ り適切 な合否基 準 」 が必要 であ

る との 結 論 を示 し、 平 成 16 (2004) 年 歯 科 医

師 国家 試験 か らの 改 正 が 必 要 と して い る。 この

時点 で、厚 生労働省 は、合格基準 に相対基準 を

用 い る こ と、技術 評価 を実 施 す る こ とを考 えて

い た と思 慮 され る 。

2. 「歯科 医師 国家試験の技術能力評価等 に

関す る検討会 報告書」

平 成 16(2004)年 1月 30 日に厚 生 労 働 省 は「歯

科 医 師 国家 試験 の 技 術 能力 評 価 等 に 関す る検 討

会 報 告書 」 を公 表 した。平成 18 (2006)年 4

月か ら実施 され る歯科 医師 臨床 研修 へ の対 応 と

して い るが、 実 際 に は、 歯科 医 師 国家 試 験 の合

格 基準 にかか わ る措 置 で あ る と考 え られ た。 こ

れ に対 して は、 本 協 会 は、 歯科 医師 臨床研 修 は

歯科 医 師 国家 試 験 とな ん ら関係 が な い こ と、 昭

和 58 (1983)年 に 中 断 され た 実 地 試験 の 問題

を全 く解 決 してい ない とい う理 由で導 入反対 の

立 場 を明 らか に した 。

3. 「歯科 医師 国家試験 制 度 改善検 討部会

報 告書」

平成 16(2004)年 3月 9日に厚 生労働 省 は 「歯

科 医師国家試験 制度 改善検討 部会 報告書 」 を

公表 した。歯科 医師 国家 試験 の プール制へ の移

行、平成 18 (2006)年 (第 99回) 歯科 医師国

家試験か らの改善 (出題数 の増加 、問題解決型

の増加、 出題 形式 の見 直 しな ど) を提 言 した。

平成 16 (2004)年 度

歯科医師国家試験 に相対基準適応で混乱

1.歯科医師国家試験

歯科 医師国家 試験 の合 格 基準 に相対 基準 が導

入 され た 第 97回 歯 科 医 師 国 家 試 験 は合 格 率

74.2% (第 96回 歯 科 医 師 国 家 試 験 合 格 率

91.4%) と、 か つ て な い 乱 高 下 を示 した。 この

結果 は、①必修領域 問題 にお ける採点 除外 問題 、

② 一般 問題 と臨床 実 地 問題 の相対 基 準評価 に

よって もた らされ た もの で あ り、 受験生 に極 め

て不 公 平 が生 じて い る こ とか ら、平 成 16(2004)

年 5月 31 日付 けで 岩 尾 總 一 郎厚 生 労 働 省 医 政

局 長宛 て に要 求 書 を提 出 した 。 この 内容 は平 成

16年 6月 17日付 け毎 日新 聞 に も掲 載 され た。

協 会 か らの要 求 事 項 は以 下 の とお りで あ る。

①必修 問題 の 6問採点 除外 に よ り、不合格 と

なった受験者 数 を公表す る こ と。

② 一 般 問題 と臨床 実 地 問題 の相 対 評 価 に よ

り、 不 合格 とな った 受 験 者 数 を公 表 す る こ

と。

③ このたび の是正 措置 として、 早急 に合否判

定 の見直 しを行 うこ と。

④ 国家試験 問題 を公表 す る こ と。

この第 97回歯科 医 師 国家試験 か ら本協 会 は

歯科 医師国家試験 の受験生 に対 す る不公平性 を

訴 えて、厚 生労働 省 に要 求書 等 を もって改 善要

求 を頻 繁 に行 う よ うに な っ た 。

2.歯科 医師 臨床研修必修 化 へ の道

平 成 18 (2006)年 か らの歯科 医 師 臨床研 修

必修化 を 目指 して、厚 生労働 省 と本協 会 との合

同の研修 会 が 開始 され る よ うに な った 。
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平 成 17 (2005)年度

歯科 医師 国家試験評価の適正化 を要 請

1.歯科 医師 国家試験
第 98回歯科 医 師 国家 試験 にお い て も、 必 修

領 域 問 題 の 削 除 に よ る合 否 不 公 平 が改 善 され

ず、 一 般 問題 ・臨床 実 地 問題 にお い て はお の お

の 100点 換 算 で 64.5点 と 66.0点 と極 め て 高 い

値 に な って お り、受 験 年 度 に よる受 験 生 の不 利

益 が 生 じて い る。 また、 問 題 が未公 表 なので 国

家 試験 問題 の 質 的評 価 が な され て い な い。協 会

か らの要 求事項 は以下 の とお りであ る。

① 相対評価基準 の設定 に関 して 明確 な根拠 を

示 す こ と 。

② 必 修 問 題 の 適正 な る判 定 運 用 を行 う こ と。

③ 歯科 医 師国家試験 問題 を公表す る こと。

2.歯科 医師臨床研修

平 成 18 (2006) 年 4月 か らの 歯 科 医 師 臨 床

研 修 必 修 化 に 向 け て、 平 成 17 (2005)年 6月

に は厚 生労 働大 臣宛 て に 「歯科 医 師臨床研 修 に

対 す る財 政 的支 援 につ い て (要 望 )一 平成 18

年度予算等 に関す る事案― 」 を提 出 した。

平成 18 (2006)年 度

厚生労働 大臣 と文 部科学 大臣が歯科 医師数

に関 する確 認 書 を提示 。厚生労働 省 は 「今

後 の歯科保健 医療 と歯科 医師の資質 向上等

に関する検討会 」中間報告書 を発表 し、協

会 は直 ちに基本問題検討委員会 を開催 して

対応する。文部科学省 は 「国公私立大学歯

学 部 長会 議 」 を開催 し、続 けて 「歯学部定

員 の在 り方 に関する意見交換会」 を実施 す

る 。

1.歯科 医師需給問題 に大臣確 認書

平 成 18 (2006)年 8月 31日、 川 崎厚 生労 働

大 臣 と小坂文部科学大 臣の合 意書 として、① 歯

下 記事 項 を確認す る。

確 認 書

記

歯 科 医 師 につ い て は 、以 下 の とお り、養成 数 の 削 減 等 に一 層取 り

組む 。

(1) 歯学部定員 につ いて は、各 大学 に対 して更 に一層 の定員減 を

要 請す る 。

(2) 歯科 医師 国家試 験 の合 格 基準 を 引 き上 げ る。

文 部 科 学 大 臣

厚 生 労 働 大 臣

平成 18年 8月 3 1日

図 4 歯科 医 師養成 数削 減 問題 に お け る大 臣確 認書

学 部 定 員 に つ い て は、 各 大 学 に対 して さ らに

い っ そ うの定員 減 を要 請 す る、② 歯科 医師 国家

試験 の合 格基準 を引 き上 げ る、 とい う 2項 目を

提示 した。歯学部定員 につ いて は本協 会 と文 部

科 学省 との歴史 的 な背景が あ る こ とを理解 して

お らず、 また歯科 医師国家 試験 につ いて は歯科

医師法で医道審議会 が決定 す る とあ る ことも理

解 してい ない内容 で、 中原会 長 は個 人 的見解 と

しなが らも 「お粗 末 な内容 」 と述べ た。歯科 界

の将来展望 も持 たず、場 当た り的 な政治的な発

言 とと らえて お り、本協 会 と して正式 な コメ ン

トをす る よ うな内容 で はな い との認識 で あ った

(図 4、 5)。

2.厚生労働省 「今後 の歯科 保健 医療 と歯科

医師の資質向上等 に関す る検 討会」 中間

報告書

平 成 18(2006)年 12月 8日、厚 生労 働省 は 「今
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て
は
「歯
科
国
試
は
選
の
大
久
保
満
男
会
長
は
7
日

合
格
基
準
の
引
き
上
げ
に

い
に
は
応
じ
る
」と
述
べ
た
。
の
こ
と
だ
」と
発
言
し
た
。

ば
、協
会
と
し
て
も
話
し
合
発
言
す
る
こ
と
は
前
代
未
聞

合
格
基
準
を
引
き
上
げ
る
と

ら
話
し
合
い
の
要
請
が
あ
れ

き
な
い。 し
か
し
、文
科
省
か
話
す
べ
き
問
題
で
、大
臣
が

ま
た
、日
本
歯
科
医
師
会

え
を
示
し
た
。

「お
粗
末
な
内
容
だ
」 と
考

対
し
個
人
的
見
解
と
し
た
上
い
る
。

長
は
8
日
、本
紙
の
取
材
に
上
げ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て

歯
科
大
学
協
会
の
中
原
泉
会
家
試
験
の
合
格
基
準
を
引
き

こ
と
に
つ
い
て
、 日
本
私
立
を
要
請
す
る
の
歯
科
医
師
国

間で
確
認
書
が
交
わ
さ
れ
た
対
し
て
更
に
一層
の
定
員
減
も
削
減
を
求
める
こ
と
は
で
科
医
師
国
家
試
験
委
員
会
で
さ
つ
で
、14、

15日
に
開
か
れ
は
切
り
離
し
、質
の
確
保
の

題
で
厚
労
相
と
文
科
相
と
の

「こ
れ
ま
で
は
需
給
問
題
と

に
つ
い
て
は、各

大
学
に
対
し
て
は
文
科
相
で
あ
って

だ
。合
格
基
準
の
議
論
は
歯
師
会
代
議
員
会
の
来
賓
あ
い

確
認
書
で
は
の
歯
学
部
定
と
認
識
し
て
い
る
。私
立
に
一 抜
試
験
で
は
な
く
資
格
試
験
に
開
か
れ
た
東
京
都
歯
科
医
準
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は

え
を
示
し
た
。

こ
れ
を
ど
う
解
釈
し
て
い
く

と
し
て
の
見
解
を
述
べ
る
考
観
点
か
ら
議
論
し
て
き
た
。

る
日
代
議
員
会
で
、会
長

特
に
歯
科
国
試
の
合
格
基
め
て
強
調
し
た
。

「
課
題
」と
の
考
え
を
改

入
学
定
員
の
削
減
要
請
に

つ
い
て
は
「国
公
立
の
話
だ

協 会 設立 20 年 か ら 30年の 10年 間 を振 り返 って

今後 の 歯 科 保 健 医 療 と歯 科 医 師 の

資 質 向 上 等 に 関 す る 検 討 会

中 間 報 告 書

平成 1 8年 1 2 月

厚 生 労 働 省 医政 局 歯 科 保健 課

図 5 大 臣確 認 書 につ い ての 中原 会長 の見解 を報 ず る

新 聞記 事 (日本 歯科新 聞、平成 18年 9月 12日)

後 の 歯 科 保 健 医 療 と 歯 科 医 師 の 資 質 向 上 等 に 関

す る 検 討 会 」 中 間 報 告 書 を 発 表 し た ( 図 6 ) 。

本 検 討 会 は 、 中 間 報 告 書 の 骨 子 を ワ ー キ ン グ グ

ル ー プ で 作 成 し て い る が 、 そ の ワ ー キ ン グ グ

ル ー プ に 私 立 歯 科 大 学 ・ 歯 学 部 の 関 係 者 が 参 加

し て お ら ず 、 東 京 医 科 歯 科 大 学 か ら の 委 員 が 大

方 を 占 め て お り 、 委 員 会 に は 本 協 会 会 長 が 日 本

歯 科 大 学 学 長 の 立 場 で 参 画 し て い た が 、 委 員 会

に は 最 終 案 が 示 さ れ た の み で あ っ た 。 は じ め て

最 終 案 の 提 示 さ れ た 委 員 会 で 中 原 会 長 は 、 歯 科

医 師 国 家 試 験 の 合 格 基 準 に 対 す る 記 述 を 削 除 さ

せ た が 、 厚 生 労 働 省 か ら 本 協 会 へ の 事 前 報 告 は

い っ さ い な か っ た 。 こ の 件 に 対 し 、 協 会 は 理 事

会 の 決 定 に よ り 、 教 育 研 究 ・ 受 験 生 確 保 ・ 研 修 ・

経 営 の 各 部 会 の 部 会 長 か ら な る 基 本 問 題 検 討 委

員 会 を 組 織 し て 、 基 本 的 な 対 応 策 を 検 討 し た 。

図 6 『今後 の歯科 保健 医療 と歯科 医 師 の資 質 向上 等

に関す る検 討 会 中 間報 告 書』

加 盟大 学か らの意見 聴取 を踏 まえて種 々検 討 し

た結果 、内容 に認識 の誤 り等 が あ る との認識 で

一致 し、厚 生 労 働 省 に意見 書 を提 出 し、併 せ て、

文 部科 学省、 日本 歯科新 聞、 日本 歯科 医師会 に

も提示 した 。

3.文部科学省の 「国公私立大学歯学部長会

議」開催 と 「歯学部定員の在 り方 に関す

る意見交換会」について

文 部 科 学 省 は平 成 19 (2007) 年 1月 30 日に

全 国の 国公私立大 学 の歯 学部 長 な らび に事務 局

長 を東京大学 に招集 し、 歯科 医師の過剰 問題 に

つ い て会 議 を開催 した。 続 いて、 定 員 が 45名

で ある新 潟 大 学 歯学 部 と徳 島大 学 歯 学 部 を除

く、 すべ ての 歯学 部 と個 別 に意 見 交換 を行 うこ

とと した。協 会 は、事前 に、 これ まで の文 部科

学 省 との歴 史 的 な意見 交換 内容 を説 明す る と同

時 に、各 大 学 の 意 見 を聴 取 され るの はか まわ な

い が 、 定 員 問題 につ い て は協 会 と して 対 応 す る

旨 申 し入 れ てお い た。

4.教員組織 の改 正 につ いて

大 学 設 置基 準 、学 校 教 育 法 の一 部 改 正 に よ り、
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これ まで の教 授 ・助教 授 ・講 師 ・助手 の職種 が

教授 ・准教授 ・(講 師)・助 教 ・助手 に変更 にな

る との こ とで各 大 学 の対 応 状 況 を把 握 しなが ら

情 報提 供 を行 っ た 。

5.歯科 医 師 臨床 研 修 につ いて

歯科 医 師臨床研 修 の義務化 を迎 えて、 具体 的

な予 算 とそ の支 出内容 につ いての要 望書 を厚 生

労 働 省 に提 出 した 。

科 医 学 教 育 改 革 と歯 科 医 療 制 度 改 革 に揺 れ た

10年 」 とい わ ざ る を え な い。 同 じ歯科 界 を構

成 してい る歯科大 学 歯学 部 と 日本 歯科 医師 会

そ して厚生労働省 や文 部科 学 省が、 将来の歯科

を どの ように考 えて い くの か を真剣 に討議 す る

余 裕 もな く、 国の制 度改 革 ・構 造改 革 の一端 と

して苦 しん で きた 感 じが す る 。

今 もな お、 次 の 10年 の 航 路 を決す る 重 要 な

時 間 が 刻 ま れ て い る 。

以上 、10年 間 を振 り返 ってみ る と、ま さに 「歯



歯科 医師需給 問題への取 組 み

日本 私立歯科大 学協 会 会 長

日本 歯科大 学 理 事長 ・学 長

中 原 泉

歯科 100 年 の 歴史

わ が 国 の 歯 科 教 育 は、 明 治 39 (1906) 年 に

歯科 医 師法 (旧制 ) が 制定 され、それ に則 って、

公立私立 歯科 医学 校 指 定規則 が施行 され た こ と

に始 まる。 この年 を起 点 として、 本年 で 101年

を迎 え た 。

その 明 治 39年 に は、全 国 の歯科 医 師総数 は

わず か 400人足 らず で 、 実 に人 口 10万 人 に 1

人 とい う惨憺 た る状況 で あった。加 えて、歯科

医師 を養成す る歯科 医学校 は、1校 もなかった。

当時、 医 師 は 4万 人 (千 人 に 1人) で あ っ た か

ら、 いか に歯科教 育 と歯科 医療 が軽視 されて い

た かが わ か る 。

これ を憂 え た民 間の有志 に よ り、 同指定規則

に基づ く歯科 医学 校 が 、 明治 年 間 に 4校 、大 正

年 間 に 3校 開 校 さ れ た。 こ の 7校 か ら、 大 正

15年 まで に 1万 1千 人 の歯科 医師が輩 出 され 、

実 に 20年 間 で 歯 科 医 師総 数 は 27.5倍 に増 加 し

た。紛 れ もな く、 わが 国の歯科の基礎 は、彼 ら

に よっ て築 か れ た の で あ る。 そ れか ら約 50年

間、歯科 教 育 は私 立任 せ で あ った。

●

昭和 40 (1965) 年 以 降 、 深 刻 な 歯科 医 師 不

足 が 叫 ば れ、歯 学 部 の 新 設 ラ ッ シュが 始 まっ た。

39年 に 9校 入学 定 員 960名で あった歯学部が、

10数 年 足 らず で 29校 同 3,380名 に達 す る、

とい う無 計画 の場 当 た り的 な対応 で あった。

この 100年 を顧 みれ ば、歯科 医師養成 は紆 余

曲折 し、 歯科 医師 需給 が一朝 一夕 に解 決 で きる

問 題 で は な い こ とを教 え て い る。 (資 料 1、 資

料 2-1 2-2)

さて、 昭 和 61 (1986) 年 に厚 生 省 の 歯 科 医

師需給 に関す る検 討委 員会 は、 「当面 、 昭和 70

(1995)年 を 目途 に、 歯科 医 師 の新 規 参 入 を最

小 限 20% 削 減 す る必 要 が あ る」 と提 案 した。

その前提条件 と して、 高齢 の歯科 医 師の稼動停

止 が 挙 げ られ た。前 者 につ い て は、私 ど も私 立

は、平 成元 年 まで に、 自主規 制 に よ り入学 定 員

の 20% 削 減 を 断 行 した 。 私 ど も は、 そ れ か ら

20年 間 に わ た っ て誠 実 に履 行 し、 現 在 まで に

9,000人 を抑 制 した。 (資料 2-2)

一 方、 後者 の 70歳 以上 の保 険 医 の 自主 的 な

辞 退 は、残 念 なが ら実 現 に至 らな か った。 それ

で も私 ど もは、そ の 不 実 を難 詰 した こ とは ない。

さ らに、 平 成 10 (1998) 年 に な って、 厚 生

省 の歯科 医師 の需給 に関す る検 討会 は、新 規 参

入 歯科 医 師 を 10%程 度削減 す る こ とを提 案 し

た。私 どもは、更 なる入学定 員の削減 を迫 られ

た。第 1次 に続 く第 2次削減 は、合 わせ て学 費

収 入 の 30%減 少 を意 味 し、 私 立 の 経 営 基 盤 を

揺 るが す 問題 とな っ た 。

これ に関 し、 私 ど もは 、 次 の よ うに考 えて い

る 。

私 ど も私 立 に対 し、 第 三 者 が声 高 にか つ 軽 々

に削 減 を強要 す る こ とは、① 民 法 の経 営 権 の侵

害 に該 当す る、②独 占禁止法 に定 め る新規参入

の抑 制禁止 に抵触 す る可 能性 があ る、 と。私 ど

もは、 あ くまで、 自助 努力 に よ り自主 的 に大 学
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を運営 して い る。 したが って、 私 ど もは大 学 運

営 に 関 し、 基 本 的 に誰 か らも指 図 され た り強 制

さ れ る 立場 に な い 。

10年 の主要 事項

次 に、 この 10年 間 の 需 給 問 題 に 関 す る主 要
事項 を時系列 に挙 げ る。

1997 (平成 9)年

(1)協 会 第 3回理事会 (9月 24日) において、

厚 生省 の 「歯科 医師の需給 に関す る検 討 会 」 お

よ び、 文 部 省 の 「21世 紀 医 学 ・医 療 懇 談 会 教

育 部会 の歯科 医師の育成 の在 り方 に関す る ワー

キ ング グル ー プ」 に対 し、 日本 私 立 歯科 大 学協

会 と して、次 の とお り主 張 して い くこ と と した。

① 昭 和 61年 よ り現 在 まで 、 自主 規制 に よ り

実 施 して い る募 集 人 員 (昭和 61年 度 入 学 者 の

20%減) 以上 の削減 を求 め られて も、 一切協力

で き な い 。

②国 立 大 の 定 員 減 (例 え ば 40名 まで 削 減 )

を実 施 す べ きで あ り、 そ れ で不 十 分 の場 合 に は

国立大 は学 部 を大 学 院 ・研 究所化 す る、 附属病

院 を臨床研 修 施 設 とす る等 、 国立大 学 の改組 を

検討 す る よ う求 め る。

③ 歯科 医 師 国家 試験 の合 格 者 を抑 制 す る こ と

に よって、歯科 医師数 を削減 しようとい う案 は、

(資料 1)
歯科 大 学 ・歯 学部 の 100年 の推移

1906

区 分 明 治 大 正
1 東 京 歯 科 大 学
2 日 本 歯 科 大 学
3 日 本 女 子 歯 科 医 専
4 大 阪 歯 科 大 学
5 日 本 大 学 歯 学 部
6 九 州 歯 科 大 学
7 東 洋 女 子 歯 科 医 専
8 東 京 医 科 歯 科 大 学
9 京 城 歯 科 医 専

10 大 阪 大 学
11愛 知 学 院 大 学
12 神 奈 川 歯 科 大 学
13 岩 手 医 科 大 学
14 東 北 大 学
15 広 島 大 学
16|新 潟 大 学
17北 海 道 大 学
18 九 州 大 学
19 鶴 見 大 学
20 明 海 大 学
21 日 本 大 学 松 戸 歯 学 部
22 朝 日 大 学
23 日本 歯 科 大 学 新 潟 歯 学 部
24 松 本 歯 科 大 学
25 奥 羽 大 学
26 福 岡 歯 科 大 学
27 昭 和 大 学

島 大 学28徳
29 北 海 道 医 療 大 学
30 鹿 児 島 大

山31 岡 大
32 長 崎 大

学学
学

1950

昭 和

2007

平 成



(資料 2-1)
歯科大学 ・歯 学部 の入学定員 の推移 (1)

歯 科 医 師 需給 問題への取 組み

(単位 :人)

区 分 昭 和 40年 41年 42年 43年 44年

私 立 780 780 780 800 800

45年

1,0 0

46年

1,240

47年 48年 49年

1,600 1,720 1,720

50年

1,760

国 公 立 360 380| 460 460 460 460 460 460 460

計 1,140 1,160 1,240 1,260 1,260 1,460 1,7 0 2,060 2,180

460

2,180

460

2,220

51年

2,1 0

520 640

2,620 2,860 3,160 3,200

52年 53年 54年

2,220 2,400

55年 56年 57年 58年 59年 60年

2,400 2,400 2,400 2,400 2,400 2,400 2,4 0

760 800 960 980 1980 980 1980 1980

3,360 3,380 3,380 3,380 3,380 3,380

(注 ) 国公 立 は第 3年 次編 入定 員 を含 む

4,000

3,000

2,000

1, 00

人

0

昭 和 40年 41年 42年 43年 44年 45年 46年 47年 48年 49年 50年 51年 52年 53年 54年 55年 56年 57年 58年 59年 60年

□私 立 国 公 立

(資料 2-2)
歯科大 学 ・歯学部 の入学定員の推移 (2)

(単位 :人)

区 分 昭 和 61年 62年 63年 平成 元 年

私 立 2,313

国 公 立 960

2,145 2,120

920

1,952

835 795

計 3,273 3,065 2,955 2,747

(注 1) 私立 は募 集人員
(注 2) 国公立 は第 2・第 3年次編 入定 員 を含 む

780

2,732 2,722

775 775

2,722

775 775

2,720 2,714

2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 1年

1,952 1,947 1,947 1,945 1,939 1,939 1,939 1,941 1,939 1,940 1,937

775 775 775 775 750 735 755

2,714 2,714 2,716 2,714 2,690 2,657 2,672 2,692

12年

1,937

|13年

1,937

14年 15年 16年 17年 18年

720

1,934 1,930

745 730 735 730

2,679 2,660 2,665 2,667

1,930 1,937

人
4,0 0

3,000

2,000

1,000

0

昭 和 61年 62年 63年 平 成 元 年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年

□私 立 □ 国 公 立
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資格 試験 で あ る歯科 医師 国家 試験 の本 来 の趣 旨

に反す るの で 、絶 対 に賛 成 で きな い 。

1998 (平成 10)年

(1)厚 生省 の 「歯科 医師 の需 給 に関す る検 討

会 」 は、5月 28日に歯 科 医 師 数 の適 正 化 の施

策 と して、入学定員の削減、 歯科 医師 国家試験

の見 直 し、 臨床研 修 の必 修 化 、 高齢 歯科 医師の

稼 動 停 止 を挙 げ、 「国家 試験 の見 直 しに よる抑

制効果 を含 めて、 入学 定 員の削 減 を併せ て行 う

こ とに よ り、新 規 参 入 歯 科 医 師 を 10%程 度 削

減す るこ と」 を提言 した。

(2)第 1回理事会 (5月 26日) において、文

部 省 の木 谷 医学 教 育 課 長 (当 時 ) よ り、 「入 学

定 員削 減 数 を 6.3% 170名 と仮 定 し、 国立 90名

とす るので、80名 (現 在 の総 募 集 人 員比 で約

4%) を私 立 歯科大学 ・歯 学 部 で協力 願 いたい 」

との協 力 要 請 が あ った。

(3)協 会 と して は、各 大 学 の対 応 につ い て各

大 学 に質 問 し、 この 回答 書 に基 づ いて、 第 2回

理事 会 (6月 22日) にお いて、協議 の結果 、「現

在 、 協 会 と して 自主 的 に実 施 して い る昭和 61

年 度 入 学 定 員 総数 (2,400人 ) を 20%削減 した

数 を募 集 人 員 とす る削 減 の完 全 実施 が 、一部 未

達 成 で あ った大 学 に協 力 を依 頼 す る こ と」 と

し た 。

(4)これを受 けて、佐 川会長、中原専務 理事 (事

務 局長随行 )が 3大 学 を訪 問 し、各 理事長 に協

力 依 頼 を行 った。 奥 羽大 学 は、8月 25日に影

山 理 事 長 ほ か にお願 い し、 「平 成 12年 度 入 試

か ら協力す る 」とい う回答 を得 た。 また福 岡歯

科 大 学 は、8月 28日に 田 中 理 事 長 ほ か に お 願

い し、 「平成 12年 度以 降 の入 学 か ら、 募 集 人員

を 96名 とす る」 とい う回答 を得 た。 なお、松

本 歯 科 大 学 は、8月 31 日に矢 ヶ崎 元 理 事 長 ほ

か に お願 い し、 現在 も引 き続 き協 力 方 を依 頼 し

て い る 。

1999 (平 成 11)年

(1) 文 部科 学 省 の 21世 紀 医学 ・医療 懇談会 は

2月 26 日、 「21世紀 に向 けた医 師 ・歯科 医師の

育成 体制 の在 り方 につ いて」 の第 4次 報 告 を公

表 した 。 この な か で 需 給 問 題 に 関 して は 、 次 の

よ う に報 告 され た 。

① 医 師 ・歯科 医 師 数 につ い て は、大 学 の入学

定員 の削減 だ けで な く、 国家 試験 の改 革 や 資格

取 得 後 の段 階 も視 野 に入 れ た総 合 的 な対 策 を講

じる こ とに よ り、そ の 適 正 化 を図 るべ きで あ る。

② 医 学 部 ・歯学 部 の 入学 定 員 につ いて は、 将

来 の医 師 ・歯科 医 師 の過剰 が もた らす弊 害 にか

んが み 、現状 よ りさ らに削 減 して い くこ とが必

要 で あ る。 具体 的 に は、 医学 部 につ い て は、 当

面 、 昭 和 61～ 62年 に立 て られ た削減 目標 の達

成 を 目指 して削 減 を行 い、 歯 学 部 につ い て は、

新 規 参 入歯科 医 師数 につ い て、 歯科 医師 国家試

験 の改 善 に よる削 減 効 果 と併 せ て 10%程 度 削

減す る との厚 生 省 検 討 会 報 告 を踏 まえて対 応 す

る 。

③ 入学定 員 の削減 に当た っては、医師 ・歯科

医 師 の 育成 につ い て 、 国公 私 立 大 学 が それ ぞ れ

の 立 場 か らそ の 役 割 を果 た して い る こ と に か ん

が み 、 国公 私 立 大 学 全 体 で 対 応 す べ きで あ り、

医療 をめ ぐる諸 般 の状 況 の推 移 をみ なが ら、 そ

れ ぞれ の関係者 において対応 を検 討す る よう要
請 す る。

(2) 日本 歯科 医 師 会 の 歯科 医 師需 給 問題 連 絡

協 議 会 (代 表 永 冨 稔 ) よ り 5月 10 日、 佐 川

会長 あての要望書 「入学定 員 の さ らな る削減 を

平成 12年 度 か ら実現す る こ と」 を受 領 した。

(3) 日本 歯 科 医 師 会 (会 長 中 原 爽 ) より 5

月 24日、佐 川会長 あての要 望書 (上記 と同内容 )

を受 領 した。 同村 上副会長、宮下副会長、兵頭

常務 理事 と、佐 川会 長 、 中原 専務 理事 は、需給

問題 に関 し意見交 換 を行 った。



歯 科 医 師 需 給 問題 へ の 取 組 み

2000 (平 成 12)年

(1) 臼 田 日本 歯 科 医 師 会 長 は 7月 7日、 関係

方 面 に対 し、「入学 募集 人 員 の更 な る 10%削減 」

を要 望 した 。

(2)佐 川会長 、 中原専務 理事 は 7月 31日、文

部省の布村 医学教 育課長 (当時) に対 し、 これ

までの経緯 を説 明 し、 日本 私立 歯科大学協会の

主張 と して、 次 の 2点 等 を申 し入 れ た。

①新 た な入学定 員削減 の検 討 は、現在 自主 的

に実 施 して い る 20% 削 減 の足 並 み が 揃 って か

ら行 う こ と。

② この削 減 は、 国立大 学 が率 先 して実 施 す る

こ と 。

(3) 日本 歯科 医 師 会 第 141回代 議 員会 は 9月

14日、 「歯科 医 師需 給 問題 の早 期 改 善 を図 るた

め に最 善 の施 策 を講 じられ たい」 と決議 し、 こ

れを受 けて 臼 田 日本 歯科 医師 会 長 が 関係 方面 に

対 し要 望 した 。

2001 (平 成 13)年

(1) 臼田 日本 歯科 医師会 長 は 1月 31日、 関係

方 面 に対 し 「入 学 者 数 の 更 な る 10%削 減及 び

募集人 員 を超 え る編 入学 を行 わ ない こ と」を要

望 した 。

(2)協 会 第 5回理事会 (2月 20日) において

協議 し、平成 12年 7月 31日の布村 文部省医学

教育課長 との会 談 以 降 、情 勢 に変 化 が ないの で

今後 の推移 を見 守 るこ とと した。

(3) 日本 歯科 医 師会 の 「21世 紀 歯科 医療検 討

会議 」 は 8月 29日、「歯科 医 師 の供 給 につ い て 」

中 間報 告 を 出 した 。

(4) 臼 田 日本 歯 科 医 師 会 長 よ り、 歯 科 医 師 需

給問題検 討臨時委 員会委 員の推薦 に関す る佐川

会長宛 の文書 を受 領 した。 臼 田 日本歯科医師会

長 よ り、 第 1回歯 科 医師需給 問題検 討 臨時委員

会 の 開催 に 関 す る佐 川 会 長 宛 の 文 書 を受 領 し

た 。

(5)協 会 第 4回理 事 会 (11月 28日) に お い

て協 議 し、上 記 の 「委 員の推薦 につ いて は見合

わせ るこ と」 とした。佐 川会長 よ り、 歯科 医師

需給 問題検 討 臨時委員会委員の推薦 に関 し、文

書 に よ り回答 した。

2002 (平成 14)年

(1) 日本 歯科 医 師会 の 「歯科 医師 需給 問題検

討 臨 時委 員会 」 は 1月 30日、 「歯科 医 師需 給 問

題 の具体 的対応」の第 1次答 申 「私立歯科大学・

歯 学 部 は一律 入 学 者 数 の 10%の さ らな る削 減 」

を 出 し た 。

(2) 日本 歯科 医 師会 の 「歯科 医 師需給 問題検

討 臨時委 員会 」 は 6月、1月の第 1次 答 申 に次

い で 、 私 立 歯 科 大 学 歯 学 部 の 入 学 者 数 の

10%以上 の更 な る削 減 、歯科 医師不 足時代 に姉

妹校 をつ くった大 学 に対 しては、統合 して歯科

医師の削減 をす るよう要望す る旨の最終答 申 を

出 し た 。

2003 (平 成 15)年

(1) 日本 歯科 医師会 の 「歯科 医師需給 問題検

討特別 委 員会 」 は 3月、最終報告書 を出 した。

2006 (平 成 18)年

(1) 小 坂 文 部科 学大 臣 と川崎厚 生労 働 大 臣 は

8月 31 日、 「歯科 医師の定 員 に関す る確 認 書 」

を取 り交 わ した。 その 内容 は、 「歯科 医 師 につ

いて は、 以下 の とお り、養 成数 の削減 等 に一層

取 り組 む 」 と した 。

① 歯 学部定 員 につ いて は、各大 学 に対 して さ

らに一層 の定 員減 を要 請す る。

②歯 科 医 師 国家 試験 の合 格 基 準 を引 き上 げ

る 。

(2)協 会 第 3回理事会 (9月 29日) にお いて

中原会 長 よ り、上 記確認書 に関す る 9月 5日の

日髙 歯 科 保 健 課 長 との 話 し合 い の概 要 説 明 を

行 った。併 せ て、 歯科 医師需給 問題 に係 わ る昭
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和 61年 度 以 降 の経 緯 の説 明後 、 意 見 交 換 が行

われ、 当面 は文 部科 学省 の動 向 を見守 るこ とと

した 。

(3)協 会 第 4回理 事 会 (11月 28日) に お い

て 中原 会 長 よ り、 「今 後 の歯科 保 健 医療 と歯科

医 師 の 資質 向上 等 に関す る検 討 会 」 の検 討経 緯

と、平成 18年 12月初 旬 に公 表 され る予 定 の「中

間報告書 」 の概 要 等 につ いて説 明後、 意 見交 換

が 行 わ れ た。 中 原 会 長 よ り、 次 の提 案 が あ り、

了承 した 。

① 公 表 され次 第 、基 本 問題検 討会 (安井 専 務

理事担 当) で精査す る。

②協 会 と して の 意 見 を と りま とめ る。

③ 必 要 に応 じて 臨 時 理事 会 を開催す る。

④ その うえで平 成 19年 1月 30日に開催 され

る 「国公私立大 学歯学部長会 議 」 に臨 む。

(4) 厚 生 労 働 省 の 「今 後 の歯 科 保 健 医療 と歯

科 医 師 の 資 質 向上 等 に 関 す る検 討 会 」 は 12月

8日、 中 間報告 書 を公 表 した。

2007 (平 成 19)年

(1) 臨時理事 会 (1月 26日) において、厚生

労 働 省 の 「今後 の歯科保 健 医療 と歯科 医 師 の 資

質 向上 等 に関す る検 討会 」 中 間報 告書へ の対応

につ い て協 議 した。

1月 19日の基本 問題 検 討 会 に お い て 取 りま

とめ られ た、 「今 後 の 歯科保 健 医療 と歯科 医師

の資質向上等 に関す る検討会」 中間報告書 (厚
生 労 働 省 医政 局 歯 科 保 健 課、 平 成 18年 12月)

に対 す る意見書 (案 )、 「今 後 の 歯科 保健 医療 と

歯科 医師の資質向上等 に関す る検 討会 」中間報

告書 (厚 生 労働 省 医 政 局 歯科 保 健 課 、平 成 18

年 12月) に対 す る補 足 的意見 を協 議 し、 次 の

とお り了承 した 。

① 意 見書 のみ を一 部修 正 し、 厚生労 働 大 臣宛

提 出す る。

②厚 生労働省 医政局 の 日高 歯科 保健 課 長 に面

会 し、 趣 旨説 明 の うえ提 出す る (平 成 19年 1

月 29日予 定)。

③提 出後 、参考 と して 日本 歯科 医師会 、文 部

科 学 省 等 に FAX で 送付 す る。

(2)文 部科 学省 の医学教育課 は 1月 30日、「国

公 私 立 大 学 歯 学 部 長 会 議 」 を開催 し、 29校 の

歯学 部長 等 に歯学 部定 員の在 り方 に関 し説 明 を

行 った。併せ て、 「歯学 部定 員 の在 り方 に関す

る意 見交 換 会 」へ の 出席 を要 請 した。

(3) 同上 の 「歯 学 部 定 員 の在 り方 に関 す る意

見交 換 会 」 は、 医学 教育 課 の招 集 に よ り、各大

学 ご とに 2月 27日か ら 3月 29日まで全 歯 学 部

に つ い て 実 施 され た 。

(4)協会 第 5回理事 会 (2月 20日)において、

安井専務 理事 よ り、柳 澤厚 生労働大 臣宛 の 「今
後 の歯科 保健 医療 と歯科 医師の資 質 向上 等 に関

す る検討会 」 中 間報告書 に対 す る意見書 (平成

19年 1月 29日付 歯 大 協 発 第 77号 ) に 関 し、

金子副会長 と 日高 歯科保健 課長 に面会 の うえ提

出 した こ とを報 告 し、意 見交換 が行 わ れ た。 (資

料 3)

関 連 して、 1月 30日の文 部 科 学 省 の 国公 私

立大 学 歯 学 部 長 会 議 を受 けて、 「歯 学 部 定 員 の

在 り方 に関す る意 見交換 会 」 (各大 学 と文 部科

学 省 医 学 教 育 課 ) につ い て 意 見 交 換 が 行 わ れ、

中原 会 長 よ り 「セ カ ン ドス テー ジで は、本協 会

として文 部科 学 省 と対 応 す るこ とに な るの で、

各大学 の意見交 換 会 に関す る情 報収集 に御協力

願 いたい」 との要請があ り、了承 した。

(5)第 6回理事 会 (3月 27 日) において、 文

部科 学省 の 「歯学 部定 員の在 り方 に関す る意 見

交換 会」 につ いて、 意見交換 ・情 報交 換が行 わ

れ た。協 会 と して 明確 な意 思表示 をすべ きで あ

る との意見 が あ り、安 井専務 理事 よ り説 明 があ

り、 次の とお り了承 した。

① セ カ ン ド ス テ ー ジ につ い て は、 協 会 と し

て対 応 す る こ とで 、 文 部科 学 省 に申 し入 れ を し

て あ る 。

② この ため に、意見交換 会の状 況 に関 し、各



(資 料 3)

歯科 医 師需給 問題 へ の 取 組 み

「今後 の歯科保健 医療 と歯科 医師 の資質 向上 等 に関 す る検 討会」

中間報告書 に対 する意見書

社 団法人 日本 私立 歯科 大 学協 会 は、 「今 後 の歯科保健 医療 と歯科 医師の資質 向上 等 に関す る検討会」中 間報 告
書 (厚生労働 省医政 局歯科保健課、平成 18年 12月) に対 して次の ように意見 を申 し述べ る。

我 が 国の歯科 保健 医療 は国民 の QOL (生活 の豊 か さ) と健康 寿命 の延伸 に多 大 な貢 献 を してお り、今 後 とも、
国民一人 ひ と りに満足 して もらえる歯科 医師が よ り一層必要 であ る。 歯科保健 医療 の重要性 は単 に疾病量 に よっ
て左右 され た り判 断 され た りす べ き もの で は な い 。

「国民の健康 な生 活 を確保 す る 」 ため には、歯科大 学 (歯学部) において最新 の知識 と技術 を習得 し、医療
人 として高い見識 を もった新 しい時代 の歯科 医師が多 面的 に活躍 を していか なければ な らない。その意味で、国
民 に とって極 め て不 利 益 とな る よ うな新 規 参入 歯科 医師のみ の抑 制 は適切 で ない。

歯科 医師 と しての資質の向上 を言 うのであれば、歯科医師の臨床研修や生涯研 修の制度等、幅広い対策の検討
が必要で あ る。「過 剰 感 」や単 な る 「疾病 予測 」 あ るい は根拠 の明確 で ない 「学 生 の資質 の低 下」等 に基づ いた
判 断で、6年 間 も真 摯 に学 問 に打 ち込 んで い る学生 の歯科 医師へ の道 に国家 試験 を具 と して介入す る ような こ と
が あ っ て は な ら な い 。

歯科医師国家試験は、国民歯科医療に対する国の資格試験 として存在するものであ り2)3)選抜試験ではない。
ま して、歯科 医師 国家試験 を歯科 医師の需給調整 に用 い るこ とは決 してあ って はな らない こ とであ り、歯科界

の将 来 に禍根 を残す もの と憂慮 す る。

資格試験 で あ る歯科 医 師 国家試験 を歯科 医師需給調整の具 に使 用 して はな らない こ とを強 く訴 える ものであ
る。

1) 歯科 医師法 第 1条 :歯 科 医 師 は 、 歯 科 医 療 及 び保 健 指 導 を掌 る こ とに よ って 、 公 衆 衛 生 の 向 上 及 び 増 進 に寄 与 し、
も っ て 国 民 の 健 康 な 生 活 を確 保 す る もの とす る 。

2) 歯科 医師法第 9条 :歯 科 医 師 国 家 試 験 は、 臨 床 上 必 要 な 歯 科 医 学 及 び 口 く う衛 生 に 関 して、 歯 科 医 師 と して 具 有
す べ き 知 識 及 び 技 能 に つ い て 、 こ れ を 行 う。

3)厚 生 労 働 省 医 政 局 (平 成 15年 10 月31日事務 連絡 )

平成 19年 1月 26日

社 団法 人 日本 私 立 歯科 大 学協 会
会 長 中 原

金 子

泉
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27



28

大 学 に情 報提 供 を依 頼 して い る こ と

③ この結 果 をみて、文 部科 学 省 が協 会 に対 し、

どの よ う に セ カ ン ド ・ス テ ー ジ を 開 くか 、 を見

据 えて対 応 す る こ と。

④大学間で状況報告の内容 に温度差が見受 け

られ るので、もう一度確認 した うえで対応す る。



歯科 医 師臨床研 修 の必修化
まで
日本 私 立歯科大 学協 会常務理事

日本 歯科 大 学新 潟生命 歯学部教授

東理 十三雄

は じ め に

歯科 医 師臨床研修 は、昭和 62(1987)年 の 「一

般 歯 科 医 養 成 研 修 事 業 」 か ら始 ま り、 平 成 9

(1997) 年 度 の 「努力 義務規 定 」 を経 て、平 成

18 (2006)年 度 か らの 「必修 規定 」 に基 づ く歯

科 医師 臨床研修制度の 開幕 とな った。

20年 にわ た る歯科 医 師 臨床 研 修 の概 観 を摘

録す る。

歯科 医師臨床研修 ・第 1ス テー ジ

(昭和 62年 6月 1日か ら平 成 8年度 まで)

歯 科 医 師 臨床 研 修 ・『第 1ス テ ー ジ』 は、 昭

和 62年 6月 1日か ら平 成 8年 度 まで の 10年 間

であ る。法令上 の規定 に基づ く制 度 で はな く、

厚生省 (当時。平成 13年 か ら厚 生労働省)の「一

般歯科 医養成研修事業」 と して、 公 私立歯科大

学 ・歯 学 部 にお け る 「財 団法 人 歯科 臨床 研 修

振興財 団 (改名 ・平成 3年 6月 1日、財 団法 人

歯科 医療研修振興財 団)」 を介す る委託事 業 の

形態 で あ った。

財 団法人 歯科臨床研修振興 財 団 (以下、「研

修財 団」 とい う) が作成 した 「臨床研 修 ガイ ド

ライ ン」 (昭和 62年 ) で は、「国家試験 に合格

直後の歯科医師に対 して、独 立 して一般歯科診

療 に従 事 し得 る知 識 ・技 能 を習 得 させ 、 そ の 歯

科 診療 能力 を向上 させ る」 こ とを 目的 に掲 げ、

「研 修財 団」が提示 した 「一 般 歯科 医養 成研 修

事 業 に係 わ る卒 業直 後 臨床研 修 共通 カ リキ ュ ラ

ム」 (平 成 3年 ) が 目標 とす る と こ ろ は、 以下

の と お りで あ る 。

1 歯科 医師 と して一般 歯科領域 (主 と して

保 存 、補 綴 、 口腔 外科 )の基本 的 な診療

能 力 を身 につ け る。

2 緊急 な歯科 的疾 患 に対す る応急処置 な ら

び に有病者 (高齢 者 を含 む) 等 に対す る

歯科 的 な対応 能力 を身 につ ける。

3 患 者 お よ び そ の 家 族 と 歯 科 医 師 と の 人 間

関 係 に 留 意 し 、 地 域 社 会 の 中 で 歯 科 医 療

を 理 解 し 、 実 践 す る こ と を 身 に つ け る 。

4 歯 科 医 療 チ ー ム 構 成 の 必 要 性 と 、 そ の

リ ー ダ ー と し て の 能 力 を 身 に つ け る 。

研 修 期 間 は 1 年 間 、 研 修 施 設 は 公 私 立 歯 科 大

学 ・ 歯 学 部 附 属 病 院 ( 平 成 2 年 度 か ら は 、 公 私

立 医 科 大 学 ・ 医 学 部 附 属 病 院 歯 科 が 加 わ る ) で

あ る 。 予 算 措 置 に 関 し て は 、 文 部 省 ( 当 時 。 平

成 1 3 年 か ら 文 部 科 学 省 ) 管 轄 の 国 立 大 学 附 属

病 院 に は 、 国 立 大 学 特 別 会 計 と し て 予 算 が 組 ま

れ 、 非 常 勤 歯 科 医 師 雇 用 経 費 等 と す る こ と が 認

め ら れ な が ら 、 厚 生 省 管 轄 の 公 私 立 歯 科 大 学 ・

歯 学 部 附 属 病 院 に は 人 件 費 等 に 充 て る こ と が 認

め ら れ ず 、 格 差 に つ い て は 、 昭 和 6 2 年 度 の 研

修 歯 科 医 1 人 当 た り 、 1 か 月 の 委 託 額 は 厚 生 省

予 算 で 、 3 6 , 8 9 9 円 、 文 部 省 予 算 は そ れ の 4 . 4 倍 、

1 6 2 , 7 1 5 円 で 、 平 成 7 年 度 に お い て は 、 厚 生 省

予 算 4 0 , 5 0 3 円 、 片 や 、 文 部 省 予 算 2 0 9 , 4 6 0 円 と

5 . 2 倍 の 大 差 に な っ た 。 こ の 歴 然 た る 格 差 と 使

用 用 途 の 制 限 な ど は 、 第 3 ス テ ー ジ ( 後 述 、 平
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成 18年 度 開 始 の必 修 規 定 施 行 期 をい う) まで

尾 を ひ き、 い まだ に解 決 をみ な い 重大 、 深 刻 な

問題点 で あ る。

歯科 医 師 臨床研 修 ・第 1ス テ ー ジの修 了 結 果

財 団法 人 歯科 臨床研 修振興 財 団の委 託 に よ

る 「一般 歯科 医養成研 修 」 を修了 した新規参入

歯 科 医 の 10年 間 の 総 数 は 6,163人 で 、 こ の う

ち 5,570人 、90.4%が 全 国 17私 立 歯科 大 学 ・歯

学 部で修 了 した (研 修 財 団資料 か ら)。

なお、 この 10年 間 の 私 立 歯科 大 学 歯学 部

の 歯科 医 師 国 家 試 験 合 格 者 数 21,830人 か ら勘

案する と、私 立 歯科 大 学 ・歯学 部卒 業 の新規 参

入歯科 医 の約 25.5%が、「一般 歯科 医養成研修 」

を 修 了 し て い る こ と に な る 。

歯科 医 師 臨床研 修 ・第 2 ス テ ー ジ

(平 成 9年 度か ら平成 17年度 まで )

歯科 医 師法 の条 項 に 「臨床研 修 」が “章” と

して初 め て加 え られ たの は、平成 8年 6月 14日、

第 136回通 常 国会 にお い て議 員 立法 と して提 出

され、可 決 ・成 立 した 「歯科 医 師法 の一部 を改

正 す る法律 」 (法 律 第 92号 ・公 布 平 成 8年 6

月 21日、 施 行 平 成 8年 8月 20 日) に よ る も

のである (本誌 77頁参照)。

歯科 医師法 にお け る 「臨床研 修」 は、第 3章

の 2と して新 し く加 え られ、 第 16条 の 2の 第

1項 は 「歯科 医 師 は、 免 許 を受 けた後 も、 1年
以上大 学若 し くは大 学 の歯学 部若 しくは医学 部

の 附属 施 設 で あ る病 院 (歯科 医業 を行 わない も

の を除 く。) 又 は厚 生 大 臣 の 指 定 す る病 院 若 し

くは診療所 にお い て 、 臨床研 修 を行 う よ うに努

め る も の とす る 。」 と な っ た 。 こ れ に よ り、 歯

科 医師免許新規 取得者 を対象 とす る、歯科 医師

臨床研 修 ・第 2ス テ ー ジが 始 まった。 な お、 筆

者 は この第 2ス テ ー ジ を 「歯科 医 師臨床研 修 制

度法制化 ・第 1段 」、後 述 の第 3ステージを 「歯

科 医師臨床研修 制度 法制化 ・第 2段 」 と称 して、

本 協 会 設 立 3 0 周 年 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム 『 私 立 歯

科 大 学 に お け る 最 近 1 0 年 の 教 育 改 革 と 今 後 の

展 望 』 一 歯 科 医 師 臨 床 研 修 の 在 り 方 ― に お い て

発 表 し た ( 平 成 1 8 年 1 1 月 1 7 日 九 段 会 館 ) 。

新 し い 条 項 、 第 1 6 条 の 2 の 「 努 力 義 務 規 定 」

に よ る 歯 科 医 師 臨 床 研 修 制 度 は 、 平 成 9 年 度 か

ら 平 成 1 7 年 度 ま で 、 9 年 間 に わ た り 実 施 さ れ た 。

本 制 度 の 実 施 運 用 に つ い て は 、 健 康 政 策 局 長

直 轄 の 「 歯 科 医 師 臨 床 研 修 に 関 す る 検 討 会 」 報

告 書 ( 平 成 8 年 9 月 1 0 日 ) 、 医 療 関 係 者 審 議 会

「 歯 科 医 師 臨 床 研 修 部 会 」 ( 現 在 の 医 道 審 議 会

歯 科 医 師 分 科 会 歯 科 医 師 臨 床 研 修 部 会 ) 意 見

書 ( 平 成 8 年 1 0 月 1 4 日 ) 、 『 歯 科 医 師 臨 床 研 修

に 関 す る 関 係 資 料 』 ( 厚 生 省 健 康 政 策 局 歯 科 衛

生 課 編 、 第 1 版 、 新 企 画 出 版 社 、 東 京 、 平 成 9

年 3 月 ) 等 に 拠 る も の で あ る 。

I 歯科 医 師臨床研 修 の到 達 目標 は、一 般 目標

と具体 的 目標 に分 けて示 され た。

1 一 般 目標 :以 下 の 6項 目の 知 識 、技 能 、態

度 の基礎 を身 につ け る。

1) 歯科 の健康上 の不 安 や 障 害 を的確 に排 除

あ る い は緩 和 で き る こ と。

2) 自 らの行 った処 置の予後 につ いての予測

が で き る こ と 。

3) 歯科 保 健 の保 持 ・増 進 に適 切 な助 言 、援

助 の で き る こ と 。

4) 自己 の 能 力 の 限界 を知 り、 常 に研 修 意 欲

を持つ こ と。

5)患 者 に対 して、 十分 な説 明 を行 い、 同意

を得 られ こ と。

6)歯科 診療 上 の偶発 的 な事 態 に適切 に対処

で き る こ と 。

2 具体 的 目標

(前 記 、厚生省健 康 政 策 局 歯科 衛 生 課編 『歯

科 医 師 臨床 研 修 に関 す る関係 資料 』、第 1

版 、新 企 画 出版 社、 東 京 、 平 成 9年 3月、

78～ 80頁参 照 )
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一 般 目標 を達 成 す るた め に、研 修 すべ き技 能

項 目を具 体 的 に大 き く 3段 階 に分 け た。

1) 第 1段 階 :卒 前 に修 得 した技 能 を基 本 と

して、 十 分 習 熟 す べ き技 能
•内容 :診査項 目 8項 目、処 置項 目、他 ・

20項 目

2)第 2段 階 :第 1段 階 の 十分 習 熟 した技 能

に加 え て 、 さ らに習熟 す べ き技 能

内容 :診査項 目 ・12項 目、処 置項 目、他 ・

20項 目

3)第 3段 階 :第 1段 階、 第 2段 階 を踏 まえ

て 修 得 して い る こ とが 望 ま しい技 能

内容 :診 査項 目 ・5項 目、処 置 項 目、他 ・

20項 目

Ⅱ 研 修 施設

歯科 医 師法 第 16条 の 2第 1項 の規定 に よ り、

下 記 の とお り とな っ た 。

1)歯科 大 学 若 し くは歯学 部 附属 病 院 若 し く

は医学 部 の附属施 設 で あ る病 院 (歯科 医

業 を行 わない もの を除 く) 〔法令 の羈束行

為 〕

2)厚 生 大 臣 が指 定 す る病 院

3)厚 生大 臣 が 指 定 す る診 療所

「従 た る施 設 」 開拓 (当時 、 日本 歯科 大 学 新

潟歯学部附属病院長 として、「従 たる施設」を「主

たる施設 」近辺 に限定せ ず 、研 修 歯科 医 の 出身

地、帰 省先 を想定 して、 地域 医療 の状況 を早 期

に認 識 させ る た め に も北 海 道 か ら沖 縄 まで の 全

国展 開 を計画 して いた) の記録 をた どる と、上

記 の 2) 3) 厚 生 大 臣 の指 定 に関 して は、平 成

8年 10月、指定基準 の 申請手続 等 の通知 が あ り、

平成 9年 1月 、 申請書 を提 出、 それ か ら 3月末

の指 定 通 知 に至 る まで の 2か 月余 の 間 に、 申請

施 設 の書 類 審査、実 地 調 査、ヒヤ リ ング を受 け、

そ れ らを も とに医療 関係 者 審 議 会 歯科 医師 臨床

研 修 部 会 に お い て 審 査 が 行 わ れ た と な っ て い

る 。

研 修施 設 の要件 と して、 指 導 歯科 医の資 質 の

確保、常勤 歯科 医、 歯科衛 生士 、看 護 師の 員数

と協 力体 制 、研 修 プ ログ ラムの策定、症 例 の内

容 と症 例 数等 、研 修 目標 を達 成す るため の環境
整 備 の充 実 が謳 わ れ て い る。

I 研修 方式

単独研修方式 と複合研 修方式 、主 たる施設 と

従 た る施 設 の 区分 とな る。

1 単 独研 修方 式 と主 た る施 設

歯科 大 学若 し くは歯学 部 附属病 院若 し くは医

学 部の 附属施 設 で あ る病 院 (歯科 医業 を行 わな

い もの を除 く) 並 び に厚 生大 臣が指 定す る病 院

の うち、 単独研 修 方式 が実施 で きる と認め られ

た施 設 に 限 られ て行 わ れ る方 式 であ る。

なお、この単 独 研 修 方 式 が実施 で きる施 設 は、

複 合研 修方式 の 「主 た る施設 」 に区分 され る。

2 複 合研 修 方式 ・主 た る施 設 と従 た る施 設

この複合研修 方式 は、地域 歯科 医療 の現状把

握 、高齢者 ・全 身疾 患患 者 等 の全 身管 理 の ため

の病 院施設 との連携等 の修 得 を期待 す る もので

あ る 。

上 記の 「主 た る施設」 と厚生大 臣が指定す る

診療所 等 の 「従 たる施設 」が連携 して行 う方式

で あ る。複 合研 修 方 式 に よる研 修 期 間の原則 は、

「主 た る施 設 」 に お い て 8か 月、 「従 た る施 設 」

に お い て 4か 月 で あ る。

資料 1は、「歯科 医師臨床研修指定施設数」(厚

生労働 省 ・平 成 19年 5月)

ⅣV 臨床研修 歯科 医の身分

歯科 医 師法改正 以前 は、財 団法人 歯科 臨床

研 修振 興財 団か らの委 託 に よる臨床研 修 歯科 医

であ ったが、平 成 9年 度 か らは、歯科 医師法第

16条 の 2の 第 1項 の規 定 に基 づ く臨床研 修 歯

科 医が基 本 的 な身分 であ る。この 身分 に付 して、

研修施設の事情 に よ り、助手、病 院助手、常勤

医員、奨学金支給対象 医員等の対応 が な された。
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(資料 1)
歯科 医 師 臨床 研 修 指定 施 設数

(単位 :施設 )

平成 9年 平成 10年 平成 11年 平成 12年 平成 13年 平成 14年 平成 15年 平成 16年 平成 17年

単独研 修 方式 36 47 57 62 69 73 87 91 104

主 た る施 設

5 5 6 8 8 8 7 8 7複
合
研
修
方
式

従
た
る
施
設

一 般 病 院
17 20 23 29 33 40 46 53 27

(歯 科 )

歯 科
15 33 71 178 287 367 497 675 889

診 療 所

合 計 73 105 157 277 397 488 637 827 1,072

(厚生労働 省 資料一部改変)

(資料 2)
歯科 医 師臨床研 修 年 度別 補 助 金 算 出基準額

(単位 :円)

平成 9年 平成 10年 平成 11年 平成 12年 平成 13年 平成 14年 平成 15年 平成 16年 平成 17年

単独
59,000 59,000 59,000 78,000 78,000 78,000 77,000 76,000 76,000

方式

複 合
方 式 76,000 76,000 76,000 119,000 119,000 119,000 117,000 115,000 115,000

(日本 歯科大学新潟生命歯学部資料 か ら)

V 厚 生労働大 臣宛 要 望書 ・歯科 医師臨床研 修

にお け る補 助金 とその対象経費

歯科 医 師法 改 正 以前 は、財 団法 人 歯科 臨床

研 修 振 興 財 団 か らの委 託費 で あ った もの が、平

成 9年 度 か らは、 『歯科 医師臨床研修費補助事

業実施要綱』(平成 9年 4月 10日健政発第 385号)

に よ り、研 修 施 設所在 地 の都 道府 県担 当部 局課

経 由 に よる交付 とな った。補 助金 の年 度別 算 出

基 準 額 ・臨床 研 修 医 1か 月、 1人 当 て の額 につ

い て は、 資料 2の とお りで あ る。

歯科 医 師 臨床研 修 ・第 3ス テ ー ジ を迎 え る に

際 して、補助金 に関連す る要 望書 を本協 会 か ら

尾 辻秀 久厚 生労働大臣 (平成 17年 6月 15日歯

大協発 第 30号 )、川崎二郎厚生労働大 臣 (平成

17年 11月 8日歯大協 発 第 59号 )、 日高勝 美 歯

科保 健 課長 (平 成 18年 4月 25日歯大協 発 第

15号 ) 宛 、提 出 した。

要 望書 の大 要 は、研 修 歯科 医 の処 遇 につ い て、

法 の下 におけ る平 等性 を確 保す る こ と、研 修 歯

科 医 が研 修 に専 念 で き る財 政 措 置 を講 じる こ

と、研 修 歯科 医の研 修 手 当て を対 象 経費 とす る

こ と、教 育 指 導経 費 にお け る対 象 経 費 の有益 な

用 途 等 で あ る。

VI 歯科 医師臨床研 修・第 2ステージの修了結果

資 料 3は、 平 成 9年 度 か ら平 成 17年 度 の 9

年 間 に、 私 立 歯科大 学 歯 学 部 附属 病 院等 の研

修 施 設 におい て歯科 医 師 臨床 研 修 を行 った 旨



(資料 3)

歯科 医 師 臨床 研修 の必修 化 まで

歯科 医師臨床研修 (平成 9年度 ～平成 17年度) に関す る調査 (集計結果)

平 成 9年 度 か ら平 成 17年 度 まで、 当 時 の 歯 科 医 師 法 第 16条 の 2の 努 力 義 務 規 定 に よ り臨 床 研 修 を行 い、

第 16条 の 3の第 1項 の規 定 に よ り厚 生労 働 大 臣 に報 告 した人数

(人)

大 学 名

北 海 道 医 療 大 学 歯 学 部

岩 手 医 科 大 学 歯 学 部

奥 羽 大 学 歯 学 部

平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成
9年 度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

計

13 17 26 11 14 15 22 16 20 154

24 20 17 21 37 27 21 25 24 216

28 26 17 20 33 18 38 26 32 238

明 海 大 学 歯 学 部 20 18 28 28 43 33 33 28 32 263

東 京 歯 科 大 学 60 70 70 58 75 59 69 76 56 593

昭 和 大 学 歯 学 部

日 本 大 学 歯 学 部

41 46 49 34 52 29 40 40 36 367

58 61 59 51 67 56 54 41 56 503

日 本 大 学 松 戸 歯 学 部 50 42 40 39 53 38 38 43 36 379

日 本 歯 科 大 学 生 命 歯 学 部

日本 歯 科 大 学 新 潟 生 命 歯 学 部

51 68

21 28

8
2

0 67 98 64 96 53 50 627

23 20 44 20 29 22 15 222

神 奈 川 歯 科 大 学 13 18 32 16 35 29 30 24 30 227

鶴 見 大 学 歯 学 部 80 70 50 61 88 61 78 54 75 617

松 本 歯 科 大 学 29 32 24 24 40 55 28 18 29 279

朝 日 大 学 歯 学 部 18 29 28 18 28 28 27 22 15 213

愛 知 学 院 大 学 歯 学 部 45 44 47 32 63 60

大 阪 歯 科 大 学 98 80 96 68 136 7

8
15

68 55 35 449

83 46 60 742

福 岡 歯 科 大 学 45 47 29 36 40 34 43 36 20 330

合 計 694 716 715 604 946 701 797 625 621 6,419

(注 1) 整 理 の都 合上 、施 設 名 を大 学 (歯 学 部 )名 に置 き換 えて表示 しま した。

(注 2) 東 京 歯科大 学 は、千 葉病 院、水 道橋 病院 、市 川総合 病院の合計数。

(日本 私 立歯科大 学協会 病 院部会調査 )

を、 歯 科 医 師 法 第 16条 の 3の 第 1項 の規 定 に

よ り、 厚 生 労 働 大 臣 に報 告 した記 録 で あ る。 な

お、 こ の 記 録 の 集 計 調査 に 関 して は、 平 成 19

年 5月、本協会病 院部会 (私立歯科大学 歯学

部 附属 病 院長 ) の ご協力 に よる もの で あ る。

努力 義務 規定 に基づ き、平 成 9年 度か ら平成

17年 度 の 9年 間 に、 私 立 歯 科 大 学 歯 学 部 附

属病 院等 の研 修施 設 にお いて歯科 医 師臨床研 修

を行 った 新 規 参 入 歯 科 医 の 総 数 は、6,419人 で

あ った。 なお 、 この 9年 間 の 私 立 歯科 大 学 ・歯

学 部 の 歯科 医 師 国 家 試 験 合 格 者 数 16,719人 か

ら勘案す る と、私 立歯科大学 ・歯学 部卒業 の新
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規 参 入 歯 科 医 の約 38.4%が、 「努 力 義 務 」 を果
た し た こ と に な る 。

歯科 医 師臨床 研 修 ・第 3 ス テー ジ

(平成 18年度か ら開始)

「医療 法等 の一 部 を改正 す る法律 」 (平成 12

年 法律 第 141号 ) に よる歯科 医 師法 の一部改 正

(平 成 12年 12月 6 日公布 ) に よ り、「必 修規定 」

に よ る臨 床研 修 は平 成 18年 4月 1日か ら実 施

され た (本誌 78頁 参照 )。 なお、 臨床研 修 を修

了 した歯科 医 師 は、所 定 の 申請手続 きに よ り臨

床 研 修修 了登録 証 が 交付 され、 歯科 医籍 に臨床

研 修修 了 歯科 医 師 と して登 録 され る。 また、 医

療 法 第 7条、第 8条 、第 10条 (本誌 78頁参照)

において、 病 院 ・診療 所 等 の開設者 ・管 理 者 の

要 件 と して、 「臨床研修 修 了 歯科 医 師 」 で あ る
こ とが 明 記 さ れ た 。

この 「医療 法等 の一部 を改 正す る法律 」 の公

布 の約 22か 月前 、 平 成 11年 2月 22日開催 の

当協 会平成 10年度 第 5回理事会 に出席 され た

石 井拓男 歯科保 健 課 長 か ら、 医療 関係者 審議 会

歯科 医 師研 修部会 の 「歯科 医師臨床研 修小委 員

会 中 間意 見 (H11.1.11)」 を も とに、 「歯科 医師

臨床研修の必 修 化 」 につ い て説 明が あ り、 協 議

の結果 、歯大協発 第 73号 ・平成 11年 3月 2日

発 にて、厚生省小林秀資健康政策局長宛 「歯科

医 師 臨床研 修 の必 修 化 につ い て (要 望)」 を提

出 した。 その内容 は 「研 修手 当てな ど研修 歯科

医 お よび指 導 歯科 医 の処 遇 につ い て は、 国公 私

立 間の格 差 の な い措 置 を講 ず る こ と」 で あ っ

た 。

歯 科 医 師 法 の 改 正 に よっ て、 第 16条 の 2第

1項 は 「診療 に従 事 し よ う とす る歯科 医 師 は、

1年 以上 、 歯 学 若 し くは医 学 を履 修 す る課 程 を

置 く大学 に附属す る病 院 (歯科 医業 を行 わない

もの を除 く。)又 は厚生労働大 臣の指定す る病

院若 し くは診療所 にお いて、 臨床研 修 を受 け な

け れ ば な らな い。」 とな っ た。 これ を受 け て、

平 成 17年 6月 28日 「歯 科 医 師 法 第 16条 の 2

第 1項 に規 定 す る臨床研 修 に関す る省令 (以下 、

「省令」)」 (平成 17年厚生労働省令 第 103号)

が公布 ・施行 され、 同 日付 け通知 「歯科 医師法

第 16条 の 2第 1項 に規 定 す る 臨床 研 修 に関す

る省 令 の施 行 につ い て (以 下 、 「省 令 の施 行 に

つ い て 」)」 (平 成 17年 6月 28 日 医 政 発 第

0628012号 ) が あ っ た 。

これ らに規 定 され る新 た な 歯 科 医 師 臨床研 修

の主 な趣 旨 として① 基本 的 ・総合 的診療 能力 を

身 につ け る ② 地 域 保 健 ・医療 の実 施 ③ 病 診

連 携 の理解 と実践 ④ 診療 所 にお け る医療 安 全

管 理の理解 ⑤ よ り多 くの症 例 の経験 と実践等

の 5項 目が挙 げ られ、 これ らの項 目を研 修 す る

にあ た って は、大 学病 院 にお い て も診療所 等 と

共 同 して臨床研 修 を行 う 「群 方式 」 が 望 ま しい

と な っ て い る 。

なお、必 修 となった歯科 医 師 臨床研修制 度 の

開始 を見据 えて、 歯科 医 師 国家 試 験 の 日程 変 更

が な され、 平 成 17年 度 は従 前 よ り約 1か 月早

め て、 試験 日は平成 18年 2月 11 ・12日、 合格

者発 表 は 4月 5日、 平成 18年 度 は試 験 日が平

成 19年 2月 10・11日、 合 格 者 発 表 が 3月 28

日 と な っ た 。

以下、省令 の要点 と当協 会 の動 態等 を抄 出す

る 。

I 省令 の趣 旨

歯 科 医 師 法 第 16条 の 2第 1項 に規 定 す る臨

床研 修 に関 して、 臨床研 修 の基 本 理念、 臨床研

修 施 設 の指定 の基準 等 を定 め る もの であ る。

Ⅱ 臨床研 修 の基 本 理念

患 者 を中心 に全 人 的 医療 を理 解 す る こ と、 歯

科 医 師 と しての 人格 を涵養 す る こ と、総合 的 ・

基 本 的診療 能力 (態 度 ・技 能 ・知 識 ) を修得 す

る こ と、 臨床研 修 を生 涯研 修 に継 続 す る こ と等



歯科 医師臨床研修 の必修化 まで

(資料 4)
歯科 医 師 臨 床 研 修 施 設 数

(単位 :施設 )

平成 18年度 平 成 19年度

歯 学 を履 修す る課 程 を置 く大 学 に附属 す る病 院 32 31

大 学 病 院

そ の 他 の 病 院

医学 を履 修 す る課 程 を置 く大 学 に 附属 す る病 院

(た だ し、 歯科 医 業 を行 わ な い もの を除 く)

単 独 型 臨床研修 施 設

管 理 型 臨床研 修 施 設

65 67

93 97

10 11

協力 型 臨床研 修 施 設 86 94

単 独型 臨床研 修施 設

9

11

歯 科 診療 所 管 理 型 臨床研修 施 設

協力 型 臨床研修 施 設

合 計

1 1

1,167 1,337

1,463 1,649

注 1)平 成 18年 度 は平成 18年 4月 1日現在、平成 19年度 は平成 19年 2月末 日現在 。

注 2)協 力 型 臨床研 修 施設 の 区分 に は、 単独 型 又 は管 理型 臨床研修施 設 と して指 定 され た

も の は 含 ま な い 。

(厚 生労働省 :資 料 )

で あ る 。

I 研 修 期 間

原則 と して 1年 。管 理型 臨床研修 施設 な らび

に協力 型 臨床研 修 施 設 で は、 連続 した 3か月以

上、研修協力 施 設 にお け る研 修 期 間は、合 計 1

か 月 以 内 。

Ⅳ 対 象

平成 18年 4月 1日以 降 に歯科 医 師免 許 の 申

請 を行 い、 歯科 医 師免 許 を受 けた者 で、診療 に

従事 しよう とす る歯科 医師 を対象 とす る。

V 臨床研 修 施 設 と臨床研 修 施 設 群 (臨床研 修

施 設 数 資料 4)

1 臨床研 修施設 は 「省令 の施行 につ いて」 の

第 2の 3(1)に掲 げ る区分 の とお りで あ る。

1)単 独 型 臨床 研 修 施 設 :単 独 また は研 修協

力 施 設 【 「 省 令 の 施 行 に つ い て 」 の 第 2 の

1 の ( 6 ) の と お り 、 臨 床 研 修 施 設 と 共 同

し て 臨 床 研 修 を 行 う 施 設 で あ っ て 、 臨 床

研 修 施 設 及 び 歯 学 若 く は 医 学 を 履 修 す る

課 程 を 置 く 大 学 に 附 属 す る 病 院 ( 歯 科 医

業 を 行 わ な い も の を 除 く 。 ) 以 外 の も の 、

例 え ば 、 へ き 地 ・ 離 島 診 療 所 、 病 院 、 診

療 所 、 保 健 所 、 介 護 老 人 保 健 施 設 、 社 会

福 祉 施 設 、 赤 十 字 社 血 液 セ ン タ ー 、 各 種

検 診 ・ 健 診 の 実 施 施 設 等 】 と 共 同 し て 臨

床 研 修 を 行 う 病 院 ま た は 診 療 所 を い う 。

2 ) 管 理 型 臨 床 研 修 施 設 : 他 の 病 院 ま た は 診

療 所 と 共 同 し て 臨 床 研 修 を 行 う 病 院 ま た

は 診 療 所 ( 単 独 型 臨 床 研 修 施 設 を 除 く )

で あ っ て 、 当 該 臨 床 研 修 の 管 理 を 行 う も

の を い う 。

3)協 力 型 臨床研 修 施 設 :他 の 病 院 また は診

療所 と共 同 して 臨 床 研 修 を行 う病 院 また
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(資料 5)
歯科 大 学病 院 、 その他 の施 設別 マ ッチ ングの 結 果

平 成 18年 平成 19年

歯 科 大 学 病 院

(注 1)

そ の 他 の 施 設
合計

(注 2)

歯科 大 学 病 院

(注 1)

そ の 他 の施 設
合計

(注 2)

参 加 施 設 数 33 18.4% 146 81.6% 179 33 17.1% 160 82.9% 193

研修 プ ロ グ ラ ム数 84 34.0% 163 66.0% 247 87 32.6% 180 67.4% 267

募 集 定 員 3,344 88.1% 453 11.9% 3,797 3,245 87.3%

マ ッチ 者 数 2,985 88.7% 382 11.3% 3,367 2,869 87.6%

471

407 12.4%

12.7% 3,716

3,276

空 席 数 359 83.5% 71 16.5% 430 376 85.5% 64 14.5% 440

第 1位 希 望 者 数 2,998 83.6% 586 16.4% 3,584 2,796 79.9% 705 20.1% 3,501

注 1) 単独 型 又 は管 理型 相 当 の 歯科 大 学 歯 学 部 附属 病 院 が管 理 して い る研 修 プ ロ グ ラム につ い て集 計 した も

の 。

注 2) 歯科大 学病 院以外 の単独 型又 は管 理型 の施 設 が管理 してい る研 修 プ ログ ラム につ いて集計 した もの。
(マ ッチ ング協 議会資料一部改変 )

は 診 療 所 (単 独 型 臨 床 研 修 施 設 を 除 く)

で あ っ て 、 管 理 型 臨床 研 修 施 設 で な い も

の を い う。

2 臨 床 研 修 施 設 群 :「省 令 の 施 行 に つ い て 」

の 第 2の 1の (7) の とお り、 共 同 して 臨

床研修 を行 う管 理型 臨床研 修施 設及 び協力

型 臨床研修施設 をい う。研 修協力施設 と共

同 して 臨床研修 を行 う場合 に は、研 修 協 力

施 設 も臨床研 修 施 設 群 に含 まれ る。

VI 到達 目標

「省 令 の 施 行 につ いて」 の別 添 の とお り、 「基

本習熟 コー ス」 と 「基本習得 コース」 を必 修 と

す る もの で あ る 。

1 「基 本習熟 コース」の一般 目標 :「個 々の歯

科 医 師が患者 の立場 に立 って歯科 医療 を実

践 で き る よ うに な るた め に、 基本 的 な歯科

診療 に必要 な臨床能力 を身 に付 け る」 と し

て 、 項 目は 1) 医療 面接 2) 総 合 診 療 計
画 3)予 防 ・治療基本技術 4)応 急 処 置

5)高頻度治療 6)医療管理 ・地域 医療

2 「基本習 得 コー ス」の 一般 目標 :「生 涯 にわ

たる研 修 を行 うため に、 よ り広 範 囲 の歯科

医療 につ い て知 識 、 態 度 及 び技 能 を習得 す

る態 度 を養 う。」 と して、 項 目は 1) 救 急

処置 2)医療 安全 ・感染 予 防 3)経過評

価管理 4)予 防 ・治療技術 5)医療管理

6) 地域 医療

・上記 1と 2の各 項 目の 「一 般 目標 」 な らび に

「行動 目標 」の詳細 は、紙 面の都合上割愛 す る。

VI 実施方 法

臨床研修 の基本 理念 (前述 ⅡI) に よる研 修 プ

ログ ラム に基 づ いて実施 す る。研 修 プログ ラム

には、研 修 目標 、研 修 計 画 、指 導体 制 その他

必要 な事 項が定 め られ、 公 表 されてい るこ と等

が規定 され た。研 修 プ ログ ラム は、 臨床研修 施

設 の指定 に際 して重 要 な要 件 で あ る。

歯科 医 師臨床研 修 マ ッチ ング協議 会 に よれ ば

(資 料 5)、平 成 18年 度 の研 修 プ ログ ラム数 は

247、 平成 19年 度は 267で あ る。



(資 料 6)

歯科 医師 臨床 研修 の必修 化 まで

平 成 18年 度 歯科 医師 臨 床 研 修 関連 予 算 当初 内示 の概 要

(厚 生労働省 医政 局歯科 保健 課)

(平 成 17年 度予 算 額 ) (平成 18年 度 当初 内示 額 )

1.歯 科 医 師臨床研 修 の推進

(1) 歯 科 医 師 臨床 研 修 費

1,079百 万 円 → 2,936百 万 円

1,065,077千 円 → 2,929,123千 円

平成 18年度か らの歯科医師臨床研修の必 修化 にあ た り、 指導歯科医 の

確保、研修 プ ログラムの企 画 立案 ・管理、研修歯科医受け入 れの ための環
境設備等 につ いて必要額 を確保 し、臨床研修施設に対 し必要 な支援を行 う。

14,228千 円 7,273千 円(2) 歯科 医 師 臨床研 修 指 導 医講 習 会 費
• 歯科 医師 臨床研 修指導医一般講 習 会

→

・プ ログ ラ ム責任者講 習 会

研修プ ログラム を企画立案 ・管 理 し、研修期 間全般 にわた って研修プ ロ

グラムが適切に遂行 される よ う指導歯科医 に指導 ・助言する とともに、研
修歯科医の研修の進捗及 び評価 に対 して責任 を持つ プ ログラム責任者を養
成する講習会の 実施 に必 要 な経 費 の補助 。

Ⅶ 研 修 歯科 医 の 義 務

臨床研 修 に専 念 し、 歯 科 医 師 と しての 資 質 の

向上 を 図 る よ う に 努 め な け れ ば な らな い と し

て、 「専念 規定 」 とな った。

IX 研 修歯科 医の処 遇 と国庫 補助金

労働基準法 第 9条 、第 10条 、第 11条 等 の規

定 に則 して、 賃 金 を支 払 うこ とになった。平 成

19年 2月 現在、 私 立 歯 科 大 学 歯 学 部 の 関連

施 設で は、 月額 約 120,000～ 130,000円で ある。

前述 の とお り、厚 生 労 働 大 臣、健康 政 策局 長 、

歯科保健 課長 宛 、 研 修 歯科 医 の処 遇 と研 修 環境

の整 備 費 等 に お け る 国立 と私 立 の格 差 の是 正 を

訴 え、適正 な額 の 国庫 補 助金 を要 望 して きたが

回答 さえ な く、現 今 の大 学 附属病 院 の財 政 か ら

も由々 しき問題 と して、 当協 会経営部会 と病 院

部会 の 重 要 検 討 課 題 とな って い る。

資料 6は、「平 成 18年 度 歯科 医師臨床研 修 関

連 の予 算 ・当 初 内示 の概 要 」 で あ る。

X 当協会主催 特 別 講演会 と Q & A

歯科 医 師臨床研修 の必修制度 開始、 歯科 医師

臨 床研 修 第 3ス テ ー ジ の 開幕 に備 えて 、 円滑 に

対 応 す るため に、 当協 会 は特 別講 演会 を企 画 開

催 した。 開催 に際 して、 日高勝 美厚 生労働 省 歯

科保健課長 、歯科 医師臨床研 修専 門官 は じめ関

係 各 位 の積 極 的 な ご参加 をい ただい た こ とを こ

こに特記 す る (演題 と演者 は、病 院部会 126頁

参照)。

開催 日 と会 場 は、平 成 16年 6月 8日 (KKR

ホテル東京)、平成 17年 1月 25日 (日本 歯科

大 学 歯学部)、平成 17年 7月 20日 (九段 会館 )、

平成 18年 5月 30日(KKR ホ テ ル東京 )で ある。

この平成 18年 5月 30日の質疑応答 (臨床研修

制 度 に関す る もの 6問、 国庫 補 助金 に関す る も

の 26問 ) の内容 を、 歯科 保 健 課 の ご協 力 の も

とに ま とめ 『歯科 医師臨床研修 制度 に関す る Q

& A』 (平成 18年 7月 4日)」 として、当協会
関 係 施 設 に配 布 した。
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X 指 導歯科 医の資質 向上

「歯科 医 師の臨床研 修 に係 る指 導 歯科 医講習

会 の 開 催 指 針 に則 った もの 」 (平 成 16年 6月

17日医 政 発 第 0617001号 ) に よ り、 カ リキ ュ

ラム ・プ ラ ンニ ングのため の指 導 歯科 医講習会

の 受 講 が 義務 づ け られ た 。

I 歯 科 医 師 臨床研 修 マ ッチ ング プ ログ ラム と

募 集定 員 の増 員対応

この たび の必 修 規定 に よる歯科 医 師臨床研 修

に際 して、 臨床研 修施設 は全 国規模 で 臨床研 修

を希 望 す る者 を公募 し、 臨床研 修 を希 望す る者

は研 修 プ ログ ラム等 に よって研 修 施設 を選択す

る 「歯 科 医 師 臨床 研 修 マ ッチ ング プ ロ グ ラ ム」

(以下 、歯科 マ ッチ ング)システ ムが導 入 され た。

この 歯科 マ ッチ ングは、財 団法 人 歯科 医療研 修

振 興 財 団、社 団法 人 日本 歯科 医 師 会 、 社 団法 人

日本 私 立 歯科 大学協会 、 国立 大 学 歯 学 部長 ・歯

学 部 附 属 病 院 長 会 議 の 4団体 に よ り構成 され る

「歯科 医 師 臨床研 修 マ ッチ ング協 議 会 」 の実 施

に よ る も の で あ る 。

臨床 研 修 を希 望 す る者 で、 歯科 マ ッチ ング に

参加す る者 を 「参加者」 といい、 歯科 マ ッチ ン

グへ の 参加 は無 料 で あ る。

歯科 マ ッチ ングに参加す る歯科 医 師臨床研 修

施 設 を 「参加施 設」 といい、有 料職 業紹介事業

にお け る手数 料 (1プ ログ ラム 52,500円 定員

1人 当 た り、5,250円) を納 入 す る。

平 成 18年 度 開始の歯科 医 師 臨床 研 修 の た め

の歯科 マ ッチ ングにおけ る 「募集定 員の増員」

につ い て は、平 成 17年 10月 14日歯大 協発 第

55号 にて、佐 川 寛典 会 長 か ら当協 会 理 事 会 会

員宛 の通知か ら始 まった。 その要 旨は、 日高勝

美厚生労働省 歯科保健課長 よ り、 歯科 医 師臨床

研 修 の募 集 定 員の増員要 請が あ ったの で、本協

会 と して協 力 す る旨の もの で あ った。 当協 会 理

事 会 の対 応 は以下 の とお りで あ る。

平成 17年 8月 1日か ら開 始 さ れ た 歯 科 マ ッ

チ ングの参加登 録 は、 10月 13日の参加登 録締

切 りの 時 点 で、 登 録 者 総 数 3,648人 は募 集 定 員

の 3,471人 を上 回る結果 とな り、募集定員の増

員要請 とな った。

当協会 理事 会 はマ ッチ ング シス テムの根幹 に

かかわ る事 態 と受 け止 め、急 遽 10月 20日の希

望順位表登 録 開始 を 目途 に対処 した。

増員 の具体 的 内容 は、全 国歯科大 学 歯学部

附属 病 院 の募 集 定 員 で あ っ た 3,018人 を 326人

増員 して、 3,344人 にす る こ と、 これ に よって 、

「そ の他 の施 設 (歯 科 大 学 病 院 以外 の単独 型又

は管 理型 の施 設 )」 の募集 定 員 (に は増 員操作

を行 わ ず に従 来 の )453人 を そ の ま ま 3,344人

に加 え て、 募 集 定 員 の 総 数 を 3,797人 と した。

資料 5・平 成 18年 の 中段 の募 集 定 員合 計 数 の

とお りで あ る 。

なお、326人 の増 員 の 内訳 は、私立 歯科大 学 ・

歯学 部 附属 病 院 247人 (75.8%)、 国公 立大 学 歯

学 部 附属 病 院 79人 (24.2%) で あ る。

歯科 マ ッチ ング の 日程 は、平 成 18年 度対 応

分 は平成 17年 8月 1日に参加 登録 開始、 12月

15日にマ ッチ ング の結 果 発 表 、平 成 19年 度対

応 分 は平 成 18年 6月 27 日に参 加 登録 開始 、 10

月 31日にマ ッチ ングの結 果発 表 と、前 年 度 よ

り約 1.5か 月早 め られ た 。

平成 18年 度、平 成 19年 度 の臨床研修 のため

に行 わ れ た 歯科 マ ッチ ング の結 果 は、資料 5の

とお りで あ る 。

参加 者 のマ ッチ率 (マ ッチ者 数 /希 望順位登

録 者数) は、平 成 18年度 93.9%、平成 19年度
93.6%、 参 加 施 設 側 か らみ る と平 成 18年 度

88.7%、 平 成 19年 度 88.2% で あ る。 な お、 平

成 18年 度 の研修 歯科 医 につ い て は、 第 99回歯

科 医 師 国家 試験 の合 格 者数 2,673人 か ら勘 案 す

る と、参加施 設 の充 足 率 は約 70.4%で あ る。



(資 料 7)
医道 審 議 会 歯科 医 師分 科 会

歯科 医 師臨床 研 修 部 会 委 員会 名 簿

歯科 医師 臨床 研修 の必 修化 まで

(平 成 18年 3月現在 )

氏 名

○ 東 理 十 三 雄

江 里 口 彰

黒 崎 紀 正

佐 藤 田 鶴 子

田 中 義 弘

野 口 俊 英

福 田 仁

吉 澤 信 夫

○ :部 会 長

所 属 機 関

日 本 歯 科 大 学 新 潟 歯 学 部

日 本 歯 科 医 師 会

東 京 医 科 歯 科 大 学 歯 学 部

日 本 歯 科 大 学 歯 学 部

神 戸 市 立 中 央 市 民 病 院

愛 知 学 院 大 学 歯 学 部

九 州 歯 科 大 学

山 形 大 学 医 学 部

役 職

教 授

常 務 理 事

教 授

教 授

歯 科 部 長

教 授

教 授

名 誉 教 授
( 敬 称 略 )

XⅢ 臨床研修 の 中 断及 び再 開

「省 令 」 の 第 16条 、 「省 令 の施 行 につ い て 」

の第 2の 16の (1) 臨床 研 修 の 中断 (2) 臨床

研修 の再 開、 の とお りであ る。研 修管理委 員会

による研 修 歯科 医 の評価 、単独 型臨床研 修施 設

又 は管理型 臨床研 修施設 の管 理者へ の勧 告 、当

該研 修 歯科 医 に交 付 しな けれ ば な らない 臨床研

修 中断証 の様 式 、 臨床研 修 再 開 の 申 し込 み、再

開受 け入 れ先 の臨床研修 施 設 の対応 等 につ いて

定 め られて い る。

XV 歯科 医 師 臨床研 修 ・第 3ス テ ー ジ

1年 目の修了 結 果

臨床研 修 の修 了 につ いて は、「省令」 の第 17

条、 「省 令 の施行 につ いて 」 の 第 2の 17の とお

りで あ る。研 修管 理 委 員会 は、研 修 歯科 医の研

修期 間の終了 に際 し、 臨床研 修 に関す る当該研

修歯科 医 の態 度 ・技 能 ・知 識 等 の評価 を行 い、

これ を臨床研 修 施 設 の管 理者 に報 告す る こ とに

な って い る。 管 理 者 は この 評 価 報 告 に基づ き、

臨床 研 修 を修了 した と認め る時 に交 付 しな けれ

ば な らな い 臨床研修修了 証 の 様 式 等 が示 されて

い る。 な お 、 臨床 研 修 を修了 して い ない と認 め

る と きは、管 理者 は当該研 修 歯科 医 に対 して理

由 を付 して、 その 旨を通 知 しなけれ ば な らない

と な っ て い る 。

第 99回歯 科 医 師 国家 試験 の合 格 者 数 2,673

人 の う ち、 研 修 歯 科 医 と して 在 籍 した 数 は、

2,656人 (99.4%) で 、この 2,656人 の うち、2,591

人 (97.6%) が 平 成 19年 3月 31 日の 時点 で研

修 修 了 者 と して届 け られ て い る (厚 生 労 働 省 資

料か ら)。

XV 臨床研 修 修 了 者 の登 録

歯 科 医 師 法 第 16条 の 4に よ り、 厚 生 労 働 大

臣 は、 歯科 医 師 臨床研 修 を修 了 した者 の 申請 に

よ り、 臨床研修 を修了 した 旨を歯科 医籍 に登 録

し、 臨床研修 修 了登 録証 を交 付 する とな って い

る。 な お、 臨床研 修修 了 証並 び に臨床研 修 修 了

登 録 証 に係 る手 続 き等 は、「歯科 医 師法 第 16条

の 2第 1項 に規 定す る臨床研 修 に関す る省 令 の

一 部 を改 正 す る省令 」 (平成 19年 2月 23日厚
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生労働省令第 10号 。以下 「改正省令」とい う。)、

「歯科 医師法第 16条 の 2第 1項 に規定 す る臨床

研 修 を修了 した旨の歯科 医籍へ の登 録 等 につ い

て」(平 成 19年 2月23日医政 歯発 第 0223001号)、

「歯 科 医 師 の 臨床 研 修 を行 う大 学 病 院 か らの 臨

床研 修 修了 者 に係 る情 報提 供 に関す る依頼 につ

いて」 (平 成 19年 2月 23日医政 歯発 第 0223002

号 ) に よ る もの で あ る。

「必 修 規 定 」 の実 施 に際 して、 臨床 研 修 に関

す る手続 き等の窓 口が各 地方厚生 局 に設置 され

た 。

I 検 討 規 定

「省令 」 の附則 第 7項 に よ り、 省令 の施 行 後

5年 以 内 に、省 令 の規 定 につ い て所 要 の検 討 を

加 え、 その結果 に基づ いて必要 な措 置 を講ず る

と して、 前 載 の 「改 正省 令 」 が 施 行 され た。 な

お、医道審議会歯科 医 師分科 会歯科 医師臨床研

修 部 会 (資 料 7) は、 歯科 医 師 臨床研 修 の実状
を 踏 ま え て 審 議 を行 い、 そ の 結 果 を、 平 成 17

年 7月 12日、平 成 18年 7月 21日、平成 18年

10月 3 日、 「意見書 」 に よって具 申 した。

その 内容 の大 略 は、新 た な歯科 医師臨床研修

の主 な趣 旨 につ い て、 臨床研 修施 設群 方式 の推

進、臨床研 修施設群 方式 の 円滑 な推進 に係 る手

続 き、研 修管理委 員会 の構 成要件、研 修管理委

員会 の役割、研 修協力施設 の要件、 臨床研 修施

設群 の臨床研 修 施 設 の構 成 に変 化が あ った場合

の事務手続 きの簡略化 ・改 善、研 修管理委 員会

の機 能強化 (臨床研 修指導体制 の充実、協力型

臨床研修施設 の指 定基準 の確 保、 医療管 理体制

の充 実 お よび整 備 ) 等 であ る。

おわ り に

新 しい制 度 の も とに臨床 研修 歯科 医 の受 け入

れ の ための環境整備 に 目を配 り、労働基準 法 と

最低 賃金法 を熟 読 し、 国民 の理解 をそ こな うこ

との ない よ うに配慮 して、 本制 度 の 円滑 な運 用

に努 め て 1年 を終 えた ところで あ る。

歯科 医 師 臨床 研 修 ・第 3ス テ ー ジの 2年 目を

むか えるにあた り、 臨床研 修 歯科 医の受 け入れ

施 設 にお け る医 療 財 政 へ の 深 刻 な影 響 につ い て

は、重 ねて関係機 関等 に理解 を求 め るこ と、 臨

床研修修了 歯科 医 師 の生 涯研 修 へ の継続 と取 り

組 み方、教 育者 、研 究 者 、専 門医の育成 、 臨床

研 修施設群方式 の展 開等 を当面 の検 討課題 にあ

げ て擱筆 す る。



歯科 医師国家試験改革
へ の考 察
日本私立 歯科大学協 会副 会長

日本 大学歯学 部長

大塚 吉兵衛

歯科 医 師 は、歯科 医療 お よび保健 指導 を掌 る

ことに よって、公衆衛 生の向上お よび増進 に寄

与 し、 も っ て 国 民 の健康 な生 活 を確 保 す る とい

う責務 を担 ってい る。 その た め、 歯科 医 師 と し

て歯科 治療 を実 施す るため に歯科 医師国家試験
に合 格 した者 に、 歯科 医 師免 許 が厚 生 労 働 省 か

ら与 え られる 。

歯 科 医 師 国家 試験 は、 昭和 22 (1947) 年 に

始 ま り、 平 成 19 (2007) 年 に お い て 第 100回

を迎 え 60年 が 経 過 してい る。この 間 に、少 子 化 、

高齢 者 の 医療 ・介 護 あ るい は地 球 規 模 で の 環 境

保全 問題 や、多肢 にわた る問題 か ら派生す る諸

問題 が 日本 の 大 きな社 会 問題 と して展 開 され て

いる。 また、 国際化 や情 報化 が進 み、社 会構 造

が大 き く変 化 し、 そ れ らに対 応 で きる適応 能力

を もつ 歯科 医 師が求め られて い る。 この よ うな

社会情勢 の変化 の なか、歯科 医師国家試験 もさ

まざ まな改 定 が な されて きた。現 在 、歯科 医 師

国家試験 の方針 お よび合否事 項 は医道 審議 会 歯

科 医 師分 科 会 で審議 され て い る。

過去 10年 間 の 歯科 医 師 国家 試 験 の合 格 者 数

等 の推 移 を表 1に示 す。

昭 和 22 (1947) 年 か ら開 始 さ れ た 歯 科 医 師

国家 試験 は、今 日まで多 くの検 討 と改 定 が行 わ

れ た経 緯 が あ る。 この なか で、 特 に大 きな改 定

が あ っ た の は、実 技試験 の廃 止 決 定 (昭 和 57年 )

とそ れ に伴 う臨床 実 地試験 (60題 )の導 入 (第

73回歯 科 医 師 国 家 試 験 ) で あ る。 また、 昭和

60 (1985)年 に は歯科 医師 国家試験 実 施 回数 の

改 定 決 定 (年 2回 を 1回) な らび に歯科 医 師 国

家 試験 出題 基 準 の初 版 が刊 行 され 、 以後 出題基

準 の改 定 を 4年 ご とに実 施 す る こ と とな った。

す な わ ち、 昭和 61年 の 第 79回歯科 医師 国家試

験 か ら現 行 の形 式 が ス ター トした こ と とな る。

以 下 に最 近 10年 間 に お け る歯 科 医 師 国家 試

験 改 定 の変 遷 を述べ る。

平 成 9 (1997)年 の歯科 医 師 国家 試験 出題基

準改定 を受 けて、 第 91回 (平成 10年)歯科医

師 国家 試験 か ら、従 来 の学 科 目別 の 出題 を、歯

科 医学 ・歯科保健 医療総論 、歯科 医学 ・歯科保

健 医療 各論 の領域 別 に変更 した。 また、臨床実

地 試 験 問題 は 60問 か ら 80問 に増 加 され た。 こ

れ は国家試験 実技 試験 の廃 止 を受 けて、診 査 ・

診 断能力 お よび診療 計 画 立案 な どの臨床 に即 し

た 能力 を問 う必 要性 が求 め られ た た めで あ る。

この 傾 向 は現 在 まで 継 続 して い る。

第 95回 (平成 14年 ) には、 臨床 実地 問題 を

100問 と し、 平 成 12年 度 の 歯 科 医 師 国家 試 験

制度委員会 か らの提言 を受 けて、新 たに歯科医

療 に関す る社 会 的 お よび倫 理 的問題 な どにつ い

て 出題 で きる よ うに必 修 問題 30問 を導 入 して、

全 出題 数 を 280か ら 330に改 め た。 さ らに、 将

来 的 なプ ール 制 問題へ の 移 行 を見 据 えて、 試 験

問題 の 回収 、ブ ラ ッシ ュ ア ップ プ ロセ スの新 設 、

全 国歯科大学等へ の試験 問題 ・視 覚素材等の公

募 な ど、将来的 なプール制 の整備 が検討事項 と

して あ げ られ た 。

平 成 15 (2003) 年 に厚 生 労 働 省 が 取 りま と
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表 1 歯科 医 師 国家 試 験 合 格 者 数 等 の推 移

回数 施 行 年 月 受験 者 数 (人) 合 格 者 数 (人) 合 格 率 (%)

91 平 成 10年 3月 3,017 2,655 88.0%

92 平成 11年 3月 3,056 2,554 83.6%

93 平成 12年 3月 3.014 2.102 69.7%

94 平成 13年 3月 3,446 3,125 90.7%

95 平成 14年 3月 2,956 2,462 83.3%

96 平 成 15年 3月 3,208 2,932 91.4%

97 平成 16年 3月 2,960 2.197 74.2%

98 平 成 17年 3月 3.343 2.493 74.6%

99 平成 18年 2月 3,308 2,673 80.8%

100 平成 19年 2月 3,200 2,375 74.2%

累 計 (第 1～第 100回 まで) 141,086 123.148 87.3%

め た 「医療 提 供 体 制 の改 革 の ビジ ョン」 に沿 う

かた ちで、合否 判定基準の見直 しが 歯科 医師資

質 向上 検討 会 で行 われ、 第 97回 (平 成 16年 )

か らは、 必 修 問 題 が 50問 に増 え、全 出題 数 は

365間 に改 定 され た こ とに加 えて、 さ らに合 否

判定 に相対 評価法が導 入 された。 なお、必修 問

題 は 当初 は一 般 問題 とは別 領 域 で 出題 され て い

た が 、 一 般 問題 に混 在 させ た 形 式 で 出題 され 、

現在 も継 続 されて い る。

平 成 18 (2006) 年 4月 か らの 歯 科 医 師 臨床

研修 の必 修 化 に対応 す るため、 国家試験合格 者

が 4月 か ら研修 歯科 医 と して 円滑 に研 修 制 度 に

参加 で きる ように、第 99回 (平成 18年)か ら

歯科 医 師 国家 試験 の期 日を 3月か ら 2月 に移 行

し、 国家 試験合格 者 の発 表 を 3月下旬 に変更 し

た。 また、 同時 に内閣府 の情報公 開保 護審査 会

で の答 申 を踏 まえ、 歯科 医 師 国家試 験 問題 と正

解 肢 が 公 開 され る こ と とな っ た。

この よ うに、 この 10年 間 に出題 形 式 や 方 式

の変更 や改 定 が か な り加 え られ、 歯科 医 師 国家

試験 は時代 に即応 で きる歯科 医師育成 の ため と

し て 変 遷 し て き た 。 そ れ に 伴 っ て 、 歯 科 医 師 国

家 試 験 の あ り 方 や 合 否 判 定 法 に つ い て は 、 出 題

問 題 の 内 容 や 出 題 形 式 の 不 都 合 、 合 否 判 定 基 準

に お け る 公 平 性 の 確 保 、 な ら び に 相 対 評 価 法 の

是 非 な ど 、 将 来 を 鑑 み た 諸 問 題 が 各 方 面 か ら 指

摘 さ れ て お り 、 本 協 会 を 含 め て 官 民 合 わ せ た 諸

問 題 に 対 す る 協 議 が 継 続 さ れ て い る と こ ろ で あ

る 。 ま た 、 平 成 1 8 年 の 文 部 科 学 大 臣 と 厚 生 労

働 大 臣 に よ る 確 認 書 ( 平 成 1 8 年 8 月 3 1 日 付 ) に 、

歯 科 保 健 医 療 制 度 の 現 状 を 鑑 み た 新 規 歯 科 医 師

の 参 入 な ら び に 歯 科 学 生 数 の 調 整 方 針 が 発 令 さ

れ た 。 す な わ ち 、 新 規 入 学 定 員 数 を 削 減 し 、 歯

科 医 師 国 家 試 験 合 格 基 準 を 厳 し く す る こ と で 、

歯 科 医 師 数 の 適 正 化 を 図 る 意 図 が 見 て 取 れ る 。

歯 科 医 師 国 家 試 験 に お い て 、 資 格 試 験 か ら 逸 脱

し て 、 歯 科 医 師 数 調 整 の た め の 選 抜 試 験 的 要 素

が 組 み 込 ま れ る 方 向 に 進 む 危 険 性 が 危 惧 さ れ る

と こ ろ で あ る と と も に 、 歯 科 医 学 教 育 な ら び に

歯 科 医 師 国 家 試 験 制 度 に 及 ぼ す 影 響 は 大 き い も

の と い わ ざ る を え な い 。

さ らに、 第 73回 (昭和 58年 ) か ら歯科 医 師



歯科 医 師 国家試 験改 革へ の 考察

国家試験 の実技試験 が廃 止 され たが 、実技 試験

の再 開 に 関 して も、 平 成 14 (2002) 年 か ら学

識者 を 中心 に継 続 審議 され て い る。 これ は 、義

務化 され た歯科 医師臨床研修 を含 めた内外 の社

会情勢 と歯科 医療 現場 の状 況 を考慮 に入 れ た も

の と と らえ られ、 将 来 、再 導 入 が 図 られ れ ば 、

さらに歯科 医師 国家試験 の形態 は大 き く変 貌す

るもの と考 え られ る。 同時 に、平 成 17 (2005)

年 12月 か ら正 式 に 開始 され た 共 用 試験 に お け

る CBT 方 式 に類 似 した 出題 方 法 の 導 入 につ い

て も、歯科 医師 国家 試験 運営 システ ムの面 か ら

検 討 され よ う と して い る。

この よ うな歯科 医 師 国家 試験 制 度 な らび に歯

科 医療 現 場 の現状 を踏 まえて、実技 試験 の再 開

等 も視 野 に入 れ た歯科 医師国家試験 のあ り方 と

具体 的 方 略 を再検 討 し、 時代 に即 応 した適切 か

つ慎重 な関係 機 関 の協議 と、監 督 官庁 で ある厚

生労働省へ の提言 を継続実施 してい くことが今

後 の重 要 な課題 と考 え られ る。本協 会 を含 め た

歯科 医学教 育 に携 わ る機 関の一層 の努 力が期待

され る 。
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共用試験 (CBT、OSCE)の
運 用
日本 私立歯科大学協会専務 理事

明海大 学 副 学 長 ・歯学 部 長

安井 利 一

臨床 実習 開始前 の共 用試験 とその歴 史

医 学 と 歯 学 に お い て は 、 臨 床 実 習 開 始 前 に 到

達 し て お く べ き 態 度 ・ 技 能 ・ 知 識 の レ ベ ル が 「 モ

デ ル ・ コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム 教 育 内 容 ガ イ ド ラ

イ ン 」 と し て 提 示 さ れ て い る 。 共 用 試 験 は 、 こ

の ガ イ ド ラ イ ン に 準 拠 し て 臨 床 実 習 開 始 前 に 、

1 ) コ ン ピ ュ ー タ ー を 用 い た 客 観 試 験 ( C o m p u t e r

B a s e d T e s t i n g : C B T ) に よ っ て 知 識 の 総 合 的

理 解 度 を 評 価 し 、 2 ) 客 観 的 臨 床 能 力 試 験 ( O b -

j e c t i v e S t r u c t u r e d C l i n i c a l E x a m i n a t i o n :

O S C E ) に よ っ て 態 度 ・ 基 本 的 臨 床 技 能 を 評 価

す る 。 こ の こ と に よ っ て 、 臨 床 実 習 に お い て い

わ ゆ る 参 加 型 臨 床 実 習 の 担 保 を 図 ろ う と す る も

の で あ る 。 医 学 系 全 8 0 大 学 、 歯 学 系 2 8 大 学 が

協 力 し て 推 進 し て い る 大 学 間 で 共 通 の 評 価 シ ス

テ ム と い え る 。 社 団 法 人 「 医 療 系 大 学 間 共 用 試

験 実 施 評 価 機 構 」 に よ れ ば 、 臨 床 実 習 開 始 前 の

共 用 試 験 導 入 の 経 緯 に つ い て 、 ホ ー ム ペ ー ジ 上

に お い て 表 1 の よ う な 年 表 を 公 開 し て い る 。

平成 13(2001)年 3月 27 日に 発 行 され た 医学 ・

歯学 教 育 の在 り方 に関す る調 査研 究協力 者 会 議

に よ る 「21世 紀 に お け る 医 学 ・歯 学 教 育 の 改

善 方 策 につ い て一 学 部 教 育 の 再 構 築 の た め に

- 」 の な か で 、 「モ デル ・コ ア ・カ リ キ ュ ラ ム 」

の必要性 とそ の背 景 につ い て次の ように述 べ ら

れて い る。 少 し長 文 に な るが 、 わ が 国 の 歯 科 医

学 教 育 に大 きな影響 を もた ら した 「モデ ル ・コ

ア」 の 考 え方 を知 るた め に掲 載 して お く。

「高等教 育 機 関で ある歯科 大 学 歯 学 部 の最大 の存

在 理 由 は、 い つ の 時代 に お い て も、 国 民 か ら信 頼 され

る優 れ た 歯科 医 師 を育成 す る こ とで あ る。 新 しい世 紀

を迎 えて、 歯学研究の高度化 とその研 究成果 に裏付 け

られ た歯 科 医療 の専 門分 化 及 び社 会 環境 の予 想 を超 え

る変 貌 と複雑化 に対応 して、幅広 い識見 と豊かな人間

性 を有 す る歯 科 医療 人 を育成 す る こ とが 、 歯学 教 育 の

重要 な課題 とな って い る。 特 に、 科 学 技 術 の乱 用 を防

ぎ、技術 や職 業 に対す る高 い倫 理観 を持 つ人材 の養成

に は 、 強 い社 会 的 要 請 が あ る。

然 る に 、 近 年 、 我 が 国 の 歯 科 大 学 歯 学 部 卒 業 生 の

臨 床 に お け る 力 量 不 足 が 極 め て 顕 著 で あ る 。 そ の 原 因

は 卒 前 臨 床 実 習 ( 以 下 、 臨 床 実 習 と 呼 ぶ 。 ) に あ る 、

と 多 方 面 か ら 指 摘 を 受 け て 久 し い 。 以 前 は 、 臨 床 指 導

教 員 の も と で 、 学 生 自 身 が 歯 科 医 療 行 為 を 行 う 臨 床 参

加 型 の 臨 床 実 習 ( ク リ ニ カ ル ク ラ ー ク シ ッ プ ) が ほ

と ん ど の 歯 料 大 学 ・ 歯 学 部 で 実 施 さ れ て い た が 、 歯 科

医 療 を 取 り 巻 く 様 々 な 要 因 か ら 、 次 第 に 指 導 教 員 の 診

療 補 助 あ る い は 見 学 を 主 と す る 見 学 型 の 臨 床 実 習 形 態

に な り つ つ あ り 、 さ ら に 、 一 部 で は そ の 主 体 を シ ミ ュ

レ ー シ ョ ン 実 習 へ と 転 換 し た と こ ろ も あ る 。 臨 床 実 習

の 形 骸 化 が こ の ま ま 推 移 す れ ば 、 近 い 将 来 我 が 国 の 歯

科 医 療 は 極 め て 憂 慮 す べ き 状 況 に 陥 る こ と は 必 定 で あ

る 。 す な わ ち 、 見 学 の み で 患 者 診 療 実 習 を 全 く 行 っ た

経 験 の な い 、 し た が っ て 歯 科 治 療 技 術 だ け で な く 患 者

へ の 医 療 面 接 の 技 能 ・ 態 度 が 身 に 付 い て い な い 、 イ ン

フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト の 何 た る か を 経 験 し た こ と の

な い 多 く の 学 生 が 、 歯 科 大 学 歯 学 部 を 卒 業 す る こ と

に な る 。

あ らゆ る分野で 国際 的 な通用性 ・共通性の向上 と国

際競 争力 の強化 が叫 ば れ る今 日、 歯学 教 育 にお け る臨

床 実 習 もグ ローバル ス タ ンダー ドを満 た し、 質 ・量

と も に世 界 に対 峙 し う る もの で な け れ ば な らな い こ と

は 自明 で あ る。 我 が 国 で 歯 学 教 育 を受 け た 留 学 生 が 、

帰 国 して母 国での歯学 教 育 の指 導者 あ るい は歯学研 究



共用試験 (CBT、OSCE)の運用

1. 昭 和 62年

表 1 臨床実 習 開始前 の共用試験 導 入の経緯

「医 学 教 育 の 改 善 に関す る調査研 究協力 者 会 議 」(文 部省 )
が 、 医学 生 が見 学 だ けで な く、病 院の 医療 チ ー ムの一 員
と して 診 療 に参加 して 経 験 を積 み なが ら学 習 す る診療 参
加 型 臨床 実 習 の導 入、 医療 面接 ・診療技 能教 育 の必 要性
が 指 摘 され た 。

2.平成 3年 10月
厚生 省健 康 政 策局諮 問機 関 「臨床実習検 討委 員会 」 にお
い て、 医学生 が 医 行 為 を行 うた め の違 法性 阻却 要 件 と し
て 「臨床 実 習 開始前 の学 生 の評価 を適切 に行 うこ と」が
提言 され た 。

3. 平 成 8年 6月

「21世 紀 医 学 ・医療 懇 談 会 」 が 、 モデ ル ・コア ・カ リキ ュ
ラム の策 定 な ど医学 部 の教育 改 善 につ いて幅 広 い提 言 が
行 わ れ た (21世 紀 の 命 と健 康 を守 る 医 療 人 の 育 成 を 目
指 して ～ 21世 紀 医学 医療 懇 談 会第 1次 報 告 ～ )。

4.平成 9年 10月
「医 学 にお け る教 育 プ ログ ラム研 究 ・開発 事 業 」 が 国公
私 立 大 学 関 係 者 に よっ て組 織 され、 モ デ ル ・コア ・カ リ
キ ュ ラム の研 究 ・開発 が 開 始 され た。 また 「効 果 的 な臨
床 実 習 の導 入、 実施 の在 り方 に関す る調査 研 究 」 (科 学
研 究 費研 究班 ) に よ り、 臨床 実 習 開始前 に習得 すべ き知
識 、技 能 、態度 、評価 等 の指針 の研 究が始 まった 。

5.平成 11年 2月
「21世紀 に 向 け た 医 師 ・歯 科 医 師 の育成 体 制 の在 り方 に
つ い て」(21世 紀 医学 ・医療 懇 談 会 第 4次 報 告)にお い て、
「臨 床 実 習 に 望 む学 生 の 能 力 ・適性 につ い て、 全 国 的 に
一定 の水 準 を確 保 す る と と もに、 学 生 の学 習 意欲 を喚 起
す る観 点 か ら、 共 通 の評 価 シス テ ム を作 る こ とを検 討 す
べ きで あ る 」 との提 言 が な され た。

6. 平 成 11年 9月
厚 生 省 医 師 国家 試験 改 善 検 討 委 員会 報 告 にお いて、 臨床
実 習 開始 前 の学 生 評 価 の シス テ ム を文 部 省 と大 学 に お い
て検 討 され る こ とが 要 請 され た 。

7. 平 成 12年 3月
文 部 省 に高 等 教 育 局長 の諮 問機 関 と して 「医学 ・歯学教
育 の在 り方 に関す る調査研 究協力 者会議 」 (主査 :高久
史 麿 自治 医 科 大 学 ) が 設 置 され 、 医学 教 育 の改 善 方 策 に
つ い て の 検 討 が 開 始 され た 。 ま た 、 「歯 学 教 育 プ ロ グ ラ
ム調 査 研 究 会 」 (座 長 :江 藤 一 洋 、東 京 医 科 歯 科 大 学 )
が発足 した 。

8.平成 12年 11月
「臨 床 実 習 開 始 前 の学 生 評 価 の た め の 共 用 試験 シ ス テ ム
に関す る研 究 班 」 が、大 学 関係者 間で設置 され、 その下
に 「臨床 実 習 開 始 前 の 学生評 価 の た め の 共 用 試験 シス テ
ムに関す る研 究専 門委員会 」が設 置 された。

9. 平成 13年 3月
「医学 ・歯 学 教 育 の在 り方 に関す る調査研 究 協 力 者 会議 」
か ら 「21世 紀 の お け る医 学 ・歯 学 教 育 の 改 善 方 策 につ
い て ～学 部 教 育 の 再構 築 の た め に～ 」 が 報 告 され 、 医学
お よび歯 学 教 育 の モ デル ・ コア ・カ リキ ュ ラ ムが 提示 さ

れ、 それ に基づ く臨床実 習開始 前の学生 の適切 な評価 シ
ス テ ム の構 築 の た め の大 学 間 の 共 用 試 験 シス テ ム創 設 に

つ い て の 提 言 等 が な され た 。
10. 平成 13年 4月
全 参加大 学 による全体会議が 4回開催 され、研 究班 を中
心 に共 用試験 システムの参加 の意 向確認 と試験 内容 や実
施 方 法 等 に つ い て 検 討 が 行 わ れ る と と も に、 第 1回 の

CBT トラ イ ア ル を平 成 14年 2月 ～ 7月 に、 OSCE トラ

イ アル を平成 14年 1月 ～ 6月 に実施す る こ と とな った 。
11. 平 成 14年 4月
共 用 試験 実 施 の た め、 医学 教 育 振 興 財 団 と全 国 医学 部 長

病 院 長 会 議 に全 国歯科 大 学 長 病 院長 会議 が協 力 して共 用

試験 実施 機構 を設 立 した (事 務 局 は全 国 医学 部 長病 院 長

会 議 内)。平 成 14年 に共 用試験 の第 1回試行 を開始 し、
第 2回 試 行 を平 成 14年 ～ 15年 に、 第 3回 試 行 を平 成

15年 ～ 16年 に、最終 トライ アル を平 成 16年 ～ 17年 に、
第 1回の正 式実施 を平 成 17年 ～ 18年 に開始 す る こ と と
した 。

12. 平成 14年 4月
東京 医科歯科大学 にカ リキュ ラムの開発研究や共用試験
の実施 をサポー トす るため に、全 国共 同利用施 設 と して
医 歯 学 教 育 システ ム研 究 セ ンターが 設 置 され た。

13.平成 15年 4月 30日
共用試験実施機構運営委 員会 において、共用試験の 正式
実 施業務 を円滑 に行 うため、 共 用試験 実 施 機構 (任 意 団

体 ) を平 成 17年度 か ら社 団法 人化 す る こ とが 決 定 され
た。 併 せ て 運 営 委 員 会 内 に法 人化 準 備 検 討 ワ ー キ ング

チ ーム を発足 させ 、準 備検 討作 業 を開始 す る こ とが決 定
さ れ た 。

14.平成 15年 6月 18日
共 用試験 実施機構 全体 会議 にお いて、 共 用試験 実施機構
の 社 団 法 人 化 の 方 針 お よび 法 人 化 準 備 検 討 ワ ー キ ン グ

チ ー ム に よる準備 検 討 作 業 開 始 が 了承 され た。
15. 平成 16年 12月 7 日
共用 試験 実 施機構 運営 委 員会 において、 法 人化 準備 検 討
ワー キ ングチ ーム (合 計 32回) の社 団法 人 申請 の準 備
作 業状 況 が報 告 され、 社 団法 人 申請 が 了承 され た。

16. 平 成 16年 12月 17 日
設 立発 起 人総 会 にお い て社 団 法 人 医療 系大 学 間 共 用 試験
実 施評価 機構 の設 立 申請 が承 認 され た。

17. 平 成 17年 3月 7 日

社 団法 人 医療 系 大 学 間共 用 試 験 実 施評 価 機 構 の設 立 申
請 書 が 文 部 科 学 省 に提 出 され た 。

18. 平 成 17年 3月 14 日

社 団法 人 :医療 系大 学 間共 用 試験実 施 評価 機構 の設 立が
文 部科学 大 臣か ら許 可 され、社 団法 人 :医療 系 大 学 間共
用試験 実施評価機構 が発足 した。事務局 (総務 部 ・事 業
部 会 議 室 等 ) が 茶 州 ビル (〒 113-0034東 京 都 文 京 区

湯 島 1-9-15) に設 置 され た。

19. 平 成 17年 12月
第 1回正式 実 施 (2006年 度 共 用 試験) が 開始 され た。

(社団法人 「医療系大学間共用試験実施評価機構 http://www.cato.umin.jp/01/0203history_2.html」)
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者 と して 活 躍す る こ とは、我 が 国 の知 的 財 産 で あ る教
育 資源 を活 用 す る極 め て有 意義で効果 的 な 国際貢 献で

あ る。 とこ ろが 、 歯科 大 学 歯 学 部 の 臨床 実 習 修 了 に

必 要 な最 小 限症 例 数 (ミニ マ ム ・リク ワ イ ア メ ン ト)

をみ る と、 我が 国 の ミニ マ ム ・リク ワ イ ア メ ン トは 欧

米 さ ら に は一 部 の 東 南 ア ジ ア諸 国 の そ れ よ り明 らか に

少 な く、我 が国の歯学教育の国際的通用性 に懸念 を抱

く諸外 国の 関係 者 も多 い。

この ような状況 の中で今 日ほ ど、我 が国の歯学教育、

と りわ け 臨床 教 育 の在 り方 が 問 わ れ、 そ の抜 本 的 な見

直 しが 迫 られ て い る 時 期 は な い。 国民 が 歯 学 教 育 に何

を求 め 、期待 して い るか とい う基 本 に立 ち返 っ た と き、

医 療 人 と して の 経 験 の 第 一 歩 とな る 臨床 実 習 の 果 た す

役 割 は 非 常 に大 きい こ とを、 改 め て我 々歯 学 教 育 に携

わ る教 員 は強 く認 識す る必要 が あ る。」

歯 科 医 学 教 育 に携 わ る わ れ わ れ 私 立 歯 科 大

学 ・歯 学 部 で は、 お のおの の大 学 の歴 史 的 な背

景 と 「建 学 の精 神」 に裏打 ち された医療 人 と し

て の使 命 や倫 理観 を十分 にカ リキ ュ ラム に反 映

させ て 教 育 が 行 わ れ て きた と確 信 して い る。 も

ち ろん、社 会情 勢 の変化 に よって、 歯科 疾 患 を

有す る国民 が減 少 し、 また歯科 医療 の特 性 と し

て個 人 開業 形 態 が優 先 され るため に、大 学 病 院

を訪 れ る患 者 は減 少 し、 わず か 20年 ほ どで学

生 が参加 して治療 を行 うこ との で きる患 者 数 に

支 障が で る よ うにな って きた こ とも事 実 で あ る

が 、歯科 医 師 を育 て る教育課 程 にお いて、 臨床

教 育 の もつ 意 味 を再 考 す る機 会 とな った 。

表 2 従 来 の我 が 国の医師 ・歯科 医師の養成 の 問題点

記憶 ・知 識 主体 の学習、見学型 の臨床実習 、総

合 的 診 療 能 力 の不 足

.

• 科 目担 当教 員 まかせ の教育内容 と学生評価

医療倫 理 ・安 全管 理 ・態 度 ・臨 床 技 能 教 育 の 欠

如
● 国 家 試験 合 格 → 専 門 医 育 成 が 優 先

大 学 に お け る教 育 プ ロ グ ラム と内容 につ い ての

基 準 が 設定 され て お らず、 そ の 評 価 も行 わ れ て

い な い 状況

(社 団法人 「医療系大学間共用試験実施評価機構 」)

本 質 的 に、学 生 時代 の参加 型 臨床 実習 が重要

で あ る こ とに異 議 は な い が 、前 記 の 「21世 紀

にお け る医 学 ・歯 学 教 育 の改 善 方策 につ い て一

学部教育の再構 築 のた め に― 」 に記載 されてい

る よ うに、 学 生 の 参 加 型 臨床実 習 が 困難 に な っ

たの は、「歯科 医療 を取 り巻 くさ ま ざ まな要 因

か ら」 で あ って、 歯 科 医学 教 育 の在 り方 に端 を

発 した こ とで は な い の で は な い か と考 え る。 こ

の ように参加型 臨床 実 習 が 困難 にな った時代 で

あれば、その解 決法 は、例 えば、学生 の参加型

臨床 実習 に協 力 して も らえ る国民 の理解 を図 る

こ とで あ り、 医療 費 の 減免措 置 の よ うな シス テ

ム を構 築 した り、 歯学 部学 生 間の相 互診療 シス

テ ム を構 築 した りす る、 等 に な る と考 え る。

共 用試験 を受験 して合 格 す る こ とは、 国民 に

とって、 どの よ うな受療 行動 を もた らす のであ

ろ うか。 その答 えを探 って い く必要 があ る。反

対 に、 参加 型 臨床 実 習 が で きな いの で あ れ ば、

共用試験 も必要 ないの で はないか とい う 「共 用

試験 不要論 」 さえ一 部 に声 が 出て きてい る こ と

も事実 であ る。 歯科 医師養成 においての卒前 の

臨床 実 習 に どの ような資 質 が必 要 なの か、 も う

一 度、 考 え て み る 必 要 が あ りそ う だ。表 2に

示 した 「従 来 の我 が 国の医師 ・歯科 医師の養成

表 3 医 学 ・歯 学 教 育 改 革 の方 向

○医学 ・歯学 教 育 にお け る態 度 ・倫 理 ・安全 管理 ・

総合 的 臨床能 力 の 育 成 を充 実

○基 本 とな る 必 要 不 可欠 な 医 学 教 育 内 容 の 設 定

・モ デル ・コア ・カ リ キ ュ ラ ム と して 提 示
•

.

臨床 実 習 開始 前 に到 達 すべ き レベ ル の設 定

臨床実習の改善 (見学型か ら診療参加型へ)

・カ リキ ュラム改革、教 員の意識改革

○選択 カ リキ ュ ラ ム設 定 で 各 大 学 の特 色

○学習到達度 の全 国的 な標準評価 法の検 討
. 臨床 実 習 開 始 前 の共 通 の標準評価 試験 と して

の 共 用 試 験 の 導 入

国際 的 に も遜色 の な い 医 学 教 育 内容

(社 団法 人 「医療 系大 学 間共 用試験実施評価 機構 」)



共用試験 (CBT、 OSCE)の運用

の 問題 点 」 や 表 3に示 した 「医学 ・歯学 教 育

改革 の方 向」 は、真 をつ い て い る と考 え るので 、

さ らに複 合 的 な教 育手 法 を構 築す る よ うに前向

きな対 応 が 必 要 で あ る。

私立歯科大学 と共 用試験

平成 9 (1997)年 か ら平成 18 (2006)年 まで

の 10年 間 に お け る私 立 歯 科 大 学 ・歯学 部 を取

り巻 く環境 の変 化 につ い て は、 別項 で述べ て い

るが、 その指 摘 に もあ る よ うに平成 13 (2001)

年 の歯学 教 育 モ デル ・コア ・カ リキ ュ ラム に よ

る 「教育の標準化」 と、 その後の 「臨床実習開

始前 の共 用試験 」 の実 施 に人 と時 間 と費用 を費

や され る状 況 は私 立 歯科 大 学 歯学 部 の教 育 の

原点 と経営 の 基 盤 に ふ れ る大 きな 出来 事 で あ っ

た とい え る。

そ も そ も 私 立 歯 科 大 学 歯 学 部 は 、 「 建 学 の

精 神 」 に 裏 打 ち さ れ た 独 自 の 教 育 理 念 と 、 そ の

具 現 化 を 図 る た め の カ リ キ ュ ラ ム を も っ て 教 育

に 当 た っ て い る わ け で あ り 、 逆 に い え ば 、 そ の

よ う な 独 自 性 あ る 教 育 を 行 っ て い る か ら こ そ 私

立 大 学 な の で あ る 。 し か し 、 共 用 試 験 の 導 入 に

際 し て つ く ら れ た 「 モ デ ル ・ コ ア ・ カ リ キ ュ ラ

ム 」 は 、 あ る 意 味 で 教 育 の 標 準 化 を 狙 っ た も の

で あ る か ら 、 私 立 大 学 の 根 幹 で あ る 「 建 学 の 精

神 」 を 具 現 化 す る 教 育 プ ロ グ ラ ム を 見 直 す 必 要

が 生 じ 、 約 6 割 の 教 育 時 間 を 標 準 化 さ れ た 内 容

に 当 て な け れ ば な ら な く な っ た 。 さ ら に 、 平 成

1 7 ( 2 0 0 5 ) 年 か ら 本 格 実 施 と な っ た 共 用 試 験 に

お い て は 、 知 識 を み る C B T ( C o m p u t e r B a s e d

T e s t i n g ) と 、 態 度 ・ 技 能 を み る O S C E ( O b j e c t i v e

S t r u c t u r e d C l i n i c a l E x a m i n a t i o n ) の 合 格 を 、

歯 科 医 師 法 第 1 7 条 の 阻 却 事 由 の 一 つ と し て 位

置 づ け し た た め 、 学 生 数 の 多 い 私 立 歯 科 大 学 ・

歯 学 部 に お い て は 、 設 備 の 拡 充 ( 図 1 ) や 人 的

資 源 の 確 保 に 多 大 な 影 響 を 受 け る こ と と な っ た

こ と は 否 め な い 。

「21世紀 にお け る医学 ・歯学 教育 の改 善 方策

図 1 共用試験の ComputerBasedTesting(CBT)に

対 応 す る施 設 整 備

に つ い て 一 学 部 教 育 の 再 構 築 の た め に ― 」 に 記

載 さ れ て い る が 、 「 本 歯 学 教 育 内 容 ガ イ ド ラ イ

ン に お け る 教 育 内 容 の 選 定 に 当 た っ て は 、 近 年

の 生 命 科 学 や 歯 科 医 療 技 術 の 進 歩 に よ っ て も た

ら さ れ た 膨 大 な 内 容 の 全 て を 、 従 来 の 教 育 手 法

を 用 い て 履 修 さ せ る こ と は 不 可 能 で あ る と の 認

識 に 立 ち 、 全 て の 学 生 が 履 修 す べ き 必 須 の 教 育

内 容 を 精 選 し 、 必 要 最 小 限 度 の 内 容 を 提 示 す る

方 針 で 行 っ た 。 こ こ に 記 載 さ れ た 教 育 内 容 を 、

ど の 程 度 の 時 間 数 ( 又 は 単 位 数 ) で 、 ま た 、 ど

の よ う な 授 業 科 目 の 中 で 履 修 さ せ る か は 、 各 歯

科 大 学 ・ 歯 学 部 が そ の 教 育 理 念 に し た が っ て 決

定 す べ き も の で あ る が 、 お よ そ 従 来 の 6 割 程 度

の 時 間 数 で 履 修 さ せ る こ と が 妥 当 と 考 え ら れ

る 。 残 り の 4 割 程 度 の 時 間 に は 、 各 歯 科 大 学 ・

歯 学 部 の 教 育 理 念 や 特 色 に 基 づ い た カ リ キ ュ ラ

ム や 選 択 科 目 を 取 り 入 れ る こ と が 望 ま し い 。 本

歯 学 教 育 内 容 ガ イ ド ラ イ ン は 教 育 内 容 を 提 示 す

る も の で あ っ て 、 教 育 方 法 は 各 歯 科 大 学 ・ 歯 学

部 の 決 定 に 任 さ れ て い る 。 」 と の 解 説 が あ る よ

う に 、 1 0 0 年 の 歴 史 を 有 す る よ う な 私 立 歯 科 大

学 に お け る 教 育 シ ス テ ム の 変 更 は 、 私 立 大 学 の

私 立 大 学 た る 根 幹 に か か わ る 問 題 で あ っ た と い

え よ う 。

この よ うな大 変 革 を相 当の痛 み を伴 い なが ら

も私 立 歯科大 学 ・歯学 部 は受 け入 れて きた。 し

47
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か し、 この よ うな規格 化 され た教 育 を、規 格 化

され た時 間数 で行 い、 そ の成 果 を共用 試験 で評

価 されれ ば、「建 学 の精 神 」 の具現 化 とい う教

育 目標 を有 してい る私立 歯科 大 学 ・歯学 部 にお

いて は、 教育 の在 り方 の 問題 と して評価 は低 く

な る可 能性 を内在 して い る。歯 科 医 師 の評 価 は、

国民 た る患 者 が決定 す る もの で あ り、 共 用 試験

の 成 績 が 決 して 国民 の求 め て い る歯 科 医 師 と一

致 す るな ど とい うこ とはあ りえない。 私立 歯科

大 学 ・歯 学 部 の今 後 の教 育 体 系 を考 え る と、 参

加 型 臨床 実習 の効果 的構築 と共用試験、 そ して

カ リキ ュ ラム の在 り方 を常 に視 野 におい て お く

必 要 が あ ろ う。 国民 の歯科 医療 に対 す るニー ズ

を基盤 と して、 国民 の側 に立 っ た 歯 科 医療 が 供

給 で きる歯科 医 師 の姿 を求 め て 、教 育 機 関 と し

て の責務 を果 た して い くべ きであ ろ う。
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日本私立歯科大学協会の
設立当初からの 30年 を回顧 して
日本 私立歯科大学協会監事 ・元会長

愛 知 学 院大 学 学 院長 ・学 長

小 出 忠 孝

日本 私 立 歯科 大 学 協 会 が 本年 創 立 30周 年 を

迎 え る こ とがで き ま した こ とは、誠 に喜 ば しい

限 りで す 。 10年 前 の 創 立 20周 年 の と き、 私 は

協 会会長 と して盛大 に記念式 典 ・祝 賀会 を行 い、

『20周 年 記 念 誌 20年 の あ ゆ み と展 望― 』 を

発 刊 した の で す が、 そ れ か らす で に 10年 経 過

した こ とを思 う と、 月 日の たつ の が速 い の に驚

か され ます。 しか し創 立 以来、幾多 の困難 を乗

りこえ、今 日の歯科大学 を取 り巻 く厳 しい環境

の なか、協 会 を発展 させ て こ られ た会員皆様 の

ご努力 に心 か ら敬 意 を表 した い と思 い ます 。

私 は歯科大学協会設 立 当初 よ り本協会の委員

と して 関係 し、 昭 和 52年 入 学 時 寄 付 金 問題 の

と き に理 事 に、 昭 和 59年 定 員 削 減 問 題 の と き

に副会長 に、 そ して平成元 年会 長 に就任 し 9年

間 会 長 を務 め ま した。 協 会 30年 の歴 史 の うち

初 めの 20年 間 を協 会 運営 に直 接 関与 した ので

す が 、 当初 の役 員 の な か で現 役 と して残 って い

るの は私 だ け とな りま した。 そ の 点 か ら設 立 当

初 か らの 30年 を回顧 して筆 を執 ります 。

歯科大学協会 設立一歯科大 学急増期

現在 わが 国の歯科大 学 ・歯学 部 は国公 私立合

わせ て 29あ ります が、 昭和 36年 愛 知学 院 の歯

学 部 設置前 は全 国で 7校 しか な く、 また地域 的

に も東 京 4、 大 阪 2、 福 岡 1の 状 況 で した。 当

時文 部省 の私 立大 学 審議 会 (現 、 大 学 設 置 ・学

校 法人審議会)の委 員 を していた小 出有三初代

愛 知 学 院長が、大 学 ・学 部 の地 域 分 布 の状 況 か

ら、 名 古屋 に歯学 部 設 置 の必 要 を考 え、 また地

元 の 強 い要 請 を受 け歯 学 部 設 置 を計 画 したので

した。 しか し当 時 医学 歯学 系 学 部 の新 設 は許 可

しな い方針が続 いて い た時代 で、大 変 な難事業

で したが 、地元 の 強力 な支援 に よ り戦 後初 の私

立 の 歯学 部誕生 とな った ので す。 そ れ以 後、 医

師 ・歯科 医 師不足 時代 を背 景 に医学 部 ・歯学部

が 全 国的 に急 増 した の で す が、 そ の 口火 とな っ

た の が愛 知 学 院 の歯 学 部 設 置 で あ り、 そ れ が 国

民 の医療 向上 に役 立 って い る と、 ひそか に 自負

して い るの で す。 歯 科 大 学 の場合 、 昭和 35年

まで の 7校 か ら、 昭 和 50年 に 23校 と 15年 間

に 16校 も増 加 し、 さ らに昭和 55年 に は現在 の

29校へ と増 加 しま した 。

こ の よ う な 歯 科 大 学 急 増 期 ( 私 立 で 4 校 か ら

1 5 校 ) に あ た り 、 大 阪 歯 科 大 学 の 白 数 学 長 の

提 唱 で 「 私 立 歯 科 大 学 協 会 」 の 設 立 準 備 委 員 会

が 発 足 し 、 昭 和 4 9 年 7 月 に 第 1 回 協 会 設 立 総

会 が 箱 根 湯 本 で 開 催 さ れ 、 当 時 1 5 の 私 立 歯 科

大 学 の 代 表 全 員 が 集 ま り ま し た 。 私 も 愛 知 学 院

の 代 表 と し て 出 席 し た の で す が 、 大 阪 歯 科 大 学

の 白 数 学 長 は じ め 歯 科 界 を 代 表 す る 大 御 所 の 集

ま り で 、 さ ら に 私 が 名 古 屋 大 学 医 学 部 出 身 で 歯

科 界 と は 無 縁 で あ っ た た め 、 私 に と っ て い さ さ

か 場 違 い の と こ ろ に 入 り 込 ん だ と い う の が 率 直

な 印 象 で し た 。 し か し 古 い 歴 史 と 伝 統 を も つ 既

設 4 大 学 と 新 設 1 1 大 学 が 一 堂 に 会 し 、 「 私 立 歯

科 大 学 の 抱 え る 共 通 の 諸 問 題 を 解 決 し 、 歯 学 教

育 振 興 の た め 協 力 し て 努 力 し て い こ う 」 と の 白
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数会長の熱意 に全 員が賛 同 し、協 会 として全大

学 の結束 を固めた有意義 な会合 で した。

その後、 この協 会 も法 人化 して協 会 の意見 を

文部省 は じめ外 部 に反 映 して い くべ きで あ る と

の意見 が強 くな り、 法 人化 へ の準 備 を進 め、 昭

和 51年 5月 に文 部大 臣 よ り 「社 団法 人 日本 私

立歯科大 学協 会 」の許 可 を受 け ま した。初代会

長 に大 阪歯科 大 学 の 白数 学長 、副 会 長 に東 京 歯

科大学 の松宮学長 、 日本大学 の新 國歯学部長が

選任 され、 白数 会 長 の リーダー シ ップの もと全

大学協力 体 制 が発 足 しま した。

入学 時寄付 金問題

協 会 を法 人化 した昭和 51年 当 時、 歯科 ブ ー

ムの最 中であ り、 歯科 医 師不足 に対 す る社 会 の

ニ ー ズ に応 え、51年 か ら既 設 4大 学 に加 え、

早期 に新 設 され た 6大 学 が 、 入 学 定 員 を 120名

か ら 160名 へ 増 加 、 一 方 、 国 立 大 学 も定 員 を

40名 か ら 80名 へ と順 次増 加 しま した。 この よ

うに歯科 医師 に対 す る期待 が大 きい社 会 状況 か

ら、 歯科大 学 へ の 入学志 願 者 は極 め て多 く、大

変 入 学 難 の学 部 とな って 評 価 を高 め る一 方 、入

学生 の か な りの定 員 オ ーバ ー も認 め られ て い ま

した。 そ の お 蔭 で 新 設 大 学 も教 育研 究 の 内容 充

実 に努 め る こ とが で き、 大 変 恵 まれ た状 況 にあ

り ま し た 。

そ の よ うな状 況 の な か 昭 和 52年 春 、 突 然 私

立 医科大 学 、歯科 大 学 の 入学 時 の高額 寄付 金 問

題が マ ス コミで大 き く取 り上 げ られ、 大 きな社

会 問題 とな り国民 の注 目をあび る よ うに な りま

した。 医師、歯科 医師 を養成 す る医系学部 はそ

の教育 に多額 の経 費 を必 要 とす るの です が、 当

時の社 会常識 か らそれ をすべ て学 納 金で徴 収す

る こ とは不 可 能 で 、 新 入 生 の 入 学 時 寄 付 金 に

よっ て賄 われ て い ま した。 そ の た め 入 学 時 寄 付

金 は医系 大 学 の必 要 経 費 で あ りま した。 しか し

その入学 時寄付 金 が順 次 高額 とな り、 また補欠

入学者 に対 す る高 額 寄 付 金 とな った り、 さ らに

寄付 金 が 入学 の 条 件 とな った り、 高 額 寄付 金 の

た め入 学 で きな い学生 が 出現 して きた りしま し

た 。 さ ら に そ こ に 裏 口 入 学 、 入学 ブ ロ ー カ ー の

登 場 な どが 、私 立 医科 大 学、 歯科大 学 を攻 撃 す

る材 料 とな り、社 会 か らの非難 の 的 となって き

ま した 。 文 部 省 も この よ うな状 況 か ら 「入学 を

条件 とす る寄付金」の廃止を強 く打 ち出 しまし

た。 しか し歯科 大 学 に とって寄付 金 を中止 した

場合 、それ を学 納 金 に上乗せす るこ とは不 可能

で 、 当然 の 結 果 と して大 学 の経 営 は破 綻せ ざ る

を え な い状 況 とな り、 各 大学 と も ど う した らい

い の か全 く途方 に くれ る状 態 で した。

そ の よ う な と き に 白 数 会 長 は 緊 急 理 事 会 を 召

集 し 、 「 入 学 時 寄 付 金 問 題 」 を 解 決 す る た め の

特 別 委 員 会 を 設 置 し 、 各 大 学 か ら 学 長 ・ 学 部 長

ク ラ ス の 実 力 者 を 委 員 に 選 出 さ れ ま し た 。 そ の

と き 私 は 会 長 の 特 別 指 名 で 、 こ の 委 員 会 の 委 員

に 就 任 し た の で す が 、 事 前 に 何 の 相 談 も な く 会

議 の 席 上 で 突 然 指 名 を さ れ 、 面 食 ら っ た の を 覚

え て い ま す 。 し か し こ の 委 員 に 指 名 さ れ た こ と

か ら 、 そ れ 以 後 私 は 協 会 の 理 事 と し て 協 会 の 運

営 に 関 与 す る よ う に な り ま し た 。 こ の 特 別 委 員

会 各 委 員 の 歯 科 大 学 を 守 ろ う と す る 熱 意 が 、 宮

田 侑 委 員 ( 城 西 歯 科 大 学 ) の 提 案 を ベ ー ス に 、

文 部 省 側 と 折 衝 を 重 ね た 結 果 、 わ が 国 大 学 の 従

来 の 学 納 金 の 常 識 を 破 る 新 し い 学 納 金 制 度 を 生

み 出 し た の で す 。

そ の第 一 は、従 来 の寄付 金額 に相 当す る歯学

教 育 充 実 費 500万 円 の新 設 で、 入学 生全 員か ら

500万 円 もの大 金 を正 式 に学 納 金 と して納 入 し

て も ら う こ とで あ り、 第 二 は、 これ も従 来 の常

識 を破 る高 額 の授 業料 (例 えば 100万 円台 ) の

設 定 が 可 能 とな っ た こ とで あ ります 。 第 三 は そ

の代 わ り入 学 を条 件 と した多 額 の寄 付 金 の廃 止

であ り、 第四 に学校債 は入学後 に任意 を条件 と

して募 集 す る こ とで あ り、 第 五 に高 額 学納 金 に

対 す る減免措 置 、奨 学金制度 の設 定等 であ りま

す 。 そ の結果 、 昭和 53年 度 の学 納 金 をみ る と、
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入 学 金 50万 円、施 設 設 備 費 40～ 50万 円、 歯

学 教 育充 実 費 500万 円、授 業 料 130～ 140万 円、

万 40～ 50万 円で、実 験 実習 費 6 円、施 設 維 持 費

初 年 度納 入額 が平均 775万 円、6年 間納 入総 額

が 約 2,000万 円 と、 従 来 で は考 え られ な い 高 額

の学納 金 が学 生募 集要項 に明示 され る よ うにな

り ま した 。

こ れ に よ り 社 会 問 題 化 し て い た 入 学 時 寄 付 金

問 題 は 完 全 に 解 決 す る こ と が で き ま し た 。 こ の

方 法 は 私 立 医 科 大 学 も 同 歩 調 を と っ た の で す

が 、 医 歯 系 大 学 は 極 め て 高 額 の 学 納 金 を 必 要 と

す る こ と が 世 間 に 認 め ら れ る と 同 時 に 、 ま た 一

部 か ら は 敬 遠 さ れ る 結 果 と も な り ま し た 。 こ の

状 況 か ら 国 の 補 助 金 も 医 歯 系 大 学 に 特 別 増 額 さ

れ ま し た が 、 歯 科 大 学 は 医 科 大 学 に 比 べ る と 格

段 に 少 な く 、 今 後 の 課 題 と な っ て い ま す 。 し か

し こ の 入 学 時 寄 付 金 問 題 が 発 生 し た と き 、 各 大

学 と も い か に 対 応 す べ き か 全 く 途 方 に く れ た の

で す が 、 本 協 会 が あ っ た お 蔭 で 、 協 会 に 全 員 が

集 ま り 協 議 を 重 ね 、 ま た 文 部 省 と も 協 議 を 行 っ

た 結 果 、 歯 科 大 学 が 運 営 も で き 学 生 教 育 も 行 え

る よ う に 対 応 で き た の で あ り ま す 。 白 数 会 長 が

「 歯 科 大 学 協 会 を 設 立 し て お い て よ か っ た 」 と

何 度 も 述 懐 さ れ ま し た が 、 本 当 に 本 協 会 の お 蔭

で 無 事 切 り 抜 け た と 痛 感 し た も の で し た 。

入学定員 削減 問題

わが 国 で は 昭和 40年 代 の 歯科 医 師不 足 に対

応 し歯科 医 師増 員 の ため歯 学 部 設置 を進 め、 昭

和 35年 に 7校 、 入 学 定 員 690名 に す ぎ な か っ

た歯科 大 学 が 、 そ の後急 増 ラ ッ シュ に よ り昭和

55年 には 29校 入 学定 員 3,380名 と急 増 を示

しま した。 昭和 58年 の 人 口 10万 対 歯科 医 師数

は 55人 と増 加 し、 国 の 目標 で あ っ た 10万 対

50人 を突破 し、 な お急 速 に増 加 す る勢 いで し

た 。

この よ うな状 況 か ら全 国の歯科 医 師会 で、歯

科 医師の過剰 を危 惧 す る声 が大 とな り、 さ らに

全 国 的 に 広 が っ て き ま し た 。 厚 生 省 で は 昭 和

5 7 年 に 「 将 来 の 歯 科 医 師 需 給 に 関 す る 検 討 委

員 会 」 ( 委 員 長 愛 知 学 院 大 学 榊 原 教 授 ) を 発 足

さ せ 検 討 を 始 め ま し た 。 協 会 と し て は 歯 科 医 師

過 剰 対 策 は 入 学 定 員 の 削 減 に 直 結 し 、 大 学 経 営

に 及 ぼ す 影 響 が 大 で あ る の で 、 そ の 対 応 は 慎 重

に さ れ た い と 、 検 討 委 員 会 に 要 望 し ま し た 。 約

3 年 間 に わ た る 討 議 の 結 果 、 昭 和 6 1 年 7 月 に

最 終 意 見 書 が 発 表 さ れ 、 多 く の 前 提 条 件 を 付 け

て の 結 論 と し て 「 歯 科 医 師 の 供 給 数 が 過 剰 に な

る の で 、 適 当 な 水 準 の 歯 科 医 師 数 を 維 持 す る た

め に 、 当 面 昭 和 7 0 年 ( 1 9 9 5 年 ) を 目 途 に 、 歯

科 医 師 の 新 規 参 入 を 最 小 限 2 0 % 削 減 す る 必 要

が あ る 」 の 最 終 意 見 を 発 表 し ま し た 。 こ の と き

の 前 提 条 件 の 一 つ と し て 、 高 齢 歯 科 医 の 引 退 に

言 及 し た こ と は 注 目 に 値 す る も の で し た 。

一 方 、 こ の よ う な 状 況 の な か 、 文 部 省 で は 昭

和 6 0 年 3 月 に 「 歯 学 教 育 の 改 善 に 関 す る 調 査

研 究 協 力 者 会 議 」 ( 座 長 久 田 神 奈 川 歯 科 大 学 学

長 ) を 設 置 し 、 将 来 の 歯 学 教 育 に 関 す る 方 策 の

検 討 に 入 っ た の で す が 、 こ の 会 議 に は 私 も 歯 科

大 学 協 会 代 表 の 一 人 と し て 加 わ り 大 い に 勉 強 さ

せ ら れ ま し た 。 こ の 検 討 会 議 で は 2 1 世 紀 を 展

望 し て 、 今 後 の 歯 学 教 育 は い か に あ る べ き か を

中 心 に 入 学 者 選 抜 、 カ リ キ ュ ラ ム 改 善 、 国 際 化

へ の 対 応 、 歯 学 教 育 の 将 来 態 勢 な ど に つ い て 検

討 し 、 昭 和 6 2 年 9 月 に 最 終 ま と め を 発 表 し ま

し た 。 そ の な か で 学 生 数 の あ り 方 に 関 し て は 、

厚 生 省 の 「 歯 科 医 師 需 給 検 討 委 員 会 」 の 最 終 意

見 を う け て 、 「 当 面 、 昭 和 7 0 年 ( 1 9 9 5 年 ) に

新 た に 歯 科 医 師 と な る も の を 2 0 % 程 度 抑 制 す

る こ と を 目 標 と し て 、 国 公 私 立 を 通 じ た 歯 科 大

学 の 入 学 者 数 の 削 減 を 図 る べ き で あ る 」 と 最 終

提 言 を 行 い ま し た 。

この提 言 を うけて歯科 大学協 会 と して は いか

に対 応 す べ きか、 昭和 70年 に歯科 医師 に参 入

す る もの とは 6年 前 の 昭和 64年 の 入 学 者 か ら

手 を打 た なけれ ばな らず、時 間的 に余裕 もあ り



日本私立歯科 大 学 協会 の 設立 当初 か らの 30年 を回顧 して

ませ ん。 一方、学 生 数 の削減 は直 ち に大 学 の大

幅 な収入減 か ら経 営 難 に直結 す る大 問題 で もあ

るた め、 大 変 難 しい 問 題 に直 面 した わ け で あ り

ます。 総 論 と して歯科 医 師過剰 に対 応 して学生

数 の削 減 の必 要性 は認 め る もの の、 どの よ うな

方 法で削減す るのかの各 論 とな る と議 論 百出で

結論 が 出ず、 いたず らに会 議 を重 ね る状 況で し

た 。

一 方 、 歯 科 医 師 過 剰 論 の P R が 効 き す ぎ た の

か 、 将 来 の 歯 科 医 師 と い う 職 業 に 対 す る 不 安 感

か ら か 、 歯 学 部 受 験 者 が 減 少 し 、 特 に 卒 業 生 が

少 な い 新 設 歯 科 大 学 で は 著 し い 減 少 と な っ た 結

果 、 新 設 校 で は あ る 程 度 の 定 員 削 減 は や む を え

な い 状 況 と も な っ て い ま し た 。 そ の よ う な 客 観

情 勢 の 変 化 か ら 、 文 部 省 の 委 員 会 の 答 申 ど お り 、

全 大 学 一 律 に 最 終 的 に 2 0 % 削 減 し よ う と い う

こ と に 協 会 と し て の 意 思 を 統 一 し た の で す が 、

新 設 校 は 志 願 者 減 か ら こ の 案 を 引 き 受 け ざ る を

え な か っ た の で す 。 し か し 既 設 の 大 手 四 大 学 は

卒 業 生 の 子 弟 を 抱 え て い る た め 志 願 者 も 多 く 、

今 す ぐ 削 減 す る 必 要 性 は な か っ た と 思 わ れ ま す

が 、 将 来 の 過 剰 状 況 を 見 通 し て 、 新 設 校 に 同 調

し て 定 員 削 減 に 協 力 さ れ た の で す が 、 既 設 校 の

こ の 英 断 に は 全 く 頭 が 下 が る 思 い で し た 。

この よ うに結 論 で きた の は 、 この 問題 に心 血

を注 が れ た石川会 長 (鶴見 大 学 歯学 部長 ) の ご

努力 に よる こ とは 当然 で す が 、 同時 に会 員校 全

員が 、私立 歯科 大 学 の将 来 を、 また歯科 界 全体

の 将 来 を考 え、個 々 の大 学 の エ ゴ は引 き下 げ、

大 局 的 立場 に立 って 良識 的 な判 断 を され た か ら

で あ り、 これ も歯 科 大 学 協 会 とい う組織 が あ っ

たか ら と考 えてい ます 。 しか しそ の 後 、 順 次漸

減方式 で実施 した ため、 本協 会 で も完全 実施 に

は この後 かな りの 時 間 を必 要 と し、 石 川会長 の

後 を受 け継 いだ私 も協 会 の最重 要 の テーマ と し

て会員 の協力 をお願 い したのです。幸 い に最終

的 に予 定 どお り 20% 削 減 が 実 施 さ れ、 そ の お

蔭で 18歳人 口急 減 期 を迎 え た今 日で も協 会加

盟校 は学 生確 保 が う ま くい って い る と考 え、 当

時 の役 員 の皆 様 の英 断 は立派で あ った と思 って

い ます 。

卒 後 臨 床 研 修 歯 科 臨 床 研 修 振 興 財 団

厚 生 省 の 「 歯 科 医 師 需 給 検 討 委 員 会 」 は 昭 和

6 1 年 に 「 歯 科 医 師 の 新 規 参 入 を 最 大 限 2 0 % 削

減 す る 必 要 が あ る 」 と 発 表 し ま し た が 、 併 せ て

進 め る べ き 対 策 と し て 「 資 質 の 高 い 歯 科 医 師 養

成 の た め 、 今 後 卒 直 後 の 研 修 制 度 を 検 討 す る 必

要 が あ る 」 と 指 摘 し ま し た 。 文 部 省 の 歯 学 教 育

改 善 会 議 で も 昭 和 6 2 年 の 最 終 ま と め で 「 歯 科

医 師 の 新 規 参 入 の 最 小 限 2 0 % 削 減 」 と 同 時 に

「 卒 直 後 研 修 の 早 急 な 実 施 」 を 提 言 し ま し た 。

こ の よ う な 状 況 の も と 厚 生 省 は 国 民 の 期 待 に 応

え う る 質 の 高 い 歯 科 医 師 を 育 成 す る た め に 、 昭

和 6 2 年 予 算 に 「 一 般 歯 科 医 養 成 研 修 費 補 助 金 」

を 予 算 計 上 し た こ と か ら 、 こ の 補 助 金 の 受 皿 と

な る 財 団 の 設 置 が 急 務 と な り ま し た 。

協 会 で は 日 本 歯 科 医 師 会 と 協 議 の う え 、 昭 和

6 2 年 春 に 「 財 団 法 人 歯 科 臨 床 研 修 振 興 財 団 」

を 設 置 し 、 6 月 1 日 に 厚 生 大 臣 よ り 認 可 さ れ ま

し た 。 こ の 財 団 の 理 事 長 選 出 に あ た り 私 は 、 臨

床 研 修 は 教 育 の 一 環 と し て 行 わ れ る べ き で あ

り 、 ま た 当 初 歯 科 大 学 附 属 病 院 で 実 施 す る こ と

と し た た め 、 理 事 長 は 大 学 側 の 就 任 が 望 ま し い

と 主 張 し た 結 果 、 協 会 の 石 川 会 長 ( 鶴 見 大 学 )

が 就 任 、 以 来 協 会 会 長 が 財 団 理 事 長 兼 務 と な っ

て い ま す 。 事 務 所 は 協 会 内 に 置 き 、 直 ち に 臨 床

研 修 委 員 会 を 設 置 し て 研 修 内 容 等 を 制 定 、 同 年

6 月 よ り 一 般 歯 科 医 養 成 事 業 を 開 始 し ま し た 。

し か し こ の 臨 床 研 修 実 施 に あ た り 、 各 大 学 に お

い て 実 施 段 階 の 各 論 の 討 議 が 十 分 な さ れ る 時 間

的 余 裕 が な か っ た た め 、 各 大 学 で 実 施 す る に あ

た り い ろ い ろ 難 題 が 生 ま れ 、 そ の ス タ ー ト が 難

航 し た の も 事 実 で す 。 特 に 臨 床 研 修 に お け る 国

立 大 学 と 公 ・ 私 立 大 学 間 の 格 差 、 例 え ば 研 修 期

間 の 2 年 と 1 年 の 差 、 研 修 医 の 身 分 と 手 当 の 差
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等 の矛盾 は大 きな悩 み で した。 しか し 「資質 の

高い歯科 医師養成 のため」 とい う錦 の御旗 の も

と、各 大学 は大 変 な苦 労 を重 ねつ つ努力 を続 け、

6ヵ月 とい う短 期 間 で財 団設 立 か ら臨床研修 開

始 とい う離 れ業 を実行 しま した。

平 成元年 3月、 私 は石 川会 長 勇 退 の後 を うけ

て、協 会 会長 に選任 され る と同時 に、研 修振興

財 団の理事 長 に も選任 され、 臨床研 修 の充実 が

私 の 最重 要 課題 とな りま した。研 修 は当初 歯科

大 学 附属 病 院 の み で 始 まっ た の で す が 、そ の後 、

医科大学 附属病 院 口腔外科 、一般 病 院の歯科 ・

口腔 外科 、 さ らに研 修施 設 に指 定 され た一般 開

業 歯科 医 院 等 、研 究 施 設 が 拡大 され ま した。

平 成 8 年 に は 歯 科 医 師 法 の 改 定 に よ り 臨 床 研

修 が 法 制 化 さ れ 、 「 大 学 病 院 又 は 厚 生 大 臣 の 指

定 す る 研 修 施 設 で 一 年 以 上 臨 床 研 修 を 行 う よ う

に 努 め る も の 」 と す る 努 力 義 務 規 定 が 明 文 化 さ

れ ま し た 。 厚 生 省 で は こ の 臨 床 研 修 の 具 体 的 な

在 り 方 、 研 修 施 設 の 指 定 、 指 導 医 の 資 格 等 を 審

議 す る た め 医 療 関 係 者 審 議 会 ( 現 在 、 医 道 審 議

会 ) に 歯 科 医 師 臨 床 研 修 部 会 を 設 置 し 、 部 会 長

に 私 が 任 命 さ れ ま し た 。 努 力 義 務 と な っ た 臨 床

研 修 に つ い て 、 必 修 化 を 考 慮 に 入 れ て 討 議 さ れ 、

私 は 研 修 医 の 身 分 、 手 当 等 に つ い て 、 国 公 私 立

大 学 間 の 格 差 是 正 を 常 に 要 望 し て き た の で す

が 、 今 日 ま で な お 完 全 に 解 決 さ れ て い ま せ ん 。

平 成 9 年 か ら 臨 床 研 修 の 法 制 化 に 伴 い 、 研 修

事 業 は 研 修 振 興 財 団 よ り 厚 生 省 に 移 管 さ れ ま し

た が 、 財 団 設 置 以 来 1 0 年 間 で 約 6 , 2 0 0 名 の 卒

直 後 歯 科 医 に 臨 床 研 修 を 実 施 し 、 わ が 国 歯 科 医

療 の 発 展 に 寄 与 で き た こ と を 大 い に 自 負 す る も

の で す 。 そ の 後 、 こ の 臨 床 研 修 は 努 力 義 務 か ら

必 修 化 と な り 、 平 成 1 8 年 卒 業 生 か ら は 全 員 が

研 修 を 受 け る こ と に な り 、 歯 科 医 師 養 成 の 歴 史

上 画 期 的 な 年 と な り ま し た 。 し か し 研 修 の 大 部

分 を 負 担 す る 私 立 歯 科 大 学 に と っ て 、 研 修 に 要

す る 経 費 の 一 部 し か 助 成 が 得 ら れ ず 、 大 学 負 担

が 大 き い 点 は 今 後 の 問 題 で あ り ま す 。 特 に 最 低

賃金 を保 障 しなければな らない研 修医の人件費

は、病 院 経営 の赤 字 を さ らに大 き く して い る点、

そ の 補 助 金 の増 額 は早 急 に実 現 す る必 要 が あ

り、協 会 と して今 後取 り組 むべ き重 要課題 で あ

ります 。

歯科 医師過剰 問題

私 は 平 成 元 年 よ り 9 年 に わ た り 協 会 会 長 の 重

責 を 務 め ま し た が 、 協 会 の さ ら な る 発 展 の た め

人 心 を 一 新 し 、 平 成 1 0 年 よ り 佐 川 大 阪 歯 科 大

学 長 に 会 長 を お 願 い し ま し た 。 会 長 退 任 時 の 挨

拶 の 一 部 を 転 記 し ま す と 、 「 現 在 私 立 歯 科 大 学

を 取 り 巻 く 環 境 は 極 め て 厳 し く 、 最 大 の 難 題 は

歯 科 医 師 過 剰 問 題 で あ る 。 私 も 文 部 省 の 2 1 世

紀 医 学 ・ 医 療 懇 談 会 委 員 と し て こ の 問 題 に 関 与

し て い る が 、 定 員 2 0 % 削 減 を ほ ぼ 実 施 し て い

る 私 大 側 に こ れ 以 上 削 減 は 難 し く 、 削 減 は 国 大

側 に お 願 い す る し か な い と 考 え る 。 文 部 省 の 大

学 審 議 会 で は 国 立 大 の 大 学 院 拡 充 と 学 部 規 模 の

縮 小 が 議 題 と な っ て お り 、 私 も 大 学 審 議 会 の 委

員 と し て 、 国 立 大 歯 学 部 も 同 様 に 考 え る べ き と

主 張 し て い る 。 さ ら に 歯 科 医 師 の 定 年 制 も 検 討

し ス タ ー ト す る 必 要 が あ る 。 そ れ に は 現 在 5 0

歳 以 下 の 大 量 の 歯 科 医 師 集 団 が 7 0 歳 に 達 す る

ま で に 実 行 す る 必 要 が あ り 、 そ の た め 2 0 年 後

ま で に 7 0 歳 定 年 を 提 唱 す る 理 由 で す 。 こ れ ら

は 歯 科 大 学 だ け で な く 、 歯 科 界 全 体 を 左 右 す る

大 問 題 で あ り 、 最 も 困 難 な 問 題 で も あ り ま す 。

皆 様 の 英 知 と 勇 気 を も っ て 解 決 す べ き こ と で 、

新 会 長 の 手 腕 に 期 待 し ま す 。 私 は 現 在 日 本 私 立

大 学 協 会 の 副 会 長 、 私 立 短 大 協 会 の 常 任 理 事 と

し て 私 立 大 学 ・ 短 大 の 発 展 に 、 ま た 大 学 基 準 協

会 の 副 会 長 と し て 国 公 私 立 大 学 全 体 の 大 学 基 準

の 向 上 に 、 さ ら に 日 本 私 立 学 校 振 興 ・ 共 済 事 業

団 の 理 事 と し て 私 立 学 校 全 体 の 振 興 に 努 め て い

ま す 。 現 在 任 命 さ れ て い る 文 部 省 の 大 学 審 議 会 、

大 学 設 置 審 議 会 委 員 の 任 務 と と も に 、 い ず れ も

わ が 国 高 等 教 育 全 体 に つ い て 審 議 す る 重 要 な 任



日本私立 歯科大 学協会 の設立 当初 か らの 30年 を回顧 して

務であ り、責 任の重大 さを痛感 してい ます。今
後 と も皆 様 の ご支 援 をお願 い します 」 〔日本 私

立歯科 大 学協 会広報第 38号 (平成 10年 3月)〕

とな っ て い ます 。

10年 経 過 した今 日再 び 歯 科 医 師 過 剰 問 題 が

登 場 し、 入 学 定 員 の さ らな る 10%削 減 が 課 題

に な っ て い ます。 しか し昭和 62年 の 厚 生 省 歯

科 医師需給検 討委 員会 の最終 意見 に従 い、協 会

で は 入 学 定 員 20%削 減 をす で に実 行 し、 大 学
側 の責 任 は果 た して い ます 。 これ に対 し需 給 の

条件 とな って い る歯科 医 師 の 定 年 問題 、 す な わ

ち 「70歳 以上 の高齢 歯科 医 は 2000年 以 後 活動

を半減 し、2020年以後 は 引退 す る もの とす る」

の前提 条 件 は そ の ま ま放 置 され、 全 く実 行 され

て い ませ ん。 前 提 条件 が守 られ な けれ ば 過 剰 問

題 は解 決 しませ ん。特 に健康 寿 命 の延 長 著 しい

わが 国で 、元気 な高齢 歯科 医 師が増 加 し、 その

ま ま仕事 を続 けれ ば 、若 い世 代 の活躍す る場 は

閉 ざ され歯科 界 の将来 に とって一大事 とな りま

す。特 に歯科大学急 増期 に卒業 した 「歯科 界の

団塊 の世代 」が高齢 者群へ 参 入す る前 に対 策 を

立 て る必 要 が あ り、 時 間 的 に余 裕 の な い難 問 で

あ ります 。

歯科 医 師 の過剰 か ら歯科 医師 が魅 力 の ない職

業 とな らない ように、歯科 医師 の定年制 (保険

診療上 ) を早 急 に実 現 すべ く強 く要求 して いか

ね ば な りませ ん。 また 国立 大 学 歯学 部 の再 編 ・

統合 、大 学 院 中心 へ の改 組 を要 求す る必 要 もあ

ります 。 いずれ に して も近 い将来大学全入 時代

とな るわが 国で 、 歯科 大 学 が優 秀 な学 生 を集 め

立派 な歯科 医 師 を養成 す るため には、歯科 医 師

が魅力 あ る職 業 と して 若 人 に理 解 され る必 要 が

あ り、 そ のた め歯科 界全 体 の理解 と協 力 を求 め

る努力 が必 要 と考 え ます 。
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私 立 歯科大 学 における
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歯 学 教 育 と教 員組 織

朝 日大 学 歯 学 部 長 藤下 昌 己

歯 学 教 育 プ ログ ラム と講座制

日本大学 歯学 部長 大 塚 吉兵 衛

歯学 教 育 に お け る教 育技法 と教 育 評価

東 京 歯科 大 学学 長 金子 譲

歯 科 医 師 臨床研 修 の在 り方

日本 歯 科 大 学 新 潟 生 命 歯 学 部 教 授 柬 理十 三 雄

座長 :日本 私立 歯科 大 学 協 会 教 育 ・研 究 部 会 長

日本 私 立歯科大学 協 会 教 育 ・研 究 部 会委 員

安井 利 一

福 島 俊士

(役 職 名 は本文 共 開催 日当時 )

日本 私立 歯科大学協会 第 6回教務研修会 2日目開催
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会 場 :九段 会 館 (東 京 都 千 代 田 区九段 南 1-6-5)

参加者 :17大 学 (歯学 部 )49名
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協 会 設 立 30周 年 記念 シ ンポ ジ ウム

私立歯科大学における
最近 10年の教育改革と
今後 の展望

[座長] 安井 利 一

福 島 俊 士

日本 私立歯科大学 協会専務 理事

明 海 大 学 副 学 長 ・歯 学 部 長

日本私立歯科大 学協会 理事

鶴 見 大学 歯 学 部 長

一 宮 事 務 局 長 お は よ うご ざい ます 。教 務研 修 会 の 2 日

目の 日程 に入 らせ て い た だ き ます 。

午 前 中 は シ ンポ ジ ウムで ご ざい ます。 「私 立 歯科 大 学

に お け る最 近 10年 の教 育 改 革 と今 後 の展 望 」 で ご ざい

ます 。

座 長 の先 生 を ご紹 介 申 し上 げ ます 。 当協 会 の教 育 ・研

究 部会 長 の安 井先 生。 同 じ く教 育 ・研 究 部会 の福 島先 生

で ご ざ い ます 。 よ ろ し くお 願 い します 。

安 井 座 長 お は よ うご ざい ます 。 た だ今 ご紹 介 い た だ き

ま した 、 座 長 を務 め させ て い た だ き ます 、 私 、 安 井 で ご

ざい ます 。福 島先 生 と 2人 で座 長 を させ て い た だ き ます 。

前 半 の ほ うは私 が 担 当 させ て い た だ き ま して 、後 半 の ほ

うは福 島先 生 に担 当 をお願 いす る とい うこ とで、 どうぞ

よ ろ し くお 願 い い た し ます 。

こ の シ ンポ ジ ウ ム は 「私 立 歯 科 大 学 に お け る最 近 10

年 の教 育 改 革 と今後 の展望 」 とい うこ とです。 ここに出

てお ります よ うに、 わが協 会 の設 立 30周 年 の記念 シ ン

ポ ジ ウ ム とい う こ とに な っ て お ります 。 協 会 設 立 30周

年 で 記 念 誌 を編 纂 す る こ とに な って お りま して、 この シ

ンポ ジ ウ ム の 内容 は記 念 誌 に掲 載 され る こ とに な っ て お

ります 。 そ の た め に、30周 年 記念 誌 の編 集 委 員 の方 々

が本 日お見 えになってお られ ます。委 員長 は、 日本歯科

大学新 潟 生 命 歯学 部 の大場事務 部長ですが、委 員の 日本

安井利 一 座 長 福 島俊士 座 長

大 学 松 戸 歯学 部 の板 橋 事 務 局長 、 朝 日大 学 の菱 田事 務 局

長、 そ して北海道医療 大 学 か ら土 産 田常 勤 理事、 また、

医 歯薬 出版 の 今 田取 締 役 も来 られ て お ります 。 したが い

ま して 、 ぜ ひ活 発 な シ ンポ ジ ウ ム に な る よ うに ご協 力 を

い た だ きた い と思 って お ります 。

今 回 の研 修 の メ イ ンは この シ ンポ ジ ウ ム に あ る わ け で

ご ざい ま して、 昨 日、 医 師 の 臨 床 研 修 を岩 手 医科 大 学 の

小 川先 生 に、 それか ら教育技法 に関 しま して東海大 学 の

安 岡先 生 に、 そ して教 員組織 に関 して は文 部科学省の平

野 補 佐 にお話 をい た だ きま した。 お気づ きの よ うに、 昨

日は歯科 の先生方 はお一 人 も講師 として 出てお られ ませ

ん。本 日の この シ ンポ ジ ウム の プ ロ ロー グ と して 昨 日お

話 を い た だ い た と こ ろ で ご ざ い ま して、 メ イ ンが こ こ に

集約 す る ように昨 日の講演 は企 画 され てお ります。大 ま

か な 内容 、概 要 につ き ま して は、 昨 日、 皆 様 方 と話 題 が

共 有 で きた と思 い ます の で、本 日は歯科 の立場 か らい ろ

いろ とシンポジス トの先生方 にお話 を していただ こ うと

思 って お ります 。

本 日の シ ンポ ジ ウ ム の 順 番 につ き ま して は、 昨 日、 お

話 が あ りま した けれ ど も、 若 干発 表 の順 番 が違 って お り

ます。最初 は 「歯学教育 と教 員組織 」、次 に 「歯学教育

プ ログ ラム と講座 制 」、 そ して 「歯 学教 育 にお け る教 育

技 法 と教育評価」 とい うことにな ります。教育 に関連す



私 立歯科大 学 にお け る最近 1 年 の 教 育 改 革 と今後 の展望

る とこ ろ の 3題 を先 に お話 し して い た だ い て 、最 後 に 「歯

科 医 師 臨床研 修 の在 り方 」 につ い て お話 をい た だ くこ と

に な っ て お ります 。

そ れ で は、早 速 始 め させ て いた だ きた い と思 い ます 。

最初 は 「歯 学 教 育 と教 員組織 」 とい うこ とで 、 朝 日大

学 歯 学 部 長 の 藤 下 先 生 に お 話 を い た だ きた い と思 い ま

す。

講 師、 シ ンポ ジス トの 紹介 は、 皆 さん ご高 名 な先 生 で

す の で、 省 略 を させ て い た だ い て、 早 速 お話 を伺 い た い

と思 い ます 。 よろ し くお願 い し ます 。
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歯学教育と教員組織

日本私立歯科大 学協 会 理事

朝 日大 学歯学 部長

藤下 昌 己

30周 年 の 記 念 シ ンポ ジ ウム 『私立 歯科 大 学 にお け る

最 近 10年 の 教 育 改 革 と今 後 の展 望』 とい う こ とで 、 私

に与 え られ た テ ーマ が 「歯 学 教 育 と教 員組 織 」 で す が 、

と も に す で に各 大 学 が 積 極 的 に取 り組 ん で お られ ます 。

こ こで は なぜ この よ うな教 育 改 革 が 今求 め られて い る の

か 、 そ の経 緯 と現状、 そ れ に伴 う教 員組織 の在 り方 につ

い て 順 次説 明 し ます 。

歯学 教 育

平 成 12年 3月、 文 部省 に 「医学 ・歯学 教 育 の在 り方

に 関す る調査研 究 協力 者 会 議 」 が 設 置 され て 以来 、歯学

教 育 の改 善 ・歯科 医師養成 の在 り方 ・資質 に関す る審議

が平成 12年 3月 10 日の第 1回か ら平成 13年 3月 27日

の 第 14回 まで 行 わ れ、 「21世 紀 に お け る 医 学 ・歯 学 教

育 の改 善 方 策 につ い て一 学 部教 育 の再 構 築 の た め に― 」

とい う報 告書 が 公 表 され ま した 。

各大 学 は、 5年 ほ ど前 か らす で にそ の別 冊 に記 載 され

て い ます 「歯学 教 育 モ デル ・コア ・カ リキ ュ ラム一 教 育

内容 ガイ ドライ ン― 」(「歯学教育プログラム調査委 員会 」

作 成 ) に基 づ き、 カ リキ ュ ラム の改 革 に着 手 して きて お

す ～ 4年 生 まで に学 ぶ 歯学りま 。 そ して 、 昨 年 か らは 1

専 門 の minimum requirementの知識 と態度 ・技 能 を問

う共 用 試 験 が本 格 的 に実 施 され ま した 。 そ の合 格 者 に は

5・6年 に実 施 さ れ る卒 前 臨 床 実 習 に 診 療 参 加 型 の 導 入

が求め られて い ます。 さ らに、 昨年度 か らは厚生労働省

の歯科 医 師 国家 試験合 格者 には卒後 の臨床研 修 が義務付

け られ て お ります 。

この よ うに、 歯 学 教 育 につ い てす で に皆 様 よ くご存 知

で す し、今 まで い ろい ろ な資 料 が 出て お り ます 。 そ こで 、

前 述 の 報 告書 か ら抜 粋 して説 明 させ て い た だ き ます 。

1. カ リキ ュ ラ ム の 在 り方 に つ い て

1) 医 学 ・歯 学 教 育 を取 り巻 く環境 (社 会 や 学 生 の 質 的

変 化 )

なぜ 今、 医学 ・歯 学 教 育 改 革 が 必 要 か を ま とめ ます と、

以下 の とお りで す 。 ⑥ に はす で に この 時 点 で卒 後研 修 の

必 修 化 に向 か っての卒 前 教 育 の役 割 が取 り上 げ られ てお

り ます 。

① 高齢化社会 の到 来 に よる疾 病構 造 の変 化

② 患 者 の ニ ー ズ の 多 様 化

③少 子化 に伴 う高 等教 育 の大 衆 化

④ 生命科学の 日進 月歩 の発展 に よる知識量 の膨大化

⑤ 教 育 活動 の グ ロー バ ル 化へ の転 換

⑥ 卒 後 臨床研 修 まで の卒 前 教 育 の役 割 の整理 (卒 後 臨

床研 修 制度 の 必 修 化)

2) 医学 ・歯学 教 育 の 問題 点

医学 ・歯学教育 の問題点 につ いて は以下 の ように指摘

され て お り ます 。

① 情 報 の 詰 め込 み教 育

②記 憶 教 育 に偏 っ た過密 な カ リ キ ュ ラ ム

③大学 間、科 目間の教育 のば らつ き

④ 全 体 を見 通 した カ リキ ュ ラ ム の 調 整 不足

⑤ 不 十分 な カ リキ ュ ラム の評価 の機 会

⑥ 基礎科 目と臨床科 目との 間や講座 間の壁

⑦ 短 期 ロー テ ー シ ョン形 式 で の 見 学 型 臨床 実 習

⑧ 教 える側 の能力 、 評価 、 向 上 を進め る努 力不足

3)今 後の医学 ・歯学教育 の 目指 すべ き目標

今 後 の 医学 ・歯 学 教 育 の 目指 すべ き 目標 とい うの は、

これ も皆 様 ご存 知 の とお りで す 。

① 患 者 中心 の医療 を実 践 で き る医療 人 の 育 成

② コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 の優 れ た 医療 人 の 育 成

③倫理 的問題 を真摯 に受 け とめ、適切 に対処 で きる人

材 の 育 成

④ 幅広 く質 の高 い 臨床 能 力 を身 につ け た 医療 人 の 育成
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⑤ 問 題 発 見 ・解 決 型 の 人材 の育 成

⑥生 涯 にわた って学 ぶ習慣 を身 につ け、根拠 に立脚 し

た 医療 を実 践 で きる 医療 人 の育成

⑦ 世 界 を リー ドす る生 命 科 学 研 究 者 とな りう る人 材 の

養 成

⑧個 人 と地域 ・国 際 社 会 の健 康 の増 進 と疾 病 の予 防 ・

根 絶 に寄与 し、 国際 的 な活動がで きる人材 の育成

4)本 報 告書 の 4つ の柱

この 報 告 書 の 4つ の柱 につ い て は以下 の とお りです 。

① これ まで の医学 ・歯学教 育の内容 を整 理、精 選 した

カ リ キ ュ ラ ム の 提 示

② 臨 床 実 習 を これ まで の 見 学 型 か ら診療 参加 型 と した

臨床 実 習 カ リ キ ュ ラ ム の 提 示

③ 臨床 実 習 開 始 前 の学生 の 評価 シス テ ムの導 入 の提 案

④ 教 える側 (教 員、教 育組織 )の能力 お よび機能向上

の た め の提案

こ れ は 、 い わ ゆ る フ ァ カ ル テ ィ ・デ ィベ ロ ッ プ メ

ン トを指 して い ます 。

5) 望 ま しい カ リキ ュ ラム の在 り方

そ れ に望 ま しい カ リキ ュ ラ ム が 提示 され て い ます 。 こ

れ につ い て は 、 重 要 な ポ イ ン トを ア ンダ ー ラ イ ン に て 強

調 して い ます 。

(1) 教育 目標

① 卒 業 まで に修得 すべ き基 本 的 な知識 を整理 し、態度

お よび技 能 教 育 の充実 を 図 る。

②課 題解 決型学習 を推進 し、課題探求能力、分析 的評

価 能 力 を向 上 させ る。

③ 臨 床 医 と して必 要 な態 度 を身 につ け させ る。

④卒 後 臨床研 修 を円滑 に開始 で きるための基本的 臨床

能 力 を身 につ け させ る。

(2) 教 育 内容

教 育 内容 につ いて は 、 す で に各大 学 です で に取 り組 ん

で い る もの ば か りで す (表 1)。

(3) 教 育方 法 (省 略 )

教育 方 法 につ い て は、 後 で 金 子 先 生 の ほ うか ら、 こ ち

らの教 育技法 につ い て話 して い ただけ ます ので、 そ こで

参照 して い た だ けれ ば と思 い ます 。

2. モ デル ・コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム に つ い て

これ は皆 様 が も っ て い ます 教 育 再 構 築 の ガ イ ドラ イ

ン、 す で に何 回 もみ られ た と思 い ます が 、 そ の ガ イ ドラ

イ ン に 記 載 さ れ て い る こ と に つ い て の 抜 粋 で ご ざ い ま

表 1 望 ま しい カ リキ ュ ラ ムの 在 り方

2 教 育 内 容

(1) 卒 業 までに学生 が到 達 すべ き態度 、技 能、知 識 の到 達 目

標 を包 含 した コア ・カ リキ ュ ラム を確 立 す る。

(2) 臨床 実 習 にお け る コア を確 立 し、 基 本 的 臨床 能 力 を備 え

る こ とが で きる よ うな重 点 的 ロー テ ー シ ョン を行 う。

(3) コア以外 の部分 にお い て、 リサ ー チ ・マ イ ン ドを もった

医 師 ・歯科 医師 や研 究 者 を養 成 す る た め の選択 的 ・発 展 的

教 育 プ ログ ラム を提 供す る。

(4) 講座 単位 で な く、基礎 と臨床 の枠 を超 えた学 生が 修 得 し

や す い教育 プ ロ グ ラム を提 供 す る。

(5) コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 の 育成 、 安 全管 理 教 育、倫 理教

育 や情 報管理教育 な ど医師、 歯科 医 師 と して必 要 な基 本的

な 内容 につ い ては、 質 的 ・量 的充 実 を図 り、 6年 間一 貫 し

た 教 育 を継 続 す るプ ロ グ ラ ム を提 供 す る 。

(6) 臨床 実習 に入 る前 の段 階 か ら、学 生 の動 機づ けな どに配

慮 し、 病棟 や病 院外 来 な どにおい て、早 期 の体 験実 習 を行

う。

(7) 専 門教育へ の 円滑 な移行 が 可能 とな る よう、 教養 教 育 に

お け る リベ ラル ア ー ツ教 育 の い っ そ うの 充 実 を 図 る と と も

に、 準備 教 育 の 内容 ・方 法 の再 構 築 を図 る。

す 。 この 詳 しい項 目につ い て は 「21世 紀 に お け る医 学 ・

歯 学 教 育 の改 善 につ い て一 学 部教 育 再構 築 の た め に一

【別 冊】」 (2001年 3月 27 日) をみていただ けれ ばわか

る と思 い ます 。 こ こで は この意 義 と考 え方 な どを提 示 さ

せ て い た だ き ます 。

1) 準 備 モ デ ル ・コア ・カ リキ ュ ラ ム (表 2)

2) 歯 学教 育 モ デ ル ・コア ・カ リキ ュ ラム (表 3)

そ れ か ら、今度 は 「歯 学 教 育 モデ ル ・コア ・カ リキ ュ

ラム一 教 育 内容 ガ イ ドライ ン 」 (「歯学 教 育 プ ロ グ ラム

調査委 員 会 」作 成 ) につ い てです 。

3) 共 用 試験

4年 生 、 5年 生 に は、 す で に 昨 年 か ら始 ま っ て い る共

用 試験 が導 入 されて お ります。 共 用試験 につ いて は、 臨

床 実 習 開始 前 の 『共 用試験』 第 3版 〔(社 ) 医療 系大 学

間共 用 試験 実 施評価機構 (CATO)・医歯 学教 育 セ ンター

(全 国共 同利用施設) (平成 17年 9月発 行)〕 とい う冊子

も 出 て お りま して、 この概 要 に記 載 して あ る 問題 点 は前

述 の もの と重 な るの で 省 きます 。

これ に は、 医学 ・歯 学 教 育 の 方 向 づ け とい うこ とで 共

用 試験 の導 入 の意 義 とい うこ とが書 か れ てお ります 。 -

つ は、学習到達度の全 国的 な標準評価 法 の検 討 、臨床実

習 開 始 前 の共通 の標 準評 価試験 と して の役 割 で あ り、 も
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表 2 準 備 教 育 モデル ・コア ・カ リキ ュ ラム一 教 育 内容

ガ イ ドライ ン― (医学 にお け る教 育 プ ロ グ ラ ム研

究 ・開発事業委 員会、平成 13年 3月)

1. 医学 ・歯 学教 育 におけ る教 養教 育 の意 義

(1) 人が 備 えて い な けれ ばな らない知 的好奇 心 と知 的行 動力

を養 う こ とに あ る。

(2) 人文 ・社会 科 学系 で は 、人の知 的遺産 と活動 を理解 す る

た め の 方 法論 を学 ぶ 。

(3) 自然 科 学 系で は 、自然 の理解 の ため の方 法 論 を学 ぶ。

(4) 医 師 、歯科 医師 また は研 究 者 とな る前 に人 と して の 素 養

を培 っ て い く。

2. 医学 ・歯学 教 育 にお け る準 備 教 育 コア ・モ デル ・カ リキ ュ

ラ ム の構 成 と考 え方

(1) 物 理現象 と物 質の科学

自然 界 を構成 す る物質 と自然 現象 には、基 本 的 な法則性 が

あ る こ と を学 ぶ 。

(2) 生 命 現 象 の科 学

物 質 の科 学 を基礎 と して 、生 体 の構 成 要 素 で あ る細 胞 、細

胞 に よって構 成 された個体 の機 能 を理解 し、 生物 が どの よ

うに地球 上 で進化 適応 して きた か、 地球上 で どの よ うな相

互 関 係 に あ る か を 学 ぶ 。

(3) 情 報 の科学

情 報収集 と情 報 交 換 の手 段 と して不 可 欠 な情 報 リテ ラ シー

を学 び 、根拠 に基づ く医学 を実 施す る た め に必 要 な統計学
の基礎 と具体 的 な方法 を学 ぶ。

(4) 人 の行 動 と心理

患 者 の行動 や心 理 を理解 し、円滑 な医療 を進め て い くため
に必 要 な基礎 知識 や基本的 な考 え方 を学 ぶ 。

う一つ は、 臨床 実 習 開始前 の共 用 試験 に よ り、 態 度 ・基

本 的 臨床 技 能 ・知 識 の総合 的 理解 力 と問題 解 決 力 の評価

を行 い、 社 会 の求 め る優 れ た 医 師 ・歯科 医 師 の 要 請 に応

え る とい う方 向づ けで共 用試 験 が 導 入 され て お ります 。

4) 卒 前 臨床 実 習 につ いて

共 用 試験 を とお ります と、卒前 臨床 実 習 に進 み ます が 、

良 質 な歯 科 医 師 の養成 には臨床 実 習 内容 を充 実 させ る と

い うこ とが大前提 です。 その一般 目標 には 「卒 後 臨床研

修 を行 うた め に必 要 な基 本 的 歯科 診療 能力 を修 得す る と

ともに、 口腔保 健 増進の重要性 を深 く認識 す る こ とに主

眼 を置 く こ と とす る。」 で あ り、 歴 史 を み ます と、 平 成

5年 3月 に全 国歯科 大学 歯学 部 附属病 院長会 議 臨床 実

習検 討小 委 員会 で 「臨床教育実 習 の在 り方 」の なかの 「実

「習 内容 の例 示 」 で基 本 的歯科 医 師 と して卒 前 に修 得 すべ

き最 低 限 の 内容 を具体 的 に明示 して い る との こ とで す 。

そ して 、 平 成 11年 2月 に 21世 紀 医 学 ・医 療 懇 談 会 第 4

次 報 告 で は 、 「21世 紀 に 向 け た 医 師 ・歯科 医 師 の 育 成 体

表 3 歯 学 教 育 モ デル ・コア ・カ リキ ュ ラ ム一 教 育 内容
ガ イ ドラ イ ン の 概 要

1. 背 景 と考 え方

•

・近年 の歯学 ・医学 ・生 命科 学 の著 しい進歩 や歯学 ・歯科 医

療 を取 り巻 く社 会 的変 化 に対応 して、 歯学教育 の抜 本的改

善 を 目的 に作 成

・歯学 生 が 身 につ け るべ き コ ア とな る基本的学 習 内容 の提示

・各 歯科大学 歯学部 が歯学教 育 改革の推進の参考

選択制 カ リキ ュ ラム の重要性

2. 特 徴

A. 患 者 中 心 の 歯 科 医療 を実 践 で き る 医療 人 の 育 成

(1) 生 涯 に わ た っ て 学 ぶ 医 療 人 の 育成

(2) 個 人 と地域社 会 の健 康 と疾 病 の予 防 に寄 与 で き る人材

の 育 成

B. 学 習者 の 内部 で 有 機 的 で ま と ま りの あ る学 習 が行 わ れ る

よ うに統 合 型 カ リキ ュ ラム の導 入

(1) 自学 自習 で きる カ リキ ュ ラム編 成 が で きる ように教育

内容 を精 選

(2) 統合 型 カ リキ ュ ラム に よ り包 括 診 療型 実 習 の促 進

C. 臨床 実 習 を行 う学 生 の全 国水 準の維 持 を図 る シス テ ム を

明示 し、 臨床実 習 に対 す る国民 の理解 の獲得

(1) 「臨床 実 習 内 容 ガ イ ドラ イ ン」 を呈示 し、 臨床 実 習 の

充実
(2) 世 界 に通 用 す る教 育 内容 (カ リキ ュ ラ ム明示 ) と人材

養成 (臨床 能力 )

D. 評価 シス テ ム を導 入 す る こ とに よる本提言 の 実効 性 を も

たせ る こ と

(1) 自学 自習で きるカ リキ ュ ラム編 成 がで きる ように教 育

内容 の 精 選

(2) 統 合 型 カ リキ ュ ラム に よ り包 括診療 型 実習 の促 進

制 の在 り方 に つ い て 」 が提 言 さ れ て い ます 。 そ こ に は 、

臨床 実 習 に お い て も精 選 され た基 本 的 な 内容 を重 点 的 に

履 修 させ る臨 床 実 習 内容 ガ イ ドラ イ ンが確 立 され て お り

ます。 そ して、必 修 項 目以外 は選択制 として学 ぶ側 の 自

由度 を高め、 自学 自習 の精神 の涵養 が書 かれてい る との

こ とで す が、 平 成 13年 3月 に は今 日的 実情 と将 来 の展

望 の視 点 か ら 「臨 床 実 習 内容 」 と して改 め て 設定 され た

内容 の水準 1か ら水 準 4の こ とにつ い て書 か れて い ます 。

要 約 す る と、水 準 1は、指 導者 の指 導 監視 の も とに

実 施 が許 容 され る歯科 医療 行為 。水 準 2が 、状 況 に よっ

て は指 導者 の指 導 監視 の も とに実 施 が 許容 され る歯科

医療 行為 です 。水 準 3 (介 助 ) 4 (見学 ) は原則 と し

て選 択 実 習 で す。 卒 前 臨床 実 習、 す なわ ち参加 型 実 習 で

は水準 1、水準 2レベル が必須 とい う形で求 め られて お

り ます 。
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5) 診 療 参加 型 実 習 につ い て

これ が 学生 に で き る の か ど うか とい う こ とが 問 題 に な

りま した。 そ れ につ い て、 これ は平 成 15年 の 歯 科 大 学

学 長 ・歯学 部長 会議 文 部 科 学 省 配 布 資料 か らで ご ざい ま

す が、 違 法 性 阻却 とい う こ とで 、平 成 15年 6月 6日

付 で 「歯科 医 師卒 前 臨床 実 習 につ い ての考 え方 」が示 さ

れ る と と もに、 これ につ い て厚 生 労 働 省 の ほ うか ら文 部

科 学省 の ほ うに通 知 が ご ざい ま した。 医科 で は平成 3年

に違法性 阻却 の検 討 が な され て お ります 。 歯科 で は、

平 成 14年 度厚 生 労 働 科 学特 別研 究 「歯科 医師卒前 臨床

実 習 に 関 す る調 査研 究 」 にお い て 江 藤 一 洋 先 生 が主 任 研

究 者 と して ま とめ られ ま したが 、 そ れ に は① 歯 科 医 師法

第 17条 の違法性 の 阻却 の考 え方 、② 卒前 臨床 実習実施

の ため の条 件 の検 討 を示 して お ります 。

「歯科 医師卒 前 臨床 実 習 につ い ての 考 え方 」 につ い て、

(1) 歯科 医 師卒 前 臨床 実 習 につ い て は、 患 者 の 同意

の も とで、 歯科 医師 と して の 資 質 向 上 を 目的 と して卒 前

教 育 の 一 環 と して 行 わ れ る もの で あ り、 侵 襲 性 が 相 対 的

に小 さい こ とや 指 導 医 の指揮 監 督 の も とに行 われ る こ

とな ど、 適 正 な 条件 の も とに相 当 な手段 で 実 施 され る場

合 に は、社 会 通 念 か らみ て相 当 で あ り、 歯科 医 師法上 の

違 法性 は 阻 却 され る もの と考 え られ る こ と

(2) 上 記 を踏 まえ、 適 正 な実 施 に当 た って は以下 の

条 件 を満 た す必 要 が あ る と考 え られ る こ とで 、① は患 者

の 同意 の も と、 ② は 侵 襲性 が 相 対 的 に小 さい もの で あ る

こ と、 そ の ② に つ い て は、 臨 床 実 習 の水 準 に応 じて指 導

者 の指 導 監 督 の も とに実施 が 許 容 され る もの (水準 1)

か ら原則 と して 指 導 者 の 歯科 医 療 行為 の見 学 に と どまる

もの (水準 4) な ど、一 定 の条 件 下 で許容 され る もので

あ る こ と、 それ か ら指 導 医 の指 導 ・監 督 下 とい うこ とな

どが記 載 され て お り ます 。

6)「良医の養成 」 につ いて

歯 学 教 育 課 程 (6年 間 )、 基 本 重 視 の コ ア ・ カ リキ ュ

ラム、 多様 化 ・選択性 カ リキ ュ ラ ム を も とに教 育 を行 う

のです が 、1年 生 か ら 4年生 まで が 臨床 実 習前 歯 学 教 育 、

そ して 共 用 試験 が あ り、 そ して 5年 生 か ら 6年 生 にか け

て診療 参加 型 臨 床 実 習 、 そ れ か ら歯 科 医 師 国家 試験 、 そ

れ と抱 き合 わせ の 臨 床研 修 の 必 修 化 が 平成 18年 か らス

ター トし、 良医 の養成 の た め 歯学 教 育 の改 善 が各大 学 で

実施 され て お り ます 。 以上 を ま とめ た の が 図 1で す 。

良 医 の 養 成 歯 学 教 育課程 (6年 間)
・基 本 重 視の コア ・カ リキ ュ ラ ム
・多様 化 ・選 択性 カ リキ ュラム

卒 業 後1～ 4学 年 5～ 6学 年

診 療 参 加 型

臨 床 実 習

(患 者 対 象)

国 家 試 験臨 床 実 習 前

歯 学 教 育

共用試験
(臨 床 試 験 )

- 知 識
態 度 と技能

C B T

OSCE

臨 床研 修 の必 修化
平成 18年 ～

図 1 良医の育成 のための歯学教 育の改善

大 学 の 教 員組 織 の 在 り方 に つ い て

平 成 1 7 年 1 月 2 4 日 付 の 中 央 教 育 審 議 会 大 学 分 科 会 の

大 学 の 教 員 組 織 の 在 り 方 に 関 す る 検 討 会 の 「 大 学 の 教 員

組 織 の 在 り 方 に つ い て 」 と い う 審 議 会 の ま と め が 報 告 さ

れ ま し た 。 こ れ も 平 成 1 5 年 1 1 月 1 3 日 の 第 1 回 か ら 平

成 1 7 年 1 月 1 9 日 の 第 1 3 回 ま で い ろ い ろ と 検 討 さ れ て

い る よ う で す が 、 詳 し く は 割 愛 さ せ て い た だ き ま す 。

1 . 大 学 改 革 の 重 要 な 課 題 と 教 員 組 織 見 直 し の 重 要 な 役 割

大 学 改 革 の 重 要 な 課 題 と い う の が 、 ① 構 造 的 な 大 学 教

員 の 職 の 在 り 方 、 ② 講 座 制 ・ 学 科 目 制 等 の 教 員 組 織 の 在

り 方 で あ り 、 後 者 は 大 塚 先 生 の テ ー マ で す の で 、 そ ち ら

を 参 照 し て い た だ け れ ば と 思 っ て い ま す 。 次 に 、 教 員 組

織 の 見 直 し の 重 要 な 役 割 に は 、 一 つ は 教 育 研 究 を 組 織 的

に 展 開 し て い く こ と 、 も う 一 つ は 、 非 常 に 重 要 視 さ れ て

い る の で す が 、 若 手 教 員 を 養 成 す る と い う こ と が 強 調 さ

れ て お り ま し た 。 具 体 的 な 検 討 の 視 点 は 表 4 の と お り

で す 。

2.構 造 的 な大 学 教 員 の職 の在 り方

1) 新 しい 制 度

① 教 育研 究 を主 た る職 務 とす る職一 教 授 ・准 教 授 ・助

教
②教 育研 究 の補 助 を主 た る職務 とす る一 助 手

③ 大 学 の判 断 に よ りお くこ とが で きる職─講 師

図 2は皆様 もよ くご存知の現行 制度 と新 しい制度 と

を比 較 した もの で す 。 詳 細 は割 愛 させ て い た だ き ます 。

教 授 の役割 は従 来 と変 わ らず、講師 もまた大学 の判 断

に任せ る とい うこ とで 、従 来 と同 じ形 で も結 構 で あ る と

い うこ とです 。大 き く変 わ るのは助 手の役 割 で、① の助

63
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教 と② の 助 手 に そ の役 割 は分 か れ ます 。 こ こで は、 新 し

い考 え方 に基づ く准 教 授 と助 教 の役 割 につ いて ふれたい

と思 い ます 。

表 4 具体 的な検討 の視点

1. 現在 の助 手 の職務の実 態 に照 ら し、 自 ら教 育研 究 を行 うこ

とを主 た る職務 と して い る若 手 教 員 につ い て、 そ の 職 務 に

相 応 す る位 置付 け を行 う とい う観 点
2. 助 教 授 につ い て もそ の実 態 に相 応 す る位 置付 け を行 う とい

う観 点

3. 教 育研 究活動 の組織 的かつ効 果 的実施 や責 任 の所在 の明確

化 の確保 とい う観 点

. 国際的 な通用性や人事 の流動性 の確保 とい う観点

4
5

. 入 学 者 選抜、 学 生 生 活支 援 等 を含 め た さ ま ざ まな分 野 にお

い て活躍 す る専 門的人材 の必 要性 が ます ます 高 まって い る
とい う観 点

6. 各大学が、それぞれの状況や理念 に基づ いて、多様 に教員

組織 の在 り方 を設計す る こ とを可 能 にす る とい う大学 の 自

主性 ・自律性の確保 とい う観 点

2) 准 教 授 につ い て

「学生 を教授 し、 その研 究 を指導 し、 又 は研 究 に従事

す る」 こ とを主 た る職務 とす る とい うこ とで、大 学 設 置

基 準 において教 育研 究 の実施上 、各 教 員の役 割 の分担 お

よび連携 の組織 的 な体制 を確 保 し、 かつ責 任 の所 在 が 明

確 に な る よ うに とい うこ とで ご ざい ます 。

(1) 職務 内容

大 学 、学 部等 が組 織 と して決 定 した方 針 等 に よ り、 大

学院学生等への教育、教育課程の編成・授業科 目の担当、

プ ロジ ェ ク ト研 究 の推 進 、 入学 者 選抜 お よび 附 属 病 院 で

の 診療 等 を担 当 で きる よ うに な ります 。

(2) 准 教 授 の 資 格 待 遇 等 につ い て

准教授 は、教授へ の昇進、大 学 ・学部等全体 にお け る

教学面 の運営全 体 につ いて第一次 的 な責務 を担 うに相応

しい業 績 や資質能力が認め られ た者 とい うこ とで、教授

へ の昇 進 の道 、 キ ャ リアパ ス と して の位 置づ け だ と思 い

ます 。教 授 昇 進 へ の基 本 的 な仕 組 み と して、准 教 授 に採

経 緯
<大 学 の 教 員組 織 の在 り方 につ いて>

○平成8年 大学審議会答 申

助 手 の職務 内容 、名 称 の 見 直 しを含
め た早 期検討 が必 要

○平成 13年 (第 二期)科 学 技術 基 本 計画
【閣 議決定】

助教授 ・助手の位置付 けの見直しを図る

〇平成 13年 中教 審 への文 科大 臣諮 問

助 教 授 ・助 手 の位置 付 けをは じめ教 員組
織 の在 り方 について検 討

○平成 15年 11月～平成 17年 1月

中教 審 の 「大 学の教 員組織 の在 り方 に関する検
「討 委 員会 」等で検討

○平成 17年 1月

「我が 国の高 等教 育の 将来像 」において答 申

学 校 教 育 法 上 の職 の
種 類 と職 名 ・職 務 内 容 現 行 制 度

学校 教 育法上 の職 の
種 類 と職 名 ・職 務 内容

教 授 教 授
囲い の 中 の色 の 意 味

学生を教授 し、その
研究 を指導 し、又 は
研 究 に従 事する

主 たる職 務 が 教 育 研

究 であ る職

特に優れた
知 識 、能 力
及 び実 を

有 する者

講 師
主 たる職 務 が 教 育 研
究 の補 助 である職

講 師

学 生 を教 授 し、
そ の 研 究 を
指 導し、又は
研 究 に従 事
する

教 授 は

助 教 授 に

準 ず る 職

務 に 従 事

す る

助 教 授
主 たる職 務 が 教 育研
究 か教 育研 究 の 補 助
等 か 曖 昧 な 職

教 授 の職 務 を助 ける

教 授 又 は

准 教 授 に

準 ず る 職

務 に 従 事

す る

優 れ た 知 識
能 力 及び実
績 を有 する

者

助 手

教 授 及び 助教授 の職 務を助ける

・准 教 授 等 へ
の 昇格 に 当 た
り厳正 な審 査
の 実 施

助 教
知 識及び
能 力 を有
す る者

(同 上 )

准 教 授

(同 上 )

新 しい 制 度
職 を囲 む 線種 の意 味

必 ず置 かなけれ ばなら
な い職

基本 的 に は置かなけれ
ばならないが 、教 育 研究
組 織 として適切 な場合 は
置 か な い ことが でき る職

大 学 の 判 断 により置くか
どうかを決め ることが で
き る職

各 大 学 の 判 断に より、例 えば 、主
任 助 手 等 の職 を設 けることや 専 門
性 の高 い職 務 を担 う職 との 間 で人
事 交 流 を行うことも考えられる。

助 手
「所 属 組織 の教 育研 究
の 円滑な実施 に必要
な 業 務 を行 う・期 間を定め

た雇 用 (任期
制 )や 制
等 の 活 用

大 学 設 置
基準上 の
教 員組織

講 座 制 ・学科 目制 を例 示 し、その
内容 を詳細 に規定

「大 学 設 置
基準上 の
教 員組 織

例 えば 、博 士課 程修 了後 、PDを
経 た者 などを想 定

(講 座 制・学 科 目制 に関する諸 規 定を削 除 して)
各教 員の役 割 の分担及び連携 の組織 的な体制
の確 保 や責 任 の 明確 化 について の規 定 を新 設

図 2 大 学教 員組織 の現行制度 と新 しい制 度 の比較
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用 して、 一定期 間、学生へ の教育等当該大学 における教

育研究 に従事 させ た後 に教育研究上の業績や資質能力を

改めて評価 す る とい うこ とです。 そ して、 教授 とは、待

遇やそれ に関連 した任用上 の資格 条件 が異 なる職 とすべ

きであ り、 教授 会の最低 限必要 な構成 員でな く、加 える

こ とが で き る職 で あ る こ とで す 。 さ らに、 各 大 学 の 実 情

等 に よって は、 教 学 面 の 運営 にお け る責 任 の度合 いが教

授 と異 な る こ とが あ りう る職 とすべ き こ と 処 遇 は職務

の実 態 が 同 じな ら基 本 的 に助 教 授 と変 わ らな い こ と、 資

格 は博 士 号 の 学 位 を有 す る位 置 づ け 等 と な っ て お りま

す。そ して、大 学 の方針 や各分 野 の実情 に よって はおか

な い こ とが で きる こ と とすべ き とな って お ります 。

3) 助 教 に つ い て

「自 ら教 育研 究 を行 うこ とを主 た る職 務 と し、 将 来 の

大 学教 員 や研究 者 とな る こ とが 期待 され る者 」 とい うこ

とで、大 学 が最 低 限 お くこ とが必 要 な 「専 任 教 員」 に定

め られ ます 。

(1) 職務 内容

大 学、 学 部等 が組織 と して決定 した方針 等 に よ り、役

割分担 お よび連携等 の も とで、 さ らには必要 に応 じて指

揮 ・監督 の も とで、組織 的 に役 割 を果 たす こ とが不 可欠

で あ り、 大 学 が 担 当 させ る こ とが 適 切 で あ る と判 断 した

授 業 科 目、 大 学 院学 生 へ の研 究 指 導 、 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト

の一 部分 担 、 附属 病 院 の 診療 も研 究 の 一 環 と して職務 に

含 まれ ます 。入 学 者 選抜 に係 る職 務 な どの教 育研 究 以外

の職務 も含 まれ、 具 体 的 な職務 内容 は各 大 学 に よ り異 な

る こ とは あ りう る との こ とで す 。

(2) 助 教 の資 格 待 遇 等 につ い て

処 遇 は、各大 学 の 判 断 に よ り定 め る こ とが適 当 で あ り、

将 来、准 教 授 、教 授 へ の一 段 階 に位 置づ け る とい うこ と

(キ ャ リアパ ス)、任 期 制 ・昇 進 の ための再審査制 ・採 用

に は公 募 制 な どの積 極 的 な活 用 が 要 望 され て い ます 。 資

格 には、教授 等 と同様 に大学 における教 育 を担 当す るに

相応 しい 能力 を有す る と認 め られ る こ と、 少 な くとも基

本 的 に修士 また は専 門職学 位 の 資 格 が 必 要 とな ります 。

また、 助 教 につ い て も、 各 大 学 の方針 や 各 分 野 の 実情 に

よって は お か な い こ とが で きる こ と とな っ て お ります 。

4)大学の教員組織見 直 しに伴 う法令改正

学 校 教 育 法 の改 正 が平 成 17年 7月、 そ れ か ら大 学 設

置基 準 改 正、 施 行 日は平 成 19年 の 4月 1日か らとい う

こ とで す 。

5)私立 歯科大協会 の ア ンケー ト結果 につ いて

昨 年 、 (社 ) 日本 私 立 歯 科 大 学 協 会 は学校 教 育 法 お よ

び大 学 設 置基 準 等 の改 正 に 関す る調査 を行 い ま した 。 私

立 の 17校 の ア ンケ ー ト調査結果 「平成 18年 度 第 3回理

事 会 資料 (安 井 利 一 明 海 大 学 歯 学 部 長 作 成 )」 か ら抜粋

し ます と、 以 下 の とお りで す。

(1) 平 成 19年 4月 以 降 に設 置す る教 育職

准 教 授 17校 、講 師 16校 、助 教 17校 、新 助 手 9校 で 、

私 ど もの大 学 と同様 に、現 行 か ら新 制 度 へ の 教 員組 織 の

平 行移動 が多 く、新 助 手 はおかない ところが多 い。

(2) 教 員の資格 基準 について

教 授 は、 現 行 教 授 と同 じが 14校 で、 別 に新 規 に定 め

るが 2校 で す 。 同様 に、 准 教 授 は現 行 の 助 教 授 と同 じが

13校 で 、 別 に新 規 が 3校 、 講 師 は 現 行 同 じが 14校 で 、

別 に新 規 が 2校 、 助 教 は、現 行 助 手 と同 じが 9校 で 、別 に

新規が 6校 です。新助手 については考 え方が多様です。

(3) 平成 19年 4月 以 降 に、大 学 院担 当教 員 (D 囹 ま

た は D合 )と して発 令 予定 の教授 以 外 の教職 員

准 教 授 15校 、 講 師 8校 、 助 教 6校 、 そ の 他 1校 で す 。

(4) 教 育 研 究 費 の分 配 につ い て

教 授 に 一括 して預 け るが 6校 で 、 准 教 授 以 下 に も分 配

す るの が 6校 、 そ の他 が 6校 で す。

以上 、新 しい制 度 の教 員組織へ の対応 は大 学 の 事 情 に

よ り、 まだ か な り異 な って い る よ うで す 。

安 井 座 長 藤 下 先 生 、 あ りが と うご ざい ま した。

非 常 に膨 大 な テ ー マ につ い て 30分 とい う短 い な か で

お 話 しい た だ くの は大 変 だ っ た と思 い ます 。今、 21世

紀 に お け る医 学 ・歯 学 教 育 の改 善 とい う こ とで 、 大 綱 化

か ら始 ま り、 平 成 13年 、 14年 あ た りか ら教 育 改 革 が 行

わ れ、 各 大 学 と も教 育 の 改 革 に は 多 大 な エ ネ ル ギ ー を

払 っ て きて い ます 。 さ らに歯 科 医 師 臨床 研 修 も入 り、 大

学 教 育 に お い て は本 当 に大 きな変 革 が必 要 とな っ て い る

な か で、 この学校 教 育 法 の改 正 に よ り、 教 育 を担 当 しな

け れ ば な らな い教 員組 織 そ の もの も改 革 しな け れ ば な ら

な い とい う こ とで 、 さ らに大 きなエ ネル ギ ー を必 要 と し

て い ます 。 そ うい うな か で の 現状 につ い て お話 しい た だ

き ま した 。

続 けて大 塚先 生 か ら、 「歯学 教 育 プ ロ グ ラム と講座 制 」

につ い て お話 をお 願 い した い と思 い ます 。 そ れ で は、大

塚先生 、 よろ し くお願 いい た します 。
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日本私立 歯科大 学協会副会長

日本 大 学 歯学 部 長

大塚 吉兵衛

た だ今 、藤 下 先 生 の ほ うか ら概 要 につ い て の お話 が あ

り ま した の で、 オ ー バ ー ラ ッ プする よ うな 部 分 は少 し省

きな が ら話 した い と思 い ます 。 「歯 学 教 育 プ ロ グ ラ ム と

講座制」 につ いて、少 し概 要 をお話 ししたい と思 い ます。

1. 21世 紀 初 頭 の 大 学像

教 育 機 関 が 多 様 な こ と を実 行 す る と きに大 き く取 り上

げ られ るの は、 質 の向上 、 自律 性 と柔軟性 を もった組織

にす る とい うこ とに な る と思 われ ます 。 最 終 的 に は責任

あ る意 思決定 とい う こ とが わ れ わ れ 各 大 学 に課せ られ て

い ます。つ ま り、 「自己責任 で行 う」 とい うこ とであ り、

個性 化 した後 は 自己 点 検 ・評 価 を行 って 、 不 断 の改 善 努

力 を して い っ て くだ さい とな っ て い る の だ と思 い ます 。

その な かで、授 業 の 運営 とい うこ とに教 員 はか な り責 任

を と らな け れ ば な らな い こ と、 特 に、 最 近 は成 績評 価基

準 の 開示 、 あ るい は厳格 な成 績 評 価 とい う こ とが い われ

て お ります の で 、 シ ラバ ス等 で これ らを明示 しな け れ ば

な らな くな っ て きて お ります 。

また、登 録 単位 数 の上 限 につ い て は、 半期 15単 位 程

度 が原 則 で あ ります が、 半 期 20単位 以上 を履 修 可能 に

し、3年 で卒 業要 件 (4年 制大 学 で 124単位 ) を満 たす

単 位 を修 得 させ て就職 活 動 な どをや っ て い る大 学 ・学 部

で は、 年 に 40単位 ぐ らい を履 修 させ て い ます 。 一 般 の

学 部 は、年 40単位 以上 と らせ て 3年 で単位 取 得 を終 わ

らせ て しま う とい う よ う な流 れ もあ り ます 。本学 部 で は 、

この単位 を半期 15～ 20単位 ぐらいずつ に し、 あ ま り偏

らない よ うに気 をつ けて や って お ります 。 授 業 の改 善 と

い う こ とで は、FD 活 動 が 必 要 とな ります 。 さ らに、教

育 活動 の評価 、学 生 の評 価、 授 業評 価 とい う よ うな こ と

に な り ます 。

2. 歯科 医 学 教 育 の 改 革

医 学 ・歯 学 教 育 に は、 平 成 13年 に 「モ デ ル ・コ ア ・

カ リ キ ュ ラ ム 」 が 策 定 さ れ 、 各 大 学 に お い て 、 こ れ に 基

づ い た 独 自 の カ リ キ ュ ラ ム 改 革 が 進 ん で お り ま す 。 現 在 、

こ の 「 モ デ ル ・ コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム 」 作 成 は 薬 学 ・ 看 護

学 系 教 育 に お い て も 計 画 中 で あ り ま す 。 こ の 「 モ デ ル ・

コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム 」 の な か に は 、 組 織 的 に 対 応 す る 教

育 と い う こ と で 授 業 内 容 は 統 合 化 さ れ た 形 で 構 築 さ れ て

い ま す 。 ま た 、 編 入 学 ・ 学 士 入 学 と い う よ う な 学 年 の 途

中 か ら 入 学 す る 学 生 さ ん を 取 り 込 む と い う こ と で の 人 間

形 成 ・ 人 格 形 成 の 教 育 に も 力 が 注 が れ て い ま す 。 医 学 ・

歯 学 系 の 大 学 が 「 モ デ ル ・ コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム 」 の 到 達

度 を 共 用 試 験 で 評 価 し 、 社 会 に 医 学 ・ 歯 学 系 教 育 の 質 を

保 証 す る こ と を 目 的 に 実 施 さ れ て い ま す 。 こ の 評 価 を 受

け て 診 療 参 加 型 の 臨 床 実 習 に 参 加 で き る こ と に な っ て お

り ま す 。 た だ し 、 評 価 の 基 準 は 各 大 学 で 違 う と 思 い ま す

け れ ど も 、 い ず れ に し ろ こ の 診 療 参 加 型 に 結 び つ け る と

い う 意 味 で 行 わ れ て い る と い う こ と で 、 進 め ら れ て い ま

す ( 資 料 1 ) 。

医学 ・歯学教 育 の 目標 に、今 まで教 育 と して考 えな

くて も よか っ た 部 分 で あ る人 間形 成 が あ ります 。 これ は

あ る程 度 は学生 自身 が 生 活 の な かで社 会 的 に は コ ミュニ

ケ ー シ ョンを と りな が ら育 っ て きて い るの で す が 、社 会

経験 に個 人差 が 大 きい こ とか らカ リキ ュ ラム プ ラ ンニ ン

グ で は重 要 視 され な け れ ば な らない と思 い ます 。 医 師 ・

歯 科 医 師 や現状 で は特 に研 修 歯 科 医が い ろい ろ な トラ ブ

ル を起 こす こ とが あ ります 。 実 際 に私 も若 い ドク ター の

何気 な い言 動 を 目の 当 た りに して お ります の で 、 このヘ

ん は 、皆 さん も ご理 解 され て い る と思 い ます 。 そ れか ら、

入 学 試験 に面 接 試験 を取 り入 れ て は い るの で す が 、 入学

後 の 20歳 前 後 に な っ て 少 し精 神 的 に病 ん で くる者 、 あ

る い は新 た な 人 間 関 係 の形成 が う ま くで きな い者 が み ら

れ ます 。今 の子 供 た ちの な か に は、 このへ んが少 し問題



資料 1

歯学教 育プ ログラム と講座制

資料 2

授業区分と学年配置

1学 年 2学 年 3学 年 4学 年 5学 年 6学 年

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
人間科学
基礎 科学

医 学 ・歯 学 教 育 の 改 革
医学 ・歯 学 教 育 の 在 り方 に 関 する調査 研 究 協 力 者 会 議

・統 合 ・体 系 化 したカリキ ュラム

① モデ ル ・コア・カリキュラム 策 定

② 診療 参 加 型 実 習 ガイドライン策 定
・課 題 探 求 型 学 習

組 織 的 対 応 による教 育 (統 合 化 )

生命科学

口腔科 学(基礎)

口腔科学(臨床)
総 合科学

● 編 入 学 ・学 士 入 学 制 度 (学 生 の 多様性 )
● 臨 床 実 習 開 始 前 共 用 試 験 (平 成 17年 度 )

• •

に な る こ とが あ り ます 。 ま た 、 医療 人 の 育 成 と して は、

倫 理 的 な 問 題 を適 切 に対 処 で き う る教 育 を実 践す る こ と

が求 め られ て い ます 。要す る に、 健 康 を創 る意 識 と使 命

感、患者 さん本位 の歯科医療 、 豊 か な感性 を具備 した人

格形成 とい う よ うな もの が 共通 して歯科 医 師 を育成 す る

に は重 要 な こ とに な ろ うか と思 い ます 。

3. 日本 大 学歯学 部 の 教 育 プ ログ ラ ム

本 学 部 の取 り組 み で あ り ます け れ ど も、 最 初 は シ ラ

バ ス とい え る もの で は な く、 各 授 業 の項 目 と進度 を示 す

概 要 で した が 、10年 程 度 か け て 次 第 に シ ラバ ス の形 態

をとる よ うになって き ま した。授 業 科 目の成 績評価基準

はなかなか書 いていた だけなか ったのです けれ ども、学

生 か ら 「具体 的 に ど うい う評 価 を受 け るの か わか る よ う

に して くだ さい」 と言 わ れ な が らだ ん だ ん進 ん で き ま し

た。今 で は授 業 内容 ・到 達 目標 、 中 間試 験 と学 期 末 試験

の評 価 の配 分 や オ フ ィス ア ワー 等 も シ ラバ ス に記 載 して

い ます 。 そ れ か ら、統合 型 の カ リ キ ュ ラ ム とい う こ とで、

後で全体 的 な話 を少 し学 年 ご とに簡 単 にお示 しいた しま

す けれ ど も、 授 業 担 当 の教 員 間 で の カ リキ ュ ラム プ ラ ン

ニ ング で進め て 毎 年 度 の シ ラバ ス作 成 に反 映 させ て い ま

す。 また、 学 生 に よ る授 業 評価 は 結 果 を 開示 して お りま

して、 学 期 末 に教 員 間 学 生 に開示 します。

授 業 単 位 で す が、 シ ラバ ス を ご らん い た だ け れ ば わ

か る と思 い ます が 、 一 般 論 の 3時 間 とい うの が 1単位 の

勉 強 時 間 だ と昨 日 も話 題 が 出 ま した け れ ど も、 2時 間 の

自習 とい うの を 忘 れ て し ま っ て い る とい うこ と もあ りま

す。 そ こで、学 生 は ス ラ イ ドに 出 た項 目だ け を プ リ ン ト

して も ら う と満 足 して い る とい う よ うな こ と を させ な い

ように して い きた い の で す が 、 ど う も評 価 を受 け る と き

に、 教 えた 内容 の なか か ら出 さな いの は おか しい とい う

よ うな時 代 に な って きた とい い ます か、 そ のへ ん は今 苦

労 して い る とこ ろで あ る と思 い ます 。

本 学 部 の授 業 配置 で す が 、 人 間科 学 の 区分 に配 置 の教

養教 育 を、 1年 生 か ら 4年 生 に経年 的 に実施 します 。 人

間形 成 を含 め た教 養 教 育 は 1年 で は無理 だ ろ う とい う基

本 的 な考 え方 で あ ります 。基 礎 科学 区分 は基本 ・基礎 を

しっ か りや りま し ょ う とい う こ とで 、 理科 の リメ デ ィア

ル教 育 、 英 語 の習 熟 度別 に よる少 人数 教 育 を含 め ま して

1年 生 を充 実 させ て お ります 。 2年 生 か ら生命 科 学 と口

腔 科 学 の 区分 を学 習 す る形 で進 め よ う とい うこ とで 、 こ

の 人 間科 学 ・基 礎 科 学 、 そ れ か ら生 命 口腔 科 学 の 基

礎 ・臨 床 で、 さ ら に、 先 ほ ど話 が 出 ま した け れ ど も、 コ

ミュニ ケ ー シ ョンや 課 題 探求 能 力 とい うよ うな こ と も含

め、 さらに総合科 学 区分 は、 テ ュー トリアル 形式で の教

育 を取 り入 れ てい って い ます。 この総 合科 学 は、検 索 、

討議等 を少 人数 で経験 しようとい うこ とであ ります (資

料 2)。

本学部 の カ リキ ュ ラム の特 徴 に、 人 間科 学 区分 の な か

に授 業 科 目の 医療 人 間科 学 が あ ります 。 これが い わ ゆ る

教 養 科 目に相 当す る もの で す が 、社 会 とか健康 とい う も

の を取 り上 げ、新 入生 た ち に わ れ われ の役 目を考 え させ

よ う とい う よ う な こ とで す ね。 そ れ か ら、 後 期 に 歯 科

医療 史 を考 えて も ら う とい う ような こ とで す。 2年 生 に

な る と人体解 剖 の実 習 も入 って きます の で 、倫 理 とい う

もの を そ の と きに含 め て 話 し、 対 人 関 係 、 人 の行 動 と意

識 とい う よ うな もの を少 し考 えて も らお う とい うこ とで

す。3年 生 に なる と、 医療 関係 、福祉 問題等 を学 習 して

も ら う とい うこ と と、 医療 の 国際化 (NPO 等 )・情 報 化
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資料 3
各 学 年 にお ける「医療 人 間科 学 」教 科

1年 次 2年 次 3年 次 4年 次 |5年 次

健 康 と社 会 医療 と倫 理 生 活 と福祉

医療 コミュニ社
会
福
祉
施
設
見
学
実
習

歯
科
病
院
見
学
実
習

歯
科
医
院
見
学
実
習

ケーシ ョン
(医療 面 接 )

歯 科 医 療 skill
(理論 と実 際 )

歯 科 医 療 史 人 の意識 と行 動
医療 の情 報 化 ・

国際 化

臨
床

実
習
・
演

習

資料 4

研 究 組 織 I

. 大 学 院 歯 学 研 究 科 歯 学 専 攻 3分 野

口腔 構 造機 能 学 分 野 :解 剖 生 理 ,薬 理 ,
口腔 外科 ,歯科 矯 正 ,歯 科 麻酔

• 応 用 口腔 科 学 分 野 :生 化 ,病 理 ,歯 科 理 工 ,
歯科保存,歯科補 綴

• 口腔 健 康 学 分 野 :細 菌 ,衛 生 ,法 医,小児 歯科 ,
口腔 診 断 ,摂食機 能 療 法

の話 を して お ります 。 4年 生 に な る と コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン、 医療面 接 、 あ るい は医療 の ス キ ル とい う よ うな もの

の理 論 と実 践 につ い て、 本格 的 に取 り組 ん で も ら う とい

う よ うに な り ます 。 また 、 人格 形成 の 成 長 過 程 の な か で

見学 体験 実 習 を 3施 設 に分 け、 1年 生 は兼 任 講 師 の経 験

の あ る先生 方 の 歯 科 医 院見 学 、 2年 生 の 夏 期休 暇 に は本

学 部 の付 属 歯 科 病 院 を見 学 させ ます 。 診療 の分 担 業務 が

明確 に分 か れ て い る大 学 病 院 を対 象 と します 。 3年生 に

はいろいろ な社会福祉施 設 を見学 させ、 いずれ も少人数

で 見 学 の 目的 ・事 前 討論 ・体 験 ・見学 後 討議 を させ て い

ます (資料 3)。 そ れ か ら 6年 の 一 貫 教 育 を終了 す る と

卒直後の臨床研 修 にな ります 。

大学院 は ど う し よ うか とい う こ とで 、今 、組 織 を少 し

グ ル ー プ化 しま して、研 究 組 織 と して大 学 院 は 3分 野 に

分 け ま して、 現在 存 在 す る講座 をグ ル ープ化 して進め て

い ます (資料 4)。 これ は、基 礎 ・臨床 が一 緒 にな って

い ます の で、 昼夜 間 も開講 し よ うか とい う こ とです 。 そ

れ か ら、 臨床 系 の 大学 院学 生 は夜 間 に実験 をや って い る

の が現状 で す 。 また、 社 会 人 (夜 間) 大 学 院 を設 置 し、

課 程 博士 の取 得 を勧 め て お ります 。

そ れ か ら、研 究 指 導 も基礎 系 ・臨 床 系 の教 員 の共 同指

導 に しま した 。簡 単 に い う と複 数 指 導 体制 とい うこ とに

な ります 。大 学 院学 生 に は所 属 講座 に と らわれず に、 な

るべ く自主 的 な こ とをや らせ て あ げ た ら ど うだ ろ うか と

い う こ とで あ りま して、 論 文 もな るべ く英 文 で 書 け る よ

うに しよ う と今取 り組 ん で い る と ころ で す 。研 究 奨 学 金

も出 す よ うに とい う こ とで、 個 人 で 50～ 60万 の研 究 申

請 がで きる とい う形 に してお ります (資料 5)。

また、 本 学 部 で も総合 歯 学 研 究所 を設 け て 9部 門 を立

・

●

資料 5

研 究 指 導 方 法

基礎 系 ・臨 床 系教 員による共 同指 導

学 生 の 研 究 課 題 の 幅 を広 く(選 択 の 自 由)

学 生 に個 別 の 研 究 奨 学 金

国 際 的 な雑 誌 へ の 研 究 論 文 投 稿 を推進
コミュニケ ー ションス キ ル の 育成

教 育 ・研 究 者 としての 倫 理 、人格 の 育 成

ち上 げ て い ます の で、 これ で 可 能性 の あ りそ う な プ ロ

ジ ェ ク トを探 ろ う と して い ます 。 この よ うな形 で研 究 の

組 織 は、 大 学 院 の組 織 と歯 学 研 究所 の組 織 、 この 2つ を

有 効 に生 かせ る方 法 は な い か とい う こ とで 考 え て い る と

こ ろ で あ り ます 。

次 に、 講座 制 の経 緯 で あ ります が、 これ は非常 に単純

明快 で役 割分 担 を明確 にす る とい う目的でグ ル ー プ化 し

た と考 えれ ばい い の で は ない か と思 い ます 。 そ れで 、責

任 者 が 教 授 で、 以下 に助 教 授 ・講 師等 が い る とい う こ と

で 、 そ の分 野 の 専 門性 を担 当 す る こ とで 構 成 され た グ

ル ー プで あ っ た わ けで す 。 た だ し、 人 間 的 に は、 制 度 が

硬 直化 す る、 逆 に教 授 の力 が強 す ぎて 閉鎖 的 な運 用 に な

る弊 害 が あ ります 。 そ れ で、 な か に は 自主 的 にや っ て い

る と、 教授 の言 うこ とを聞か ない とい うこ とに な ろ うか

と思 い ます 。 そ こで講 座 制 の改廃 が必要 で あ る と考 え ら

れ る よ うに な っ た と思 われ ます (資料 6)。

大 学 が、 個性化 ・特 化 を図 る こ とは いい の で す が 、 「勝



●

資料 6

講 座 制 の 経 緯 と制 度 改 正

講 座 制 :各 教 員 の 役 割 分 担 を明確 にす るため ,
教 育研 究 の専 攻 分 野 の 責 任 者 としての教 授 と
助 教 授 以下 の 分 野 担 当者 構 成

●

講 座 の 新 設,廃 止 、変更 な どに 法 的 制 約

歯 学教 育プ ログ ラム と講座制

資料 7

新 教 員組織

各 大 学 が 個 性 化 ・特 色 化 を図 ることを可 能 に

国 立 大 学 :大 学 院 化 ,独 立 行 政 法 人 化 による講 座 改 組

重要 なこと:各 教 員の役 割 分担 と連 携の体制 、教 育上の
責 任 を明 確 に組 織 編 制

シラバス作 成 :教 育 内容 ・方 法 ,成 績 評価な どの全授 業
計画 を学 生 や 学 外 に開示 (説 明責任 )制 度 の硬 直 的 ・閉鎖 的 運 用 を招 いて教 育 研 究

の 進 展 、自主 的 ・自立 的な取 組 み を阻 害

平 成 13年度:大 学 設置基 準 に講 座 制 ・学 科 目
制 以外 の 教 員 組 織 編 制 を可 能 に

•

主 たる授 業 科 目:原 則 として専 任 の 教 授 、准 教 授 が担 当

旧授 業 科 目の 統 合 化 :新 規 科 目と整 合 した責 任 体 制

講 座 制 の見 直 し:研 究 の 多様 化 と教 育分 担を考 慮

資料 8

講 座 制 か ら大 講 座 制 へ

講 座 制 の利 点:専 門性 の 高 い研 究 ・教 育
グ ループを形 成 、後 継 者 の 育 成 、研 究 プロ
ジェクトの 形 成 容 易

講 座 制 の欠 点 :教 授 ,助 教 授 講 師 ,助 手

構 成 :助 手 以 外 は 現講座 で は講 座 1名

昇 格 :個 人 の 研 究 ・教 育 実 績 は考 慮 困難
講 座 の 権能 :教 授 一 人 に集 中 化

組 織 :閉鎖 的 ,身 分 の硬 直 化

•

大講座 制 の 利 点 ・欠 点

利 点 :教 育 研 究 業 績 を考 慮 して身 分 決 定

教 育 ・研 究 グ ルー プの 再 編 が 容 易

●・欠 点 :後 継 者 の 恣 意 的 育 成

昇 格 ・公 募 で公 平 な 組 織 形 成 ?

管 理 ・運 営 の 責 任 は 重大

資料 9

手 に しな さい 」 とい う こ とが 非 常 に怖 い こ とで あ りま し

て、 各 教 員 の役割分 担 と連携 の体 制 、教育上 の責任 の 明

確性 、 研 究 の多 様化 と教 育分 担 とい う言 葉 で い わ れて し

ま うた め、 そ れで は どん な組 織 にす るの か とい う こ とが

も う一 つ 問 題 に な ろ うか と思 い ます 。現在 、各 大 学 は平

成 19年 4月 か らの 教 員組 織 改 革 に 向 け て取 り組 んで い

ます 。 しか し、 最終 的 に講座 の 見 直 しに、研 究 の多様 化

に よる研 究 室 同士 の統 合化 か、 あ る い は教 育 分 野 を主体

と した分 野 統 合 に改 革 す る の か は難 しい 問 題 で もあ りま

す (資料 7)。

そ れ で 、 折衷 案 で は な いで す け れ ど も、 大 講 座 制へ の

移 行 が あ ろ うか と思 い ます 。 お わ か りの とお りで あ りま

して、 専 門性の高い研 究 グル ー プ別 の講座制 にす る と後

継 者 の 育 成 に は意 義 が あ ります 。 しか し、 欠 点 と して、

1名 ずつ しか お け な い た め、 か え っ て硬 直 化 し、 昇 格 人

事が なか なか難 しい ことにな ります (資料 8)。

利点 につ いては、 身分 の硬直化 は、今 後 はおそ ら く自

己 申告制 を取 り入 れ れ ば対 応 で きる よ うにな るだ ろ う と

思 い ます 。 た だ し、 大 きな グル ー プ に な って しまい ます

か ら、後継 者 とい う こ とに な ります と、 だ れ か が恣 意 的

に育 成 す る とい う こ と に な ら ざ る を え な い と思 い ます 。

この こ とにつ い て は、大 学 全 体 で、 管 理責 任 者 はか な り

将 来 の責 任 を負 わ な けれ ば な らない こ とに な る と思 い ま

す (資料 9)。

最 後 に、 日本 大 学 の 話 を少 し します が 、 講 師 は終 身 雇

用 で あ るので そ の ま まに な り昇 進 の妨 げ にな って しま う

お そ れ が あ る とい う こ とで 、 な くす 方 向 で あ り ま した 。

助 教 を何 年 か 経験 す れ ば准 教 授 とい うの で い い の で は な

い か とい う考 えが あ っ た の で す が、学 外 か ら よぶ と きに、

任 期制 の助教 で は なか なか 来 て も らえない た め講 師 と し

て雇用 したい とい う意見 があ る こ とか ら、現在、講 師 は

当分 の 間 は残 す こ とに な り ま した。 そ れ で 、 助 教 は 3年

1期 の 2回 まで 、 助 手 は 3年 1期 の 1回 の更 新 を認め る

形 で お さ ま り ま し た 。
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以上 で 私 の話 を終 わ らせ て い た だ き ます 。

安 井座 長 大 塚先 生 、 あ りが と うご ざい ま した。大 変難

しい テ ー マ で した が 、 ご 自身 の 日本 大 学 の状 況 も取 り入

れ なが ら ご説 明 を い た だ き ま した 。

歯学 教 育 プ ログ ラム にお い て コア ・カ リキ ュ ラムが導

入 され、 これ まで の 小 講 座 制 で は な か な か対 応 が難 しい

こ と もあ り、 教 員 間 で 話 し合 い を しなが らそれ を解 決 し

て い く とい う こ とで あ っ た と思 い ます。 これ か らオ リジ

ナ リテ ィの 高 い教 育 プ ロ グ ラム を ど うつ くって い くか と

い う観 点 か ら講 座 制 に か か わ る お話 もいた だいて、 大変

ご示 唆 の 多 い お話 だ っ た と思 い ます 。

大 塚 先 生 は 、 最 後 の デ ィス カ ッ シ ョ ンの 途 中 で 退 席 さ

れ るか も しれ ませ ん の で 、 こ こで ご質 問 を受 けた い と思

い ます 。

質 問者 見 学 実 習 を され て い ます が、 そ の と きに、 例 え

ば一斉 にや る とか、具体 的 には どの よ うな形 で されてい

るの か とい うこ と と、 そ れか ら、 学 生 主体 の 問題解 決 能

力 とい う こ とで 特 別 研 究 を され て い る との こ とで す が 、

そ の場 合 の 期 間 とか 時 間数 は 、 実 際 に は どの よ うな もの

か お伺 い した い の で す が。

大塚 い わ ゆ る各 施設 の見学 は、 まず、 どんな ところを

体験 した い か、本 人 に どん な と こ ろ が 希 望 か 聞 き ま して 、

そ れ で 少 人 数 で行 かせ て お り ます 。 実 を言 い ます と、 こ

れ は教 員が大変 な んです。 まず、 そ うい う施設 を探 して

も らっ て い る の で す が 、 施 設 の 大 き さ に も よ ります けれ

ど も 1回 に行 くの は 10人 以 内 ぐ らい だ と思 い ます 。 そ

の よ うな形 で連 れ て い くに は、 い ろ い ろな施 設 をそ の前

に探 さない とい け な い。 教 員 は実 習 が あ るので、 なか な

か タ イ ミ ングが難 しい とい う よ うな こ とが あ ろ うか と思

い ます 。そ れ で 、デ ィ ス カ ッ シ ョ ンを帰 って きてか らや っ

てお ります 。夏休 みあた りの見学 で、秋 口にデ ィス カ ッ

シ ョンを行 う とい う よ うな形 を とって い ます。

質 問者 そ う し ます と、 そ の 場合 は、 1年 の期 間の 間 に

あ る グ ル ー プ は そ うい う と こ ろへ 行 き、 ほか の学 生 た ち

は何 か ほか の授 業 で す か 。

大 塚 同 じ時期 で も、 そ ん な に長 く行 かせ られ ませ んの

で、 夏 の 間 に な るべ くす ませ る よ うに全 グル ー プ を行 か

せ て い ます 。

質 問 者 あ りが と う ご ざ い ま した 。

大塚 もう一つの特別研究ですが、 これ は、前期 と後期

で 学生 が 選べ る よ うに な って い ま して、 本 当 は前 後 期全

部 や らせ た い とい うの が本 音 で す が 、 あ ま り縛 りつ け る

の も ど うか とい うこ と もあ ります 。 私 の基 本 的 な考 え方

と して は、 自主 的 に、 前 期 を や っ た ら後 期 も来 て い い

で す か とい う学 生 が ほ しいの で す け れ ど。 で す か ら、押

しつ けで や らな いで、前 期 に な るべ く取 り組 んで お も し

ろ い か ら後 期 も来 た い と言 わせ る の で す け れ ど も、 カ リ

キ ュ ラ ム で組 む と単 位 数 を ど う して も決 め な け れ ば い け

な い の で、 1単 位 分 の 3時 間実 習 を 半期 とい う形 で す 。

教 員 に よっては、忙 しいか ら夏 休 み に来 たい人 だけ しか

受 け取 れ な い とい う場合 もあ ります が 、学 生 が そ れで も

い い とい うの で あ れ ば、実験 とか何 か や る場 合 に夏 休 み

に 来 る とい う形 で解 決 して い ます 。 1人 の教 員 が大 体 3

人 まで 担 当 して い ます 。

質 問 者 あ りが と う ご ざい ま した。 も う 1点 だ け よ ろ し

い で し ょ うか 。

例 え ば研 究 組 織 を 3分 野 に分 け た とい う こ とで す が 、

分 野 内 で の 研 究 は 非 常 に 活 発 に な る と思 い ます け れ ど

も、 ほ か の 分 野 に また が っ て し ま っ た よ うな場 合 とい う

の は い かが で し ょ うか 。

大塚 学生 は 自由 にや って い ます し、 教 員 も 自由 にや れ

る よ う に は して い ます 。 基 本 的 に グル ー プ 化 した とい う

こ とで あ り ます 。

質 問者 ど う もあ りが と う ご ざ い ま した 。

安 井 座 長 大 塚先 生 、 あ りが と う ご ざい ま した。

そ れ で は、 こ こで 座 長 を交 代 します 。

福 島座 長 交 代 させ て い た だ き ま した福 島で す 。 よろ し

くお 願 い い た し ます 。

今 日の シ ンポ ジ ウムの テーマ は 「私 立 歯科 大学 にお け

る最 近 10年 の教 育 改 革 と今 後 の展 望 」 で す 。最 近 の 10

年 とい う こ とで、 10年 前 の 『歯 大協 20年 の あ ゆみ と展

望』 を見 て み ます と、平成 8年 11月 12 日に 本 日の テ ー

マ に相 当す る座 談 会 が組 まれ て お り ます 。 平 成 8年 か ら

今年 の 平成 18年 を考 え て み ます と、 確 か に この 10年 間

は、 もちろん大 学 とい うの は教 育 をす る ところです が、

と りわ け教 育 に お け る変 化 が大 きか っ た 時 代 で は な か っ

た か と思 い ます 。

で は、 金 子 先 生 か らお話 を ち ょうだ い した い と思 い ま

す 。 よ ろ し くお願 い い た し ます 。



歯学教育における教育技法と
教育評価
日本私 立歯科大学協 会副 会長

東京 歯 科大 学 学 長

金 子 譲

金子 で ご ざい ます 。 私 に与 え られ た テ ーマ は 「歯学 教

育 にお け る教 育技 法 と教育評価 」で ござい ます 。基 本 的

な内 容 は昨 日、東 海 大 学 の安 岡高志 先 生 が して くだ さっ

てお ります の で 、 歯 学 教 育 につ い て、 東 京 歯 科 大 学 の例

を ご紹 介 しなが ら話 をさせ て い た だ き ます 。

先 ほ ど座長 の福 島俊士 先 生 の お話 に もご ざい ま した よ

うに、 大 学 教 員 は、 歯科 医 科 に限 らず 、 自分 の役 割 を

あ ま り認識 して い な い とい うのが全 国あ らゆ る分 野 の大
学 教 員 の特 徴 の よ うです 。本 来、 大 学 の教 員 は、教 育 と

研 究 、 わ れ わ れ に は 診 療 も あ り ます が 、研 究 志 向 の 方 が

多 く、 教 育 に対 して 自覚 が足 りな い とい うこ とで す 。 し

か し、 この 10年 は社会 か ら説 明責任 な ど、卒業生 の質

が問 わ れ、 大 学 教 員 は学 生 教 育 に 目を向 け ざ る を え な く

な っ た わ け で す 。 わ れ わ れ が 教 育 に対 す る姿 勢 を改 革 す

る に は 、過 去 の 反 省 の うえ に基 づ い て 行 うわ け で す か ら、

この 反 省 が あ っ て 教 育改 革 とい う もの が成 り立 って い る

と思 い ます 。

私 自身 も、 つ い こ の 間 まで 教 育 と い うの は、 学 生 が

自分 でや れ ば何 とか な るの で はな いか とい う よ うな考 え

も一 方 で は非 常 に強 く、 きち っ と した体制 の も とで カ リ

キ ュ ラム を組 ん で 学 習 目標 、 学 習 方 略 そ して評 価 をす る

とい う こ とに 関 して は、 さほ ど意 欲 的 にや っ て きた わ け

で は あ りませ ん。 とい う こ とで 、 私 が この テ ーマ で お話

を させ て い た だ くの は 、 適 任 で は な い か もわ か り ませ ん

が、本学で は教務 部が非常 に きちっ とや ってい ます ので、

本学 の例 をお示 し しなが ら進 めた い と思 い ます。

[パ ワー ポ イ ン トに よ る説 明 、 以 下 画 面 ご とに P) の

表示]

P) わ れ わ れ 歯 科 大 学 に は、 昨 日か らお話 に 出て い ます

よ うに歯 科 医 師 の 需 給 問題 が あ り ます 。 入 口 と して は 入

学 定員 の問 題 、 出 口で は歯科 医 師 国家 試 験 の 問題 が あ り

非常 に大 きな制 約 、 教 育 目標 設 定 の うえで大 きな拘 束 を

強 い られてい ます。8月 には文 部科 学大 臣、厚生労働大

臣連名の確認書 まで出て まい りま した。 これ ら歯科 大学

の お か れ て い る厳 しい状 況 の な か で 、 歯 科 医療 へ の 国民

の期待 が ます ます 高 ま り、 歯科 医学 の高度化 ・多様 化へ

の対 応 が求 め られ て い ます 。 す な わ ち、 これ らを担 う人

材 の養成 が強 く求 め られ て お ります 。

P ) こ れ ま で の 歯 科 医 学 教 育 の 問 題 点 は 、 情 報 の 詰 め 込

み 、 記 憶 教 育 に 偏 重 し 、 問 題 解 決 能 力 に 欠 け て い る と い っ

た 大 き な 欠 点 の あ る 教 育 を し て き た と い う こ と が 一 番 目

に あ げ ら れ る と 思 い ま す 。 次 に 教 育 の 標 準 化 と い い ま す

か 、 教 育 内 容 が 大 学 間 、 科 目 間 で 独 自 に 行 わ れ て き た 過

去 か ら 、 そ の 内 容 に ば ら つ き が 大 き い 。 し た が っ て 到 達

目 標 が 不 明 確 だ と い う こ と で 、 歯 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア ・

カ リ キ ュ ラ ム が 策 定 さ れ た わ け で す 。 そ れ か ら 基 礎 と 臨

床 、 講 座 担 当 制 に よ る 教 育 の 壁 、 こ れ が 教 育 内 容 の 重 複

や 欠 如 を 招 き ま す 。 四 番 目 に は 臨 床 実 習 の 問 題 で す 。 法

的 な 問 題 、 患 者 さ ん の 要 望 な ど で 学 生 が 実 際 に 歯 科 医 行

為 を す る 機 会 が ど ん ど ん 少 な く な っ て き た 。 そ れ で い い

わ け は な い の で す 。 最 後 に 何 よ り も 教 え る 側 の 能 力 の 問

題 で す 。 歯 科 大 学 の 教 員 は 同 業 者 を 養 成 し て き た の で 、

教 育 の 技 法 を 学 ん で は い な い の で す 。 し た が っ て 、 大 学

教 員 が 適 切 な 教 育 技 法 と 教 育 評 価 法 を 身 に 付 け る こ と が

今 日 極 め て 重 要 な 課 題 と な っ て い る わ け で す 。

資料 1)21世紀 医療 懇 談 会 で もあ りま したが、 次代 を

担 う歯科 医師 には、 歯科 医療 に必要 な知識 、技術 は もち

ろん、これ とは別 に、人 間性 、倫理観 、協 調性 、柔軟性 、

創 造性、 医学 的知識や技量 を さ らに もたせ る、 それか ら

国際性 、 とい った もの が 強 く求 め られ て い るわ けです か

ら、 歯科 学 生 の教 育 もこ う した ところ に もフ ォー カスが

当 た らなけれ ば な らない だ ろ う と思 い ます 。
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資料 1 資料 2
21世 紀 求 め られ る歯 科 医 師 像 東 京 歯 科 大 学 の 取 組 (1) 資料 3

私 立 歯 科 大 学 の 教 育 改 革 へ の 取 組
― 21世 紀 医療 懇 談 会 歯 科 医師 教 育の あ りかた一

【教 育 技法】
人 間 性

倫 理 観

協調 性/柔軟性
創 造 性
医 学 的 知識 ・技量
国際性

D

1)統 合 型 科 目の導 入

2)PBL、チュー トリア ル教 育 の 導 入

3)EarlyExposureの 実 施

4)講 座配属 実 習 の 実 施
5)診 療参 加 型 臨 床 実 習 へ の 取 組

【教 育評 価 】
1)共 用試験 (CBT・OSCE)の導 入

2)歯科 医 師 国 家 試 験 へ の 実 技試 験導 入 の 動 き

【教 員の意識改革】⇒ Faculty Development
1.カリキ ュラム 研 修WS(教 育 手 法 ・技 法 の 習 得 )

第 1回 (H12.7)は 教 授 の 受 講 、現 在 まで20回開催

専 任 ・非 常勤 ともほ ぼ 受講修 了

2.歯 科 医 学 教 育 セミナ ー の 開催
(全 教 職 員 が 共通 の 情 報 を共 有 )
教 育に関する内外 の話 題 を月 に 1回の 割 合で提供

・第 12回 「歯 科 大 学 は 今 」

講 師 :中原 泉 教 授 (日本 歯 科 大 学 理 事 長 、学長)

講 師 :小出 忠孝 愛 知学 院 大学 長 ・学院 長
・第 17回 「大 学 改 革 の 経 緯 と展 望 」

※ H18.10現在 57回 を数 え る

た だ、 この よ う な教 育 は、 い っ た い どの よ う に行 っ て

い くの か 。 知 識 の教 授 技法 は方 略 と して容 易 だ と思 い ま

す が、 人 間性 な ど は どの よ う に教育 す るの か 。 わ れ わ れ

は私 立大 学 で す か ら、 や は り建 学 の精神 に則 っ た人 間教

育 ・全 人教 育 とい っ た もの を在学 中の 6年 間 の うち に ど

うや って 沁 み込 ませ て い くか が 問題 です 。教 養 教 育 の裏

づ け を もっ た 歯 科 医療 人 の 育成 が 重 要 で 、 ゆ と り教 育 も

一 面必 要 だ と思 い ます 。 しか し同 時 に 6年 終 わ っ た とこ

ろ で 国 家 試 験 とい う高 いハ ー ドル も ある の で 、 この へ ん

の 兼 ね合 い が難 しい と ころで あ ります 。

P) こ こ まで お 話 し し ま した よ うな状 況 の な か で 、 この

数年 で歯科 医学 教育 での具体 的 な対応 も図 られて きま し

た。 歯 学 教 育 モ デル ・コア ・カ リキ ュラム の 策 定 、 共 用

試 験 CBT ・OSCE の導 入 な どがあ げ られ ます 。

資料 2) こ の よ う な 機 運 の な か で、 そ れ ぞ れ の 私 立 歯

科 大 学 で は教 育 改 革へ の取 組 が盛 ん に行 わ れて き ま し

た。教 育技 法 に関 しては、統合型科 目の導入 とか、PBL

チ ュー トリア ル教 育 、 早 期 の 臨床 へ の参 加 や 、 講 座 配属

実 習 の実 施、 これ は学 生 を講 座 ・研 究 室 に な じ ませ る、

それ か ら研 究 に興 味 を もたせ 卒業論文 指導 な どを行 う。

また、 見学 型 か ら診療 参加 型 臨床 実 習へ の転 換 な ど。教

育 評 価 に 関 して は、 共 用 試験 CBT・OSCE の導 入 に よ

り客 観 試験 の多 用や態度 ・技 能評価が重要視 されて きま

した。一 時 、 国家 試験 に実技 試験 がす ぐに も入 りそ うな

雰 囲気 が ご ざ い ま したが 、 これ が 態度 ・技 能 評 価 に対 す

る改 革 が盛 ん に なって きた要 因 となってい ます。

資料 3) そ れ で は 私 ど もの大 学 の取 組 を ご紹 介 い た しま

す 。 まず 、 第 一 に私 み た いな 者 が 多 か った わ け で 、 教 員

の 意 識 改 革 とい う もの が 最 も大 事 だ とい う こ とで FD を

開始 した わ けです。 私 は学生教育 の前 に、 医局 員教育が

最 も大事 だ と思 って い ます。 それ は これ まで相 当 や って

き た つ も り で す 。 直 接 学 生 に 講 義 以 外 で 接 す る の は 、 講

師 、 助 手 ク ラ ス の 若 い 教 員 で す の で 、 彼 ら に 対 す る 教 育

と い う の は か な り 力 を 入 れ て き た つ も り で す 。 し か し 、

教 育 技 法 を も っ て シ ス テ マ テ ィ ッ ク に や っ て き た わ け で

は な い の で 、 こ う い う 点 で は 非 常 に 欠 け て い た な と は 思

い ま す 。 そ こ で 、 教 育 手 法 と か 技 法 、 教 育 評 価 に つ い

て 全 教 員 に 習 得 さ せ る た め に 、 カ リ キ ュ ラ ム 研 修 ワ ー ク

シ ョ ッ プ を 平 成 1 2 年 か ら 始 め ま し た 。 最 初 は 私 ど も 教

授 が 受 講 さ せ ら れ ま し た 。 そ れ か ら 専 任 、 非 常 勤 と も に

現 在 で は 、 ほ ぼ す べ て の 教 員 が 受 講 修 了 し て い ま す 。 し

た が っ て 、 本 学 の 教 育 は こ の 教 育 手 法 に よ り 組 み 立 て ら

れ 、 全 教 員 が 同 じ 教 育 の 言 語 で 話 し が で き る こ と に な り

ま し た 。 そ れ か ら 、 全 教 職 員 が 情 報 を 共 有 す る 場 と し て

歯 科 医 学 教 育 セ ミ ナ ー と 題 し た 講 演 会 を 月 に 1 回 開 催 し

て い ま す 。 こ れ ま で に 日 本 歯 科 大 学 の 中 原 泉 先 生 、 愛 知

学 院 大 学 の 小 出 忠 孝 先 生 、 昭 和 大 学 の 宮 﨑 隆 先 生 、 東 京

医 科 歯 科 大 学 の 江 藤 一 洋 先 生 ほ か 、 い ろ い ろ な 先 生 方 の

お 話 を 伺 っ て ま い り ま し た 。

資料 4)次 に具体 的 に どの ような方略 ・教 育技法 を使 っ

て教 育改 革 を行 って きた か をお話 し します 。本 学 で は ま

ず、統合 型 科 目の導 入 を 図 りま した。先 ほ どお話 し しま

した が 、 教 科 間 の 連 携 、教 養 と基礎 、基礎 と臨床 な ど、

これ まで独 立 して い た 科 目を横 の繋 が りを も っ た科 目 と

して構 築 しま した。 これ に は全 学 的 な コ ンセ ンサ ス が欠

か せ ませ ん。 この た め に教 育 ワー ク シ ョ ップ を立 ち上 げ

ま した。 これ は次 の年 に ど うい う教 育 改 革 を して い

な ど、 テ ー マ ・課 題 を持 ち寄 って 、 そ して検 討 して い き

ます 。 その 結果 を全 学 教 員 に オ ー プ ンに して、 そ こで コ

ンセ ンサ ス を得 た もの を さ らに検 討 して 、 学 生 の教 育 に

入 れて い く とい う過 程 を とって お ります 。 統 合 型科 目導

入 とい う もの も、 こ う した な か で で きて きた教 育 方 法 で
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東 京 歯 科 大 学 の 取 組 (2) 資料 4 資料 5 東 京 歯 科 大 学 の 取 組 (4) 資料 6

【教 育 技 法 】⇒ 教 育WSで検 討 、全 学 のコンセンサス 東 京 歯 科 大 学 の 取 組 (3)
1)統 合 型 科 目の 導 入
(1)人間 生 物 学 :理 科 科 目と歯 科 医 学専 門科 目との統 合

(第 1学 年 後 期 ・第2学 年 前 期 :平 成 12年 度 ～)

2)PBL、チュー トリア ル教 育 の 導 入
(1)入 門 PBLチ ュー トリア ル

(2)細胞分子生物学:細胞分子生物を焦点とした理科科
目と歯科基礎系科 目との統合
(第 2学 年 前 期 :平 成 14年 度 ～ )

(3)発生病態学 :発生と病 態を焦 点とした歯科基礎 系科
目 と歯 科 臨 床 系 科 目との 統 合
(第 3学 年 前 期 :平 成 14年 度 ～ )

(2)学 習 項 目発 見 型 PBLチ ュー トリア ル

歯 科 臨 床概論 (第 2学 年 後 期 :平 成 17年 度 ～)

新 入生 学 外 セミナー (第 1学 年 前 期 )

(3)診 療 問 題 解 決 型 PBLチュー トリアル

① 発生病態学 (第3学年前期 :平成14年度 ～)
(ハ イブリッド型 )

② 医療 倫 理 (第3学年 後 期 :平 成 18年 度 ～)

③課題講義 (第5学年前期 :平成16年度～)
(ハ イブリッド型 )

a.摂 食 と嚥 下

b.インプラント学

c.患 者 管 理

d.医 療 管 理

資料 7
東 京 歯 科 大 学 の 取 組 (5 )

3)体験 型 態 度教 育 の 導 入
(6年 一貫 したコミュニ ケ ー ション教 育 )

(1)病 院 見 学 (第 1学 年 前 期 :平 成 13年 度 ～)

(2)患 者体験 ・健 診 記 録 実 習
(第2学 年 前 期 :平成 17年度 ～)

(3)コミュニケーション技 法 実習
(第 2学 年 後 期 :平 成 17年 度 ～)

3)体 験 型 態度 教 育 の 導 入
(6年 一貫 したコミュニケーション教 育 )

資 料 8 資料 9
東 京 歯 科 大 学 の 取 組 (6)

4)IT環 境 の 活 用

(4)患者 誘導実 習 (第2学年後 期 :平成 15年度 ～)

(5)介 護 施 設 実 習 (第 3学 年 後 期 :平 成 14年 度 ～)

(6)コミュニ ケ ー ション技 法 ・医療 面 接 実 習

(第 4学 年 後 期 :平 成 14年 度 ～ )

(1)情 報 科 学 入 門 の 導 入
(第 1学 年前 期 :平 成 13年 度 ～)

(2)学 内無 線 LAN環 境 の 整 備 (平 成 12年度 )

(3)教 育 用Webサ イトの 活 用 (平 成 11年 度 )

す 。 こ こ に示 した人 間生 物 学 とい うの は、 教 養系 理科 と

基礎 系 の統 合 科 目で 、 組 織 、病 理 、解 剖 な どの先 生 方 と

教 養 系 理 科 の 先 生 が 一 緒 に な って 授 業 をつ く り上 げ て い

ます 。

.資料 5) 次 に導 入 を 図 っ た の が 、PBL チ ュー トリアル

教 育 で す 。 そ の 入 門編 を新 入 生 学 外 セ ミナ ー で や って い

ます 。 テ ーマ を与 え、 自分 た ちで 問題発 見 し、解 決す る

とい う よ うな もの を 2泊 3 日の 合 宿 で 行 い ます 。 ク ラス

メイ トの名前 もわか らない入学後 間 もな く合 宿 を します

ので、 学 生 同士 あ る い は教 員 との コ ミュニ ケ ー シ ョンが

良 くな る とい う非常 に大 きい効 果 が ご ざい ます 。 入 門編
が 終 了 す る と学 習 項 目発 見 型 PBLチ ュー トリアル を体

験 し ます 。

P) これ が 、 「か ず さ ア カ デ ミア パ ー ク 」 で 行 う新 入 生

学 外 セ ミナ ー で す 。 最 近 の学 生 は 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン

を とる とい う こ とは 、 か つ て よ りは慣 れ て い るの で は な

いで し ょ うか。 自分 の 意 見 を きち っ と言 え る学 生 は多 い

とい うふ う に 思 っ て い ます 。

資料 6)次 に くるの が、 診療 問題 解 決型 PBLチ ュー ト

リ アル で す 。 高 学 年 に な り ます と 臨 床 推 論 を取 り入 れ

ます 。 ハ イブ リ ッ ト型 の PBL と一 般 的 に は い い ます が 、

講義 を PBLの なか に組 み 入れ て い る もの もあ ります 。

P)PBLの様 子 で す。発 表 もた だ聞 くだ けで は な く、全

員 参加 が基 本 です 。

資 料 7、8)次 に取 り入 れ た もの は、体 験 型 態 度 教 育 ・

コ ミュ ニ ケ ー シ ョン学 で す 。 歯 学 部 教 育 で は 臨床 実 習 ・

病 院実 習 が あ ります が、 以 前 は座 学 の積 み重 ね、 知 識偏

重 で 、病 院 実習 で い きな り患 者 さん とコ ミュニ ケ ー シ ョ

ンが とれ な い学 生 もい ま した。 そ こで 、 本 学 で は、 ダ イ

ア ゴナル カ リキ ュ ラ ム とい っ て い ます が 、 各 学 年 の レベ

ル に応 じた体験 型 態 度 教 育 を導 入 しま した。 段 階 を踏 ん

で 歯 科 医 師 、 医療 人 と して の コ ミュニ ケ ー シ ョン技 法 を

習 得 して い き ます 。

P) これ は、 2年 生 が 臨床 実 習 中 の 5年生 と一 緒 にや り

ます 。 最 初 はエ プ ロ ンが け も非 常 に緊 張 して い ます が 、

だ ん だ ん慣 れ て い き ます 。 そ れ か ら、 上 級 生 が い ろ い ろ

教 え て くれ る とい う こ とで、 これ は い い 方 法 だ な と思 っ

て い ます 。 だん だ ん学 年 が上 にい き ます と、 興 味 の対 象

が違 っ て き ま して、 これ は は っ き りと行 動 か ら もわ か り

ます 。

P) これ は臨床研 修 医 の患 者 とな って、 ロール プ レイ と

い うこ とにな る と思 い ます けれ ど も、 患 者 の気持 ち を理

解 す る た め の患 者 体 験 実 習 で す 。

P) これ は介 護 施 設 に行 っ て お年 寄 りの 相 手 を した り、
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資料 10

東 京 歯 科 大 学 の 取 組 (7)
資料 11

一 共 用試験 CBTか らの評 価 一

【教 育 評 価 】

1)総 合 学 力 試験 の 導 入
(1)第 2学 年 総 合 学 力試 験 (平 成 17年 度 ～ )

(2)第 3学 年 総 合 学 力試 験 (平 成 16年 度 ～ )

(3)第 4学 年 総 合 学 力試 験(昭 和 62年 度 ～ )

(4)第 5学 年 総 合 学 力試 験 (平 成4年 度 ～ )

(5)第 6学 年 総 合 学 力試 験(昭 和 50年 度 ～ )

用
試
験
C
B
T

共 用試 験 CBTと学 力試 験 の 関係 共 用 試験 CBTの 平 均

100

75.0
R = 0.8 1

90

p< 0.0001

共 80

70.0 全国平均 本学平均
65.0

60.0
70

55.0

60

50.0

5
0

0 45.0

40.040

40 50 60 70 80 90 100

第1回 第2回 第3回 第4回
第 4学 年 総合 学 力試 験

自分 で拘 束 具 み た い な もの を付 けて、 関節 が 固 まって き

た ら歩 くの は どれ ほ ど大変 な の か な ど を実 体 験 します 。

資料 9) 一 方 、 本 学 で は IT 環境 の整備 ・活 用 に 関 して 、

近 年 か な り力 を入 れ て まい りま した。 学 内 無 線 LAN 環

境 を平 成 12年 度 に整 備 し、 情 報科 学 入 門 を導 入 して ス

キ ル ア ッ プ を 図 りま した。 教 育 用 W ebサ イ トの 充 実 も

進め て い ます 。 IT は今、ICT とい わ れ コ ミュニ ケ ー シ ョ

ンが 入 っ て い ます 。 これ を大 切 に しな が ら IT を推進 し

て い ます 。
•

P ) 情 報 科 学 入 門 は こ の よ う に や っ て い ま す 。 学 生 す べ

て に P C を 持 た せ ま す の で 、 皆 や ら な け れ ば な ら な い 。

P C を 使 い こ な す こ と で 勉 強 の 資 源 教 材 を キ ャ ッ チ す

る こ と も 自 発 的 に で き る 、 自 分 た ち で 勉 強 し て い く 。 し

か も 、 私 が 見 て い て 、 こ れ は い い な と 思 っ た の は 学 内 無

線 L A N の 環 境 で す 。 こ れ が 学 内 あ ら ゆ る 所 に 設 置 さ れ

て い ま す の で 、 P C が ど こ で も 使 え る と い う こ と に な り

ま す 。 ど こ か そ の へ ん の 学 生 の た ま り 場 と か 、 そ う い う

と こ ろ で も P C を 持 ち 寄 っ て 、 そ れ で 自 分 た ち で 討 論 し

な が ら 勉 強 を す る ん で す ね 。 勉 強 と い う の は 、 決 ま り 切 っ

た 机 の 上 で や る と い う だ け で は な く 、 今 は 喫 茶 店 で も

フ ァ ミ リ ー レ ス ト ラ ン で も み ん な ど こ で も や っ て い ま す

の で 、 別 に 何 と い う こ と は な い の か も し れ ま せ ん が 、 し

か し 勉 強 と い う 、 か し こ ま っ た 感 じ だ け で や る わ け で は

な く て 、 楽 し み な が ら や れ る と い う よ う な と こ ろ は 、 非

常 に 大 き な 力 を も っ て い る の だ な と い う ふ う に は 感 じ て

お り ま す 。

資料 10) そ れ で は本 学 の 教 育 評価 につ い て ご紹 介 し ま

す。 い ちばんの特 長 は、 2年 生以上 に総合 学力試験 を導

入 した とい うこ とです。各科 目の試験 は前 期 ・後期 と授

業 範 囲 の な か で実 施 す る わ けで す が、 そ れ とは別 に、 学

年 末 に実 施 す る の で す 。 範 囲 は そ の 学 年 まで に学 習 し

たすべ ての 内容 です 。 国家 試験 が そ うで あ る よ うに多 岐

に わ た る客 観 試験 を実 施 して い ます 。 6年 生 は卒 業 試験

と して 昭 和 50年 か ら実 施 して い ま した。 4年 生 は登 院

試 験 と して 昭和 62年 か ら実 施 して い ま した 。 共 用 試 験

CBT が 導 入 され て も、 本 学 で は 以 前 か ら同 じ理 由 で 試

験 を して い た とい う こ とで す 。

資料 11) これ は、 本 学 の総 合 学 力 試 験 と共 用 試験 CBT

との 相 関 で 、横 軸 が 4年生 の 総 合 学 力 試 験 で す。 そ れ か

ら共 用 試験 が縦 軸 にあ ります 。 この 2つ の試 験 は相 関係

数 0.8ぐ らい の極 め て 強 い相 関 を い た します 。で す か ら、

ふ だ んの成 績 が悪 い、 学 力 が低い学 生 は、 共 用 試験 で も

点 数 が取れ る わ け が な い 。 この 関 係 をみ る と本 学 の 総 合

学 力 試 験 は学 力 を極 め て 識 別 で きて い る と評 価 で き ま

す 。右 側 は、 私 ど もの 学 生 の 共 用 試 験 CBT の平 均 と全

国平 均 を比べ た もの です 。 第 4回 まで にだ ん だ ん全 国平

均 よ り高 い成 績 を取 る よ うに な って きて お りま して、 こ

うい う もの が 、 これ まで や っ て きた 教 育 改 革 の成 果 で は

な か ろ うか とい うふ う に思 っ て お り ます 。

P) 科 目ご との成 績 と総合 学 力 試 験 との 関係 とい う こ と

で す が、 これ も、 よ くで き る学 生 は よ くで きる とい う話

で、 当た り前 とい えば 当 た り前 で す け れ ど も、 これ も高

い 相 関 を示 して い ます 。 そ れ か ら、 学生 個 人 には、各 科

目の成 績 を レー ダ ー チ ャー トに示 して 指 導 し ます 。 自分

は どの科 目が 弱 い の か 自覚 ・認識 させ よ う とす る もの で

す。

資 料 12) 総 合 学 力 試 験 を効 率 よ く効 果 的 に実施す る た

め に オ ン ラ イ ン テ ス トシ ス テ ム を 開 発 ・導 入 し ま した 。
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資料 12
東 京 歯 科 大 学 の 取 組 (8)

【教 育 評価 】

2)オ ンラインテストシステム 、試 験 問題DBの 導 入

3)歯 科 臨 床 系 科 目にお けるOSCEの 導 入

4)IT環 境を活 用 した態 度 ・技能 領 域 評 価 へ の 取 組
(「IT環 境 でのグ ローバル エバ リュエーション」として

平成 17年度 ・特色GPに採択 )

5)学 生 による授 業 評 価 (平 成 15年 度 ～)

教育評価の課題と展 望 資料 13

■態 度 ・技 能 評 価 (OSCE)に対 す る評 価
⇒ ? 評 価 者 間 の 評 価 の バ ラつ き
⇒ 共 用試 験 OSCE ?明確 な評 価基 準

■PBL・チュー トリア ルの 評 価
⇒ O 形成 的評 価 、 ?総括 的 評価

■統 合 科 目の 評 価
⇒ 分 野 の バ ラン ス

■総 合 学 力試 験
⇒ ○ 国 家 試 験 の 合 格 率 向 上

こ の テ ス ト シ ス テ ム と 連 動 し て 試 験 問 題 デ ー タ ベ ー ス も

開 発 し ま し た 。 こ れ に よ り 問 題 を デ ー タ ベ ー ス 化 し て 、

良 い 問 題 す な わ ち 識 別 係 数 の 高 い 問 題 を プ ー ル し て 、 新

規 作 成 し た 問 題 と 併 せ て P C を 使 っ た オ ン ラ イ ン テ ス ト

シ ス テ ム で 試 験 を 実 施 し て い ま す 。 現 在 プ ー ル 問 題 と し

て 約 1 万 間 ほ ど あ る は ず で す 。 そ れ か ら 臨 床 系 科 目 に お

い て は 、 積 極 的 に O S C E を 導 入 し て い ま す 。 ま た 、 学

生 に よ る 授 業 評 価 も 取 り 入 れ て 各 教 員 へ フ ィ ー ド バ ッ ク

を し て い ま す 。 こ れ ら の 教 育 評 価 の 取 組 に 対 し 、 文 部 科

学 省 の 平 成 1 7 年 度 特 色 G P に 選 定 さ れ た わ け で す 。

P ) 本 学 で は 、 先 ほ ど お 話 し し ま し た と お り 、 I T 環 境 を

す べ て に 優 先 し て 整 備 し て き ま し た 。 こ れ を 活 用 し た 評

価 の と こ ろ で 「 特 色 G P 」 e - L e a r n i n g で 「 現 代 G P 」 が

幸 い に し て 同 時 に 選 定 さ れ た と い う こ と で す 。 従 前 か ら

教 務 部 が い ろ い ろ や っ て き ま し た の で 、 そ れ が 社 会 的 に

も 評 価 さ れ た と い う こ と で す 。

資 料 13) 最 後 に な ります が 、 教 育 評 価 の 課 題 と展 望 で

ご ざい ます 。 態 度 ・技 能評 価 の OSCEで は、 複 数 の評

価 者 間 で 評価 の ば らつ きが ど う して もみ られ客 観 的 な評

価 が難 しい と思 い ます。 評 価 者 の 教 育 を含 め 今 後 、 ま

だ まだ改 善 が 必要 だ と思 い ます。 実 際 に共 用試 験 OSCE

で も明 確 な評 価 基 準 が示 さ れ ず、 CBT の よ う な 白 黒 が

つ け ら れ て い ませ ん 。 そ れ か ら PBL ・チ ュ ー ト リ ア ル

の評価 、 これ は形 成 的 評 価 に は大 変 効 果 が あ り高 い教 育

効 果 が 期 待 で き ます が 、 総 括 的 評 価 は非 常 に これ も難 し

い 。

統合 科 目の評価 で は、 分 野 のバ ラ ンス、分野 ご との試

験 問題 の 難 易 度 の調 整 が 大 変 難 しい。

総合 学 力 試 験 、 こ れ は 国 家 試 験 の 一 つ の 目安 とい う こ

とに もな ります 。現 在、2年 生 か ら実施 して い ます の で、

学 生 各 人 の 成 績 の 推 移 が か な りデ ー タ化 され て きて い ま

す 。 6年 生 最 後 の卒 業 判 定 の と きに は、 これ が お そ ろ し

い ぐ らい よ くわか ります 。 結果 的 に 国家 試験 の合 否 に こ

の成績 デー タが高 い相 関 を示 す のです。学 生 に とって は

大 変 だな とは思 い ます が 、結局 、総合 学力試験 を導 入 し

て そ の 結 果 を分 析 す る こ とで 、 本 学 の 国 家 試験 合 格 率 は

高 い水 準 で保 た れて い る こ とが 実 感 で きます 。

本 来 の 話 か ら外 れ て しまっ た か もわ か りませ ん が 、教

育 とい うの は、や は り教 え る側、そ れ か ら教 え られ る側 、

こ う い う もの が そ れ ぞ れ の 大 学 で 同 じで ある わ け が な い

と思 い ます 。 しか し、 コ ア カ リな ど一応 の標 準化 とい う

目標 が あ ります か ら、 これ を各 大 学 が 、 とい う よ りは私

の 大 学 な んか もそ うなの で す け れ ど も、 ど うや って一様

な認 識 に させ てい くか とい う こ とが ご ざい ます。 た だ、

こうい う取組 、全教員の コ ンセ ンサ スを得 なが ら共通 の

認識 を もたせ る こ とを、 や は り毎 年 繰 り返 して い く とい

うこ とはかな り効果的であ ったのだ ろ うと思 い ます。

以上 で ご ざ い ます 。 あ りが と う ご ざ い ま した。

福 島座 長 金 子 先生 、大 変 あ りが と うご ざい ま した。 「歯

学 教 育 にお け る教 育技 法 と教 育 評価 」 とい うこ とで ご ざ

い ま した けれ ど も、 内容 的 に東 京 歯 科 大 学 の現状 とい い

ます か、 教 育 の内容 を非 常 に詳 し く説 明 して いた だ き ま

して、大 変示 唆 に富 む内容 のお話 を頂戴 す る こ とがで き

ま した。 ど う もあ りが と う ご ざ い ま した 。

続 き ま して 、最 初 に安 井先 生 の ほ うか らご紹介 が あ り

ま した よ うに、 今 まで 3題 は教 育 に 関 す る もの で ご ざ い

ま した けれ ど も、最 後 に 臨 床 に 関 す る もの とい う こ とで 、

柬 理 先 生 の ほ うか ら 「歯科 医 師 臨床研 修 の在 り方 」 とい

う題 で ご講演 をいただ くこ とになって ご ざい ます 。 それ

で は、 よ ろ し くお願 い い た し ます 。
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日本私立歯科大 学協 会常務理事

日本 歯科大学新 潟生 命 歯学 部教授

柬 理 十 三雄

歯科 医 師 臨床研 修 制 度 の法制化 前後

本 シ ンポ ジ ウム の企 画立案 の意 に従 い、 歯 科 医 師 臨床

研修 (とき に臨床研 修 と略す ) に的 を絞 って 、 そ の 制 度

化 の経緯 と状況 か ら本 題 に入 る こ とに い た します 。

平 成 18 (2006) 年 とい う この 年 は、 歯 科 医 師 臨床研

修必 修 化元年 と して、 私 ど も歯 科 関係 者 に は銘 記 すべ き

年 で あ り、 後 年 、 そ の歴 史 の流 れ の なか に身 をお い た者

と して、懐 旧 の 思 い に ひた るで あ ろ う こ とを想 像 して お

り ます 。

さ て、 46年 前 に遡 ります 。 昭 和 36 (1961) 年 の 国民

皆保 険 を契 機 に、 歯 科 医 師数 の不 足 に対 応 して、 歯科大

学 ・歯 学 部 の 新 設 、 増 設 が 進 め られ、 そ れ まで の 7校 か

ら、昭 和 40 (1965) 年 に は 13校 とな り、昭 和 54 (1979)

年 に は現在 の 29校 とな りま した 。

ち な み に 歯 科 医 師 の 適 正 数 は、 人 口 10万 人 に歯 科 医

師 50人 とい わ れ 、 そ の 当 時 、 昭和 30年 代 の 歯 科 医 師 の

割 合 は約 33人 で 、 この不 足分 を充 足 す る た め に、 歯科

大 学 増 設 ブ ー ム 到 来 とな っ た 次 第 で あ り ます。 しか し、

昭和 59 (1984)年 には、歯科 医 師の割合 は 57人 とな り、

過剰 時 代 突 入 か とい われ は じめ ま した 。

日本 歯 科 医 師 会 は、 この 2年 前 、 昭和 57 (1982)年 7

月 「歯 科 医 師 増 加 対 策検 討委 員会 」 を設 立 し、 昭和 60

(1985)年 3月 に発 表 した審議 報 告 に、 “歯科 大 学 の 入学

定員削減、卒直後研 修 の早期実施”等が明記 され ました。

さ ら に 日本 歯 科 医 師 会 は、 昭 和 60 (1985) 年 8月 文 部

大 臣宛 に “歯科 医 師急 増対 策へ の対 応 と歯科 医 師 国家 試

験 合 格 者 の研 修 の制 度化 につ い て” 要 望書 を提 出 して お

り ます 。 こ の こ ろ の 厚 生 省 の 動 向 で あ り ます が、 昭 和

57 (1982)年 9月 の 閣議決定 を受 けて、 昭和 59 (1984)

年 5月 「将 来 の歯科 医師需給 に関す る検 討委 員会 」 を設

置、 そ の 年 の 12月 の 中 間答 申 に “歯 科 医 師 の 供 給 数 が

過剰 にな るので、 適 正 な水 準 の歯 科 医 師数 を維 持 す る た

め に、 当 面 、 昭 和 70年 を 目途 に、 歯 科 医 師 の新 規 参 入

を最小 限 20%削 減す る必 要 あ り” と し、 併せ て “資 質

の高 い歯科 医師 を養成 す るた め に、 卒 直 後 の臨床研修制

度 を検 討 す る必 要 が あ る” と して お ります 。

今 に して思 え ば 、 この あ た りが “入 口 ・出 口策 ” の 狼

煙 で あ り ま した 。

さ て 、 厚 生 省 は こ の 提 言 を 受 け て 、 昭 和 6 2 年 度 予 算

の な か に 、 「 一 般 歯 科 医 養 成 研 修 事 業 」 の た め の 補 助 事

業 費 を 計 上 し 、 昭 和 6 2 ( 1 9 8 7 ) 年 6 月 1 日 か ら 歯 科 大 学 ・

歯 学 部 附 属 病 院 に お い て 、 卒 直 後 1 年 間 の 臨 床 研 修 が 実

施 さ れ る こ と に な り ま し た 。 厚 生 省 管 轄 の 私 立 大 学 は 、

こ の 卒 直 後 研 修 事 業 が 、 「 財 団 法 人 歯 科 臨 床 研 修 振 興 財

団 」 が 行 う も の と し て 、 そ の た め の 補 助 金 は 、 財 団 を 介

し て 公 私 立 の 歯 科 大 学 へ 委 託 契 約 料 を 支 払 う 図 式 と な り

ま し た 。 な お 、 こ の 臨 床 研 修 が 収 益 事 業 と な れ ば 、 大 学

本 来 の 事 業 で は な い こ と 、 学 校 法 人 と し て は 、 法 人 税 法

に よ り “ 再 教 育 を 受 け る 歯 科 医 師 に 報 酬 を 支 給 出 来 な い

こ と ” な ど 、 文 部 省 管 轄 の 国 立 大 学 と の 格 差 は 歴 然 と し

て お り 、 こ の 費 用 ・ 用 途 に 関 し て は 、 法 制 化 さ れ た 現 行

制 度 に お い て も 、 当 日 本 私 立 歯 科 大 学 協 会 は 納 得 で き る

も の で は な く 、 矛 盾 撞 着 に 対 し て 厚 生 労 働 大 臣 宛 、 要 望

書 を 提 出 し て お り ま す こ と は 、 ご 報 告 の と お り で あ り ま

す 。

な お、 昭 和 62年 度 か ら開 始 され、 平 成 8年 度 まで の

10年 間に、 「一般 歯科 医養成 事業 」 において臨床研 修 を

修了 した新 規 参 入 歯 科 医 師 は 6,163人 で あ ります 。 この

うち、5,570人 は私 立 歯科 大 学 歯 学 部卒 業 の新 規 参 入

歯科 医 師 で 、 この 10年 間 の 歯科 医 師 国家 試 験 の合 格者

数 か ら勘案 す る と、 私 立 歯科 大 学 歯学 部 出身者 の約

25.5%が「一般 歯科 医養成研 修 」を修了 した ことにな りま
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す。この数字は「歯科 臨床研修振興財 団」資料 と、私立歯

科 大 学 ・歯 学 部 の記 録 か ら算 出 した こ とを申 し添 え ます 。

歯科 医 師臨床 研 修制 度 法制化 へ

平成 8 (1996)年 6月 14日、第 136回通常 国会 に 「医

師法及 び歯科 医 師法 の一 部 を改 正す る法律 案 」 を、 “医

師 の臨床研 修 を必 修 化す る と と もに 歯 科 医 師 の 臨床研 修

を法律 上 制 度化 す る” と して提 出す る予 定 が 、 医 師法 に

お け る必 修 化 の 意 思 調 整 に難 航 し、 歯 科 医 師法 の改正 の

み を議 員立 法 に て行 わ れ ま した 。 これ に よって 歯科 医 師

法 に 『臨床研修』 の章 と条項が設 け られた次第です (表

1)。平 成 8 (1996) 年 6月 21日 「歯 科 医 師法 の一 部 を

改正す る法律 」 (法律 第 92号 ) として公布 され ました。

これ が第 1段 で す 。

歯科 医 師 法 第 3章 の 2と して 「臨床研修 」 が 章 に新 し

く加 え られ、 第 16条 の 2第 1項 は 「臨床 研 修 を行 う よ

うに努 め る もの とす る」 とな り、 平 成 9 (1997) 年 5月

か ら平成 17年 度 まで 、 “努 力 義 務 規 定” と して実施 され

ま した。 こ の 間、 平 成 12 (2000) 年 12月、 先 の 第 16

条 の 2第 1項 は、 “臨 床 研 修 を受 け な け れ ば な らな い”

と必修 規定 に改 正 され 「医療 法 等 の一部 を改正す る法律 」

(平成 12年 12月 6日法 律 第 141号 ) が公布 され ま した。

これ が 第 2段 で あ り ます 。 そ の 実 施 は、 平 成 18 (2006)

年 4月 か らで あ ります (表 2, 3)。

法制 化 に よっ て変 更 され た こ とは、「一般 歯科 医養成

研修事業 」として、歯科 臨床研 修 振興 財 団 〔平成 3(1991)

年 6月 1日、歯科 医療 研修 振興 財 団 に改名〕の委託か ら、

補 助金 は各 都 道 府 県 の 医務課 等 係 か らの交 付 とな りま し

た。

なお 、平 成 9年 度 か ら平成 17年 度 まで 、 “努 力 義 務 規

定” に則 った新 規 参 入 の 歯 科 医 師数 と国家 試験合格 者 と

の割合 は、 私 ど も 日本 歯 科 大 学 新 潟 生 命 歯 学 部 病 院 222

人、約 30%、 日本 歯 科 大 学 生 命 歯学 部 病 院 (東京 )627

人 、 約 60% で あ り ま し た 。

全 国的 な記録 につ きま して は、 渉猟 中で あ ります (本

32 33頁、 歯 科 医 師 臨 床研 修 ・第 2ス テ ー ジ の 修 了

結果 、参照 )。

法制 化 第 1段 、平 成 9年 度 か らの 実 施運 用 に あ た り、

医療 関係 者 審議 会 「歯科 医 師 臨床研 修 部会」 (後 の医道

審議会 歯科 医師分 科 会 「歯科 医 師臨床研 修 部会」)意見

書 (平成 8年 10月 14日)、 な らび に健康政策局長直轄、

「歯科 医 師 臨床 研 修 に 関す る検 討 会 」 の報 告書 (平成 8

表 1 平 成 8年 6月 21日公布 (努 力 義 務 規 定 ・平 成 9

年 度 ～ 17年度)

歯 科 医 師 法 (昭和 二 三 ・七 ・三〇 法律 二〇 二)

第 三 章 の 二 臨 床 研 修

[臨 床 研 修]

第十六条 の二 歯科 医師は、免許 を受 けた後 も、 一年 以上 大学

若 し くは大 学 の歯学部若 し くは医学部 の附属 施設 であ る病 院

(歯科 医業 を行 わない ものを除 く。)又 は厚 生労働大 臣の指定

す る病 院 若 し くは診療所 にお い て、 臨床 研 修 を行 うよ うに努

め る も の とす る。

2 厚生労働 大 臣は、前 項 の規 定 に よ り指 定 した病 院又 は診療

所 が 臨床研 修 を行 うにつ い て不 適 当 で あ る と認 め る に至 つ た

と きは 、 そ の指 定 を取 り消 す こ とが で きる。

3 厚 生労働 大 臣 は、 第一項 の指 定 又 は前 項 の指 定 の取消 しを

しよ う とす る ときは、 あ らか じめ、 医道 審 議 会 の意見 を聴 か

な け れ ば な ら な い 。

4 第 一 項 の規 定 の適 用 につ い て は、外 国 の病 院 又 は診療所 で 、

厚 生 労働大 臣が適 当 と認 め た もの は、 同項 の厚 生労働 大 臣 の

指 定 す る病 院又 は診療所 とみなす。

[臨 床 研 修 者 に関 す る報 告]

第 十 六 条 の三 前 条 第 一項 に規 定 す る病 院又 は診 療 所 の長 は、

当該病 院又 は診療所 において 同項の規 定 に よる臨床研 修 を行

つ た者 があ る ときは、当該臨床研 修 を行つ た 旨を厚生労働大

臣 に報 告 す る もの とす る。

2 前 条 第 四項 の規 定 に よ り同条 第 一項 の厚 生 労 働 大 臣 の指 定

す る病 院 又 は診療 所 とみ な され た病 院 又 は診療 所 にお い て 同

項 の 規 定 に よ る 臨 床 研 修 を行 つ た者 は 、 当 該 臨 床 研 修 を行 つ

た旨を厚生労働大 臣に報告する もの とす る。

〔厚 生 労働 省令 へ の委任 〕

第 十 六 条 の 四 この 章 に規 定 す る もの の ほ か 、 第 十 六 条 の 二 第

一項 の 指 定 並 び に前 条 第一 項 及 び 第二 項 の 報 告 に 関 して必 要

な事 項 は、厚 生労 働省令 で定 め る。

* 「厚 生労働 省令 」 =規 則 一 九 の二

年 9月 10 日) 等 に沿 って開 始 され ま した。

詳細 は 「歯科 医師臨床研修 に関す る関係 資料 」 (厚生

省 健 康 政 策 局 歯 科 衛 生 課 編 、 平 成 9年 3月 15日発 行 )

を ご参 照 くだ さ い 。

歯科 医師臨床研修の 目標 (平成 9～ 17年度)

一 般 目標 と具体 的 目標 に分 け られ ま した。 一 般 目標 は

次 の 6項 目で、各 項 目の知識 、技 能、態 度 の基礎 を身 に

つ け る、 とな っ て お り ます 。

一 般 目標

1.歯 科 の健康 上 の不 安 や障 害 を的確 に排 除 あ る い は

緩 和 で き る こ と。

2. 自 らの 行 っ た 処 置 の 予 後 に つ い て の 予 測 が で き る

こ と 。
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表 2 平 成 12年 12月 6 日公 布 (必 須 規 定 平 成 18年

度 か ら実 施)

歯 科 医 師 法 (昭和 二 三 ・七 ・三 〇 法律 二 〇 二)

第 三 章 の 二 臨 床 研 修
[臨 床 研 修 〕

第 十 六 条 の二 診療 に従 事 しよ う とす る歯科 医師 は、一年 以上 、

歯学 若 し くは医学 を履修 す る課 程 を置 く大 学 に附属 す る病 院

(歯科 医業 を行 わ ない もの を除 く。)又 は厚 生 労働 大 臣の指 定

す る病 院 若 し くは診療所 におい て、 臨床研修 を受 け な けれ ば

な ら な い 。

2 厚 生労働 大 臣 は、 前 項 の 規 定 に よ り指 定 した病 院 又 は診療

所 が 臨 床研 修 を行 うにつ い て不 適 当 で あ る と認 め る に至つ た

と きは、 そ の指 定 を取 り消 す こ とが で きる。

3 厚 生 労働 大 臣 は、 第一項 の指 定 又 は前 項 の 指 定 の取 消 しを

しよ う とす る ときは、 あ らか じめ 、 医 道 審議 会 の意 見 を聴 か

な け れば な らな い。

4 第一項の規定の適用 につ いて は、外 国の病 院又 は診療所 で、

厚 生 労働 大 臣が適 当 と認 め た もの は、 同項 の厚 生労 働大 臣の

指 定 す る病 院 又 は診療所 とみ なす。

[研 修 医 の義 務 〕

第 十 六 条 の三 臨床 研 修 を受 けて い る歯科 医 師 は、 臨床研 修 に

専念 し、そ の 資 質 の 向 上 を 図 る よ うに努 め な けれ ば な らな い 。

〔臨床 研修 修 了者 の登 録 ]

第 十 六条 の 四 厚 生労 働大 臣 は、 第 十 六 条 の 二 第 一 項 の規 定 に

よ る臨床研修 を修了 した者 につ い て、 そ の 申請 に よ り、 臨床

研修 を修了 した 旨を歯科 医籍 に登 録 す る。

2 厚 生労働 大 臣 は、 前 項 の 登 録 を した と きは、 臨床 研 修 修了

登 録 証 を交 付 す る。

[登 録 手 数料]

第 十 六 条 の 五 前 条 第 一項 の 登 録 を受 け よ う とす る者 及 び 臨床

研 修 修 了 登 録 証 の 書 換 交 付 又 は 再 交 付 を受 け よ う とす る者

は、 実 費 を勘 案 して政令 で 定 め る額 の 手 数 料 を納 め な けれ ば

な ら な い 。

〔厚 生 労 働 省 令 へ の委任 〕

第 十 六 条 の六 この章 に規 定 す る もの の ほ か、 第十 六 条 の 二第

一 項 の指 定、 第十 六条 の 四第一 項 の歯科 医籍 の登録 並 び に同

条 第二 項 の 臨床研 修修了登録証 の交 付 、書換 交 付及 び再交付

に 関 して 必 要 な事 項 は、厚 生 労 働 省 令 で 定 め る。

* 「厚 生 労 働省 令 」 =平 一七厚 労 令 一 〇 三 (歯科 医 師法 第

十 六 条 の 二 第 一 項 に規 定 す る 臨床 研 修 に 関 す る省 令 )

3. 歯 科 保健 の保 持 ・増 進 に適 切 な助 言 、援 助 の で き

る こ と 。

4. 自己 の能力 の 限界 を知 り、常 に研 修 意 欲 を持 つ こ と。

5. 患 者 に対 して、 十 分 な説 明 を行 い 、 同 意 を得 られ

る こ と 。

6. 歯 科 診 療 上 の偶発 的 な事 態 に適切 に対 処 で きる こ

と。

表 3 平成 12年 12月 6 日公 布 (病 院 ・診療 所 等 の 開設

者 ・管 理者 :臨床研修 修了 歯科 医師)

医 療 法 (昭 和 二三 ・七 ・三 〇 法 律 二 〇 五 )

第 二 章 病 院 、診 療 所 及 び 助 産所

〔開 設 許可〕

第七条 病 院 を開設 しよ うとす る とき、 医 師法 (昭和 二十 三 年

法律 第二 百一 号) 第十 六 条の 四第一項 の規定 に よる登 録 を受

けた者 (以下 「臨床研 修 修了 医 師 」 とい う。) 及 び歯科 医師

法 (昭和 二 十 三年 法律 第 二 百二 号 ) 第 十 六 条 の 四第 一 項 の規

定 に よる登 録 を受 けた者 (以下 「臨床 研 修 修了 歯科 医 師」 と

い う。) で な い 者 が 診療 所 を開 設 し よ う とす る と き、 又 は助

産 師 で な い者 が 助 産所 を開 設 し よ う とす る と きは、 開 設 地 の

都 道 府県 知事 (診療所又 は助産所 にあつ て は、 その 開設 地が

保 健 所 を設 置 す る市 又 は特 別 区 の 区域 に あ る場 合 に お い て

は、 当該保 健所 を設 置す る市 の市長又 は特別 区の 区長 。第八

条 か ら第 九 条 ま で 、 第 十 二 条 、 第 十 五 条 、 第 十 八 条 、 第

二 十 四 条 及 び 第 二 十 七 条 か ら第 三 十 条 まで の規 定 に お い て 同

じ。) の 許 可 を受 け な け れ ば な らな い 。

〔診 療 所 等 開 設 の 届 出〕

第八条 臨床研 修修了 医 師、 臨床研 修 修了 歯科 医 師又 は助産 師

が 診 療 所 又 は 助 産 所 を 開 設 した と き は、 開 設 後 十 日以 内 に、

診療所又 は助 産所 の所在 地 の都 道府県 知事 に届 け 出な けれ ば
な ら な い 。

* 「届 け出」 =規則 四 五 変更 の届 出 =令 四 Ⅲ 罰則 =法

七 四 1・七五
〔病 院 等 の管 理者 〕

第 十 条 病 院 又 は診療所 の 開設 者 は、 そ の病 院又 は診療 所 が 医

業 を なす もの で あ る場合 は臨床研 修 修了 医師 に、 歯 科 医業 を

なす ものであ る場合 は臨床研 修修了 歯科 医師 に、 これ を管 理

させ な け れ ば な ら な い 。

2 病 院 又 は診療 所 の 開設 者 は、 そ の 病 院 又 は診 療 所 が 、 医業

及 び 歯科 医 業 を併 せ 行 う もの で あ る場 合 は、 そ れ が 主 と して

医業 を行 う もの で あ る と きは臨床研修 修 了 医 師 に、 主 と して

歯 科 医 業 を行 う もの で あ る と きは臨 床研修 修 了 歯科 医 師 に、
これ を管 理 させ な け れ ば な らな い 。

*罰 則 =法七 四 1・七五

具体 的 目標 ・研 修 実 技 項 目は、 一般 目標 を達成 す るた

め に、大 き く① ②③ の 3段 階 に分 け、① は 「卒前 に修得

した事 項 を基本 として十分 習熟すべ き項 目」で 「診査項

目」8項 目、「処 置項 目 ・他 」20項 目、② は 「① の十分

習 熟 した項 目に加 え、 さ らに習熟 すべ き項 目」 で 「診査

項 目」 12項 目、 「処 置項 目 ・他 」 20項 目、 ③ は 「① ② を

踏 まえ て習得 して い る こ とが 望 ま しい項 目」 で 「診査項

目」5項 目、 「処 置 項 目 ・他 」20項 目に分 け られ 、③ に

つ い て は、 将 来 の 専 門分 野 に 向 け て また は生 涯研 修へ の

橋 渡 し と して 、 とな って お ります 。



歯科 医師 臨床 研修 の在 り方

研 修施 設 (平 成 9～ 17年 度)

大 き く 3つ に分 け られ ま した。① 歯 科 大 学 ・歯学 部 お

よび 医 科 大学 ・医学 部 の 附属 病 院 な らび に大 学 附属 病 院 、

これ らは医 師法 と同様 に法律 上 、 包括 的 に研 修施 設 と し

て位置づ け られてお ります。② 一般病 院 (歯科)、③ 歯

科診療所 で、② と③ は指 定基準 を満 た した施 設 を厚生大

臣 (当時 ) が指 定 す る、 とな って お ります 。

研 修 方 式 (平 成 9～ 17年 度 )

単独 研 修 方式 と複 合 研 修 方 式 で す。 単 独研 修 方 式 は、

歯科大 学 ・歯学 部 お よび 医科 大 学 ・医 学 部 の 附属 病 院 な

らび に大 学 附属 病 院 の ほ か 、 厚 生 大 臣 が 指 定 す る病 院 の

うち単 独 研 修 方 式 で 臨床研 修 が 実 施 で き る と認 め られ た

施設 に限 られ、 これ が複合研 修 方式の 「主 た る施設 」の

区分 に な ります 。

複 合 研 修 方式 は、 複 数 の施 設 が 「主 た る施 設 」 と連携

して研 修 施 設 グ ル ー プ を構 成 し、 「主 た る施 設 」 にお け

る研 修 期 間 は 、 原 則 8か 月 。 「従 た る 施 設 」 (前 述 の ③ 、

歯 科 診 療所 ) で は原 則 4か 月 で あ りま した 。

この 9年 間、指導 歯科 医の養成 、資質 の向上 につ とめ、

研 修 プ ロ グ ラ ム の検 討 等 を重 ね て きた と こ ろで あ ります

が 、 臨床研 修 歯 科 医 の処 遇 につ い て は 、各 施 設 の対 応 に

苦慮 の あ とが 明 らか で あ り、 当協 会 関係 者 には周 知 の と

お り、 補 助 金 の 有益 な 活 用 に つ い て、 厚生 労 働 大 臣宛 の

要 望書 を平 成 17年 6月 15日 と平 成 18年 4月 25日の 2

度 にわた り提 出 してお りますが 、 回答 はな く、改 善 もあ

りませ ん。 当協 会 の 重 大 な る課 題 と して さ らな る検 討 を

要す る もの と考 え ます 。

必 修 化 され た新 制 度 の実 施 (平成 18年 度 か ら)

実 際 に この 歯 科 医 師 臨床研 修 の 実 施 に直接 関 わ って お

いで にな る方 々の お 集 ま りで あ ります の で 、要 点 を述べ

る に と どめ た い と思 い ます 。

平 成 18年 度 の必 修 化 開 始 を ひ か え て 、 医 道 審 議 会 歯

科医師分科会 歯科 医師 臨床研 修 部会 は、平成 17年 7月

21日の 意 見 書 に お い て、 新 た な 歯 科 医 師 臨床 研 修 の 主

な趣 旨 として、以下 の項 目をあげ てお ります。

基 本 的 ・総 合 的 診療 能力 を身 につ け る

●地 域 保健 ・医療 の 実 施

●病 診 連携 の 理 解 と実 践

診 療所 にお け る 医療 安 全 管 理 の理解

よ り多 くの 症 例 の経 験 と実 践

さ らに、 これ らの 項 目を研 修 す る に あ た り、 大 学 病 院

において も診療所 等 と共 同 して行 う、臨床研 修施設群方

式 の推 進 を具 申す る もので、 これを踏 まえた厚生労 働省

医 政 局 長通 知 (医 政 発 第 0802021号平 成 17年 8月 2 日)

に沿 って新 制 度の 運用 が始 め られ た 次 第 で あ ります 。

研 修 期 間 は 1年 以上 、原則 と して合 計 1年 です 。 臨床

研 修 群 方式 で は、 原 則 と して、連続 した 3か月 以上 の研

修 を管 理型 臨床 研 修 施 設 で行 い、3か 月 を超 え る期 間 に

つ い て は、 1か 月 を単 位 と して連 続 しな くて も よい 、 と

な り、各 協力 型 臨 床研 修 施 設 におい て は、連続 した 3か

月 以上 の研 修 を行 うこ と とな りま した。

臨床研修 の対 象 は、診療 に従 事 しようとす る歯科 医師

で、平成 18年 4月 1日以 降 に歯科医師免許 の申請 を行 い、

歯科 医 師免許 を受 けた者です。 なお、医療 法 第 7条 第 1

項 に よ り 「臨床研 修 修 了 歯科 医師 で ない者 が 診療 所 を開

設 しようとす る ときは、開設地 の都道府県知事等 の許可

を受 けな け れ ば な らな い 」 とな り、 医療 法 第 10条 第 1

項 に よ り 「病 院又 は診療所の開設者は、 その病 院又 は診

療所 が 歯科 医業 を なす もの で あ る場 合 は、 臨床研 修 修 了

歯 科 医 師 に、 これ を管 理 させ な けれ ば な らな い 」 とな り

ま し た 。

旧制 度 の 「歯科 医 師 」 の部分 が 「臨床 研 修 修 了 歯科 医

「師 」 に改 め られ ま した 。

臨 床 研 修 施 設 の 名 称 は、 「主 た る施 設 」 が 「管 理 型 臨

床研修施設」に、「従 た る施設」が 「協力型臨床研 修施設 」

に変更 され、 この二者 に よる 「臨床研修施設群 」 と管理

型 臨床研修施設のみで行 う 「単独型臨床研修施設 」 にお

け る方式 とな り、 これ に新 しく 「研 修協 力施設」 (臨床

研修施設 と共 同 して 臨 床 研 修 を行 う施 設 で あ って 、 臨床

研 修施設及 び大学病 院 以外 の もの。研修期 間 は 1か月以

内 ) が加 え られ ま した 。

施 設 指 定 基 準 で は、 医療 安 全 の た め の体制 が確 保 され

てい ること、医療 に係 る安全管理のための委 員会等、重

要 な要 件 が加 え られ ま した。

診 療 科 の 標 榜 は、 医 療 法 施 行 令 (昭 和 23年 政 令 第

326号 ) 第 5条 の 11第 1項 第 2号 に掲 げ る 「歯 科 又 は

歯科 口腔外科」とな りました。 旧制 度 は 「歯科」で した。

研修 プ ロ グ ラム は、 公 表 が規 定 され、 プ ロ グ ラム の 特

色 、研 修 目標 、研 修計画、指導体制 、研 修歯科 医 の処 遇、

そ の他 必要事 項 を定 め る こ とにな って お ります 。

研 修 目標 につ い ては 、 「歯 科 医 師 法 第 16条 の 2第 1項

に規 定 す る 臨 床 研 修 に 関 す る省 令 の 施 行 につ い て 」 (医
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表 4 歯科 医 師 臨床 研 修 の到 達 目標

「基 本 習 熟 コー ス」

表 5 平 成 17年 度 ・18年 度 歯科 マ ッチ ング参加 状 況

平成 17年 度 平 成 18年 度

研 修 歯科 医 自 らが確 実 に実 践 で きる こ と

(1) 医療面接

(2) 総 合 診療 計 画

(3) 予 防 ・治療基本技術

(4) 応急処置

(5) 高 頻 度治療

(6) 医療 管理 ・地 域 医療

「基本習得 コース」

頻 度 高 く臨床 にお い て 経 験 す る こ と

(1) 救急処置

(2) 医療 安全 ・感 染 予 防

(3) 経 過評 価 管 理

(4) 予 防 ・治療 技 術

(5) 医療 管 理

(6) 地域医 療

政 発 第 0628012号平成 17年 6月 28日)の別 添 にあ る「基

本 習 熟 コ ー ス 」 と 「基 本 習 得 コ ー ス 」 (表 4) を あ げ 、

お の おの に一 般 目標 が あ り、 行 動 目標 に は詳 細 な項 目が

示 され て お ります 。 (現 行 の た め の 資 料 と して 、 お手 許

にあ ろ うか と思 い ます の で 、 時 間 の 関係 か ら説 明 を控 え

ます)

な お 、 歯 科 医 師 国 家 試 験 の 日程 変 更 が あ り、 平 成 17

年 度 は、 従 来 よ り約 1か 月早 く、 平成 18年 2月 11・12

日に行 われ、発 表 が 4月 5日 とな り、 臨床研 修 の 円滑 な

運 用 を意 図す る もの で あ ります。 ちなみ に平成 18年 度

は、平成 18年 7月 3日付官報 (号外第 154号)に よ り、

試験 日が平成 19年 月 2月 10・11日、 発 表 が 3月 28日

とな っ て お ります 。

歯科 医 師 臨床 研 修 マ ッチ ング プ ロ グ ラム

必 修 化 を契 機 に、 臨床研修 施 設 と研 修希 望者 との マ ッ

チ ングプ ログ ラム を導入 し、全 国規模 で、両者 (施設 と

希 望者 ) に合 理 的、効 率 的 な組 み合 わせ を意 図す る もの

で あ り ます 。

な お、歯科 医 師 臨床研 修マ ッチ ング プ ロ グ ラム は、 財

団法 人 歯科 医療 研 修 振興 財 団 、社 団法 人 日本 歯科 医 師 会 、

社 団法人 日本私立歯科大学協会、 国立大学 歯学部長 ・歯

学 部 附属 病 院長会 議 の 4団体 か ら構 成 され る 「歯科 医師

臨床研 修 マ ッチ ング協 議 会 」 に よ って 、平成 17年 8月

か ら実 施 され て お ります 。

参 加 者 数 3,648名 3,578名

希 望 順 位登 録 者 数 3,584名 3,501名

希 望 順 位 未 登 録 者 数 64名 77名

参加者 最大希 望順位登録 数

参加 者 最小希望 順位登録 数

参加者平均 希 望 順位登録 数

研 修 プ ロ グ ラム数

21 30

1 1

4.38 4.30

247 267

参 加 施設 数 179 193

募 集 定 員 3,797名 3,716名

平 成 17年 度 は、平 成 17年 8月 1日の参加登 録 開始か

ら、 12月 15 日の マ ッチ ング 結 果 の 発 表 まで の 日程 が 、

平 成 18年 度 は参 加登 録 開始 が 6月 27 日、 マ ッチ ング結

果 発 表 が 10月 31 日と、 約 1.5か 月早 い 日程 で 行 わ れ ま

した 。

平 成 17年度 、平成 18年度 の状 況 は表 5の とお りです 。

なお 、 マ ッチ ング実 施 年 度 は、 次 年 度 の研 修 歯 科 医へ の

対 応 とな ります 。希 望順 位 登 録 者 数 は、平 成 17年度 3,584

名 、 平 成 18年 度 3,501名で 、 こ の う ち希 望 す る研 修 施

設 とマ ッチ した 人 数 は、 平 成 17年度 3,367名 、 平 成 18

年 度 3,276名 で 、 マ ッチ 率 は平 成 17年 度 93.9%、平 成

18年度 93.6%で した。

歯 科 に お い て は、 医 科 で 頭 を抱 え る “大 学 病 院離 れ”

の よ うな傾 向 はみ られ ませ んが 、『到 達 目標』 と して 「基

本 習 熟 コー ス 」 に掲 げ られ る “研 修 医 自 らが 確 実 に実 践

で き る こ と” の 対 象 とな る症 例 が 充 足 で き る か 、 学 部 教

育 に お け る “臨 床 実 習 ” の 現 状 か ら も、 今 後 の重 大 な課

題 と考 え ます 。

研 修 歯 科 医 の 処 遇

新 制 度 、 歯 科 医 師 法 第 16条 の 3は 「研 修 医 の 義 務 」

と して、 “専 念 規 定” とな りま した。 い わ ゆ る アル バ イ

トは 禁 じ られ て お ります 。

なお、研 修 歯 科 医 は、労 働基 準 法 第 9条 、10条 、11

条等 の規定 に よ り、 労働者 と して処 遇が確 保 され、受 け

入 れ る施 設 は研 修 歯科 医 に対 して、 条 文 にい う 「賃金 」

を支 払 う こ と に な り、 月 額 120,000～ 130,000円 と な っ

て お り ます 。

平 成 11年 3月 以 来、 同年 12月、 平成 17年 6月、 同

年 11月、平成 18年 4月 と、厚 生 省 ・厚 生労 働省 には、

研 修 歯 科 医 、指 導 歯 科 医 の処 遇 、環 境整 備 費 等 に対 して、
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国立 と私立間の格差 を改 善 し、 適正 な額の国庫補助金 を

要 望 して きた と こ ろ で す が 、 い まだ に ご理 解 をい た だい

て お り ませ ん 。

火 の車 の大 学 病 院 の経 済 事 情 か ら、 当協 会 と して は、

病 院部会 、経営部会 とも ども、 本研修 制度 の健全 適切 な

運用 につ いて、検 討 を重 ね て い る とこ ろで あ ります 。

歯科 医 師 臨床 研 修 制 度 の こ れ か ら

私見 と して、 現 行 臨床研 修 制 度 にお け る課 題 を あ げ ま

す 。次の とお りで あ ります 。

1. 臨床 実 習 の充 実 と臨床研 修 との 円滑 な連携

2. 臨床研 修 施設へ の適切 な国庫補助金交付

3.研 修 歯科 医 が 専 念 規 定 を全 うで きる環 境整 備 の た

め の 国庫補助 金交付

4. 臨 床研 修 に対 応 す る症 例 の 確 保

5. 臨床研 修 指 導 歯 科 医 の確 保 と処 遇

6. 大 学病 院 にお け る専 門 医 の 育 成

7. 大学 院 との 連 携 に よ る教 育 部 門、研 究 部 門 の確 立

8. 管 理 型 臨床研 修 施 設 と協 力 型 臨 床研 修 施 設 との 綿

密 な情 報交 換

9. 臨床研 修 に関 わ る提 出書 類 の簡 略 化

本 制度 の施行後 5年 以内 に、所要の検討 を加 え、必要

な措 置 を講 ず る、 とな って お ります 。

歯科 医師の質 の向上 の担 い手 として、 私 どもの使 命 を

全 うすべ く、 さ らな る努 力の必要性 を強調 して、終 わ り

ます 。 あ りが と う ご ざ い ま した 。

福 島座 長 あ りが と う ご ざ い ま した。 全 体 的 な お話 、 そ

して柬 理先 生の ご心配 の点 も含 め ま して ご講演 いただ き

ま した 。 あ りが と う ご ざい ま した 。

そ れ で は、座 長 を安 井 先 生 に お戻 し します 。

81
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安 井座 長 シ ンポ ジ ス トの先 生 方 、 も う時 間が 過 ぎて い

るの で す が 、せ っか くい い お話 をい ろ い ろ い た だ きま し

た の で、10分 弱 お 時 間 をい た だ い て、 少 しデ ィス カ ッ

シ ョンを して み た い と思 い ます 。 大 塚 先 生 は、 先 ほ ど申

し上 げ ま した よ うに 、所 用 が ご ざ い ま して 退座 され ま し

た 。藤 下 先 生 、 金 子 先 生 、 柬 理先 生、 3名 の 先 生 方 で少

しデ ィス カ ッ シ ョンを した い と思 い ます 。

この 10年 は、 私 ど も私 立 歯 科 大 学 の教 員 に と りま し

て は、 大 きな変 革 が ご ざ い ま した。 10年 以前 とこの 10

年 を比較 い た し ます と、 教 育 の シス テ ム、 そ して教 員 の

組 織 、 そ れ を ど う と りま とめ て い くの か とい う こ とが、

大 きな問 題 だ った と思 い ます 。ご発 表 い た だ い た よ うに、

そ れ ぞ れ 努 力 を して い か な け れ ば い け な い とい う こ とで

す。 フ ロ ア の ほ うか ら も しご質 問等 ご ざい ま した ら、 お

伺 い を した い と思 い ます 。 い か が で し ょ うか 。

質 問者 非 常 に貴 重 な ご講 演 、 ど う もあ りが と う ご ざい

ま した。研 修 が始 ま りま して、 医 科 の ほ うは も う 2年 ほ

ど前 に始 ま っ て い ます ね 。 今 、 リサ ー チ マ イ ン ドを も っ

た 医 師 が 非 常 に減 っ て い て、 大 学 院 へ 行 く方 が 非 常 に

減 って い る とい わ れ て い ます 。今 後 、 例 えば 歯科 の ほ う

で、 い わ ゆ る研 修 が これ か ら進 ん で い っ た場合 に、 そ う

い う こ とへ の 懸 念 につ い て は どの よ うに お考 えで し ょ う

か。

柬 理 先 ほ ど私 、 個 人 的 な課 題 と して あ げ て お りま した

の は、 これ か らの 指 導 者 、 教 育 者 、 研 究 者 を い か に着 実

に育 成 す る か とい う こ とで す 。 医 科 で は こ の制 度 が ス

ター トす る に際 して、 大 学 院 修 了 後 に臨床研 修 を行 う選

択 肢 は い か が か とい う こ と も検 討 され た と聞 い て お りま

す 。現実 と して、 医科 大 学 の先 生 の な か に は 2年 間でペ

ンを持 つ 元 気 が な くな っ て し ま う と、歎 かれ る方 もお い

で にな る よ うです。 いず れ に して も元気 を とりもどす よ

うに、 手 当て を しな けれ ば な らな い と思 い ます 。 周 知 の

と お り、 歯 科 医 師 法 第 3章 の 2に 臨床研 修 が 加 え られ、

平 成 18年 度 、今 年 の 4月 か ら必 修 規 定 と して 行 われ て

い る と こ ろ で す が 、 顧 み ます と、 昭 和 62年 に研 修 財 団

が作成 した 「臨床研 修 ガ イ ドライ ン」 で は 臨床研 修 の対

象 は 「国家 試験合 格直後 の歯科医師」 とい う ところか ら

始 ま りま した。 この 「国家 試験 合格 直後 」 に並べ て 「卒

直 後」 と も称 して お りま したが 。 これ か らは、 私 ど も臨

床研修受 け 入 れ 側 の 許 容 と臨床 研 修 参 加者 の 認識 に よ る

と思 わ れ ます が 、 平 成 18年 4月 以 後 に 歯 科 医 籍 登 録 さ

れ た者 が対 象 とい う こ とに な って お ります 。 現 行 の制 度

で は診 療 に従 事 しよ う とす る歯 科 医 師 は、 1年 以上 の 臨

床 研 修 を受 け な けれ ば な らない 、とな って お ります の で 、

先 ほ どの 医科 の こ とを教 訓 とす るな らば 、 臨 床研修の 1

年 間 、 元 気 を失 わせ な い よ うに、 む しろ元 気 に な る よ う

に 、 環 境 を整 備 し、 研 修 プ ロ グ ラム に工 夫 を こ ら し、 指

導 歯科 医 にそ の 使 命 を徹 底 させ な けれ ば と、 考 えて お り

ます 。

質 問者 例 え ば 、臨 床研 修 とい うの は、基 本 的 に は歯 科

の 場 合 は患 者 さ ん を診 る わ けで 、昼 間 で き る わ け で す ね 。

例 え ば 大 学 院 に入 っ た な か で 臨床 研 修 を 並 行 して や る と

い う よ うな考 え方 は な い の で し ょ うか 。

安 井座 長 柬 理 先 生 、 そ れ はで きな い んで す ね、 専 念 義

務が あ っ て 。

質 問者 実 際 に今後 そ うい う こ とを検 討 され る とか 、 そ

うい う こ とは な い の で し ょ うか 。

金 子 並 行 で走 らせ る とい うの は、現状 は あ りませ ん ね 。

先 生 の ご質 問 は 、 リサ ー チ マ イ ン ドとい う こ と と、 そ れ

か ら大学院 とい うお話 だ と思 い ます が 、大 学 院 に入 らな

い と リサ ー チ マ イ ン ドが得 られ な い とい う話 で は な い と

思 い ます 。 ど うや って リサ ーチマ イ ン ドを植 えつ け るか

とい う話 で、 そ れ は、大 学 院 で研 究 の仕 方 を学 ぶ とい う

こ と も一 つ の 方 法 で し ょうけれ ど も、 決 して そ うい う こ

とだ けで は ない の だ と思 い ます 。

そ れか ら、大 学院生 の減 少 とい うこ とは、 私 は別 の考

え を も っ て い ま して、 これ か ら臨 床 研 修 後 の 方 た ち は、

大 学 院 の志 望 者 は む しろ増 え るの で は な い か とい うふ う
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な考 え を も って い ます 。 そ れ は 、 こ うい う需 給 関 係 の な

か で 、 非 常 に 臨 床 医 が厳 しい 立場 に 立 っ て い る わ け で し

て、 そ れ を 自分 で解 決 して い くの に は、 や は り臨床 技 能

をも って い るの が一つ 、 当然 ある わ け で す 。 そ こで 、専

門 医 と い う カ テ ゴ リ ー が 、 は っ き り して き ま した の で 、

そ れ を取得す る とい う人た ち は増 え て くる だ ろ う と思 っ

て い ます 。

そ して、 大 学 院 とそ れ が ど うつ な が るか とい うの は、

臨 床 の 大 学 院生 が 増 え る だ ろ う、 基礎 は減 る だ ろ う と。

私 どもの大 学 院 は 1年 か ら 4年 まで 全 部 で 150人 い ます 。

昨 年 は 50名 ぐ らい入 学 い た し ま した。 今 年 は 2回応 募

して い る の で す け れ ど も、 現 状 で 24名 ぐ ら い で す か 。

あ と、 2月 に も う 1回 や り ます か ら、 た ぶ ん 30名 ぐ ら

い い くのだ ろ うと思 い ます。通 常 30名 か ら 40名 なんで

す 。 昨 年 は少 し多 す ぎた の で す が 。 そ うい うこ とで、専

門 医制 度 と大 学 院 の 臨床 を う ま くか み合 わせ れ ば、 これ

は増 え るの で はない だ ろ うか と思 い ます 。 た だ、 質 を落

と さ な い で オ リ ジナ リテ ィの あ る論 文 を ど うつ く らせ る

か とい う と こ ろ は また 別 の 話 で す が 、 案 外 そ ん な に心 配

す る ほ ど減 らな い の で は な い か 。む しろ今 後 を考 え る と、

増 え るの で は な い か。 それ は こち らの受 け入 れ体 制 そ の

もの だ とい うふ うに は思 っ て い ます け れ ど も。

質 問者 医科 の ほ うで は専 門 医志 向 が強 くて、 そ の た め

に ほ とん ど大 学 院 に行 か な い とい う形 に な って い る とい

うの です けれ ども、 歯科 で は、 医科 とは非常 に違 う とい

うふ うに考 え て よろ しいの で す か。

金子 そ うで す ね。 医 科 の ほ うは、 別 に大 学 院 に行 か な

くて も、 も ち ろ ん・・・・・。 た だ、 大 学 の ほ うで 講座 ス タ ッ

フ、 それ か ら、例 え ば臨床 、 そ れか ら先 生 方 の とこ ろで

も、 ス タ ッフ とは別 に病 院助 手 だ とか、 い ろい ろ名称 が

あ る と思 い ます け れ ど も、 病 院 が雇 用 す る こ とを各 大 学

が どうい うふ うに して い るか とい う とこ ろで また違 って

くる と思 い ます 。

安 井 座 長 あ りが と う ご ざ い ま した 。

ほ か に ご ざ い ます か 。

話 は尽 きない と思 い ます けれ ども、午後 1時か らは班

別研 修 に もな って お ります ので 、 ここで 長 い時 間延 長 す

る わ け に も まい りませ ん。 あ との こ とは、班別研 修 で こ
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の 午 前 中 の シ ンポ ジ ウ ム を受 け て、 そ れ ぞ れ 現状 報 告 、

情 報交換 とい う こ とに な って い ます の で、 その な か で い

ろ い ろ とお 話 し合 い を して い た だ けれ ば と思 い ます 。

昨 日、 岩 手 医科 大 学 の小 川医 学 部長 が、新 た な医学教

育の カ リキ ュ ラ ム の 設 定 とい うこ とを お示 しに な られ ま

した 。 教 育 全 体 を現状 の ま ま で や っ て い け る か ど うか 、

あ るい は新 し くカ リキ ュ ラム を構 築 していか な けれ ば い

け な い の か 、 そ して 、 今 お 話 が 出 ま した よ うに、 大 学 院

との 関 係 で研 修 を ど うみ て い くか、 い ろい ろ な見方 が あ

ろ うか と思 い ます 。先 生 方 の積 極 的 な ご意 見 を次 の班 別

研 修 で 出 して い た だ きた い。今 回、班 別 研 修 は、 これ ま

で は流 れ解 散 だったのです けれ ども、小 澤先 生 と梅本先

生 に ま とめ て い た だ くこ とにい た し ま した の で、 そ の な

か でぜ ひ い ろ い ろ な ご 意 見 を提 示 して い た だ ければ と

思 っ て お ります 。

そ れ で は 、 時 間 が押 して お り ます の で 、 これ で シ ンポ

ジ ウ ム は終 わ りに させ て い た だ き ま して、 最 後 にい ろい

ろ と示 唆 を い た だ き ま した 3人 の シ ンポ ジ ス トの 先 生 方

に再 度 拍 手 を もっ て終 わ らせ て い た だ きた い と思 い ま

す。 あ りが とうござい ました。 (拍 手)
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座 談 会

日本私立歯科大学協会の
役割と今後の展望
― さらなる団結 と発展を目指 して―

日本私立歯科大学協会会長

日本私立歯科大学協会副会長

日本私立歯科大学協会副会長

[出席] 中 原 泉

金 子 譲

大 塚吉兵衛

宮本 延雄 駒澤大学理事長 ・鶴見大学副理事長

一 宮 正 明 日本私立歯科大学協会事務局長

[司 会 ・コ ー デ ィネ ー タ ー ]

安井 利 一 日本私立歯科大学協会専務理事

安 井 本 日は、 大 変 お忙 しい とこ ろ を お集 ま り

い た だ き ま して あ りが と う ご ざい ます 。

本 協 会 が 1976年 、 す なわ ち昭和 51年 に設 立

さ れ ま して か ら、 ち ょ う ど 30年 を 迎 え る と い

う こ とで、 30周 年 記 念 誌 を作 成 す る こ と に な

り ま した。 20周 年 で 記 念 誌 を 出版 して お り ま

す の で、 そ れ 以 降 の 10年 間 を踏 まえ た 形 で、

本協 会 の さ らな る団結 と発 展 を 目指 してお話 し

を して い た だ きた い と思 って お ります 。

今 日は、本協会 の中原会長、金子 副会 長、大

塚 副 会 長 、 そ して鶴 見大 学 の ときに大 変 お 世 話

に な りま して、今 、駒 澤大 学 の理事 長 を務 め ら

れ て い ます 宮本 先 生、 そ れか ら協 会 の一宮事務

局 長 にお集 ま りい た だ き ま した。 コーデ ィネー

ター は私 、専務 理事 の安 井 が務 め させ て い た だ

き ます 。 よ ろ し くお願 い い た します 。

私 立 歯 科 大 学 歯 学 部 は 日本 の 70% あ る い

は 75% とい う歯 科 医 師養成 にか か わ っ て い ま

す か ら 、 私 ど も 協 会 に 加 盟 し て い る 1 7 歯 科 大

学 ・ 歯 学 部 の あ り 方 に よ っ て 、 日 本 の 歯 科 医 療

あ る い は 歯 科 保 健 と い う も の は 大 き な 変 革 が あ

る の で は な い か と 思 っ て い ま す 。 こ こ 1 0 年 を

考 え て み ま す と 、 教 育 の な か で も 平 成 1 3 年 の

モ デ ル ・ コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム の 提 示 、 そ し て 平

成 1 7 年 度 か ら 実 施 さ れ て い る 共 用 試 験 と い う

よ う に 、 教 育 の 変 革 と 大 き く つ な が っ て き て い

る と 思 う わ け で す 。 そ の た め に 組 織 改 革 が 必 要

で あ っ た と こ ろ も 多 々 あ り ま す 。 共 用 試 験 が 実

施 さ れ る よ う に な っ て 2 年 目 に な る わ け で す

が 、 そ の へ ん も 踏 ま え て 、 教 育 の 視 点 で 、 コ ア ・

カ リ キ ュ ラ ム 、 共 用 試 験 と い っ た こ と か ら 大 学

の 組 織 の 改 変 と い う こ と に つ い て も 、 そ し て こ

れ か ら の 協 会 の 役 割 に つ い て お 話 し を し て い た

だ き た い と 思 い ま す 。 ま ず は 、 本 協 会 設 立 当 時

の こ と か ら お 話 し い た だ け れ ば と 思 い ま す 。



座談会 / 日本私立 歯科大 学協会の役 割 と今後 の展望

<協会 設 立の経緯 〉

中原 本協 会 は昭和 51年 に社 団法 人化 され ま

した。 思 い 出 します と、 あの 当時 、大 阪 歯科 大

学 の白数 美輝 雄先 生が初代会 長で、 その 白数 先

生 を 中心 に して東 京 歯科 大 学 の 関根 永 滋 学 長 、

松宮誠 一学長 、 日本大 学 の新 國俊 彦先 生、 それ
か ら城西 歯科 大 学 (現、 明海大学歯学部) と岐

阜歯科大学 (現、 朝 日大学歯学部) を創 立 され

ま した 宮 田慶 三 郎 先 生 とい う よ うな方 が 中心

で、協 会 を推 進 され て まい りま した。 特 に社団
法 人化 とい う こ とにつ い て は、 宮 田侑 先 生 が 当

時常務 理事 と して、 大 変 な勢 い で社団法 人化 を
実現 させ た とい う姿 を私 は見 てい ます 。

一 ツ橋 の学 士 会 館 で発 会 式 が あ り、 政 治家 も

多数 み え て、 大 変 熱 気 の こ も った、 よか っ た よ

か った とい う発 会式 で した。 あ の と きの学士 会

館 の発 会 式 が 協 会 の 原 点 なの だ な とい うふ うに

い ま だ に思 っ て い ます 。

私 は そ の こ ろ は 隅 っ この ほ うで ち ょろ ち ょろ

して い ま した の で 、 偉 い 先 生 方 の お顔 を遠 くか
ら拝 見す る だ けで したが 、 白数 先 生 にお会 い し

ます と、 私 の こ とを 「せ ん さ ん、せ ん さん 」 と

呼 ば れ ま して、 そ れ は よろ しい の で す が 、 関根

先 生 は私 の肩 を抱 い て 「坊 ち ゃん、 坊 ち ゃん 」
とお っ し ゃ る もの で す か ら、 も う 30代 半 ば で

ず し い や ら照 れ く さ い や らした の で、 恥 か ぃ

そ れ か ら 20年 ほ どた ち、 ち ょ う ど一宮 さん

が事 務 局長 に就 任 され る前 後 だ った と思 い ます
が、橋 本 弘一 専務 理 事 か ら次 の専務 理事 を とい
うお話 で、 これ は小 出先生 の ご意 向 を受 けて と

い う こ とで した の で 、 専 務理 事 に させ て い ただ
きま して 、 小 出会 長 の も とで 1年 間、 そ れ か ら

次 の佐 川 会 長 の も とで 9年 間 務 め ま した。 小 出

先生 とは もち ろ ん で す が 、佐 川 先生 とは、 年 齢

は 10歳 以上 違 う の で す が 非 常 に ウマ が 合 い ま

して、気 持 ち よ くご一緒 に仕 事 を させ て い ただ

中 原 泉

会長

き ま し た 。 そ の 前 後 に 入 ら れ た 、 一 宮 局 長 と 3

人 で 、 「 名 ト リ オ だ な 」 な ん て 自 画 自 賛 を し た

こ と が あ り ま す 。 最 初 の こ ろ は 、 た し か ど こ だ

か の 地 下 室 が 事 務 所 で 、 そ の 地 下 室 で 会 議 を

や っ て い る と 、 1 時 間 す る と 息 苦 し く な っ て し

ま っ て 、 み ん な 気 持 ち 悪 く な っ て し ま う と い う

よ う な 、 そ う い う 会 議 で し た 。 便 所 が そ の 中 に

な く て 、 だ い ぶ 離 れ た と こ ろ ま で 行 か な け れ ば

な ら な い と い う 、 大 変 不 便 な と こ ろ で し た が 、

一 宮 事 務 局 長 と 橋 本 専 務 理 事 に い ろ い ろ 探 し て

い た だ い て 、 現 在 の 非 常 に 見 晴 ら し の い い 、 環

境 の い い と こ ろ を 見 つ け て い た だ き ま し た の

で 、 協 会 ら し い 拠 点 が で き た な と い う 感 じ が し

て い ま す 。

私個 人 と して は、私立 歯科 大学協 会 は圧 力 団

体 で は な いの だ とい うふ うに思 って い ます 。 で

も こ うい う集 団 をつ くる以上 は、 半分 はや は り

圧 力 的 な こ とをせ ざ る を え な い の だ ろ う とい う

ふ うに 内 心 で は腹 を く くっ て い ます 。 た だ し、

あ く まで大 学 人 なの だ 、大 学 人 の 集 団 な の だ と

い う矜 持 とい うの は最 後 まで守 って い きた い、

そ の よ う な気 持 ち で この 10年 間 務 め させ て い

た だ い て お り ます 。

協 会 の あ り方 につ い て はい ろい ろ な ご意 見 が

あ ろ うか と思 い ます し、 あ っ て 当 然 で す が 、 そ

の よ うな気 持 ちで今 後 務 め させ て い た だ ければ

と思 って お ります 。

安井 宮本理事長 も協会の歴史 をご存 じだ と思
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宮本延 雄
駒 澤大 学理 事 長

い ます の で 、 そ の へ ん の ス トー リー か ら。

宮 本 鶴 見 大 学 歯 学 部 は 昭和 45年 に で き ま し

た。 そ の と きに は こ こにお いで にな る中原 会 長

の 日本 歯科 大 学、金子 副 会 長 の東 京 歯科 大 学、

大 塚副 会長 の 日本 大 学 歯学 部 は も う伝 統 の あ る

学 校 と して あ った わけです。 そ して、 城 西 歯科

大 学 と鶴 見 大 学 歯 学 部 が 昭和 45年 に ス ター ト

し ま し た 。

そ の ころ は先生 方 の ほ うが 詳 しい の で 、 私が

申 し上 げ る の は か え っ て 失 礼 か も しれ ませ ん

が 、厚 生 省 が 、歯科 医 師 の 需 給 問 題 で 、た しか、

人 口 10万 人 に対 して 70人の歯科 医師 を養成 し

よ う とい う よ うな こ とが あ りま した。 そ こで 、

当 時 の 文 部 省 も歯科 医 師 の需 給 にバ ラ ンス を と

るため に歯科 医師 を養成 す るための大 学 をとい

う こ とで、3、4年 の 間 に、多 くの 歯 科 大 学 が

で きた わ け で す 。

鶴 見 の 場合 で 申 し ます と、3年 間 は女 子 大 で 、

定 員 80名 です。 は じめの ころは定 員 の 2倍 近

く入学 した こ とを覚 えて い ます け れ ど も、 そ れ

に対 して文 部省 か ら特 に ク レー ム は な か っ た ん

です 、 そ の 当 時 は、 む しろ奨励 とい うか 、 しっ

か り教 育 す る よ うに と。 しか も女 子 教 育 で 、昔 、

女 子 の 歯科 医専 はあ った けれ ど もそ れ が今 ない

か ら、 鶴見 で女子 教 育 を率先 してや るの はい い

だ ろ う とい うお褒 め まで い た だ い た こ とは覚 え

て い ます 。 そ うい うこ とを して い る間 に、今度

は 寄 附 金 の 絡 み の 問題 で 、 文 部 省 か らの お とが

め が あ り、 い ろ ん な 問題 が あ りま した。

その よ うな と きに、今 、 中原先 生 が お っ しゃ

られ た よ うに、 昭和 51年 に協 会 は社 団法 人格

を もったわ けです。 その前 の 2年 間 は任 意 団体

と して の協 会 が あ りま した。 そ の ころ は実 は寄

附 金 との絡 み が あ った もの で す か ら、 マ ス コ ミ

に 追 い か け 回 され た。 記 録 に もあ ります が 、都

内 で 会 議 は ほ とん どで きな か っ た 。 したが っ て

下 田 の プ リ ン ス ホ テ ル や、 名 古 屋 や 京 都 の ス

テ ー シ ョ ンホ テ ル とか で 会 議 が 行 わ れ ま した 。

私 が今 で も頭 にい ちばん鮮 明 に残 って い るの

は、協 会 設立 の ための準 備委 員会 が赤 坂 プ リン

ス ホ テル の 旧館 の 会 議 室 で 、 内側 か ら鍵 をか け

て行 われ た こ とを思 い 出 し ます 。

そ うい うところか ら始 ま り、 協 会 が で き、社

団法 人格 を もって ち ゃん と した もの にす る まで

は、 事務 局 は東 京 歯 科大 学 の水 道橋 の一角 の部

屋 をお借 りしてや りま した。 そ の ときの事務担

当 は、厚 生省 を辞 め られ た 中屋 敷 さんが 責 任 者

で、現在 明海大学 にお勤 めの地下 さん もお られ

た。 そ こで私 ど もは よ く仕事 を させ て いた だ い

た とい う思 い 出が あ ります 。

今、思 い 出話 を しま した けれ ど も、 この設 立

の経 緯、趣 旨 とい うの は、 や は り寄 附金や、学

債 が各大 学 でバ ラバ ラに行 わ れ て い て、 これが

当 時 の文部省 か ら注 意 され、抑 制 が それ ぞ れの

学 校 にあ った わ けです 。 そ れで 白数先 生 、 中原

實先生、小 出先生、松宮先生、新 國先生、石川

先 生 な ど、長老 の先 生 方 が 、 こん な こ とで はだ

め だ とい う こ とで 、 大 同 団結 して対 処す る とい

う考 え方 で協会 を設立 してい ただい たの だ と思

い ます 。

寄 附金 ・学 債 な どに代 わ って、 歯学 教 育充 実

費 と して学納金 で認め て も らうこ とを文 部省 と

折衝 しま した。 そ して、 文 部省 が 認 め たの は協

会 が あ った か らだ ろ う と思 い ます 。 個 々別 々 に

大 学 がや っ た の で は、 お そ ら くで きて い な か っ

た と思 い ます 。
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当 時 は 、 国 立 大 学 の 歯 学 部 は 非 常 に 元 気 が よ

か っ た の で す が 、 い ろ い ろ な 面 で は 私 立 の ほ う

が 強 か っ た と 思 い ま す 。 し か し 、 国 立 が で き ま

す と 、 せ っ か く 私 学 で い い 先 生 に 来 て い た だ い

て も 、 ま た そ の 方 が 引 っ 張 ら れ て あ ち こ ち 行 か

れ る と い う よ う な こ と が あ っ て 、 ギ ク シ ャ ク し

た 時 期 が あ っ た の で は な か ろ う か と 思 い ま す 。

文 部 省 か ら は 私 立 の 歯 科 大 学 で 一 生 懸 命 に 歯

科 医 師 の 養 成 を し て く れ と い わ れ た に も か か わ

ら ず 、 数 年 も た た な い う ち に 、 今 度 は 抑 制 を し

た り と い ろ ん な こ と が あ り ま し た 。 わ れ わ れ に

と っ て は 非 常 に 迷 惑 な こ と で あ り ま し た 。 当 時

は 文 部 省 と 厚 生 省 と い う の は 縦 行 政 で も っ て 、

ほ と ん ど 連 携 は な か っ た と 思 い ま す 。 で す か ら

今 の よ う に 、 厚 労 省 か ら 文 科 省 の 医 学 教 育 課 長

に 就 任 す る よ う な 時 代 で は な か っ た わ け で す 。

し た が っ て 、 文 部 省 は 文 部 省 、 厚 生 省 は 厚 生 省

と い う 考 え 方 で す 。 わ れ わ れ は 養 成 機 関 で す か

ら 、 厚 生 省 の こ と は 国 家 試 験 の と き ぐ ら い の 気

持 ち で 当 初 の 1 0 年 く ら い は や っ て き た と 思 い

ま す 。 時 代 の 変 化 に よ っ て 変 わ っ て き た と 思 い

ま す 。

です か ら、今 は、協 会 をつ くられた ときの意

義 といい まし ょうか、趣 旨 とい うものは、設 立

当 時 とは相 当変 わ っ て お り ます 。 したが っ て 、

協会 が従来 どお りの方針 で、 これか らど うす る

か とい うの は、今 、 改 め て考 えて み るべ き時 期

で は な い か と思 い ます 。

安井 協 会加 盟 の各 大 学 が 団結 を しない と、 う

ま く解 決 で きな い こ ともあ ります。今、需給 問

題 で文 科 省 が 各校 に対 して事 情聴 取 み たい な形

で対応 して い ます け れ ど も、 それ に対 して協 会

と して ど うすべ きか とい うこ とが 、非 常 に重 要

に な っ て い る わ け で す ね 。

た だ今 の お話 、 ま さ に そ の とお りだ と思 い ま

す 。

宮本 一言 だ けつ け加 え ます と、事務 局長会 議

等 で議論 したなか に、協 会 の加 盟大学が い ろん

な考 え方 か ら大 同 団結 して一 つ の 指針 を出す と

い うので、 カル テル を結 ぶのではないか とい う

よ うな誤解 を招 い た こ とが あ ります 。 これ は協

会加 盟大学 が同 じ方 向 を向いて協力 し合 うとい

う こ とで、 カル テ ルで もな ん で もな い とい うこ

とです 。 しか し、授 業 料 を統 一す る とか、 試験

日を調 整 す る とか とい う こ とに な る と、 これ は

誤 解 を招 くか も しれ な い とい う議 論 は そ の 当 時

は あ り ま し た 。

安井 一宮 事務 局 長 もそ のへ んの経 緯 はい ろい

ろ とご存知 と思 い ます が .....・・。一 宮 私 が 協 会 に お 世 話 に な り ま し て 1 5 年 で

す 。 設 立 3 0 周 年 を 迎 え て 思 い ま す の は 、 協 会

の 事 業 と は 、 会 議 そ の も の が 事 業 な の だ と い う

こ と で す 。 会 議 を 通 し て 、 定 款 と 毎 年 度 の 事 業

計 画 に 基 づ く 「 調 査 ・ 研 究 」 等 を 行 っ て お り ま

す 。 こ れ に よ り 、 内 部 的 に は 情 報 交 換 に 貢 献 し

て お り ま す し 、 ま た 、 対 外 的 に は 関 係 方 面 へ の

意 見 具 申 ・ 要 請 ・ 要 求 を 行 っ て い ま す が 、 3 0

年 た ち ま し て 、 今 や は り 転 換 期 に き て い る と 思

い ま す 。 平 成 2 0 年 1 2 月 か ら は 公 益 法 人 制 度 が

変 わ り ま す 。 今 回 の 座 談 会 の メ イ ン テ ー マ は 、

「 私 立 歯 科 大 学 協 会 の 役 割 と 今 後 の 展 望 」 と な っ

て い ま す の で 、 「 こ れ か ら の 協 会 は ど う あ る べ

き か 」 と い う こ と に つ い て 、 全 会 員 か ら ご 意 見

を 伺 い 、 協 会 の 進 む べ き 方 向 を じ っ く り 検 討 し

て い く こ と が 必 要 で あ ろ う と 思 い ま す 。 本 協 会

加 盟 の 1 7 私 立 歯 科 大 学 ( 歯 学 部 ) は 、 歯 科 医

師 需 給 問 題 に 対 応 す る た め 、 昭 和 6 1 年 度 の 入

学 定 員 総 数 ( 2 , 4 0 0 人 ) を 2 0 % 削 減 し た 数 を 募

集 人 員 と す る こ と を 自 主 規 制 に よ り 行 っ て お

り 、 こ の こ と は 毎 年 度 の 総 会 ・ 理 事 会 で 、 会 長 ・

専 務 理 事 か ら 歯 科 界 全 体 の た め に ご 協 力 を 依 頼

し て お り ま す が 、 協 会 に は 強 制 力 は ご ざ い ま せ

ん の で 、 あ く ま で も 善 意 の お 願 い で す 。 そ の へ

ん に 協 会 と し て は 限 界 が あ る の で は な い か と い

う 気 が し て い ま す 。

ま た 対 外 的 に意 見 な り要求 を 出 して も、 そ れ
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が 実現す るか ど うか とい うの は非常 に不 安 定 な

ところが あ ります 。相 手 か らす れ ば 「立場上 出

した の で は な い か」 とい う よ うな受 け とめ方 か

も しれ ませ んが 、協会 として 出 した以上 は少 し

で も実 現 させ た い の で、 そ の 方 法 とか 方 策 が 何

か な い もの か とい う気 が して い ます 。

政 治 ・行 政 、 そ れ ぞ れ動 い て い ます け れ ども、

政 治 と行 政 が 一 緒 に な ります と強 い で す か ら、

これ に対 して圧力 か け る よ うな方 法 に は、 何 が

あ るの だ ろ うか な と危 惧 して い る ところで、 そ

のへ んの こ ともご意見 いた だいて、 各 部会 ・事

務 局長 会議 で検 討 し、理事 会 ・総 会 に諮 る こ と

が 必要 と思 い ます 。

安 井 結 局の ところ、厚労省 に も要 求書 や要 望

書 を出 してい ますが、協会 として回答 が も らえ

な い とい う ところは理事 会 の なか で もい ろい ろ

言 われ るの で す。 そのへ ん は先 ほ ど会 長 が言 わ

れ た よ うに、大学人 としての立場 と、 半分 ぐら

い は圧 力 とい う こ と も考 え て もい い の か な と思

い ます 。 もち ろん、バ ラ ンスが大事 とい う気 は

し ます け れ ど ね 。

文 部 科 学 省 は ち ょっ とス タ ンス が違 う と思 い

ます が 、 そ の話 は後 で し よ う と思 い ます 。

〈教 育 の変化 と建 学 の精 神 〉

次 に、 大 塚先 生 に お 話 を伺 い ます 。 こ の 10

年 とい う ところが今 の話題 なのですが、教 育 と

い う側 面 で ご らん に な られ た と きに、 総 合 大 学

の歯 学 部 の教 育 とい う もの を取 り巻 い て い る状

況 を どの よ うに考 えて お られ ます か。

大塚 なか なか難 しい話 で す 。多 方 面で教 育 改

革 が な され るの が、 ち ょう ど本協 会 の 20周 年

の少 し後 ぐ らい で、 当 時 の文 部 省 で も検 討 の最

中 だ ったの だ ろ う と思 うんです ね。 それ を受 け

たの が、 平 成 10年 以 降 に な っ て か ら、 い ろ い

ろ ア ナ ウ ンス を始 め て きて い るの で す 。 総 合 大

学 とい う形 で は あ るの です けれ ど も、 歯学 部 は

ほ とん ど学 部 単位 で や る よ うに な って い て、 か

え って そ の前 の 時代 の ほ うが 教 養 課 程 が一 緒 に

な っ て い た り した 部 分 が あ りま した。

例 え ば 岩 手 医 科 大 学 で は教 養 課 程 が な くて 、

日大 にお い て医進 コー ス と して教養 の学 生 を育

て た りして、 学 部教 育 にな って か ら初 め て医科

大 学 とい う よ うな時 代 が あ りま した。 あ の こ ろ

の ほ うが 、教 養 課 程 は他 学 部 希 望 の学生 と一 緒

に授 業 を受 け る とい う考 え方 、 学 部 に は 3年生

か ら入 っ て く る こ と が ま だ 日大 で も あ り ま し

た。 時 代 が進 む につ れ て、 教 養 か ら専 門教 育 ま

で 全 部 独 立 に な っ て きて 、 そ うい う意 味 で は

30年 ぐ らい 前 か らは あ ま り他 か ら学 部 に 入 っ

て くる とい うの はな くな ったで す ね。

歯学部 は独 自で、 日大 で も総合教育 みたい な

もの は な くな っ て し ま って、 学 部 単独 の カ リ

キ ュ ラムが で きて い ます か ら、 理工学 部 はす ぐ

近 くです が 、総 合 大 学 とはい って も、 なか なか

接 触 とい うの は少 な いで す ね。 だ んだ ん学 部 の

独立性 が強 くなって い ます 。新 國先生 が指導者

の ころで す け れ ど も、 学 生 数 が われ わ れ の とこ

ろで も定 員 120人 の ころ に、 あの ころは 「もっ

ととって くれ」 と文部 省 が頼 んで いた ぐらいで

す。 「この ご ろ文 部 省 は冷 た い ん だ よ」 とい う

話 は、 そ の 後 の 時 代 に伺 っ た こ とが あ りますが
ね 。 (笑 い)

そ ん な こ とが あ っ て、 先 ほ ど宮 本先 生 の お 話

の よ うに、 次 第 に入 学 制 限 の 時代 に入 って、大
学全体 が今規模 を縮 小 で きず に困 ってい る よう
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な感 じが します 。30年 、40年 前 に 日本 の 高 等

教 育 の拡 大 が 始 まって 、 大体大 き くな った、花

が咲 い た、 そ の と きに後 発 の 大 学 もあ ります か

ら、 あ ま りよけ い な こ とは言 え な い の で す が さ

らに充実 期 に入 った。抑 え る人 とよ り拡張す る

人 に分 か れ た と きに、 拡 張 す る ほ うが世 の 中 の

動 向 だ った の で は な い か と思 う。 だ か ら よ り充

実 とい う こ とで 、 日本 は い ろ ん な方 面で 拡大 が

進 んで しまっ た。 あ の 当 時 、生 産性が 高 まっ て

勢いが あ った ころなので、充実す るために拡大

とい う形 に どん どん行 っ て し まった の で はな い

で し ょ うか 。

昔 は学 部 が 攻 撃 的 とい うの で は な い けれ ど、

充実 イ コール膨 張 と考 え た風 潮 が全体 的 にあ っ

た の で は な い で し ょ うか 。

定 員 問題 とか は、 一 部 の 意 見 と して は あ った

で し ょうけれ ど も、 設 置 認 可 を 出 され る と、 ど

ん どん定 員 を無 視 して入学 させ る とい うこ とが

起 き た の が 膨 張 の 年 代 な の か な。30年 前 か 、

もうち ょっ と前 です か、 ち ょうど日本全体の大

学がそ うい う雰 囲気 にな って いたのかな とい う

よ う に思 って い る の です け れ どね。

安井 教 育 の キ ャパ シテ ィー とい うところか ら

い くと、 か な り無 理 して 歯科 医 師 を養成 して い

た わ けで す ね 。 そ れ は 昭 和 36年 に国民 皆 保 険

制度がで きて、歯科 に受診す る人が圧倒的に増

えた。子 どもが 増 えた時 代 で もあ ります の で、

ち ょう どむ し歯 の 増 加 と重 な っ て きた の だ と思

い ます。その よ うな時代背景 も歯科 の教育 に大

きな影響 を及 ぼ して い る よ うな感 じもします。

伝統 とい う意味 で は金 子 先 生 の東京 歯科大学

が い ちばん長 い で す ね。 先 生 の 目で見 て お られ

て、 教 育 に関 して相 当大 きな変 化 が あ っ た ので

は ない か と思 い ます 。 先 生 の ご意見 を聞かせ て

くだ さい。

金子 私 は私立歯科大学協 会 は まだ 3年弱です

ので、中原 先 生 と宮 本先 生 の お 話 を伺 って いて、

協会 ので き方 、 そ の後 の事柄 な ど非常 に勉 強 に

な った のです けれ ども、 その こ と と併せ て、 日

本 の歯科 医療 の歴 史 は人材 育成 の歴 史 で も ある

わ けで 、 そ の こ と と、 今 の時 代 、 改 革 の 時代 で

す ね 、改 革 の時代 とい うの は次 の時代 をつ くる、

こ うい う 2つ の こ とか ら、私 立 歯科大学協会 の

今 後 の あ り方 、 こ うい う もの を ち ょっ と考 えて

み た い と、 お話 を伺 っ て い て 思 い ま した 。

日本 の歯科 の歴 史 は、先 ほ ど宮 本先 生 か らも

大 学 の 設 立 の経 緯 が あ り ま した け れ ど、 これ は

明 らか に 「官 」 で はな くて、 「民 」 が 主 導 して

きて お ります 。 これ はつ い この 間 まで 続 い て い

たわ けで、戦前 あったの は現 在の東京 医科 歯科

大 学、 そ の後 、敗 戦 で大 学制 度 に な った と きに

大 阪大 学 の歯学部が で きた。 その前 は歯学科 で

す 。とい う ような こ とで、「官 」は歯科 に対 して、

決 して先 導 して こなか った とい うこ とが あ ろ う

か と思 い ます 。

それで、そ うい う歴 史 を踏 まえ る と、今 「官」

と 「民」 とい う対 立構 造 で は決 して な くて も、

この私 立歯科 大 学協 会 の設立 に よって、先 ほ ど

お 話 が あ った 、 い わ ゆ る新 設 の大 学 とい う大 学

もみ ん な一 緒 にな って や ろ う とい う土 壌 が で き

て い る わ け で す か ら、 そ れ で は こ れ か ら何 を

や って い くか とい う話 にな ろ うか と思 い ます。

そ れ は、 や は り新 しい と きは新 しい もの をつ

くる、 次 に飛躍 で きるい い チ ャ ンスで もあ る わ

け で 、 だ か らこれ を何 とか利 用 して、 その利 用

す る に 当た って は私 立 歯科大 学 協 会 が、 言 って

み れ ば リー ダ ー シ ップ を とっ て や れ る の で は な

い か と 思 い ます 。

そ うい う意 味 で、具 体 的 な話 が研 究教 育 、 そ

れ か ら病 院 の質 だ とか経 営 だ とか とい う話 にな

ろ うか と思 い ます。 です けれ ど も、先 ほ どの宮

本 先 生 の お話 を聞 いて い て も、 や は り大 学 が い

い運営 を して い くため の財務基 盤 を ど うす るか

とい った ときに、大 同団結 して対処 す れ ば対処

で きた とい うお話ですか ら、逆 に言 うと、今 日

も定 員 削 減 で ご意 見 が 出 て い ま した けれ ど も、
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こ れ も一 つ の チ ャ ンスで は あ ろ か と思 い ます 。

困窮 の と きに逆 に チ ャ ンス は 出 て くるの だ と思

うわ け です 。

です か らそ うい う意 味 で、 や は り大 同 団結 と

い う精 神 が この協 会 の本 旨で あ ろ う し、 今 後 も

そ こ に発 展 の エ ネル ギ ー が あ るの だ ろ う と思 い

ます 。

中原先生 の先 ほ どのお話 の、圧力 団体 とは言

わ な い け れ ども、 とい う と こ ろが 大 事 で して、

私 はや は りあ る ところで は圧 力 団体 とい うか、

そ れ は 「官」 に対 す る圧 力 だ と思 い ます けれ ど

も、 そ うい う面 で リー ダー シ ップ を とって い く

とい うこ とは圧 力 団体 で あ って決 して悪 い こ と

はな い と思 い ます 。

そ れぞれの大 学 の ご事情 はあ るで し ょうけれ

ども、 や は り自分 た ちで歯科 とい うの は、対 医

科 が あ ります か ら、 そ うい う大 きな医療 政 策 の

なか で 、 歯科 医療 とい うの を 自分 た ちが発 言 を

し、 提 案 を し、提 言 を して そ して 実 行 して い か

ない と、や は り 「官」 は先 には考 えて くれない

とい うの が今 までの歴 史 です し、 そ れ は官立、

国立 が で きて もそ う変 わ っ て は い な い と思 う。

です か ら、 私立 歯科大 学 ・歯 学 部 の役 割 は非常

に大 き く、 国民 の健康 福祉 は 口腔 か ら とい う意

味 で も、 歯科 医療 にお け る人材 育 成 に関 して先

導 的 な役 割 が今後 もあ ろ うとい うふ うに思 い ま

す。

ま して や 、 歯科 医 師養 成 の 74% く らい が 私

立 の卒 業 生 です 。 それ だ けの方 た ちが背負 って

立 って い るわ けで す か ら、 別 に対 立構 造 で は決

して な いです よ、 「官」 と 「民 」 の。 で も現 状

を踏 まえ、 歴 史 を踏 まえて み れ ば、 や は りお の

ず か ら役 割 とい うの は見 えて くるだろ う、 それ

は 自分 た ちで先 導 してい くの だ とい う話 にな る

と思 う わ け です 。

そ うい う意味で は、今後 もこの協会 には大 き

な役割 が あ る と思 い ます。 それ ぞれが競 争 です

し、 しか し、 や は り連携 してい くとい う精神が

大 事 で 、何 を 目的 に してい るか とい う と、 国民

の 医療 福祉 で す ね。 よか れ と思 うこ とをや って

い こ う と。それ を一致 団結 してや ってい こ う と。

今 は競争、競 争 と切 り捨 ての時代 で はあ ります

けれ ども、 その競 争 と、皆 さんが連携 して、 よ

りよ く向 上 し よ う とい うの とは別 だ と思 い ま

す 。 で きる に違 い な い と思 い ます 。

人 材 育 成 、 教 育 で は 、 そ れ は そ れ ぞ れ 建 学 の

精 神 が 私 立 大 学 に は あ っ て 、 そ こ に 意 味 合 い が

あ る わ け で す か ら 、 大 い に 多 様 な 人 間 を つ く っ

て 、 社 会 の な か で 活 躍 し て も ら う と い う の が 大

切 な 一 点 と し て あ り ま す 。 必 要 に 応 じ て そ れ ぞ

れ の 大 学 の 方 針 は そ れ ぞ れ あ っ て し か る べ き だ

し 、 そ れ は 国 立 と 違 う 点 だ と 思 い ま す 。

安 井 お 話 に あ り ま し た よ う に 、 例 え ば 私 立 の

場 合 で す と 、 建 学 の 精 神 と い う の が あ り 、 実 際

に は 教 育 課 程 全 体 の な か で 、 そ の 具 現 化 が 図 ら

れ て い ま す 。 と こ ろ が 、 モ デ ル ・ コ ア ・ カ リ キ ュ

ラ ム の 消 化 に 全 時 間 数 の 6 割 ぐ ら い 必 要 と い う

こ と で 、 歯 学 部 の 教 育 と い う の は 、 あ る 意 味 で

均 一 性 を 要 求 さ れ て い る と も 言 え ま す 。 ど ち ら

か と い う と 、 「 国 立 」 対 「 私 立 」 の 教 育 を 比 較

す れ ば 、 「 私 立 」 の 良 い と こ ろ が 潰 さ れ て し ま

う 可 能 性 も な き に し も あ ら ず で す 。

金 子 で す か ら国家 試験 の、 あ ま りに高 い レベ

ル とい うか、 そ れ は現状 をや は り見 ない とい け

な い と思 う。 そ の 現状が どれ だ け不 足 に な っ て

い るか とい う もの は、 一方 で は先 生 が よ く言 っ
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てい る評 価 が な け れ ば い け ない わ けです 。 それ

で なけれ ばい たず らにた だ需 給 関係 だ けで合格

基準 の法外 な難 度化 は、教 育 の ゆが み を必 ず起

こす の で す か ら。 ど こ に ゆ が み が 生 じ る か と

い った ら、 教 育 とい うの は知 育 と徳 育 との 両者

が必要 です 。歯科 で必 要 な知識 だ とか技 術 だ と

か技 能 だ とか 、 そ れ とは別 にや は り判 断 だ とか

識見 だ とか 人 間性 だ とか 倫 理 観 を育 て る徳 育

は、今 医療 人 と して 最 も求 め られ る ところで も

あ ります 。 これ が な くな っ て し ま う可 能性が あ

るわ けで、 具 合 が 悪 い 。

現 在 の知 見 、 私 が こん な こ と を言 って は い け

ない けれ ど も、何 か ら何 まで頭 に詰 め込 ん だ っ

て数 年 た て ば変 わ ります よ。 そ れ に対 応 で きる

だ け の 人 間 をつ くる とい うの が 教 育 で す か ら、

今あ る もの を覚 え た と こ ろで今 は い い け れ ど、

で は次 どうな るの か 。 そ れ に対 応 で き る人 間で

なけれ ば い け ない わ けです 。

一 つ は覚 え させ る こ とが 対 応 で き る基 盤 に も

な ります け れ ど も、 しか しあ ま りに もそ れ ば か

りだ とい う話 で は、教 育 とい うの は何 も学校 に

来 る必 要 はな い とい う こ とに な る。

安井 だか ら生 涯 教 育 とい うこ とに な るわ けで

す ね 。

金子 生 涯教 育 とい って も、 昔 み た い に独 自に

勉 強 で きます よ、 知識 だ け な ら。 人 間の なかで

医療 はあ るの です か ら、 教 育 もみ ん な と一緒 に

受 け る こ とで 自分 の 立 場 が分 か る し、 モチベ ー

シ ョンも競 争 心 も わ くし、 創 造 の喜 び も知 る。

そ うや って、 人 間 の集 団の な か で初 め て 人 間 ら

し くな るの で は な い で し ょ うか 。 で す か ら知 識

の面 だ け教 え込 も う とい うの だ った ら、別 に学

校 に来 な くて もい い ん で す よ。独 学 で で きます、

これ だ け優 れ た本 や 映像 に よ る教 材 が で きて い

る の で す か ら。

大 学 の役 割 が た だ知識 だ け を与 え るの だ った

ら大学 は要 らな い 、 と私 は思 うの で す けれ ど。

大塚 お っ しゃ る とお りで 、 コ ア ・カ リキ ュ ラ

ム とい っ て 、根 幹 を しっか りさせ ま し ょう とい

う発 想 で 始 まるの だ けれ ど、 教 員 とい うの は宿

命 的 に全 部 自分 が や っ て い る分 野 が コ ア だ と

思 って い て、どん どん中 身 を広 げ たが るんで す 。

宮本 今お っ しゃっ た こ と、 私 もその とお りだ

と思 って い ます 。 実 は文科 省 の補 助 金 の なか で

も、特 色 ある教 育 に対 して は補助金 を出す まで

の制 度が今 あ る わ けです。

今 の金子先生 のお話 と同 じです よ。情報 過多

の 時 代 で、 情 報 が い っぱ い入 って くるか ら、 そ

れ は 知 識 と して は い っ ぱ い得 る こ と は で き る 。

それ を取捨 選択す るの に必要 なの はや は り知 恵

が な い とだ め だ。 そ してそ の知恵 を取捨 選択 し

た もの で 集 約 され るの は知性 に な る。と こ ろ が 、

この知性 だ け で は だめで 、立派 な見識 を持 たね

ば な り ませ ん 。

私 はだか ら、 歯科 医療 に従事 す る歯科 医 師 の

養成 とい うの は、私学 がで きるの はそ の見識 だ

と思 うんです 。 建 学 の理念 を持 た な い学校 はそ

こ まで い か な い と思 う。 知 識 は詰 め 込 む で し ょ

うけれ ども。や は り知識 とか知恵 とか知性 とか 、

それ は 自分 で判 断す る能力 と見識 に よって行 わ

れ る こ とだ と思 い ます。 こうい う教 育 が背 景 に

あ るべ き とい うのが 、常 日頃考 えて い るこ とな

の で す 。

で す か ら、 これ は何 も歯科 医師 の養成 だ けで

は な くて 、 ど この 私 学 で も同 じだ と私 は思 っ て

い ます 。 大事 な こ とだ と思 い ます 。

安 井 シス テ ム 的 には どち らか とい う と、 国立

大 学 が 有 利 な よ うに シス テムが組 まれ て い って

い る よ う な気 が す る ん で す ね 。 CBT や OSCE

の ような共 用試験 に して も、 あるい は今 の 国家

試 験 の あ り方 に して も、 私 立大 学 が本来 持 って

い る良 さを保 って い くこ と自体 に努 力 が必 要 な

時 代 に な っ て きて い る の で は な い か と思 い ま

す 。

中原 私 立 の 場 合 、 大 方 の大 学 が学生 の レベ ル

を 見 ます と、 上 1/3、 真 ん 中 1/3、下 1/3 とい
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う よ う な 、 そ う い う レ ベ ル で ず っ と き て い た と

い う よ う な こ と が あ っ た と 思 い ま す 。 国 立 の 仲

の い い 先 生 と ア ル コ ー ル が 入 っ た と き の 話 し に

な り ま す と 、 3 人 ほ ど の 先 生 か ら 共 通 の 話 を 聞

き ま し て 、 国 立 大 学 は 学 生 の 上 位 1 / 2 追 い 出 さ

な い と よ く な ら な い と い う こ と が あ り ま す ね 。

「 え っ 、 上 位 1 / 2 で す か ? 」 と 言 っ た の で す が 、

そ う な の だ と 。 そ れ は 結 局 、 国 立 大 学 の 歯 学 部

に は 医 学 部 を 切 望 し た に も か か わ ら ず 、 敗 れ て

歯 学 部 に 入 る 。 だ か ら 基 本 的 に ト ラ ウ マ が あ り 、

歯 科 に つ い て は そ ん な に 情 熱 が わ か な い と い う

人 た ち が い る 。 そ れ か ら 高 校 で も っ て 、 「 君 は

偏 差 値 、 歯 学 部 が い い よ 」 と 言 わ れ て 歯 学 部 に

入 っ て き た と い う 人 た ち が 上 1 / 2 な の だ と 。 だ

か ら 彼 ら に 出 て 行 っ て も ら わ な い と 歯 学 部 は 絶

対 に よ く な ら な い と 、 そ の 3 人 の 先 生 に 聞 い た

ん で す よ 。 そ の と き は 「 そ う か 」 と い う ふ う に

思 っ た の で す が 、 確 か に 先 ほ ど の 金 子 先 生 の お

話 の よ う に 、 い わ ゆ る 点 数 主 義 と い う の が 、 も

う ど う し て も 文 科 省 サ イ ド で も 消 え な い と い う

の が あ る と 思 う ん で す ね 。

歯科 医師の場合 、歯科 医師 国家試験 の場合 も

そ うな んで す け れ ども、 あ る レベ ル の ところ ま

で 到 達 して い れ ば そ れ は い い で は な い か 。 あ と

は彼 が 歯科 医師 と して の適性 が あ るか、 あ るい

は医療 人 と して の 人柄 が あ るか、 そ うい う もの

で測 るべ きで あ って、 偏 差値 が こ こ まで い って

い る、 しか し偏 差 値 が 高 け れ ば いい 歯科 医師 な

の か 、 い い 医 師 な の か とい う こ とで す よね 。 こ

れ は も う絶対 に間違 った答 えだ と思 い ます ね、

偏 差 値 が 高 け れ ば い い 医者 だ とい うの は 間違 っ

て い る。そ れ で さん ざん 間違 って きた わ け で す 。

レベ ル が そ ん な に低 くて は 困 り ます け れ ど

も、 か な り高 い レベ ル で 、 そ こか ら上 の 人 につ

いて は、 も う本 当 に歯科 医 師 と して 適正 な人 を

選 ぶ とい うよ うな形 で もって い か な い と、 や は

り患者 さんに受 け入れ られる歯科医療 人 とい う

もの を送 り出す とい うの は な か な か 難 しい だ ろ

う とい うふ うに は思 い ます けれ どね 。

安 井 私立 歯科 大 学 歯学 部 と して の教 育 の結

果 と して、 卒 業 を した時 点 で 国立大 学 の学生 と

一 味 も二味 も違 う とい う と こ ろ をつ く らな けれ

ば な りませ ん。 もち ろん建 学 の精 神 はそ れ ぞれ

違 い が あ るの で、 そ の意 味 で は違 う卒 業 生 が 出

て くる と は思 い ます が 、 や は り国 民 に とっ て 、

いい歯科 医師 の養成 を してい くとい うこ とは今

後 と も重 要 だ と思 うの です 。

〈協会 としての リーダーシップとは〉

私 立 歯科 大 学 ・歯学部 とい う観 点 か らみ ます

と、協 会 と して の リー ダー シ ップ とい うお話 が

あ りま した。先 ほ ど宮本 理事 長 が お話 しに な ら

れ ま したが 、寄 附金 問題 の ように、外 部 か ら攻

め られ た と きに協 会 と して対応 す る とい うの は

もちろん必 要 です。今み たい に国家 試験 に よる

定 員削減 な どで、攻 め られ た と きに も対応 す る

こ とは必 要 で す が 、逆 に内 か ら、 協 会 の なかか

ら外 に向か って提 案 して い くとい うこ とは、 こ

れ まで あ ま りな され て い な い よ うに感 じるので

す が .....。

これか ら重要 な の は、 自分 た ちで協 会 の発 展

の た め に創 っ て い くプ ラ ス の チ ャ ンス な の で は

な い か と思 うの です 。

宮本 時代 はめ ま ぐる し く変 化 します し、 行 政

の 立 場 か ら もそ れ ぞ れ言 っ た こ とが変 化 して

いって、対応 しかね る場合 があ りますね。例 え
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ば、 この私立歯科大 学協 会 とい う協 会 が あ りま

すが 、大 学 に よって、 私立大 学協 会 に属す る大

学 と、 私 立大 学 連 盟 に属 す る大 学 が あ ります。

安井 歴 史 的 にみてみ ます と、外 か ら攻 め られ

て 困 っ た と き に 団 結 す る とい うの で は エ ネ ル

ギーが な くな って しま うの で、 そ れ よ りも内 か

ら外 へ発 信す る とい うこ とが す ご く大事 だ と思

い ます 。

宮本 さっ きの 一宮 局 長 の ご発 言 もそ うい うこ

とだ ろ う と思 い ます 。 どこか で止 まって しまう

とい うこ とで す ね。

安井 そ うい う意味 で は、厚 労 省 の 中 間報告 に

対 しての協 会 の意見書 も日本 歯科新 聞等 に初 め

て 出 した わ けです が 、 そ うい う こ とだ けで は な

くて、 教育研 究 、臨床 、社 会 貢献 な ど多 くの こ

とにつ い て 私 立 歯 科 大 学 ・歯 学 部 が リー ダー

シ ップ を とるため には、発 信 を もっ と多 く行 う

こ とが 必要 だ と思 い ます ね 。

宮本 もう一つ、 メデ ィア を利 用すべ き じゃな

いか。 メデ ィア にそ れ を発 信 して も ら うこ とを

考 え な け れ ば い け な い 。

一 宮 業 界 の メデ ィア とか 。

宮本 もち ろん業 界 の 関係 も必 要 です が 、 世 間

一般 です よ。教 育 の問題 とい うの は、一 般 にア

ピー ル しな け れ ば い け な い 。

一 宮 意 見広 告 とか 。

宮本 方 法 は別 と して、 一応 そ うい うふ うに思

い ます 。方 法 は い くらか 「色 」 を考 えて。

一 宮 政 治 と行 政 が 決 め た こ とに対 抗 す るた

め、 メ デ ィ ア を利 用 す る とか 。

宮本 今 の時代 はすべ て そ うです けれ ど、 この

方法 でや って くれれ ばいい と思 うもの を発信す

れ ば い い の で は な い で し ょ う か ね 。

一宮 例 えば 、 歯科 医師 が 多 す ぎる とい われ て

い ます が、 国民 か らみ れ ば 選択肢 が 広 が る とい

う見方 が あ ります 。

宮本 歯科 医師が多 い とい い ます けれ ど、偏 在

して い ます 。 私 の 郷 里 な ん か に行 き ます と、 い

まだ に総 合 病 院 で 歯 科 医 師 は週 2日 しか来 ませ

ん よ。 一概 に言 え ませ ん よ。 で す か ら、 国民 に

理 解 を求め る。 国民 にわ か って も らえ る よ うな

方 法 に しな い とい け な い 。

一 宮 歯科 医師が過剰 だ とい うの は、過剰 感 だ

とい う気 が して い ます 。

宮 本 資 料 に よ る と 、 3 0 年 前 の 歯 科 医 師 と 医

師 の 市 場 参 入 と い い ま し ょ う か 、 資 格 を も っ た

人 が 市 場 に 出 て い く の は 、 歯 科 医 師 の ほ う が 開

業 医 は 多 く 格 差 は あ っ た け れ ど も 、 そ ん な に 開

い て い な い 。 と こ ろ が 今 は 医 科 の ほ う は 病 院 勤

務 と か で 、 開 業 医 が か な り 減 っ て い る 。 歯 科 の

ほ う は 相 変 わ ら ず 開 業 医 は 増 え て い る 。 こ れ を

単 な る デ ー タ だ け で み る と 、 多 す ぎ る と い う こ

と に な り ま す 。 で す か ら 、 そ こ の と こ ろ は 協 会

で 分 析 し て も ら わ な け れ ば な り ま せ ん が 、 歯 科

医 師 の 市 場 参 入 の 仕 方 の 問 題 な ん で す 。

金 子 今 、 宮 本 先 生 が お 話 し の 、 市 民 に 理 解 し

て も ら う と い う 視 点 が 最 も 大 事 な と こ ろ だ と 思

い ま す 。 そ の 理 解 と い う の は 、 専 門 職 で す か ら 、

当 然 専 門 の こ と に な り ま す け れ ど も 、 逆 に い い

ま す と 、 も う 少 し 何 か 身 近 な と こ ろ で 何 か で き

る と い い と 思 う ん で す 。

とい うの は、箱 根 駅 伝 、宮 本先 生 の駒 澤大 学

は よ く出場 され て い ます けれ ども、私 は沿道 に

住 んで い ま した け ど、30年 、40年 前 の時代 と

今 で は、朝 か ら晩 まで テ レビで放 映 します し、

あ の 視 聴 率 が 何 と 20% 近 い、 驚 くべ きで す よ

ね 。

宮本 瞬 間視聴 率 は今年 46%です。

金子 要 は、駅 伝 に よって大 学 の名前 を視 聴 者

に知 って も ら う とい う、 この 1点 で、 これ はす

ご く大 きな意味 が あ る と思 い ます 。 で す か ら何

も専 門だけで は な くて も、 どうや った ら社 会 の

人 た ちに直接 で な くて も間接 的 に、歯科 とい う

の は こ うい う もの だ とい うのが わか る よ うな方

策が欲 しい と思 い ます。何 か もっ とそ うい う面

で の、 市 民 が 理 解 で きて興 味 を もちやす い もの
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一 宮 正 明
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を、 メデ ィア を利 用 して どん どん計 画 的 に発 信

して い くこ とを歯科 医師 会 も考 えた らい い んで

はな いで し ょうか。そ れ か ら各 同窓 会 も含 め て 、

あ らゆ る と こ ろで 市 民 に よ る理 解 活動 を全 体 で

行 っていか ない と、今 の苦境 か らは抜 け出せ な

いです ね。 や は り何 が 大事 か とい った ら、市 民

の視点 です。本 当 にそ う思 い ます ね。

安井 広 報 ご担 当 と して は どうです か 。

大塚 何 とな く今 までの大 学 と歯科 医師会 とい

うの は距 離 感 が あ っ た。 官 庁 に対 して もそ う

だ っ た 。 そ のへ ん が ど うな の です か ね。 お互 い

話 し合 い を もた な い とい け な い よ うな 時 期 に き

て い る の で は な い か と い う気 が して い る ん で

す。

歯 科 医 師 会 の 一 般 会 員 の 人 は、 「多 す ぎる、

多す ぎる」 と職業上騒 ぎたが りますね、やは り。

その話 は、 それ を受 け入 れ る厚 労省 の話 と、教

育 で 出す ほ うの大 学 と文 科 省 の話 で あるわ けだ

か ら。 どうい うふ うに してい きたいか とい うの

は、 歯科 医 師 と して の ス キル が だ め な らば 、教

育者 が考 え な け れ ば な らな い部分 が あ るか も し

れない し、今 なぜ一方 的 に厚労省 とか歯科医師

会側 か らの意見 だ けが こち らへ 押 しつ け られ る

の か 、 そ のへ ん の こ と まで 話 し合 わ な い とい け

ない 時期 に きた の か とい う気 が します 。

宮 本先 生 が お っ しゃった よ うに、確 か に歯科

は開業医が 目立つ わけです よ、数 か らして。卒

業 生 が増 えれ ば、 どん どん個 人 の診 療所 の 開設

とい う こ とにな るわ けです 。 医 師 の ほ うは、 開

業 す る には新 しい器材 を使 わない と診 断が で き

な い とかで、 要 す る にお金が か か りす ぎる時 代

にな って きた。です か ら内科 の医師で も開業 と

い うの は大 変 な わ けです 。 個 人 開業 に対 す る経

済 的 なバ ック グ ラ ウ ン ドが 医 師 と歯科 医 師 で は

ち ょっ と違 っ て し ま っ た こ と も要 因 と して 大 き

い の で は な い で す か ね 。

宮 本 数 字 だ け で み る と、 そ こ まで は わ か らな

い 。

大塚 そ うい う と ころか ら、 教 育 者 とい うか 、

わ れ わ れ が今の ま まで 良 い の か とい うの もなか

な か大 変 か な とい う気 が します 。

国 立 大 学 で 私 が 感 じ て い る の は 、 大 学 院 大 学

と い う 形 を つ く り だ し て い る に も か か わ ら ず 、

そ の あ と の こ と を 文 科 省 は ど う 考 え て い る の

か 。 わ れ わ れ 私 立 も 確 か に そ う な の で す け れ ど

も 、 大 学 院 大 学 と い う の は 本 当 に 文 系 も 全 部 、

課 程 博 士 を つ く る シ ス テ ム な の か と 。 大 学 院 大

学 だ か ら と い う 形 に す る の だ っ た ら 、 全 部 の 学

部 で 博 士 号 を 出 せ ば い い 。 例 え ば 日 本 大 学 な ん

か で み れ ば 、 修 士 が ほ と ん ど で 、 博 士 号 は な か

な か 出 せ な い の が 文 系 の 現 状 だ と 思 い ま す 。 国

立 は 大 学 院 大 学 に 全 部 し た の だ け れ ど 、 あ の 大

学 院 大 学 と い う の は 博 士 を 全 部 出 す 大 学 院 大 学

な の か 、 あ る い は 修 士 を 出 せ ば い い の か と い う

の が よ く わ か ら な い の で す 。 大 学 院 大 学 に な っ

た ら 、 も う 少 し 大 学 院 大 学 ら し く す る の だ っ た

ら 、 医 療 系 は そ れ こ そ メ デ ィ カ ル ス ク ー ル 、 デ

ン タ ル ス ク ー ル に 切 り 替 え る べ き だ ろ う し 、 同

じ よ う な 教 養 教 育 か ら 6 年 間 教 育 を し て 、 さ ら

に 大 学 院 大 学 と い う 、 何 か ち ょ っ と 矛 盾 し て い

る よ う な 気 が 私 に は す る ん で す が 。

特 に医療 系 の もの は、石 原 都 知 事 が 言 い 出 し

た メ デ ィ カ ル ス ク ー ル な り、 デ ン タ ル ス ク ー ル

に切 り替 え るな らわかるのだけれ ど、 どうい う

意思 で あ あ い う、 ほ とん どの 国立大 学 を大 学 院

に して しまっ た の か わ か らな い。何 で も一 律 に、
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何 か一色 に しな い と気 が す まな い と こ ろが あ る

か ら な の か ･･･ 。

金子 大 学 院重 点 化 大 学 の 問 題 は、 文 科 省 が 当

初 計 画 した もの と違 って い る の で は な い で し ょ

うか。 大学院重 点 化 大 学 、 あ る い は大 学 院大学

とい うの は、 明 らか に軸足 が 学 部学生 か ら大学

院 の 育 成 に あ る 。

大 塚 と ころ が大 学 院生 を充足 で きな い わ けで

す よね、本 音 を言 う と。 だ か ら学 部 を離 せ な い

わ け です 。

金子 学部が どれ だけ強 い力 を もって い るか と

い うの は、 よ く知 って い るん で す よ。 当然 学 部

は離せ な い。 離 した らい わ ゆ る ブ ラ ン ドが どこ

か に行 って しま う。 だ か らそ れ はや は り二足 の

わ ら じを履 か ざ る を え な い。 な お か つ 、 大 学 院

に研 究 マ イ ン ドを もっ た専 門職 育成 とい う 目的

が ない と、研 究者 育成 だ けで は成 り立 って きま

せ ん か らね。 で す か ら時 代 に合 わせ て考 え られ

て い ます し、 また そ れ も必 要 な の だ と思 うの で

す 。

大塚 た だ、押 しなべ て、 政 策 が な い と言 う と

叱 られ る けれ ど、本音 と違 うこ とをや らざる を

えない とい うのが 日本 の政 治 なのか とい う気 が

します。例 えば定 員削減 で も何 で も、 国立 と私

立 に対 応 す る には 同 じよ うに言 っ た ほ うが彼 ら

に とって は攻 め られ な いか ら、全 体 的 に何 で も

同 じ よ うにす る とい う よ う な 風 潮 が あ ります

ね。 何 か、 「み ん な で 渡 れ ば 」 み た い な こ とが

官庁 に もまだあ るので はないか な とい う気が し

ます 。 国立 を、今 で は独 立行 政 法 人 ですが 、敵

にす る こ とは な くて、 国公 私 立 を同 じに は み て

ない意識 を こち らももた な くて は な らないで

し ょう。

金子 た だ、文科 省 の補助 金 、 助成 金、 こうい

う もの は 国立、 私 立 共 通 で 、 3つ に分 か れ て お

ります 。 そ れ で、 競 争 環境 の な か に あ っ て、 全

国公募 してい く研 究助成 は結構 予算が増 えてい

て、 一方 で は経常 経 費 の補 助 は減 って きます か

ら、 ど う して も競 争 激化 に なって しま う。 そ の

なか で 私 立 大 学 の特 色 、 それ は何 も私 立大 学 だ

けで な く、大 学 の特 色 をだせ とい うの は独 立 法

人化 した 国立大 学 で も非 常 に求 め られ て い る と

ころで はあ ります 。

そ うい うわ けで、独 立法 人化 した 国立大 学 も

一 方 で は私 立 化 して い くとい うこ とが あ る と思

い ます。そ の なか で どうや って私 立 の歯科 大学 ・

歯学部 は競争 に打 ち勝 ってい くだけの力 を備 え

る こ とが で きる か とい う話 も、 これ か ら非 常 に

大 事 にな って くるで しょ う。

<臨床研修 の 問題 をめ ぐ って〉

安 井 私 立 の 場 合 、 経 営 と い う の が あ り ま す 。

今 お 話 に で ま し た け れ ど も 、 例 え ば 歯 科 医 師 臨

床 研 修 で も 、 国 立 の 病 院 と 私 立 の 病 院 と で は 、

片 方 は 文 科 省 か ら の 交 付 金 で 、 い わ ゆ る 人 件 費

も 込 み に な っ て 全 部 出 て い ま す 。 け れ ど 、 厚 労

省 か ら は 補 助 金 と し て 一 部 拠 出 さ れ ま す が 、 人

件 費 に は 使 え な い 、 備 品 は 買 え な い と い う こ と

で す 。 歯 科 医 師 法 で 定 め ら れ て い る 臨 床 研 修 な

の に 、 国 立 と 私 立 で 予 算 措 置 が 異 な っ て い る と

い う の も お か し い 話 で は な い で し ょ う か 。

金 子 で す か ら 、 例 え ば 協 会 の 主 張 と し て は 、

可 及 的 に 独 立 法 人 化 し た 国 立 と イ コ ー ル 、

フ ィ ッ テ ィ ン グ さ せ る と か 、 そ う い う 主 張 は 大

い に す る べ き で は な い か 。 何 か 手 だ て を 講 じ て

舵 が と れ る よ う な 作 戦 と い い ま す か 、 そ う い う

も の は 必 要 だ と 思 う の で す 。

大塚 大 学 とは い え、社 会 人 を預 か って い るわ

け です か らね 。 国 立 で も私 立 で も研 修 に関 して

は 同 じな ん で す よね 。

金 子 だ っ て、 あ れ は就 職 で す か ら。

大塚 何 で違 うの か、 も うち ょっ とわれ われ と

して は攻 め るべ きか な、 そ この と こ ろ は 。

安 井 本 来 は どこか に フ ァ ン ドをつ くって も

らって、 国立 も私 立 も全 部 同 じよ うに拠 出 して

くれ る と、 い ちばんいい のか も しれ ませ んね。
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中原 結 局必 修 化 が決 まって か ら、 業 界 と して

も、医科協会 あるいは医科 の代 表 な どと厚労省

の交 渉 に行 っ た こ と もあ りま した け れ ど も、 そ

の と き伊 藤 さん とい う局 長 が 、問 い 詰 め られ て 、

ぽ ろ っ と、 20万 円 ぐ ら い と 出 して し ま っ た も

の だ か ら、佐 川先 生 なん か も、 「20万 円、20万

円」とそれ を広 め た こともあ るのですけれ ども。

結 果 的 に は 4年 新 卒 で 20万 円 の時 代 に、6年

出 て 、 10何 万 円 と い う こ と で す か らね 。 そ れ

もそ の 1年 間 は義務 で 国が や りな さい とい うふ

うに 命 令 を して、 や らな け れ ば 大 変 な ペ ナル

テ ィが つ く。 とい うこ とをや らせ て お い て、 そ

れで手 当て、給 与 とい うの は抑 えて平気 でいる

とい う感 覚 が わか らな い。

聞 くところに よ ります と、医科 の ほ うは病棟

のベ ッ ドで研 修 代取 れ ます か ら、 歯科 の ほ うも

そ ち らか ら取 れ るで し ょ う とい う よ うな財 務 省

か らの 指摘 をみ る と、 私 立 大 学 側 に ど うに も理

解 して も らえ ない とい うこ とが あ って、今 の よ

うな状 態 に な って い る とい うこ とで す けれ ど。

安 井 歯科 の場合 は市 中病 院 に流 れ ないで、 ほ

ぼ全 員 が大 学 病 院 に来 て研 修 す る こ とにな るの

で す よね。 医科 の 場合 は ほ と ん ど大 学 病 院 にい

な い

金 子 研 修 施設 の キ ャパ シテ ィーが 少 ない ん で

す よ。

安 井 構 造 的 な差 とい うの は も と も とあ った と

思 う。 ですか ら医科 と同 じように考 えて、 シス

テ ムを 同 じよ うにつ くってい くとい うの は、厚

生労働省 に して もも とも と無 理があ る とい うの

は わ か って い る はず です 。

大塚 ベ ッ ドサ イ ド、 つ ま り医師 の ほ うは入 院

患者 だ よね。歯科 のほ うは外 来なんです。全 く

構 造 が違 う。

宮本 まだ研 修 が義務化 され る前 の話 なのです

け れ ど も、 中原先 生 の財 団が ご ざい ます ね。 そ

もそ もあ れ は配 分 財 団 だ っ た わ け で し ょう、 最

初 は。今 はそれ は ど うい う形 にな ってい ます か。

中 原 配 分 の財 団がす っ飛 んで しまっ た の で 。

宮本 財 団設 立 の趣 旨 とい うの は配分財 団だ っ

た はず なんです。 です か ら歯科 大 学協 会 の会 長

が財 団の理事 長 にな られて、協 会 の役 員が財 団

の 役 員 に な り財 団 を設 立 した んで す 。今 は設 立

当 時 の趣 旨 とは だ い ぶ変 わ って い る よ うです

が 。

一 宮 しか も各 大 学 300万 円、 全体 で 5,100万

円 寄 付 して い ます 。

宮 本 そ うで し ょう。 ち ょっ と昔 話 で す み ませ

ん が、そ うい うい きさつ はあ った はず なんです。

一 宮 当時 は補 助 金 はすべ て財 団 を通 して各大

学 に い って い た んです。今 は都 道 府 県 を通 じて

くるか ら、 財 団 は関係 な くな って しま った。

宮本 つ くった ときの趣 旨 は一宮 局長 が 申 され

た とお り と理 解 して お り ます 。

一 宮 つ く っ た と き に は 、 協 会 が 事 務 的 な こ と

を 全 部 サ ポ ー ト し ま し た 。 だ か ら 今 、 各 大 学 全

部 が 役 員 か 評 議 員 に な っ て い る わ け で す 。

金 子 臨 床 研 修 の 問 題 で は 、 こ の ま ま 例 え ば 東

京 歯 科 大 学 で 、 多 数 を 継 続 し て 研 修 し て い く の

は 、 マ ン パ ワ ー の 面 か ら も 財 務 的 に も 非 常 に 過

重 負 担 で … … 。 結 局 そ う い う こ と を 続 け て い く

と 、 実 際 に 来 た 研 修 医 に は 十 分 な 教 育 、 研 修 が

で き な い と い う 結 果 に な る に 違 い あ り ま せ ん 。

今 は 新 し い で す か ら 、 と に か く 一 生 懸 命 や ろ う

と い う こ と で 、 み ん な 行 き ま す け れ ど も 、 そ の

う ち 軌 道 に 乗 れ ば 、 「 い ゃ ぁ 、 悪 い な 、 悪 い な 」

と い う 話 に な っ て 、 結 局 研 修 医 の 実 効 が 上 が ら

な く な る の だ と 思 う 。 そ う な る 前 に 早 く 研 修 施

設 を 、 歯 科 で い え ば 開 業 の 先 生 方 で す か ら 、 そ

う い う 研 修 施 設 を 増 や し て い た だ い て 、 そ し て

大 学 か ら 分 散 す る よ う に し て く れ な い と 。

中 原 各 大 学 、 や は り 1 億 5 , 0 0 0 万 円 か ら 2 億

円 ぐ ら い 負 担 し て い る と い う 状 態 で は な い で

し ょ う か 。 正 確 な と こ ろ は わ か り ま せ ん が 。

宮 本 持 ち 出 し が そ ん な に ! そ れ か ら 私 は 人

的 組 織 の 問 題 が か か わ っ て く る と 思 い ま す 。 教
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授 、准教 授 、そ れ に助 教 と助 手 に分 か れ ます ね 。

そ うす る と、 助 教 は教 育 にか か わ る と ころでや

ります けれ ど、助 教 になれ なか った、助 手 の残 っ
た者 が研 修 医 の 育 成 に当 て られ る よ う に な っ て

しま う と、差別 化 が進 み非常 にや りに く くな る

と思 う。 そ うい うこ とも踏 まえてや らな けれ ば

い け ない と考 え ます 。

金子 そ のへ ん は私立 歯科 大 学協 会 の 一 つ の ア

ピー ル とい い ます か、 そ うい う材 料 に な るの で

は な い で し ょうか ね 。

安井 国 立 か らは全 然声 が で な いで す もの ね。

大塚 自分 た ち は か か わ って な い よ うな言 い方

を して い る。大 学本部 か ら来 て い るか らわ か ら

ない とい う言 い 方 をす る。

宮本 国立 は歯 科 病 院 が 医 学 部 の な か に入 って

しま っ て い て、 わ れ わ れ の よ うな 歯 科 大 学 と

ち ょっ と様 子 が 違 うん で す よね 。

安井 わ れ われ 私 立 が歯科 医師 を養成 す る とい

うこ とに関 して は非常 に協 力 的 に皆 さんや って

くだ さ るの です が、 ものす ご く負 担 を強 い られ
て い ます 。 私 立歯科 大 学 歯 学 部が横 を向 い て

しまった ら国の制度が成 り立 た な くな る と思 い

ます 。 国 立 の卒 業 生 だ って 私 立 に来 て研 修 して

い ます の で、適正 化 とい う言葉 を国 は よ く使 い
ます け れ ど も、 逆 に こ ち らか ら言 う と、 経 営 的

に は も う少 し適 正 化 して も らい た い と思 い ます
。

宮本 逆 に研修 医 の 立場 か らす る と、待 遇 の面

で の差 別 が で て くる。要す る に、 最 低 賃 金 ど う

の こ うの とい う問題 の こ とで す が 、外 の研 修 施

設 な ら高 くも らえ るの に、 大 学 病 院 で の場 合 は

安 い とい う、 差 別 化 が で て き ます よね。 大 学 の

責 任 に な ります か ら、 大 変 です よ。

安井 中原 会 長 と一緒 に、 この制度が始 まる 前

に厚 生 労 働 省 に も何 回 も研 修 条 件 に関 す る申 し

入 れ は し ま した。 同 じ法律 の な か で、 義 務 化 さ

れ て や る こ とに対 して、 支 給 され る手 当が 違 う

とい うの は お か しい と。

さ らに、 1人 の 指 導 医 で 2人 の研 修 医 しか 指

導 で き ませ んか ら、 教 員 や 医 員 の数 を増 や さな

ければ い けない し、 患 者 数 も増 や さなけれ ば な

らな い とこ ろ もあ るで し ょう し、 負 担 が大 きい

です。 この こ とにつ いて は私立 歯科大学協 会 と

して も将 来 に向 か って、先 生 が言 われ る よ うに

何 とか改 善 策 を考 えて も らわ ない といけ ない と

思 い ます 。

〈大学組織 の改変〉

さて、 歯科 医 師 臨床 研 修 の必 修 化 で、 わ れ わ

れ が解 決 しな け れ ば な らな い 問 題 が あ るの です

が、 そ の次 の段 階 と して、 大 学 組 織 その もの 自

体 の改変 とい うこ とも余 儀 な くされて きて お り

ます。 中原会 長 の 日本 歯科大 学 は組織 が学 部 と

病 院 に分 かれて い るわ けですが、 その ような組

織 改変 を して いか ない と、大 学 の運営 も難 し く

な って しま う とい う こ と も実 際 あ ります 。 中原

先 生 の今 の状 況 をお 聞かせ いた だ きたい と思 い

ます が、 大 学 の組 織 、 大 学 の 改 革 につ い て い か

が で し ょうか 。

中 原 ご 承 知 の と お り 、 従 来 医 学 部 も そ う で す

し 、 歯 学 部 も 臨 床 系 の 講 座 の 場 合 は 教 授 が 上 に

1 人 い て 、 そ れ か ら 病 院 関 係 の 、 例 え ば 口 腔 外

科 で あ れ ば 、 口 腔 外 科 の 科 長 を そ の 1 人 の 教 授

が 兼 任 し て い く 。 そ れ か ら 下 の 教 室 員 も 全 部 兼

任 し て い く 形 で 。 多 い と こ ろ で は 4 0 ～ 5 0 人 の

医 局 員 と い い ま す か 講 座 員 を 擁 し て い た の で 、

そ こ で 、 教 授 1 人 が 上 で 采 配 を 振 る っ て い る と

い う 形 の ピ ラ ミ ッ ド 方 式 を 崩 し た と い う こ と な

ん で す 。 ピ ラ ミ ッ ド 方 式 で 教 育 と 研 究 と 臨 床 と

い う 、 こ の 3 つ の ど れ 1 つ を と っ て も 大 変 な 役

目 を 3 つ と も や れ と い う ふ う に 、 そ の 人 た ち に

大 学 と し て も 要 求 し て 、 そ の 先 生 方 も そ れ は 別

に 何 の 不 自 然 に も 考 え な い で 受 け 入 れ て い ま し

た 。

で も、 や は り 1人 の 人 にその 3つ の仕事 をや

れ とい うの は、 これ は も うよほ どの能力 の あ る
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や る気 の あ る 人 で な い と無 理 だ とい う こ とで 、

結 局 100人 医 局 員 が いれ ば、研 究 に能力 が あ る、

あ る い は研 究 につ い て は もう 「メ シを食 うの も

忘れて しまう」 とい う、 そ うい う人たちは 100

人の うち 10人 も い な い と。そ れ か ら教壇 に立 っ

て学生 に わか りや す い講 義 をす る、 あ るい は実

習 な んか で学 生 に よい講 義 をす る とい う教 育 に

優 れ た能 力 の あ る先生 とい うの は、 100人 の う

ち 30人 も い な い 。

そ の他 の 人 た ち は、 全 部 臨床 はで き るわ けで

す 。 診療 は で きる。 もち ろん、研 究 の で きる人

も教 育 の で きる人 も臨床 は で きる わ け です 、 基

本 的 に臨床 医 です か ら。 その くらいの割 合 で分

か れ て い る と い う ふ う に 私 は み て い た わ け で

す。

そ の 実 態 が わ か らな い と、 外 か らみ る と、

100人 全 部 が 研 究 を や り、 教 育 をや り、 診 療 を

や る。 そ れ が も う相 乗 的 に効 果 を上 げ て い る と

い うふ う に み られ て い た わ けで す けれ ど、 決 し

て そ うで は な い 。 100人 の な か で 、 向 き不 向 き

が あ る とい うこ とが確 実 にあ る。研 究 に は不 向

きだ けれ ど臨床 には い い とか、教 育 に はだ め だ

とか、 そ うい う向 き不 向 きが あ る。 そ うい う向

き不 向 き もか まわ ず に 「3つ や れや れ 」 とい う

ふ う にや った もの で す か ら、 どれ も中 途 半 端 。

及 第 点 に も届 か な い よ うな状 況 にな って い た と

い う こ とで す ね 。

そ れ を診療科 と講 座 の 2つ に分 離 して、 講座

の ほ うは研 究 を主体 とす る、つ ま り主務 とす る。

診療 科 の ほ うは臨床 を主 務 とす る。教 育 は講座

も臨床 も共通 で あ る、 とい う方式 に改 めた わけ

です 。

た だ し、 この講座 と診療科 の間は毎年希 望が

あれ ば、異動 す る こ とは可能 とい う形 に しま し

た。 そ の た め に講 座 の ほ うは 15名 か ら 20名 い

た 医 局 員 が 5名 に減 りま した。 講 座 の ほ うは、

講 座 を廃 止 した わ けで は な くて、 縮 小 した わ け

です 。 い わ ゆ る講 座 は研 究 が 主 体 で す か ら、 5

名 も研 究者 が いれ ば そ れ で十分 だ とい う、 そ う

い う心 づ も りだ った わ け で す。

診 療 は 多 数 で す の で 、 診 療 科 の ほ う に 3倍 、

4倍 の先 生 が行 った とい うこ とで す 。 そ の 人 た

ちが 患者 さんの診療 と、研修 医 の診療 とそれ か

ら 6年 生 の診療 の指 導 をす る とい うこ とに取 り

か か った とい う形 です。

5年 た ち ます け れ ど も、 な か な か慣 れ て こ な

い とい い ます か、 結 局何 か う ま くい か な い と、

二元化 のせ い だ と、い まだ に言 って い る。(笑 い)

安 井 講 座 も再 編 さ れ た の で す か 。

中原 講 座 は複 数 講 座 を廃 止 しま した。3つ廃

止 です 。

宮本 一つ お 聞 き して よろ しい で す か 。 鶴 見大

学 な ん か、 そ の最 た る もの で す け れ ど も、 研 究

費 や 何 か は講 座 研 究 費 で 今 まで つ け て い ま し

た、 今 もつ けてい ます。 その予算 のや り方 も変

え られ た わ けです ね 。

中 原 い わ ゆ る職 階 ご とに つ い て い る研 究 費 が

あ ります の で、 そ れ は も う診療 科 の ほ うへ 行 っ

て しまい ま した 。 で す か ら、 や は り講 座 の ほ う

は文 科 省 の学術 審議 会 の い ろん な補 助 金 を取 っ

た り、 い ろ ん な と こ ろ か ら取 っ て き な さ い と。

大 学 の お金 をあて に しな い よ うに、 取 って くる

の が 当 た り前 とい う よ うな こ とで。

宮本 外 部資金 の導 入です ね。

中原 そ うい うことです ね。

安 井 金 子先生 の東 京 歯科 大 学 は どうです か。

講 座 再編 とか 、診療 の あ り方 とか 。

金 子 本 当 に これか らが正念 場 だ と思 って い ま

す が 、 や は り今 は そ れ ぞ れ が ク オ リテ ィー が 高

くな い と競 争 で きな い。 そ の ク オ リテ ィ ー の評

価 をす る方 法 が だん だ ん は っ き り して きた。 こ

れ は自己評価 もそ うです けれ ども、 む しろ外部

か らの評価 とい う形 で。 そ うい う社 会 にな って

きた。 そ の評 価 はそ の ま ま ラ ンク に な ってす ぐ

に表 に出だす、現在 は こ うい う世情 です。

そ うな る と、中原先 生 が お っ しゃ った よ うに、



座 談 会 / 日本私立 歯 科大 学 協 会 の役 割 と今 後の展望

昔 み た い に 1人 がや るべ きだ とか とい う話 で は

もう追 いつ か ない。 実 は教 員 とい うの は、大 学

のなか に入 って きて 、 い った い 自分 は何 を主体

に して や りた い の か とい う こ とに な る と、 これ

が 多 少 曖 昧模 糊 と して い る。

私 は私立大 学 連 盟 の ほ うで 、一般 の大 学 の先

生方 の お話 を聞 く機 会 が最近 相 当あ るの です け

れ ど も、 そ こで 学 長 や 総 長 とい う方 の お話 の な

かで、教 員 とい うの は、何 の ため に教 員 になっ

たのか よ くわか らな い とい う人が多 い とい うこ

とを聞 い て び っ く り しま した 。 わ れ わ れ に は臨

床 が あ ります が 、一 般 の大 学 の教 員 は教育 と研

究 に決 ま って い る で は な い か 、 と。 と こ ろ が お

話 を聞 いて い る と、 どっ ち も何 だか よ くわか ら

な い とい うわ け で す 、 大 学人 とい う人種 は。

私 に は昔 か ら思 っ て い る こ とが あ り ま して 、

そ れ は 、 大学 の 自治 とい っ た っ て そ ん な もの は

あ りは しな い の で 、 講座 の 自治 は あ って も大 学

の 自治 は ない、と。 しか し、今 そんな こ とを言 っ

て い る と こ ろ は ど こ もあ りませ ん し、 そ ん な こ

と を言 って い た ら潰 れ て し ま うの で、 や は り大

学 の方 針 に沿 って各 講座 は一 体 にな ってや らな

い とい け ませ ん。 そ の た め に は、 講 座 の改 革 を

せ ざ る を えな い。 そ の講 座 の 改 革 とい うの はク

オ リテ ィー とい う と こ ろ に あ り ます か ら、 や は

り視 点 は そ こにす え な け れ ば な らな い。

そ うす る と、最 終 的 に は 中原 先 生 の方 向 に

行 って しまうのかな と思 い ます けれ ども、人事

的 に はな かの 人 間 の意 識 が まだ そ こ まで とて も

い き ませ ん。 とい う こ とで 、 これ も また難 しい

問題 で 、講座 その もの を どう した らい いか とい

う こ とは これ か らの 課 題 で す 。

今 、 職位 が変 わ りま した の で 、 任 期 制 をすべ

て に適用 しました。今 までは 7年前か ら新任助

手 に任 期 制 を導 入 して きたの で す け れ ども、助

教 授 、教 授 は全 く しなか った。 しか し、 す べ て

の職名が 4月か ら、任期 制 となる。 そ うい うな

か で教 員評価 を現在 もや って い るの です が 、簡
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単 に して、 透 明性 が あ って、 公平性 の あ る、教

員評 価 法 を よ り整 備 してお か ない と、任 期 制 も

運用 が で きないで し ょう。

また、講座 につ いては、2つ あった 口腔外科

を 1つ に して も らっ た ん で す 。 そ の な か で ヘ ッ

ドで あ る講 座 主 任 は研 究 と教 育 を、 そ れ か ら診

療 科 に つ い て は 診 療 部 長 を別 に つ く り ま した 。

今 まで は主 任 教 授 が 全 部 、3つ 行 っ て い た 。 口

腔外 科 で はそれ を分 けた。 一生懸 命 や って くれ

て い ます 。 教 授 が 3人 い ます 。

で す か ら、 これか らは主任 教 授 とい う役 割 が

従 前 の もの と明 らか に違 う。 1人 で 3つ を行 う

とい う こ と とは 明 らか に違 う。 指 導 者 で あ る け

れ ど も、 マ ネー ジ ャー、管 理者 とい う面 で の役

割 が 相 当 あ るだ ろ う と思 って い ます 。

病 院 も講座 主体 で 診療 科 が成 り立 って い ます

か ら、 講 座 が合 意 しな い と動 か な い わ け で す。

だ か らそ れ も一 部 分 離 しな けれ ば い け な い 。 病

院 は患 者 さん の た め にあ り、 学 生 の 教 育 の た め

にあ る。 これ が 主体 で すか ら、 その よ うな運営

が で きる よ うな形態 とい う面 か らみ ます と、従

前 の 講 座 で あ っ て い い とは い え な い で す ね 。 し

たが って 講座 とい うの は、 や は り形 を変 え る必

要が あ る。

た だ、 集 団 と して は講 座 は な け れ ば い け な い

わ けで す か ら、これ を ど うす るか とい うこ とが 、

東 京 歯 科 大 学 の これ か らの 問題 で す 。 や は りク

オ リテ ィー とい う ところで 、 教 育 は学 生 の た め

に行 うのです が 、消 費者 として患 者 さんが い る

わ けで す か ら、 教 育 ・診療 の クオ リテ ィー に視

点 を お き な が ら決 め て い きた い と考 え て い ま

す
。

中原 臨床 系 の教 授 は結局、 講 座 と診療科 の上

に あ ぐ らを か い て い て、 そ れ も 1人 だ け で した

の で、 教 授 に よっ て全 部変 わ っ て しま うん で す

ね。 結果 的 に は私 どもの二元化 は教 授 の「役 得 」

を な く して し まっ た とい う こ とで す ね 。 そ こで

座 って い て、 い い気 持 ちの 「役 得 」 が な くな っ

た とい うこ とです。 そ う しま した ら、 これ もふ

ざけて い る と思 うの です が 、 教 授 の下 の助 教授

が教授 にな ります で し ょう。 そ うす る と、前 の

教授 の こ と をみ て い ます か ら、 自分 もそ れ と同

じ こ とを や れ る と思 うの で す が 、 や れ な い と。

(笑 い)

古 い教授 か ら恨 まれ る し、 新 しい教 授 か らも

恨 まれ る し、 恨 まれ て ば か り･････ (笑 い)

安井 モデル ・ コ ア ・ カ リキ ュ ラ ム が で きた と

きに、 テ ー マ 別 だ とか 疾 患 別 だ とい う よ うに、

い わ ゆ る従 来 型 の 一 講 座 で は な か な か対 応 で き

ない とい うこ とで大 講座 に変 えて い る とい うの

は、 コア ・カ リキ ュ ラ ム が 生 ん だ形式 的 な部分

だ と思 い ます 。 今 の先 生 方 の お話 は、大 学 の機

能 を よ り効 率 的 に、 質 的 に高 め よ う とす る と き

に、 その人材 の有効 活用 が必要 で あ る とい う と

こ ろ か ら きて い る よ うに 思 い ます 。 この 2つ を

ミ ッ ク ス しな い とい け な い とい う と こ ろが 、 と

て も難 しい の か な と思 うの で す 。

中原 基 本 的 には、 金 子 先 生 の言 わ れ る クオ リ

テ ィー の 問 題 で す ね 。

安井 制度 もそ うなんです よね。基 本 的 には研

究 、 臨床 、 そ して 教 育 の どち らに 向 い て い るか

で、 自分 で選 択性 を与 え られ て い ます か ら、 得

意 な ほ うに行 き ます よね 。

中原 と思 うの です が ね。

金子 誤解 もあるで しょうけれ ど。 (笑 い)

大塚 自分 が 考 えて い るの とは違 って ･･････。(笑

い)

金 子 これ はだ け ど、最 も根 源 的 な もの です ね 。

大学 の構 成 は講座 で で きて い る。そ れ と同時 に、

研 究 をセ ン ター化 して、 そ こ に力 を入 れ て い こ

うとい う こ とで、 文 科 省 のハ イ テ ク リサ ーチ セ

ンター援助 に よっ て 以 前 か ら研 究 施 設 が 立 ち上

が っ て い ます か ら、 そ こ に専 門 の研 究 者 を配 置

して、 そ れ を厚 く して い こ う とい う よ うに は

思 って い ます 。

安井 大塚先 生 の 日本大 学 歯 学 部 で は、先 生 は
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当時学務 担 当 と して だ いぶ苦 労 されて い た よう

で す が 。

大塚 カ リキ ュ ラム をつ くって も講座 は動 か さ
ない ま ま、 今 も きて い るの で す けれ ど も、 カ リ

キ ュ ラ ム は コ ア ・カ リキ ュ ラ ム と似 た よ う な も

の を最 初 か らつ くっ て い た の で、 共 同作 業 は多

く、 だ い ぶ若 い 人 た ち は フ レキ シブル に動 け る

ように はな って きて い ます が、 や は り問題 は教

授 たちです ね。 しか し、 か な り入 れ替 わ って き

ていて、今 で は新 教 員組織 が 日大全 部 で動 いて
い ます か ら、 これ を 内 部 で整 理 して い る段 階 で

す。次年度以 降 には、教 員組織や講座制 を どう
す るか とい うこ とを話 し合 って い か な けれ ば な

り ませ ん 。

安井 教 員組織 が今 度変 わ ります よね、職 階 で。
そ の講 座 の変更 とは 関係 な い んです ね 。

大 塚 そ れ は 関 係 な い け れ ど 、 講 座 制 の 弊 害 と

い う の は 、 1 、 1 1 と い う 、 教 授 、 准 教 授 、 講

師 の 数 の 規 制 を な く す と い う こ と が 大 き な 理 由

に な る わ け で す 。 特 徴 あ る 組 織 づ く り を す る と

い う こ と を 検 討 し て い く つ も り で す 。 だ か ら 、

確 か に ク オ リ テ ィ ー の 問 題 が あ っ て 、 今 ま で だ

と 上 が つ か え て い る か ら 助 手 と い う 場 合 が あ

る 。 こ れ を 各 自 の 自 己 申 告 か 上 長 者 の 推 薦 か で 、

不 満 足 の 人 に は 申 告 を さ せ よ う と 思 っ て い る わ

け で す 。 教 授 か ら 声 が か か ら な か っ た 人 は 自 身

で 、 自 分 は 助 手 で は な い と 思 っ て い る 人 は 講 師

だ と 申 告 し な さ い 、 と い う 講 座 に よ る 規 制 の 弊

害 と い う も の を な く そ う と 思 っ て い る 。 1 つ の

講 座 に 准 教 授 2 人 い た っ て 、 講 師 が 3 人 い た っ

て い い の で す 。 先 生 が お っ し ゃ る よ う に 一 分 類

5 人 ぐ ら い の 枠 で 、 と い う こ と を 考 え て は い ま

す け れ ど ね 。

そ うい う こ とか ら まず行 って、 その次 が組 織
は ど う あ るべ きか とい う こ とに な り ます ね 。

安 井 そ のへ ん の こ とは、協 会 と して 一つ の方

向 を定 め る こ とは な い の で す が ....。

大塚 ど うい う ア イ デ ィ ア で や っ て い ます か、

み た い な こ とは提 供 し合 って もい い か も しれ な

い 。

安井 や は り各大学の立地条件や人数構成 な ど

に よって も違 い ます ので、一概 には なか なか で

きな い と思 い ます 。 しかし、 この よ う な話 題 も

協 会 と して内部 で意見交換す るの はお も しろい

です ね。一 昔前 と違 って、本 当 に ピラ ミッ ドは

崩 れ て い ます の で ね 。

大 塚 最 低 単 位 とい うの は、 何 人 ぐ らい が グ

ル ー プ と して、 つ ま り研 究 単位 や 教 育 単位 とい

うの は何 人 ぐ らい で コー デ ィネー トしてい くの

が い い か と い う場 合 、4人 な の か 5人 な の か、

そ のへ んが難 しい の で、 グル ープ化 せ ざる をえ

な い 。

安 井 た だ、 か な り自由性 を もたせ て い ます よ

ね。予算 の問題で もそれぞれの職階 に与 え る と

い う よ うな こ とが 基 本 的 にい われ て い ます 。 し

か し、 実 際 の と ころ、今す ぐにそ ん な こ とを し

た ら、 臨床 で は大 変 な 話 に な るの で は な い で す

か。

大 塚 教 授 を や り た く な く な る 。 ( 笑 い )

金 子 で す か ら ト ッ プ の 人 間 と い う の は 、 今 ま

で は 、 例 え ば 野 球 で い え ば 名 選 手 が 監 督 に な る 。

し か し 必 ず し も 名 監 督 に な れ る か ど う か と い う

こ と は 別 の こ と で す 。 そ れ と 同 様 に 、 研 究 業 績

の あ っ た 人 が 教 授 に な る と 、 こ れ ま で の ヒ エ ラ

ル キ ー で す と 、 否 応 な く み ん な が 言 う こ と 聞 く

わ け で す 。 し か し 、 こ れ か ら は 職 位 名 変 更 の 趣

旨 に あ り ま す よ う に 、 そ う で は な い と い う こ と

で す か ら 、 そ う す る と 、 マ ネ ー ジ ャ ー と し て の

力 が な い と 、 や は り ま と ま ら な い と 思 い ま す 。

安 井 だ か ら 質 的 に 変 わ っ て し ま う ん で す よ 。

金 子 バ ラ バ ラ に な る 教 室 と 統 制 が で き て 効 果

を 上 げ ら れ る 教 室 と の 差 が 出 て く る 。 前 者 を 大

学 と し て ど う や っ て 指 導 し て い く の か 、 指 導 し

て い く 組 織 が な い と 具 合 が 悪 い の で は な い か な

と 思 っ て い ま す 。

安井 これか らは、 今 まで の教 授 が もって い る
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素 質 とは ち ょっ と違 う種 類 の素 質 を もって い な

い と、 ま と ま らな い とい う こ とで す ね 。

金 子 ですか ら、 講座主任 とい うの は何 も教授

で あ る必 要 は ない と思 い ます ね。研 究 業 績 で教

授 に なれ ば、即 主任 教 授 に な る とい う こ とで な

くて もい いの で はな いか。 そ うい う感 覚 を、 中

原 先 生 の とこ ろ な らもたせ て しま う とい う とこ

ろが 可能 で し ょう。 (笑 い)

中原 満 身創 痍 で す か ら。 よ うや く最 近 ････。

(笑 い)

大塚 大 変 です よね、 元 の感 覚 を切 り替 えて く

れ とい うの は。

安 井 つ く り上 げ て きた長 い 年 月 が あ る の で 、

そ れ を壊す とい うの は、感 覚 的 に非 常 に苦労 が

多 い 。逆 に、新 た につ く り上 げる とい う くらい
な 気 持 ち で な い とで きな い 。

こ の よ う に 教 員 組 織 が 変 わ ら ざ る を え な い と

い う な か で 、 最 終 的 な 私 立 歯 科 大 学 と し て の 問

題 は 歯 科 医 師 国 家 試 験 で は な い か な と 思 う の で

す 。 歯 科 医 師 国 家 試 験 そ の も の の あ り 方 に つ い

て は 、 協 会 と し て は 従 来 よ り は っ き り と し て お

り ま す 。 歯 科 医 師 国 家 試 験 は 資 格 試 験 で あ る と

い う 立 場 を 協 会 と し て は ず っ と 貫 い て い る わ け

で す 。 そ の な か で 、 協 会 と し て 歯 科 医 師 国 家 試

験 に ど う か か わ っ て い く か と い い ま す と 、 根 本

的 に 資 格 試 験 で あ る と い う こ と を ア ピ ー ル し 、

協 会 と し て 今 後 も 団 結 し て 展 開 を す る と い う こ

と に な り ま す が 、 先 ほ ど の 文 部 科 学 省 の 個 別 の

意 見 聴 取 と い う よ う な こ と も 出 て き て い ま す の

で 、 こ の へ ん に つ い て は 協 会 と し て も 、 こ れ か

ら の 課 題 、 外 か ら 投 げ か け ら れ た 大 き な 課 題 だ

と 思 っ て い ま す 。

〈公益法人について〉

次 に、 私 ど もの協 会 は法 人 とい う格 を もって

い る わ けで す の で、 ど うか か わ っ て い くか とい

うこ とにつ い て、お話 い た だ けれ ば と思 い ます 。

これ は、公益法 人制度改革 に もつ なが ってい く

と思 うの です が、公共性 とい う点 を どうや って

出 して い くか とい うこ とにつ い て議論 す る必要

性 が あ る と思 い ます。 も と も と教 育 で す し、 歯

科 医 師 を養成 してい るの で、 そ うい う視 点 で は

公益性 とい うの はあ るか と思 うのですが 、 その

よ うな こ と も含 め て法 人 と して の考 え方 につ い

て ご意 見 をい た だ きた い の で す が 。

一 宮 局 長、 法 人 と して の対 策 とい うの は。

一 宮 政府 の行 財 政 改 革 の柱 の 一つ と して い る

「公益法 人改 革 3法 」が平成 18年 5月 26日成立 、

6月 2 日公布、 平 成 20年 12月施 行 され る こ と

とな り、 民 法 第 34条 に よ り文 部 大 臣 の 許 可 を

得 て設 立 され た公 益 法 人 (社 団) で あ るわが 日

本 私 立歯科 大 学 協会 は、「一般社 団法 人」 か 「公

益社 団法 人」 の いず れ か に移 行 す る こ とに な り

ます。
一 般社 団法 人 は、 定 款 を作 成 し、 公 証 人 の認

証 を受 けそ の主 た る事 務所 の所在地 にお いて 設

立 の登 記 をす る こ とに よ り成 立 (準則 主義 )し、

法 人税 は原則 課税 で す 。

公益 社 団法 人 は、 「公 益 認 定 等委 員会 (内 閣

府 に設 置 され、 法律 、会 計 又 は公益 法 人 に係 る

活 動 に 関 して優 れ た 識 見 を有 す る者 の う ちか

ら、 国会 の 同意 を得 た 7人 の委 員 で構 成 )」 の

議 を経 て行 政庁 (内閣総 理大 臣)が認定 、公示

され、 法 人税 は原 則 非 課 税で す 。

「公益 目的事業 」認定 の要件 (主 な もの) は、

1.学術 、技芸 、慈 善 そ の他 公益 に関す る事 業 で

あ る こ と。 2.不 特 定 か つ 多 数 の者 の利益 の増 進

に寄 与す る もの で あ る こ と。3.公 益 目的事 業比

率 が 百分 の五 十 以上 で あ る こ と。 とな って い ま

す 。 1.は全 く問題 あ りませ んが 、 問題 は、 2.と

3.です 。

現在 、協 会 で行 って い る事 業 は、会 員共 通 の

利益 = 「共益 」であ り、 この ままで は 「公益社

団法人」 には認定 され ませ ん。今後 の進 め方 と

して は、 まず 「協会 の役 割 とあ り方」 につ いて

「会 員 の 意向 」 を伺 うこ とが前提 にな る と思 い
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ます。協 会 に望 む こ と、 期待 す る こ とに対応 す

る事 業 は具体 的 には どん な もの なのか につ いて

は、各部会 事 務局長会議で検 討 ・協議 し、理

事会、総 会 に諮 る こ とが必要 です。 その うえで、

「公益 社 団法 人」 と して認定 申請 す るの か どう

かの判 断 をい ただ くこ とに な ります 。

「一般社 団法 人」 に移 行 した場合 は、法 人税
が課 税 され る こ と に な ります が、 「補 正 予 算 」

を活 用 す る等 して い け ば、法 人税 は限 りな く 0

に近 づ け る方 法 が あ る と思 って い ます。

金 子 そ れ は認 め られ ます か 。

大塚 国で も補 正 はや って い る。 自治体 で も ど

こで も。

宮本 今 の は公益法 人 と して認 め られ るか認 め

られ な い か とい うお 話 だ と思 い ます が 、先 ほ ど

か らで て い る こ と とい うの は、 や は り積 極 的 に

転換 してい くとい うか、進めてい くとい うこと
で、 そ の た め の 方 策 が 必 要 な の で は な い で し ょ

うか。

創 立 30周年 とい うこ とは、一般 的に世代交
代 の時期で、 したが って、創 設期の考 え とい う
もの は こ れ を無 視 す る わ け で は な くて、 これ は

非常 に大 事 に しな けれ ば い け ませ んが、社 会 の

変化 と情 勢 に よっ て、 また歯科 界、 歯科大学 ・

歯学 部 の お か れ て い る今 日の 立 場 か ら考 え て、

や は り30周年 を契 機 と して一つ の転機 とい う
か、考 え方 の整 理 とい うか、 そ うい う視点 が必

要 なの で は な いの か。 公益 法 人 にな るか な らな

い か とい う議論 もつ い て 回 るで し ょうが 、 そ れ

とは別 の視 点 でや るべ きなの で は ないで しょう

か ね 。

安井 歯 科 医 師 そ の もの もそ うですが 、歯科 医

師 を養成 して い る大 学が社会 の認知 をいか に得

るか とい うこ とを考 え ます と、 も っ と中 か ら発

信 して い く もの が あ っ て い い と思 い ます 。 そ の

ため に は、よ り公 共性 とい うか 、パ ブ リシテ ィー

を もた な け れ ば な らな い の で は な い か と、 私 は

個人 的 に考 えて い ま した。 最 初 に宮本 理事 長 が

お っ し ゃ っ た よ う に 、 法 人 を 立 ち 上 げ る と き も

な か な か 大 変 だ っ た と 思 う の で す が 、 法 人 格 を

取 っ て い た だ い た お か げ で 、 私 た ち は あ る 意 味 、

国 と 交 渉 す る と き で も 、 向 こ う は 一 笑 に 付 す こ

と は な い わ け で す 。 こ の 間 、 厚 生 労 働 省 で 、 歯

科 大 学 ・ 歯 学 部 の 学 長 ・ 歯 学 部 長 会 議 の 開 催 の

件 で 話 を い た し ま し た 際 に 、 「 そ れ は 法 人 格 で

す か 」 と い う 話 に な り ま し て ね 。 で す か ら 、 こ

れ ま で 3 0 年 間 育 て て き た こ の 組 織 が 「 た だ の

集 ま り の 話 で し ょ う 」 と い う ふ う な こ と に な る

の は 避 け な け れ ば な ら な い と 思 う の で す 。 こ れ

ま で の 活 動 か ら も う 一 つ ス テ ッ プ ア ッ プ し て 、

対 社 会 性 と い う こ と に つ い て も 考 え て い か ね ば

な ら な い 時 代 に な っ た の で は な い で し ょ う か 。

た だ 公 益 法 人 と い う こ と だ け で は な く 、 公 益 性

と い う も の を 強 く 出 し て い か な け れ ば な ら な い

時 代 に な っ て き た の か な と い う 気 が す る ん で す

ね 。

中原 一宮 局長 、協 会 が これか ら何 をす るか と

い う場合 に、 まず その裏 づ け とな る予 算 は どこ

か ら 。

一 宮 新 制度 での 「公益社 団法 人」 に移行す る

には、公益 目的事業 (不特 定 かつ多 数 の者 の利

益 の 増 進 に寄 与 す る事 業 ) の 比 率 が 50/100以

上 にな る こ とが必須 要件 です の で、 現在 の職 員

数 で は対応で きない と思い ます。職 員の増 と会

費の大 幅な増額 は避 け られない と思 い ます。

安井 せ っか く 3人 まで減 ら したの に。 (笑 い)

一 宮 「一 般社 団法 人 」 に移 行 し、事 業 も現 在

程 度 です と安 定 した運営 は持 続 可 能 で す 。

<今後 の協会 の役 割 >

安 井 なか なか難 しい問題 です ね。協 会 に もい

ろい ろな選択肢 があ るわ けです が、大 学 は学 生

の 教 育 を して い る とい う責任 が あ ります の で 、

魅 力 あ る歯科 医師 を養成 す る とい う こ とに今 後

とも力 を尽 くしていか な ければ いけ ませ ん。 そ

の ようななかで、 これか らの協 会 の役 割 とい う
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視 点 で は、 ど うい う優 先順 位 で何 を行 って い く

べ きか とい うことにつ いて、皆 さ まか ら一言ず
つ ご発 言 い た だ い て 終 わ りに した い と思 い ま

す 。

中原 協 会 の基本 的 な役 目と して は、 一つ め は

加 盟校 の情 報 の交換 だ と思 い ます 。 二 つ め は共

通 の 問題 が 起 こった と きに、 そ れ に共 に対 応 す

る とい う こ とで す 。共 通 の 問題 とは 国家 試 験 等 、

あ るい は需 給 問題 等 が 代 表 され る大 きな問題 だ

とい うふ うに思 って い ます 。

た だ 、基本 的 に、 これ は ほ か の と こ ろ も同 じ

よ うな会 が あ る と思 うの です が、 結 局 、 同 じ私

立大 学 の集 ま りとい う こ とです の で 、 一 面 で は

私 立 の仲 間 とい うこ となんで す ね。 しか しも う

一 面 で は私 立 の ラ イバ ル、 この 二 面 性 を も って

い る とい うこ とだ と思 い ます 。 そ の 二 面性 を ど

の よ うに運 用 させて い くか。 どち らか に偏 って

しま う とい うの は、 や は り好 ま しい こ とで は な

い だ ろ う と思 い ます し、 両 方 をバ ラ ンス よ く考

えて い くとい う、 それ を基本 に して、 会 の運営

を考 えて い か な ければ な らな い の か な とい う よ

うに思 って い ます 。

今 まで の と こ ろで す と、 い わ ゆ る ラ イバ ル と

して行 う共通 問題 が あ った場 合 に は、 あ る程 度

まで共 通 の場 で こ うい うふ うにデ ィス カ ッシ ョ

ンな りを した後 は、 皆 さん ス ー ッ と下 が っ て、

ご 自身 の大 学 で考 え る とい う よ うな傾 向 もあ り

ま した の で、 そ れ は そ れ で い い だ ろ う と私 は

思 って い ます。 あ ま りライバ ル とい うこ とで ぶ

つ か って い が み合 う とい うこ とは、 や は り協 会

と して はすべ きで は な い の で は な い か とい う よ

うに考 えて い ます。

安 井 確 か にお っ しゃ る とお りで す ね。協 会 の

一 員 と して の意 識 を持 ち なが ら も、 わ りとゆ る

や か につ なが って い ます ね。会 長 の言 わ れ るの

は よ くわか ります よ。バ ランス とい うの を考 え

ない とうま くいか ない。

宮本 最 初 に発 言 させ て い た だ い た よ うに、 や

は り協 会 か らな ん らか の発 信 が で きな い の か 。

そ の一つ と して ホ ー ムペ ー ジの充 実、 仲 間 の大

学 だけへ の発 信 で はな くて、 もう少 し社 会 に向

け て発 信 で きる よ うな何 か が ほ しいで す ね 。何

も協 会 の PR で は な くて、歯科 医療 とい うもの、

これ は歯科 医 師 会 と競 合 して も まず い の で す け

れ ども、 や は りアカデ ミックな視 点 か ら、 そ う

い う もの が 発 信 で きな い か な とい うの が 一 つ で

す ね 。

も う一 つ は、 この 30周 年 とい う こ と を一つ

の契機 と して 、中 原 会 長 が お っ しゃった よ うに、

こ の 17校 の 結 束 とい い ます か、 これ が や は り

乱 れ る と厄 介 な こ と に な る の だ ろ う と思 い ま

す 。 内部 が割 れ た と こ ろ とい うの は どこ に も評

価 され な くな って い く。 これ は い ちば ん大 事 な

こ と で す ね 。

次 に、 歯科 医療 の なかで、例 えば矯 正 は全 部

私 費 で す よね 。 そ れ か らイ ンプ ラ ン トな ん か も

私 費 で す よね 。 矯 正 は別 と しま して も、 イ ンプ

ラ ン トあ た りは、 これ だ け需 給 の 関 係 が あ って

しか も高額 で す か ら、全 部 私 費 となれ ばや りた

くて もで きない 人 が い る。 保 険 適用 を受 け られ

る よ う に な っ て い け ば い い の に と、 個 人 的 に

思 っ て い る の です 。

そ うい う こ とは協 会 でや る こ とで はな い とい

う こ とで あ れ ば そ れ まで で す けれ ど も、 これ は

私 が 一患 者 の立 場 とい う視 点 で み た場 合 です

が 。 これ は 一 つ の た わ ご と と聞 い て い た だ け れ

ば よろ しい の で す が 、 既 成 概 念 に と らわ れ ず に

こ の協 会 か ら新 し く発 信 が で き る よ うな こ と

が 、何 か な い か と思 うの で す 。

とい うの は、病院 収入 な んか に も影 響 が でて

くるだ ろ う と思 うん です ね。

そ れ か ら臨床研 修 医 の 問題 につ い て は、 も う

少 し当 局 に対 して もの を言 え る よ うに結 束 で き

ませ ん で し ょ うか ね 。 ラ イ セ ンス を も っ た 人 を

義務 づ けて教 育 して、 立派 な歯科 医師 に育 て上

げ る こ とが わ れ わ れ に課せ られて い る わ けです
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か ら、 そ れだ け 歯 科 医療 の レベ ル を高 め る こ と

ですか ら、や は りこれ は何 らかのか たちで発信

して い た だ きた い と思 い ます 。

金 子 先 ほ ど総 論 と して は お 話 し させ て い た だ

きま したので、それ はや は り共生 といい ます か、

社会へ の責 任 が あ ります か ら、 私 立 歯科 大学 ・

歯学部 と して の矜 持 を もって、 向上 とい う前提

の も とで 共 生 す る とい う こ とな の だ と思 い ま

す。

具 体 的 に は い ろ い ろ あ り ます け れ ど、先 ほ ど

中原先生が お っ しゃった、情報交換 の なかか ら
共 通 の 問 題 が で て く る の だ ろ う と思 い ます の

で、会 長 の言 わ れ た 基本 方針 が 、 い ろい ろ展開

をす る うえでの基 盤 にな る こ とだ と思 い ます。

歯科 医療 ・医 学 の 人材 育 成 をす る大 学 、 そ れ

か ら病 院 を もって い る ところで す か ら、 多種 の

業種 の方 たちの集 団であ る こ とが大 きな特徴 に

なる と思 い ます 。 これ か らは どこの大 学 も、結

果 的 に は ダ ウ ンサ イ ジ ング しなが ら機 能 を高 め

てい くとい うこ とになる と思い ますので、 そ う

す る と、事務 の方 た ち、 あるい は当然 同 じ医療

人 と して の歯科衛 生士 や歯科技工士 もそ うです

し、 こ うい う方 々へ の研 修事業 には、私立 歯科

大 学 と しての研 修 事 業 内容 とい うものが あ ろ う

か と思 い ます 。特 に事務系 に仕事 はた くさんい

くわ け で す か ら、 そ こが しっか りして い な い と

う ま く運営 はで きない と思 い ます 。

そ うい う意味で、協会研修委員長 の宮崎先生

が 1年 に何 回 か 研 修 を な さっ て お られ ます の

で 、 そ こ に も また 力 点 を お い て い た だ け る と、

結 果 的 に はい い協 会 運営 の一 助 に な ろ うか と思

い ます 。

大 塚 非 常 に悩 ま しい組織 だ か ら、 ラ イバ ル で

あ りなが らも共 闘 しなければ い け な い、 そ こ ら

へ ん のバ ラ ンスが い ちば ん難 しい の か な と思 い

ます 。

前 に私 立大 学連 盟の研修会で、 この会 で何 か

や って くれ と依 頼 す るの は もう難 しい と言 って
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い ま した。 い ろ ん な対 応 とか 相 談 す るな らい い

け れ ど、 私立大 学連 盟 で何 か をや る とい うの は

無 理 で、全 部共 通 の こ とは も うほ とん どない と

い う よ うな こ とで した。 わ れ わ れ の 私 立 歯科 大

学協 会 は ご く一 部 で狭 い範 囲の 団体 です か ら、

一 緒 にや れ る こ ともあ るの で す が、 甘 えず にお

互い にやれ る こ とは一緒 にや ろ う と、 そ うい う

意 識 を もつ こ とが大事 か な と思 い ます ね。

そ ん な こ とで よ り よ い形 に な っ て い け ば と

思 っ て い ます け れ ど も。

一宮 臨床研修 に関す る厚 労省 の補助金 は額 も

少 ない うえ に、使 い勝 手 が悪 い の で改 善 させ る

に は ど うい う方 法 が あ る の か と考 え て み ま し

た。義務 化 した か ら補 助 金 は多 少 出す けれ ど も、

足 りな い ところ は各 大 学 で まか な って くれ とい

うこ とで し ょう。 そ う します と、億 単位 の財源

が各大 学 とも必 要 にな ります 。 これが毎年続 く

と な る と、 大 学 の 経営 に と っ て は大 変 な 問 題 で

す 。 臨床研 修 の た め に大 学 の経 営 が 行 き詰 まる

とい うことはあ って はな らない わけです。各大

学 は管 理型 の施 設 に な って い ます 。 各大 学 が ど

う して も参加 しなければ いけ ないのか、私 は疑

問 に思 って い ます 。

大 塚 あ れ は厚 労省 が 頼 ん で きた ん だ よ。

一 宮 何 も言 わ な い と厚 労 省 は、 「あ ぁ、 ち ゃ

ん とや って くれて い るの だ 」 と思 われ るの は困

り ます 。

義 務化 した以上 、 厚 労 省 が 必 要 な手 当て を し

な くて はい け ない と思 い ます 。

そ うい うこ とを、 これ か らは発 信 すべ きで は

ないか と思 い ます 。

大 塚 この状 態 が 数 年 続 い た ら本 当 に圧 迫 で す

よ ね 。

一 宮 毎 年多 額 の経 費 が か か る わ けで す か ら。

宮本 受 け皿が た とえあ った と して も、 患 者 さ

んが うん と減 っ て い って 臨床 実 習 が で きな い と

い う状 況 の学校 もあ るや に伺 い ます か らね。 そ

うい う問題 もあ る。 そ うい う こ とを考 え る と、

一 概 に は全 部 イ エ ス で は い か な い だ ろ う と思 い

ます 。状況 を よ くみ てお く必要が あ る と考 え ま

す 。

た だ、 行 政 とい うの はわ か っ て い て も言 い ま

せ ん か らね、都 合 の悪 い こ とは。 そ れ か ら人が

代 わ る と い う こ とが 問 題 な ん で す よ。 そ れ も

しょっ ち ゅ う。 です か ら辞 め る前 ぐらい に な る

とい い 約 束 をす る。 また次 の 人 とい う よ う に

･･････。 これ は行 政 の い ちばん悪 い と こ ろで 、 そ

の あ た りの こ と に惑 わ され な い よ う に しな い と

い け な い 。

大 塚 辞 め る 前 に こ う や っ て 決 め て 、 次 の 人 に

交 代 し て し ま っ た 。 困 っ た も の だ よ 。 上 手 に そ

れ を よ く 使 い ま す よ ね 。 「 こ う 言 わ れ て お り ま

す の で 」 と い う 言 い 方 を す る か ら ね 。

安 井 2 0 周 年 ま で の 歩 み を み て い ま す と 、 設

立 の と き は 主 に 寄 附 金 問 題 で 、 非 常 に 大 き く も

ま れ た な か で 法 人 を つ く っ て 対 応 し た と い う こ

と で す 。 さ ら に は 、 入 学 定 員 の 2 0 % 削 減 の 自

主 規 制 と い う こ と で す ね 。 そ の 当 時 、 適 正 な 歯

科 医 師 数 は 人 口 1 0 万 対 5 0 人 と い わ れ る な か で 、

平 成 元 年 か ら 自 主 規 制 を 実 施 し 、 卒 業 生 の 人 数

を 平 成 7 年 で ほ ぼ 2 0 % 削 減 し た わ け で す 。 し

か し 、 そ れ に 対 し て 国 は な ん ら の 評 価 も だ さ ず

に 、 ま た 「 削 減 が 必 要 」 と し て お り ま す 。 私 立

歯 科 大 学 歯 学 部 と す れ ば 、 や は り 常 時 こ う い

う こ と に 対 し て 自 衛 と い い ま す か 、 自 分 自 身 で

守 っ て い く と い う 、 そ う い っ た 機 能 も 共 通 項 と

し て は も っ て い な け れ ば い け な い 。

逆 にい う と、 国の ち ょっ とつ くった委 員会 に

逆 に惑 わ され な い よ うな きち っ と した デー タを

も とにデ ィ フ ェ ンス機 能 を もった、 そ うい う組

織 体 で あ る こ と も必 要 だ と思 い ます 。

中原 会 長 が言 わ れ る よ うに、 どち らか とい う

と、 そ うい う機 能 は今 まで は難 しか ったのか も

しれ ませ ん が 、資 金 が あ れ ば 、第 三 者 機 関 にや っ

て も ら う とい う こ と もあ るの か も しれ ませ ん。

今後 こ うい った こ とは今お話 しい た だい た よう
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に、 情 報交換 しなが ら、 そ の情 報 の なか で本 当

に必 要 な こ とを きち っ と遂 行 して い け る よ うな

組 織 体 にな って い け ば有 意 義 と思 い ます 。

私 立 歯科 大 学 歯 学 部 17校 とい い ま して も、

歴 史 的 に もい ろ い ろ違 いが あ ります し、 また 開

設 して い る土 地 柄 もそ れ ぞ れ違 うの で 、 ニ ー ズ

もまた違 うの だ とい う よ うに思 い ます 。しか し、

そ の 共通項 と して、 私 立 歯科 大 学 歯 学 部 は、

や は り歯科 医 師養 成 の キーパ ー ソ ンだ とい う自

負 は絶対 に捨 て るべ きで はない と思 い ます 。

そ うい う意 味 で、今 お話 しい ただい た こ とを、

そ の次 の世 代 に役 割 と展 望 とい う こ とでつ な い

で い た だ け る と、 私 ど も と して は非 常 に うれ し

く思 い ます 。
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協 会 活動 の
概 要 と記 録

社団法人 日本私立歯科大 学協会 定款

第 1章 総 則

(名 称 )

第 1条 この法 人 は、社 団法 人 日本 私 立 歯科 大 学 協 会

とい う。

(事 務 所 )

第 2条 この法 人 は 、 事 務所 を東 京 都千 代 田 区九 段 南

三丁 目三番 四号 ニ ュー ライ フ ビル 内 に置 く。

第 2章 目的 お よび 事 業

(目的 )

第 3条 この法 人 は、 会 員 相 互 の提 携 と協 力 に よ り、

私立 歯科 大 学 の教 育 、研 究 、 お よび経 営 等 に

関 す る調 査研 究 を行 な う こ とに よっ て 、 我が

国 の歯 学 教 育 お よび 歯学研 究 の重 要 な機 関 と

しての私立歯科大学 の振興 を図 り、その使命

達 成 に寄与す る こ とを 目的 とす る。

(入 会 )

第 6条

(イ) 理事長 または理事 。

(口) 私立 歯科 大 学 の学 長 また は歯 学 部長 。

(ハ) 病 院長。

(二) 事 務 局長 また は事務担 当責 任 者 。

2. 名誉 会 員 この法 人 に特 に功労 の あ った者 で

総 会 の議 決 を もって推 せ ん され た もの 。

会 員 に な ろ うとす る もの は、 別 に定 め る入会

規 程 に従 い 入会 の 申込 書 を会 長 に提 出 し、 理

事 会 の承認 を受 け な け れ ば な らな い 。た だ し、

名誉 会 員 に推せ ん され た者 は入会 の手続 きを

要せず、 本 人の承諾 を もって会 員 とな る もの

とする 。

(入会 金 お よび 会 費 )

2

第 7条 この 法 人 の 入 会 金 は 、 次 の とお り とす る。

正 会 員 300,000円

この 法 人 の 会 費 は、 次 の とお り とす る。

正 会 員 年 額 650,000円

(事 業 )

3

第 4条 この法 人 は 、前 条 の 目的 を達成 す る ため に次
の 事 業 を行 な う。

正会 員の入会 金 お よび会費 は、 その所 属す る学校法

人 が負 担 す る もの とす る。

4

1. 私立 歯科大 学 にお け る教 育 ・研 究 に関す る調

査研 究

名誉 会 員 は、 入会 金 お よび会 費 を納 め る こ とを要 し

な い 。

5

会 員 は会 費 のほか、 この法 人の 臨時 の経 費 を負 担す

る こ とが あ る 。2. 私 立歯科 大 学 の財 政 基 盤 に関す る調査研 究

3.私 立歯科 大 学 にお け る管 理運営 に関す る調査

研 究

4.私立歯科大 学 の教職員並 び に学生の福祉厚 生

に 関 す る 調 査研 究

5. 私 立 歯 科大 学 の教 職 員 の研 修

6. 歯科 お よび 歯 学 教 育 の 国際交 流

7. 会 報 の刊 行

8. 私学 関係 諸 団体 との提携 、協 力 お よび援 助

9. そ の他 目的 を達成 す るた め に必 要 な事 業

6 既納 の 入会金 お よび会 費 は、 いか な る事 由が あ って

も返 還 し な い 。

(資格 の喪 失 )

第 8条 会 員 は、次 の事 由に よってその資格 を喪 失す

る 。

1. 退会 した と き。

2.禁 治産 も し くは準禁 治産 また は破 産 宣告 を受

け た と き。

3. 死 亡 し、 も し くは失踪 宣 告 を受 け、 また 法 人

で あ る会 員 が解 散 した と き。

4. 除 名 され た と き。

2 正会 員 は、前 項 のほか、第 5条 第 1号 に規 定 す る学校

法 人 の職 を退 いた ときは、正 会 員 の資格 を喪失 す る。

(退 会 )

第 9条 会 員 が退会 しよう とす る と きは、 理 由 を付 し

て 退 会 届 を会 長 に提 出 しな け れ ば な らな い。

第 3章 会 員

(種別 )

第 5条 この 法 人 の 会 員 は、 そ の 目的 に賛 同 して入 会

した次の もの とす る。

1. 正会員 原則 と して私 立 歯科 大 学 また は私 立

歯 科 大 学 を設 置す る学 校 法 人 の次 の者 とす (除 名 )

第 10条 会 員が次 の各 号 の 1に該 当する と きは、総会る。
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の議 決 を経 て、 会 長 が これ を除 名 す る こ とが

で き る 。

事 会 ま た は 総 会 を招 集 す る こ と。

(役 員 の任期 )

1. この法 人 の名誉 を傷つ け、 また は この法 人 の

目的 に違反す る行 為 が あ っ た と き。

第 16条 この 法 人の役 員 の任 期 は、 2年 と し、再 任 を

妨 げ な い。

2. この 法 人 の 会 員 と して の 義 務 に違 反 した と

き。
2

補 欠 の役 員の任 期 は、前任 者 の残 任期 間 とす る。

3
3.会 費 を 2年 以 上 滞納 した と き。

役 員 は、 そ の任 期 満 了 後 で も後任 者 が就 任 す る まで

は、 なお 、 そ の 職 務 を行 な う。

(賛 助 会 員 )

第 11条 この法 人 の事 業 を援 助 す る個 人 また は法 人 を

賛 助 会 員 と してお くこ とが で きる。

第 4章 役 員お よび職 員

(役 員)

第 12条 この法 人 に は、次 の役 員 をお く。

1. 理 事 15名 以 内 (う ち 会 長 1名 、 副

会長 3名 、専務 理事 1名 お よび常務理 事 3名)

2.監 事 2 名

(役 員の選任 )

第 13条 理 事 お よび監事 は、 総 会 で これ を選任 し、 理

事 は、互 選 で会長 、副 会長 、専 務 理事 お よび

常務理 事 を定め る。

(理 事 の職務 )

第 14条 会 長 は、 この法 人 の業務 を総 理 し、 この法 人

を代 表 す る。

2
副 会 長 は、 会長 を補佐 し、 会 長 に事 故 が あ る とき、

また は 会 長 が 欠 け た と き に は、そ の職 務 を代 行 す る。

3 専務理事 お よび常務 理事 は、 会 長 お よび副 会長 を補

佐 し、 理 事 会 の議 決 に基づ き 日常 の事 務 に従 事 し総

会 の議 決 した事 項 を処理 す る。

(役 員 の解任 )

第 17条 役 員が 次 の各 号の 1に該 当す る と きは、理事

会 お よび総 会 にお いておの おの の理事 お よび

正 会 員 現 在 数 の 4分 の 3以上 の 議決 に よ り、

会 長 が これ を解 任 す る こ とが で きる。

1.心 身 の故 障 の た め職務 の執 行 に た えな い と認

め られ た と き 。

2. 職務上 の 業 務 違 反 そ の 他 役 員 た る に ふ さ わ し

くな い行 為 が あ る と認 め られ た と き。

(役 員 の費用弁償 )

第 18条 役 員 は その職務 に対 して報酬 を受 けない。 た

だ し、 職務 を行 な うた め に要 す る費用 の弁 償

を受 け る こ とが で き る。

2 費用弁償 の額 お よび支給 方 法 は、 理事 会 の議 決 を経

て会 長 が定 め る。

(顧 問 )

第 19条 この 法 人 に顧 問 を置 くこ とが で きる。

2 顧 問 は、 会 長 の推せ ん に よ り理事 会 の承 認 を経 て会

長 が これ を委 嘱す る。

3

顧 問 は、 この 法 人 の 目的 お よび事 業 の遂 行 に関 し助

言 を与 え る。

4 理 事 は、理事 会 を組織 して、 この定款 に定 め る もの

の ほ か、 この法 人 の総 会 の権 限 に属 せ しめ られ た事

項 以外 の事 項 を議決 し、執行 す る。

(監事 の職務)

第 15条 監 事 は、 こ の 法 人 の 業 務 お よび 財 産 に 関 し、

次 の 各 号 に規 定 す る業 務 を行 な う。

4 顧 問 の 任 期 は 2年 とす る。

(職 員 )

第 20条 この 法 人 の 事 務 を処理す る た め、 事務 局長 お

よび そ の他 必 要 な職 員 を置 く。

2 事 務 局長 お よび職 員 は、会 長 が任 免す る。

3 事 務 局 長 お よび職 員 は、有 給 とす る。

4 事務 局長 は、会長 の命 を受 け、事 務局全般 の業務 を

統括 す る 。

1. 法 人 の財 産 の状 況 を監 査す る こ と。

2. 理 事 の業 務 執 行 の状 況 を監査す る こ と。

3. 財 産 の 状 況 ま た は 業務 の執 行 に つ い て 不 正 の

事 実 を発 見 した ときは、 これ を理事 会 お よび

総 会 ま た は 文 部 科 学 大 臣 に 報 告 す る こ と。

4.前号 の報 告 をす るた め 必 要 が あ る と きは、 理

第 5章 会 議

(理事 会 の招集 等)

第 21条 理事 会 は、毎 月 1回会長が招 集す る。 た だ し、

会 長 が必 要 と認 め た と き、 また は理事現 在 数
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の 3分 の 1以上 か ら会 議 に付 議 すべ き事 項 を

示 して 理事 会 の招 集 を請求 され た と きは、会

長 は、 そ の 請 求 が あ っ た 日か ら 7日以 内 に臨

時 理 事 会 を招 集 しな けれ ば な らな い。

2 理 事 会 の議 長 は、 会長 とす る。

面 を もって あ らか じめ 意思 を表 示 した者 お よ

び他 の 会 員 を代 理 人 と して 評 決 を委任 した者

は、 出席 者 とみ なす 。

2 総 会 の議 事 は、 こ の 定 款 に別 段 の 定 め が あ る場 合 を

除 くほか、 正会 員で あ る出席 者 の過 半 数 を もって決

し、可否 同数 の と きは 、議 長 の 決す る とこ ろ に よる。

(会 員へ の通 知 )

第 27条 総 会 の議事 の要 領 お よび議決 した事項 は、会

員 に通 知す る。

すべ て会議 には、 議 事 録 を作 成 し、議長 お よ

び 出席 者代 表 2名 以 上 が 署 名押 印 の上 、 これ

を保存 す る。

(理事 会 の定 足 数 等 )

第 22条 理事 会 は、 理事現 在数の 3分 の 2以上 の者が

出 席 しな け れ ば議 事 を開 き議 決 す る こ とが で

きな い。 た だ し、 当該議事 につ き書 面 を もっ

て、 あ らか じめ 意 思 を表示 した者 は、 出席 者

と み な す 。

(議 事録 )

第 28条

2

理事 会 の議 事 は、 この定款 に別段 の定 めが あ る場 合

を除 くほか 、 出席 理事 の過 半 数 を もって決 し、 可否

同 数 の と きは 、議 長 の決 す る と ころ に よる。

(総 会 の招 集 )

第 23条 通 常 総 会 は、 毎 月 3月 お よび 10月 に会 長 が
第 6章 資産 お よび 会計

招 集 す る。 (資 産 の構 成 )

2

臨 時 総 会 は、 理 事 会 が 必 要 と認 め た と き、 会 長 が 招

集す る。

3

前 項 の ほか、正 会 員現在 数 の 5分 の 1以上 か ら会議

に付 議 す べ き事 項 を示 して総 会 の招 集 を請 求 され た

と きは、 会 長 は、 そ の 請 求 の あ っ た 日か ら 20日以

内 に臨 時 総 会 を招 集 しな け れ ば な らな い。

4 総 会 の招 集 は 、 少 な く と も 7 日以 前 に、 そ の 会 議 に

付 議 すべ き事 項 、 日時 お よび場所 を記 載 した書 面 を

もって通 知 す る。 た だ し緊急 を要 す る場 合 は、 この

限 りで な い 。

(総 会 の 議 長 )

第 24条 通常 総 会 の議長 は、会 長 と し、 臨 時総 会 の議

長 は、会議 のつ ど正会 員 の互選 で定 め る。

(総 会 の議 決事項 )

第 25条 総 会 は、 この 定 款 に別 に定 め る もの の ほ か、

次 の事 項 を 議決す る。
1.事 業 計 画 お よび収 支 予算 につ いて の事項

2. 事 業報 告 お よび収 支 決 算 につ いて の事項

3.財 産 目録 につ いての事項

4.そ の他 この法 人の業務 に関す る重 要 事項 で理

事 会 にお い て必要 と認め る もの。

(総 会の定足数 等)

第 26条 総 会 は 、 正 会 員現在 数 の 2分 の 1以 上 の者 が

出席 しな け れ ば 、 そ の議事 を開 き議 決 をす る

こ とが で きな い。 た だ し、 当 該 議 事 につ き書

第 29条 こ の 法 人の 資 産 は 、 次 の とお り とす る。

1. 設 立 当初 の財 産 目録 に記 載 の財 産

2. 入会 金 お よび会 費

3.資産 か ら生ず る収 入

4.事 業 に伴 う収 入

5. 寄 付 金 品

6. そ の他 の 収入

(資産 の種別 )

第 30条 この法 人の資 産 を分 け て、 基 本 財 産 と運 用財

産 の 2種 とす る。

2 基 本 財 産 は、次 に掲 げ る もの を もっ て構 成 す る。

1.設 立 当初 の財 産 目録 中基 本財 産 の部 に記 載 さ

れ た財 産

2.基 本財 産 とす る こ とを指 定 して 寄 付 され た財

産

3. 理 事 会 で基本 財 産 に繰 り入 れ る こ とを議 決 し

た財 産

3 運 用 財 産 は、基本 財 産 以外 の 資 産 とす る。

(資 産 の管 理 )

第 31条 この法 人 の資産 は、 会 長 が管 理 し、 基本財 産

の うち現 金は、 理 事 会 の議 決 を経 て 定 期 預金

す る等確実 な方 法 に よ り、会 長 が保 管す る。

(基 本財 産 の処 分 の制 限)

第 32条 基 本 財 産 は、譲 渡 し、 交 換 し、 担 保 に供 し、

また は運 用 財 産 に繰 り入 れ て は な らな い。 た
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だ し、 この法 人 の事 業 遂行 上 や む を得 な い理

由が あ る と きは、理事 会 お よび総 会 の議 決 を

経 、 かつ 、 文 部 科 学大 臣 の承 認 を受 け て 、 そ

の一 部 に限 りこれ らの 処分 をす る こ とが で き

る 。

(経 費 の支弁 )

第 33条 この法 人の事 業遂行 に要す る経費 は、運 用財

産 を も っ て支 弁す る。

(事 業 計 画 お よび収 支予 算 )

第 34条

(収 支 決 算 )

第 35条

2

この法 人 の事 業計画 お よび これ に伴 う収支予

算 は、 会 長 が編 成 し、 理事 会 お よび総 会 の議

決 を経 て毎 会 計年 度 開始前 に、文部科 学大 臣

に届 け出 な けれ ば な らない。事 業計 画 お よび

収支予 算 を変更 しよ うとす る場合 も同様 とす

る 。

この法 人の収支 決算 は、 会長 が作 成 し、財 産

目録 、貸 借対 照表 、事 業報告書 お よび財産 増

減 事 由書 な らび に会 員 の異動 状況 と とも に、

監事 の意見 をつ け、理事会 お よび総会の承 認

を受 けて毎 会 計 年度終 了後 2月以 内 に文部科

学 大 臣 に報 告 しな け れ ば な らな い 。

この法 人 の収 支 決 算 に剰 余 金 が ある ときは、 理事 会

の 議決 お よび総 会 の承 認 を受 けて、 その 一部 も し く

は全 部 を基 本 財 産 に編 入 し、 また は翌年 度 に繰 越 す

もの とす る 。

(長 期 借 入 金 )

第 36条 この 法 人 が借 入 金 を し よ う とす る と きは 、 そ

の会 計 年 度 の収 入 を もって償 還す る短期借 入

金 を除 き、 理事 会 の議 決 を経 、 かつ、 文 部科

学 大 臣 の 承 認 を受 け な けれ ば な らな い。
(会計 年 度 )

(解散 )

第 39条 この法 人 の解 散 は、 理 事 会 お よび総 会 にお い

ておの おの の理事 お よび正 会 員 現在数 の 4分

の 3以上 の議 決 を経 、 か つ 文部 科 学 大 臣 の許

可 を受 け な け れ ば な らな い 。

(残 余 財 産 の処 分 )

第 40条 この法 人 の解 散 に伴 う残 余 財 産 は、 理事 会 お

よび総 会 にお い て おの お の の理 事 お よび正 会

員現 在 数 の 4分 の 3以 上 の 議 決 を経 、 か つ、

文 部科 学大 臣 の許 可 を受 けて、 この法 人の 目

的 に類似 の 目的 を有す る公益 法 人 に寄付す る

もの とす る 。

第 8章 補 則

(書 類 お よび帳 簿 の備 付 等 )

第 41条 この法 人 の事 務所 に、 次 の書 類 お よび 帳簿 を

備 え なけ れ ば な らない。 た だ し、法令 に よ り、

これ らに代 る書 類 お よび 帳 簿 を備 え た と き

は、 この 限 りで な い 。

1. 定 款
2.会 員の名簿

3.役 員 お よび その他 の職 員 の 名 簿 お よび履 歴書

4. 財 産 目録

5.資産台帳 お よび負 債 台帳

6.収 入支 出 に 関す る帳 簿 お よび証拠書類

7.理事 会 お よび総 会 の議事 に関す る書類

8. 処務 日誌

9. 官公署往 復書 類

10. その他必 要 な書 類 お よび 帳 簿

2 前 項 の書 類 お よび 帳 簿 は 、 永 久 保 存 と しな けれ ば な

らな い。 た だ し、 前 項 第 5号 の 帳 簿 お よび書 類 は

10年 以上 、 同項 第 8号 か ら第 10号 の書 類 お よび 帳

簿 は、1年 以上保 存 しな けれ ば な らな い。

第 37条 この法 人の会計 年度 は、毎年 4月 1日に始 ま

り、 翌 年 3月 31日に終 る。

(細 則 )

第 42条 この定款 施 行 につ いての細則 は、理事 会 お よ

び総 会 の議 決 を経 て別 に定 め る。
第 7章 定 款 の変更 な らび に解 散

(定款 の変更 )

第 38条 この 定款 は、 理事 会 お よび総 会 にお い て お の

お の の理 事 お よび正会 員現 在 数 の 4分 の 3以

上 の議決 を経 、 かつ 、 文 部 科 学 大 臣 の 許 可 を

受 け な け れ ば変更 す る こ とが で きな い
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1

附

こ の 定 款 は 文 部 大 臣 の 設 立 許 可 の あ っ た 日 (昭和

51年 5月 24 日) か ら施 行 す る。

則

2 第 13条 の規 定 にか か わ らず、 この法 人設 立 当初 の

理事 お よび監事 は、次 の とお りとす る。

理 事 (会 長 ) 白 数 美輝 雄

理 事 (副 会 長 )

3 こ の 法 人 設 立 当 初 の 理 事 お よび 監事 の 任 期 は、 第

16条 第 1項 の規 定 にか か わ らず、 昭和 52年 3月 31

日 まで とす る。

4

従 来 日本私立 歯科 大 学協 会 に属 した権 利 義務 の一切

は、 この 法 人 が 継承 す る。

理 事

理 事 (常 務理事 )

(副 会 長 ) 新 國 俊 彦

前 田 勝

理 事

理 事

理 事

理 事

加 藤 勤 爾

永 井 巖

堀

冨 澤 萬之 助

武

事
監 事

石 川 堯 雄

柳 生 嘉 雄

定 款 の変遷

変更 条 項 変 更 事 由 文部 大 臣認 可 日

第 2条 (事 務所 ) 事務所 移転
「東 京 都千 代 田 区三 崎 町 2丁 目 9番 18号 東 京 歯科 大 学 内 」 か ら

「東 京都千代 田区平河町 2丁 目 7番 1号塩崎 ビル 内」へ
昭 和 52年 6月 14日

第 7条第 2項 (入会 金および会費) 正会員会費の変更 「年額 300,000円」を 「年額 350,000円」に増額

〃

〃

第 7条 第 2項 (

)

第 7条 第 2項 (

)

第 12条 第 1項 (役 員) 理事 定 員の変更

第 12条 第 1項 ( 〃 ) 役 職者 数 の変更

第 13条 (役 員 の選任 )

第 14条 第 3項 (理事 の職 務 )

「年 額 350,000円」 を 「年 額 400,000円」 に増額

「年 額 400,000円 」 を 「年 額 450,000円 」 に増 額

「理事 8名 」 を 「理事 15名以内」 に増 員

① 「副 会長 2名 」 を 「副 会長 3名 」 に増 員

② 専 務 理 事 職 を新 設

③ 「常務理事 1名」 を 「常務理事 3名 」 に増 員

専務 理 事 を追加

昭和 54年 5月 28日

昭 和 56年 5月27日

昭 和 58年 4月21日

昭 和 60年 4月24日

第 7条第 2項 (入会金および会費) 正会員会費の変更 「年額 450,000円」を 「年 額 480,000円」に増額

〃第 7条 第 2項 (

第 7条 第 2項 ( 〃

)

第 2条 (事 務所 ) 事 務所移 転

「年額 480,000円」 を 「年 額 550,000円 」 に増 額

「年額 550,000円」 を 「年額 650,000円」 に増額

「東 京 都 千 代 田区平河 町 2丁 目 7番 1号塩崎 ビル 内 」 か ら

「東 京 都 千代 田 区九段 南 3丁 目 4号 ニ ュー ラ イ フ ビル 内 」へ

昭和 61年 7月22日

平成 3年 8月 2日

平成 4年 8月26日

平 成 6年 5月 20日



協 会 組 織 図

理 事会

基本問題検討会

会 長

副 会 長

専務 理事

総 会

事務局長
会議

教育 ・ 受験生確保
病院部会 経営部会 広報委員会 研修委員会 事務 局研究部会 対策委員会
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協 会 貸借対 照 表 の 変遷
昭和 51年度 (設 立初年 度 )

貸 借 対 照 表

昭和 61年度 (設立 10周年 )

貸 借 対 照 表
昭和 62年 3 月 31 日現在昭 和 52年 3月 31 日現在

(単位 :円 )

資 産 の

I 固 定 資 産

器 具 備 品

基本金引当定期預金

90,363,620 I 負

363,620

90,000,000

部 負債および基本金、剰余金の部

債 180,450

1. 資 産 の 部

勘 定 科 目

金 額
大 科 目 中 科 目

未 払 金 180.450 円 円
(1)流 動 資 産

現

銀 行 預
未 収

金
金
費会

278,484

13.783.546

30,000I 流 動 資 産 21,457,304

現 金

銀 行 預 金 21,392,351

64,953

I 基 本 金 111,640,474

基 本 金 90,000,000

消費収支差額 21,640,474

流 動 資 産 合 計

(2)有 形 固 定 資 産

備 品
山口 653,720

合 計 111,820,924 合 計 111,820,924 有 形 固 定 資 産 合 計 653,720

(3)そ の他 の 固定 資 産

敷 金 5,825,000

電 話 加 入 権
基本金引当定期預金

148,600

100,000,000

そ の 他 の 固 定 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

105,973,600

資 産 合 計

2. 負 債 の 部

勘 定 科

目

金
大 科 目 中 科 目

円

(1)流 動 負 債

未
預

14,092,030

106,627,320

120,719,350

額

円

払 金 2,002,302

り 金 559,204

2,561,506流 動 負 債 合 計

(2)固 定 負 債

退 職 給 与 引 当 金 6,653,130

固 定 負 債 合 計 6,653,130

負 債 合 計 9,214,636

3. 正 味財 産 の 部

勘 定 科

目

金
大 科 目 中 科 目

円

額

円
(1)基 本 金

基 本 金 100,000,000

(2)剩 余 金

剰 余 金

次期 繰 越収支差 額

次期 繰 越 増減差 額

合 計

4,877,394

6,627,320

11,504,714

118

正 味 財 産 合 計

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計

(注)1.基本 財産 た る資産 (基本金 ) :定期預金

2. 固定 資 產償 却 累計 額 :備 品

111,504,714

120,719,350

100,000,000 円

1,563,500円



平 成 8 年 度 (設立 20周年)

貸 借 対 照 表
平 成 9年 3月 31日現在

協会 貸 借 対 照表 の 変遷

平成 18年度 (設立 30周年 )

貸 借 対 照 表

平成 19年 3月 31 日現 在

科 目

(単位 :円 )

金 額 科 目

(単位 :円 )

金 額

I資 産 の部

1 流 動 資 産

I資 産 の部

1流 動 資 産

現 金 預 金 41,716,598 現 金預 金 12,127,227

未 収 会 費 120,000 前 払 金 446,964

前 払 金 525,000 流動 資 産 合 計 12,574,191

流 動 資 産 合計 42,361,598

2 固 定資産
2 固 定 資 産 基本財 産

基本財 産

基本金引 当定期 預 金 100,000,000

基 本 財 産 合 計 100,000,000

基 本 金 引 当 預金

基 本 財 産合計
そ の 他 の 固 定 資 産

100.0 0.000

100.000.000

そ の 他 の 固 定 資 産 敷金 6,000,000

保証 金 6,000,000 電 話 加 入 権 148,600

電話 加 入権 148,600 退職給 与 引 当預金 19,537,830

退職 給 与 引 当預 金 8,554,000

その他の固定資産合計 14,702,600

固定 資 産 合計 114,702,600

資 産 合 計 157,064,198

調査研 究事 業 積 立預 金

設立30周年記念事業積立預金

その他の固定資産合計

固定 資 産 合 計

資 産 合 計

9.954.989

18,376,755

54,018,174

154,018,174

166,592,365

I負 債 の部

1流動 負 債

未 払 金

預 り金

流 動 負債 合 計

12,628,231

506.075

13,134,306

2 固定 負 債

退 職 給 与 引 当 金 8,553,040

固定 負債 合 計 8,553,040

負 債 合 計 21,687.346

Ⅱ正 味財 産 の 部

正味財 産

(う ち基本 金 )

(うち当期正味財産増加 額 )

負 債 及 び正味財 産合計

Ⅱ負 債 の 部

1流 動 負債

未払金 4,427,773

預 り金 560,038

流動 負 債 合計 4,987,811

2 固 定 負 債

退職給 与引 当金 19,537,830

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

19,537,830

24,525,641

135,376,852

(100,000,000)

Ⅲ正 味 財 産 の 部

正味財 産 142,066,724

( 8,615,447) (う ち基 本 金 ) (100,000,000)

157,064,198 (うち 当期 正 味財 産 減 少 額 ) ( 2,678,960)

負債及 び正味財 産合計 166.592,365
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部会 ・委員 会 ・会議 の現状 と課 題

教 育 ・研 究 部 会

教 育 研 究 部会 長

安井 利 一

教 育 ・ 研 究 部 会 は 、 主 と し て 日 本 私 立 歯 科 大

学 協 会 の 加 盟 歯 科 大 学 ・ 歯 学 部 が 直 面 す る 教 育

的 諸 問 題 に 対 し て 解 決 を 図 り な が ら 、 教 育 の 向

上 の た め に 努 力 を は ら う 組 織 で あ る 。 日 本 私 立

歯 科 大 学 協 会 の 創 立 3 0 周 年 を 迎 え る に 当 た り 、

こ の 1 0 年 を 振 り 返 っ て み る と 、 そ れ は 「 教 育

改 革 と 医 療 改 革 」 の な か で 振 り 回 さ れ た 1 0 年

と い え る か も し れ な い 。 大 学 教 育 の 大 綱 化 の な

か で 「 競 争 的 環 境 の 中 で 個 性 輝 く 大 学 づ く り 」

を 目 指 す よ う 国 か ら も 方 向 は 示 さ れ て い た が 、

歯 科 医 学 教 育 に お い て は 、 平 成 1 3 ( 2 0 0 1 ) 年

の 歯 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム の 提 示

と 、 そ れ に 続 く 、 平 成 1 7 ( 2 0 0 5 ) 年 か ら の 「 臨

床 実 習 開 始 前 の 共 用 試 験 」 の 実 施 に よ っ て 、 教

育 の 標 準 化 と 規 格 化 が 進 展 し 、 私 立 大 学 が そ の

本 質 と し て 伝 統 的 に 保 っ て き た 「 建 学 の 精 神 」

の 具 現 化 、 す な わ ち 個 性 の 進 展 を 表 出 す る こ と

が 難 し く な っ た 時 代 と も い え る 。

日本 の歯科医療 の担い手 は、創 立 100年 を誇

る ような本協会加 盟大学 の卒業 生 をは じめ とし

て、 私 立 歯科 大 学 歯 学 部 の 卒 業 生 が 全 体 の

75% を占めてお り、 まさに安心 ・安 全 の歯科 医

療 の歴 史 をつ くって きた とい え る。 歯科 医師 の

養成 に力 を注 いで きた 日本私 立 歯科 大学協会 の

最 近 10年 間 の足 跡 を教 育 ・研 究 部 会 の 活動 を

通 じて振 り返 ってみ た い と思 う。

I.最近 10年 間 の教 育 ・研 究部会活動 の

あ ゆ み

平成 9 (1997)年 (中原 泉部 会 長 )

第 1回議題

1. 大学 教 育 にお け る授 業 評 価 につ い て

2. 当面 す る問題 と今 後 の対 応 につ い て

3. そ の 他

第 2 回議題

1. 臨床 実 習 の具 体 的 目標 (実技 項 目) につ

い て

2. そ の 他

(会議 内容抄 録 )平 成 9(1997)年 において は、

歯科 大 学 学 長会 議 (現 在 の 歯科大 学 学長 ・歯学

部 長 会 議 ) にお い て 歯科 医学 教授 要 綱 の改 定 を

行 うこ とが決定 されたので、私立歯科大 学 ・歯

学 部 と して も考 えて い く方 向 とした。 臨床研 修

につ い て は病 院部 会 に一任 す る。 教 務研 修 会 の

企 画 を行 う。文 部省 (当時) の 「平成 9年 度歯

学教 育 カ リキ ュ ラム調査」 の報告 を受 けて、 臨

床 実 習 の形態 につ い て、 学 生 の 臨床 で の患者担

当 につ い て検 討 した。



教 育 ・研 究 部会

平成 10 (1998)年 (中原 泉 部会長)

第 1回議題

1.教 務研 修 会 の あ り方 につ い て

2. そ の他

第 2 回 議題

1.平 成 10年 度教 務研 修 会 につ いて

(会議 内容 抄録 )教 務 研 修 会 につ い て は 中止

(研修 委 員 長 の不 幸 に よ る) す る こ と と した。

また、研 修 会 の 開催 方 法 につ い て 検 討 を行 った 。

平成 11 (1999)年 (中原 泉 部 会 長 )

第 1回議題

1. 第 3回教 務 研 修 会 につ い て

2. 第 4回教 務研 修 会 につ いて

第 2 回議題

1.大学教 員 の任 期 制 につ い て

(会議 内容 抄 録 ) 第 3回教 務 研 修 会 の 内容 に

つ い て 討 議 した 。

第 1日 目は講 演 が 4題 。

① 「私立歯科大 学の現状 と展望 」佐 川寛典 (日

本私立歯科大 学協会 会 長 )

② 「欧米の歯科 教育 の現状」高野吉郎 (東京

医科 歯科 大 学 )

③ 「欧米 の歯科教育の現状」俣 木史朗 (東京

医科 歯科 大学 )

④ 「EBM の実践 と教育 の方 法」岡本 高宏 (東

京 女 子 医 科 大 学 )

第 2日 目は シ ンポ ジ ウム と班 別 研 修 。

「卒前 教 育 (臨床 実 習 ) と卒 後教 育 (臨床

研修)」

鴨井久一 (日本 歯科大 学)

山縣 健佑 (昭 和 大 学歯 学 部 )

野 間弘康 (東京 歯科大 学 )

教 員 の任 期 制 につ い て は、 実 施校 が 17校 の

うち 6校 、 次 年 度 予 定 が 3校、 あ と 2、3校 が

近 い うち に行 う予 定 との こ とで あ っ た。 任 期 の

更新 について は難 しいが 、評価 委 員会 をつ くっ

て 評 価 を試 み る大 学 が 多 か っ た 。

平成 12 (2000)年 (中原 泉 部会長 、坂巻
公 男 部 会 長)

第 1回 議題

1. 第 4回教 務研 修 会 につ い て

第 2 回 議題

1. 第 4回教務 研 修 会 につ い て

2. 歯学教育 プ ログ ラム調査 委 員 会 につ いて

(会 議 内容 抄 録 )教務研 修 会 は隔年 で実施 す

る の で 、 そ の テ ー マ に つ い て 討 議 した 。 な お 、

第 2回 の教務 ・研 究 部会 か ら、 第 51回総 会 の

議 決 を経 て、部会長 を坂 巻公男先生 (岩手医 科

大 学) に変更 した。 中原 泉 先生 は本協会専務

理事 に就任 した。歯科教 育 プ ログ ラム調査研 究

会 (共用試験) につ いて、情報が ないため、第

4回教 務研 修会 で講 演 を聴 くこ とか ら始 め た い

との 意 向 で あ っ た。

平 成 13 (2001)年 (坂 巻公 男 部 会 長)

第 1回議 題

1. 第 4回教 務 研 修 会 につ い て

2. 歯学教育 プ ロ グ ラム調査研 究 会 につ い て

第 2 回 議題

1. 共 用 試験 シス テ ム につ い て

2. そ の他
(会 議 内容抄録 ) 第 4回教務研 修 会 の 内容 に

つ い て検 討 され て い るが 、共 用 試 験 につ い て情

報 が 十分 に入 っ て い な い状 況 で あ っ た 。そ こで 、

研 修 内容 も 「コア ・カ リキュラム と臨床実習 開

始前 共用試験 」 として江藤東京 医科 歯科大学歯

学 部 長、「OSCE (オ ス キ ー、 客 観 的 臨床 能力

試験 )」を中原専務理事 にお願 いす ることになっ

た。2日 目は、「教 育 に関す る業 績 評 価 」 につ

い て で あ っ た。 また、 共 用試験 や 国家 試験 な ど

の情 報 を高 め る必要 が あ るの で、 歯 学 部 長 と病

院長 の合 同会議 を開催す るこ とも必要 であ る と

の話 題 も出 た。 さ らに、 歯科 医 師 臨床 研 修 の話
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題 で は、 身分 保障 につ いて 国立 も含 めて均 一 に

な る よ うな働 きか け が 必要 との 話 も 出 た 。

平 成 14 (2002)年 (坂巻 公男部 会 長)

第 1回議題

1. 共 用 試験 シス テ ム につ い て

2. そ の 他

第 2 回議題

1. 共 用 試 験 (OSCE CBT) の 現 状 につ い

て
2. そ の 他

(会 議 内容 抄 録 )共 用 試 験 につ い て の情 報 が

不 足 あ る い は 的確 性 を欠 い て お り、 教育 ・研 究

部 会 にお い て も検 討 が進 まな い状 況 に な っ た。

平 成 15 (2003)年 (坂 巻公 男 部会 長 )

第 1回議題
1. 第 5回教 務 研 修 会 につ い て

2. 国試実 地 試 験 の具 体 的課 題 につ い て

3. その他

第 2 回議題

1. 当 面す る諸 課 題 につ い て

(会 議 内容 抄録 ) 第 5回 の教 務 研 修 会 につ い

て の検 討 。 共 用 試 験 につ い て は、 トラ イ アル に

関す る情 報交換 が 出て きた。 また、 厚生 労 働 省

が資質 向上委 員会等 の委 員会 を立 ち上 げ て提言

を して くる こ とに 関 して注 意 を払 って い る。技

術 力 評 価 につ い て は、本 来 、 学 部 教 育 の な か で

行 われ る こ とで あ る との 意見 で あ っ た。

平成 16 (2004)年 (坂 巻公男部会 長)

第 1回議題

1. 当面 す る諸 問題 につ い て

第 2 回議題

1. 当面す る諸 問 題 につ い て

(会議 内容 抄録 ) 歯科 医 師 国家 試験 を巡 る厚

生労働省 の委員会 報 告 を受 けて、 実 地試験 につ

いての予測、必 修 問題等 の取 り扱 い につ いて情

報 交 換 が 行 わ れ て い る。 共 用 試 験 に お い て

OSCE の 設 備 ・備 品 に 関 して の負 担 につ い て、

進 級 判 定 に どの よ うに使 用 す るか、 追再 試 につ

い て な ど討 議 され た。 また、 歯科 医 師 臨床研 修

の 手 当 につ い て補 助 金 を要 請 すべ き とい う意 見

で あ っ た 。 さ ら に 、 デ ン タ ル ス ク ー ル 構 想 に つ

い て は授 業料 との 関係 で慎 重 に対 応 すべ きであ

る とい う意見 で あ っ た。 歯 科 医 師 国家 試験 につ

い て は 、 プ ー ル 問 題 が 始 ま っ た こ と に 関 して の

討 議 が あ っ た 。

平成 17 (2005)年 (安井利 一部会長)

第 1回議 題

1. 教 員組織 につ い て

2. 共 用試験 につ い て

3. 第 98回歯科 医 師 国家試験 につ いて

4. そ の 他

第 2 回議題
1. 歯科 医 師 国家 試 験 につ い て

2. 共 用 試験 につ い て

3. 教 員組織 につ いて

4. そ の 他

( 会 議 内 容 抄 録 ) 教 員 組 織 に つ い て は 、 文 部

科 学 省 か ら 大 学 設 置 基 準 お よ び 学 校 教 育 法 の 一

部 改 正 に よ り 、 こ れ ま で の 教 授 ・ 助 教 授 ・ 講 師 ・

助 手 を 見 直 し 、 外 国 の 大 学 の よ う に 、 教 授 ・ 准

教 授 ・ ( 講 師 ) ・ 助 教 ・ ( 助 手 ) と い う 教 員 組 織

に 平 成 1 9 ( 2 0 0 7 ) 年 度 を 目 途 に 変 更 す る と の

こ と で あ っ た 。 ま た 、 同 時 に 、 講 座 制 ・ 学 科 制

に つ い て も 検 討 す る よ う 制 度 の 改 革 が 行 わ れ て

い る 。 歯 学 部 に お い て は 、 こ れ ま で 完 全 な ピ ラ

ミ ッ ド 型 の 社 会 構 造 を も っ て い る こ と か ら 、 各

大 学 と も 、 ど の よ う な 組 織 変 更 と 職 種 変 更 が 有

効 に 作 用 す る の か を 論 議 し た 。 共 用 試 験 に つ い

て は 、 ト ラ イ ア ル が 終 了 し 、 正 式 実 施 に な っ た 。

ま た 、 第 6 回 教 務 研 修 会 に つ い て 対 応 す る こ と

に な っ た 。



教 育 ・研 究部会

平成 18 (2006)年 (安井利一部会長)

第 1回議題

1. 歯科 医 師 国家 試 験 につ い て

2. 共 用 試 験 につ い て

3.教 員組織 につ い て

4. 第 6回教 務研 修 会 につ い て

5. そ の他

第 2 回議題

1.厚生労働 省検 討 会 の 中間報 告書 につ いて

2. 歯科 医 師 国家 試 験 につ い て

3.教 員組織 につ い て

4. 共 用試験 につ い て

5. そ の他

(会 議 内容 抄 録 ) 歯 科 医 師 国家 試験 につ いて

は、 相 対 基 準 の適 用 に よっ て合 格 率 が 70% 台

に低 下 したが 、 原 因 は、必 修 領域 にお い て不適

当 問 題 が 多 発 し、 問 題 が 削 除 さ れ た た め に

80%の合 格 点 を超 え る こ とが厳 し くな った こ と

による。 問題 の不 適 は受験 す る学生 にい っ さい

関係 の な い こ とで あ り、 また 、 不 適 当 問 題 とさ

れ た 問題 を正 解 して い た学 生 に とって は大 変 な

こ とであ る。 改 善 が必要 で あ る。 また、 中 間報

告 につ い て は、 あ くまで も中 間報 告 と理 解 して

お り、 今後 、大所 高所 か ら議論 が進 む もの と考

えて い る。教 員組 織 につ い て は、大 学 教 育研 究

の あ り方 と して、今 後 、各大 学 で の改 革 が進 む

もの と思 わ れ る 。

Ⅱ.歯科 医学教 育の現状 と将来

平 成 10 (1998) 年 10月 26日、 大 学 審 議 会

は 「21世 紀 の 大 学 像 と今 後 の 改 革 方 策 に つ い

て一 競争 的環境 の中で個性 が輝 く大 学一 」 を答

申 した。 この なか か ら、 今 後 の 歯 科 大 学 歯学

部 の方 向性 を示 唆す る項 目につ い て若 干 の補足

を し た い 。

1 . 「 国 公 私 立 大 学 の 特 色 あ る 発 展 」 を 目 指 す

答 申 書 に は 「 国 公 私 立 大 学 が そ れ ぞ れ に 期 待

さ れ る 機 能 を 発 揮 し 特 色 あ る 教 育 研 究 を 展 開 し

て い く こ と は 、 2 1 世 紀 初 頭 に お け る 社 会 の 多

様 な 要 請 等 に 国 公 私 立 大 学 全 体 で 適 切 に こ た え

て い く と い う だ け で な く 、 高 等 教 育 全 体 の 活 性

化 の 上 か ら も 必 要 で あ る 。 ( 中 略 ) 私 立 大 学 に

つ い て は 、 各 大 学 が そ れ ぞ れ の 建 学 の 精 神 に

の っ と っ た 自 主 的 な 運 営 に よ り 、 社 会 の 多 様 な

要 請 等 に こ た え つ つ 、 よ り 一 層 教 育 研 究 機 能 の

強 化 に 努 め 特 色 あ る 教 育 研 究 を 実 施 し て い く

と が 期 待 さ れ て い る 。 」 と 述 べ ら れ て お り 、 私

立 歯 科 大 学 に お い て も 建 学 の 精 神 に 立 脚 し た 教

育 研 究 活 動 が 必 要 と 考 え ら れ る 。 こ の こ と に つ

い て は 、 「 大 学 改 革 の 基 本 理 念 一 個 性 輝 く 大 学

- 」 の な か で 、 「 1 ) 課 題 探 求 能 力 の 育 成 を 目 指

し た 教 育 研 究 の 質 の 向 上 、 2 ) 教 育 研 究 シ ス テ

ム の 柔 構 造 化 に よ る 大 学 の 自 律 性 の 確 保 、 及 び

そ れ を 支 え る 3 ) 責 任 あ る 意 思 決 定 と 実 行 を 目

指 し た 組 織 運 営 体 制 の 整 備 、 さ ら に こ う し た 取

組 に つ い て の 4 ) 多 元 的 な 評 価 シ ス テ ム の 確 立

に よ る 大 学 の 個 性 化 と 教 育 研 究 の 不 断 の 改 善 、

の 四 つ の 基 本 理 念 に 沿 っ て 現 行 制 度 を 大 胆 に 見

直 し 、 各 大 学 が 更 な る 向 上 を 目 指 し て 切 磋 琢 磨

し 発 展 し て い く こ と の で き る 新 し い 高 等 教 育 シ

ス テ ム へ 転 換 し て い か な け れ ば な ら な い 。 」 と

し て い る 。

2.専 門教育 と教 育 評価 につ いて

専 門教 育 につ い て は、 「学 部 段 階 の 専 門教 育

にお い て は、細 分 化 した狭 い分 野 に限定 され た

知 識 や そ れ まで の 学 問研 究 の 成 果 を単 にそ の ま

ま知 識 と して 教 え る こ と に終 始 す る の で は な

く、基礎 ・基 本 を重 視 しつつ、 関連 諸科 学 との

関係、 学 問 と個 人 の人生及 び社会 との関係 を教

え る こ とな どを通 じて、 学生 が主体 的 に課 題 を

探 求 し解 決 す る た め の 基礎 とな る能 力 を育 成 す
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る よ う配 慮 し工 夫 す る こ とが必 要 で あ る。」 と

述 べ てお り、 最近 の歯科大 学 ・歯 学部 において

は PBL手 法 な ど を多 彩 に利 用 し、 課 題 探 求 型

の教 育 手 法 が 浸 透 して きて い る よ うに思 え る。

しか し、 一方 で、 この よ うな学 習 形 態 は、 これ

まで の 講 義 室 で は無 理 で あ る た め 、新 た な施設

設 備 も必要 とな り、教 員 も必 要 とな る こ とか ら、

各大学 とも悩 み の あ る とこ ろで あ る。

ま た 、 教 育 の 評 価 ( 授 業 評 価 ) に つ い て は 、

学 校 教 育 法 第 6 9 条 3 項 に 「 大 学 は 、 そ の 教 育

研 究 水 準 の 向 上 に 資 す る た め 、 文 部 科 学 大 臣 の

定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 大 学 の 教 育 及 び 研 究 、

組 織 及 び 運 営 並 び に 施 設 及 び 設 備 ( 次 項 に お い

て 「 教 育 研 究 等 」 と い う 。 ) の 状 況 に つ い て 自

ら 点 検 及 び 評 価 を 行 い 、 そ の 結 果 を 公 表 す る も

の と す る 。 」 「 大 学 は 、 前 項 の 措 置 に 加 え 、 当 該

大 学 の 教 育 研 究 等 の 総 合 的 な 状 況 に つ い て 、 政

令 で 定 め る 期 間 ご と に 、 文 部 科 学 大 臣 の 認 証 を

受 け た 者 ( 以 下 「 認 証 評 価 機 関 」 と い う 。 ) に

よ る 評 価 ( 以 下 「 認 証 評 価 」 と い う 。 ) を 受 け

る も の と す る 。 た だ し 、 認 証 評 価 機 関 が 存 在 し

な い 場 合 そ の 他 特 別 の 事 由 が あ る 場 合 で あ っ

て 文 部 科 学 大 臣 の 定 め る 措 置 を 講 じ て い る と

き は 、 こ の 限 り で な い 。 」 と の 規 定 が あ り 、 自

己 点 検 評 価 や 第 三 者 に よ る 認 証 評 価 を 受 け る こ

と に な っ て い る 。 私 立 歯 科 大 学 歯 学 部 に お い

て も 、 教 育 の 特 殊 性 に 鑑 み て 、 相 互 の 協 力 が 必

要 な 領 域 で あ ろ う と 思 慮 さ れ る 。

3.教員組織 の在 り方 につ い て

平 成 17 (2005) 年 7月 に 「学 校 教 育 法 の 一

部 を改 正 す る法 律 (平 成 17年 法律 第 83号 )」

が成立、7月 15日に公布 され た。 「大 学等 の教

員組織 の整備 」 に係 る改正 規定 につ いては平成

19(2007)年 4月 1日か ら施 行 され る こ ととなっ

た。 改 正 の 趣 旨 は、 「大 学 及 び 高 等 専 門学 校 に

お け る教 育研 究 の活 性 化 を図 るた め 、大 学 に置

か な けれ ば な らない職 と して、 助教 授 に代 えて

「准 教 授 」 を設 け、 そ の職 務 内容 につ い て規 定

す る と と もに、 「助 教 」 を新 設 して そ の職 務 内

容 につ い て 規 定 し、 あ わせ て教 授 及 び助 手 の職

務 内 容 に つ い て も規 定 の 整 備 を行 う もの で あ

る」とい う もの で あ っ た。 これ まで の 歯科大 学 ・

歯学 部 にお いて は、特 に、 臨床 系 の講座 ・分 野

に お い て、 臨床 の責 任体 制 の整 備 か らピ ラ ミ ッ

ド型 の組 織 運営 が な され て お り、 教 育研 究 につ

い て も教 授 の コ ン トロ ー ル で 運営 され て きて い

る。 准 教 授 や 助教 さ らに講 師の教 育 にお け る人

材 適応 につ い て は、今 後 とも、 広 く論 議 をすべ

き事 項 か も しれ な い。

4.共用試験 と歯科 医師 国家試 験

共 用 試 験 につ い て は、 す で に本 格 実 施 され て

「登 院前 の試験 」 と して歯科 医 師法 第 17条 の阻

却 要件 と して重 要 な位 置 を占 め て い る。しか し、

この こ と 自体 、 歯科大 学 歯学 部 が 自 らの選択

で 実 施 した こ とで あ るの で、 歯 学 教 育 モ デ ル ・

コア ・カ リキ ュ ラムの運用 も含 めて、毎 年 、評

価 す るべ き事 項で あ る と思慮 して い る。社 団法

人 医 療 系 大 学 間 共 用 試 験 実 施 評 価 機 構

(CATO) や 医 歯学 教 育 シス テ ム研 究 セ ンター

な どに対 して も、 私立 歯科大 学 歯学部 の立場

か ら明確 な意 思 を伝 え るべ きで あ る と考 え て い

る 。

歯 科 医 師 国家 試 験 につ い て は、 歯 科 医 師 の 需

給 問題 の解 決 策 と して、 急 にス ポ ッ トライ トを

浴 びて しまったが、本 質的 には 6年 間の歯科 医

学 の教 育 を受 けて、各 歯科大学 歯学部 の卒業

要件 をク リア してい るの だか ら、 資格試験 とし

て の位 置づ け をあ くまで も変 え る こ とはで きな

い と思 慮 す る。
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病 院 部 会 長

柬 理 十 三雄

は じ め に

病 院 部 会 の 現 況を示 す 資 料 と して、 平 成 19

(2007) 年 3月末 に立 案 した、平 成 19年 度 の事
業 計 画 案 を提 示す る。

「私 立 歯科 大 学 附属 病 院 は、 歯 科 医療 技 術 の

進歩 に関 し、研 究 ・研 鑚 を重 ね る と ともに、歯

科 医 師 の養 成 を通 じ ,我 が 国 の 医療 水 準 の 向上
に寄与す る こ とを基 本 的 な使 命 と して い る。

21世紀 の 高齢社 会 を迎 え、 良質 で効 率 的 な
歯科 医療 の確 保 が要請 され、 私 立歯科大 学 附属

病 院 は、 我 が 国の 歯科 医療 の規 範 と して の役 割

を果 たす こ とが期待 され て い る と ともに、 歯科

医師 法 第 16条 の 2に基づ く 『歯科 医師 臨床研
修事業』 実施機関 として、重要 な役 割 を果 た し

てい る。 しか しなが ら、 私 立 歯科 大 学 附属 病 院

は、 恒 常 的 に赤 字 経 営 とな っ て お り、 収支 の ア
ンバ ラ ン ス 縮 小 が 大 き な 課 題 と な っ て い る。

病 院部会 は、私 立歯科大 学 附属病 院の運営 に
関 し、 合 理 化 の追 求 、診療 、看 護 、管 理 業 務 の

見直 し、 問題点の提起 、情 報交換 を行 うととも

に、私 立 歯科 大 学 附属 病 院 の あ り方 及 び 自己 点

検 ・評価 シス テ ム を始 め 、 当面 す る 問題 、特 に、

歯科 医 師 法 の一部 改正 に よる卒 後 1年 以上 の必
修規定 に基づ く臨床研修 と卒前 臨床 実習 との連
携、両者 の充実 方策及 び 『歯科 医 師臨床研 修 の
必修 化』 に伴 う問題 点 につ い て検 討 を進 め る。
また、 必 要 に応 じて 教 育 ・研 究 部 会 お よび 経 営
部会 との合 同での検 討 を考 え る」。

以上 の とお り、 歯科 大 学 附属病 院 は、 歯科 医

師法 第 16条 の 2に基づ く 『歯科 医 師 臨床 研 修

事業』 実施機 関 と して、 努 力義務規定 に よる平

成 9 (1997)年 度 か ら平 成 17 (2005)年度 まで
の 9年 間 の 経 験 を経 て、 平 成 18 (2006) 年 度
開始 ・必 修規定 制 度実 施 の 1年 を顧 み ての案文
で あ る 。

平 成 8 (1996) 年 6月 21日 「歯 科 医 師 法 の

一部 を改正す る法律 」 (法律 第 92号 )が公布 さ

れ、 歯科 医師 法 の 第 3章 の 2に、 新 しく 『臨床

研修』 が加 え られ、努 力 義務 規定 と して法 制化
され た。 これ が、平成 12(2000)年 12月 6日 「医

療 法等の一部 を改 正す る法律」 (法律 第 141号 )

に よ り、 歯 科 医 師 法 も 同 時 に改 正 され、 平 成

18 (2006)年 度 か らの必 修化 実施 となった次第
は周 知 の とお りで あ る。

努力義務規定 に法制化 されて、従来の歯科 医

療研修財 団 に よる委 託事 業 は、 国の事業 とな り

国庫補助金が都道府県担 当部局課 を介 して交付

され る こ とにな ったが 、研 修 歯科 医 ・指 導歯科

医の処遇、環境整備 費等 にお ける国立大学 と私
立歯科大 学 附属病 院 間の格差 につ いて は納得 し

難 く、財政 的支援 に関す る要 望書 を以下 の とお
り会 長 名 に て提 出 した 。

歯科 医師 臨床研修 に関 す る

財政 的支援 の要望書

平 成 11 (1999) 年 3月 2日

小林 秀 資 厚 生 省 健 康 政 策局長 宛 て
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(歯大 協 発 第 73号 )

「歯科 医 師 臨床 研 修 の必 修 化 につ いて (要 望 )」

平 成 17 (2005)年 6月 15 日

平 成 17 (2005)年 1月 25日

会場 日本 歯科大 学 歯学部

テ ーマ 歯科 医 師 臨床研 修 制 度 につ いて

尾辻 秀 久 厚生 労働大 臣 宛 て

(歯 大 協 発 第 30号 )

「歯科 医 師 臨床研 修 に対 す る財 政 的支援 につ

いて (要 望)一 平 成 18年 度予 算 案 等 に関す る

事案 一 」

講 演 1 「研 修 医 と労働 関係 法 規一 医科 の動

向― 」

井上 肇 医政 局 医事 課課長補佐

講演 2 「新歯科 医師臨床研 修制度 」

平 成 17 (2005)年 11月 8日

平 田 創 一郎 歯科保健課 歯科 医師臨

床研修専 門官

川崎 二 郎 厚 生 労 働 大 臣 宛 て

(歯大 協 発 第 59号 )

「歯科 医師臨床研 修 につ いて (要望)」

平 成 18 (2006)年 4月 25日

平成 17 (2005)年 7月 20日 会 場 九段会館

テ ーマ I 歯科 医師臨床 研 修 制度 につ いて

テ ーマ Ⅱ 歯科 医 師 臨床 研 修 マ ッチ ング につ

い て

日髙 勝 美 厚生労働省 医政 局歯科保健課長

宛て (歯大 協 発 第 15号 )

「歯科 医 師臨床研修 にお ける平成 18年 度補 助

金 の対象 経 費 につ い て (要 望 )一研 修手 当、 医

療機器 、初年度施設設備充実特別支 援経費等̶ 」

講演 1 「新 しい歯科 医師臨床研 修制度 」

平 田 創 一郎 歯科 保 健課歯科 医師臨

床研 修専 門官

講演 2 「歯科 医師臨床研 修 マ ッチ ング」

宮 武 光 吉 マ ッチ ング協 議 会 運営委

員会委員長代理
歯科 医師臨床研 修制 度 に関する

特別 講演会 の企 画 ・開催
平 成 18 (2006)年 5月 30日

平 成 18 (2006) 年 度 か ら開 始 の必 修 規 定 に

則 した対応 の ため に、「歯科 医師臨床研 修制度

に関す る特別 講演会 」 を企 画 し以下 の とお り開

催 した 。

会 場 KKR ホ テル東 京
講演 1 「新 歯科 医師臨床研 修制度 の視点 」

神 光 一 郎 歯科 保健 課歯科 医 師臨床

研修 専 門官

講演 2 「新 歯科 医師 臨床研 修 に関す る補助

金 に つ い て 」

平 成 16 (2004)年 6月 8日

会 場 KKR ホ テル 東 京

テーマ 歯科 医師 臨床研修必修 化 に向 けた体

制 整 備

講演 1 「歯科 医師臨床研 修必修化 の体 制整

備 」

平 田 創 一 郎 歯科 保健課 歯科 医師 臨

床研修専 門官

講演 2 「協 力 型 研 修 施 設 との提 携 の ノ ウハ

ウ 」

住友 雅人 日本 歯科大 学 歯 学 部 附属

病 院 長

浅村 保 歯科保 健 課課 長補佐

この平成 18年 5月 30日開催 の歯科医師臨床

研 修特別講演会 における質疑応答 の内容 を、厚

生 労働 省 医政 局歯科保健 課 の協 力 の も とに、「歯

科 医 師臨床研 修 に関す る Q & A (平 成 18年 7

月 4日作 成 )」 と して ま とめ た。質 疑 の総数 は

32問、 この うち、 「臨床研 修制 度 」 に関す る も

の 6問、 「補 助金 関係 」が 26問 であ った。待 望

の資料 として、当協会理事会 な らびに病 院部会

メ ンバ ー に は早 速 に送付 した。
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歯科 医師 臨床研 修募 集定員 の増 員

につ い ての協 力

た 3,797人 の募 集総 数 にて、参 加 登 録 者 3,648人 、

希 望 順 位 登 録 者 3,584人 に余 裕 を も って対 応 し

え た次 第 で あ る。

平 成 17 (2005)年 10月 13 日、平成 18年 度

の必 修 化 にお け る 「歯 科 医 師 臨床研修マ ッチ ン

グ プ ロ グ ラ ム 」日程 の 参 加 登 録 締 切 日の 時 点

で、 マ ッチ ング参加登 録 者 数 が 募 集 総 数 を若 干

上 回 ったの で 、全 国国公 私 立 歯科 大 学 ・歯 学 部

の 募 集 数 3,018人 を 3,344人 に増 員 す る よ う、

各歯科大学病 院の調整 による協力要請が 当協会

宛 に、厚 生労 働省 医政 局 日高勝 美 歯科 保健 課

長 か らあ った (本 誌 38頁 参 照 )。

結果 的 に は、希 望順位 表 登 録 開始 の 10月 20

日まで に、 私 立 歯 科 大 学 は 247人 の 増 員 に応 じ

る こ と とな り、 国公 立大 学 増 員 の 79人 に よ り

3,344人 と し、 そ の他 の施 設 (歯 科 大 学 病 院 以

外 の単独 型 または管理型施設 )の 453人 を加 え

こ れか ら の 課 題

～

研 修 歯 科 医 は、 労 働 基 準 法 第 9条 、10条 、

11条 等 の規定 に よ り、労 働 者 と して処 遇 が確

保 され、研 修 歯科 医 を受 け入 れ る施 設 は、条文

にい う賃 金 を支 払 うこ とに な って お り、 私 立 歯

科 大 学 関 連 施 設 の 月 額 は、 120,000 130,000

円程 度 で あ る。支 払 うべ きは当然 の責務 と して、

研 修 歯科 医 の診療 収 入へ の 関与 の実態 、指導歯

科 医 の診療 収 入へ の影響 の程 度 等、歯科 医師臨

床研修制 度 の 円滑 な存 続 のた め、 な らび に大 学

の財 政 の健 全 な運 用 の た め に も、 経 営 部 会 との

合 同検 討会 こそ急務 と考 えて い る。

127



128

経 営 部 会

経 営 部 会 長

金子 譲

「私立歯科大学 (学部)の財政等の現状」
調査の実施

経 営部会で は、毎年度、「私立歯科大学 (学部)

の財 政 等 の現状 」 を作 成 して、全加 盟校 の財 政

の 状 況 等 を報 告 して きて い る。 本 調 査の 実 施 お

よび報 告書 の作 成 に当 た って は、毎 年 度 、 本経

営 部 会 にお いて構 成 大学 の要 望 ・意見 を も とに、

調 査 項 目 ・調 査 内 容 の検 討 を は じめ経 年 的 な

デ ー タ項 目の 選 定 等 の 検 討 を経 て年 々充 実 を

図 って きてい る。 なお、本報告書 は、「部外秘扱」
と し て い る 。

現在 (平 成 17年 度版 )、調査項 目は次 の 24

項 目とな って お り、 当該年度 お よび経年 デ ー タ

で構 成 さ れ て い る 。

① 資金収支決算 (人件費支 出内訳 を含 む)

②資金収支決算 (17大学平均)

③消 費収支 決算 (17大学平均)

④ 附属病院収支 (17大学平均)

5消費収支計算 の財務比率推移 (6ヵ年)

⑥ 帰属 収 入 の推 移 (6ヵ年 )

⑦ 学 生 納 付 金

⑧ 奨学 事 業

⑨学 生 数 (学 年別 、 出身都 道府県別 )

⑩ 在 学 生 親 権 者 の職 業 別 内訳

① 教員 1人 当 た り学生数 (6ヵ年 )

12国 ・公 ・私 立大 学 (歯学部)卒業生 の将来

推計

13教職 員 の 部 門別 内訳

14本務 教員 (系別在 籍 人員、給 与月額 、平 均

年齢 、系別給与 月額 )

15非 常勤 職員調

16大 学 院 担 当手 当調 (対 象 者 ・支 給 額 、支 給

基準)

17初 任 給 調整 手 当調 (対 象 者 ・支 給 額、 支 給

基準)

18教職 員 の定年

19事 務 系職 員 の職種 別給 与 額 (本務 、兼務 )

20附属 病 院診療科 別 収 入

②1附属 病 院の事 務系 お よび医療 系 職 員の配 置

② 医療 系職 員 の職種 別給 与 月額 (本 務 、兼 務 )

23附属 病 院患者 数

24事務 組織 お よび職 員 配 置 図

経 営上 の諸課題 へ の対 応

経営 部会 は、毎年 度 定例 会 を 2回開催 し、 理

事会の意 を体 して私立歯科大学 (歯学部)が当

面 す る経営上 の諸 課 題 につ い て検 討 す る と と も

に必 要 に応 じて ア ンケ ー トに よる調査や研 究 会

を実施 し、 課 題解 決 に向 けて の取 組 み を行 って

きた。 平 成 9 (1997) 年 度 以 降 10年 間の経 営

部会 にお ける検討状況 は次 の とお りであ る。

平 成 9 (1997)年度 :

卒 後 臨床研 修法制 化 に伴 う研 修 医手 当の取

扱 い につ い て
● 助 手 の任期 制 につ いて

経 理 公 開 へ の対 応 につ い て、

平 成 10 (1998)年度 :



経 営 部 会

・教 員 の任期 制 の 問題 につ い て

平 成 11 (1999)年 度 :

教 員の任期制 と教員評価 、お よび教 員評価

の 活 用 に つ い て

・定 期 昇 給 の基 準 お よび 対 応 状 況 につ い て

・外 国雑 誌 高騰 へ の対 応 につ い て

平 成 12 (2000)年 度 :

教 育 職 員 の評 価 と評価 に対 す るメ リッ ト制

に対 す る取組 み につ いて (継 続議 題 )

病 院 業務 の コ ン ピュー タ化 につ い て の 各 病

院 の 意 向 につ い て

・定 昇 基準 につ い て (継 続 議 題 )

・「卒 後 臨床研 修 」に係 る経 営上 の問題 点 (費

用 負 担) につ い て

平成 13 (2001)年 度 :

•

病 院 業務 の コ ン ピ ュ ー タ化 につ い て

・新 た に導入 され る制 度 (「卒後 臨床研 修 」、

「共用試験」) に係 る費用負担の在 り方 と私

立 歯科 大 学 の対 応 につ い て

・私 立大 学等経 常費補助金 の算 定方法 等 の改

善 につ い て

今 後 の私 立 歯 科 大 学 ・歯学 部 の管 理 運 営 に

つ い て の 考 え 方 につ い て

平 成 14 (2002)年 度 :

・私立大学等経 常費補助金算定方法等の改善

(ア ンケー ト調査 の実施 を含 む。) につ い て

・私 立大 学 経常 費補助金 (歯学 部 関係 ) の取

扱 い に関す る研 究 会 の設 置 につ い て

・卒 後 臨床研修 実施 に係 る費 用 の財 政 負 担 の

在 り方 、 お よび財 政 措 置要 望 につ い て

平 成 15 (2003)年度 :

・卒 後 臨床研修 に関 す る ア ンケ ー ト調 査 の 実

施 に つ い て

・私 立大学経常 費補助金 (歯学部 関係 ) の取

扱 い に関す る研 究会 (平成 15年 5月 29日

開 催 ) に つ い て

・「卒 後 臨床研 修 につ い ての ア ンケ ー ト結 果 」

内容 につ いて検 討 (6年 制 歯学教 育 と卒 後

臨床 研 修 教 育 、 実 施 に当 た って の環境整 備

な ど)

平 成 16 (2004)年 度 :

・卒後 臨床研修 につ いて (国 に よる研修 費補

助 と身分保 障、指 導医 に対す る待 遇等 の善

処方 につ い て)

・「医 員等 の労 働 者 扱 い に伴 う賃 金 の支 払 い

に関す る小 委 員会 報 告」へ の対応 につ いて

平成 17 (2005)年度 :

・各大学 にお け る寄 付 金 の受 入状 況等 に関す

る調査 の実 施 につ い て

平 成 18 (2006)年 度 :

「臨床研 修 医 」 に係 る給 与 支 出等 の調査 に

つ い て

・「研 究 協力 者 謝 金 お よび外 部 講 師謝金 の取

扱 い につ い て の ア ンケ ー ト結 果 」 につ い て

今 後 の 課題

1)戦後 50年 を経 、 グ ローバ ル化 時代 を迎 え

た この 10年 間 は、 行 財 政 改 革 を は じめ 医療

制 度 改 革 、教 育 改 革 な どの 諸 改 革 が進 め られ、

規制緩和 と競争 環境 の醸成 な どの大変 革が 図 ら

れて きた。 高 等 教 育 政 策 も 「将 来像 の提示 と政

策誘導 」 に移 行 し、 競 争 的環境 の 中で多様 な発

展 を促 す行 政 手 法 に転 換 が 図 られ て きて い る。

2) 歯科 大 学 (学 部 ) を巡 る今 日の環境 は、

少子高齢化の進展 、入学定 員の抑 制、卒後臨床

研修 の必修 化 、共 用 試験 の導入、 医療 制度 ・医

療保 険制度改革 に よる医療 経 費 の抑制 な どこれ

まで にない厳 しい状 況 にあ り、加 えて、 国民 の

医療安全 ・安 心 に関す る強 い要 請へ の的確 な対

応 な ど課題 山積 の状 況 にあ る。

私立 歯科大 学 (歯 学 部) は、わが 国の歯科界 ・

歯科医師養成 に輝 か しい歴 史 と実績 を有 し、今

後 とも斯界 の牽 引力 と して役割 を担 ってい くこ

とが期待 されて い る。各 大学 は、 それぞれ建 学

の理念 の も とに個 性 ・特 色 を発揮 して今 日の 困

難 な状 況 を乗 り越 え て い か な け れ ば な らな い。
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3) 本 経 営 部会 は、各 大 学 の参画 の も とに各

大学 の 自主性、 自律性 を尊重 しつつ、 当面す る

経 営 上 の 諸課題 の解 決へ の取 組 み を行 い、 経 営

改善 に積極 的な役 割 を果 た し、 もって、 わが 国

歯科 医学教 育 ・医療 の 向上 ・発 展 に資 してい く

こ とが 期 待 され る 。



Le
広報委員会

広 報 委 員長

大塚 吉兵衛

広 報委 員会 の役 割

本委 員会 は、『日本私 立歯科 大学協会広報』(以

下 『協 会 広報 』 と略記 ) の企 画編集 と発 行 を主

務 と して い るが 、 『協 会 広報』 は本協 会 が社 団

法 人 と して設 立 認 可 され た 昭和 51 (1976)年

に創 刊 さ れ, 本 年 平 成 19 (2007) 年 3月 に 第

53号 を刊 行 した。当該 誌 は A4判約 50ペ ー ジで、

毎年 3月 と 9月の 2回刊行 し、本協会加 盟大 学

宛 に送付 して各 大 学 関係 者へ の配布 方 を依頼 す

る と と もに、 関係 諸 機 関へ も郵 送 して い る。

創 刊 か ら 第 3 6 号 ま で の 各 号 に つ い て は 、 当

時 の 広 報 委 員 長 富 田 喜 内 先 生 が 『 協 会 設 立 2 0

周 年 記 念 誌 』 に 執 筆 さ れ た 報 告 に 詳 し い 。 そ の

経 緯 を 摘 記 す る と 、 「 『 協 会 広 報 』 発 刊 の 目 的 は 、

協 会 の 趣 旨 あ る い は 事 業 内 容 等 を あ ま ね く 周 知

さ せ る こ と で 、 当 時 の 広 報 委 員 会 委 員 長 ・ 神 奈

川 歯 科 大 学 学 長 堀 武 先 生 は じ め 委 員 の 方 々 に

よ っ て 編 集 さ れ た 。 創 刊 号 に は 、 協 会 設 立 、 定

款 、 事 業 計 画 な ど を 掲 載 し 、 2 号 か ら は 加 盟 大

学 ・ 学 部 の ニ ュ ー ス 、 協 会 の 事 業 概 要 、 新 聞 記

事 の 要 点 、 人 事 異 動 消 息 な ど を 主 体 に 収 載 し 、

発 行 の つ ど 委 員 会 で 内 容 の 検 討 を 行 い 、 1 4 号

( 昭 和 6 0 ( 1 9 8 5 ) 年 4 月 発 行 ) か ら 内 容 別 に 項

を 区 分 し て 読 み や す く し た 。 」 と 述 べ ら れ て お

り 、 歴 代 の 広 報 委 員 長 が 本 誌 の 刊 行 に 並 々 な ら

ぬ 熱 意 を 傾 注 さ れ た 様 子 が 窺 え る 。

か ように本 委 員会 で は、創 刊 当初 か らの理念

を受 け継 ぎ、各号 の企 画編集 の ため、 おおむね

年 2回委員会 を開催 してい る。委 員会 は各大学

の広報 関係担 当の教職 員で構 成 され、 委 員長 に

は社 団法 人 日本 私 立 歯科 大 学 協 会 役 員 が その任

に当 た り、 この 10年 は平 成 9 (1997)年 4月 1

日か ら坂 巻 公 男 先 生 、 平 成 12 (2000)年 6月

27日か ら大 竹 繁 雄 先 生 が 就 任 さ れ、 平 成 18

(2006)年 11月 28日か らは大 塚 が担 当 してい る。

本誌の構成 につ いて

平 成 14 (2002) 年発 行 の 第 46号 か ら巻頭 言

を掲 載す るこ とになったが 、最 初 に佐 川寛典本

協 会 会長 に執筆 を依頼 し、 次 いで 第 47号 か ら

は、北 → 南→北 ･･･の順 送 りで加 盟 大学 の学 長 (歯

学 部 長 ) に巻頭言 の執 筆 をお願 い して い る。 ま

た、 「大 学 ニ ュー ス」 欄 の 記 事 は各 校 の広 報 紙

誌 か ら転 載 して い るが 、 平 成 18 (2006) 年 9

月発 行 の第 52号 か ら、 掲 載 号 と ともに発 行年

月 を末尾 に記 す こ と とな っ た 。

本 委 員会 で は、 平 成 17 (2005)年 に特 別 号

と して 『第 50号 記 念 特 集 号 』 を発 行 したが、

同誌 の企画編 集 に伴 い、 通常 の広 報 活動 がやや

変則 的 にな った ので、 同年 の委 員 会 で 次 の要 項

を 申 し合 わせ た。

『協 会広報』 の発 刊 に関 し、年 2回、9月 と 3

月 に発 行 す る。記 事 の 内容 は、 可及 的 に簡 略化

し、頁 数 の縮減 に努 め る。記 載事 項 は、

(イ) 巻頭 言

(口) 時事問題等 についての座 談会 記事

(ハ)「加盟大学 ・学部 のニ ュース」 と して、各
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大 学 発 行 の広 報 紙 か ら、 行 事 、学 部 長 ・

病 院 長以上 の異動 ・叙 勲 ・訃 報、特 色 あ

る施 設 の紹介

(二) 「教育関係」及び 「歯科関係」情報の うち、

重 要 な も の

(ホ)「新 聞記事の要点」 として、項 目、年 月 日、

掲 載 紙 名 の一 覧

(へ )協 会 主催 会 議 ・事業 の概 要

(ト) 協 会作 成 資料

(チ) 人事 異動 消 息

(リ) その他協 会広 報 にふ さわ しい もの

と し、 内容 の充 実 に努 め、爾 後 の編 集方針 とす

る こ とが 改 め て確 認 され た 。

なお 「新 聞記事 の要点」の欄 で は、朝 日、毎

日、読 売 、産 経 の各 新 聞、教 育 学術新 聞 、 日本
歯科新 聞の各紙 に掲載 された教育 もしくは歯科

に関連す る記事の 見 出 しと掲載月 日、掲載紙

名 を摘 録 して い る 。

『協会 広 報』 10年の あ ゆみ

こ の 10年 に 第 37号 か ら第 53号 ま で 発 行 し

たが 、各 号 の発 行 年 月、頁 数、巻頭 言 の執筆 者

や 、 特 集 記 事 は以下 の とお りで あ る。

〔平成 9年 度〕

第 37号 (40頁 )を 9年 9月、第 38号 (28頁 )

を 10年 3月 に発 行 。 第 37号 トピック 「新 しい

『卒 後 臨床研修』 始 まる 」 「協 会 設 立 20周年 記

念 事業 ・記念 事業 の概 要/ 記念誌 の概 要 」

〔平成 10年度〕
第 39号 (36頁 )を 10年 9月、第 40号 (28頁)

を 11年 3月 に発 行。 第 39号 トピック 「歯科 医

師の需給 に関す る検討会報告書 (概 要)」

〔平 成 11年度]

第 41号 (50頁)を 11年 9月、第 42号 (32 )

を 12年 3月 に発 行 。 第 41号 トピ ッ ク 「21世

紀 に向 けた医 師 ・歯科 医 師の育 成体 制 の在 り方

につ い て (21世 紀 医 学 ・医療 懇 談 会 第 4次 報

告 の概 要 」「歯科 医学教授要綱 平成 11(1999)

年一 (歯科大学学長 ・歯学部長会議)」。第 42
号 トピック 「歯科 医師 の卒 後 臨床研修 の必修化

に関す る要 望 書 」

〔平成 12年度〕
第 43号 (40頁 )を 12年 9月、第 44号 (32頁 )

を 13年 3月 に発 行 。

[平成 13年度〕

第 45号 (50頁 )を 13年 9月、第 46号 (38頁)

を 14年 3月 に発 行。第 46号 巻頭 言 「大 学 と教

育 改革 の近未 来」 (佐 川寬 典 日本 私立 歯科大 学

協 会会長 ・大 阪歯科 大 学 理事 長 )

〔平成 14 年度〕

第 47号 (54頁 )を 14年 9月、第 48号 (58頁 )

を 15年 3月 に発 行。 第 47号 巻頭 言 「最近 の教

育 と医療 の改 革 」 (松 田浩 一 北 海 道 医療 大 学 歯

学 部 長 )、 第 48号 巻頭 言 「21世 紀 の 歯 科 大 学

一 歯科 医 師 を魅 力 あ る職 業 に一 」 (小 出忠孝 愛

知学 院大学学 院長 ・学長 )、特 集記事 「座談会 ・

歯科 医学教 育 にお け る私 立 歯科 大 学 の未 来」

〔平成 15年度〕
第 49号 (58頁 ) を 15年 9月 に発 行 。 第 49

号 巻頭言 「歯学教 育 の多様性 」 (小野繁 岩手 医

科 大 学 長 )

〔平成 16年 度〕

第 50号 (80頁 ) を 16年 12月 に発 行 。 第 50

号 巻頭言 「口腔 医 学 の確 立 を 目指 して」 (本 田

武 司福 岡歯科 大学 長 )

〔平成 17年度]

第 50号 記念 特 集 号 「海外 にお け る歯科 医学

教 育 の 変 化 」 (106頁 ) を 17年 6月 に、 第 51

号 (80頁 )を 12月 に発 行 。 第 51号 巻頭 言 「高

齢者歯科受療 の特性 」 (清水秋雄奥羽大学学長)

[平成 18年度〕

第 52号 (60頁 )を 18年 9月、第 53号 (48 )

を 19年 3月 に発 行 。 第 52号 巻頭 言 「歯科 医学

教 育 」 (長坂 信夫 朝 日大 学 学 長 )、 第 53号 巻頭

言 「歯科 医 師 養 成 と社 会 環境 」 (安 井 利 一 明海

大学副 学長 ・歯学 部 長 )



広 報委員会

第 50号 記念特集号 につ いて

平 成 15 (2003) 年 7月 18日に開催 され た 第

1回広報委 員会 で は、翌平 成 16 (2004)年 3月

発行予 定 の 『協 会 広 報』 は創刊 号以来 50号 と

な る こ と、 また平 成 19 (2007) 年 に は本 協 会

が 設 立 30周 年 を迎 え る こ とな どを射 程 に入 れ、

創 刊 50号 の特 別 企 画 が提 案 され、 そ の実 施 方

につ い て 検 討 され た 。

平 成 1 5 年 度 に は 1 1 月 5 日 に 第 2 回 1 6 年 1

月 2 3 日 に 第 3 回 、 2 月 2 4 日 に 第 4 回 委 員 会 を

開 催 し 、 第 5 0 号 記 念 企 画 に つ き 協 議 し た 。 協

会 の 事 業 と し て 、 世 界 の 歯 科 医 学 教 育 を テ ー マ

に 講 演 会 や シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 す る こ と も 検 討

さ れ た が 、 誌 上 講 演 と い う 構 成 で 、 各 国 の 歯 科

医 学 教 育 指 導 者 に 執 筆 を 依 頼 し て 英 文 抄 録 と 邦

訳 を 掲 載 し 、 『 協 会 広 報 』 本 誌 と は 別 の 冊 子 に

し て 刊 行 す る こ と に な っ た 。 『 協 会 広 報 第 5 0 号

記 念 特 集 号 ─ 海 外 に お け る 歯 科 医 学 教 育 の 変 化

- 』 の 書 名 で 平 成 1 7 ( 2 0 0 5 ) 年 6 月 に 発 行 さ

れ た 同 書 に は 、 ア メ リ カ ・ カ ナ ダ 、 ヨ ー ロ ッ パ 、

オ セ ア ニ ア 、 ア ジ ア 、 日 本 の 事 例 が 報 告 さ れ て

お り 、 わ が 国 に お け る 今 後 の 歯 科 医 学 教 育 の 推

進 を 考 え る う え で も 貴 重 な 指 針 の 書 と な っ て い

る 。

大 竹 繁 雄委 員 長 は 同書 の 「発 刊 にあ た って 」

の なかで 、 わ が 国 の 口腔 保 健 と歯科 医療 発 展 に

私立歯科大 学 ・歯 学 部 が大 き く貢 献 して きた こ

と、 そ して各 歯科 大 学 ・歯学部 には、保 有 して

い る優 れ た知 的財 産 や研 究 成果 が 数 多 く埋 もれ

て お り、知 的財 産 を社 会 に還元 して い くこ とは、

大学 の 重要 な使 命 だ と特 に強調 され たあ と、発

刊 まで の軌 跡 を次 の ように記 されて い る。

「……… 今般 の私立歯科大 学協会広報 50号記 念誌

の発 刊 にあ た って は、 その記念 企 画 の 内容 につ

いて、 多 くの関係 者 の方 々か らの ご意 見 ・ご示

唆 を頂 き ま した 。関 係 者 間 で議 論 を重 ね た結 果 、

この よ うな時期 であ るか らこそ、 今 一度 、我 々

が原 点 に立 ち返 るため の方 法 の一つ と して 、 世

界 の 中のわが 国の歯科 医学教 育の あ り方 を見直

して い た だ くた め に、 諸外 国 に対 し、 そ の 国の

歯科 医 学 の現状 を広 く求め る こ と とい た しま し

た 。

平成 15年 7月 18日開催 の 『平 成 15年 度 第

1回広 報 委 員会 』 にお いて、 広 報 第 50号 を記

念 号 と して発 刊 す る こ とを決 議 。 そ の後 、 第 2

回広 報 委 員会 において、大 阪歯科 大学 の川添 堯

彬 先 生 に誌上 講 演 の原稿 執筆 者 選 出並 び に企 画

をお願 い しま した。 世 界各 国の 歯科 医学 会 の権

威 者 へ の原稿依 頼 で、執筆 者 か らの原稿提 出が

遅 れ る な どで、 随分 と時 は経 過 して しまい ま し

た。 また、海外 の原稿 執筆者 との事務連絡 や原

稿 料 ・翻 訳 料等 の支 払 い に係 る事 務 も煩 雑 とな

り、 川添堯彬先 生個 人で扱 え る業務量 を超 過 し

て しま った た め、平成 17年 1月 に 日本 大 学松

戸 歯学 部 に編集事務 局 を設 け、 この特 集号 の編

集 に あ た りま した。 •••••」
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受験 生確 保対 策委 員会
平成 9年度から18年度までの動向を中心に一

受験 生確保 対 策委 員長

青 野 一 哉

18 歳人 口の減少 お よび委員会 設置 の経緯

昭和 35 (1960)年 以 降 の 18歳 人 口の推 移 は、

二 峰性 を示 し、昭和 41 1966)年 に第 一 の ピー

ク (249万 人 )、 平 成 4 (1992) 年 に 第 二 のピ ー

ク (205万 人 ) が み られ る。 平 成 5 (1993) 年

以 降、 18歳 人 口 は減 少 の一 途 を た ど り、 平 成

18 (2006) 年 に は 133万 人、 平 成 21 (2009)

年 以 降 は 120万 人 前 後 で推 移 す る と予 測 され て

い る (文 部科 学 省 ・平 成 18年 度学 校 基 本 調査
に よる)。

昭和 57(1982)年 には第 二 のピ ー ク (平成 4年 )

に 向 か っ て、 18歳 人 口お よび 高校 新 規 卒 業 生

が ともに増加 傾 向 にあ っ た に もか か わ らず、 昭

和 54(1979)年 と比べ 、 歯 学 部 志 願 者 率 が 減 少

して お り、 それ以後 、学 生募 集 方法 や学生 マー

ケ ッ トの新規 開拓 等 の必 要 に迫 られ て きた。

この よ うな状 況 の も とで、 各 私立 大学 はそ れ

ぞ れ独 自に学 生募 集 や入 試 方 法 の改 善 に よ り志

願 学生 の増加 に努力 してい たが 、歯学 部全体へ

受験 生 の 目を向 け させ る よ う、 昭和5 9 (1984)

年 に本 協 会 は 「歯科 医療界 の将来展 望」 を受験

雑誌 に掲載 し、初 めて共 同広 報活動 が始 め られ

た。 次 い で、 本 協 会 理 事 会 は 昭 和 60 (1985)

年 に 「入試 関係 臨時広 報委 員会 」、平 成 5 (1993)

年 以 降 「受験 生確 保 対 策 委 員 会 」 を立 ち上 げ、

現在 に至 って い る (要 旨 は本 協 会 設 立 20周 年

記 念 誌 を参考 に した)。

ち な み に、 最 近 10年 間 (平 成 9～ 18年 度 )

に お け る 18歳 人 口 (また は 高校 新 卒 者 数 ) と

私 立大 学 歯学 部受験 者 数 を対 比 して表示 してみ

る と、 表 1の よ う に な る。 こ の 表 で み る と当

然 の こ となが ら、 受 験 者 数 は年 度 に よ り多 少 の

増 減 は あ る もの の、 18歳 人 口 に平 行 して 減 少

して い る こ と が わ か る 。

加 えて、平成 18 (2006)年 12月 に厚 生労 働

省 の 「今 後 の歯科 保健 医療 と歯科 医師の資質向

上 等 に 関す る検 討会 」 の 中 間報 告書 の なか の 入

学定員 に関す る記 述 は、根拠 不 明確 な もの で は

あ るが 、社 会 一 般 に与 え る影響 は非常 に大 きい

と危 惧 され る。

今後 、各 私 立大 学 歯 学 部 が、 そ れ ぞ れ 入学志

表 1 最近 10年 間 (平 成 9～ 18年 度 ) に お け る 18歳 人 口 (また は

高校 新 卒 者 数 ) と私 立 大 学 歯学 部受験者 数 との対 比

平 成 9年 度 平 成 18年 度 増 減

△ 20.8 (% )

*

18歳 人 口 * 168 (万 ) 133 (万 )

高校 新 卒者 数 *

受験 者 数 **

150 (万 )

12.575

117 (万 )

10.022

文 科 省 ・平 成 18年 度学校基本調査 に よる。

△ 22.0 (%)

△ 20.3 (% )

* * 私 立 歯 科大 学協 会 の 資料 か ら推 定 。



受験生 確保対策委 員会

願 者 の確 保 に努力 す る と ともに、 歯 学 部全体 と

して歯科 医学 ・医療 の魅力 を受験 生 お よび 関連

の方 々へ 周 知 し、優 秀 な人材 を確 保 して将 来 の

歯科 医学 ・医療 の発展 に資す る努 力 を続 けな け

れ ば な ら な い 。

受験生確保対 策 事業 の概 要

平 成 9 (1997)年度か ら平 成 18 (2006)年 度

に至 る上記事 業 の推移 につ いて、項 目をあげて

述べ る。

1. 「私 立 大 学 17歯 学 部 の 各 年 度 入試 の お知 ら

せ」 を高等学校 お よび加 盟大学へ送付

全 国の高 等学校 (当初 は普通科 を設 置 して い

る高校 、 最 近 の高 等学校 は多 様 化 して い る) の

校長 お よび進路指導部主事 または部長宛 て に送

付 (平成 6年 以降現在 まで)。

2.受験 雑 誌 へ の 「意 見 広 告 “人 々の健 康 を守

る喜 び と魅 力 を知 って ほ しい” の テーマ で委 員

長 との一 問一 答 方 式 記 事 」 お よび 「私 立大 学

17歯 学 部 問合 せ先 &ア クセ ス一 覧 」 (1頁 ) を

掲 載

受 験 雑 誌 と して、 高 2チ ャ レ ン ジ (平 成 16

年 度 か ら 「高 2MyVision」へ 誌 名 を変更 )5

月号 (平 成 5年 以 降 )、 お よび 医 歯 薬 進 学 4月

号 (平 成 7年 以 降) に両 者 を掲 載 して きたが 、

平 成 15 (2003) 年で 「意 見 広 告 」 の掲 載 を 中

止 し、 平 成 16 (2004) 年 か らは 「問 合 せ 先 &

アクセ ス一覧」のみ を掲載 している

3. イ ン タ ー ネ ッ ト ・ ホ ー ム ペ ー ジ に よ る PR

1) 私 立 歯科大 学協 会 ホー ムペ ー ジ開設 (平 成

8年 10月)

掲 出 内容

① メ イ ン ビ ジ ュ ア ル

② 協 会 の概 要

③加 盟大 学 17歯学 部 の 「各 年 度 入試 日程 一

覧 (カ レンダー形式)」

④加 盟大学 17歯学部の 「各年度入試要項」

⑤各大 学歯学部 ホームペ ー ジ と リンク させ た

(平成 11年 度以 降)

⑥ Q & A コー ナ ー (私 立 歯科 大 学 の特 長 に

関す る質 問 と回 答 )

⑦私立大 学 17歯学 部 の各 年 度 の入試結果 を

追加 (平成 9年 度 以 降)

※ ホ ー ム ペ ー ジ ・ア ド レ ス は :

http://www.shikadaikyo.or.jp/

2)平成 15(2003)年度 (平 成 15年 9月)か ら、

委 員 会 の審議 を経 て、 ホ ーム ペ ー ジに よる PR

を次 の よ うに改 良 した。

① 私立 大 学 ・歯 学 部 の入 試 関 連 情 報 に もっ と

容 易 にア クセ スで きる よ う、 ア ドレス名 に

それ とわか る よ うな もの を追加 す る。 ただ

し、 ホームペ ー ジの 内容 は、私立 歯科 大学

協 会 の ホームペ ー ジの うち、 「協 会 の概 要 」

を除 き、 同様 とす る。

② 先 の 2種類 の受験雑 誌 の 「意 見広 告 」 は 中

止 し、 そ の 内 容 は、 ホ ー ム ペ ー ジ の 「Q

& A」 に取 り込 む 。

(意 見 広 告 を中止 し、 ホ ー ムペ ー ジへ全 面 的

に切替 え る こ とに よ り約 230万 円の経費節減 に

な り、 また次年 度 の志 願 者 数 は数 %で はあ るが

増 加 した。)

※ 追加 した ホ ー ム ペ ー ジ ・ア ド レス は :

http://www.shikadaigakujukenjouhou.jp/

3)平 成 17 (2005)年 度 (平 成 17年 7月) か

らホームペー ジ制作 等の委 託業者 を (株)ヌー

サ イ トへ変更。

① 協 会 ホームペ ー ジ と私 立歯科大学受験情 報

ホームペ ー ジを統合 し、 デザ イ ン、構 造等

を リニ ュー アル し、 現在 に至 る。

② ホ ー ム ペ ー ジ ア ドレス (マ ル チ ドメ イ ン)

は以 前 と同 じで 、

http://www.shikadaikyo.or.jp/

http://www.shikadaigakujukenjouhou.jp/

4. 「全 国医歯薬科大学受験相 談 会 」 を後援

毎 年 10月 頃 に東 京 地 区 と大 阪 地 区で 開催 さ

れて い る表記相談会 を 日本 私立医科大学協 会 お
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よび 日本私立薬科大 学協会 とともに後援 (後援

料 は無料) し、多 くの大学が これに参加 してい

る 。

平 成 17 (2005) 年 度 に は、 東 京 会 場 で 会 場

参加 の 71大 学 86学 部 と資料 参加 39大学 49学

部 、大 阪会場 で は会場 参加 67大学 78学部 と資

料 参加 42大 学 54学 部 を数 えて い る。

今 後 の方針

1. ホ ー ムペ ー ジ の 充 実 と刷 新

イ ンター ネ ッ トの著 しい普及 に よ り、 受験 生

お よび 関連 の 方 々 が ホ ー ムペ ー ジ に よ り入 試 関

連情報 を入手す る機 会 は ます ます増加す る こと

は 間違 い な い 。 こ れ に対 応 して、 ホ ー ムペ ー ジ

は広報活動 の中核 をなす もの と位 置づ け、充実

と リニ ュー アル に努力 す る。

な お 、平 成 19 (2007)年 度 に は、ホ ー ムペ ー

ジの デザイ ンや構 造等 の リニ ュー ア ルを計画 中

で あ る 。

2. 志 願 者 の 目を私立 (歯科 )大 学 歯学 部へ 向

け る よう、各地域 で 「歯科 医 師の魅力」 につ い

て の広 報活動 を検 討 す る。

3.毎 年、前年 度 の本事 業 の状 況 を分析 して協

議 し、 当該年 度 の事 業 につ い て は、 引 き続 き経

費節 減 に努 め なが ら、 必 要 に応 じて 内容 を一 部

修正 の うえ、基本 的 に は前年 度 の事 業 を継続 し

て実施 してい く。

付 表 受験生確 保 対 策委 員 会 、歴 代 委 員長 お よび委 員 (平 成 9～ 18年度 )

委 員長

野 口 政宏
中 原 泉

神奈川歯科大学学長 (平成 9年 4月～平成 14年 3月)

日本 歯科大学理事長 ・学長 (平成 14年 5月 ～平 成 15年 3月)

委 員

青 野 一 哉 福 岡歯科大学常務理事 (平 成 15年 4月～現在 )

大 学 名

北 海 道 医療 大 学 歯 学 部

岩 手 医科大 学 歯 学 部

奥 羽大 学 歯 学 部

明 海 大 学 歯学 部

東 京 歯 科 大 学

土 產 田 照夫 、佐 藤 勝 栗 田 寛

千 葉 弘、千 葉 均 、 高橋 秀 明 、坂本 保 夫 、横 澤 正 浩

大 岩 重夫、 宗像 恒男 佐藤 哲雄

田尻 盛二、 栗 原 惠 悦

浪貝 一 良、加 藤 靖 明 小林 友 忠

昭 和 大 学 歯 学 部

日本大学 歯学 部

日本大学松 戸 歯学 部

日本 歯科 大 学 生 命 歯学 部

日本 歯 科 大 学 新 潟 生 命 歯学 部

神 奈 川歯科大 学

鶴見大 学歯 学 部

松 本 歯科大 学

朝 日大 学歯 学 部

愛 知学 院大 学 歯学 部

大 阪 歯 科 大 学

福 岡歯科大学

奥 山 隆志 、栗 田 晃 、朝倉 秀夫

川和 富男 、 宮地 勝 也 、 田中 雅 夫 、片桐 昌樹 、小林 喜 代 司、

若 松 俊雄 、今 祐造
東 王地 輝 良、板橋 文男 、師 田 袈裟茂、鈴木 光博

高橋 慎 一、太 田 進

坂 井 一博

斉 藤 守久、 菅原 光 則 、 岡本 伸 之、吉 田 孝子、 田村 弘 臣

落合 一恵 、黒井 和 男、宍戸 一吉
田 中 正 治 、宮 沢 裕夫 、五十 嵐 順 正、 中 田 稔
田 中 博 、 菱 田 健 治

加 島 龍童 、石原 尉兆、岩 田 昌彦

佐 川 寛典 、 中村 正 明、 川本 達雄

柏 豪洋、藤 英俊 、北村 憲 司

(敬称 略 )
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研修 委 員長

宮 崎 隆

こ の 10年 間 を 振 り返 る と、 私 立 歯 科 大 学 や

附属 病 院 を取 り巻 く環境 は激 変 し、 各 大 学 で は

教 員や事 務職 員 を含 め て一致 団結 して改 革へ の

取組 み が求め られてい る。 私 立歯科 大学協 会で
は、 大学 教育改 革や制度改正等、 当面す る諸 問
題 につ い て理解 と認識 を深 め、 加 盟大 学 間相 互

の情 報交換 を行 うこ とに より、 各 大学教職 員の

職務 能 力 の向 上 を図 り、 もって 加 盟 大 学 の発 展
と充 実 を図 る こ とを 目的 に して、研修 委 員会 で
の協 議 を経 て、 各 分 野 ・部 門 ご とに さ ま ざ まな

研 修 会 を実 施 して きた。

昭 和 54 (1979) 年 8月 2日 に 開 始 した 「附

属病 院管 理運営事 務研修 会 」 は各大学 のお世話

に よ り、 そ の 後 毎 年 継 続 して 開催 され、 平 成

18 (2006)年 10月 12 日に は福 岡歯科大 学 で第

28回 を 開 催 した (表 1)。 こ の 研 修 会 で は、 病

院の管 理運営上 の共 通課題 につ い て、具 体 的 な
情 報交換 を して 、各 病 院 の 運 営 に還 元 して きた 。

最近 の課 題 は、時 間外 診療 、病 院収入 増 の方 策、
個 人情 報保 護 法 に関わ る患者 情 報 の管 理、特 定

共 同指 導 の実 施 状 況、未収金 対 策、 物 品管 理、
保険外 診療 料 金 、 電子 カル テの導 入 な ど、各 病
院 に とっ て 緊 急性 の 高 い テ ー マ で あ っ た 。

事務 職 員研 修 は平 成 6 (1994)年 6月 2 日に

第 1回 目を開 始 し、平 成 10 (1998)年 (第 5回)

まで 毎 年 継 続 した が 、 その 後 数 年 の ブ ラ ンク を

経 て平 成 14(2002)年 (第 6回)と平成 17(2005)

年 (第 7回) に 開催 した (表 2)。初 日に当面

す る諸 問題 に関す る講 演 を聴 き、2日目は総 務 ・

庶務 グル ー プ と財 務 ・経 理 グル ー プ に分 か れ て 、

情 報 交 換 を兼 ね た グ ル ー プ討議 を行 っ て い る。

第 7回は、 「大学 を取 り巻 く環境変 化」「私立学

校 法改正後 の取 り組 みについて」お よび 「個人

情報保護法 とその対応 」に関す る講演 を企画 し、
「大 学 を取 り巻 く環境 変 化 とそ の対 応 」 につ い

て グ ル ー プ討 議 を行 っ た 。

教 務 研 修 会 は 平 成 8 ( 1 9 9 6 ) 年 5 月 1 6 日 に

第 1 回 目 を 開 始 し 、 翌 年 に 第 2 回 目 を 開 催 し た

が 、 そ の 後 事 務 研 修 と 隔 年 で 開 催 す る ス タ イ ル

が 定 着 し 、 平 成 1 8 ( 2 0 0 6 ) 年 に 第 6 回 を 開 催

し た ( 表 3 ) 。 本 研 修 会 は 、 教 育 ・ 研 究 部 会 の

小 委 員 会 で 企 画 を 行 い 、 各 大 学 か ら 教 員 と 事 務

職 員 の 両 方 が 参 加 し 、 学 務 や 卒 後 研 修 を 含 め て

私 立 歯 科 大 学 の 教 育 研 究 活 動 全 般 に わ た る 重 要

テ ー マ に つ い て 研 修 を 行 っ て い る 。 第 6 回 は 、

初 日 に 中 原 会 長 の 「 私 立 歯 科 大 学 の 現 状 と 展 望 」

に 関 す る 基 調 講 演 に 引 き 続 き 、 岩 手 医 科 大 学 小

川 彰 医 学 部 長 の 「 医 師 臨 床 研 修 ― そ の 現 状 と 課

題 ― 」 、 東 海 大 学 安 岡 高 志 教 授 の 「 教 育 技 法 と

教 育 評 価 技 法 」 、 文 部 科 学 省 高 等 教 育 局 大 学 振

興 課 平 野 誠 課 長 補 佐 の 「 教 員 組 織 改 革 と 大 学 教

育 」 に 関 す る 講 演 を 頂 戴 し た 。 2 日 目 は 、 協 会

設 立 3 0 周 年 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム と し て 「 私 立 歯

科 大 学 に お け る 最 近 1 0 年 の 教 育 改 革 と 今 後 の

展 望 」 を 行 い 、 そ の 後 班 別 の 情 報 交 換 を 行 っ た 。

各 大 学 で は 最 近 フ ァ カ ル テ ィ ー デ ベ ロ ッ プ メ

ン ト の 教 育 ワ ー ク シ ョ ッ プ に 力 を 入 れ て い る

が 、 協 会 の 研 修 は 当 面 の 諸 問 題 に 関 す る 業 界 の
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表 1 附属病 院管 理運営事務研 修会 開催状況 (平成 9～ 18年 度)

回 数

第 19回

第 20回

第 21回

第 22回

第 23回

第 24回

第 25回

第 26回

第 27回

第 28回

年 月 日

平 成 9 年 1 0 月 1 6 日 ( 木 )

1 7 日 ( 金 )

平 成 1 0 年 1 0 月 1 5 日 ( 木 )

1 6 日 ( 金 )

平 成 1 1 年 1 0 月 1 4 日 ( 木 )

1 5 日 ( 金 )

平 成 1 2 年 1 0 月 1 2 日 ( 木 )

1 3 日 ( 金 )

平 成 1 3 年 1 0 月 1 1 日 ( 木 )

1 2 日 ( 金 )

平 成 1 4 年 1 0 月 1 0 日 ( 木 )

1 1 日 ( 金 )

平 成 1 5 年 1 0 月 9 日 ( 木 )

1 0 日 ( 金 )

平 成 1 6 年 1 0 月 7 日 ( 木 )

8 日 ( 金 )

平 成 1 7 年 9 月 2 9 日 ( 木 )

3 0 日 ( 金 )

平 成 1 8 年 1 0 月 1 2 日 ( 木 )

1 3 日 ( 金 )

世 話 大 学 参 加 者

神 奈 川 歯科大学 38名

日本大 学 歯 学 部 36名

明 海大 学歯学部 30名

大 阪 歯 科 大 学 35名

東 京 歯 科 大 学 34名

鶴見大 学 歯 学部 33名

岩 手 医 科大 学 歯 学 部 35名

愛 知 学 院大 学 歯 学 部 32名

北 海道 医療 大 学 歯 学 部 33名

福 岡 歯 科 大 学 34名

表 2 事 務職 員研 修 開 催状 況 (平 成 9～ 18年 度)

回 数

第 4回

第 5回

第 6回

第 7回

年 月 日

平成 9年 6月 5日 (木 )
6日 (金 )

平 成 10年 6月 4 日 (木 )
5 日 (金)

平成 14年 11月 14日 (木 )
15 日 (金

平成 17年 11月 24日 (木 )
25 日 (金 )

会 場 参加 者

アル カデ ィア市 ヶ谷 29名

ア ル カデ ィ ア 市 ヶ谷 28名

東 京 ガ ーデ ンパ レス 26名

KKR ホ テル 東京 27名

表 3 教 務研 修 会 開催状況 (平 成 9～ 18年 度)

回 数

第 2回

第 3回

第 4回

第 5回

第 6回

年 月 日

平 成 9 年 5 月 8 日 ( 木 )

9 日 ( 金 )

平 成 1 1 年 1 1 月 1 8 日 ( 木 )

1 9 日 ( 金 )

平 成 1 3 年 1 1 月 1 5 日 ( 木 )

1 6 日 ( 金

平 成 1 5 年 1 1 月 1 3 日 ( 木 )

1 4 日 ( 金 )

平 成 1 8 年 1 1 月 1 6 日 ( 木 )

1 7 日 ( 金 )

会 場 参 加 者

ア ル カ デ ィ ア市 ヶ谷 47名

ホ テ ル エ ドモ ン ト 54名

東 京 ガ ー デ ンパ レス 47名

アル カデ ィ ア市 ヶ谷 49名

九 段 会 館 49名
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第一人 者 に よる講 演 に よ り最 新 の知 識 を得 る こ

とが で き、 さ らに グ ル ー プ討論 を通 じて加 盟大

学 間の情 報 の 共 有 化 を図 って い る こ とが特 徴 で

あ る。 さ らに、加 盟大 学 間の教 員 と事務職 員の

交流 に よ り人脈 の拡 大 や、事務職 員の なか で も

大学 の教 務 ・学 生 関係 、管 理 部 門、病 院部 門の

ス キ ル ア ッ プ に貢 献 して い る もの と思 わ れ る。

今 後 も各 大 学 の発 展 の た め に有 用 な研 修 を企

画 ・運営 して い く所 存 で あ る。

最後 に、歴 代 の研 修委 員会委員長 (佐 川寛 典

先 生、北野繁雄先 生、佐 藤 亨先 生、栁 澤慧 二先

生 ) の ご指導 に対 し、 厚 く御 礼 申 し上 げ る。
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事務局長会 議

事 務 局 長 会 議議 長

安井 利 一

事務局長会議 の構成

本 協 会 の 資料 に よる と、 昭和 52 (1977)年 3

月 に開催 された第4回理事会の第 5号議案で「各

大 学 間 の共 通諸 問題 を円滑 に解 決 し、 又連 絡 を

密 に しあ わせ て親 睦 を はか るため、 本協 会 に理

事長 会 、事務 局長会 の設置 を決定 した。」 こ と

が 記録 され て い る 。

当初 の事務局長会議 の構成 は、昭和 53(1978)

年 3月 開催 の記 録 をみ る と宮 田侑 理事 が議 長 を

務 め、17加 盟大 学 (歯 学 部 ) の 事 務 局長 等 お

よび協 会事 務 局長が 出席 し開催 されてい る。

現在 の事 務局長会議 も、 ほぼ同様 の構成 で あ

り、協 会 専 務 理事 が議長 を務め、17加 盟大 学 (歯

学部 ) の事 務 局長、事務部長、事 務 長 お よび協

会 事 務 局長 が構成 員 となっている 。

事務局長会議 の役割

平 成 18 (2006) 年 度 の 日本 私 立 歯 科 大 学 協

会事 業 計画 に、事務 局長会議 の役 割 と して 「管

理 運営 に関す る意見 ・情報 の交換、各大 学 間の

連 絡 ・調 整 を図 るため の会 で あるが 、理 事 会 へ

の提 案案件 を事務的に検討す る とともに、各大

学 か ら提 案 され る案件 につ いて も検 討 ・協 議 す

る」 と示 されて い る。

事 務 局長会議 の協議題 をみて も、本協 会 が直

面す る諸 課題 に関す る意見交 換や各 大学 の対応

につ い て情 報交換 を行 った り、本協 会 の事 業 計

画案 や予算 ・決算 案 を理事 会審議 の前 に確 認す

る等 の協 議 が 中心 とな って い るが 、事 務 局長 会

議 の役 割 と して最 も効 果 的 で あ り重要 と考 え ら

れ るの は、事務 局長 会 議 の場 を通 じて 出席 者 に

よる各大 学 間 の交 流 が 深 ま り、 日常 的 に密 接 な

連 係 が 生 じて い る こ とで あ る。 これ に よ り加 盟

大 学 相 互 の発展 や 問 題解 決 に多 大 な貢 献 を果 た

して い る 。

特 に、毎年 一度 持 回 りで各 加 盟大 学 において

開催 され る会 議 に際 して は、 当番大 学 の見学や

当番大学事務担 当者 を含め た 出席 者 間の親睦 に

よ り、加 盟大学 同士 の さ らな る一 体 感 が 生 じて

い る 。

事務局 長会議 10年の あ ゆみ

〔平成 9 (1997)年度〕 平 成 9年 度 より新 たに

協 会専務 理事 に就 任 され た 日本 歯科大 学新 潟歯

学 部 長 (当時) 中原泉 先 生 を議 長 に、5回 開催

さ れ た 。

同年 3月 に協 会 設 立 20周 年 記 念 祝 賀 会 が催

され たが 、第 1回会 議 にお い て経 過報告 が あ り、

協 会設 立 20周 年記念 誌発 刊 につ いて も第 3回

会 議 にお い て報 告 が な され、 同年 7月 に当番大

学 の朝 日大 学 会 議 室 で 開催 され た第 2回会議 に

おいては、恒例 によ り、前任 の協会専務理事 で、

前事 務局長会 議議 長 の明海 大 学教 授 (当時)橋

本 弘 一先生 をお招 き しご歓 談い た だい た。

〔平 成 10 (1998) 年 度 〕 5回 の 会 議 が 開催 さ

れ たが、第 1回会 議 は、松 本 歯科大 学 の招 きに

よ り、 日本 三大奇祭 の一 つ 御 柱 祭 に合 わせ て 同
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大 学 会 議室 に お い て、 続 く第 2回 は、 当番 大 学

の岩 手 医科 大 学 創 立 60周 年 記念 館 会議 室 にお

いて開催 され、 いず れ も歯科 医師需給 問題 等 を

協 議 題 に情 報 、意見交 換 が行 われ た。

〔平成 11(1999)年度〕 4回の会議が開催 され、

平 成 18年 度 に歯科 医 師 臨床 研 修 が必 修 化 され

るこ と等 の協 議題 につ いて情 報 、意見交換が行

われ た。 また、 第 2回 は、福 岡歯科大 学 が 当番

大 学 とな り、 同大 学 会 議 室 にお いて行 わ れ た 。

〔平成 12(2000)年 度〕 4回の会議 が開催 され、

日本歯科 医師会 よ りさ らな る定員削減や編 入学

に 関 す る要 望 書 が 出 され た 歯 科 医 師需 給 問 題

や、歯科 医 師 の卒 後 臨床研 修 必 修化 に関 し厚 労

省 に提 出 した要 望書 等 につ い て情 報 、意見交換

が行 われ た。 また、 第 2回会 議 は、 当番 大学 の

日本 歯科 大 学 新 潟 歯学 部 会 議 室 におい て 開催 さ

れ た 。

〔平成 13(2001)年 度〕 3回の会議 が 開催 され、

イ ンター ネ ッ トに よる業 務 及 び財務 等 に関す る

資料 の公 開や 、全 国私立 歯科大 学 ・歯学部附属

病 院診療放射 線技 師代 表 者会 の後援等 の協 議 題

お よび説 明事 項 に関 して、協 会事務局長 か らの

報 告 や 情 報 、 意 見 交 換 が 行 わ れ た。 また、 第 2

回会議 は、 当番大 学 の愛 知学 院大学 歯学 部会議

室 に お い て 開 催 さ れ た 。

〔平成 14(2002)年 度〕 3回の会議が開催 され、

私立大 学等経常費補 助 金算定方法等の改善、歯

科 医師卒 後 臨床研 修 の制 度設計 の基本骨格 案 お

よび入 学 時既納 学 納 金 の返還 に関す るア ンケ ー

ト調査 結 果 等 の協 議 題 ・報 告事 項 につ い て、 協

会事務 局長 か らの 報告 や情 報 、意見交換 が行 わ

れた。 また、第 2回会議 は、当番大学の神奈 川

歯科 大 学 会 議 室 に お い て 開 催 され た 。

〔平成 15(2003)年 度〕 3回の会議 が 開催 され、

歯科 医 師 国家 試験 の技 術 能力 評価等 に関す る検

討会等 の協 議 題 につ い て情 報、意見交換 が行 わ

れ た。 また、 第 2回会 議 は、 当番大 学 の大 阪 歯

科大学会議室 にお いて開催 されたが、本協会 会

長 でい らした大阪歯科大学理事長 (当時)佐 川

寛 典先 生 よ り親 し くご歓談 い た だ い た こ とが記

憶 に新 しい 。

〔平成 16(2004)年度〕 3回の会議 が開催 され、

第 1回 は、松 本 歯科 大 学 の招 きに よ り 7年 に一

度 の 御 柱 祭 に合 わせ て 同 大 学 会 議室 に お い て、

第 2回 は、 当番大 学 の 日本 大 学松戸 歯学 部 にお

い て新 病 院建 築予 定 地 に隣接 す る会 議 室 で 開催

され、 医 員等 の労 働者 扱 い に伴 う賃 金の支 払 い

や協 会 設立 30周年 記念 事業 等 の協 議 題 につ い

て情 報 、意見交換 が行 われ た。

〔平 成 17(2005)年 度〕 3回 の会 議 が 開催 され 、

歯科 医 師臨床研修 マ ッチ ングや歯科 医師国家試

験 実 地 問題 の開示 等 の協 議題 につ い て情 報 、意

見 交 換 が行 われ た。 また、 第 1回 は、鶴 見大 学

歯学 部 が 当番大 学 とな り、 同大 学 会議 室 におい

て 開 催 され た 。

〔平 成 18 (2006) 年 度 〕 平 成 18年 5月 に、

中原専務理事 が本協 会会 長 に就 任 された こ とに

よ り、 事務 局長 会 議 議 長 を、平 成 18年 6月 20

日付 で新 た に専務 理 事 とな った 明 海大 学 歯学 部

の 安 井 が 引 き継 ぎ、3回 の 会 議 が 開 催 され た。

協 議 題 と して、文 部科 学 大 臣 と厚 生 労 働 大 臣の

確 認書 や (新) 教 員組織 等 につ い て情 報 、意見

交 換 が 行 われた。 また、 第 2回 は 明海大 学 歯学

部 が 当番大 学 とな り、 同大 学 会 議 室 にお い て 開

催 され たが 、恒 例 に よって、 前 事 務 局 長会 議 議

長 の 中原 会 長 をお招 き しご歓 談い た だい た。

おわ り に

事 務 局 長会議 は、設 置 以来 そ の使 命 を果 た し

て きたが、あえて課題 をあげ る とす れば、協 会

発 足 当時 の事務 局長会 は理事 長会 と合 同で 開催

されて、事務局長等 は高 い見識 の も と活発 に発

言 され た と伺 って お り、 現事務 局 長 会 議 に お い

て も、本協会理事会 に対 して よ り建 設的、積極

的 な提 言 が期 待 され て い る。
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協会 関係会 議

全国私立歯科大学 ・歯学部附属病院看護部長会

全国私立歯科大学 ・歯学部附属病院看護部長会 会長 服 部 久代

看護 部長会 は、協 会 の ご理 解 に よ り、 傘 下 組

織 と して、 昭 和 51 (1976)年 に 第 1回 目 を 開

催 し 30年 が 経 過 した。 諸 先 輩 方 の ご尽 力 に よ

り、 長 い歴 史 とともに今 日へ と引 き継 が れ、社

会 情勢 を加 味 しなが ら多 くの議題 につ い て検 討

して きた。年 1回の総会 開催 で は、有 意 義 な内

容 の意見交換 や情 報交換 、 そ して 当番校 の先 生

方 に ご講 演 い た だい た。

全 国私 立 歯科 大 学 附属 病 院 19病 院 に よ り本

会 を運営 してお り、 当番校 を事前 に決定 して輪

番 制 にて会長 、副会長 、会 計、 会 計監査 を引 き

受 け て も らって い る。

30年 の 歳 月 と と もに、 各 大 学 の看 護 部 長 の

方 も交 替 され、 毎年新 部長が誕 生 し、新 旧 入 れ

替 わってい る。 その なかで各 大 学の伝統 や習慣

な どは次 の代 へ と受 け継 が れ、 切 磋琢磨 され て

い る 。

看 護 部 長会 で の意見交換 や 情 報提 供 につ い て

は、 そ の時代 の社 会 情勢 や 医療 背景 な どを鑑 み

な が ら会 議 を進 行 して い る。

看 護概況調査 を毎年実施 しているが、活動報

告 で は 以 下 の 内容 につ い て討 議 した 。

活動 報告

1.院 内感染対策 でのスタ ンダー ドプ リコー

シ ョ ン に つ い て

① 医科 と歯科 での違 いがあ り、歯科 で はなか

な か 浸 透 して い な い 。

② 採血 時 の ゴム 手 袋 使 用 につ い て 実 施 され て

い る施 設 で は、 マ ニ ュ アル 作 成 を行 って 明

確 に な っ て い る。

③ 感染 対 策 につ い て は、 感 染 対 策室 長 が 歯科

医 師 を対 象 に 講 義 を行 っ て い る 施 設 もあ

る 。

情 報 交 換

1.入院患者 の 口腔 ケ アの実施 につ いて

① ケ ース に よって衛 生士 が行 う。

② 大 きな手術 後 の患 者 には衛生 士 が実施 。

③看 護 師 だ けで 行 っ て い る。

2.診療報酬改定後 の勤 務計画表 の工夫

①夜勤加算 を算定 してお らず、看護師 を募集

して も集 ま らな い 。

② 夜 勤 専従 の勤 務者 を採 用 した。

3診 療 報酬 改 定 に よ り看 護 師確 保 が大 変 で あ

る 。

3.研修 医オ リエ ン テ ー シ ョン時 の 関わ り

① 看 護 業 務 の オ リエ ンテ ー シ ョンを 20分 程

度行 う。

② 研 修 医 は夜 勤 業 務 も行 っ て い る。
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4.医療相談 と看 護師の 関わ り

① 看 護師 と衛 生 士 が常 時 医療 相談 にあ た って

い る 。

② 医療 相 談 問題 で は、看 護 部 長が 窓 口 とな っ

て い る 。

③ 地域 医療 連携 室 を設 置 して い る。

④ 医療 相談 に上 が った内容は、会 議 や研 修会

に て 報 告 して い る 。

5.看 護研 究 の倫 理体制 について

看護研究 を進 め るにあた り、氏名、年齢 、性

別、住所 、電 話番 号 な ど倫 理 審査体制 は どの よ

うに さ れ て い るか 。

①倫理審査委 員会 が設置 され、研究 内容 を提

出 して い る 。

②所 定 の 同意 用 紙 が あ り、 その用 紙 に記 載 し

て も らい 同意 を得 て い る。

③ 大 学 の 審 査 に提 出 して い る。

協 議 事項

1.口腔外科 看護研 究 会 につ いて

専 門性 が 高 い歯科 口腔外科 領域 において看護

の働 きを示 す には、 口腔外 科 学会で発 表の機会

を もつ こ と は、 PR に も な り経 済 的 な メ リ ッ ト

は大 きい 。

口腔 外科 学 会 に今 後 も看 護研 究 会 の併 設 を さ

せ て い た だ く よ う理 事 会 にお願 いす る。

2.看 護部長会 の 会 則 改正 につ いて

平 成 7 (1995) 年 に改 正 して 以 来 で、 今 回、

看護研究会の運営 を 「事業」 として追加決定 さ

れ た 。

運営 の 内規 と して、

①看護研 究会 は、 口腔外科学会の会場 に併 設

し、 毎 年 1回開催す る。

②研 究 発 表 の演 題 は、私立 歯科 大学 のみ な ら

ず、 国公立歯科大学歯学部附属病院看 護部

長 会へ も窓 口 を広 げ る。

3会 の運営 に必要 な費用 は、参加 費で賄 うこ

とを原 則 とす る。

④今 後、看護研 究会 と併せ て総会 を行 い、総

会 の な か で研 究 会 の こ とも検 討 す る。

以上 につ いて前 向 きな話 し合 いが な され、会

則 の 変更 お よび 運営 内規 の決 定 に至 っ た。

看 護 部 長 会 で は、 歯科 ・口腔 外 科分 野 にお け

る看 護研 究 を よ りい っそ う充 実 で きる よ うに働

きか け を行 ってい く方針 であ る。 日本全 国か ら

参加 して もらうためにも、多 くの演題発 表がで

き、各大 学 附属病 院の個性が発揮 されて い る内

容 を知 っ て い た だ き、 共 有 で きる こ とを理 想 と

し て い る。

少 子 高 齢 化 に よ り、 看 護 界 で も入 院 患 者 の 高

齢化や、看 護す る側 も年齢層が高 くなってお り、

体 力 的 な負 担 や精 神 的 な負 担 が 増 加 して い る。

医療 技術 の向上 、先 進医療 の進歩 な ど、今 日の

医療 界 は 日進 月歩 で 目ま ぐる し く動 いて い る

研 修 会 に参加 して、 自己研鑽 に努 め なけれ ば な

ら な い 。

看 護 管 理 者 と して、 新 しい ニ ー ズ に対 応 で き

る管 理 者 の 育成 や よ り質 の高 い看 護 サ ー ビス を

提供 で き る よ う、 皆 様 の お力 をお借 り して頑

張 っ て い きた い。
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全国私立歯科大学附属病院薬剤部長会

全国私立歯科大学附属病院薬剤部長会 会長 山本 加 代 子

は じ め に

本 薬剤 部 長会 は昭和 55 (1980)年 、 「会 員相

互の親 睦 を深 め、知識 と技術 の 向上 を図 る こ と」

を 目的 として設 立 され た。現在 の会則 は 「会員

相 互の知識 と技 術 の 向上 を図 り歯科 医療 の発展

に寄与す る事 を 目的 とす る」 と謳 ってい る。平

成 5 (1993)年 か ら日本 私立 歯科 大 学協 会 傘下

の 会 議 と して ご援助 をい た だ き今 日に至 って い

る。 会議 当番校 の ご理解 と積 極 的 な設 営 ご支援

に よ り、 昨 年 まで に 27回の本 会議 を行 うこ と

が で きた。平 成 3 (1991)年 よ り当会 に DI委

員会 を設置 し、日本 歯科 薬物療 法学会誌 「Q&A」

欄 に投 稿 を続 けて い る。加 えて 日本歯科 薬物療

法学会 には今年 まで に、発 表 (14回)・論文投

稿 (9編 ) を行 って い る。 また、平 成 5年 よ り

各施設 の薬剤 部 員の学術 や意見交換 の場 として

年 に 1回の 「歯科薬剤 セ ミナー」 を開催 し、今
年 で 第 15回 を迎 え よ う と して い る。

1) 第 3回 郡 山、 1984

2) 第 4回 神 奈 川 、 1985

歯 科 に お け る抗 生 物 質 の使 用 傾 向

表 1 日本 歯科薬物療法学 会 にお け る発 表

セ フ ェム 系 抗生 物 質 製剤 の使 用 動 向 と MRSA 感染
対 策 の実 状

歯科 にお け る鎮痛剤、鎮痛 消炎剤 な どの使 用傾向

3) 第 6回 東 京 、 1987

歯 科 用 医 薬 品 の使 用 傾 向

4) 第 10回 東 京、 1991

副 作 用 モ ニ ター制 度 に関 す る ア ンケ ー ト調 査、 第 1

報 モ ニ ター制 度 に対 す る歯科 医 師 の 認 識 と医 薬 品

副 作 用 情 報 の伝 達 方 法 に つ い て

10) 第 15回 大 阪 、 1996

歯 科 に お け る合 成 抗 菌 剤 と消 炎 鎮 痛 剤 の併 用 投 与 に

関す る実状
11) 第 18回 札 幌、 1999

歯科 にお ける抗 菌剤 の使 用傾向 私立 歯科大 学 附属

18病 院 に お け る実 態 調 査一

日本 歯科大学新潟歯学部 影 向 範昭

12) 第 19回 熱 海 、 2000

5) 第 10回 東 京 、 1991

副 作 用 モ ニ ター制 度 に関す るア ンケ ー ト調査、第 2

報 モ ニ ター制 度 の 活 性 化 につ い て

歯科 薬 物療 法 に関す る文 献 的検 討 そ の 1適 用外使
用 とエ ビデ ン スー

鶴 見大 学歯 学 部 斎藤 義夫

6) 第 12回 大宮、 1993 13) 第 20回 東 京 、 2001

歯科 にお け る鎮痛消炎剤及 び消炎酵 素剤 の使 用傾 向

I

歯科 薬 物療 法 に関す る文 献 的検 討 そ の 2抗 菌薬 の

適 用外 使 用 とエ ビデ ンスー
7) 第 12回 大宮 、 1993

歯科 にお け る抗 菌剤 の使 用傾 向

8) 第 13回 神 戸 、 1994

日本 歯 科 大学 田 中 秀 弥

14)第 21回 広 島、2002

歯科 大 学 病 院薬 局 に お け る医 薬 品情 報 活動 に関す る

調 査 報 告

歯 科 用薬 剤 の 品 目 と使 用 動 向 に関 す る検 討 私 立 歯

科 大 学 附属 18病 院 にお け る実 態 調査一

神 奈 川歯科大学 遠 山 邦子

9) 第 14回 神 奈 川 、 1995

※ 10) まで は 『歯大協 20年 の あ ゆみ と展 望』 で 報 告
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表 2 歯 科 薬剤 セ ミナ ー

第 1回 平成 5年 6月 :昭 和 大 学 病 院 (46名 )
歯科 領 域 に お け る薬剤 の変 遷 と 問 題
歯 科 疾 患 に お け る 薬 物 療 法 の 現 況 と展 望
〈シ ン ポ ジ ウ ム >

昭 和 薬 品 化 工株式 会 社 菅 原 亜 矢 氏
安 全性 か ら見 た鎮 痛 剤 の 選択- ア セ トア ミノ フ ェ ン を 中
心 に 一 昭 和 薬 品 化 工 株 式 会 社 柳 沢 久 美 子 氏
ア セ トア ミ ノ フ ェ ン の 副 作 用 及 び 中 毒 に つ い て

医 薬 品情 報活 動 昭 和 薬 品化 工株式 会 社 大坪 真 一朗 氏
第 2 回 平成 6年 6月 :昭 和 大 学 病 院 (40名 )
歯 科 用 薬剤 ・材 料 の 企 画 か ら発 売 まで
イ ン プ ラ ン トの 臨 床 の 現 場 か ら
〈シ ンポ ジ ウ ム〉

〈シ ン ポ ジ ウ ム〉
日常 の 医 薬 品 情 報 提 供 業 務 で 回 答 に 苦 慮 した 実 例

第 10回 平 成 14年 6月 :昭 和 大 学 病 院 (55名 )
〈特 別 講 演 〉

ゴム 手 袋 ア レル ギ ー に つ い て
歯 科 で 汎 用 さ れ る 薬 剤 に 関 して
当 院 に お け る 定 数 配 置 薬 管 理 の 現状 に つ い て

第 3回 平 成 7年 6月 :株 式 会 社 ジ ー シ ー (43名)
歯 科 用 医 薬 品 と薬 事 法 に つ い て
口 腔 領域 に お け る 心 因 性 疾 患 に対 す る 漢 方 薬 治 療 に つ い て
〈シ ン ポ ジ ウ ム 〉
医療 法 改 正 後 の 歯 科 に お け る 病 棟 活 動 に つ い て

第 4回 平成 8年 6月 :昭 和 大 学 病 院 (47名 )
企 業 に お け る 情 報 の 収 集 と提 供
歯 磨 き剤 企 画 の 現場 か ら
〈シ ン ポ ジ ウ ム 〉
薬 剤 部 で の 文 献 ・資 材 等 の 収 集 、 整 理 、 保 管 、 検 索 方 法

第 5回 平 成 9年 6月 :昭 和 大 学 病 院 (56名 )
〈特 別 講 演 〉
PL 法 と薬 剤 の 情 報提 供 に つ い て

塩野 義 製 薬 株 式 会 社 侭 田 勝 利 氏
水酸化 カ ル シ ウ ムー そ の 作 用 と最 近 の 話 題

東 京 医 科 歯科 大 学 歯 学 部 荒 木 孝 二 先 生
〈シ ン ポ ジ ウ ム 〉
薬 剤 情 報提供 に つ い て

<報 告 >

歯 科 材 料 と して の 仮 封 材
ネ オ 製 薬 工 業 株 式 会 社 木 瀬 俊 彦 氏

薬 剤 師 に 求 め ら れ る も の ― DI活 動 の 軌跡 か ら一
北 海 道 医 療 大 学 歯 学 部 附 属 病 院 阪 田 久 美子

面 分 業へ の 参 加 三 浦 半 島地 区 80%分 業 率 の 実 態
神 奈 川 歯 科 大 学 附 属 病 院 木戸 光

新 しい 局 所 麻 酔 薬 3% メ ピバ カ イ ン製 剤 の 有 用 性
日本 歯科 薬 品株 式 会 社 常 川 勝 由氏

〈一 般 口演 〉
当 院 に お け る調 剤 過 誤 対 策
院 外 処 方 箋 発 行 時 に疑 義 紹 介 が 予 想 さ れ る処方

第 11回 平 成 15年 6月 :日本 大 学 歯 学 部 附 属 歯 科 病 院 講 堂
(54 名 )

<特 別 講 演 〉
パ ル ス オ キ シ メ ー タ ー の 最 新 技 術 …歯 科 に お け る有 用 性

タ イ コヘル ス ケ ア ジ ャパ ン株 式 会 社 三 山 栄子氏
顎 関 節 症

<研 修 懇 談 >
日本大 学 歯 学 部 附 属 歯 科 病 院 本 田 和 也 先 生

各 施 設 に お け る 薬 剤 ハ ン ドブ ッ ク の 特 徴 と有 用 性
第 12回 平 成 16年 6月 :東 京 私 学 会 館 ア ル カ デ ィ ア 市 ヶ

谷 (54名 )
オ ー ダ リ ン グ シ ス テ ム に つ い て の 紹 介 〈特 別 講 演 〉

第 6回 平成 10年 6月 :昭 和 大 学病 院 (47名 )
<特 別 講 演 〉
歯 科 大 学 に お け る 麻 酔 管 理 下 症 例 の 現 況

つ い てー
修 復 治療 の 最 新 情 報 紹 介 一 虫 歯 を削 る と きの 判 断 基準 に

日本 歯科 薬 品 株 式 会 社 常 川 勝 由 氏
歯 周 病 と骨 量 減 少 ・骨 粗 し ょ う症 の 関 係 ― カ ル シ ウ ム ・

大 豆イ ソ フ ラ ボ ン摂 取 の 有 用 性一
サ ン ス タ ー 株 式 会 社 武村 あ か ね氏

入 院 患 者 に 対 す る粉 砕 調 剤 の 現状 と 問 題 点 一 錠 剤 粉 砕 の
判 定 に つ い て一
口 腔乾燥症 に 関 す る 医 薬 品 と 口 腔 ケ ア製 品 に つ い て
全 国 私 立 歯 科 大 学 附 属 病 院 に お け る イ ン タ ー ネ ッ ト使 用
状 況 に 関 す る ア ン ケ ー ト報 告

第 13 回 平 成 17年 6月 :東 京 ・私 学 会 館 ア ル カ デ ィ ア 市 ヶ
谷 (61名 )

〈特 別 講 演 〉

神 奈 川 歯 科 大 学 吉 田 和 市 先 生
最近 の歯 科 保存 治 療 動 向

日本 歯科 薬 品 株 式 会 社 常 川 勝 田 氏
歯 科 用 医 薬 品 情 報 担 当 者 の レベ ル ア ッ プ

<研 修懇 談〉

ラ イ オ ン歯 科 材 株式 会 社 千 羽 達 也 氏
〈報 告 〉
患 者 へ の 情 報 提供 の 現 状 ア ン ケ ー ト集 計 結 果
新 GCPへ の 対 応 状 況 に つ い て

第 7回 平成 11年 6月 :昭 和 大 学 病 院 (43名 )
〈特 別 講 演 〉
循 環 器疾患 の あ る 患 者 に 対 す る 歯 科 用 局 所麻 酔 薬 の 適 用

ア ス トラ ・ジ ャパ ン株 式 会 社 池 村 美 和 氏
口 腔 顎 顔 面 領域 の 腫 瘍 に つ い て

歯牙 保 存 液 一 歯 の 移 植 ・再 建 一

日本 歯 科 大 学 歯 学 部 鈴 木 宗 一 先 生
ネ オ 製 薬 工 業 株 式 会 社 北 澤 浩 一 氏

唾 液 中 潜 血 の 免 疫 学 的 検 査薬 に つ い て
<報 告 > 合 同 酒 精 株式 会 社 近藤 英 彦氏
医 薬 品 情 報提供 の 現 状 に つ い て ア ン ケ ー ト結 果
病 院 の 現状 に つ い て

<研 修 懇 談 〉

第 8回 平 成 12年 6月 :昭 和 大 学 病 院 (42名 )
<特 別 講 演 〉
歯 科 と中 医学 明 海大 学 歯 学 部 宮 田 隆 先 生
EDTA 根 管 洗 浄 と Ca(OH)2貼 薬 の 化 学 谷 (50名 )

日本 歯 科 薬 品株 式 会 社 常 川 勝 由 氏 〈特 別 講 演 〉
〈シ ン ポ ジ ウ ム>
治 験 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 業 務 の 実 情
印 象 に残 っ た服 薬 指 導

第 9回 平成 13年 6月 :昭 和 大 学 病 院 (42名 )
〈特 別 講 演 〉 「歯 科 診 療 に お け る鎮 痛剤 の 選 択 」
鎮 痛 剤 の 歴 史 と最 近 の 話 題

※第 4回 までは 『歯大協 20年のあゆみ と展望』で報告

リ ス ク マ ネ ー ジ メ ン ト に つ い て
チ ー ム 医 療 と歯 科 専 門 薬 剤 師
「リス ク マ ネ ー ジ メ ン ト」 につ い て 各 施 設 の状 況 ・工 夫

第 14回 平 成 18年 6月 :東 京 私 学 会 館 ア ル カデ ィ ア 市 ヶ

う蝕 と フ ッ化 物 に つ い て
サ ンス タ ー 株 式 会 社 田 子 森 順 子 氏

P急発 とテ トラサ イ ク リ ン・ プ レス テ ロ ン歯科 用軟 膏
日本 歯 科 薬 品株 式 会 社 常 川 勝 由氏

歯科 病 院勤 務 薬 剤 師 に つ い て 考 え る
日本 歯科 大 学 新 潟 病 院 影 向 範 昭
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現 状

本会議の内容 は、従 来の 「歯科繁用 医薬品の

.

使 用状況 」「歯科 用 医薬 品の取 り扱 い」 「薬局製

剤 」「医薬 品情 報管 理 」「臨床実 習へ の関与 」「治

験 薬管理」「医薬 品副作 用」 に加 えて、 「歯科 に

お け る薬 剤 管 理 指 導 、 薬 剤 情 報 提 供 」 「ク リニ

カ ルパ ス の導 入 実 態 」 「薬 剤 部 にお け る個 人 情

報 の管 理」「各施 設 にお ける ICT NSTへ の関

わ り」 な ど、多岐 にわた って協 議 を行 ってい る。

以前 よ り定期的 な研 究課題 としていた 「歯科

における抗菌剤の使用傾向」 と 「歯科 における

鎮痛 消炎剤及 び消 炎酵素剤 の使 用傾 向」 につ い

て平 成 18 (2006)年 に 4度 目の再 調査 を行 い、

今年度 の 日本歯科薬 物療法学会 で発 表す る予定
で ある。 日本 歯科 薬 物療 法 学 会 にお け る発 表 内

容 は表 1の とお りで あ る。

また、全 国規模 で集 まるの が大 変 なため、 当

初 は継 続 が難 しい と思 われて い た 歯科 薬 剤 セ ミ

ナーは年 々活発化 し、 歯科 薬 品企業か らの参加

もあ り 50名 を超 え る規模 に な って い る (表 2)。

課 題

医療 の高度化 、急 速 に進 む高齢化社 会 は医療

提 供 体 制 に大 きな 変 革 を もた らす こ と とな り、

平 成 18 (2006) 年 に医療 法、 薬 事 法 、 薬 剤 師

法 が改 正 され た 。新 しい医療 提供体制 にお いて、

歯科 病 院薬剤 部 には、薬 の専 門家 と してのチー

ム医療 の一 員 とい う役 割 に加 え、 医療 の安全 を

担 う リス クマ ネー ジ ャー と して の役 割 が期 待 さ

れて い る。 また、 癌 化 学療 法 や 院 内感染 対 策 な

どの高度 な専 門性 を もった薬剤 師が求め られて

い る状 況 もあ る。 この流 れ の なか で 、 少 人数 の

薬 剤 部 員 で 歯 学 ・薬 学 生 へ の 教 育 支 援 も含 め

数 々 の業 務 にい か に効 率 的 に取 り組 む か が課題

で あ る と考 えて い る。

今後 とも、 日本 私立歯科大学協会 の ご支援 と

ご指 導 の も と、各大 学 病 院 の ご理 解 とご協 力

を得 て、 歯科 医療 に貢 献 で きる薬 剤 部業務 の展

開 に つ い て 検 討 を続 け て い きた い と願 っ て い

る 。



日本私立歯科大学 ・歯学部附属病院歯科技工士協議会

日本私立歯科大学 ・歯学部附属病院歯科技工士協議会 会長 水 野 行 博

日本私立歯科大 学 ・歯学 部 附属病 院歯科技工

士 協 議 会 を ご後援 い た だ きあ りが と う ご ざい ま

す。本 協 議 会 は平 成 6 (1994) 年 7月 15日の

設 立総 会 を経 て、 私 立 歯科 大 学 協 会 の ご承認 を

い た だ き、協 会 傘 下 の協 議 会 と して 発 足 した。

以来 13回 の協 議 会 を開 催 し、 医療 人 と して の

資質の向上 と業務 の円滑 な遂行 を 目的 に会員相

互 の研 鑽 と情 報 交換 、 親 睦 を中心 に活 動 して き

た 。

われ われ歯科技工士 は歯科 大 学 附属 病 院 に奉

職 し、 その使 命 を達成 す るた め に歯科 技工業務

を行 って い る。 日進 月歩 の 歯 科 医療 の なか に

あって歯科技 工技術 の進歩 も例 外 で はな く、研

究 と研 鑽 を怠 る こ とな く、 業 務 を遂 行 しな けれ

ば な らない。 また、 21世 紀 の 高 齢 社 会 を迎 え、

良質で効率 的 な歯科 医療 を提 供 す る こ とが求め

られてい る。一方 、 附属 病 院 の経 営 は慢性 的 な

赤 字 経 営 に陥 っ て お り、 赤 字 の 縮 小 を 目指 し微

力 なが ら貢 献 して い くこ とが われ われ の使 命で

もあ る 。

本協議 会 の活動 の現状

本協 議会 は会議 、病 院見学 、特 別 講演 、各種

施設 の見学、懇 親会 で構成 され てい る。

協 議 会 の 開催 は 第 1回愛 知 学 院大 学 歯学 部

(平 成 7・1995) に始 ま り、 第 2回北 海 道 医療

大学 歯学部 (平成 8・1996) と続 き、 第 3回以

降 は関東 圏 とそ の 他 の幹事 校 が交互 に開催す る

こ とにな り、 日本 大 学 歯学 部 (平 成 9・1997)、

大阪歯科大学 (平成 10・1998)、東京 歯科大学 (平

成 11 ・1999)、福 岡歯科 大 学 (平成 12.2000)、

鶴見大 学歯学 部 (平成 13・2001)、 岩手 医科大

学 歯学 部 (平成 14・2002) 昭和大学歯学部 (平

成 15・2003)、 日本 歯科大 学 (平 成 16・2004)、

松 本 歯科大 学 (平 成 17・2005)、神 奈 川歯科 大

学 (平成 18・2006)、 日本歯科大学新潟 生 命 歯

学 部 (平 成 19・2007) の順 に開催 され た。

なお、東 京 歯科大 学水道橋 病 院 よ り正式 入会

の 申請 が あ り承 認 され、 本協 議 会 の会 員 は平 成

13 (2001) 年 よ り 17大学 18代 表 に な った 。

1.会 議

会 議 で は病 院 内技 工 に関 して、技 術 の レベ ル

ア ップや生産性 の向上 を どの ように図 るか な ど

に多 くの時 間が 割 か れ た。新 素材 、新 技 術 の導

入 と研 修、技工量 の適正化 と技術 の評価、技工

部 (室 ) の OA 化 な どが 話 し合 わ れ た。 各 病

院 が取 り入 れ て い る技工 物 の外 注 に 関 して は、

内 ・外 注技工の技術格差、業者 の選定 、外 注技

工 料 、 技 工 指 示 な どの 問題 が取 り上 げ られ た。

この ほか に技工士 の卒 後研修導 入 の メ リ ッ トと

デ メ リ ッ ト、院 内感 染対 策 な ど多 岐 にわ た った 。

2.病 院見学

各大 学 の技工部 (室 ) を中心 に附属 病 院 の シ

ス テ ム、施 設 、設 備 の見学 はそ れ ぞれ の業 務 に

取 り入 れ る こ とが で き る有 用 な 情 報 が 多 くあ

る。 カメ ラで記録 し、職 員の方 々 と直接 交流 で

きるの も得 難 い貴 重 な体 験 とな った。

3.特別 講演

第 1回特 別講演 は 「歯科技工士協 議会 の発足

と期 待 され る技 工 部 (室 )像 につ い て 」と題 し、

愛 知学 院大 学 歯学 部 附属 病院 事 務 長 中 島祥
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巌氏 に よる講 演 が 行 われ た。 第 2回 は初 夏 の北

海 道 医療 大 学 薬 学 部 付 属 薬 用植 物 園 にお いて、

「薬 草 につ い て」 園長 縣 功 先 生 に よる野外

講 演 が 行 わ れ た。 先 生 の ご指 導 の も と薬 草 を五

感 で学 ぶ こ とが で きた 。

第 3回 目以 降、 歯科 の 臨床 に関す る講 演 が 3

回 、 感染 症 や 感 染 対 策 に 関 す る もの が 2回、 そ

の他 に 「レン トゲ ン博士 の生 涯 」や 「義 歯刻 印

法 につ いて」 な どの特 別 講 演 が幹事 校 に よって

行 われ た。特 別 講 演 はそ れ ぞ れ の分 野 の最 先端

の研 究 、 臨床 に裏 打 ち され、 会 員 が啓 発 され る

こ と大 で あ っ た。 ご講 演 い た だい た先 生 方 に心

か ら感 謝 申 し上 げ た い 。

4.各 種 施 設 の見 学

第 1回 (愛 知 学 院大 学 歯学 部 )は トヨ タグ ルー

プ設 立 の産 業 技 術 記 念 会 館 を見 学 し 「モ ノづ く

りの心 」 に 出合 い、 知 り、体 験 す る見学 となっ

た。第 4回 (大 阪 歯科 大 学 ) は新梅 田 シテ ィー

ウメ ダ ミュー ジ ア ムで 開催 中 の 「人体 の不思 議

展 」の見学 、第 7回 (鶴見大 学 歯学 部) は 「曹

洞宗 大 本 山総 持寺」 諸 堂 拝観、 第 11回 (松

本 歯科大学) は 「旧開智学校 松本城 」の見学

な ど、 開催 地 の歴 史 や 文化 にふ れ る見 学 会が毎

回 催 さ れ た 。

5. 懇 親 会

各 幹事 校 に よる心尽 しの懇 親会 は会 議 とは別

の、胸襟 を開いた情 報交換 の場 として大切 なひ

と とき とな って い る。 会 議 で得 た情 報 の内容 を

深 め核 心 に迫 る こ とが で きた 。

第 8回協 議会 は岩手 医科大 学 歯学部 に よって

盛 岡市で 開催 され、全 国歯科 大 学 ・歯学 部 附属

病 院 歯科衛 生 士 連 絡 協 議 会 との 同 日開催 とな

り、 合 同懇 親 会 が催 され た。 ア トラク シ ョンに

郷 土芸 能 「さん さ踊 り」 が 岩手 医科大 学 歯学 部

付 属 病 院職 員 に よっ て披露 され、終 始和 や か な

華やいだ雰 囲気 のなかで有 意義 な情報交換 が行

わ れ た 。

学術 活動 の現状 と学術委員会 の設置

日 本 歯 科 技 工 学 会 第 2 6 回 学 術 大 会 ( 平 成

1 6 2 0 0 4 ) に お い て 、 「 日 本 私 立 歯 科 大 学 ・ 歯

学 部 附 属 病 院 歯 科 技 工 士 協 議 会 に つ い て 第 1 報

概 要 に つ い て 」 と 題 し 渡 辺 毅 ( 日 本 歯 科 大 学 新

潟 病 院 歯 科 技 工 科 ) ら が 本 協 議 会 の 組 織 と 活 動

の 概 要 を ポ ス タ ー 発 表 し た 。 ま た 、 日 本 歯 科 技

工 学 会 第 2 7 回 学 術 大 会 ( 平 成 1 7 ・ 2 0 0 5 ) に お

い て 、 「 第 2 報 ア ン ケ ー ト 調 査 」 と 題 し 、 尾

辻 剛 ( 神 奈 川 歯 科 大 学 附 属 病 院 技 工 科 ) ら が 各

大 学 附 属 病 院 の 技 工 施 設 の 人 員 規 模 や 、 使 用 材

料 の 種 類 、 イ ン プ ラ ン ト 上 部 構 造 の 使 用 材 料 の

種 類 、 技 工 室 内 の 衛 生 環 境 等 に つ い て 行 っ た ア

ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 を 報 告 し た 。 こ の よ う な 技

工 学 会 に お け る 発 表 を 経 て 学 術 活 動 を さ ら に 活

発 に 行 い 、 会 員 と 各 大 学 附 属 病 院 技 工 室 ( 部 )

の 研 鑽 を 目 的 に 学 術 委 員 会 が 本 協 議 会 内 に 設 置

さ れ た 。

10周 年 記念 事 業 と 20周年準 備委 員会 の設置

10周 年 を期 して 10周年記念 CD を編 纂 した。

「協 議 会 の あ ゆ み 」 で は設 立総 会 の議 事 録 と第

1回か ら第 9回 までの協議 会議事 録 を収録 した。

大 学紹介 で は各大 学 の技 工部 (室) の概 要 を紹

介 し、さらに協 議会活動の軌跡 を写真 で綴 った。

資料 の収集 か ら編集 まで悪戦苦 闘の経験 か ら、

早 々に 20周 年 記念 の委 員会 を立 ち上 げ、資料

の散 逸 に備 え る こ とに した 。

また、 日本 歯科 大 学 の ご好 意 に よ り協 議 会 ご

とに行 って い る懇 親 会 を 10周 年 祝 賀 会 と し、

全 国 国 立大 学 歯学 部 附属病 院歯科 技 工士 協 議 会

会長大沢孝先生、本協議会初代会長森博史先生

を来 賓 に お 迎 え して祝 っ た 。



全 国国立大学歯学部 附属病 院

協 会 関係会議/ 日本 私 立歯科大 学 歯学 部附属病 院歯科技 工士協 議会

歯学 部 )。

歯科技工士協議会 との連携

第 5回協議会 (東 京 歯科大 学 ) にお いて、全

国国立大 学歯学部 附属病 院歯科技 工士 協 議 会 と

の合 同懇 談会 が 開催 され た。 第 2回は合 同昼 食

会 と合 同研修会 「粉 塵対策 につ いて」歯学 博士

福 澤洋一先生 (福澤 歯科 ・東 京都 港 区) が 開催

され た (第 7回 ・鶴 見大 学 歯 学 部 )。 第 3回私

立国立共催合 同特 別 講演会 「歯科 技工 と労働環

境 」藤 田雄三 先生 (労 働衛 生 コ ンサル タ ン ト)

と合 同懇 親会 が 開催 され た (第 9回 昭和 大 学

本 協 議 会 の課題

私学 とい う共 通 の基 盤 にたつ本協議 会 は、 医

療 人 と して の 自覚 の も とに情 報交換 を図 る と と

もに技術 の研 鑽 に励 み、資 質の向上 と業務 の円

滑 な遂行 を 目指 し協 議会活動 を継続 してい きた

い と考 え て い る。 また 、 私 立 と国立 の基盤 の相

違 はあ って も、 歯科 技 工士 と して 良質 な技 工 物

を提 供 で きる よ うに連 携 の道 を模索 してい きた

い と思 う。
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私立歯科大学 歯学部附属病院歯科衛生士連絡協議会

私立歯科大学 ・歯学部附属病院歯科衛生士連絡協議会 会長 関 根 真 理 子

私立 歯科大 学 ・歯学 部 附属 病 院歯科衛 生士 連

絡 協議 会 は、協 会 の ご理 解 をい た だ き、傘 下組

織 と し て ご 承 認 を い た だ い て か ら平 成 18

(2006)年 11月 の会議 で第 14回 を迎 え る こ と

が で き、これ もひ とえ に協 会 の ご理解 とご指導 、

ご援助 の 賜 物 と考 え て い る。 大 変 あ りがた く、

お礼 を 申 しあ げ たい。

本協 議 会 は、全 国 の 私 立 歯 科 大 学 附属 病 院 に

勤 務す る歯科衛 生士 の代 表 者 が年 に一度 一堂 に

会 し、 お の お のの立場 で大 学 病 院が現在抱 えて

い る問題 や、 歯科衛 生士 を取 り巻 く社会 の変動

へ の対 応 等 を協 議 す る一方 で情 報 を交換 し、 共

有 し合 い、 医育機 関病 院 に勤 務 す る歯科衛 生士

と して の 資 質 の 向上 を図 り、 歯科 医療 の発 展 に

寄与す る た め に、 そ の役 割 につ い て 再考 す る な

ど、大学 病 院 に勤 務 す る歯 科 衛 生士 に とって な

くて は な らな い会 議 とな って い る。

また 同時期 開催 され て い る私 立 ・国公 立合 同

の全 国歯科 大 学 附属 病 院 歯科 衛 生士 連絡協 議 会

において、 私 立会 と国公 立会 で の協 議 の結果 な

どを相 互 に報 告 し合 い、 そ れ ぞれ の 問題 点 改

善点 な どの共有 を図 って合 同での協議事項 に反

映 させ て い る 。

そ こで、 この 10年 余 りの 連 絡 協 議 会 を振 り

返 ってみ る と、第一 に代表 歯科衛生士 の世代交

代 が あ り、 出席 者 が新 しい メ ンバ ー に替 わ っ て

きてい る こ とや、大 学病 院 の呼称 が変化 してい

る こ とが あ げ られ る。

次 に、取 り上 げ られ た議題 や 話 題 と して は 「歯

科衛生士 の卒後研 修 、臨床 実習指導歯科衛生士

の研 修 、資 質 の 向上、 3年 制 教 育 に向 けて どの

よ うに受 け て入 れ て い くべ きか 」 「在 宅 診療 の

関 わ り 、 介 護 保 険 開 始 に 伴 う 歯 科 衛 生 士 の 活 動

状 況 、 専 門 外 来 ( 特 殊 診 療 科 ) の 勤 務 形 態 、 歯

科 衛 生 士 の 業 務 範 囲 等 に つ い て 現 状 は ど う な の

か 」 「 歯 周 病 認 定 歯 科 衛 生 士 の 資 格 取 得 状 況 、

勤 務 状 況 等 各 大 学 の 対 応 は ど う な の か 」 「 卒 後

臨 床 研 修 医 と の 関 わ り は 」 「 歯 科 衛 生 士 業 務 記

録 の 各 大 学 の 現 状 は ど う な の か 」 「 感 染 症 に つ

い て 、 口 腔 衛 生 指 導 等 の 料 金 に つ い て 、 個 人 情

報 保 護 法 に つ い て 」 な ど な ど 、 昨 今 の 歯 科 界 に

お け る 社 会 の 情 勢 は さ ま ざ ま な 制 度 が 新 し く な

り 目 ま ぐ る し く 日 々 変 化 し て い る た め 、 そ の と

き ど き の 情 勢 に よ り 協 議 さ れ る 内 容 も 変 化 し て

い る 。 こ れ は と り も な お さ ず 、 そ の 年 の 歯 科 界

の 話 題 や 課 題 等 が 浮 き 彫 り に さ れ て い る 、 ま さ

に リ ア ル タ イ ム に お け る 協 議 事 項 で あ っ た と 思

わ れ 、 毎 年 活 発 に 意 見 交 換 、 情 報 交 換 が な さ れ

て い る 。 さ ら に 各 種 調 査 ( ア ン ケ ー ト 形 式 に て )

も 毎 年 行 わ れ て お り 、 各 大 学 の 業 務 に お い て 見

直 し や 改 善 に 大 変 役 立 っ て い る 。

近年 、 われわれ を取 り巻 く情 勢 について考 え

てみ る と、 われ われ歯科衛 生士 が その専 門性 を

もって行 う介 護 の現 場 で の 口腔 ケ ア は、介 護 保

険 法 の 改 正 (厚 生 労 働 省 告示 第 126号 平 成

18年 3月 14日) に よ り、 歯科衛 生士 の文言が

入 った 「口腔機 能の向上」 に寄与す る専 門的な

業 務 で あ り、社 会 に歯科衛 生士 とい う専 門職 が

広 く認 め られ、 求 め られ た結 果 と思 われ る。 わ

れ わ れ はそ の こ とを深 く受 け止 め業務 と して実

践 、評価 し、 また評価 され る立場 にあ る。 その

た め 医育 機 関 に勤務 して い る歯科 衛 生士 の代 表

と して歯科衛生士 の資質 の向上 に寄 与 してい く

人材 を育 て る こ とが急務 と思 われ る。
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また歯科衛 生士教育年 限 (文 部科 学省 ・厚 生

労働省令 第 5号 平成 16年 9月 13日) を 3年

以上 とす る延 長 の準備 期 間 は、平 成 22 (2010)

年 3月 まで とな って い る。 4年 制 大 学 や 3年 制

短期大 学 お よび 3年制 の専 門学校 な ど と教 育機

関の形 態 もさ まざ ま とな り、 実 習 を受 け入 れ る

側 と して 、 い ま だ に暗 中模 索 の状 態 に あ る た め

毎年協議 事項 あ るい は情 報交 換事 項 と してあげ

られて い る。 そ して、 もうす ぐ誕生 す る大 学卒

の 歯科 衛 生 士 に対 して、 どの よ うな ス テ ー ジ を

用 意 す べ きな の か、体 制 につ い て も考 えて お く

必要 に迫 られ て い る。

歯周病 認定歯科衛 生士 制 度 につ いて も取 得者

の い る大 学、 準 備 中 の大 学 等 が あ り、 歯 周 病 認

定 歯科衛 生士 と して の資格 を どの よ うに活用 し

て い るの か、 さ らに活 用 す るた め に は どの よう

にす べ きな の か な どが協 議 され 、 大 学 病 院 な ら

で はの 問 題 点 もあ げ られ て い る。

認定 歯科 衛 生士 制 度 は、 す で に実 施 され て い

る 「歯周 病 」の ほか に も準 備 が進 め られ て お り、

新 た な発足 をみ る よ うで あ る。この ように、日々

変 化 す る時 代 の なかで われ わ れ は時代 の波 にの

まれ る こ とな く、 しっか りと見極 め 歯 科衛 生士

と して の専 門性 を もって社 会 の ニ ー ズ に対 応 し

て い か な け れ ば な らな い と考 え て い る。

その他、社会保険診療 報酬 の改正 (厚生労働

省告示 第 92号 平成 18年 3月 6日) に より歯

科衛生実 地指導時 におけ る説 明書 の作成 や歯科

衛 生士 法 施 行 規 則 (厚 生 労 働 省令 第 66号 平

成 16年 3月 30 日) で定 め られ て い る歯科 衛 生

士 業務 記 録 の作 成 (各 個 人 の 歯科 衛 生士 の業 務

の 記 録 ) な ど も余 儀 な くされ て い る。

私 立 ・国公 立合 同の全 国歯 科 大 学 歯 学 部 附属

病院歯科衛 生士 連絡協議 会 の 名 において、業 務

検 討委 員 会 が 3年 に一 度 詳 しい業 務 調査 を行 っ

て い る。 そ の調 査 は私 立 会 お よび 国公 立会 の調

査 を 合 わ せ て 検 討 さ れ 、 全 国 協 議 会 で 報 告 さ れ

て い る 。 そ の 検 討 結 果 は 、 平 成 1 8 年 に 設 立 さ

れ た 「 日 本 歯 科 衛 生 学 会 学 術 大 会 」 の 前 身 で あ

る 「 日 本 歯 科 衛 生 士 会 学 術 大 会 」 に て 、 平 成

1 5 ( 2 0 0 3 ) 年 度 と 平 成 1 7 ( 2 0 0 5 ) 年 度 に 業 務

検 討 委 員 に よ っ て 発 表 が な さ れ た 。 内 容 は 「 日

常 業 務 の 改 善 、 効 率 化 に 向 け て の 業 務 調 査 に 、

新 た に 作 成 し た 業 務 分 類 表 を 活 用 し 業 務 量 の 測

定 を 行 っ た 」 ( 田 中 千 穂 子 ほ か . 日 本 歯 科 衛 生

士 会 学 術 誌 V o l . 3 2 N o . 1 ) と い う も の と 「 平 成

1 6 年 と 1 3 年 度 の 比 較 」 ( 田 中 千 穂 子 ほ か . 日

本 歯 科 衛 生 士 会 学 術 誌 V o l . 3 4 N o . 1 ) を 報 告 し

た も の で 、 他 施 設 、 個 人 歯 科 医 院 に 勤 務 す る 歯

科 衛 生 士 に と っ て も 参 考 に な り 役 立 っ て い る も

の と 思 わ れ る 。 平 成 1 9 年 度 は そ の 業 務 調 査 の

年 に あ た る 。 さ ま ざ ま な 制 度 改 正 に よ り 業 務 内

容 に 変 化 が 現 れ る も の と 思 わ れ る 。

平 成 19 (2007) 年 度 で 第 4回 を迎 え る管 理

者 講 習 会 は平 成 10 (1998)年 度 よ り私 立 会 と

国公 立 会 か ら研 修 委 員 を選 出 し検 討 を重 ねて、

平 成 16 (2004) 年 度 に 第 1回 主 任 者 講 習 会 と

して行 われ た。 平 成 17 (2005) 年 度 に名 称 を

管理者講習会 とし、規約 お よび受講者 の対象枠

につ い て は引 き続 き検 討 が な さ れて い る。

また本 講 習会 につ いて は 、 職 能 団体 で あ る歯

科 衛 生士 会 に 「歯科 衛 生士 が組 織 と して確 立 し

て い くため に、社会 的認 知 され るべ く職 能 を重

視 した管理者講 習会 を 実施 していただ きたい」

旨 (平 成 17年 度連絡協 議 会参考 資料 )の要 望

書 「歯科衛 生士 研修 制 度 」 を 日本 歯科衛生士 会

に提 出 して い る。

今後 も大 学 附属病 院 に勤 務 す る歯科衛 生士 と

して各 大学 と連携 を と りなが ら、地域社会 に 目

を向 け、 さ まざ まな検 討 課 題 を解 決すべ く本協

議 会 に参加 して い きた い と考 えて い る。
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全国私立歯科大学・歯学部附 属病院診療放射線技師代表者会

全国私立歯科大学 ・歯学部附属病院診療放射線技師代表者会 会長 深 澤 常 克

は じ め に

平 成 1 3 ( 2 0 0 1 ) 年 6 月 、 私 立 歯 科 大 学 の 診

療 放 射 線 技 師 長 数 名 が 中 心 と な り 診 療 放 射 線 技

師 代 表 者 会 の 設 立 を 計 画 し 、 全 国 の 私 立 歯 科 大

学 に 参 加 を 促 す と 同 時 に 、 日 本 私 立 歯 科 大 学 協

会 下 の 分 科 会 と し て 援 助 を い た だ け る よ う 日 本

私 立 歯 科 大 学 協 会 に 申 請 を 行 っ た 。 当 時 の 日 本

私 立 歯 科 大 学 協 会 佐 川 寛 典 会 長 の ご 理 解 と ご

厚 意 に よ り 、 日 本 私 立 歯 科 大 学 協 会 下 の 分 科 会

と し て 援 助 を い た だ け る こ と に な り 、 平 成 1 4

( 2 0 0 2 ) 年 6 月 に 1 3 病 院 が 参 加 し て 第 1 回 定 例

会 議 を 大 阪 歯 科 大 学 附 属 病 院 で 開 催 し た 。 以 降

「 全 国 私 立 歯 科 大 学 診 療 放 射 線 技 師 代 表 者 会 」

の 名 称 の も と 、 「 会 員 相 互 の 資 質 の 向 上 を 図 り 、

歯 科 医 療 の 発 展 に 貢 献 す る こ と 」 を 目 的 と し て

活 動 し て い る 。

初代 会 長 (任期 2年 ) には 日本 歯科大 学新潟

病 院伊 藤嘉章技 師長 が選 出 され 2期歴任 し、平

成 18 (2006) 年 か ら松 本 歯 科 大 学 病 院 深 澤 が

選任 され現在 に至 っ て い る。

現 状

定例 会 議 は、 講 演 ・会 議 を主体 に毎 年行 って

い る。講 演 の 内容 は、 われわれ診療放射線 技 師

と関わ りの深 い歯科 放 射線科 の歯科 医 師 に専 門

分 野 の講 演 や、 開催校 の特色 あ る講演 をお願 い

して い る。 また、 「個 人情 報 の取扱 」 「デ ジ タル

ラ ジオ グ ラ フ ィー」 「歯科 用 電子 カル テ シス テ

ム の構 築 」 な ど、現在 われ われが放 射線 業 務 の

な か で直面 して い る問題 に対 して、 専 門家 に講

演 を依 頼 し、質 疑 応 答 ば か りで な く実 演 も行 い、

放 射線 業務 の向上 に努 めて い る。

第 3回定例会議 か らの会 議 内容 「我 々 にで き

る収 入 増 と経 費削 減 」「乳 幼 児、 障 害者 、感染

者 の撮影法」「歯科用 CT の問題点 」について は、

参加 者のなかか ら事前 に提言者 を選 出 し、その

病 院 で の取 組 み方 や撮 影方 法 な どを紹介 して か

ら質 疑 応 答 に入 る形 式 を採 用 して い る。 そ の結

果 、他 の病 院 で は消耗 品支 出 を どの よ うに して

コス トダ ウ ンさせ て い るの か、乳 幼 児 、障 害者 、

感染 者 に対 して どの よ うな撮 影 方 法 を用 い て い

る の か な どを知 る こ とが で き、 各 施 設 の実 情 に

合 った 知 見 を得 る こ とが で き る よ うに な って い

る 。

本 年 で 第 5回 の 定 例 会 議 が 終 了 して お り、 そ

の 内容 は表 1の とお りで あ る。

課 題

医療被 曝 の低 減化、 患者 サ ー ビス の向上 、歯

科 用 デ ジ タル画像 の導 入 な ど、歯科放射線 部 門

に お け る診 療 放 射 線 技 師 の 果 た す役 割 は大 き

い。 これ らの問題 に取 り組 み なが ら日常 の放射

線 業務 に反 映 させ る こ とが 課題 で あ る。 そ の た

め に、本 会 の果 たす役 割 は大 き く、今 後 も教 育

と研 修 、 同時 に他大 学 病 院 の取 組 み方 を知 る こ

と は 重 要 で あ る。

今後 とも日本私立歯科大 学協会 にご支援 をい

た だ き、 定例 会議 の 内容 の充 実 を 図 り、 歯科 医

療 の発展 に貢献 すべ く活動 を継 続 したい と願 っ

て い る 。
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表 1 各 定例 会 議 にお け る講演 と会 議 の 内容

第 1回定 例 会 議

平 成 14 (2002) 年 6月 7, 8日 :

大 阪歯 科 大 学 附 属 病 院

講演 Ⅰ 「歯科 用小照射野 X線 CT を使 用 して」

会議 Ⅰ 「我 々にで きる収 入増 と経 費削 減 」

提言者 松 本 歯 科 大 学 深 澤常 克

奥 羽 大 学 大坊元 二

第 4回定例 会 議

大 阪歯科大学 歯科放射線 学講座 四 井 資 隆先 生

講演 Ⅱ 「ダイ レク トラジオ グ ラ フ ィー 歯科 領 域へ の
応 用 」

平 成 17(2005)年 9月 16 17日 :松 本 歯科 大 学 病 院

講 演 Ⅰ 「個 人 情 報 保 護 法 の チ ェ ッ ク ポ イ ン トとプ ラ

イバ シー マ ー ク の取 得 につ い て 」

キ ヤ ノ ン販 売 (株 ) 西 日本 医 画 像 販 売 課
米沢康 男 氏

会 議 I 「各施 設 の現状 」一 撮影装置, オー ダー方式,

デ ジ タル 方 式 , 画像 保 管 な ど一
第 2回定 例 会議

セ ブ ン シー ズ ・ビ ジ ネ ス ソ リュ ー シ ョン (株 )

中 山幸雄 氏

講演 Ⅱ 「私の座 右 の銘 は虚言実行 」一 虚 言 を真実 に

す る に は失 敗 は成 功 に結 びつ くかー
松 本 歯科 大 学 歯科 補 綴 学 第 Ⅰ講座 教授

平成 15 (2003)年 10月 30,31日 :昭和大学病院

講演 I 「これか らの放射線技 師の役割 と育成」

駒 澤大学医療 健康 科学部教授

講 演 Ⅱ 「歯 学 教 育 改 革 の現 状 」

山本裕右 先 生

岡野 友宏 先 生

黒 岩 昭弘先 生

会議 Ⅰ 「放射線科 における個人情報の取扱 について」

講 演 Ⅰ中山 幸 雄 氏 を囲 み質 疑 応答

会議 Ⅱ 「乳幼 児, 障 害者 ,感染者 の撮 影 法 」― その

対 応 と工夫一昭和大 学歯科 放射線学講座教授

講 演 Ⅱ 「病 院情報 システム一 診療情 報 の電子化― 」

昭和 大 学 横 浜 市北 部 病 院放 射 線 科 講 師

提言者 大 阪 歯科 大 学 櫻 井邦 昭

東 京 歯 科 大学 光 菅 裕 治

北 之 園 高志 先 生

会 議 I 「放射線 科 の リスクマ ネージメ ン ト」

会議 Ⅱ 「放射線科 における感 染 防止対策 」
第 3回 定 例 会 議

第 5回定例 会 議

平 成 18 (2006)年 11月 17, 18日 :

平 成 16 (2004) 年 11月 5, 6日 :鶴 見大 学 会 館

講 演 Ⅰ 「画像診 断 の 将 来 」

鶴見大学歯学 部歯科放射線学教室教授

愛 知 学 院大 学 歯 学 部付 属 病 院

講 演 Ⅰ 「国立大 学 にお け る病 院改 革 の現状」
九州 大 学 病 院 医療技術 部 長

講演 Ⅱ 「歯科放射線 これか らの楽 しみ」
愛 知 学 院大 学 歯学 部放 射 線 学 講座 助教 授

加藤 誠先生

小林 馨先 生 泉 雅 浩先 生

講 演 Ⅱ 「禅 の心 と 日常 生活 」 会議 Ⅰ 「歯科 用 CT の問題 点」

曹洞宗大本 山総 持寺布教 部長

講 演 Ⅲ 「が ん よ ろず 相 談 承 ります 」 が ん相 談 室 ム
ン トー

大 山 陽 堂氏 提言 者 愛知 学 院大学 蛭 川 亜 紀 子

昭 和 大 学 舟 橋 逸 雄

鶴 見 大 学 三 島 章
神 奈 川歯科大 学 高次 口腔 科学研 究所 客 員教授

武 田正 宗 先 生

会議 Ⅱ 「歯科 用 PACSシス テムの構 築 」

メデ ィア (株) ソ リュー シ ョン事 業 部
講 演 ⅣV 「医療 経 済 の現 状 と将 来 」 末廣 南氏 に よる講 演 と実 演

国立保 険医療 科 学院政 策科学部 松本那 愛 先生
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歴代 役員名簿
期 別

1 2 3 4 5

昭和 51年 5月 昭和 52年 4月 昭和 54年 4月 昭和 56年 4月 昭和 58年 4月

大学 ・学部名 ～ 52年 3月 ～ 54年 3月 ～ 56年 3月 ～ 58年 3月 ～ 60年 3月

北海道医療大学歯学部 渡邊 享 前田和幸

(監 事 ) (監 事)

岩手医科大学歯学部 冨澤萬之助 藤 岡 幸 雄 藤 岡 幸 雄 藤 岡 幸 雄 鈴 木 隆

奥羽 大 学 歯 学 部
(監事 )

渡邊冨 士夫
(監事 )→ (理 事 )

渡 邊 冨士夫

(監 事 )

明 海 大 学 歯 学 部 柳生嘉雄 宮 田 侑 (常務理事)宮 田 侑

東 京 歯 科 大 学 (副会長)松 宮 誠 髙木 圭 二郎

昭 和 大 学 歯 学 部 紺 野 邦夫

(副 会 長)

日 本 大 学 歯 学 部 (副会長)新 國 俊 彦 新 國 俊 彦 新國俊彦 新國俊彦

(監 事 )

日本大学松戸歯学部

日 本 歯 科 大 学
生 命 歯 学 部

日 本 歯 科 大 学
新 潟 生 命 歯 学 部

尾 崎 公

加藤勤爾 加 藤 勤 爾 真 泉 平 治

中 原 泉

神 奈 川 歯 科 大学 堀 武
(監事 )

堀 武 堀 武 久田太郎 久 田太 郎 久 田 太 郎

(監 事)

鶴 見 大 学 歯 学 部 石川堯雄 石 川 堯 雄 石 川堯雄 (副会長)石 川 堯雄

松 本 歯 科 大 学 加 藤 倉 三

(監 事 ) (監事 ) (監 事 )

朝 日大 学 歯 学 部 宮 田慶 三 郎 宮 田慶 三郎 宮 田慶 三郎

愛知学院大学歯学部 永井 巌 小 出 忠 孝 小 出 忠 孝 小 出 忠 孝 小 出 忠 孝

(会長)白 数 美 輝 雄
大 阪 歯 科 大 学 北 川 正 夫

(常務理事)前 田 勝

福 岡 歯 科 大 学 森 田 實



歴 代役員 名簿

例 : 会凡 長 副 会 長 専務 理 事 常 務 理 事 無 印 =理 事

6 7 8 9

10

昭和 60年 4月
～ 62年 3月

昭和 62年 4月

～平 成 元年 3月
平成 元 年 4月 平 成 3年 4月 平成 5年 4月

11

平成 7年 4月

～ 3年 3月 ～ 5年 3月

前 田 和 幸 富 田 喜 内 富 田 喜 内 (常務理事)富 田喜内

～ 7年 3月

(副会長)富 田 喜 内

～ 9年 3月

鈴 木 隆 鈴木 隆 (常務理事)鈴木 隆 坂 巻 公 男 坂 巻公 男

(常務 理事 )

渡邊冨士夫 渡邊冨士夫 影山英之 影 山英之 清水秋雄 野口八九重 野口八九重 清水秋雄 清 水秋 雄

( 専 務 理 事 )

宮 田 侑

( 副 会 長 )

(常 務 理 事 )

多和敏一 橋本弘一 橋 本 弘 一 橋本弘一 (専務理事)橋本 弘 一

髙木圭二郎 髙木圭二郎 (副会長)金 竹 哲 也 (副会長)関根 弘 石 川達 也

(監事)

紺 野 邦夫
(監 事 )

紺野邦夫 和久本貞雄 和 久本 貞雄
(理事) (監 事)

福 原 達郎 吉 木 周作 吉 木 周 作

(監 事 ) (監 事)

佐藤三樹雄 佐藤 三 樹 雄 西 連 寺 永 康 (副会長)西連寺永康 工 藤 逸 郎 (常務理事)工藤逸郎

(常 務 理 事 ) (監事)

滝口 久 滝口 久 (専務理事)滝 口 久 泉 廣 次 泉 廣次 古山俊介 古山俊介

(監 事 )

真泉平治 中原 爽 (常務理事)中原 爽 (副会長)中原 爽 中 原 泉 (常務理事)中 原 泉 佐 藤 亨

中 村健 吾 中村健 吾 中 村健 吾 加 藤譲 治 加藤譲治 (常務理事)中原 泉

(監 事 )

久 田太郎 (常務理事)久田太郎 山 中 彬 山 中 彬 山 中 彬 (副会長)山 中 彬 野 口政 宏

(常 務 理 事 ) (監事)

(会長)石 川 堯 雄 河 野 篤
河野 篤 栁澤慧 栁澤慧ニ 栁 澤慧二 清水 正春

(監 事)

加 藤 倉 三 矢 ヶ崎 雅 矢 ヶ﨑雅 矢 ヶ崎雅 小林茂夫 小林 茂 夫 小 林茂 夫

(監 事)

宮 田慶 三 郎 船 越 正 也 吉 田定 宏 吉 田 定 宏 (常務理事)吉 田 定 宏

(副会長)小 出 忠 孝 (会長)小 出 忠 孝

(監 事 )

北川 正夫 (副会長)北 川 正 夫 (副会長)稗 田 豊 治 佐 川 寛典 佐 川 寛典 (副会長)佐川寛典

森 田 實 (常務理事)森 田 實 石 木 哲 夫 石 木 哲 夫 石木哲夫 萩原義郷
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期 別 12 13 14 15 16

平 成 9年 4月 平成 11年 4月 平成 13年 4月 平成 15年 4月 平成 17年 4月

大学 ・学 部 名 ～ 11年 3月 ～ 13年 3月 ～15年 3月 ～ 17年 3月 ～～19年 3月

北海道医療大学歯学部 武田正子 松 田浩 一 松田浩一 大野弘機 大野弘機 大 野弘機

岩手医科大学歯学部 (常務理事)坂 巻 公 男 (副会長)坂 巻 公 男 荒木 吉 馬 荒 木 吉馬

(理事) (監事) (監事)

奥 羽 大 学 歯 学 部 清水秋雄 山本茂久 山本茂久|新田敏正 新 田 敏 正 新 田 敏 正 新 田敏正 天野義和

(理事)→(常務理事) (監事)

明 海 大 学 歯 学 部 北野繁雄 山本 美朗 山本美朗 山本美朗 安井利一 安井利一

東 京 歯 科 大 学 (副会長)石 川 達 也 金 子 譲

(常務理事) (専務理事)

安井利一 安井利一

(監事 ) (副 会 長 )

金子 譲 金子 譲

昭 和 大 学 歯 学 部 須 田立雄 山縣健 佑 後 藤 延 一 宮 﨑 隆

(常務理事)(副会長)

(常務 理 事 )

宮﨑 隆 宮﨑 隆

(副 会 長 )

日本 大 学 歯 学 部 工藤逸郎 戸田善久 戸 田善 久 戸 田善 久 戸田善久 大塚吉兵衛

日本大学松戸歯学部 古山俊介 大竹繁雄
(監 事 )

大 竹 繁 雄
(監 事 )

大塚吉兵衛 大塚吉兵衛

(副 会 長 )

大竹 繁 雄 (常務理事)大竹繁 雄

日 本 歯 科 大 学
生 命 歯 学 部

日 本 歯 科 大 学
新 潟 生 命 歯 学 部

(監 事 )

佐 藤 亨
(副 会 長 )

佐藤 亨 (専務理事)中 原 泉

大竹繁雄 牧村正治

(副会長・専務理事) (会長)

中原 泉 中原 泉

(監 事 )

(専務理事)中 原 泉 柬理十三雄 柬 理 十 三 雄 柬 理 十 三 雄 (常務理事)柬理十三雄

神 奈 川 歯 科 大 学 (常務理事)野 口 政 宏

(監事 )

飯 塚喜 一 飯 塚 喜 一 梅 本 俊夫

鶴 見 大 学 歯 学 部 清水正春 栁澤慧二 栁 澤 慧 二 (常務理事)栁 澤 慧 二 福 島俊士

(監 事 )

松 本 歯 科 大 学 小林茂夫 和 田 卓郎 西 連 寺 永 康 西連寺永康 小澤英浩 小澤英浩 森本俊文

朝 日大 学 歯 学 部 藤井輝久

(会 長 )

(常務理事)藤 井輝 久 岩 山 幸雄 藤 下 昌 己 藤下 昌 己

(理事)→ (監 事)

愛知学院大学歯学部 小出忠孝 小出忠孝 小出忠孝 小 出 忠 孝 小 出 忠 孝

大 阪 歯 科 大 学
(副 会 長 )

佐川寛典 (会長)佐 川 寛 典

小 出 忠 孝

(監事)

今 井 久 夫

(監 事 )

福 岡 歯 科 大 学 萩原義郷 平野建二 平野建二 青野一哉 青 野 一哉 青 野 一 哉 (常務理事)青野 一哉



歴 代 会 員 名簿
学 校 名 氏 名 大学 役 職 名 入会 退会

北 海 道 医 療 大 学 渡 邊 享
歯 部 安 部 三史学

理事 長 S 53. 4. 1

(現在 :平成 19年 3月 31 日)

S59. 1.10 理事

協 会 役 職 名

学長 ・歯学部長 S 53. 4. 1 S54. 3.31

(東 日本 学 園大 学 ) S54.11.12 S 55. 3.31

田村 俊 吉 歯 学 部 教 授 S 53. 4. 1 S 54. 3.31

土 産 田照 夫 企 画 室 長 ・総 務 部 長 ・事務 S53. 4. 1
局長 ・常 務理事 S 57. 4. 1

S55. 3.31

H 18. 3.31

横 溝 一 郎 歯 学 部 長 S 54. 4. 1 S 54.11.11

堀 越 達 郎
神 澤康夫
伴 野 晴 治

病 院長
歯 学 部長

学 務 局 長

S 54. 4. 1 S 60. 3.31

S 55. 4. 1

S 55. 4. 1 S 57. 3.31

前 田和幸 理事長 S 59. 1.11

S 60. 4. 5

H元.10. 9 理事
富 田喜 内 副 学 長 ・歯 学 部 長 ・学 長 S 60. 4. 6 H 11. 3.31 理事 、常 務 理事、 副 会 長
金 澤 正 昭 病 院 長 S 60. 4. 1 H 3. 3.31

堂垣 内 尚 弘 理事長
新 家 昇
松 田 浩 一

病 院長

歯 学 部 長

H元 .10.10
H 3. 4. 1

H 3. 3.31

H 3. 4. 1

平 井敏博 病 院 長

武 田 正 子
坂 口邦 彦
廣重 力

歯 学 部 長
病 院 長 H 9. 4. 1

学長 ・理 事 長

佐藤 勝 事 務 局 長
大 野 弘機 歯 学 部長
栗 田 寛 事 務 局長 H 16. 6. 1

岩 手 医 科 大 学 三 田俊 定 学長 ・理事 長
歯 学 部 冨 澤萬之助 歯 学 部 長

藤 岡幸 雄 病 院 長 ・歯学 部 長 S 51. 5.24

鎌 田義 雄 事 務 局 長
石 橋 真 澄 病 院 長

石 川 富 士 郎

鈴 木 隆

小 原 喜 重 郎

田 中 久 敏

関 山 三 郎

病 院 長

歯 学 部 長

学 長

病 院 長 S58. 4. 1

病 院 長 S61. 4. 1

山本 徹 事 務 局長 S 61. 4. 1大 堀 勉

上 野 和 之

石 橋 寛 二

坂 巻 公 男

齋 藤 隆 助

学 長 ・理 事 長 S 63. 1.29

病 院 長

病 院 長

歯 学 部 長

事 務 局 長

H元. 4. 1

H 4. 4. 1

H 6. 4. 1

H11. 4. 1

H 7. 4. 1

H 13. 6. 1

H 9. 4. 1

H 11. 4. 1

H18. 4. 1

H14. 6. 1

H 15. 3. 1

H 7. 3.31

H 9. 3.31

H 15. 1.18

H 9. 3.31

現在 に至 る
H 11. 3.31

H 13. 5.31

H 14. 5.31

現在 に至 る
H16. 5.31

理事

理事

現在 に至 る 理事
現在 に至 る

S 51. 5.24 S 57. 3.31

S 51. 5.24

S 51. 5.24

S 52. 4. 1

S 55. 4. 1

S 56.12. 1

S 57. 4. 1

H 5.11.16

S 52. 3.31

S56.11.30
S61. 3.31

S 55. 3.31

S 58. 3.31

監事 、 理事

H 5.11.15 理事、常務 理事
S 62.10. 8

S 61. 3.31

H元. 3.31

H 6. 3.31

現在 に至 る
H 4. 3.31

H16. 3.31

H 16. 3.31 理事 、常 務 理事 、副 会 長
H 10. 3.31

理事

立 花 成 勝 事務 局長 H 10. 4. 1 H 15. 3.31
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学 校 名 氏名 大 学 役 職 名 入会 退会 協 会 役 職 名

鎌 田 高 也
荒 木 吉 馬

事務 局 長
歯 学 部 長

H15. 4. 1 H 17. 3.19

H 16. 4. 1

三 浦 廣 行 病 院 長 ・附 属 病 院 副 院長 H16.4.1

歯 科 医 療 セ ン ター 長

現在 に至 る 理 事
現在 に至 る

佐 藤 久伸 事 務 局長 H17.4. 1 現在 に至 る

奥 羽 大 学 歯 学 部
(東 北 歯 科 大 学 )

田村 繁
奥村晴一
渡 邊冨士 夫

理事 S 51. 5.24 S 52. 1.10

副 学 長
学 長 S51.5.24

庄司 勇 事務 局長 S 51. 5.24

影 山四郎 理 事 長 S 52. 1.11

S51. 5.24 S52. 1.10

S61. 9.30 監事、理事、常務理事
S 54. 6.30

S 61. 9.30

田 島 篤 治 病 院長 ・学 長 ・副 学 長 S 52. 1.11 S 56. 3.31

S 61.10. 1 H 2. 3.20

新 田行 意 事 務 局 長 S 54. 7. 1 S 59. 7.31

高井 宏 病 院長 S 56. 4. 1 S 61. 9.30

門 脇 修 法 人本 部長 ・事 務局長 S 59. 8. 1 S 60. 6.30

矢 口敬 司 事 務 局 長 S60. 7. 1

添 田信 一 事 務 局長 S61.10. 1

影 山英 之 理事長 ・学 長 S 61.10. 1

山 口敏雄
清 水 秋 雄

病 院長 S61.10. 1

歯 学 部 長

野 口 八 九重大 岩 重 夫

山 本 茂 久

奥 秋
宗 像 恒 男

高 津 寿 夫
歯 学 部 長
事 務 局 長 H 7.12. 1

歯 学 部 長 H 10. 4. 1

H 2. 3.21

H 6. 4. 1

H 3. 6. 1

S 61. 9.30

H 7.11.30

現在 に至 る 理事
H 10.10. 2

H 3. 5.31

H 10. 3.31

H 6. 3.31

H 11. 3.31

H 12. 9. 9

理事

理事 、 監事

理事

晟 病 院 長
事 務 局 長
病 院 長

H 10.10. 3 H 12. 3.31

H 11. 4. 1 H 14. 3.31

H 12. 4. 1 H14. 3.31

新 田敏 正 歯 学 部 長 H 12. 9.10 H 18. 3.31

天 野 義 和 病 院 長 ・歯学 部長 H 14. 4. 1

臼 井 史 昭 事 務 局長 H 14. 4. 1

深 澤 行 雄
清 野 和 夫

事務 局長
病 院 長

H 16. 4. 1

現在 に至 る
H16. 3.31

現在 に 至 る

理事 、監事
理事

H 18. 4. 1 現在 に至 る

明 海 大 学 歯 学 部
(城 西 歯 科 大 学 )

水 田 三 喜 男

柳 生 嘉 雄

廣 部 忠 彦

角 田 豊 作

柳 生 嘉 博

宮 田 侑

南 直 臣

多 和 敏 一

杉 本 昌 夫

清 村 寛

理事 長
学 長 S 51. 5.24

事 務 局 長
病 院 長

S51. 5.24

S 51. 5.24

病 院 長

常 務 理 事

副 学 長

学 長

S 51. 6.19

S 52. 4.11

S 52. 4.11

事務 局長
病 院 長

足 立卓三 事 務 局 長 S 62.10. 1

橋 本 弘 一 歯学 部長 ・大 学 院 歯学 研 究 S63.4. 1

S 51. 5.24 S 52. 4.10

S 54. 4. 1

S 53. 4. 1

S 56. 4. 1

S58. 4. 1

S 52. 4.10 監事
S56. 3.31

S 51. 6.18

S 58. 3.31

S 54. 3.31

H 6. 3.31

S53. 3.31

S 63. 3.31

S 62. 9.30

H 8. 3.31

H 12. 3.31

H 9. 3.31

理事 、常務理事 、専務理事

理事 、常務理事 、専 務 理事

理事

科 長



歴代 会 員 名簿

学 校 名 氏名 大 学 役 職 名 入会 退会 協 会 役 職 名

北 野 繁雄
山本 美朗

歯 学 部 長 H 6. 4. 1 H 10. 4.23 理事 、常務理 事

大 束 百 合 子

宮 田 隆

髙 倉
三 田 昌 克

安 井 利 一

片 山 直

梅 澤 伸 男

病 院 長 ・歯 学 部 長 ・副 学長 H 8.4. 1
学 長

H 15. 1.10 理事 、監事
H 9. 4. 1 H 11. 3.31

病 院長 H 10. 5.22 H 14. 3.31

翔 学 長 H11. 4 1 現在 に至 る
事 務 局長 H 12. 4. 1 H 18. 3.31

病 院長 ・歯 学 部 長 ・副 学 長 H14.4.1
病 院長

現 在 に至 る |理事 、常 務 理 事 、専務 理事
H 18. 4. 1 現在 に 至 る

事 務 局長 H 18. 4. 1 現在 に至 る

東 京 歯 科 大 学 関 根 永 滋 学 長 S 51. 5.22

鹿 島俊 雄
松 宮 誠 一

理 事 長

学長

S 51. 7.23

S 51. 5.24 S 58. 3.31 副会 長
山本義茂 病 院長 S 51. 5.24 S 53. 1.13

中屋敷小吉
金 竹 哲 也

高 木圭 二 郎
中 村 和 夫

事 務 部 長 S 51. 5.24 S 54. 6.18

学 監 ・副 学長 ・学 長 S 53. 1.14 H 4. 5.31 副 会 長

副 学 長 ・学 長 S 61. 5.31 副 会 長
事 務 部 長 S 54. 6.19 S 62. 3.31

高橋 庄 二 郎
中 久 喜喬

学 監 S 58. 6. 1 S 61. 5.31

副 学 長 S 61. 6. 1 H 4. 5.31

関 根 弘 学 監 ・学長 ・副 理 事 長 S 61. 6. 1 H 8. 9.29 副 会 長
浪 貝 一 良 事務部長 ・法 人主事 S 62. 4. 1 H 11. 6.30

石 川 達 也 副 学 長 ・学 長 H 4. 6. 1 H 16. 5.31 理事 、副 会長
町 田幸 雄
高 江洲 義矩

学監 ・副 学 長 H 4. 6. 1 H 7. 5.31

学 監 ・副 学長 H 7. 6. 1 H 13. 5.31

淺 井康 宏 副 学 長 H 8. 9.30 H10. 5.31

野 間 弘康 千 葉病 院長 ・副 学 長 H 10. 6. 1 H 16. 5.31

堂 信 一 事 務 部長 H11. 7.

1

H 15. 3.31

山 田 了

永 井 隆 夫

金 子 譲

藥 師 寺 仁

石 井 拓 男

千葉 病 院 長
事 務 局 長

学 長
副 学 長
千 葉 病 院 長

H 13. 6. 1

H15. 4. 1

H 16. 5.31

現 在 に至 る
H 16. 6. 1 現在 に至 る 理事、監事 、副会 長
H 16. 6. 1 現在 に至 る
H 16. 6. 1 現在 に至 る

昭 和 大 学 歯 学 部 紺 野 邦 夫 理事 ・理事 長 S 52. 4. 1 S62.5.25 理事 、監事
岡 田正 弘 歯 学 部 長
中 村 平 蔵 病 院 長 S 52. 4. 1

長谷 川 和 夫 病 院 事 務 長 ・教 務 部 長 S 52. 4. 1

上野 正
市 岡正 道

病 院 長 S 58. 4.24

歯 学 部長
和 久 本 貞雄 病 院長 ・歯 学 部長 S 58. 4.25 H 3. 3.31

福 原 達 郎

岡 田 貞雄
病 院長 ・歯 学 部長
事 務 局長

石 井 淳 一 学長 ・理 事長
天 野 長 久
道 健 一

倉 敬

理 事 長

病 院 長

事 務 局 長
吉 木 周 作 歯 学 部 長

S 52. 4. 1 S 58. 4.24

S 54. 6. 1

S 58. 4.25

S 60. 4.25

S 62. 4. 1

S 62. 5.26

H元. 9.12

H 3. 4. 1

H 4. 5. 1

H 5. 4. 1

S 54. 5.31

S62. 3.31

S 60. 4.24

H 5. 3.31

H 4. 4.30

H元 . 9.11
H 13. 7.31

H 7. 3.31

H 6. 3.31

理事

H 9. 3.31 理事 、監事

理事 、監事
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学 校 名 氏 名 大 学 役 職 名

千葉 冨也 事 務 局 長 H 6. 4. 1

山 縣 健佑
石 原 弘 光
須 田立 雄

南 雲 正 男
後 藤 延 一

病 院 長 ・歯 学 部長

事 務 局 長
歯 学 部 長
病 院 長

歯 学 部 長

H 7. 4. 1

H 8. 4. 1

H 9. 4. 1

入会

H 8. 3.31

H 13. 3.31

H 14. 3.31

H 11. 3.31

退 会 協 会 役 職 名

理事

理事
H 11. 4. 1 H 15. 3.31

H 13. 4. 1 H 15. 3.31 理事
小 口勝司 理 事 長 H 13. 8. 1 現在 に至 る

平 信 夫

宮 崎
川 和 忠 治

越 石 孝 一

松 長 收

廣 川 三 男

事 務 局 長 H 14. 4. 1 H 15. 3.31

隆 歯 学 部 長

病 院 長

H 15. 4. 1 現 在 に至 る 理事 、常務理事
H 15. 4. 1 現在 に至 る

事 務 局長 H 15. 4. 1 H 17. 3.31

事 務 局 長
事 務 局 長

H 17. 4. 1 H 18. 3.31

H 18. 4. 1 現在 に至 る

日 本 大 学 歯 学 部 新 國俊 彦

安 藤 正 一

鈴 木 貫 太 郎

大 西 政 雄

井 上 正 雄

有 田 正 俊

病 院 長 S 51. 5.24

学 生 担 当 S 51. 5.24

事 務 局 長
事 務 局 長
病 院 長

S 51. 5.24

S51.12.10

S 52. 4. 1

瀧 川 冨 雄 病 院 長 ・学 部 次長 S 54. 4. 1

S 60. 4. 1

竹 下 喜 八 郎
佐 藤 三 樹 雄
西 連 寺 永康
笠 松 茂

事 務 局 次長 ・事 務 局長
歯 学 部 長

S54.11. 1

S 55. 4. 1

病 院 長 ・歯 学 部長 S 58. 4. 1

事 務 局 長 S 58. 9. 9

理 事 ・歯学 部 長 総 合 歯学 S51. 5.24 S 60. 3.31 副 会長 、理事
研 究 所 長 ・常 務 理 事

S 52. 3.31

S 55. 3.31

S 51.12. 9

S 54.10.31

S 54. 3.31

S 58. 3.31

H 2. 3.31

S 58. 9. 8

H元. 3.31

H 5. 3.31

S 62. 3.27

監事
監事 副 会 長

藤 田 昭三 事 務 局 次 長 ・事務 局長 S 62. 3.28 H 3.12.18

工藤 逸 郎 病 院 長 ・歯学 部長 H元. 4. 1 H 11. 2. 4 理事 、常務 理事 、副 会 長

北 川 正

高 橋 禮 次

村 井 正 大

大 木 一 三

加 藤 靜 雄

浅 田 實

粂 田 定 彥

学 務 担 当

事 務 局 長

学 務 担 当

病 院 長

事 務 局 長

事 務 局 長

事 務 局 長

H 2. 4. 1 H 5. 3.31

H 3.12.19 H 5.10.27

H 5. 4. 1 H 11. 3.31

H 5. 4. 1 H 11. 3.31

H 5.10.28 H 8. 2.11

H 8.10. 1

戸 田善 久
大塚 吉兵衛

歯学 部 長 H11. 2. 5

学務 担 当 ・歯 学 部 長 H 11. 4. 1

H 16.10. 1

小 野 瀬 英 雄

伊 東 有

田 中 雅 夫

片 桐 昌 樹

伊 藤 公 一

桑 田 文 幸

病 院 長

事 務 局 長

事 務 局 長

事 務 局 長

病 院 長

H11. 4 1

H 11.12. 1

H 14. 2.13

学 務 担 当 H 16. 4. 1

小 林喜 代 司 事 務 局 長 職 務 代 行 H16. 4. 1

村 山英 政 事 務 局 長 H16.7. 1

H 8. 2.12 H 8. 9.30

H 13. 1.15

H 14. 4. 1

H 11.11.30

H 16. 9.30

H16. 3.31

現在 に至 る

H 14. 3.31

H 13. 1.14

H 14. 2.12

H 16. 3.31

現在 に 至 る

現在 に至 る
H16. 6.30

現在 に至 る

理事
理事、 副 会長
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歴代 会 員 名簿

学 校 名

日 本 大 学
松 戸 歯 学 部

氏 名

鈴 木 勝
滝 口 久

大 学 役 職 名

理 事 長 ・総 長
歯 学 部長 ・病 院長

入 会 退会 協 会 役 職 名

S 51. 5.24 S 59. 9.17

S 51. 5.24 S 56. 3.31 理事 、常 務 理事 、専 務 理 事
S 59. 4. 1 H 3. 7.23

金 子 賢 司 副 病 院長 S 51. 5.24 S 53. 3.31

佐 竹 清 喜 経 理 長 ・事務局 長 S 51. 5.24

S 58. 4. 5

井 上 正 雄 事務 局次長
八 木下 茂 経 理 長

S 51.10. 1

S 52. 2.20

S 51. 9.30

S 60. 7.31

S 52. 2.19

S 52. 9. 9

井 出忠 夫
泉 廣 次

事 務 局 次 長 ・事 務 局 長

病 院 長 ・学 部 次 長 ・歯学 部

長

S 52. 9.10 S 58. 4. 4

S53.4. 1 S 56. 3.31 理事、 監事
S62. 4. 1 H 6. 9.30

尾 崎 公 歯 学 部 長 S 56. 4. 1 S 59. 3.31 監事
加 藤 吉 昭 病 院 長 S 56. 4. 1 S 59. 3.31

谷津 三 雄 病 院 長 ・学 部次長 S 59. 4. 1 S 62. 3.31

H 2. 4. 1 H 5. 3.31

鈴 木 信 也 事務 局 長 S 60. 8. 1 S63. 6.24

岩 澤 忠 正 病 院 長 ・学 部次 長 S 62. 4. 1 H 2. 3.31

H 6. 4. 1

鈴 木 謙二 事 務 局次 長 ・事 務 局長 S 63. 7. 8

H 6. 9.30

H 3.12.18

山 崎 宗 与
澤野 博
池 田 正

病 院 長

事 務 局 長
H 3.10. 1 H 9. 9.30

H 3.12.19 H 7. 5. 9

学 部 次 長 H 5. 4. 1 H 6. 3.31

古 山俊 介 歯 学 部 長 H 6.10. 1

大 竹 繁 雄 学 部 次長 ・歯 学 部 長 H 6.10. 1

H 9. 9.30 理事
H18. 9.30 理事 、監 事 、常 務 理 事

副会 長
石 川 貞夫 事 務 局 長 H 7.5.10 H 8. 9.30

高 田 五 郎

鈴 木 邦 夫

中 村 武 夫

鈴 木 俊 雄

衣 笠 義 幸

事 務 局 長
学 部 次長

H 8.10. 1 H 10. 9.19

H 9.10. 1

名 倉 英 明

病 院 長

事 務 局 長

事 務 局 長

学 部 次 長

H 9.10. 1

山 田敏 雄 事 務 局長 H 13. 2.25

山 本 浩 嗣 学務 担 当 H 14. 4. 1

板 橋 文 男

金 澤 英 作
川 良美 佐雄
牧 村 正 治

事 務 局長
学 務 担 当

病 院長 H 15. 4. 1

H 10. 9.20

H 12. 2. 2

H 12.10. 1

H 14. 9. 3

H 15. 4. 1

H 12. 9.30

H15. 3.31

H 12. 2. 1

H 13. 2.24

H 14. 3.31

H 14. 9. 2

H15. 3.31

現在 に至 る
現在 に至 る

現在 に至 る

歯 学 部 長 H 18.10. 1 現在 に至 る 理事

日 本 歯 科 大 学 中原 實 理事 長 ・学長 S 51. 5.24

生 命 歯 学 部 加藤勤 爾
字 賀 春 雄

理事

S 59. 6.30

S 51. 5.24 S59.6.7 理事
病 院 長 S 51. 5.24 S 53. 3.31

荒 木義廣 事 務 局長 S 51. 5.24 S 52. 8.25

小 松 高 暢

園 山 昇
事 務 局 次長 ・事 務 局 長 S 52. 8.26 S 59. 3.31

病 院 長 S 53. 4. 1 S 59. 6.30

中 原 爽
真 泉 平 治

理事長 ・学 長 S 59. 7. 1 H 3. 3.31 常務 理事 、副 会 長
理事 S 59. 7. 1 S61.11.28 理事

本 橋 康 助 病 院 長 S 59. 7. 1 S 63. 3.31

16 1
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学 校 名

氏 名

三 代 幸 彦

門 脇 為 敏

中 村 恭 政

中 原 泉

大 学 役 職 名 入 会 退会 協 会 役 職 名

理事 ・大 学 院 長 ・歯 学 部 長 S62. 4. 1 H 5. 3.31

事 務 部 長 ・事 務 局長 S 62. 4. 1 H 3. 5.31

病 院 長 S 63. 4. 1 H 3. 3.31

学 長 ・理事長 H 3. 4. 1

H 12. 4. 1

菊池 進 病 院 長 H 3. 4. 1

多 賀
勝 山

正
茂 事 務 部長 ・法 人事務 局長 H 3. 6. 1

歯 学 部 長 H 5. 4. 1

横 塚 繁 雄 病 院長 ・歯学 部 長 H 5. 4. 1

H 7. 5.31

現在 に至 る
H 5. 3.31

H 9. 3.31

H 6. 8.13

H 11. 3.31

監事 常 務 理事
専務 理事、副会長 、会長

鴨 井 久 一

佐 藤 亨

高 橋 慎 一

古 屋 英 毅

病 院 長 H 7. 6. 1

学 長 H 7. 6. 1

法 人 事 務 局長 H 9. 4. 1

歯 学 部 長 H 11. 4. 1

住 友 雅 人 病 院 長 H 13. 4. 1

吉 田隆一 歯 学 部 長 ・生 命 歯 学 部長 H 16. 4. 1

日 本 歯 科 大 学
新 潟 生 命 歯 学 部

清水静雄
中原 泉

歯 学 部 長 S 51. 5.24

理事 ・歯学 部 長 S51. 5.24

S 59. 7. 1

H 1 2 . 3 . 3 1

現 在 に 至 る

H 1 6 . 3 . 3 1

現 在 に 至 る

現 在 に 至 る

S 53. 3.31

H 3. 3.31

H 13. 3.31

理事 、 監事 、副 会 長

理事 、常 務 理事 、専 務 理 事

H 7. 6. 1 H 12. 3.31

多 和 田泰 一 病 院長 S 51. 5.24

小 田 島 三 郎 事 務 部 長 S 51. 5.24

S54. 3.31

S 56. 6.30

中原 實
中村 健 吾

理 事長 ・学 長 ・歯 学 部長 S 53. 4. 1 S54. 3.31

旗手 敏

理事 ・大 学 院新 潟 歯学研 究
科 長

病 院 長

S59.7. 1 H 7. 3.31 理事

S 59. 7. 1

大 場 憲 栄 事 務 部 長 S 59. 7. 1

加 藤 譲 治 理事 ・病 院長 ・歯 学 部長
柬 理 十 三 雄 病 院長 ・歯 学 部 長 ・新 潟 生

命 歯 学 部 長代 理

S 62. 4. 1

H 3.4.1

S62. 3.31

現在 に至 る
H 7. 3.17

現 在 に至 る
理事
理 事、 監事 、常 務 理事

村 上 俊 樹 教 務 部 長 ・歯 学 部長 ・生 命 H 7. 4. 1 現 在 に至 る

歯学 部 長
下 岡 正 八
関本 恒夫

病 院 長 H 12. 4. 1 H 15. 3.31

病 院長 H 15. 4. 1 現在 に至 る

神 奈 川 歯 科 大 学 堀 武 学 長

大橋 進 理事
長 田 保 病 院長 ・副 学長 ・理事 S51. 5.24

菅 谷 房 吉

久 田 太 郎

檜 垣 旺 夫

山 中 彬

松 尾 悦 郎

斉 藤 守 久

新 藤 潤 一

飯 塚 喜 一

事 務 局 長

学 長
病 院 長

学 長
病 院 長

S 51. 5.24

S 54. 7. 1

S 63. 7. 1

H元.11. 1
事 務 局 長 ・企 画 部 長

病 院 長 H 5.11. 1

教 授 ・副 学長 ・学 長 H 6. 4. 1

H 14. 4. 1

野 口政 宏 学 長 H 6. 7.21

S 51. 5.24 S54.5.23 理 事 、監事
S 51. 5.24 S 60.11.30

S 60.12. 1

H 3. 9.11

H 6. 3.31

H 3. 9.10

S63.6.30 理事 、常務理事
H . 10.30

H 6. 7.20

H 5.10.30

H18. 3.31

H 9. 9.30

H11. 3.31

H 17. 3.31

H14. 3.31

理事、監事、副会 長

理事、常務 理事

理事



歴代会員 名簿

学 校 名 大 学 役職 名

内村 登
川 瀬俊 夫

病 院 長
教 務 部 長

寺 中敏夫
楳 本貢三

病 院 長

教 務 部 長
豊 田 實 病 院 長
梅 本 俊 夫

久保 田英 朗
学 長
教 学 部 長

吉 田和 市 病 院 長
永 井 龍 男 法 人事 務 局長

鶴 見 大 学 歯 学 部 石 川堯 雄 歯学 部 長
渡 邊 義男
宮 本延雄

病 院 長

歯 学 部 事務 部長 ・学 監 ・常

務 理事 ・事 務 局長 ・副 理事

長
小 西 弘志
植 松 実

歯学 部 事務長
財 務 部 長

横 尾 太 寿 学監
山本龍 太 郎 歯学 部事 務 長 ・事務 部 長 ・ S55.4.1

事 務 局 次長
中村 治 郎 病 院 長
河 野 篤 病 院 長 ・歯 学 部 長
花 村 典 之 病 院長
尾 花 甚 一 病 院 長
栁 澤 慧 二 歯学 部 長 ・副 学長 ・学 長

桑 原 洋 助 病 院 長
雨 宮 義 弘
清 水 正春
石 橋 克 禮

瀬戸 院

病 院長
歯 学 部 長
病 院長
病 院 長

細 井 紀 雄
福 島俊士

歯 学 部 長
歯 学 部 長

松 本 歯 科 大 学 北 村 勝衛

向 山一 人
理 事 長職務代 行 ・学 長

理事
加 藤倉 三 理事 ・常 務 理 事 ・

学 長 ・理事 長 職 務 代 行
野 本 直 昭 事 務 部長

氏 名

H 9.10. 1

H 11. 4. 1

H 12. 3.31

H 14. 3.31

H 12. 4. 1 H 14. 3.31

H 14. 4. 1 H 17. 3.31

H 14. 4. 1 H18. 3.31TEMH 17. 4. 1 現在 に至 る 理事
H 17. 4. 1

S 51. 5.24

現在 に至 る

現在 に至 る

H元. 3.31 理事 、監事 、副 会長、会長
S 60. 3.31

H 13. 6.30

H 18. 3.31

S 53. 1.31

S 54. 3.31

S 55. 3.31

現在 に至 る

S 62. 3.31

H 4. 3.22

H 4. 3. 4

現 在 に至 る

H 6.12.31

H 9. 3.31

H11. 3.31

現在 に 至 る

H 17. 3.31

理 事、 常 務 理事

理事 、監事 、常務理事

理事

現在 に至 る 理事

S 54. 2.28

S 52. 1.19

H元. 3.31 理事

S 54. 2.28

入 会 退 会 協 会 役 職 名

H 18. 4. 1 現在 に 至 る

H 18. 4. 1

S 51. 5.24

S51. 5.24
H17.4.1

S 51. 5.24

S 53. 2. 1

S 54. 4. 1

S 60. 4. 1

S 62. 4. 1

H元. 4. 1

H 4. 3. 5 H 5. 3.31

H 4. 3.23 H 8. 3.31

H 10. 4. 1 H 17. 3.31

H 18. 4. 1

H 5. 4. 1

H 7. 1. 1

H 8. 4. 1 H10. 3.31

H 9. 4. 1

H11. 4. 1

H 13. 7. 1

H 17. 4. 1

S 51. 5.24

S 51. 5.24

S 51. 5.24

S 51. 5.24

矢 ヶ崎康 理事 長 ・学 長 S 52. 1.20 S 52. 7.28

H 15. 7. 4 現在 に至 る
百 束 極 理 事 長 S 52.11.30 S 59. 8.31

青木 亨 常務 理事 ・理事 S 52.11.11 S 59. 8.31

野 沢 増 雄

栗 本 勤

橋 口 綽 徳

千 野 武 廣

事 務 部 長 ・事 務 局長 S 54. 3. 1 S61. 3.31

学 長 代 行

理事
病 院 長

S 59. 9. 1

S 59. 9. 1

S 54. 4. 1 S 55. 3.31

S 62. 1.28

S 60. 5.31

163
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学 校 名 氏名

安 田英 一

大 学 役 職 名 入 会 退 会 協 会役 職 名

病 院長 S 60. 6. 1 H . 5.31

H 3. 6. 1 H 9. 3.31

H11 4 1 H13. 3.31

矢 ケ 崎 雅

原 平 吉

枝 重 夫

今 西 孝 博

小 林 茂 夫

野 本 光 志

愛 知 和 男

理 事 ・常 務 理事 ・事務 局長
専務理事 ・法 人本 部長
事 務局長 ・主事
学 監
病 院 長
学 長

S61.4. 1

S 62. 1.29

H元. 4. 1

H元. 6. 1 H 3. 5.31

H 2. 4. 1

事 務 局長 H 3.10. 1

H 6. 6.22 理事

H 2. 3.31

H 2. 3.31

H11. 3.31

H 7. 4.17

理事、 監事

理 事 長 H 6. 6.23 H 8. 3.21

野本善彦 事 務 局 長 H 7. 4.18 H 8. 1. 9

H 16. 4. 1 H 18. 3.31

田 中正 治 事 務 局 長 H 8. 1.10 H 11. 4.30

田 中益 穂
笠 原 浩

理 事 長 H 8. 3.22 H 10.12.23

三溝 政 之 進
病 院 長

理 事 長
H 9. 4. 1 H11. 3.31

H 11. 1. 6

和 田卓 郎 学 長 H 11. 4. 1

臼 井 弘 泰 事務 局次長 ・事務 局長 H 11. 5. 1

H 18. 4. 1

西 連 寺 永 康
山 岡 稔
甘利 光 浩
小 澤英 浩

学 長
病 院 長

病 院 長

学 長

H 15. 4. 1

H 16. 4. 1

H 13. 4. 1

H 13. 4. 1

H 15. 7. 3

H13. 3.31

H 1 6 . 3 . 3 1

現 在 に 至 る

H 1 6 . 3 . 3 1

H 1 5 . 3 . 3 1

現 在 に 至 る

理事

理事

理事
森 本 俊 文 歯 学 部 長 ・学 長 H 18. 5.26

H18.5.25

現在 に至 る 理事

朝 日大 学 歯 学 部
(岐 阜 歯 科 大 学 )

宮 田慶三 郎
梅 本芳夫
宮 田 侑

理事 長
学 長

S 51. 5.24

S 51. 5.24

H 9. 5.22 監事
S 55. 3.31

藤 木芳成岸 本 正

船 木 聡

辰 巳 光 三 郎

清 水 文 彦

玉 井 茂

田 中 博

船 越 正 也

吉 田 定 宏

川 野 襄 二

森 昌 彦

岩 山 幸 雄

藤 井 輝 久

菱 田 健 治

長 坂 信 夫

倉 知 正 和

病 院 長

病 院 長

事 務 局 長

事 務 局 長

学 長
学 長

H 9. 5.27

S 51. 5.24

S 52. 4. 1

S 52. 4. 1

事 務 局 長

歯 学 部 長

歯 学 部 長

病 院 長

病 院 長

H元. 4. 1
H元. 4. 1

H 3. 4. 1

病 院長 ・歯 学 部長 H 7. 4. 1

藤下 昌 己

歯 学 部 長

事 務 局 長

学 長
病 院 長

歯 学 部 長

H 9. 4. 1

常 務 理事 ・事務 局長 理事 S51. 5.24 S 52. 3.31

長

S 54. 4. 1

S 55. 4. 1

S 56. 4. 1

S 59. 4. 2

S 60. 4. 1

H 13. 3.31

H元. 3.31
S 54. 3.31

S 59. 4. 1

S 56. 3.31

S 60. 3.31

H 11. 3.31

H . 3.31

H 9. 3.31

H 3. 3.31

H 7. 3.31

H15. 3.31

理事
理事、 常務 理事

理事
理事 、 常 務 理事

S 52. 3.31

H 11. 4. 1

H 13. 4. 1

H13. 3.31

現在 に至 る

現在 に至 る

H 13. 4. 1 現 在 に至 る
H 15. 4. 1 現在 に至 る 理事



歴代会員 名簿

学 校 名

愛 知 学 院 大 学

氏名 大 学 役 職 名 入 会 退 会 協 会 役 職 名

歯 学 部
小 出忠孝
永井 巖

理事 ・副 学 長 ・学 長 ・学 院長
歯 学 部 長

S51.5.24 現在 に至 る
S51. 5.24 S54. 3.26

理事 、副会長 、会長 、監事
理事

榊 原 悠 紀 田郎 病 院 長 S 51. 5.24 S 54.10.30

藤 川 俊 道 歯 学 部事 務長 ・教 務 部次 長 S51.5.24 S 56. 3.31

H 4. 3.31武 井 盈

飯 塚 哲 夫

酒 井 琢 朗

柴 田 顕 乗

歯 学 部 長 S 54. 4. 1 S 55.10.15

病 院 長 S54.11. 1

歯 学 部 長 S 55.10.16

歯 学 部事 務長 S 56. 4. 1

平 沼謙二 病 院 長 ・歯 学 部 長原 学 郎

牧 野 國 輝

長 谷 川 二 郎

河 合 幹

病 院 長

S 59. 4. 1

H 2. 4. 1

歯学 部事 務長 H 4. 4. 1

歯 学 部 長 H 6. 4. 1

S 59. 3.31

H 2. 3.31

H 6. 3.31

H 6. 3.31

H 8. 3.31

H 12. 3.31

病 院 長 H 6. 4. 1 H 8. 3.31

川 口豊造 病 院 長 H 8. 4. 1 H 10. 3.31

加 島龍 童 歯 学 部事務長 ・教 務 部 次 長 H 8.4. 1
中村 洋 病 院 長 H 10. 4. 1

H 10. 3.31

H16. 3.31

石 原 尉 兆 歯学部事 務 長 H 10. 4. 1 H 15. 3.31

亀 山洋 一 郎
岩 田 昌彦

歯学 部 長 H 12. 4. 1

歯学 部事務長 H 15. 4. 1

現在 に 至 る

現在 に 至 る

野 口俊 英
田 中 貴信

病 院長 H 16. 4. 1 H18. 3.31

病 院 長 H18. 4. 1 現在 に 至 る

大 阪 歯 科 大 学 白数美輝 雄 理 事長 ・学 長 S51.5.24 S59. 9.23 会 長
前 田 勝
福 地 芳 則

常 務 理事 ・事 務 局 長 S 51. 5.24 S57. 3.31 常 務 理事
病 院 長 S 51. 5.24 S 52. 3.31

多 和 敏一 事務 担 当責 任 者 S 51. 5.24

小 森 冨夫 病 院 長 S 52. 4. 1 S 56. 3.31

稗 田 豊 治

三 谷 春 保 病 院 長

教 務 学 生 部 長 ・副 学 長 ・学 S63.9. 1 H 4. 8.31 副 会 長
長 ・常 務 理事

S 60. 3.31S 56. 4. 1

北 川正 夫
森 政 和

山 岡 昭

常務 理事 ・事 務 局長・理事長 S57.4.1
学 長 S 59. 9.24

H元. 3.31 理 事 、副会長
S 63. 8.31

病 院長 ・常務 理事 ・教務学 S60.4.1
生 部 長

H元. 3.31
H 4. 9.24

筆 本新 一 常 務 理事 ・理事 H元 . 4. 1

H 7. 3.31

H 6. 3.31

小 西 浩 二 教 務 学 生 部 長 ・常 務 理事 H元. 4. 1 H 4. 7.13

藤 井 弁 次 病 院 長 H元 . 4. 1 H 5. 3.31

佐 川 寬 典 理事 長 ・学 長 H 4. 9. 1 H 18. 4.19 監事 、副会長、会長
木 下善 之介
村 井 俊 郎

岡 野 博郎

病 院 長 H 5. 4. 1 H 7. 3.31

理事 H 6. 4. 1 H 13. 2.20

病 院 長 H 7. 4. 1 H 9. 3.31

白数 力 也
古跡養之眞

教 学 部 長 ・教 務 部 長 H 7. 4. 1 H 12. 8.31

病 院 長 ・学 長 H 9. 4. 1 H 17. 3.31

今井久夫 病 院 長 ・学 長 ・理事 長
村 上 勝 理事 ・常 務 理事 H 13. 4.26

井上 宏 理事 ・病 院長
中村 正 明 常 務 理 事 ・副 学 長

H 12. 9. 1

現在 に 至 る
H 17. 4. 1 現 在 に 至 る

H 18. 4.20 現在 に至 る

現在 に至 る 監事
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学 校 名 氏名 大学 役 職 名 入 会 退会 協 会 役 職 名

福 岡 歯 科 大 学 穂坂恒夫
藤 井 実蔵

理事 長 ・学 長
常 務 理事

S51. 5.24

S 51. 5.24

S53.12. 6.

S 53.12. 6

稲 井鉄 鳴 常 務 理 事 S 51. 5.24

松 本洋一 病 院 長 ・学 長 S 51. 5.24

三宅 芳 郎
森 田

酒 井

理事 長實
勇 常 務 理 事

S53.12. 7

S53.12. 7

常 務 理 事

古 本 克 磨 病 院 長

萩 原 義 郷 学 長 ・常務 理事
H 6. 2. 1

松 浦 智 二 病 院 長 S 60. 4. 1

吉 田 穣

平 野 建 二

松 尾
石 木 哲 夫

松 本 光 生

病 院 長 H元. 4. 1

常 務 理事 H . 7.21

繁 病 院 長 H 2. 4. 1

学長 常務 理 事 H 3. 2. 1

S 53.12. 7

S 58. 6.14

S59.12.26

S 53.12. 6

S59.12.25

H元. 7.20
H 6. 1.31

S 58. 6.13

S 60. 3.31

H 3. 1.31

H10. 7.29

H元. 3.31

H 2. 3.31

H 12. 3.31

H 9. 1.31

理事

理事

理事 、常務 理事

H 5. 3.31

理事
病 院 長 H 5. 4. 1 H 6. 3.31

H 10. 4. 1 H 12. 3.31

冨 岡 徳 也 病 院 長 H 6. 4. 1

青 野 一 哉

羽 生 哲 也

井 手 勇

本 田 武 司

藤 崎 博 近

.学長 常 務 理事 H 9. 2. 1

病 院 長 H 12. 4. 1

H10. 3.31

現 在 に至 る 理事 、 監事 、 常 務 理事
H14. 3.31

事 務 局 長 H 12. 4. 1 H 14. 6.14

病 院長 ・学 長 H 14. 4. 1 現在 に至 る

事 務 局 長 H 15. 2.24

厚 谷 彰雄 事 務 局 長 H 18. 1. 1

H17.12.31

現 在 に 至 る



歴 代 事務 局職 員

年 度 昭 和 平 成

職 名 51 52 53 54 55 56 57 585 9 60 61 62 63 元 2

3

4 5 6 7

8

9 ～ 18

51.12.1 54.4.1 3.9.1

事 務 局 長
小 西 弘志 関 實 一 宮 正 明

※

事 務 局 次 長 1

51.12.16 62.4.1
事 務 職 員

地 下 和 弘

※ 52.3.1
事 務 職 員 2

平 山紀 子

川 島 賢 一

3.6.29 3.7.10 7.6.30

加 藤 晴 美
* 3

※ 52.5.1 55.7.1 58.6.30 58.9.1 61.3.31 61.5.12 14.12.31 15.4.1
事 務 職 員

4 濱 田輝世 木 戸 美樹 渡辺由美子 吉 野 康 代 5 宮島和江

※ 1 昭和 53年 4月 1日 関 實
※ 2 昭和 52年 1月 4 日～ 2月 28日 高橋 千 恵 子

※ 3 平成 7年 6月～平成 10年 7月 人材派遣
※ 4 昭和 51年 7月 1日～ 51年 12月 28 日 鴨 下 愛 子

※ 5 平成 15年 1月 1 日～ 3月 31日 日本 歯 科 大 学 か ら出 向

飯 田 橋

線
央 水 道 橋

協 会 事 務 所 ・所 在 地
市 ヶ谷

至 新 宿

●平成 6年 3月 より現在 に至る

千代 田区九段南3-3-4

ニ ュー ライ フビル 内

永 田 町

地

皇 居

◆昭 和 52年4月 ～平 成 6年 3月

千代田区平河 町2-7-1

塩崎ビル地下 1階

有
楽

◆昭和49年5月～昭和52年 3月

千代 田区三崎町2-9-18
東 京 歯科 大学 内

御 茶 ノ水

町

線
有 楽 町

東 京

山 手
京浜

東北
線

至上 野

秋 葉 原

神 田 武
線

至 千 葉
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総 会 の 開催記録 (平成 9～ 18年度)

回 数

第 44回

第 4 5 回

第 4 6 回

第 4 7 回

第 4 8 回

第 4 9 回

年 月 日

平成 9年 6月 25日 (水 )

〃 10年 3 月 27日 (金 )

場 所 出 席 者 数

アル カデ ィ ア市 ヶ谷

アル カデ ィア市 ヶ谷

67名

65名

10年 6月 22日 (月) ア ル カデ ィ ア市 ヶ谷 68名

11年 3月 29日 (月) アル カデ ィア市 ヶ谷 65名

〃 11年 6月 29日 (火 ) アル カデ ィ ア市 ヶ谷 64名

〃 12年 3 月 28日 (火 ) ア ル カデ ィ ア市 ヶ谷 63名

第 50回 〃 12年 6月 27日 (火) アル カデ ィア市 ヶ谷 63名

第 51回 〃 13年 3月 27日 (火 ) アル カデ ィ ア市 ヶ谷 60名

第 52回 〃 13年 6月 20 日 (火 ) アル カデ ィア市 ヶ谷 63名

第 53回

第 54回

〃 14年 3月 28日 (木) 東 京 ガ ー デ ンパ レス 64名

〃 14年 6月 25 日 (火 ) KKR ホ テル 東京 64名

第 5 5 回

第 5 6 回

第 5 7 回

第 5 8 回

第 5 9 回

第 6 0 回

第 6 1 回

〃 15年 3月 31日 (月) ア ル カデ ィ ア市 ヶ谷 62名

15年 6月 24 日 (火) 東 京 ガ ー デ ンパレ ス 64名

16年 3月 23 日 (火 )

16年 6月 23日 (水 )

17年 3月 28日 (月)

アル カ デ ィ ア 市 ヶ谷

ア ル カ デ ィ ア市 ヶ谷

64名

64名

アル カデ ィア市 ヶ谷 62名

17年 6月 21日 (火 ) KKR ホ テル東 京 61名

18年 3月 22日 (水 ) KKR ホ テル東京 63名

第 62回 〃 18年 6月 20日 (月) KKR ホ テ ル 東 京 65名

第 63回 〃 19年 3月 27日 (火 ) KKR ホ テル東京 66名



諸 会 議 の 開催記 録 (平成 9～ 18年度)

会 議 名
平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成

9年度 10年 度 11年 度 12年 度 13年 度 14年 度 15年 度 16年 度 17年 度 18年 度

計

1. 理 事 会

7 6 7 7 6 6 8 7 7 7

68

1 1

20

(1) 基 本 問題 検 討 会

2. 教 育 ・研 究 部 会

3.病 院 部会

4.経 営 部会

5.広 報 委 員会

6.受験生確保対策委 員会
7.研 修 委 員会

8.事 務 局 長 会 議

9. そ の他
(1)設立20周年記念誌編集委員会

(2)設立30周年記念祝賀会実行委員会

(3)設立30周年記念誌編集委員会

1

2
2

-2
2

2
-2

2

2
-2

-2
-2

2
-2

2
2

- 3

2 2 2

2
-3

-
2

2
-3

-
2

2
-2

-
2

2
-2

-2

2
|2

|2
2 4 1 1

2
-3

-2
-2

23

20

20

1 1 1 1 1 1 1 1

12

1 1 1 1 1 1 1 2 1 1

11

5 5

4

4 3 3 3 3 3 3

36

備考 :1. 表 中の 数 字 は 開催 回数

2.平成 9年度 の受験生確保対策委員会 は 「受験生確保小委員会」 (2回)を含 む

1
2

1
3

7

2
5

事業報告書の個別事項一覧 (平成9～ 18年度)
平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成

事 項
9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 計

歯 科 医 師 需給 問 題

歯科 医 師 臨床研 修

7
7

歯 科 医 師 国家 試験

6

大 学 教 育 にお け る授 業 評価

21世紀 の 医 療 保 険 制 度

共 用 試験

(新 )教 員組織

私立歯科大学(学部)の財政等の現状

広 報発 刊

受験 生確保対 策 事 業

1
1

1
1

10

10

10

169



170

広 報 発 刊

入 試 入 試 結 果 等 )

学生 納 付 金
総 会 運 営

受験 生確保対 策事 業
1

2
1

入学 定 員 ・募 集 人 員
2 1

理 事 会 の議 題 一 覧 (平成 9～ 18年度)

主 要 項 目

(開催 回 数)

役 員 人 事 ・会 員異 動 等

歯 科 医 師 臨 床研 修
歯 科 医 師 国 家 試 験

研 修 事 業

歯 科 医 師 需 給 問 題

平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成 平 成
9年 度 10年 度 11年 度 12年 度 13年 度 14年 度 15年 度 16年 度 17年 度 18年度

7

7
5

-5

6
5

2 5
3 5

2
-2

7 6
3 5

1
2

|3
|2

3
2

2
2

2
-2

-2
-2

3
-2

-2
2

2

3
-2

-2
2

2

2
-5

-2
2

2
-2

3
-5

2
2

2
2

2
3

6 8
2

-2

2
-2

2
2

2
2

2

7
5

5
5

-3
3

-2
-2

-2

7
5

計

7

68

2

40

6 6

34

1 2
1

7
3

1

7 4

27

3 4

27

1 5

25

4

22

2 2

20

2
-2

20

2

20

1 1 1 3 1 1

14

1 1 1 1 1 1 1

13

モ デ ル ・コア ・カ リ キ ュ ラ ム 、

3 3

3 1

10
共 用 試験
事 業 計 画 ・収 支 予 算

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

10

事 業 報告 ・収支 決 算

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

10

卒 業 式 ・入 学 式 日程

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

10

学 生 数 等 資 料

1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

協 会 設 立 30周 年 記 念 事 業

3 3 2

私 立 大 学 等 経 常 費 補 助 金

3 1 3

歯 科 医療 研 修 振 興 財 団

1 1 1 1 1 2

8
7

-
7

ス リ ラ ンカ ペ ラデ ニ ア大 学 2 1 1 1 1 1 7

歯 学 教 育 プ ロ ジ ェ ク ト

医療 法 ・医療保 険制 度等

2 1 1

文 部 科 学 省 関係 審 議 会 等 の動 向

1 1

1

2

5
4

資産 (基本 ・運用財産)管理

1 1 2 4

教 員組 織

1 2

歯科 大 学 歯 学 部 附属 病 院

1 1 1

協 会 設 立 20周 年 記念 事 業

3

授 業 評 価

2

医 員 等 の労 働 者性 に伴 う処 遇
編 入 学

賛 助 会員

1

2

2

1

協 会 関係 会 議後 援

2

理 事 会 運営

1 1

協 会 業務 及 び財務等情報公開

1 1

3
-3

-3
2

2
2

-2
2

2
2

卒 前 臨 床 実 習 ガ イ ドラ イ ン

1 1

個 人情 報保護法

1 1

公益 法人制度改革

1 1



要望 書 等 一覧 (平成 9～ 18年度)

件 名 宛 先 年 月 日 発 信 者

歯科 医 師 臨床研 修 の必 修 化 につい 厚 生 省健 康 政 策 局 長
て (要 望 )

小 林秀 資 平成 11年 3月 2日 会 長

歯科 医師国家試験 の改 善方 につい 厚生省健康政策局長
て (要 望 )

伊 藤 雅 治 平 成 12年 5月23日 会 長

歯科 医師 国家 試験 の実技試験 につ 厚 生労働省 医政 局
い て (要望) 歯 科 保 健 課長

平成 15年 1月 9日 会 長
瀧 口 徹

歯科 医師 国家試験の実技試験 につ 厚生労働省医政局
い て (再要 望 ) 歯科 保健課長

平成 15年 7月29日 会 長

歯科 医師国家試験 につ いて (質問) 厚生労働省 医政局長

「実地試験 に関す る意見 」の提 出 厚生労働省 医政局
に つ い て 歯科 保 健課長

瀧口 徹

岩尾 總一郎 平成 15年 10月15日

平成 16年 4月 12日

会 長

会長
山 内 雅 司

第 97回歯 科 医 師 国家 試験 の結果 厚 生労働 省 医政 局長
につ いて (要求 )

岩 尾 總 一 郎 平 成 16年 5月 31日 会 長

歯 科 医 師 臨床 研 修 に対 す る財 政 的
支 援 につ い て (要 望 ) 一 平 成 18
年 度 予算 等 に関す る事 案一

厚 生 労 働 大 臣
厚生労働 省 医政 局長
厚 生 労 働 省 医政 局
歯 科 保 健 課長

尾 辻秀久 平 成 17年 6月 15日
岩 尾 總 一 郎

会 長

日高 勝 美

歯科医師国家試験 について (要求) 厚生労働大 臣
厚 生労働 省 医 政 局長
厚 生 労 働 省 医 政 局
歯 科保健 課長

尾 辻秀久 平成17年 7月11日
岩 尾總 一 郎

会 長

日高 勝 美

「歯科 医 師臨床 研 修 につ い て (要 厚生労働大臣
求 )」 の提 出 につ い て 厚 生労 働 省 医 政 局 長

厚 生 労 働 省 医 政 局
歯科 保健課長

川崎二郎 平 成17年11月 8日
松 谷 有 希 雄

会 長

日髙 勝 美

歯 科 医 師 臨床 研 修 に お け る平成
18年 度補 助 金 の 対 象 経 費 に つ い
て (要 望 )一 研 修 手 当 、医療 機 器 、
初 年 度 施 設 設 備 充 実 特 別支援経 費
等一

厚生労働省医政局
歯科 保健課長

平成 18年 4月25日 会長
日高 勝 美

歯科 医師 国家試験 につ いて (要 求) 厚 生労働省 医政 局長 松 谷 有希雄 平 成 18年 9月29日 会 長

柳 澤 伯夫 平成 19年 1月29日 会 長「今 後 の歯科 保 健 医療 と歯科 医師 厚 生労働大 臣
の資質 向上等 に関す る検 討会」中
間報 告 書 に対 す る意 見書 の提 出 に
つ い て

17 1





■ 第 7 部

30年 譜

昭 和 49 (1974)年 度 ～平 成 8 (1996)年 度 は、 日本 私 立 歯科大 学 協 会 設 立

20周 年記 念 誌 『20年 の あ ゆみ と展 望』 よ り、協 会 関連 沿革 を抜 粋 掲 載

平 成 9 (1997) 年 度 ～平 成 18 (2006) 年 度 は、 協 会 な らび に加 盟 17校 の 私

立歯科大学 (歯学 部)関連沿 革 を掲 載



174

30年 譜

沿 革

昭 和 49 (1974) 年 度

5.18 東 京 ・山 の上 ホ テル に私 立 歯科 大 学 15校 が集 ま り、 共 通 課 題

に対 応 す るた め任 意 団体 と して 私 立 歯 科 大 学 協 会 が発足

7.23 第 1回総会 で、本協 会 を社 団法人化 し社 会 的要請 に応 え る必要
が確 認 され、初代 会 長 に 白数 美 輝 雄 大 阪歯科 大 学 理事長 ・学

長 を選 出

12.10 第 2回総 会 で社 団法 人化 準 備 委 員 に宮 田侑 (岐阜 歯科 大 学 常務

理事 )、 中屋敷小吉 (東京歯科大学事務部長)、加藤孝一(愛知

学 院大 学 歯 学 部事務 長 )を選 出。加 藤 氏 逝 去 の た め小 西 弘志 (鶴

見大 学 歯学部事務 長) と交 替

昭和 50 (1975) 年度

4. 1 第 3回総 会 で、 各 大 学 よ り提 案 の 各 種 課 題 討 議

8.12 第 4回総 会 で、本協 会 の社 団法 人 化 が 決議 され、 許 可 申請 準備

の 体 制 を協議

11.29 「社 団法 人 日本私立歯科大学協会 」許 可 申請書 提 出

2.28 入学 定 員 増 (120→ 160)容 認 の 文 部 省 通達

昭 和 51 (1976) 年度

4.27 第 5回総 会 で、 会 費 を月額 15万 か ら 30万 に変更

5.24 「社 団法 人 日本 私 立 歯 科 大 学 協 会 」 と して 文 部 省 か ら許 可

7.26 社 団 法 人設 立 後 第 1回総 会 で、 総 務 ・企 画 広 報 ・教 育研 究 ・

経営 ・病院 ・学 生 の各 部会 を発 足 させ 、 設 立披 露会 を開催

7.26 設 立 後 第 1回理事 会 で 法 人 事 務 所 を 7月 1 日付 で 東 京 歯科 大

学 内 に開設す る こ と等 を審議

9.2 設 立 後 第 1回総 務 部会 「昭和5 1年 度 の各 調 査 研 究 研 修 会 の

事 業担 当」外 を協 議

•9.10 設 立 後 第 1回教 育研 究 部 会 「6年 一 貫 教 育 週 休 2日制

リキ ュ ラムの問題 」外 を協 議

9.16 設 立 後 第 1回経 営 部会 「昭和 50年 度 決 算 書 を各 大 学 か ら集 め

る件 」外 を協議

9.21 設 立 後 第 1回病 院 部 会 「診 療 教 育 の カ リキ ュ ラム の検 討 」外

を協 議

9.26 設 立後第 1回学生 部会 「専 門委 員会 を設 けて情報 の交換や補

導 関係 につ いて重点化」外 を協 議

10.4 設 立後第 1回広報 部会 「創 刊号 の発刊 を 12月年 内 とす る等 」

外 を協 議

10.19 第 2回理事会 「昭和 51年 度重点事 業 (私立 歯科大学 の財政基

盤の 調査研 究 等 ) につ い て 」外 を審議
3.29 第 2回総会 「入学 問題 に関す る特別委員会 設置の件 」外 を審

議

関 連 事 項

昭和 49 (1974) 年度

6.20 学 位規 則 改正 (学術 博士 の新 設等 )

11.23 国立 大 学協 会 、 国立 大 学 共 通 一 次 学 力 試

験 の 模 擬 テ ス トを実施

12.28 雇 用 保 険 法 公 布 (失 業 保 険 法 廃 止 )

3.26 文 部 省 、 大 学 入 試 改 善 会 議 「国 立 大 学 入

試期 日につ いて」 報 告 (昭和 53年 を 目途

に 1期 校 ・2期 校 制 を廃 止 )

昭和 50 (1975) 年 度

7.11 文 部 省 、私 立 学 校 振 興 助 成 法 公布 (私立

大 学 等 の 経 常 的 経 費 の 1/2以 内 を補 助 で

き る もの とす る )

12.25 文 部 省 、 大 学 設 置 基 準 改 正 (医 ・歯 学 部

の 教 員数 や設 備 等 につ い て明文 化 )

昭 和 51 (1976) 年 度

4. 1 学生 教 育研 究 災害傷 害保 険制 度発足

5.25 文部 省 、学 校 教 育 法改 正 (独 立大 学 院制 度 )

5.31 文 部 省、 学 校 教 育 法 施 行 規 則 改 正 (学 年

の 途 中 に お け る大 学 入学 、 卒 業 等 を認 め

る)

7.27 厚生 省 保 険 局長 、 歯科 差 額 を材 料 費 に限

定 ・差 額 制 度 廃 止 (保 険 診 療 と 自 由診 療

の 2本 立 て に な る)

7.27 国家 公 務 員、 10月か ら 4週 5休 試 行 を決

定

10.18 国 立 大 学 授 業 料 3万 6000円 を 9万 6000

円 に改 定

10.18 文 部 省 、 大 学 設 置 審 議 会 「医 学 及 び 歯学

の 大 学 院 及 び学 位 制 度 の 改 善 に つ い て 」

答 申 (修 士 課程 の 設 置 、博 士 課程 の修 業

年 限 の弾 力化 等 )

12.20 厚生 省 、 昭和 51年 版 厚 生 白書 「婦人 と社

会保 障 」 を発 表



昭和 52 (1977) 年 度

沿

革

4.1 協 会 事 務 所 を変更 、 「千 代 田 区 三 崎 町 2丁 目 9番 18号 東 京 歯

「科 大 学 内 」 か ら、 「千代 田 区平 河 町 2丁 目 7番 1号塩崎 ビル 地
下 1階 」 に移転

4. 1 昭和 大 学 歯 学 部 の 入 会 に よ り加 盟大 学 は 16校

11.25 協 会 は昭和 53年春 入学者 の学生納付 金 を公 表、寄付 金 を全廃 、

入 学 金 ・授 業 料 を値 上 げ、 教 育 充実 費 を新 設

昭和 53 (1978) 年 度

4. 1 東 日本 学 園 大 学 歯 学 部 の 入会 に よ り加 盟大 学 は 17校
5.11 第 1回事務 局長会 「私大奨学金貸与事 業 につ いて」外 を協議

5.25 第 1回理 事 会 「昭和 54年度入学者選抜 実施状況 の文 部省提 出

につ い て 」外 を審議

6.21 第 2回事 務局長会 「経営分析お よび財政 白書等」外 を協議
6.22 第 2回理事 会 「昭和 54年 度概 算要 求 に 関す る要 望 事 項 につ い

て」外 を審 議

6.22 第 5回総 会 「昭和 52年 度事業報告、処 務 の概 要 会 員の異動

状 況等 につ い て」外 を審議

6.22 学 長 会 お よ び 教 育研 究 部 会 の合 同会 議 「入 学 試 験 の 学 力 テ ス

トお よび面接 試 験等 につ いて」外 を協議

6.22 経 営 部 会 「歯 科 医療 の 需 給 関係 と適 正 な る歯 科 医 師養 成 につ

いて」外 を協 議

7. 1 第 1回海 外研 修 団 10名 をア メ リカ ・カナ ダの歯学教 育事 情視

察へ 15 日間 の 日程 で 派 遣

9.14 第 3回理 事 会 「研 修会 の実 施 について」外 を審議
9.26 特 別委員 会 お よび事 務 局長 会合 同会議 「昭和 54年度学生納付

金 等 の試 案 につ い て 」 外 を協 議

10.27 第 4回理 事 会 「昭和 53年 度 歯科大学 の運営 問題 に関す る研 修

会」外 を審 議

10.27 第 2回特 別委 員会 「学債 お よび任意の寄付金募集」外 を協議

11.10 第 4回事 務 局長会 「文 部省 よりの連絡事項」外 を協議

11.29 第 5回理 事 会 「昭和 53年 度 私 立 歯科 大 学 の学 生 納 付 金 ・寄付

金 ・学 債 等 の状 況 の 公 表 に つ い て 」 外 を審議

12.26 「私 立 歯 科 大 学 の 昭和 54年 度 学 生 募 集 要 項 お よび 学 生 納付 金

決 定 に係 わ る 記 者 会 見 に つ い て 」 を文 部 省 記 者 会 見 室 で松 宮

副 会 長 ・宮 田理 事 お よび協 会 事務 局 が対 応

1.5 「私 立 歯 科 大 学 に対 す る 国庫 助 成 実現 に関す る陳情 (要 望 ) に

つ い て」 自民 党 森 喜 朗文 教 部 会 長 、 奥 野 誠 亮 文 教 制 度 調査

会 長 宛 に提 出

1.19 第 6回理事会 「正会員の年会費変更 」外 を審議

関 連 事 項

昭和 52 (1977) 年 度

5. 2 文 部 省 、 大 学 入 試 セ ン タ ー 設 置

9.7 文 部 省 、 私 立 大 学 医 歯 学 部 に お け る 入

学 に 関 す る 寄 付 金 の 収 受 等 の 禁 止 及 び入

学 者 選抜 の 公正 確 保 につ い て通 知

昭和 53 (1978) 年度

7. 1 厚生 省、 昭和 52年簡 易 生命 表 を発表 (平

均 寿 命 :男 は世界 一 で 72.69歳、女 77.95歳 )

10.20 文 部 省 、 大 学 設 置 審 議 会 「医 学 及 び 歯 学

の 大 学 院 修 士 課 程 につ い て」 答 申 (医 ・

歯 学 部 以外 の卒 業 者 を対 象 とす る修 士 課

程 の基 準及 び学 位規 則 の改正 )

10.27 医療 法 改 正 (標 榜科 目 と して小 児 歯 科 、

矯 正 歯 科 等 が 追加 され る)

11.9 文 部 省、 大 学 院設 置基 準、 学位 規 則 改 正

(医 ・歯学 の大学 院研 究 科 の改善 )

11.28 学 術 審 議 会 「大 学 等 の研 究 機 関 に お け る

組 替 え DNA 実 験 の 進 め 方 に つ い て 」 建

議

12.25 厚生省 、 昭和 53年版厚 生 白書 「健 康 な老

後 を考 え る」

1.13 文 部 省 、 初 め て の 国 公 立 大 学 共 通 1次 学

力 試験実 施 (～ 1.14)

3.12 文 部 省 、 新 た に大 学 の 第 1年 次 に入 学 し

た学 生 の 既 修 得 単 位 に つ い て の 通 知 (再

入 学 大 学 で の 認定 )

175
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1.29 第 2回定 例 研 修 会 (名 古 屋 市 、 15歯 学 部 37名 参 加 、 文 部 省

管 理局塩津企 画 調整 課長 ・大 塚 調査官 の説 明等 ) を実施

3.29 第 7回理事会 「次期役 員改 選 につ いて」外 を審議

3.29 第 6回総会 「白数会長の再任等次期役 員改選」外 を審議

昭和 54 (1979) 年 度

7.20 第 2回事務局長会議 (世話大 学 ・東北 歯科大学)を開催

7.22 韓 国 ・檀 国大学校長 ほか は私立歯科大学等 (本協会 ・日本大

学 松戸 歯学 部 鶴 見 大 学 歯 学 部 ) を視 察 懇 談•

7.31 白数協会 会長 が大 学 設置審議 会会 長 に就任

8.2 第 1回付属 病 院事 務 実務研 修 会 (世話大 学 ・岐阜 歯科 大 学、

事務長補佐 ・係長等の実務責任者が参加、2日間) を実施

8.4 「私立歯科大学 に対す る国庫助成 の拡充 に関す る要望書 」 を森

喜 朗文教部会 長 ・奥野誠亮 文教制 度調査会長宛 に提 出

9.9 第 2回海外研 修 団 13名 を北欧 4カ国の歯学教育事情視察へ 3

週 間 の 日程 で 派 遣

1.4 賛助会 員 (歯科企業協議 会加 盟 76社 の うち 31社 )が加 入

1.21 第 3回管理運営研修 会 (「私立 歯科大学の経営分析及び歯学 教

育 条件 の現状 と国立 ・私立 の比 較 」等 ) を実 施

関 連 事 項

昭和 54 (1979) 年 度

4.25 文 部 省 、 大 学 入 学 資 格 と し て 国 際 バ カ ロ

レア を認め る (文 部 省 告 示 改 正 )

8.10 人 事 院 、4週 5休 方 式 に よ る週 休 2日制

導 入 を勧 告

10.1 厚 生 省 、「医薬 品副 作 用被 害救 済 基 金 法 」

公 布 、薬 事 法 改 正 法 公 布 (医薬 品再評 価

制 度 の 法制 化 )

12.14 文 部 省 、 大 学 設 置 審 議 会 「高 等 教 育 の 計

画 的整 備 につ い て 」 報 告 (昭 和 56年 以 降

6年 間の後期 計画 34,000人増 員)

2 .

厚 生 省 、 差 額 ベ ッ ド解 消 の た め に、 特 に

差 額 ベ ッ ドの 多 い 私 立 大 学 病 院 へ の 指 導

強化 を通 知

2.- 厚 生省、 身体 障 害 者 全 国調 査 を実 施 (全

国 の 18歳以上 の身体障害者 197万 7千 人・

人 口比 2.4%)
3.27 第 8回総 会 「昭和 55年 度 事 業 計 画案 につ いて」外 を審 議

昭和 55 (1980) 年 度

7.30 第 2回付 属 病 院 管 理 運 営 事 務 研 修 会 (14大 学 18人 の 参 加 )

を実 施

8.20 「私立歯科大 学 に対す る国庫 助成 の拡充 に関す る要 望書 」を森

喜朗文教部会長、海部俊樹文教制度調査会長宛提 出

9.3 第 3回海外研 修 団 9名 を中南米 4カ国の歯学教育事情視察へ

24 日間 の 日程 で 派遣

10.11 協 会 の海外協力事 業 の一環 と してス ウェーデ ン・ル ン ド大学 D.

Bratthall教授等 を迎 え講演 会 ・講習会 を開催

1.16 第 4回管 理 運 営 研 修 会 (13大 学 37名 参加 、文 部省 川村 医 学

教育課長 「高等教育 の整 備計 画 と今後の歯学教育」) を実施

3.30 第 10回総会 「私立歯科大 学等 における歯科医師養成 と今後 の

歯 学教 育 等 につ い て 」外 を審議

3.30 学 長会議 ・入 学 問題 特 別 委 員会 及 び経営部会 の合 同会 議 (文

部省川村 医学教育課長、 北橋 企 画調整 課長 を迎 え当面 の医科

系 大 学 等 に係 る諸 問題 につ い て見解 を聞 く) を開催

昭和 56 (1981) 年 度

4.8 「歯科 医師養 成 と今 後 の歯 学教 育 につ いて (歯科大 学 歯学 部

の新増設反対 )」文部大 臣等 に会 長名 で要 望書提 出

昭 和 55 (1980) 年 度

6.5 第 58回 国 際 歯 科 学 会 (IADR) 総 会 が 日

本 初 の 開催 (大 阪 ロ イヤル ホ テ ル で 50余

か 国、 約 2000人 が参 加 )

7. 9 厚 生大 臣、 老 人 保 健 医 療 制 度 の 新 設 とそ

の 財 源 と して 老 人福 祉税 (目的税 )構 想

を発 表

8.16 厚 生省、「医薬 品の製 造管 理及 び 品質管理

規 則 」 を制 定

10.9 日本 歯 科 医 師会 、 歯大 増 設 反 対 決 議 書 を

文部大 臣 に提 出

1.21 中央労働 基 準 審 議 会 、 「労働 時 間 の特例 廃

止 につ い て」 を答 申 (商 業 ・サ ー ビス 業

の 9時 間労 働 制 を 8時 間労 働 に移 行 )

3.5 厚生省 、昭和 55年死 亡順 位 の 第 1位脳 卒

中か らが ん に交 替 と発 表

昭和 56 (1981) 年 度

6.11 医療 関 係 者 審 議 会 歯 科 医 師 部 会 、 歯 科 医

師 国家 試 験 につ い て 意見 書 提 出 (常 設 の
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6.29 歯学 教 育委 員会 ・学 生補 導委 員会 合 同部会が 「歯科 医師 国家

試験 の改革案及 び歯科 医師養成 と歯学教育等」 を協議

7.24 第 4回海 外 研 修 団 を大 洋 州 3カ国 の歯学 教 育 事情 視察 へ 24日

間 の 日程 で 派 遣

7.28 第 3回付 属病 院管 理 運営事 務研 修 会 (世話大 学 ・日本 大 学歯

学部 、24名参加 ) を実施

8.3 「私立歯科大 学 に対 す る国庫助成 の拡充 に関す る要 望書 」 を森

喜 朗 文 教 部 会 長 、 海 部 俊 樹 文 教制 度調査 会長宛 提 出

8.8 「私立大 学 退職 金財 団」が発足。設立 当初 の理事 に白数 会 長、

監 事 に松 宮 副 会 長 が就 任

1.19 第 5回管理運営研 修会 (私学振興財 団研修室、33名が参加 )

3.30 第 12回総会 「昭和 57年度収支 予算 案 につ いて」外 を審議

昭和 57 (1982) 年 度

7.21 第 4回付属病院管理運営事務研修会 (世話大学 ・城西歯科大学、

22名 の参加 ) を実 施

8.5 「私立歯科大学 に対す る国庫助成の拡充 に関す る要 望書 」 を石

橋 一弥 文 教 部 会 長 、 海 部 俊 樹 文 教 制 度調査会 長 に提 出

8.11 第 5回海外研 修 団 8名 を韓 国の歯学教 育事情視察へ 8日間の

日程 で 派 遣

1.24 第 6回管 理 運営 研 修 会 (15大学 41名 が参加 、文 部 省 奥 田與

志清 私学 振興 課 長 を迎 え 「今 後 の私学助成 と昭和 58年 度予算

につ いて 」) を実 施

3.31 第 14回総会 「病 院部会 に委 員 会 (医療対策 ・臨床教育)設置 」

外 を審議

昭和 58 (1983) 年 度

7.21 第 5回付属病 院管 理運営事務研修会 (世話大学 ・大阪歯科大 学、

24名 参加 ) を実施

1.24 第 7回管 理運営研 修 会 (13大学 33名が参加)

昭和 59 (1984) 年 度

6.28 第 17回総 会 「文 部 省 佐 藤 医 学 教 育 課長 を迎 え歯学 行 政 に係 わ

る当面の問題」等 を開催

7.19 第 6回付属病院管理運営事務研修会 (世話大学・東京歯科大学、

26名 参加 ) を実施

10.3 第 2代 協 会 会 長 に石 川 堯 雄鶴 見大 学 歯学 部長 が就 任

1.23 第 8回管 理 運 営研 修 会 (14大 学 46名 が参加 、厚 生 省 吉 崎 健

康 政 策局 長 、 三 井 歯 科 衛 生課 長 を迎 え) を実 施

3.28 第 19回総会 「第 6期 協会役 員 として会長石川堯雄、副 会長高

木圭二郎 ・小 出忠孝 北 川正夫 専務理事宮 田侑、常務理事

渡 邊 冨士 夫 滝 口久 久 田太 郎 を選任 」外 を審議

•
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専 門機 関 の発 足 、 試 験 問題 の プ ール 制 導

入 、 秋 の 試 験 を廃 止 )

1.8 歯 科 技 工士 法 一 部 改 正 法 公 布 (都 道 府 県

知 事 免 許 か ら厚 生 大 臣免 許 に改 正 、4.1施

行 )

1.16 共 通一 次試験 に私大 も初 参加

3.10 日本 歯科 医 師会、 「歯科 医療 過密 ・過疎 対

策 の 展 望 (歯 科 大 学 歯 学 部 の定 員 削 減

を含 め た歯 科 医 師養 成 計 画 等 の抜 本 的施

策の早期実施要望)」 を厚生大 臣に提 出

3.17 厚生 省、唇 顎 口蓋 裂 患 者 の 歯列矯 正治 療

に健保適 用 (4.1実施 )

3.23 文 部 省 、 大 学 設 置基 準 ・短 期 大 学 設 置 基

準 改 正 (大学 ・短 大 間の単位 互換 等 )

昭 和 57 (1982) 年 度

7.9 「歯科 医 師 国家試験委 員会」発足

8.17 老 人保 健 法 公布 (70歳 以上 の医療 費 無料

廃 止、一 部 自己負担 導 入 、昭和 58.2.1施 行)

9.8 厚 生省、人 口 30万 人未満 の市 町村 を対象

に歯 科 在 宅 当番 医制 を発 足 (歯科 医 の休

日夜 間診療網 の整 備 )

9.17 解 剖 学 教 育 の献 体 者 遺 族 に文 部 大 臣 か ら

感 謝 状 を贈 呈

10.22 歯科 医師 国家試験 制 度改 善委 員会 (昭和

57年 7月設 置)、 中 間報 告 を発 表 (試 験

問題 の プ ール 制 導 入 、 出題 基 準 の作 成 な

ど)

昭和 58 (1983) 年 度

11.14 第 71回 FDI(国際 歯科 連 盟 ) の世 界歯 学

大 会 が 東 京 で 開 催 (ス ロ ー ガ ンは 長 寿 の

た め の 歯学 )

昭和 59 (1984) 年度

5.29 厚 生 省 、 将 来 の歯 科 医 師 需 給 に関 す る検

討委 員会 を設置

7. 1 文 部 省機構 改革 (管 理 局、大 学 局 を廃 止

し高 等 教 育 局 に私 学 部 を新 設 )

11. 「新 ・歯学 教 授 要 綱 」 の 改 訂 が 歯 科 大 学 学

長 会 議で承認

12.19 将来 の歯科 医師 需給 に関す る検 討 委 員会、

中 間 意見 を具 申 (平 成 7年 を 目途 に歯 科

医師新規 参入 を最低 20%削減 、当面、 昭

和 62、 平 成 元 年 度 に歯 科 医 大 の 入 学 定 員

10%削 減 を提言 )

1.21 文 部 省 、 歯 学 教 育 改 善 会 議 設 置 (入 学 定
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員 の あ り方 等 の審議)

昭和 60 (1985) 年 度

6.7 協 会 は、 文 部 省 に歯 学 部 定 員削 減 で 国公立大 学 歯 学 部 の削 減

を昭 和 61年 度 か ら先 行 実 施 す る等 の 申入 書 を提 出

昭和 60 (1985) 年 度

6.26 文 部 省 臨 時 教 育 審 議 会 、 教 育 改 革 に 関 す

る第 一 次 答 申 (個 性 重 視 の原 則 等 8項 目

挙 げ る)

進 医療 につ い て意 見 交換

6.13 第 2回 病 院 部 会 で 厚 生 省 の 宮 武 歯 科 医 療 監 理 官 を 迎 え 高 度 先
8.-- 日本 歯 科 医 師 会 、 「歯科 医 師定 員 増 対 策 の

早 期 対 応 につ い て 」 文 部 省 に要 望 書 を提

出6.27 第 20回総 会 「新 國俊 彦副 会 長 に感 謝状 を贈 呈」外 を審 議

7.11 第 7回付 属 病 院 管 理 運 営 事 務研 修 会 (世 話 大 学 ・鶴 見 大 学 歯

学部 、 15大 学 16学 部 研 修 人員 30名 が参 加 ) を実 施

1.21 昭和 60年度 (第 9回)管理運営研 修会 (15大学 45名参加、「私

立 歯 科 大 学 等 の現状」 な どにつ い て) を実 施

3.27 第 21回総会 「文 部省佐藤 國雄 医学 教 育課長 を迎 え (歯学教 育

上 の諸 問題 につ い て) 講 演 」外 を審議

昭和 61 (1986) 年 度

7.11 第 8回付 属 病 院 管理運 営 事 務研 修 会 (世 話大 学 ・岩 手 医科 大 学 、

15大 学 16学 部、研修 人員 29名参加 ) を実施

1.26 第 10回管 理 運営研 修 会 (15大 学 51名 参加、厚 生 省三 井 歯科

衛生 課 長 を迎 え 「入 学 定 員削 減 お よび卒 直 後研 修 等 当面 の 間

題 につ いて」研 修 ) を実 施

昭和 62 (1987) 年 度

5.14 第 1回 臨 時 広 報 委 員 会 を開催 、 「私 立 17歯 学 部 の 歯 学 教 育 の

実 際」 の統一 テ ーマ と して 共 同広 報掲 載 を取 りまとめ

6.1 財 団法 人 歯 科 臨 床 研 修 振 興 財 団 (公 私 立 歯 科 大 学 付 属 病 院

等 に お い て 実 施 され る歯 科 臨 床 研 修 に対 す る助 成 等 を 目的 )

が厚 生 大 臣 の認 可 を受 け発足

7.23 第 9回付 属 病 院管理 運営 事務研 修 会 (世話大 学 ・東 日本 学 園

大学、 15大 学 17学 部 研 修 人員 30名参加 ) を実 施

1.25 第 11回管 理 運営 研 修 会 (15大 学 51名 が参加 ) を実 施

昭和 63 (1988) 年 度

4.22 昭和 63年 度 第 1回理事会 において 「歯科 医師需給 問題 に対応

す る た め、 大 局 的 見 地 か ら、 昭和 61年 度 入 学 定 員 総 数 (2400

人 ) を、 日本 私 立 歯科 大 学 協 会 と して、 自主規制 に よ り昭和

64年 度 (平 成 元 年 度 ) 以 降 20%減 じた数 を募 集 人 員 とす る。」

こ と を 申 し合 わせ た 。

*経 過措 置 と して 昭 和 62・63年 度 は 10%減

61.4.21 昭和 61年度第 1回理事会

62.4.25 昭和 62年 度第 1回理 事会

5.18 「入試対 策 臨時広報委 員会」 を設置 し共 同広報掲載 を決 定

6.28 第 26回 臨 時総 会 「一 般 歯科 医養 成 事 業 関連」外 を審議

12.27 医療 法 改 正 法 公布 (一 人 医 師 医療 法 人 の

設 立 を認 め 、 都 道 府 県 に よ る医 療 計 画 の

策 定 、 医 療 法 人 の 役 員 及 び 指 導 監 督 規 程

の 整 備 )

3. 1 「特 定承 認 保 険 医 療 機 関 」 お よび 「高 度 先

進 医 療 制 度」 等 の実 施

昭和 61 (1986) 年 度

4.- 歯科 医 師 国 家 試 験 年 1回 に

8.14 文 部 省 、 「歯 学 教 育 調 査 研 究 協力 者 会 議 」

の 中間 まとめ (20%削 減 は概 ね妥 当)

10. 8 厚 生 省 、 昭和 62年 度 概 算 要 求 に 「一 般 歯

科 医 養 成 ・研 修 医養成研 修 費補 助 金 」 を

計上

昭和 62 (1987) 年 度

8.7 臨 時 教 育 審 議 会 、 第 四 次 答 申 (教 育 改 革

を進 め る重 要 な 視 点 と して 個 性 重 視 の 原

則 、 生 涯 学 習 体 系 へ の 移 行、 変 化 へ の対

応 を強 調 )

9.8 文 部 省、 歯学 教 育 の改 善 に関す る調 査研

究 協 力 者 会 議 最終 ま とめ (カ リキ ュ ラム、

教 育体 制 の改 善、 学生 数 は 20%程 度の抑

制 を提言 )

9.10 文 部省 、 大 学 審 議 会 設 置

昭和 63 (1988) 年 度

5.17 第 81回 歯 科 医 師 国 家 試 験 (昭 和 63年 )

は 昭和 49年 以 来 最 低 の合格 率 84.4%

7. 1 文部 省機構 改 革 (生 涯 学 習 局 設 置 )

7.1 厚生 省 機構 改 革 (大 臣官房 に老 人保 健福

祉部 を設 置等)

12.15 文部省、昭和 63年版教育 白書 「我が 国の

文教 施 策一 生 涯 学 習 の 新 しい展 開 」 を発

表

12.19 文 部省 、大 学 審 議 会 「大 学 院制 度 の弾力

化 につ い て」 答 申 (とび級 、独 立 大 学 院

の 設置、夜 間大 学 院設 置 等 )

3.15 厚 生省 、 昭和 63年 版厚 生 白書 「新 た な高
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7.21 第 10回付 属病 院管理運営事務研 修会 (世話大学 ・福 岡歯科大

学 、 15大学 16学 部 29人参加 ) を実 施

齢 者 像 と活 力 あ る長 寿 ・福 祉 社 会 を め ざ

して」 を発 表

3.27 第 27回総 会 で 、 第 3代 協 会 会 長 に小 出忠 孝 愛 知学 院 学 院長 ・

大 学長 を選任

平 成元 (1989) 年 度 平 成 元 (1989) 年 度

6.30 第 28回総 会 「歯科 大 学等 の入学定 員削 減 につ いての国立大学

の対 応 を所 管 省へ 要 望 」外 を審 議

1.13 文 部 省 、 初 め て の大 学 入 試 セ ンタ ー 試 験

実 施

7.20 第 11回付 属 病 院管 理 運 営 事 務 研 修 会 (世 話大 学 愛 知 学 院 大

学 歯学部 、15大 学 16学 部か ら 32名 が参加) を実施

1.23 第 12回管 理運営研 修 会 (15大 学 47名参加) を実施

平 成 2 (1990) 年 度

7.12 第 12回付 属 病 院管 理 運営 事 務 研 修会 (世話 大学 日本 大 学松

戸 歯学 部 「臨床 研 修 指 定 機 関 の拡 大 基 準 ・運 用 方針 につ い て 」

外 を研修 ) を実 施

平 成 2 (1990) 年 度

2.8 文 部 省 、 大 学 審 議 会 答 申 「大 学 教 育 の改

善 につ い て」 「学位 制 度 の見 直 し及 び大 学

院 の評 価 につ いて」 「学位 授 与 機 関 の創 設

につ い て 」 等

平 成 3 (1991) 年 度平 成 3 (1991) 年度

6.11 財 団 法人 歯 科 臨床 研 修 振 興 財 団 を改 組 し、 名称 を財 団法 人 歯

科 医療研 修 振興 財 団 に改 称

4.1 文 部 省 、 入 学 定 員 削 減 数 歯 学 部 658名

(19.5%減 ) の達 成 状 況 を発 表

平 成 4 (1992) 年 度 平 成 4 (1992) 年 度

7.16 第 14回付 属 病 院管 理 運営 事 務 研 修 会 (世話 大学 日本 歯 科 大

学 新 潟歯 学 部 ) を実 施

• 6.18 医 療 法 改 正 案 が 成 立 (薬 剤 師 ・看 護 婦 が

医療 の担 い手 に)

3.30 賛 助 会 員 お よび 歯科 関 連企 業 との懇 談 会 を開催

平 成 5 (1993) 年 度

7.15 第 15回付 属病 院管 理 運営事務研 修会 (世話大学 ・奥羽大学、「医

療 法改正 に伴 う院 内掲示 に関す る件 」外 を研 修) を実 施

3.10 協 会 事務 所 を東 京 都 千 代 田 区九 段 南 3-3-4ニ ュー ライ フ ビル 内

に移 転

平 成 6 (1994) 年 度

6.2 第 1回事 務 職 員研 修 会 を リクル ー トの 小柳 恵 一 トレー ナ ー を

迎 え 14大学 28名 が参 加、 2日間 にわ た っ て 開催

•7.21 第 16回付 属 病 院管理 運営事務研 修 会 (世話大学 昭和大学 歯

学 部 ) を実 施

10. 5 第 1回 日本 私 立 歯 科 大 学 歯 学 部 付 属 病 院 歯科技工士 協 議 会
(世話 大学 愛 知 学 院 大 学 ) を 開催

11.21 第 1回私 立 歯科 大 学 歯 学 部付 属 病 院 歯科衛 生士 連絡 協議 会

を 開催

平 成 7 (1995) 年 度

6. 1 第 2回協 会事 務職 員研 修 (14大学 24名参加 ) を実施

7.20 第 17回付 属 病 院管 理運 営 事 務研 修 会 を実 施 (世話 大学 日本

平 成 5 (1993) 年 度

9.14 厚生 省 、 「歯 科 医師養成 の在 り方 に 関す る

検 討 会 」初 会合

9.16 文 部 省 、 大 学 審議 会 報 告 (平 成 7年 度 か

ら推 薦 入試 合格 者 は定 員 の 3割 まで )

平 成 6 (1994) 年 度

6.28 大 学 審 議 会 組 織 運 営 部 会 、 大 学 運 営 の 円

滑 化 につ いて 「学長 の指 導 力 強化 」 を提

言

9.21 日本 歯科 医 師 会、平 成 8年 度 の医 療 法 改

正 に合 わせ 卒 直 後 の 臨床 研 修 早 期 法 制 化

に 向 け決議

平 成 7 (1995) 年 度

11.28 厚 生 省 、 歯 科 医 師 養 成 の 在 り方 に 関 す る

検 討委 員会 は、「臨床研修 を歯科医師法上
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に当面 1年以上の努力義務規 定化 」提 言

1.26 歯 科 医 療 研修 振 興 財 団 が 第 1回 「一 般 歯科 医養 成研 修 指 導 医

講 習会 」 を開催

3.27 厚生 省、診 療 科 名 標 榜 専 門委 員会 は 6月

か ら歯科医業 は 「歯科 口腔外科」 を追加

平 成 8 (1996) 年度平成 8 (1996) 年度

5.16 第 1回教 務研 修 会 を開催

6. 6 第 3回事 務職 員研 修 を開催

10.17 第 18回 附属 病 院管 理 運営 事 務研 修 会 を開催 (世話 大 学 :朝 日

大 学 歯学 部 )

3.28 協 会設 立 20周 年記念 祝賀会 を開催

平 成 9 (1997) 年 度

4. 1 昭和 大 学 昭和 大 学 医 療 短 期 大 学 が 開学

4. 1 昭和大 学 歯学 部 歯 学 部 長 に須 田立 雄教 授 が就 任

4. 1 北 海道 医 療 大 学 歯 学 部 第 7代 歯 学 部 長 に 武 田正 子 教 授 が就

1.

4. 1 福 岡歯科大学 福 岡医療短期大学 歯科衛生学科)が開学

4.15 昭和 大 学 創 立 70周 年 記 念 な らび に昭和 大 学 病 院 中央 棟 竣工

記 念 祝 賀 会 を 開催

5.8 第 2回 教 務 研 修 会 を 開 催

5.23 大 阪歯科 大 学 創 立 85周 年 お よび新 キ ャ ンパ ス完成 記 念 式 典

を挙 行

5.27 朝 日大 学 理 事 長 に宮 田侑 常 務 理 事 が 就 任

5.27 明 海大 学 理 事長 に宮 田侑 常 務 理 事 が就任

6.21 歯 科 医 師 法改 正 「臨床 研 修 の 努 力 義 務 規

定 化」 が 公布 され、8月 20 日に施 行

8.12 厚 生 省、 標 榜 診 療 科 名 、 歯 科 医 業 に 「歯

科 口腔外科」追加 を 9月 1日か ら施行

平 成 9 (1997) 年 度

4.1 厚 生 省、 歯科 臨床研 修 施 設 の受 け入 れ 施

設 につ い て、 全 国 73カ所 を指 定

4.1 消 費税 率 5%実 施

4. 1 労働 省、 猶 予 措 置 の 対 象 事 業 所 に つ い て

も 「週 40時 間労働制」 を全 面 的 に実 施

6.5 大 学 設 置基 準 の 一 部 改 正、 施 行 (期 間 を

付 した入学定員の期 限 を延 長 )

6.16 厚 生 省、 患 者 負 担 増 を求 め る 「医療 保 険

改 正法 」成 立 (9.1施 行 )

6.17 厚生省 「臓 器移植 法 」が成 立 (10.16施 行 )

6.25 厚 生 省 、診 療 報酬 明細 書 (レセ プ ト) の

患 者 本 人へ の 開示 を認 め る

6.26 労働省 「65歳定年」政策 を提言 (厚生年

金支 給 65歳、平 成 13年 以 降引 き上 げ対応 )

10.3 文 部 省 、 大 学 改 革 調 査 を 公 表、 9割 の 大

学 が カ リキュ ラム改 革、 自己点検 評価 導

入 8割、外 部評価 の公表 27校

6.1 朝 日大学歯学部 附属病 院で総合診療科の診療 を開始

6.5 第 4回 事 務 職 員研 修 を 開 催

6. 9 明 海大 学 歯 学 部 文 部 省 が、 歯 学 共 同研 究 セ ン ター をハ イ テ

ク ・リサ ー チ セ ン ター に選 定

6.16 鶴 見 大 学 放送大 学 と単位 互換 に関す る協 定 書 を調 印

7.4 日本歯科 大 学 オ ー ス トラ リア ・アデ レー ド大 学 歯 学 部 と姉

妹校 協 定 提携

7.7 日本 歯科 大 学 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ・オ タ ゴ大 学 歯 学 部 と姉妹

校 協 定 提 携

7.30 協 会 設立 20周 年 記念 誌 (『20年 の あ ゆみ と展望』) を発 行

9. 1 日本 歯科 大 学 新 潟 歯 学 部 ア イ ヴイ ホ ール竣工

10.1 愛 知学 院大学 小 出学長 が文部省大学審議会委 員 に再任

10.16 第 19回 附属 病 院管 理 運 営 事務 研 修 会 を開催 (世 話 大 学 神 奈

川歯科 大 学 )

10.27 大 阪 歯 科 大 学 学 園 都 市 を 目指 し、 枚 方 市 内 で 6大 学 と連 携

が ス タ ー ト

11.15 大 阪 歯科 大 学 佐 川寛 典 理事 長 ・学長 の北 京 医科 大 学 名誉 教

12.9 「介 護保 険法」成 立 (平 成 12年施行 )

12.12 「精 神 保健福 祉士 法 」成 立 (平 成 10.4.1施 行)

12.12 「言語聴 覚士 法」成 立 (平 成 10.9.1施行 )

3.31 大 学 設 置 基 準 の 一 部 改 正 (多 様 な メ デ ィ

ア を高 度 に利 用 した授 業 の基 準 上 の 位 置

付 けを明確 に した)、 同 日施 行
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授 称 号 授 与式 な らび に 日中友 好 歯 学 セ ンター 開所 式 を北 京 医
科 大 学 で 挙 行

1.1 第 4代 会 長 に佐 川 寛 典 大 阪歯科 大 学 理 事 長 ・学長 が就 任

2.20 東 京歯科大学 「歯科 医学教 育発祥之地」記念碑 を建立

平 成 10 (1998) 年 度

4. 1 鶴見大学歯学 部 歯 学 部 長 に栁 澤慧 二 教 授 が就任

4. 1 愛 知 学 院 大 学 歯 学 部 大 学 院 歯 学 研 究 科 が 文 部 省 学 術 フ ロ ン

テ ィ ア推進拠点 に採択
4. 1 愛 知学 院大 学 歯 学 部 附 属 病 院 西 館 が完 成

4.2 日本 歯科 大 学 姉 妹 校 タ イ ・マ ヒ ドン大 学 か ら第 8回訪 問 学

生 6名受 け入 れ

4.27 福 岡 歯科大 学 学 術 フ ロ ンテ ィ ア推 進拠 点 に選定

4.27 大 阪 歯科 大 学 中央 歯 学 研 究所 が文 部 科 学 省 ハ イテ ク ・リサ ー

チ ・ セ ン ター整 備 事 業 に選 定 さ れ る

6. 1 北 海 道 医療 大 学 情 報 セ ンター を設 置

6.4 第 5回 事務職 員研 修 を開催

6.18 岩 手 医科 大 学 創 立 70周 年 記 念式 典 を挙 行

6.20 日本大 学松 戸 歯学 部 学 部 後 援 会 が 発 足

9.6 大 阪 歯科大 学 カ リ ヨ ンベル コ ンサ ー トを開催

10.15 第 20回附 属病 院管 理 運 営 事 務 研 修 会 を開催 (世 話大学 日本
大 学 歯 学 部 )

12.4 賛助 会 員 お よび 歯科 関 連企 業 との 合 同研 修 ・懇 談 会 を開催

1.6 松 本歯科 大 学 第 6代 理 事 長 に三溝 政 之 進 理事 が就任

1 .
- 日本 大 学 松 戸 歯 学 部 マ ル チ メ デ ィ ア 歯 科 教 育 シ ス テ ム を導

入

2.5 日本大学 歯 学 部 歯 学 部 長 に戸 田善 久教 授 が就 任

2.18 鶴 見大学 歯学 部 タイ・ タマ サ ー ト大 学 歯学 部 と学術交流協

定 を締結

2.26 日本 歯科 大 学 新 潟 歯 学 部 先 端 研 究 セ ンター竣工 ・開所 式 を

挙 行

3.1 東京 歯科 大 学 井 上裕 理事 長 が 国際 学友 会 会 長 に就 任

3.10 日本歯科大学 国際姉妹校連合第 6回会議 をカナダ ・バ ンクー

バ ー で 開催

3.18 大 阪歯科 大 学 大 学基 準 協 会 の 「相 互評 価 」 認 定 を受 け る

平 成 11 (1999) 年 度

4. 1 昭和 大 学 歯 学 部 歯 学 部 長 に山縣 健 佑 教 授 が就任

4. 1 明 海大学 学 長 に高 倉 翔 副 学 長 が就 任
4. 1 明 海 大 学 歯 学 部 生 涯研 修 部 を設 置 し、 姉 妹 校 の UCLA ・朝

日大 学 との ジ ョイ ン トに よ る生 涯研 修 プ ロ グ ラ ム を 開始

関 連 事 項

平 成 10 (1998) 年 度

5.28 厚 生 省 、 歯 科 医 師 新 規 参 入 の 10%削 減 を

提 唱

6.9 政 府 、 1府 12省庁 平 成 13年 ス ター ト (当

時 22省 庁 ) を決 定

6.9 厚 生 省 「カル テ開示 法制 化 」 を提言 (カ

ル テ等 の 診 療 情 報 の 活 用 に関 す る検 討 会

で 患 者 へ の 開示 提 言 )

8.6 文 部 省発 表 、平 成 10年不 況直撃 で大 学就

職 率 最低 の 65.6%

8.15 文 部 省発 表 、セ メス ター制 (学期完結授 業)

採 用 大 学 404校 7割 に (国 立 87.公 立

41.私 立 276校 )

8.28 厚 生 省発 表 、平 成 9年 平 均寿 命女性 83.82

歳 ・男性 77.19歳

9.17 生 涯 学 習 審 議 会 、 答 申 「社 会 の変 化 に対

応 した今 後 の社 会 教 育 行 政 の 在 り方 につ

い て 」

9.18 厚生 省、 平 成 11.4か ら 「精神 薄弱 」 の用

語 を廃 止 し、 「知 的 障 害 」 に改 正

9.21 中央 教 育 審議 会、 答 申 「今 後 の地方教育

行 政 の在 り方 につ い て 」

9.30 厚 生 省、病 院薬剤 師配置 に新基準 (一般

入 院 患 者 70人 に 1人)

10.26 大 学 審議 会、 答 申 「21世紀 の大 学 像 と今

後 の 改 革 方 策 につ い て ～ 競 争 的 環境 の 中

で個性 が輝 く大学～ 」

11.22 政府、 国立大 学 の独 立 法人化平成 15年 ま

で に方 針 決定

1.12 日本 医 師 会 の 診 療 情 報 提 供 に 関 す る ガ イ

ドライ ン検 討委 員会、「患者 の求 めが あれ

ば原則 と して 開示 に応 じる」指針 公表 (平

成 12.1か ら始動 )

3.31 学 校 教 育 法 施 行規 則 等 の一部改 正、 施 行

(秋 季 入学 の導 入規 定 を改 正 した こ と等 )

平 成 11 (1999) 年 度

4. 1 労 働 省 、 介 護 休 業 制 度 等 が す べ て の事 業

主 に義務化 (「育児休業 、介 護休 業等育児

又 は家 族 の 介 護 を行 う労 働 者 の福 祉 に関

「す る法律」施行)

4.1 学 校 教 育 法 等 の 一 部 改 正 、 施 行 (専 修 学

181
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4.1 北 海道 医療大 学 第 4代 学長 に廣重力 前北大総長 ・大学入試

セ ン ター所 長 が就 任

4.1 北 海 道 医療 大 学 歯 学 部 第 8代 歯学 部 長 に松 田浩 一 教授 が就

任

4. 1 日本 大 学 歯 学 部 高度先 進 医療 専 門委 員会 を開 催

4. 1 日本 歯科 大学 歯学 部 歯学部長 に古屋 英毅 教授 が就 任

4.1 東京歯科 大学 市 川総合病 院 に 「地域 医療 支援室」 を開設

4.1 松 本歯科 大学 第 4代 学長 に和 田卓郎教授 が就任

4.2 昭和 大 学 昭和 大 学 病 院 附属 東 病 院 開 院披露 祝 賀 会 を開 催

4.22 北 海道 医 療 大 学 歯 学 部 ア メ リカ・ニ ュー ヨー ク州 立 大 学 バ ッ

フ ァロー校 歯学 部 と学 術 教 育 交 流 の合 意書 を締 結

4.-- 日本大学松戸 歯学 部 附属病院 に新 しい診療 科 が 3科 (イ ン

プ ラ ン ト診療 科 、 顎 関節 咬 合診療 科 口腔 健 康 管 理科 )加

わ る

5.1 朝 日大 学 歯学 部 オ ー プ ンベ ッ ドを附属村 上 記 念 病 院 に導 入

5. 1 愛 知 学 院 大 学 小 出 学 長 が 文 部 省 大 学 設 置 ・学 校 法 人 審 議 会

委 員 に再 任

6.27 大 阪 歯科 大学 佐 川寬典 理事長 ・学 長 が ロ シア共 和 国聖 ス タ

ニス ラ フ勲 章 を受章

7.31 福 岡歯科 大 学 同 窓会 20周 年記念 講 演 ・式 典 ・祝 賀 会 を開催

9.8 日本 歯科 大 学 新 潟 歯 学 部 姉妹校 台湾 中 山医学 院 か ら学 生

5名 が 2ヵ 月 間 臨床研修の た め 来校

9.15 東京 歯科 大 学 歯科衛 生士専 門学校創 立 50周 年記 念式典 を挙

行

10.10 大 阪 歯 科 大 学 Y2K に係 わ る病 院情 報 シス テ ム の シ ミュ レー

シ ョ ン を実 施

10.14 第 21回 附 属 病 院 管 理 運 営 事務研修 会 を開催 (世 話 大 学 :明 海

大 学 歯 学 部 )

10.15 愛 知 学 院 大 学 歯 学 部 中 国 ・北 京 医科 大 学 口腔 医 学 院 と友 好

提携

10.25 大 阪歯科 大 学 佐 川寛典 理事長 ・学 長 が 日本 文 化 振興 会 社会

文化 功労 賞 を受賞

11.18 第 3回教 務研修 会 を開催

12. 1 岩 手 医科 大 学 歯学 部 先 進歯科 医療 研 究 セ ンター を設 置

12. 1 日本 歯科大学歯学部 附属病院に 「歯科 人 間 ドック」 を開設

12. 1 朝 日大 学 歯学部 附属病 院 に新診療科 (口腔 イ ンプ ラ ン ト科 、

障 害 者 歯 科 ) を開設

12.10 朝 日大 学 歯学部 附属村 上記念病 院 に最新 の MRIを導 入

12.17 日本 大 学 松 戸 歯 学 部 谷 津三雄 名誉 教授 が 日本 歯科 医学 会 会

関 連 事 項

校 の 専 門課 程 で 修 業 年 限 が 2年 以 上 で、

課 程 修 了 に必 要 な 総 授 業 時 間数が 1,700時

間 以 上 の 修 了 者 が 大 学 に編 入 で き る こ と

に した )

6.11 厚生 省、 出生 率 1.38 (平 成 10年 度 人 口動

態 統 計 ) で 最 低 を更 新 し、 少 子 化 が 止 ま

らず と発 表

8.31 学 校 教 育 法 施 行 規 則 の 一 部 改 正 (大 学 院

お よび 専 攻 科 の 入 学 に 関 し、 大 学 を卒 業

した者 と同 等 以上 の 学 力 が あ る と認め ら

れ る者 の指 定 改 正、 医歯 学 系 で も飛 び級 )

9.14 大 学 設 置基 準 、 大 学 院 設 置 基 準 の 一 部 改

正 施 行 (自己点検 、 自己評 価 の実施 お よ

び結果 の 公 表 を制 度化 )

9.20 文 部省 、 国立 大学 の 法 人化検 討 を発 表

11.2 文 部 省 、 中教 審 中 間報 告 、 入 試 改 革 の 多

様 化 促 す (AO 入 試 高 校 教 員 の 大 学 で

の補 習授 業 実 施 な ど提言 )

3.3 中央 社 会 保 健 医療 協 議 会 、診療 報酬 改 定

に つ い て 答 申 (入 院 基 本 料 の新 設 な ど、

実 質 0.2% の プ ラ ス 改 定 )
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長 賞 を受賞

1.20 東 京 歯科 大 学 「脳 科 学 研 究 施 設 」 を開所

2.3 日本大 学 歯学 部 口腔 診 断学 講 座 を設 置

3. 1 鶴見 大 学 歯 学 部 イ ギ リス ロ ン ドン大 学 ク イ ー ンメ リー &

ウエ ス トフ ィール ド校 と学術 交 流協 定 を締 結

平 成 12 (2000) 年 度

4.1 神 奈 川歯科大学 高次 口腔科学研 究所 を新設

4. 1 福 岡 歯科 大 学 福 岡 医 療 短 期 大 学 に保 健 福 祉 学 科 を開 設

4. 1 日本 歯 科 大 学 学 長 に 中原 泉 新 潟 歯 学 部 長 が就 任

4. 1 日本 歯 科 大 学 新 潟 歯 学 部 新 潟 歯 学 部 長 に柬 理 十 三 雄 教 授 が

就 任

4. 1 北 海道 医療大 学 基礎 教 育 部 を廃 止 し、 各 学 部 に分 属

4.1 北 海道 医療大学 NICEセ ンター を開設

4.5 愛 知 学 院 大 学 歯学 部 モ ンゴル 国 立 医 科 大 学 と姉 妹校 提 携

4.- 日本 大 学 松戸 歯学 部 一 年 次 生 歯 科 医療 施 設 見学 を実 施

5.9 岩手 医科大学 大堀勉 理事長 が勲 二等瑞宝章 を受章

5.17 明 海大学 創 立 30周 年 記 念式 典 を挙 行

6.7 奥 羽大 学 歯学 部 交通 安 全 講 習 会 を開催

6.8 大 阪 歯科 大 学 ODU ウ ェル ネ ス ホ ール起 工式 を挙 行
6.21 鶴 見 大 学 歯 学 部 ス リ ラ ン カ ペ ラデ ニ ア大 学 歯 学 部 と学 術

交 流 協 定 を締 結

6.28 東京 歯科大学 水 道橋 校 舎増築棟 竣工式 ・見学会 な らび に祝

賀 会 を開催

7. 1 朝 日大学 歯学部 附属 病 院 にデ ビッ トカー ドシステム を導入

7.10 日本歯科 大 学 理事 長 に中原泉 学 長 が就任

7.26 日本 歯科 大 学 歯学 部 日本 学術 会 議 会 員 に小林 義典 教授 が 当

選

8.31 福 岡 歯科 大 学 福 岡 歯 科 学 園 の 新 世紀 へ 向 け て の 将 来構 想 を

決定

9.20 愛 知 学 院 大 学 歯学 部 第 32回全 日本 歯科 学 生 総 合 体 育 大会 で

昨 年 に続 き総 合 優 勝

9.27 日本歯科大学新潟歯学 部 女子学生寮 (新潟寮)改築竣工

10.12 第 22回 附 属病 院 管理 運 営 事務 研 修 会 を開催 (世 話大 学 :大 阪

歯科 大 学 )

10.19 東 京 歯 科 大 学 井上 裕 理 事 長 が 参 議 院議 長 に就 任

10.26 鶴 見大学 歯学部 創 立 30周年記念式 典 ・祝 賀会 を挙行

11.30 福 岡 歯 科 大 学 附属 病 院 病 棟 増 改 築 工事 が 完 了

11.- 日本大 学松戸 歯学 部 国際マ ウスゲ ノム会 議 で清水 邦彦助手

が受賞

平 成 12 (2000) 年 度

4.1 厚 生 省 、 介 護 保 険 制 度 ス ター ト (40歳 以

上 の 国民負担、 対 象 260万 人)

6.9 大 学 基 準協 会 、今 後 の大 学 評価 の在 り方

につ い て の提 言 「大 学 評 価 の 新 た な地平

を切 り拓 く」 を発表

7.15 厚生省 「看護職員の需給 に関す る検討会」

を設 置 (質 の 高 い看 護、 平 成 13年 度 か ら

5年 間 )

8.11 厚 生 省 、 年 間 医療 費 1人 35万 4000円 と

発 表

8.29 日本 歯 科 医 師 会調 査 、 歯科 衛 生士 養 成 3

年 制 、養 成校 7割が賛 成 (135校 にア ンケー

ト)

9.25 厚 生 省 、 歯科 医 師 臨床 研 修 の必 修 化 や 広

告 規 制 の緩 和 (平 成 18.4研 修 義 務 化)

10.7 文 部省教 育課 程 審議 会 、学 力 の 「絶対評価 」

導 入 を提言

10.21 厚 生 省 、 障 害 者 に 医 師 や 看 護 婦へ の 門戸

(視 覚 ・聴覚障害者へ も、平成 14年度実施)

12.25 厚 生省 「新 た な看 護職 員需給見通 し」 を

発 表 (総需要数平 成 17年度 130万 人)

12.26 文 部 省 中央 教 育 審 議 会、 教 養 教育 「教 育

の根 本」 と定義 し 「教 養 」重 視 を提言

1.6 中央省庁再編 、「文部省」 は 「文部科学省」

に、 「厚 生省 」 は 「厚 生 労 働 省」 に統 合 変

更 (1府 21省庁 を 1府 12省 庁 に)

3.27 文 部 科 学 省 「医学 ・歯 学 教 育 の 在 り方 に

関 す る調 査研 究 協 力 者 会 議 」 報 告 書 「21

世 紀 に お け る 医 学 ・歯 学 教 育 の 改 善 方 策

につ い て 」発 表
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12.14 北 海 道 医療 大 学 学友 会館 が完 成

12.15 愛 知 学 院 大 学 歯学 部 附属 病 院 南 館 が完 成 し、 15の 特 殊 診 療

外 来 を完 備 してあ らゆ る歯科 治療 に対応

1. 1 日本 歯 科 大 学 歯 学 部 大 学 機 構 改 革 を実 施 し臨床 系 講 座 と診

療 科 の 二 元 化 が ス ター ト

関 連 事 項

1.15 日本大 学 松 戸 歯 学 部 中 国 ・武 漢 大 学 口腔 医 学 院 との 学 術 協

定覚書調 印

1.26 愛 知 学 院大 学 小 出学長 が厚 生 労 働 省 医道 審議 会 委員 (歯科

医 師 臨床研 修 部 会 長 ) に就任

2.23 奥羽大 学 歯 学 部 大 学 院 セ ミナ ー を開催

2.28 明海大 学 歯学部 明海大 学病 院医局室 を リニ ュー アル

3. 1 鶴見大 学 歯 学 部 附属 病 院 が 開放型 病 院 (オ ー プ ン シス テム)

と して ス タ ー ト

3.6 日本歯科 大 学 歯学 部 歯科 大 学 歯 学 部 初 の OSCE を実 施

3.17 松本歯科大学 名誉理事長 に矢 ヶ崎 康理事が就任

3.26 奥羽 大 学 歯学 部 平成 12年 度 歯科 医 師 臨床研 修 修 了 式 を挙 行

平 成 13 (2001) 年度

4. 1 鶴見大 学 副 学 長 に栁 澤慧 二教授 が就 任

4. 1 朝 日大 学 学 長 に長坂 信夫 副 学 長 が就任

4. 1 昭和 大 学 横 浜 市北 部病 院 開院式 を挙 行

4. 1 昭和大学 歯学 部 歯学 部 長 に後 藤延 一教 授 が 就 任

4. 1 福 岡歯科 大 学 教 員組 織 を改 組 し大 講座 制 に移 行

4. 1 日本大学 歯 学 部 学 術 フ ロ ンテ ィ ア推進拠 点 に選定

4. 1 日本 歯科 大 学 新 潟 歯 学 部 大 診 療 科 制 に よ る総 合 診療 科 が 附

属 病 院 で ス ター ト

4. 1 松 本歯科 大 学 第 5代 学長 に西 連 寺 永 康 教 授 が就 任

4.7 朝 日大学 創 立 30周年記念式 典 を挙行

5.19 日本 大学松 戸歯学 部 創 立 30周 年 記念 式 典 を挙 行

6. 1 愛 知 学 院 大 学 小 出学 長 が 文部 科 学 省 私 立 大 学 学術 研 究 高 度

化 推 進委員会 の副委員長 に就任

6.8 大 阪 歯科 大 学 創 立 90周 年記 念行事 を挙 行

6. 8 奥羽大学 歯 学 部 献 体 者 合 同慰 霊 式 を挙 行

7. 1 鶴見大 学 歯 学 部 歯学 部 長 に細 井 紀 雄 教 授 が就任

7.3 日本大学 松 戸 歯 学 部 タイ ・タマ サ ト大 学 歯 学 部 との 学 術 協

定覚書 調 印

7. 9 東 京 歯科 大 学 市 川総合 病 院角 膜 セ ンター ・ア イバ ンク ビル

竣工

7.10 朝 日大 学 歯学 部 中 国 ・第 四軍 医大 学 口腔 医学 院 と姉妹校 提

携

平 成 13 (2001) 年度

4. 1 「情 報 公 開法 」「改 正 少年 法 」 「家 電 リサ イ

クル 法 」 施行

4.18 厚生 労 働 省、 第 86回薬 剤 師 国家 試験 で合

格 基準 と正 答 を初 め て公 表

8.2 厚生労 働 省、 平 成 12年 簡 易 生命 表 で 、 日

本 人 の平均 寿 命 は男性 が 77.64歳 、女性が

84.62歳 で世界 第 1位 と発 表

9.10 厚生労働 省、 歯科 技 工士 養成検 討会 は修

業年 限 3年 で了承

10.26 総 務 省 、 国 の個 人情 報 保 護 法見 直 しへ 報

告 (教育 ・医療 も開示対 象 )

12.25 文 部 科 学 省 、 中央 審 議 会 「今 後 の 教 員免

許 制 度 の在 り方 につ い て 」 を発 表

1.14 厚 生 労 働 省 、 保 健 医 療 情 報 シス テ ム検 討

会 は 、平 成 18年 度 まで全 診療 所 6割 ・病

院 7割 に レセ プ ト電算 化 を普及 、提 言

2.22 政 府 、 政 管 健 保 を民 営 化 で 改 革 (5年 以

内 で 合 意 )

3.1 厚 生労 働 省、 保健 婦 助産 婦看護 婦法 の一

部 を改 正 、施 行 (保 健 師、助 産師 、看 護 師 、

准看 護 師 の用 語 に改 正 )

3.26 厚生 労働 省 、 平 成 42年 に 65歳 以 上 の 高

齢者 、35道 県 で 3割超 を発 表

3.28 大 学 お よ び 大 学 院 設 置 基 準 の 一 部 改 正 、

施 行 (大 学 等 が 長 期履 修 学 生 制 度 を設 け

る こ とが で き る ・通 信 教 育 の大 学 院 課 程



沿

革

7.10 明海 大 学 歯 学 部 中 国 ・第 四軍 医 大 学 口腔 医 学 院 と姉 妹 校提

携

7.16 愛 知 学 院 大 学 歯 学 部 ア メ リ カ ・ カ リ フ ォル ニ ア 大 学 サ ン フ

ラ ン シス コ校 歯学 部 と姉妹校 提 携

7.28 昭和 大 学 学 長 に細 山 田明義 教授 が就 任
5 奥 羽大 学 歯学 部 保 育 園等 の歯科 健 診 を実 施7 月

8. 1 昭和大学 理事 長 に小 口勝 司教授が就任

9.3 北 海 道 医 療 大 学 札 幌 市 中心 部 にサ テ ラ イ トキ ャ ンパ ス を 開
ミル

関 連 事 項

で 博 士 課 程 を 置 くこ とが で きる 専 門大

学 院 の 標 準 修 業 年 限 を 1年 以 上 2年 未 満

とす る改 正 )

9.- 岩 手 医科 大 学 ハ イテ ク ・リサ ー チ ・セ ン ター 研 究 成 果 中 間

報告書 を刊 行

10.11 第 23回 附 属 病 院 管理 運 営 事務 研 修 会 を開催 (世 話 大 学 :東 京

歯 科 大 学 )

10.12 大 阪歯科 大学 第 33回全 日本歯科学生総合体育大会 <総合優

勝 祝勝 会 を開催

10.14 明 海大 学 歯 学 部 8020運動 で埼玉 県 歯 科 医 師 会 か ら感 謝状 を

受 け る

10.- 日本 大 学 松 戸 歯 学 部 動 物 セ ンター 「指 紋 識 別 式 入 退 場 シス

テ ム」 を導 入

10.-- 岩手 医科 大 学 歯学 部 第 1回歯学 部第 一学 年 看 護 ・介 護体験

実 習 を実 施

11.10 岩手 医科大 学歯学部 附属病院で公開 セ ミナー を実 施

11.15 第 4回 教 務 研 修 会 を開 催

11.15 愛 知 学 院大 学 歯 学 部 ミャ ンマ ー ・ヤ ンゴ ン歯 科大 学 と姉妹
校提携、小 出学長 に名誉教授 の称号が授与

11.22 岩手医科大 学 学外 有職者 による大学評価 を実施

12. 1 奥 羽大 学 歯 学 部 エ ックス線 CT撮 影 装 置 を設 置

12.17 東 京 歯 科 大 学 OSCE を開催

12.26 岩 手 医科 大 学 い わ て 5大 学 学 長 会 議 を開催

12. - 日本 大 学 松戸 歯 学 部 ロ ゴマ ー ク を制 定

12. 朝 日大 学 学生の多 目的 スペ ー スを新 設-

1. 1 北 海 道医療 大学 個体 差健康科学研 究所 を開設

1.18 愛 知 学 院 大 学 小 出学 長 が大 学 評 価 ・学位 授 与 機 構 評 議 員会

副 会 長 に再 任

1.25 岩 手 医 科 大 学 ハ イ テ ク ・ リサ ー チ ・セ ンタ ー研 究 成 果 発 表

会 を開催

1.29 松本歯科大 学 創 立 30周年学 内記念会 を開催

2.15 岩 手 医科 大 学 ハ イ テ ク ・ リサ ー チ ・ セ ンタ ー 公 開 シ ンポ ジ

ウ ム を 開 催
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沿 革 関 連 事 項

2.22 神 奈 川歯科 大 学 新 実 習棟 が 落 成

2.27 鶴 見大 学 歯 学 部 ア メ リ カ ・テ キ サ ス A&M 大 学 シ ス テ ムへ

ル スサ イエ ンスセ ンター と学術 交 流 協 定 を締 結
3. 1 日本 歯科大学 歯学 部 女子 学生 寮 を東 京 木場 に開 設

3.6 岩 手 医 科 大 学 文 部 省視学 委 員 が 来 学 し教 養 教 育 を実 地 調 査

3.14 日本歯科 大 学 歯学 部 全 国初 の歯学 共 用 試験 を試 行 実 施

3.20 松 本歯 科 大 学 新 ・総 合 歯 科 医 学 研 究所 が 完 成

3.21 朝 日大 学 歯学 部 姉妹校 の UCLA 明海 大 学 との ジ ョイ ン ト

に よ る生 涯研 修 部 プ ロ グ ラ ム を開 始

3.30 東 京 歯 科 大 学 市 川総 合 病 院 リプ ロ ダ ク シ ョンセ ン ター ・放

射線 棟 を開所

平 成 14 (2002) 年 度

4. 1 昭 和 大 学 保健 医 療 学 部 を 開 設

4. 1 明 海 大 学 歯学 部 明 海大 学 病 院 、 執 行体 制 を改組

4. 1 日本 大 学歯学 部 動 物 飼 育室が完成

4. 1 神 奈 川 歯 科 大 学 湘 南 短 期 大 学 に ヒ ュ ー マ ン コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョン学 科 を 開設

4.12 奥 羽大学 歯学 部 歯学部学外研修 を実施

4. 岩 手 医科 大 学 教 養 部 にマル チ メデ ィア講 義 室 を設 置-

5.29 鶴 見大 学 短 期 大 学 部 歯 科 衛 生 科 が 平 成 15年 度 か ら 3年 制 に

移 行 認 可

6.20 日本大 学 松 戸 歯学 部 ス ポ ー ツマ ン は 歯 が 命 の ス ロ ー ガ ンに

よ り運 動 部 員 の 歯科 健 診 を開 始

6.26 昭和大学 烏 山病 院開院 50周 年記念入 院棟竣工式 ・竣工披露

祝 賀会 を挙 行

7.3 昭和大学 豊洲病 院開院 20周年記念式典 ・祝 賀会 を挙行

7. 6 岩 手 医科 大 学 歯 学 部 先 進 歯 科 医 療 研 究 セ ン ター 研 究 成 果発

表 会 を開 催

7.15 神 奈 川 歯科 大 学 附属 横 浜研 修 セ ン ター 横 浜 ク リニ ック を

開 設

7.18 岩手 医科大 学 歯学 部 「歯科 医学教 育者 のための ワー クシ ョッ

プ」 を 開催

7.25 岩 手 医科 大 学 ハ イ テ ク ・ リサ ー チ ・セ ン ター整 備 事 業 の 中

間評 価 を実 施

8. 1 福 岡歯科 大 学 介 護老 人 保 健 施設 サ ン シ ャイ ンシテ ィを開所

9.7 奥 羽 大 学 歯学 部 第 1回歯学 部 歯科 医 師 臨床研 修 指 導 医 ワー

ク シ ョップ を実 施

10.10 第 24回 附属 病 院管 理運 営 事 務 研 修 会 を 開催 (世話大 学 :鶴 見

大 学 歯 学 部 )

平 成 14 (2002) 年 度

4.18 文 部 科 学 省 、 中央 教 育 審 議 会 「専 門 職 大

学 院 」 を提 唱 (高 度 専 門 知 識 の職 業 人 養

成 を 目標 )

4.25 厚生 労 働 省 、 歯 科 医 師 救 命 研 修、 見解 の

ガ イ ドラ イ ン作 成 方針

6.7 厚生労働省 、平 成 13年 度 出生率 1.33で最

低 を更 新 (少 子 化 続 き、 公 的 年 金 や 医 療

保 険 制 度 の 財 政 悪 化 必 至 )

6.27 日本 医療 機 能 評 価 機 構 「医療 の 質 」 な ど

5段 階評価 をホームペー ジで公開決定

7.26 政府、 サ ラ リ ー マ ン 3割 、 70歳 以 上 は 1

また は 2割負 担 な どの医療 制度 関連 法成

立

9.27 厚生 労働 省、 医 師 臨床 研 修 の必 修化 (平

成 16.4施 行 ) に 向 け て 「新 た な 医 師 臨床

研 修制度のあ り方 」 を公表

11.14 厚 生 労 働 省 、 歯科 医 師 国家 試験 、視 覚 障

害者 に門戸 開放 (卒業直 前、 直後 が対 象)

1.20 厚生労 働 省 、在 宅重 視 の介 護 報酬 改定 (居

宅 介 護支援 17.1% ・グル ー プホ ーム 2.7%

増)

1.20 文 部 科 学 省 、 公 立 学 校 教 員評 価 を待 遇 に

反映 (平成 17年 度 まで全 国で導入)

1.23 日歯、歯科衛 生士 教 育年 限 3年制 を決定

3.20 文 部 科 学 省 、 大 学 ・短 大 ・高 等 専 門学 校

の 第 三 者 評 価 7年 に一 度 義 務 化 (施 行 は

平成 16年 4月)



沿 革

10.12 福 岡 歯 科 大学 創 立 30周 年 記 念式 典 を挙 行 し 「福 岡歯 科 大 学

30年 史」 を発 行

10.12 愛 知学 院大学 大 学 開学 50周年記念式典 を挙行

11. 2 大 阪歯科 大 学 開 講 10周 年 記 念 大 阪 歯科 大 学 公 開講 座 を開催

11.12 岩手 医科 大学 歯学 部 平 成 14年度先進 歯科 医療研 究 セ ンター

の 公 開 セ ミナ ー を 開催

11.14 第 6回 事 務 職 員研 修 を開催

12.10 松 本 歯 科 大 学 創 立 30年 記 念 棟 が完 成

12.14 奥 羽大 学 歯 学 部 第 1回歯科 医 学 教 育 者 ワー ク シ ョ ップ を実

施

12.19 松 本 歯科 大 学 大 学 院 が 設 置 認 可

1. 1 日本 歯科大学 「教員評価要項」 を作成

1.21 明 海 大 学 歯 学 部 歯 学 部 長 大 学 院 歯 学 研 究 科 長 に安 井 利 一

教 授 を選任

•

2.1 福 岡歯科大学 学長 に本 田武司教授 が就任

2.1 日本歯科大学歯学部 本館増築工事 (100周年記念館第 1期棟 )

着工

2.26 神 奈 川 歯 科 大 学 新 実 習 棟 新 教 室棟 が 落 成

3.1 北 海道 医療 大 学 歯 学 部 第 9代 歯学 部長 に大 野 弘 機教 授 が就

任

3.14 明海大学 相 互評価 (財 団法人大学基 準協会 ) の結果大 学基

準 に適 合 して い る こ との 認 定 を受 け る

3.15 鶴 見大学 女子学生寮竣工

3.26 愛 知 学 院 大 学 小 出学 長 が 日本 私 立 大 学 協 会 よ り永 年 功 労 役

員 表 彰 を受賞

3.28 岩手 医科大 学 「高大連携事業 に関す る協 定書 」 の調 印式 を挙

行

関 連 事 項

3. 岩手 医 科 大 学 歯 学 部 新 臨床 系 基 礎 実 習 室 が 完 成

平成 15 (2003) 年 度

4. 1 朝 日大 学 歯 学 部 歯 学 部 長 大 学 院 歯 学 研 究 科 長 に藤 下 昌 己

教 授 が 就任

4. 1 松本歯 科 大 学 大 学 院 歯学 独 立研 究 科 を開設

4. 1 日本歯科大学新潟歯学部 臨床系講座 と診療科 を完全二元化

す る機 構 改 革 を実施

4. 1 昭和 大 学 歯 学 部 歯 学 部 長 に宮 崎 隆教 授 が就 任

4. 1 愛 知 学 院 大 学 歯学 部 大 学 院 歯 学 研 究 科 が ハ イ テ ク ・リサ ー

チ ・セ ンター整 備 事 業 (5年 間 ) に採択
4.11 鶴見大 学歯学部 私 立大 学学術 フロ ンテ ィア推進事 業 に選定

4.11 奥羽 大 学 歯 学 部 歯学 部 学外研 修 を実施

平 成 15 (2003) 年度

5.1 厚生労働 省 「健康 増進法 」施 行

6.4 大 学 入試 セ ン ター、 平 成 18年 度 か ら英 語

で初 めて リスニ ング (聞 き取 り) を導 入

6.5 厚 生労 働 省 「平成 14年 人 口動 態統計 」 出

生率最低 1.32(平均初婚年齢 :男性 29.1歳 、

女性 27.4歳 ) を公 表

7.28 厚生労働 省 、 平 成 13年 度 国民 医療 費 の 歯

科 一 人 当 た り 2万 500円 な ど発表

10.15 日歯 、歯 科 衛 生 士 3年 制 移 行 の 凍 結解 除

につ い て厚 生 労 働 大 臣 に要 望 書提 出

11.13 中教 審、 教 員 組 織 の在 り方 (講 座 ・学 科

目制等) 見 直 しな ど検 討 会 開催

187



188

沿 革

4.16 松 本 歯 科 大 学 ハ イ テ ク セ ンター が完成

4.19 松 本 歯科 大 学 創 立 30周 年 記 念 式典 ・祝 賀パ ー テ ィを挙 行 (本

学 会 場 )

4.25 松本歯科大学 創 立 30周年記念式典 ・祝 賀パ ーテ ィを挙行 (東

京 会 場 )

5.29 私立 大 学 経 常 費補 助 金 (歯 学 部 関 係 ) の 取 り扱 い に関 す る研

究 会 を 開 催

6.20 日本歯科 大 学 歯 学 会 「Odontology」が MEDLINE に登 録

関 連 事 項

2.18 文 部 科 学 省 中央 教 育 審議 会、薬 学 部 6年

制 を答 申

3.9 厚 生 労 働 省 歯科 医 師 国家試験 制 度改 善検

討部 会 、歯科 医 師 国家 試験 改 定 を報 告 (平

成 18.2か ら適 用 、 出 題 形 式 問 題 の 選 択

肢 数 の見 直 し等 )

6.21 日本 大 学 松戸 歯学 部 尾 崎 公 名誉 教 授 が勲 三 等旭 日中綬 賞叙

勲

7.4 松 本歯科大学 第 7代 理事長 に矢 ヶ崎 康 理事 が就任

7.16 岩 手 医科 大 学 歯 学 部 第 3回新 入 生 の た め の ワ ー ク シ ョ ップ

を 開催

7.19 朝 日大 学 歯 学 部 附 属 村 上 記 念 病 院 30周 年 記 念 と して 「21

世紀 を健康の世紀 に」 と銘打 ち市民公開講座 を開催

9.12 昭和大 学 歯学部 中 国 大 連 医科大 学 口腔 医学 院 と学 部間協

定 を締 結

9.18 北 海 道 医療大 学 「地 域 ・大 学 連携 に よる医療 系 基 本 教 育」 が

文 部 科 学 省 「特 色 あ る大 学 教 育支援 プ ログ ラム」 に選定

9.25 日本 歯科 大 学 新 潟 歯学 部 多 目的 セ ミナ ー室 (12室 ) を新 設

10. 1 福 岡 歯科 大 学 介 護老 人福 祉施設 サ ンシ ャイ ンプ ラザ を開所

10.9 第 25回 附属 病 院 管理 運 営 事 務 研 修 会 を 開催 (世話 大 学 :岩 手

医科 大学歯 学 部)

10.16 鶴見大学 歯学部 紫 雲 会 30周年 記 念行 事 を開催

10.27 松 本 歯 科 大 学 総 合 歯 科 医 学 研 究 所 が 、 中 国 ・同済 大 学 児童

口腔 医学研 究所 と学 術 交 流 ・友 好 交 流 協 定 を締 結

10.31 日本 歯科 大 学 歯 学 部 生 物 科 学 (動 物 実験)施 設 竣工

11. 1 明海大 学 歯 学 部 歯 科 法 医 学 セ ン ター を開 設

11.13 第 5回教 務 研 修 会 を 開催

1.15 奥羽大 学歯学部 平成 15年 度歯科 医 師 臨床研 修 指導歯科 医講

習 会 を 開催

1.29 岩 手 医科 大 学 第 9代 学長 に佐 藤 俊 一 副 学 長 が就任

2. 1 日本 歯科 大学 教 員評 価 を本格 実 施

2.4 大 阪歯科 大 学 歯 科 衛 生士 専 門 学 校 三年 制 移 行 に向 け、 牧 野

学舎 (別館)新設工事着工

3.11 北 海 道 医 療 大 学 大 学 基 準協 会 か ら 2度 目の相 互評 価 認 定 を

受 け る

3.31 岩 手 医 科 大 学 第 3回 オ ー プ ン ・ リサ ー チ ・プ ロ ジ ェ ク ト公

開 シ ンポ ジ ウ ム を 開 催



沿 革

平 成 16 (2004) 年 度

4.1 日本歯科 大 学 新 潟 歯 学 部 IT セ ンター を開設

4. 1 日本大学歯 学 部 大 学 院専 攻講座 「口腔 診 断学 講座 」 を設 置
4. 1 日本 歯 科 大 学 新 潟 歯 学 部 新 潟 歯 学 部 長 に村 上 俊樹 教 授 が就

任
4. 1 日本 歯 科 大 学 歯学 部 歯 学 部 長 に吉 田隆 一 教 授 が 就 任

4.1 松 本歯科 大 学 第 6代 学 長 に小 澤 英 浩 教 授 が 就任

4.5 福 岡 歯 科 大 学 キ ャ ンパ ス整 備 工 事 が 完 了 し正 門等 の竣 工 式
を挙 行

4.9 奥 羽大 学 歯 学部 歯 学部学外研 修 を実施

4.12 愛 知 学 院大 学 小 出学 長 がベ トナ ム社 会 主 義 共 和 国 よ り感 謝

状 を受 賞

4.14 福 岡歯科 大 学 中国 ・上 海第二医 科大学 口腔 医学 院 と国際交

流協 定 を締 結

5.1 大 阪歯科 大 学 大 阪 大 学 大学 院医学 系研 究科 と 「特 別研 究大

学 院学生交 流 に関す る協 定書」 を締結

5.18 福 岡 歯 科 大 学 福 岡 歯 科 学 園 の 中期 構 想 を決 定 し口腔 医 学 の

創 設 ・育 成 を 目指 す

5.27 神 奈 川 歯 科 大 学 ア メ リカ ・テ キサ ス大 学 歯 学 部 との 姉妹校

締 結 調 印式 を挙 行

5.30 朝 日大 学 歯学 部 岐阜 歯科学会設立 30周年記念事 業 を実施

6.1 東 京歯科大 学 第 10代学長 に金子譲教授が就任

6.8 歯科 医 師 臨 床 研修特 別 講 演 会 を開 催

7. 1 福 岡 歯科 大 学 人事 考 課 制 度 を導 入

7.6 鶴 見 大 学 歯 学 部 ス イ ス ・ベ ル ン大 学 歯 学 部 と学 術 協 力 、 学

術 交 流 協 定 を締 結

7.6 北海道医療大学歯学部 中国 ・同済大学歯学部 と学術教育交

流 の合 意 書 を締 結

7.12 日本大学 松 戸 歯学 部 羽村 市動 物 公 園 よ り感謝 状 を受 け る
5 奥 羽大 学 歯 学 部 保 育 園 等 の歯科 健 診 を実 施7 月

8. 1 北 海道 医療 大 学 歯 の健 康 プ ラザ を当別 町 内 に設 置

8.4 神 奈 川 歯科 大 学 オ ー ス トリア ・ ドナ ウ大 学 歯学 部 との姉妹

校 調 印式 を挙 行

9.1 鶴 見大 学 鶴 見 大 学 記 念 館 竣工

9.1 明 海大学 歯 学 部 渋谷 区代 々木 に PDI東京 歯科診療 所 を開設

9. 1 大 阪歯 科 大 学 学 長 に今 井 久 夫 教 授 が就 任

9.15 神 奈 川 歯 科 大 学 理事 長 に高橋 和 人 理事 が 就任

9.24 北 海道 医療 大 学 歯学 部 文 部科 学 省 「現代 的教 育 ニー ズ取 組

支援プ ログ ラ ム」 に選定

関 連 事 項

平 成 16 (2004) 年度

4.28 「私立学校 法 の一部 を改正す る法律 案 」成

立 (平 成 17.4施 行 、 学 校 法 人 に お け る管

理 運営 機 能 の 強 化 、財 務 情 報 の 公 開 )

5.15 「学校教育法の一部 を改正す る法律 」成立

(平 成 18.4施 行 、薬 学 教 育 の 6年 制 が 決 定 )

7.20 文 部科 学 省 中央 教 育 審議 会 試 算 、大 学全

入平成 19年到 来

9.13 文 部科 学 省 、厚 生 労 働 省 歯 科 衛 生 士 学 校

養 成所 指 定 規 則 の一部 を改 正 す る省 令 公

示 (歯 科 衛 生 士 の 教 育 年 限 を 2年 か ら 3

年 に改 正 )

1.28 文 部科 学 省、 「我 が 国 の高 等教 育 の将 来像

(答 申)」 (中長期的視野 に立 って、我 が国

の 高等教 育全体 に関す る将 来像 を示 す )

3. 1 文 部科 学 省、 「学校 教 育 法 の 一 部 を改 正す

る法律 (提 出、平 成 18年 3月 7日成立)」

(① 大 学 の教 員組 織 の 見 直 し整 備 と して、

助 教 授 の廃 止 と准 教 授 ・助 教 職 の創 設

② 短期 大 学 卒 業者 に短 期 大 学士 の学 位 を

授与す る もの と した こ と)

3.25 愛 知 万博 が 開 幕
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10. 1 日本 大 学歯学 部 歯学 部長 に大 塚 吉 兵衛 教 授 が就 任

10. 1 日本歯科大学歯学部 100周年記念館 第 2期工事着工

10. 2 北 海 道医療大 学 創 立 30周 年 記 念 講 演 会 を開催

10.7 第 26回附属病 院管 理 運 営 事 務 研 修 会 を開催 (世 話 大学 :愛 知

学 院 大 学歯 学部 )

10.15 昭和 大 学 歯学部 中 国 ・天 津 医科 大 学 口腔 医学 院 と教 員 ・学

生 交 流 プ ロ グ ラ ム調 印

10.27 福 岡歯科大学 ミャンマ ー・ ヤ ンゴ ン歯科大 学 と姉妹校 協定

を締 結

10.27 日本 歯科大 学 新潟 歯学 部 新 潟 県 中越 地震 被災地 に歯科 医療

支援チ ー ム を約 1ヵ 月 間派 遣

10.27 松 本 歯科大 学 中 国 ・上 海 市 児 童 口腔 医学協作 組 (共 同研 究

チ ーム) と学術交流 ・友好 協力 協 定 を締 結

10.31 東 京 歯科大 学 野 口英 世 と東 京 歯科 大 学展 を開催 (～ 11.6)

11. 1 日本 歯科大 学新 潟 歯学 部 「骨 格 標 本 室 」 を 開 設

11.10 大 阪歯科大学 牧野学舎本館 「登録有形文化財」認定 を受 ける

11.18 日本大 学 松戸 歯 学 部 日本 私 立 歯 科 大 学 協 会 事 務 局 長 会 議 を

開催

11.30 日本 歯 科 大 学 歯 学 部 日本 歯 科 大 学 東 京 短 期 大 学 設 置 認 可

(2005年 4月 開校 )

12.3 北 海 道 医療 大 学 台 湾 ・台 北 医 学 大 学 との姉妹校 提 携 を調 印

1.25 歯 科 医 師 臨床 研修特別 講 演 会 を 開 催

1.25 福 岡歯科 大学 附属病 院名 を 「福 岡 歯科 大 学 医科 歯科 総合 病

院」 へ改称

2.3 神 奈 川 歯科大 学 タイ 王 立 コ ンケ イ ン大 学 歯学 部 との 国際

協力 姉妹校協 定 を締 結

3. 1 鶴見大学 学 長 に栁 澤慧 二教 授 が就任

3.1 愛 知 学 院大 学 ラ オ ス 国名 誉 総 領 事 館 を 開設、 小 出学 長 が 名

誉 総 領事 に就 任

3.9 明海大学歯学 部 浦安 キ ャ ンパ ス に PDI浦安歯科診療所 を開

設

3.19 東 京 歯科 大 学 市 川宿 舎 、 市 川 総 合 病 院 北 病棟 竣 工 式 お よび

祝 賀 会 を開催

3.22 岩手 医科大学 歯学部 平 成 17年 度私 立大学 学術研 究 高度化推

進事 業 に選定

3.22 鶴 見大 学 歯 学 部 私 立大 学 ハ イ テ ク ・リサ ー チ ・セ ン タ ー整

備 事 業 に選定

3.30 昭和 大 学 歯 学 部 オ ー ス トラ リ ア ・ア デ レー ド大 学 歯 学 部 と

学 部 間交 流 プ ロ グ ラ ム調 印

関 連 事 項



平 成 17 (2005) 年度

沿 革

4. 1 鶴 見大 学 歯 学 部 歯 学 部 長 に福 島俊士 教 授 が就任

4. 1 鶴 見大 学 栁 澤 慧 二 学 長 が神 奈 川県 私 立 大 学 連 絡 協 議 会 会 長

に就任

4. 1 明 海大 学 歯 学 部 教 員組織 を改 組 し大 講座 制へ 移 行

4. 1 福 岡歯科 大学 教 員 の任 期 制 を導 入

4.1 日本大学歯学部 文 部科学省の 「医療 人 GP」 に選定
4.1 神 奈 川歯科 大学 学長 に梅 本俊夫教授 が就任

4.1 岩 手 医科大 学 歯学 部 附属 病 院 に歯科 医療 セ ンター を開 設

4.15 奥 羽大 学歯 学部 歯 学部学外研修 を実施

4.15 福 岡歯科大 学 韓 国 ・慶 熙大 学校 歯医学専 門大学 院 と姉妹校
協 定 を締 結

4.29 昭和 大 学 歯 学 部 中 国 ・上 海 交 通 大 学 口腔 医 学 院 と学 部 間協

定 を締 結

.-

4

日本 大 学松 戸 歯 学 部 遠 隔 授 業 を導 入

4.- 日本大学松戸 歯 学 部 解 剖実験 台ガス吸着分解 装置 を導 入

5.19 奥 羽大 学歯学部 平 成 17年度 歯学部 OSCE を実施

5.26 愛 知学 院大 学 小 出 学 長 が 大 学基 準 協 会 永 年 勤 続 役 員表 彰 を

受賞

6.10 協 会 広 報 第 50号 記 念 特 集 号 海外 に お け る 歯 科 医 学 教 育 の

変 化 を 発 行

7.1 北 海道 医療 大学 大 学 病 院 ・歯 科 内科 ク リニ ック ・個 体 差 医

療 科 学 セ ン ター を組 織 再 編 し開 設

7.15 愛 知学 院 大 学 小 出学 長 が 文 部 科 学 省 私 立 大 学 学 術 研 究 高 度

化 推進 委員 会委 員長 に就任

7.20 歯科 医 師 臨 床 研 修特別 講演 会 を開催
7.22 東 京 歯科 大 学 特 色 GP に採 択
8. 1 日本 歯 科 大 学 モ ン ゴル 健康 科 学 大 学 歯 学 部 と姉妹校 協 定 提

携

8.10 東 京 歯科 大 学 現代 GP に採 択
8.10 日本 歯科 大 学 新 潟 歯 学 部 SPC 日本代 表 に宇 波 雅 人 君 (4年 )

が 選 ば れ る

8.24 朝 日大 学 歯 学 部 附 属 村 上 記 念 病 院 総 合 健 診 セ ン ター が 県 内

初 の 人 間 ドッ ク ・健 診 施 設 機 能 評 価 施 設認定 を受 け る

8.26 東京 歯科 大 学 下 野 正 基 教授 が FDI(世界歯 科連 盟 ) の理事

に就 任

9.2 東 京 歯科 大 学 中 国 ・第 四軍 医大 学 口腔 医学 院 と姉妹校 協 定
を締 結

9.20 日本大学歯 学 部 離 島歯科診療 を支援

関 連 事 項

平 成 17 (2005) 年 度

4.1 文 部科 学省、「設置 の際 の入学定 員の取扱

い 基 準 の 一 部 改 正 す る件 (告 示 )」 (医 師

及 び 歯 科 医 師 を除 く教 員 の 養 成 に係 る も

の を 認 可 ・届 出 の 対 象 と した こ と)

5.24 文 部科学省、 「医学教 育 の改 善 ・充実 に関

す る調 査研 究 協力者 会議 」 が発 足

6.21 萩 国際 大 学 が大 幅 な定 員 割 れ に よ り民 事

再 生 法 の適 用 申請

9.5 文 部 科 学 省 、 「新 時 代 の大 学 院 教 育一 国際

的 に魅 力 あ る大 学 院 教 育 の構 築 に向 け て

(答 申)」

10.19 厚 生 労 働 省 、 医療 構 造 改 革 推 進 本 部 に お

いて 「医療制 度構 造改革試 案」の公表 (医

療 制 度 改 革 につ い て、 国民 の 議論 に供 す

る た め の た た き台 )

10.31 障 害者 自立支援 法 が成 立

12. 1 政府 ・与 党 医療 改 革協 議 会 よ り 「医療 制

度 改 革 大 綱」 を と りま とめ (医 療 費 適正

化 の 総 合 的推 進 、 超 高 齢 社 会 を展 望 した

医 療 保 険 制 度 体 系 の 実 現 に向 け た 医 療 制

度 構 造 改 革 の骨格 が 決定 )

1.25 厚 生 労 働 省、 平 成 20年 度 か ら 75歳 以上

が 加 入す る 「後期 高 齢 者 医 療 制 度 」 の概

要 を明 らか に し、 国 と都 道 府 県 、市 町村

4対 1対 1の割 合 で 公 費 を負 担

3.31 文 部科学 省、 「大 学 等 の設 置 申請 に係 る提

出期 限の変更 等 (告示)」 (学 部 ・学 科 増

設 置 申請期 限 を、 従 来 の 6月 と 9月 の年

2回 か ら 6月 申請 期 限 に統 一 )

3.31 文 部 科 学 省 、「大 学 院 教 育 振 興 施 策 要 綱 」

を 策 定 (大 学 院 教 育 の 充 実 ・強 化 の た め

の平 成 18～ 22年 度 の重 点施 策 の明示 )
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9.21 北海道医療大 学 北 海 道社 会保 険病 院 との交流協定 を締 結

9.29 第 27回附 属 病 院 管 理運 営 事 務 研 修 会 を開催 (世 話 大 学 :北 海

道 医療 大 学 歯 学 部 )

10.1 東 京歯科大学 歯科 医学教 育 開発 セ ンターを開設

10.1 鶴見大学歯学部 瀬戸 皖一病 院長が 日本学術会議会 員 に就任

11.10 愛 知 学 院大 学 歯学 部 初 の寄 附講座 、 口腔 先 天異常 遺伝 学 言

語 学 講 座 を 開 設

11.21 日本歯科 大 学 歯学 部 文 部科 学 省 ・大 学 改革推 進事 業 に附属

病 院 渋 井 グル ー プ が 採択

11.24 第 7回 事 務 職 員研 修 を 開 催

12.2 大 阪歯科 大 学 古跡 養 之眞 前 学 長 が 日本 歯科 医学 会 会 長賞 を

受賞

12.28 大 阪歯科大学 佐 川寛典 名誉 教授 に名誉 学長称 号授 与

1.1 愛 知学 院大 学 小 出学 長 が 日本私立学 校 振 興 共 済事 業 団理

事 に再 々任

1.5 日本 歯 科 大 学 日本 歯科 大 学 発 祥 の 地 に 記 念 碑 が 建 立 さ れ

100周 年 記 念 事 業 が ス タ ー ト

1 .

- 鶴 見大 学 歯学 部 附属 病 院 に眼科 を新 設

関 連 事 項

2. 2 昭 和 大 学 歯 学 部 ア メ リ カ 南 カ リフ ォル ニ ア大 学 歯学 部 と

学 部 間協 定 を締 結

2.20 昭和大学 富士 吉 田校舎 施設整備工事 (第 1期 )竣 工式 を挙行

2.28 北 海道 医療 大 学 歯学 部 双 方 向 マル チ メデ ィア シス テ ム を導

入 した 実 習 台 を 設 置

3.18 日本大学 歯学部 4号館 竣 工式 を挙行

3.31 日本大学松戸 歯学 部 新 病院棟修祓式 、竣工祝賀会 を挙行

平 成 18 (2006) 年 度

4.1 北海道医療大学 第 5代 学長 に松 田一郎前副学長が就任

4.1 福 岡歯科 大学 大 学 院 に特 別 奨学制 度 を新設

4.1 日本大学松戸 歯学 部 「附属 病 院」 に名称変更

4.1 明海大 学 歯学部 明海大 学病 院増築工事 竣 工

4. 1 明 海大 学 副 学 長 に安 井 利 一 歯学 部長 が就 任

4.1 日本歯科大学 「生命歯学部」「新潟生命歯学部」 に名称変更

4.1 日本歯科 大 学 テ レビ会 議 シス テ ム を導 入

4.4 大 阪歯科大 学 理 事 長 に今 井 久夫 学 長 が就 任

4.6 松 本歯 科 大 学 「CampusInn」第 1期 工事 竣 工、 新 入 生 が 共

同生 活 を 開 始

4.13 昭 和 大 学 歯 学 部 ドイ ツ ・チ ュ ー ビ ンゲ ン大 学 医 学 部 と学 部

間協 定 を締 結

4.18 昭和 大 学 富士 吉 田校 舎 新 男 子 学 生寮 着工

平 成 18 (2006) 年 度

4.1 厚生労働 省、歯科 医 師の 臨床研 修 の必修

化 開 始 (診 療 に 従 事 す る 歯 科 医 師 は、 歯

科 医 師免 許 取得 後 1年 以上 の 臨床 研 修 を

受 け な けれ ば な らな い )

4.28 教 育基 本 法 案 国会 提 出 (教 育 をめ ぐる

諸 情 勢 の 変 化 に か ん が み、 改 め て 教 育 の

基 本 を確 立 し、 そ の振興 を図 るため 法律

の制定 を行 う)

6.21 厚生 労 働省 、 「健康 保 険 法 等 の一 部 を改 正

す る法律 」 成 立 (医療 制 度 構 造 改 革 大綱

を踏 まえた医療 制度改革 関連法案 の一環)

8.31 医 師不足 が 深刻 な県 の大 学 医 学 部 の 定 員

増 を暫 定 的 に認 め る こ と につ い て、 厚生

労 働 、文 部 科 学 、 総 務、 財 務 の 4閣僚 が

合 意 (現 在 、全 国 の 医 学 部 定 員 総 数 は約



沿 革 関 連 事 項

4. - 朝 日大 学 歯学 部 附属 病 院 が研 修施 設 、運動 療 法室 、言 語療
法室 を設 置

7600人 で、 最 大 110人 の 定 員増 )

10.10

11.20

政 府 は 「教 育再生会議」 設置 を閣議 決 定

慶 應 義 塾 大 と共 立 薬 科 大 は、合 併 を前 提

に協 議 を行 うこ とで合 意 した と発 表

5.20 朝 日大 学 歯 学 部 フ ィ ン ラ ン ド ・ トゥル ク大 学 歯 学 部 と文 化

学術 交 流 協 定 を締 結

5.20 明海 大 学 歯 学 部 フ ィ ン ラ ン ド・ トゥル ク大 学 歯 学 部 と文 化

学 術 交 流 協 定 を締 結

5.26 第 5代 会 長 に 中原 泉 日本 歯科 大 学 理 事長 ・学 長 が就 任

5.26 松 本歯科 大 学 新 病 院 棟 新 築 工事 地鎮 祭 を挙 行
5.26 松本 歯科大学 第 7代 学長 に矢 ヶ崎 康 理事長 が就任

5.30 歯 科 医 師 臨床 研修 特別 講 演 会 を開 催

5.31 日本 歯科 大 学 生 命 歯 学 部 再 整 備 計 画 (100周 年 記 念館 第 1

2期 棟 新 築 ) が完 了

6. 1 日本 歯科 大 学 創 立 100周 年 記 念 式 典 を挙 行

6.10 日本 歯科 大 学 台 湾 中 山 医学 大 学 が 中原 泉 学 長 に名誉 博士
号授 与

7.1 東 京 歯科 大 学 口腔 が んセ ンター を開所

7.1 明海大学歯学部 歯学部 同窓会創立 30周年記念式典 を挙行
7.22 鶴 見大 学 歯 学 部 同 窓 会創 立 30周 年記念式 典 を挙 行

7.24 日本 歯科 大 学 新 潟 生 命 歯 学 部 新 潟 病 院 の再 整 備 ・イ ンプ ラ

ン トセ ン タ ー施 設 の 拡 充竣工
8.5 奥 羽大学 歯学部 平成 18年 度第 1回歯科医師臨床研 修指 導 歯

科 医 講 習 会 を開催

8.21 大阪 歯科 大学 第 1回 オ ー プ ンキ ャ ンパ ス を実 施

8.29 東 京 歯科 大学 台 湾 ・台北 医学 大 学 口腔 医学 院 と姉妹校 協 定

を締 結

9. 1 日本大学 副 総長 に大 塚吉兵衛 歯学部長が就任

9.21 朝 日大学 歯学 部 附属 病院 が瑞穂 市 との 間で災 害 時救護 病 院
とな る協定 を締 結

9.21 日本歯科 大学新潟 生命 歯学部 創 立 100周年記念碑 を建 立

9.25 明 海 大 学 セ ミナ ーハ ウス 「勝 浦 コテー ジ」 が オ ー プ ン

10. 1 日本 大 学松戸 歯 学 部 松 戸 歯 学 部 長 に牧村 正 治教 授 を選 出

10. 1 松 本 歯科 大 学 第 8代 学 長 に森 本 俊 文 教授 が就任

10.3 日本 歯 科 大 学 生 命 歯 学 部 大 学 院 生 命 歯 学研 究 科 で社 会 人特

別選 抜入 学 式 を挙 行

10.4 東 京 歯科 大 学 金子 譲 学長 が IFDAS (国際歯科 麻酔 学会議連

合 ) 会長 に就任

10.4 明 海 大学 埼 玉 県 坂 戸 市 と女子 栄 養大学、城 西大学 と共 に坂
戸 市 民 の健 康づ く りに 関 す る連 携 協 力協 定 を締 結

10.8 日本歯科 大学 創 立 100周 年 記 念 全 国校 友 大 会 を挙 行

11.21 厚生労働 省、「今後 の歯科保健 医療 と歯科

医 師 の 資 質 向 上 等 に 関 す る検 討 会 (中 間

報告書 )」医政 局歯科保健 課策定

11.22 文 部 科 学 省 、 全 国 の 高校 で 卒 業 に必 要 な

必 修 科 目が 教 え られ て い な い 問 題 で、 国

公 私 立 の全 高校 を対 象 に した 再 調査 結 果

を公 表 (必 修 科 目の 履 修 漏 れ が あ っ た の

は全 国 5408校 の 12.3% 663校 )

12.14 文部 科 学 省 、「医学 教 育 の改 善 ・充 実 に関

す る 調 査 研 究 協 力 者 会 議 第 二 次 報 告 」

(医師不足 県等 にお ける医学 部の期 間 を付

した定員 増 の在 り方等 )

12.15 第 165回 臨 時 国会 に お い て新 しい 教 育 基

本法 が成 立
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10.12 第 28回 附属 病 院 管 理 運 営 事 務 研 修 会 を開催 (世話 大学 :福 岡

関 連 事 項

歯科 大 学)

10.14 愛 知 学 院大学 創 立 130周年記 念式典 を挙行

10.16 愛 知 学 院大学 ラオス 国立大 学 と学術交流協定 を締 結

10.24 日本 歯科 大 学 歯 学 会 「Odontology」が ISIデ ー タベ ー ス に

収 録

11. 1 松本歯科大学 「メデ ィカル ク リニ ック」 を開院

11. 1 昭和 大学 豊洲 ク リニ ック を開 院

11. 1 日本 歯 科 大 学 ア メ リカ ・メ リー ラ ン ド大 学 ボ ル チ モ ア校 歯

学 部 と 16校 目の姉妹校 協定提携

11.4 昭和 大学 歯学 部 歯学部創立 30周 年記 念式典 ・祝 賀会 を挙行

11.16 第 6回 教 務 研 修 会 を 開 催

11.30 岩手 医科大学 薬 学部 が設 置認可 (2007年 4月 1日開設)

12.15 昭和 大 学 歯 学 部 台 湾 ・台 北 医 科 大 学 歯 学 部 と学 部 間協 定 を

締 結

12.16 日本歯科 大 学生 命 歯 学 部 100周 年 記 念 館竣 工式典 を挙 行

1.11 明海 大 学 歯 学 部 歯科 医 学 会 を設 置

1.22 北海 道 医療 大学 中央 講 義 棟 が完 成

1.24 朝 日大 学 歯 学 部 歯 科 臨床 研 究所 附属 歯 科 診 療 所 新 築 工 事 起

工式 を挙 行

2.8 朝 日大 学 ・朝 日大 学 歯学部 学 長 に岩山幸雄副学長、歯学 部長 ・

大学 院歯学研 究 科 長 に 田村康 夫 教 授 を選任

2.15 昭和 大 学 歯学 部 中 国 ・香 港大 学 歯 学 部 と学 部 間協 定 を締 結

2.23 日本大 学 歯学 部 ラオス 国立大 学 医 学 部 と学 術 交 流協 定 を締 結

3.2 愛 知 学 院 大 学 財 団 法 人 大 学 基準 協 会 に よ る 2006 (平 成 18

年度 )大 学評価 (相互評価 な らび に認証評価)の結果、大学

基準 に適合 して い る と認定

3.10 日本 歯科 大 学 カ ナ ダ ・ブ リテ ィ シ ュ ・ コ ロ ン ビ ア大 学 へ 第

20回姉妹校 交換学 生 6名 を派 遣

3.13 福 岡歯科大学 大 学基準協会 か ら大 学評価基準 適合 認定 を受

け る

3.20 愛 知 学 院大 学 小 出学 長 が文 部科 学 省大 学 入試 改 善会 議 の座

長 に再 々任

3.29 北 海 道 医 療 大 学 札 幌 医 科 大 学 との 教 育 ・学 術 研 究 ・地 域 貢

献 に 関す る連 携 協 定 を締 結

3.29 福 岡 歯科 大 学 日本 高 等 教 育 評 価 機 構 か ら大 学 評価 基 準 適合

認定 を受 け る

3.29 明 海 大 学 認証 評 価 (財 団法 人 日本 高 等 教 育評 価 機 構 ) の結

果大 学 評 価基準 を満 た して い る との 「認定 」 を受 け る

備考 :平 成 9 (1997)年 ～平 成 16 (2004)年
の 関連 事 項 は、 北 海 道 医療 大 学創 立 30周 年
記 念 誌 よ り摘 録



■ 第 8 部

加盟 17歯科大学・歯学部の
概要 「あゆみと展望」
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加盟歯科大学 歯学部案 内

加 盟 大 学 名 郵 便番 号 大 学 (歯 学 部 )所在地 電 話

北 海 道 医 療 大 学 歯 学 部 061- 0293 北 海道石 狩 郡 当別 町 金沢 1757 0133- 23- 1211

岩 手 医 科 大 学 歯 学 部 020- 8505 岩手 県盛 岡市 中央通 1-3-27 019- 651- 5111

奥 羽 大 学 歯 学 部 963- 8611 福 島 県 郡 山市 富 田町字三角 堂 31-1 024- 932-8931

明 海 大 学 歯 学 部 350- 0283 埼 玉県坂戸 市 けや き台 1-1 049- 285- 5511

東 京 歯 科 大 学 261- 8502 千 葉 県 千 葉 市 美 浜 区真 砂 1-2-2 043- 279- 2222

昭 和 大 学 歯 学 部 142- 8555 東 京 都 品川 区旗 の台 1-5-8 03- 3784- 8000

日 本 大 学 歯 学 部 101 -8310 東 京 都 千代 田 区 神 田駿 河 台 1-8-13 03-3219-8001

日 本 大 学 松 戸 歯 学 部 271- 8587 千葉県 松戸 市栄 町 西 2-870-1 047-368-6111

日 本 歯 科 大 学 生 命 歯 学 部 102- 8159 東 京 都 千 代 田 区富 士見 1-9-20 03- 3261- 8311

日本 歯科 大 学 新 潟 生 命 歯 学部 951- 8580 新 潟 県 新 潟 市 中央 区浜浦 町 1-8 025- 267- 1500

神 奈 川 歯 科 大 学 238- 8580 神奈 川県横須 賀市稲岡町 82 046-822-8800

鶴 見 大 学 歯 学 部 230- 8501 神 奈 川県横 浜 市鶴見 区鶴見 2-1-3 045- 581- 1001

松 本 歯 科 大 学 399-0781 長野 県塩尻 市 広丘郷 原 1780 0263-5 2- 3100

朝 日 大 学 歯 学 部 501- 0296 岐 阜県瑞穂 市穂積 1851 058- 329- 1022

愛 知 学 院 大 学 歯 学 部 464 - 8650 愛 知 県 名 古 屋 市千 種 区楠 元 町 1-100 052- 751- 2561

大 阪 歯 科 大 学 573- 1121 大 阪 府 枚 方 市 楠 葉 花 園 町 8-1 072- 864- 3111

福 岡 歯 科 大 学 814-0193 福 岡県 福 岡 市早良 区 田村 2-15-1 092- 801- 0411



FAX E- mail URL

0133- 23- 1669 soumu@hoku-iryo-u.ac.jp http:/www.hoku-iryo-u.ac.jp/

019- 652- 4131 shikyomu@j.iwate-med.ac.jp http:/www.iwate-med.ac.jp/

024- 933- 7372 info@ohu-u.ac.jp http:/www.ohu.u.ac.jp/

049- 286-0294 shomuka@dent.meikai.ac.jp http:/www.meikai.ac.jp/

043-279-2052 dshomu@tdc.ac.jp http:/www.tdc.ac.jp/

03-3784-8012 soumu@ofc.showa-u.ac.jp http:/www.showa-u.ac.jp/

03- 3219- 8310 general@nc.dent.nihon-u.ac.jp http:/www.dent.nihon-u.ac.jp/homej.html/

047- 364- 6295 homepage.md.ml@nihon-u.ac.jp http:/www.mascat.nihon-u.ac.jp/

03-3264-8399 syomu@tky.ndu.ac.jp http:/www.ndu.ac.jp/

025- 267- 1134 shomu@ngt.ndu.ac.jp http:/www.ngt.ndu.ac.jp/

046- 822- 8844 shomu@kdcnet.ac.jp http:/www.kdcnet.ac.jp/

045- 573- 9599 shi-shomu@tsurumi-u.ac.jp

0263-53- 3456 info_kikaku@po.mdu.ac.jp

058- 329- 1025 soumu@alice.asahi-u.ac.jp

052- 752- 5988 shigaku@dpc.aichi-gakuin.ac.jp

http:/www.tsurumi-u.ac.jp/

http:/www.mdu.ac.jp/

http:/www.asahi-u.ac.jp/

http:/www.agu.ac.jp/

072- 864-3000 info@cc.osaka-dent.ac.jp

092- 801-4909 kikaku@college.fdcnet.ac.jp

http://www.osaka-dent.ac.jp/

http:/www.fdcnet.ac.jp/
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北 海 道 医療大学歯学部
SchoolofDentistry,

HealthSciencesUniversityofHokkaido

理 事 長 廣重 カ

学 長

歯 学 部 長

松 田 一 郎

大野 弘機

沿 革

北 海 道 医療 大 学 歯 学 部 は、 1974年 に創 立 さ れ た

東 日本 学 園大 学 の 第 2の 学 部 と して 1978年 に開 設

され 、2008年 に は創 設 30周年 を迎 え る。

歯 学 部 附属 歯科 衛 生士 専 門学 校 開設

大 学 院歯 学 研 究 科 開設

1974年 2月 学 校 法 人 東 日本 学 園大 学 設 立

1974年 4月 薬 学 部 開 設

1978年 4月

12月

歯 学 部 開設 、 大 学 院薬 学研 究 科 開 設

歯 学 部 附属 病 院 開設

1984年 4月

1988年 4月

1990年 10月 医 療 科 学 セ ンター /医科 歯科 ク リニ ッ

ク 開 設

1993年 4月 看 護福祉 学 部 開 設

1994年 4月

1997年 4月

大 学 名称 を 「北 海 道 医療 大 学」 に変更

大 学 院看 護福祉 学 研 究 科 開設

2001年 9月 札 幌 サ テ ラ イ トキ ャ ンパ ス開 設

2002年 4月 心 理 科 学 部 開 設

2004年 4月 大 学 院心 理 科 学 研 究 科 開設

2005年 4月

7月

認 定 看 護 師研 修 セ ンター設 置
北 海 道 医 療 大 学 病 院、 歯 科 内 科 ク リ

ニ ック、 個 体 差 医療 科 学 セ ン ター 開 設

学 部 の 特 色

【教育理念 ・目標】

歯学部で は、本 学 の教育理念 を基本 として、歯科

保 健 、歯 科 医 療 と福 祉 の 連携 ・統 合 を図 る教 育 を推

進 し、 人 々の 生 涯 を通 じた 口腔 の健康 を守 る医療 人

の養 成 を もって、 地域 社会 な らび に人類 の幸福 に貢

献 す る こ と を教 育 理念 と して い る。 また 、 次 の 4項

目を教 育 目標 と して掲 げ て い る。

1. 人 々 の ラ イ フ ス テ ー ジ に お け る 口腔疾 患 の 予 防 、

診 断、 治療 につ い て基 本 的 な医学 ・歯科 医 学 、福 祉

の知 識 お よび 歯科 保 健 、 歯科 医療技 術 を修 得 す る。

2. 患 者 に対 す る 歯 科 医 師 と して の 心構 え と倫 理 観

を育 成 す る 。

3. 生 涯 に渡 り研 修 を続 け る た め に、 自己 開発 の 能

力 と習慣 を身 につ け る。

4. チ ー ム 医療 (保 健 と医療 と福 祉 ) にお い て協 調

し建 設 的 に行 動 で きる態 度 と能力 を身 につ け る。

【教育の特色】

「新 医療 人育成の北 の拠 点 を 目指 す」 を指針 と し

て全 学 一体 とな って行 動 す るた め、 本 学 歯 学 部 で は

教 育 内容 の大 幅 な見 直 しを行 い、2003年 度 か ら新

しい カ リキ ュ ラ ム に よる教 育 を ス ター トさせ た。 カ

リ キ ュ ラム の 特 徴 は 以 下 の とお りで あ る 。

① 患者 の全 人的理解、患者 に対 す る責 任感 を養 うと

と も に、医療 人 と して の基 本 的 臨 床能 力 向上 の た め、

臨床 実 習 に診療 参 加 型 の シス テ ム を導 入 した。

② 患 者 との コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能 力 を育成 す るため

に、 「現 代 GP」 の 支 援 を受 け て 模 擬 患 者 養 成 コ ー

ス を構 築 す るな ど、 市民 参加 型 の教 育 シス テ ム を開

発 し、 「キ ャ ンパ ス レス教育 」 を実践 した。

③ CBT に対 応 す るた め、 学 年 横 断 的 な積 上 方式 の

授 業 科 目を 2005年 度 か ら取 り入 れ た 。

④ 学 生 が よ り理 解 しやす い よ う、 従 来 の枠 を越 えた

統 合 科 目を さ らに充 実 させ た。 また基礎 系 と臨床系

の 教 員 が 参 画 す る統 合 実 習 を開始 した 。

⑤ 「臨床 教 育 マル チ メデ ィア ・シ ミュ レー シ ョン ・

シス テ ム」 を臨床 基礎 実 習 室 に導 入 し、 技 能教 育 法

の 開発 に取 り組 ん だ 。

⑥ 「歯科 医学研 究 」 を選 択 科 目 と して導 入 し、 学 生

力 を発 揚す る場 を構 築 した。

学 生 数

【学生の現況 (2007年 4月 1日現在)】

100

学 部 学 科 ・大 学 院 入学 定員 募 集 人 員 在 籍者 数

歯 学 部 歯 学科 96 619

大 学 院 歯 学研究 科 18 18 29

大学改 革等 10年の あ ゆ み (1997 ～ 2006 年 度 )

歯 学 部 で は以下 の とお り改 革 を進め て きた。

1. 組 織 改 革
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平成 18年 よ り導 入 され た シ ミ ュ レー シ ョン臨 床 基礎 実 習 室

① 2005年 に「歯 科 医 師 臨床 研 修 の義 務 化 」へ の対 応

と して 医 療 機 関 の組織 見 直 しが 行 わ れ、 「北 海 道 医

療大 学病 院」「歯科 内科 ク リニ ック」に再編 された。

② 2007年 に 歯 学 部 に お い て 、 従 来 の 講 座 形 態 (21

講座 ) か ら大 講座 6学 系 に組 織 改 編 が 行 わ れ た 。

2. フ ァ カ ル テ ィ ・デ ィベ ロ ップ メ ン トの推進

① 授 業評価 制 度 を 1993年 か ら導 入 し、毎 年 実施 し

て いる 。

② 教 員研 修 の 一 貫 と して 1998年 に 「教 員 ハ ン ドブ ッ

ク 」 を発 行 し、 2002年 か ら 「FD 合 宿 研 修 」、2004

年 か らは 「新 任 教 員研 修 」をそ れ ぞ れ実施 して い る。

3. 自己点検評価 活 動

① 1997年 に 「大 学基 準協 会 」 が初 め て実 施 した相

互 評 価 の 認 定 大 学 とな っ た。 また、 2004年 に は 2

回 目の 申請 を行 い 、再 び 「大 学 基準 に適 合 して い る」

との 認 定 を受 け た 。

② 2001年 か ら毎 年 、 本 学 独 自の点 検 項 目に基 づ い

た 自己点検評価 活動 を行 って い る。

○歯学 部 点 検 項 目

・2004年度 「国家 試験 合 格 率 を向上 させ る方 策 」他

・2005年 度 「大 学 院 学 位 審 査 の 透 明性 ・客 観 性 を

高 め る指導の導 入状況 とその適切性 」他

今後の展望 (2007年度～)

1.教 員評 価制 度 の定着化

教 員組 織 の 活 性 化 を狙 い と して、2007年 度 か ら

教 員評価 を本格 的 に導入 し、評 価 結果 を 12月賞与

に 反 映 させ る こ と に な っ た 。 所 期 の 目的 が 達成 で き

る よ う、 引 き続 き本 制 度 の 定 着 ・充 実 を図 って い く。

2. 研 究 環境の 整 備 ・充 実

教 員組織 の活性 を維 持 す る た め、 競 争 的 かつ挑 戦

的研 究 環境 の整 備 が 課 題 とな っ て い る。 そ の た め に

は、大学 院組織 の充実 を図 り、 競争 的外 部資金の導

入 を促進す る必 要 が あ る。

附属病院の概要

【北海道医療大学病院】

・診 療 科 内科、呼吸器科、消化器科 、心療 内科 、

小児科、耳鼻咽喉科、整形外科、眼科、皮膚科、

麻酔 科 、総合 歯科 診療 科 、 口腔 外 科 、小 児 歯科 、

矯 正 歯科

(専 門外 来)高次機 能、摂食 ・嚥 下 、口腔 内科相談 、

訪 問歯科診療科

・病 床 数 24床

【歯科 内科 ク リニ ック】

歯科 ユ ニ ッ ト数 44台

・診 療 科 総合 歯科診療科、口腔 外科 、小児歯科 、

矯正歯科、歯科麻酔科、歯科放射線科 総合診断

科 、内科 、地域支援 医療科 (訪 問歯科 、浦 臼町歯

科 診療所、緑 星 の 里 歯科 診療 所)

(専 門外 来 ) イ ンプ ラ ン ト歯 科 、 顎 変 形症 、顎 関

節症 、顎顔面補綴、 スポー ツ歯科 、 口腔乾燥症

・歯科 ユ ニ ッ ト数 101台

そ の他 付 属 施設 の概 要

【個体差健康 科学研 究所】

面 積 811m²

• 施 設 遺伝子機能研究室、組織培養室、脳機

能研 究 室 他

併設歯科衛生士養成 学校 の概 要

・名 称 北 海 道 医療 大 学 歯 学 部 附属 歯科 衛 生士

専 門学 校 (歯科 衛 生 科 )

・修 業 年 限 2年

・入学 定 員 50名 (2007年 4月 1日現 在、 在 籍 総

数 109名 )

・開 設 1984年 4月
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沿 革

岩 手 医科大学歯学 部
IwateM edicalUniversitySchoolof

Dentistry

理 事 長 大堀 勉

学 長

歯学 部 長

佐藤 俊 一

三 浦 廣 行 ル

岩 手 医 科 大 学 歯 学 部 は、 1928年 創 設 さ れ た 岩 手

医 学 専 門学 校 を前 身 とす る岩手 医科 大 学 の 医 学 部 に

次 ぐ学 部 と して 1965年 に 開 設 され た。 学 校 法 人 岩

手 医科 大 学 は、2007年 に薬学 部 を開 設 して現 在 3学

部 2大 学院、2専 門学 校 を併 設 し今 日に至 っ て い る。

岩手 歯科技工士 学校 開設 (現 :岩手 医

科 大学 歯科技工専 門学校 )

1965年 4月 岩 手 医 科 大 学 歯 学 部 設 置

1966年 4月

1967年 4月 歯学 部 附属 病 院 開設

1983年 3月

2004年 4月

2005年 4月

大 学 院 歯学研 究科 (博士 課程 ) 設 置

岩手 医科 大 学 歯科 衛 生 専 門学 校 開設

附属 病 院 に歯 科 医 療 セ ン タ ー を 開 設

(歯 学 部 附属 病 院 を統 合 )

学 部 の 特 色

【教育理念 ・目標】

本 学 建 学 の 精 神 は 、 創 立 以 来 「 誠 の 人 間 を 育 成 す

る こ と 」 と 「 不 撓 不 屈 」 で あ り 、 豊 か な 人 間 性 に 裏

打 ち さ れ 、 幅 広 い 見 識 を 持 ち 、 さ ら に 秀 で た 技 術 を

発 揮 し て 人 々 の 生 命 と 健 康 の た め に 尽 く せ る 良 医 の

育 成 に 努 め て き た 。 岩 手 医 科 大 学 の 学 則 第 1 条 で は

こ の 建 学 の 精 神 を 謳 っ て い る 。 歯 学 を 修 め る こ と は 、

基 礎 領 域 か ら 臨 床 レ ベ ル へ 、 歯 科 医 療 を オ ー ル ラ ウ

ン ド に 学 ぶ プ ロ セ ス を 意 味 す る 。 本 学 は 、 全 身 の 健

康 に 役 立 つ 隣 接 医 学 の 領 域 に も 習 得 の 対 象 を 広 げ 、

医 療 人 と し て の 基 礎 固 め を 図 っ て い る 。 歯 科 医 療 と

い う 行 為 は 、 人 間 へ の 働 き か け で あ り 、 そ れ は 時 と

し て 技 術 論 を 超 え て 心 と 心 を 結 び つ け る マ イ ン

ド ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 形 で 信 頼 と い う 普 遍 の 価

値 を 生 み 出 す 。 こ う し た バ ラ ン ス の 取 れ た 知 見 と 技

術 を 習 得 し 、 歯 科 医 療 を 取 り 巻 く 社 会 環 境 へ の 対 応

力 を 育 む こ と を 目 標 に し て い る 。 歯 学 部 教 育 は 、 口

腔 保 健 、 歯 科 医 療 に 貢 献 し 、 歯 科 医 学 の 進 歩 発 展 に

寄 与 す る こ と が で き る 人 材 養 成 を 主 眼 と し て い る 。

【 教 育 の 特 色 】

へ と展 開 す る一 貫 教 育 プ ロ グ ラ ム が 組 まれ て いる

また 、 医 学 部 を擁 す る大 学 と して の 特 徴 を活 かす の

が 「隣接 医学 」 の推 進 で あ り、全 身管 理 とい う観 点

で 内科 ・外科学 な どの講座 と連携 して、多面 的 に歯

科 医療 に携 われ る人材 の育成 を図 ってい る。さらに、

高 齢 者 や 障 害 者 を対 象 とす る歯 科 診療 の先 進性 が本

学 部 の 特 徴 で あ る。

具 体 的 に は 、 「 誠 の 人 間 の 育 成 」 と し て の 教 養 教

育 の 重 要 性 を 尊 重 し つ つ 、 専 門 教 育 と の 融 合 を 見 据

え た 6 年 一 貫 教 育 を 行 っ て い る 。 本 学 は 医 学 部 、 歯

学 部 お よ び 薬 学 部 を 保 持 し て お り 、 歯 学 部 の 教 育 目

標 と し て 「 全 身 と し て の 口 腔 、 歯 学 」 の 教 育 を 掲 げ 、

従 来 か ら 医 学 部 と の 協 調 の 下 に 「 歯 科 の 医 師 」 と し

て の 教 育 を 実 践 し て き た 。 今 後 は 、 2 0 0 7 年 4 月 に

開 設 し た 薬 学 部 と も 同 様 な 連 携 を 持 ち 、 医 療 全 般 に

精 通 し た 歯 科 医 師 の 育 成 を 目 指 し て い る 。 教 養 教 育

と し て は 、 一 般 教 育 、 国 際 的 な 視 野 を 養 う 語 学 教 育

な ど を 主 眼 と し て 主 に 第 1 学 年 で 行 い 、 第 2 学 年 以

降 も 歯 科 医 師 と し て 必 要 な 教 養 教 育 を 実 施 し て い

る 。 専 門 教 育 と し て は 、 科 目 別 系 統 講 義 、 統 合 講 義

お よ び P B L チ ュ ー ト リ ア ル か ら 成 り 立 っ て い る 。

科 目 別 系 統 講 義 は 各 科 の 基 本 事 項 の 知 識 の 習 得 、 統

合 講 義 は 基 本 的 知 識 の 横 断 的 応 用 力 の 習 得 、 さ ら に

P B L チ ュ ー ト リ ア ル は 各 学 年 に 応 じ た 形 で の 自 己

学 習 に 主 眼 を 置 い た 基 礎 学 力 お よ び 応 用 力 の 習 得 を

目 的 に 実 施 し て い る 。

【学生の現況 (2007年 4月 1日)】

学 生 数

80

学 部 学科 ・大 学 院 入学 定員 募 集 人員 在籍 者 数

歯学部 歯学科 80 499

大 学院 歯学研 究科 18 18 39

基 礎 歯 科 医学 か ら臨床 歯 科 医学 、 さ らに 臨 床 実 習
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先進 歯科 医療 研 究 セ ン タ ー

大学 改 革等 10年の あ ゆみ (1997 ～ 2006 年 度 )

【先進歯科 医療 研 究 セ ンターの設 置】

文 部 科 学 省 か ら、 1999年 度 「私 立 大 学 学 術 研 究

高 度 化 推 進 事 業 」 に選 定 され、「ハ イテ ク・リサ ーチ ・

セ ンター整 備事 業 」 の助成 を受 けて研 究 プ ロ ジ ェ ク

トを ス ター トさせ た。 そ れ は、先 進 歯科 医療 研 究 セ

ンター設 置 に結 び つ き、 同 セ ンターで は、基礎 歯科

医 学 お よび 臨床 歯 科 医 学 に関 す る タ イム リー な テ ー

マ を追 求 して、 先 進 的 で実践 的 なプ ロ ジ ェク トに取

り組 ん で い る 。

【総 合 歯科 臨床 教 育 セ ンターの 開設】
卒前 ・卒 後 の 臨 床 教 育 等 の充 実 を図 るた め、2006

年 に総 合 歯科 臨床 教 育 セ ン ター を開設 した。 同 セ ン

ター で は 2007年 か ら第 5学 年 PBLチ ュー トリアル

教 育 の コー デ ィ ネ イ トを担 当 す るほ か、 第 1学 年 の

歯科 医学 概 論 や 第 2学 年 の臨床 講義 の担 当 をす る。

【教養教育の見直 しと 6年間一貫教育の充実】

第 1学 年 に お け る Early Exposureの 一つ と して

従 来 の体 験 学 習 に加 え、 2007年 か ら 人体 を観 る ・

診 る ・描 く」 (人 体 を観 て 描 き、 そ の 構 造 を掴 み 、

歯科歯学 の本質 を理解す る もの としての科 目)と「人

体 生 命 科 学 」 (人 体 の そ の組織 、 人体 の 正 常 構 造 と

機 能 を系統 的 に理 解 す る科 目)の 2科 目を新 設 す る。

また 、 医 学 ・歯 学 ・薬 学 の 3学 部 で共 通教 育 セ ン

ター を設 置 し、 準 備 教 育 や リベ ラル ア ー ツの 充 実 を

図 り 6年 一 貫教 育 の充 実 を図 る。

今後の展望 (2007年度～)

多 くの 人 々 に よ り良 い 歯 科 医療 を提 供 す る た め 、

歯科 医 師 と して 必 要 な知識 ・技 能 ・態 度 を習 得 で き

るカ リキ ュ ラム の編成作 業 を、 時代や社 会環境 の変

化 に対応 し、的確 に行 ってい くこ とが必要 で あ る。

附属病 院の概要

【歯科 医療 セ ンター】

•

診 療 月 ～ 金曜 日 第 1･4土 曜 日)

診 療 科 第 1 2保 存 科、 第 1・2補 綴 科 、 第

1・2口腔外科、矯 正 歯科 、小 児 歯科、 歯科放 射

線科 、歯科麻酔科、予 防歯科 、総合 歯科

セ ンター 障 害 者 歯科 診療 セ ン ター、 口腔 イ ンプ

ラ ン ト室

専 門外 来 い び き ・歯 ぎ し り外 来、 スポ ー ツ歯科

外来、 口臭外来 顎顔面補綴外来、顎関節外科外

来 、 口腔 リハ ビ リ外 来、 歯科 ドック

・病 棟 32床

【附属病院 ・医科】

(診療 月 ～ 金 曜 日 第 1・4土 曜 日)

◆診 療 科 内科 、心療 内科 、神経 内科 、呼吸器科、

消 化 器科、循 環 器科 、ア レルギ ー科 、 リウマ チ科 、

小 児科 、外科、整 形外科 、形成外科、美 容外 科 、

脳 神 経外科 、呼 吸 器外科 、心 臓 血管 外 科 、 小 児外

科 、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽

喉科 、リハ ビ リテー シ ョン科 、放射線科 、精神 科 、

麻 酔 科

・病 棟 1,019床

●併設歯科技工士 歯科衛生士養成学校 の概 要

・名 称 岩手 医科 大 学 歯科 技 工専 門学 校

・修 業 年 限 2年

・定 員 25名 (2007年 4月 1日現 在 、 在 籍 総

数 54名 )

・名 称 岩手 医科大 学 歯科衛 生専 門学 校

・修 業 年 限 3年

・定 員 40名 (2007年 4月 1日現 在、在 籍 総

数 144名 )

20 1
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奥羽大学歯学部
SchoolofDentistry,OhuUniversity

理 事 長

学 長

歯学 部長

影 山 英之
清 水 秋 雄

天 野 義 和

沿 革

奥 羽 大 学 歯 学 部 は、東 北 歯科 大学 と して 1972年

に創立 され、1986年大学院博士 課程が設立 された。

そ の 後 、文 学 部 の設 置 に よ り奥 羽大 学 と名称 を改 め

奥 羽 大 学 歯 学 部 と して歩 ん で きた。2005年 に は

高 齢社 会 の到 来 に よ り老 人保 健 福祉 、 地域 医療 、社

会 福祉等 の需要 の増大 に対 応 した高度 な専 門的知 識

を持 つ 人 間性 豊 か な医療 従事 者 の養成 お よび 歯学 部

との連携 に よ り、 公 衆衛 生 の 向上 に寄与 し、 地域 住

民 の健康 と福祉の向上 に貢 献す るた め薬学部 を設置

し、 医療 系 大 学 と して ス ター トした。 な お 、文 学 部

は 2007年 3月廃止 した 。

1972年 2月 学 校 法 人東 北 歯 科 大 学 を設立

4月 東 北 歯 科 大 学 開学

6月 東 北 歯科 附属 病 院 開設

1986年 4月

1989年 4月

2005年 4月 薬 学 部薬 学科 開設

2006年 4月 薬 学部 修行年 限延 長 6年制

2007年 3月 文学 部 廃 止

大 学 院 歯学研 究科 博士 課程 設 置

法 人 名称 を 「晴 川 学舎 」 に、 大 学 名 称

奥 羽大 学 に変更

【教育理念 ・目標】

奥 羽大 学 の建 学 の精神 は 『人 間性 豊 か な医療 人 の

育成 』 で あ り、 これ を受 けて、 本 学 歯 学 部 で は 『人

間性 豊 か な歯科 医師 を育成 し、 地域 の歯 科 医療 の発

展 と向上 に貢 献 す る』 を教 育 理念 と して い る。 そ し

て この理念 の も とに、医療 人 に求 め られ る教 養、社

会性 お よび倫 理観 を涵養 し、歯科 治療 に求 め られ る

高 度 な専 門知 識 と技 能 を習得 す る。 そ して 自 ら問題

点 を発 見 し解 決す る能 力 を身 につ け、 生 涯 にわ た っ

て 歯 科 医 師 と して の 自己 開発 に努 め る習 慣 を確 立 す

る こ とを教育 目標 と して い る。

【教育 の特色】

奥 羽 大 学 歯 学 部 で は、 『6年 一 貫 教 育 』 とい う観

点 か ら歯 学 教 育 モデ ル ・コア ・カ リキ ュ ラ ム を コア

と した奥羽大 学 の特 色 あ る歯 学 教 育 を 目指 して い

る 。 す な わ ち 一 般 教 養 系 科 目 と 専 門 教 育 科 目 の 段 階

的 な 連 携 を 図 り 、 基 礎 専 門 科 目 と 臨 床 専 門 科 目 の 連

携 を 目 指 し た 統 合 科 目 を 多 く 取 り 入 れ 、 整 合 性 の あ

る 授 業 と 実 習 を 効 率 的 に 実 施 し て い る 。 ま た 、 奥 羽

大 学 歯 学 部 の 特 色 あ る 教 育 カ リ キ ュ ラ ム と し て 、 建

学 の 精 神 を 盛 り 込 ん だ 「 歯 科 医 療 人 間 学 」 を 実 施 し

て い る 。 こ れ は 、 人 格 を 涵 養 す る 人 間 教 育 の 一 つ と

し て 位 置 づ け 、 歯 科 医 学 の 知 識 や 技 能 の 修 得 以 外 に 、

人 と し て の 心 を 養 い 、 幅 広 い 人 格 を 構 築 し 、 人 間 性

豊 か な 医 療 人 を 育 成 し 、 社 会 人 お よ び 医 療 人 と し て

信 頼 さ れ る 歯 科 医 師 を 育 て る こ と を 最 大 の 目 的 と し

て い る 。 そ の た め に 歯 科 医 療 人 間 学 で は 「 態 度 教 育 」

「 キ ャ リ ア ア ッ プ 学 習 」 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 能 」

「 医 学 英 語 」 を 4 つ の 柱 と し て 教 育 を 行 っ て い る 。

挨 拶 の 仕 方 や 礼 儀 作 法 に 始 ま り 、 早 期 に 医 療 人 、 社

会 人 と し て の 職 業 倫 理 観 を 持 た せ 、 患 者 と 歯 科 医 師

と の 意 思 の 疎 通 を 図 る た め の 正 し い 日 本 語 を 学 び 、

さ ら に グ ロ ー バ ル 化 に 対 応 で き る 国 際 感 覚 を 養 い 、

将 来 国 際 的 に 活 躍 で き る 歯 科 医 師 に な る た め の 基 盤

を 養 う 。 奥 羽 大 学 歯 学 部 で は こ の 歯 科 医 療 人 間 学 を

1 年 か ら 6 年 ま で 全 学 年 を 通 し て 学 ぶ よ う に な っ て

い る 。 一 方 、 臨 床 教 育 で は 診 療 参 加 型 の 臨 床 実 習 を

行 う た め 、 従 来 の 1 2 ヵ 月 か ら 1 5 ヵ 月 に 実 習 期 間 を

延 長 し て 、 よ り 深 長 な 充 実 を 図 っ た 。 こ の 実 習 期 間

中 に 本 学 独 自 で 開 発 し た シ ミ ュ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム

を 用 い た 実 習 を 導 入 し 技 術 の 修 練 に 多 大 な 効 果 を 挙

げ て い る 。 さ ら に 少 人 数 に よ る チ ュ ー ト リ ア ル 教 育

を 行 い 、 学 生 が 自 ら 問 題 を 発 見 し 、 解 決 す る 能 力 を

養 う こ と が で き る よ う に 配 慮 し て い る 。

研 究 面 で は、 1986年 4月 の 大 学 院 歯 学 研 究 科 の

設 置 に伴 い、歯科 医 学分 野 の多 様 化 に対 応 で きる万
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3Dデ ン トシム によ る教 育

全 の組 織 体 制 を さ らに 充 実 させ 、 最 先 端 の 機 器 を

十 二分 に使 用 し、 時代 の ニ ー ズ に応 え るべ く質 、量

と も に兼 ね 備 え た研 究 が 活 発 に行 わ れ て い る 。

【学 生の現 況 2007年 4月 1日現 在】

学 生 数

学 部 学 科 ・大 学 院

歯 学 部 歯 学 科

入学 定 員 募 集 人 員 在 籍 者 数

100 96 601

大 学 院 歯学 研 究 科 博士 課程 18 18 30

大学 改 革 10 年 の あ ゆみ (1997 ～ 2006年度)

教 育 に 関 して は、 2001年 度 か ら 「学 生 に よ る授

業 評 価 」 を実 施 し、2006年 度 か らは FD委 員 会 が

授 業 評価 の 結 果 を科 目担 当 者 に対 して フ ィー ドバ ッ

クを行 い、科 目担 当者が 自己点検 ・自己評価 を行 い

授 業 の改 善 に役 立 て て い る。

2002年 度 か ら は モ デ ル ・コ ア ・カ リキ ュ ラ ム に

基づ く新 カ リキ ュ ラム を開 始 し、 1年 生 に対 して は

歯 科 医 師 に な る た め の モ チ ベ ー シ ョ ン を 高 め る 目的

で ア ー リー イ ク ス ポ ー ジ ャー と して病 院 見 学 や 歯 科

医 学 演 習 フ リー ラ ンス を採 り入 れ た 。

2003年 度 か ら は 臨 床 実 習 の 診 療 参 加 型 を さ らに

充実す るた め に診 療 内容 を基 準 1お よび基 準 2まで

の 範 囲 と した 。

2005年 度 か らは教 育 環 境 の 能 率 化 と充 実 性 を考

慮 し講 座編 成 を行 い、基礎 系 を 5講座 (生体構 造 学 、

口腔 病 態解 析 制 御 学 、口腔 機 能 分 子学 、生 体材 料 学 、

口腔 衛 生 学 )、 臨 床 系 を 6講 座 (歯科 保 存 学 、 歯 科

補 綴学 、診 療 科学 、 口腔外 科学 、成長発 育歯学 、放

射線 診 断学 ) と した。

研 究 費 は 2004年 度 よ り個 人 に配分 しそ の 対 象 を

講 師 以上 と し、 研 究 の 利便 さ を図 っ た。 設 備 に 関 し

て は、 2000年 度 に 臨 床 実 習 前 の シ ミュ レー シ ョ ン

に対 してデ ン トシム を配 備 して指 導 に当 た り、2005

年 度 に は CBL、 PBLの 教 育 を行 うた め コ ン ピ ュー

ター を専 用室 に 120台 、 図 書 館 に 22台 配 備 した 。

今 後 の展望

2007年 度 か ら新 教 員 制 度 の 実 施 と共 に任 期 制 を

導 入 した。任 期満了 時 には FD委 員会 を中心 として

教 員 の 資 質 向上 を考慮 し再 雇 用 を検 討 し大 学 の発 展

を図 りたい。 また、学生 と教 員の健康 を管理する た

め に健康 管 理 セ ンター の 充 実 を 目指 す 。 さ らに 国際

感覚 を養 うた め に国際交 流 の発 展 に積 極 的 に取 り組

ん で い き た い 。

附属 病 院 の 概 要

.

・敷 地 敷 地面積 7,296m² 建 築面積 3,340m²、

建 築 延 面 積 14.242m²

・外 来 歯科 用 ユ ニ ッ ト数 133台

診 療 日 毎 週 月～土 曜 日

診 療 科 予診科、総合歯科 、 口腔外科 歯科麻

酔科 、矯 正歯科、小児歯科、放射線科、内科、外科

特 別外 来 口腔 イ ンプ ラ ン ト外 来 、審 美 歯科 外 来 、

有 病 者 歯科 外来 障 害児 ・者 歯科外 来、 歯科 ペ イ

ンク リニ ック、顎 顔 面補 綴 外 来 、口臭外 来 、スポ ー

ツ外 傷 予 防外 来 、 な ど 20外 来

病 棟 一般病床 43床

臨床研 修 歯科医 定 員 100名

地域 の 中核病 院 と して 医療 連 携 を推 進 。 当 院 で作

成 した各種 マ ニ ュア ル、ニ ュー ス レター リー フ レ ッ

トを福 島県 歯科 医師会 ほか関連 団体 に無 料 配 布 。研

修 セ ミナー を毎 週開催、 日歯生 涯研 修 の指 定 を受 け

地 域 歯 科 医 師 会 に公 開。 「歯 っ ぴ ぃ健 口 川柳 」 を全

国的 に毎 月募集 、月刊 「川柳 マ ガジ ン」 とラジオ番

組 で 公 開 。
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明 海大 学 歯 学部
M eikaiUniversitySchoolofDentistry

理 事 長 宮 田 侑

学 長

歯学 部長

髙倉 翔
安 井 利 一

明
海
大
学

0 0 0 0 0
0

沿 革

明 海 大 学 歯 学 部 は、 1970年 、埼 玉 県 坂 戸 市 に城

西 歯 科 大 学 と して 創 立 さ れ た。 1988年 に は 千 葉 県

浦 安 市 に文 系 学 部 を設 置 し、 同時 に大 学 名 を明 海大

学 に変更 した 。

M EIK RSITY

1970年 4月

1977年 4月

1980年 7月

埼 玉県 坂 戸 市 に 「城 西 歯 科 大 学 」 を設

置 ・付 属 病 院 を 開設

大 学 院歯学研 究科 (博士課程 ) を開設
埼 玉県 入 間市 に歯科 臨床研 究所 ・同付

属 PDI埼 玉 歯 科 診 療 所 (現 :明 海 大

学 PDI埼 玉 歯科 診療所 ) を開設

1988年 4月 千 葉 県 浦 安 市 に 「外 国語 学 部 」 「経 済

学部」 を設置 し、大 学名 を 「明 海大 学 」

と変更
1991年 4月 浦安 キ ャ ンパ ス に 「別 科 日本 語 研 修 課

程」 を設 置

1992年 4月

1993年 4月

1998年 4月

2000年 4月

2004年 9月

2005年 3月

4月

学 部 の 特 色

浦 安 キ ャ ンパ ス に 「不 動 産 学 部 」 を設

置
浦 安 キ ャ ンパ ス にオ ー プ ンカ レ ッジを

開 設

•

浦安 キ ャンパ ス に 「大 学 院応 用 言語学

研 究科 経 済学研究 科 ・不 動 産 学 研 究

「科」修士課 程 を設置

浦安 キ ャ ンパ ス に 「大学 院 応 用 言 語 学

研究科 ・不動産学研究科 」博士課程 を

設 置

東 京 都 渋 谷 区 代 々 木 に 明 海 大 学 PDI

東 京 歯科 診療所 を 開 設

千 葉 県 浦 安 市 に 明 海 大 学 PDI浦 安 歯

科 診療所 を開設

浦安 キ ャ ンパ ス に 「ホ ス ピ タ リテ ィ ・

ツ ー リズ ム学 部 」 を設 置

【教育理念 ・目標】

本学 の建 学 の精神 は、創立 以来 「社会性 ・創 造性 ・

合理性 を身 につ け、広 く国際未 来社 会 で 活 躍 し得 る

有為 な人材 を育成 す る」 こ とにあ る。

高 齢 社 会 を迎 え、 人 口減 少 の 時 代 が今 ま さに到 来

し よ う とす る 中で、「いか に豊 か な人 生 を送 るか 」

とい う QOL (QualityofLife)が重要視 されている。

本 学 歯学 部 で は、 6年 一 貫 教 育 に よ る歯 科 医療 に 関

す る確 固 た る 知 識 ・技 術 の 修 得 をベ ー ス に、 豊 か な

人 間性や感性、 広 い視 野 、 国際性 を涵養 する と とも

に、歯科 医 療 を通 じて 人 々の QOL を向上 させ 、人 々

に生 きる喜 び を与 え、 国際 未 来社 会 で 活躍 し得 る歯

科 医 師 の育 成 を 目標 と して い る。

【教育の特色】

(1) 教 育 にお い て は、少 人数 グル ー プ を基 調 と して 、

建 学 の精 神 を受 け て の 教 育 目標 に 「感性 と国際性 」

を挙 げ、卒 業 まで の 6年 間 教 育 の充実 を図 って い る。

歯科 医 師 と して の 目覚 め は 1年生 か ら始 まる付 属 病

院 で の研 修 あ る い は基 礎 系研 究 室 で の教 員 との触 れ

合 いに始 まる。幅広 い一般 教 養 を身 につ け る と同時

に問題発 見 ・解 決 能 力 を養 い、 そ して専 門課 程 の学

習へ と有 機 的 な連 携 が 図 られ て い る。 さ らに、情 報

化 社 会 に 自 らを見失 わ ぬ よ う コ ン ピュー タ ・リテ ラ

シー か ら歯科 医 学 で の情 報 活 用 まで対 応 す る十 分 な

設 備 を充 当 して い る 。

(2) 国 際 性 に つ い て は、 Studentexchangepro-

gram が展 開 され て い る。在 学 中 に米 国 UCLA 歯学

部 を始 め、 中国北京大 学 口腔 医学 院 な どで短期研修

がで きる とい う国際 的 プ ログ ラムであ る。 海外 の歯

学 部生 も本 学部 を訪 れ て研 修 を し、 教 員 も長 期 ・短

期 の海外研修制度 を利用 して国際性 を高めている

(3) 生 涯研 修 につ い て は、 歯科 医 師 と して の 向上 は

生 涯 に わ た っ て必 要 だ と い う理 念 を具 現 化 して い

る。 まずは、本学歯学部卒業生 に対 しては、生涯研

修 セ ンター で プ ログ ラ ム を考 え、研 修 の場 と して付

属 病 院、 PDI (PostDoctoralInstituteforClinical

Dentistry)埼 玉 歯 科 診療所 な どの 4施 設 を充 実 さ

せ て い る。 さ らに、 卒 業 生 ば か りで は な く 「開 か れ
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た大 学」 をめ ざす 立場 か ら、付 属 病 院 で の イ ンサ ー

ビス ・トレー ニ ング を歯科 医 師 会 会 員へ 開放 し、 「か

か りつ け歯科 医 」機 能支援 と して高次 歯科 医療 機 関

の責務 を果 た して い る。 また、 医療 先 進 国 ア メ リカ

で 盛 ん な 生 涯 研 修 プ ロ グ ラ ム :CE (Continuing

DentalEducation) を 1999年 に ス タ ー トさせ 、 最

前 線 で 活躍 す る歯 科 医 師 に 向 けて サ ポ ー トメ ニ ュー

を充 実 させ て い る 。
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【学 生 の現 況 (2007年 4月 1日現在)】

学 生 数

学 部 学 科 ・大 学 院 入学定員 募集 人 員 在籍 者数

歯学部 歯学科 120 120 759

大 学 院 歯学 研 究科 博士 課程 18 18 44

IM MEIKAILINIVERSITY

シ ンボルマ ー ク 学部 旗

大学改 革 10 年 の あ ゆみ (活動事例)

【教 育評 価 の実 施 につ いて】

教 育 評 価 は 学 部 の 自己 点 検 評 価 の 機 軸 で あ るが 、

評価 のため には FD (FacultyDevelopment)が表

裏 一体 と して機 能 してい なければな らない。本学部

に お い て は 、 シ ス テ ム と し て コ ン ピ ュ ー タ に よ る定

量 的 ・定性 的教 員評価 機 能 の充 実 を図 る とともに、

FD 機 能 の 充 実 を 図 っ て きた 。 この こ とは、 新 しい

時 代 の 要 請 と して の 教 育 技法 を定 着 させ るの に重要

な 活 動 とな っ た 。

【講座 制 の改 革 につ いて】

歯 学 教 育 の た め の モ デル ・コ ア ・カ リキ ュ ラ ムが

提 示 され て 以 来 、 テ ー マ 別 ・疾 患 別 の講 義 形 態 が必

要 とな って きた。 これ まで の 小 講 座 制 で の教 育 で は

対 応 が 難 しい も の の 、 長 年 に亘 っ て形成 され て きた

講 座 制 は歯 学 部 に お い て の 心 臓 部 と も な っ て い る。

この よ うな機 能 を調 整 す る に は緩 や か な統 合 が必 要

となる こ とか ら、 講座 制 の統合 と共 に、 自由度 を増

加 させ る シ ス テ ム の 構 築 が 必要 とな る。 この よ うな

教 育制 度 にお い て 、教 育 に携 わ る教 員 同士 の信 頼性

ほ ど重 要 な もの は な い と考 え られ た。

【学生 の 国際交 流 につ いて】

国際性 の重 要 さ は 、 現 在 の よ うな、 ボ ー ダー レス

の 国際 社 会 の 中 で は 基 本 的 な 素 養 に な っ て い る。 歯

科 医 師 に とって も国際性 の 涵 養 は重 要 で あ る。本 学

部 で は、建 学 の精 神 の具現化 と して、 学 生 の 国際 交

流 を相 互交 流 と して推進 して い る。 国際性 とは、広

く情報 を収集 し分 析 し適切 に判断 して行動 し、多 く

の 人 々 と触 れ合 う こ とに よ り 自己 の確 立 を図 る こ と

で あ る。 そ う して 、 歯 科 医 師 と して の 自 らの 人 間力

を形 成 す る の で あ る 。

今後の展望 (課題 等 )

歯 科 医 師 の養 成 につ い て は多 面 的 に論 議 が 出て い

るが 、 い つ の 時 代 に お い て も、 国民 に必 要 な 医療 職

で ある こ とは い う まで もない。建 学 の精 神 に あ る「社

会性 、創 造性、合理性 を身 に付 けた国際性 豊かな歯

科 医 師」 の養 成 に一 層 の努 力 を傾 倒 した い。

付 属 病 院等 の概 要

【明海大学病院】

・診 療 日 月 ～土 曜 日

・診 療 科 口腔 診 断科 総 合 診療 セ ンター、 小 児 歯

科 、 口腔 イ ンプ ラ ン トセ ンター、 矯正歯科 、 口腔

外 科、 口腔 保健科、 スポー ツ歯科 、歯周病科 、保

存修復科、歯内療法科 、歯科補綴科 (顎関節関連

疾 患 治 療 セ ン ター)、 PDI診 療 セ ン ター、 障 害者 ・

地域 医療 連携 セ ンター、放 射線 科、 内科 、眼科 、

耳鼻 咽喉科、皮膚科、麻酔科

• 病 棟 60床

•

【明海大学 PDI埼玉歯科診療所】

診療 日 月 ～土 曜 日 歯科 ユ ニ ッ ト 26台
診療科 歯科、矯正歯科、 口腔外科 口腔 イ ンプ

ラ ン トセ ンター、小児 歯科

【明海大 学 PDI東京 歯科診療所 】

診 療 日 月 ～土曜 日 ・歯 科 ユ ニ ッ ト 7台

・診療科 歯科、矯 正歯科、 口腔外科、 口腔 イ ンプ

ラ ン トセ ンター、 小 児 歯科

【明海大学 PDI浦安歯科診療所】

・診 療 日 月 ～土 曜 日 歯科 ユ ニ ッ ト 10台

・診療科 歯科、矯正歯科、口腔外科、 口腔 インプ

ラ ン トセ ンター、 小 児 歯 科
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東京 歯科大学
TokyoDentalCollege

理 事 長

東京歯
科大学

学 長

井上 裕

金 子

東京食科大学)

沿 革

東 京 歯 科 大 学 は 、 1 8 9 0 年 に 本 邦 最 初 の 歯 科 医 学

教 育 機 関 と し て 高 山 紀 齋 に よ り 創 立 さ れ た 高 山 歯 科

医 学 院 を 前 身 と す る 。 こ れ を 継 承 し た 血 脇 守 之 助 が 、

1 9 0 0 年 に 東 京 歯 科 医 学 院 と 改 称 、 1 9 0 7 年 に 専 門 学

校 令 に よ り 東 京 歯 科 医 学 専 門 学 校 と な る 。 1 9 4 6 年 、

大 学 令 に よ り 旧 制 東 京 歯 科 大 学 と な り 、 同 年 、 東 京

歯 科 大 学 市 川 病 院 を 開 設 。 1 9 5 2 年 、 学 校 教 育 法 に

よ り 新 制 東 京 歯 科 大 学 と な る 。 1 9 5 8 年 、 大 学 院 歯

学 研 究 科 を 設 置 。 1 9 8 1 年 に は 千 葉 校 舎 を 竣 工 、 千

葉 病 院 を 開 院 し た 。 1 9 9 0 年 に は 、 創 立 百 周 年 記 念

事 業 の 一 環 と し て 、 新 水 道 橋 校 舎 ( T D C ビ ル ) を

竣 工 、 新 水 道 橋 病 院 を 開 院 、 1 9 9 2 年 に は 新 市 川 総

合 病 院 ( 4 7 0 床 ) を 開 院 し た 。 1 9 9 6 年 、 文 部 省 に よ

る ハ イ テ ク ・ リ サ ー チ ・ セ ン タ ー 整 備 事 業 の 選 定 を

受 け 、 東 京 歯 科 大 学 口 腔 科 学 研 究 セ ン タ ー を 設 置 、

2 0 0 0 年 に 脳 科 学 研 究 施 設 を 開 所 し た 。 ま た 、 水 道

橋 校 舎 に は 増 築 棟 ( 内 科 、 眼 科 、 研 修 室 等 ) を 竣 工 。

市 川 総 合 病 院 で は 角 膜 セ ン タ ー ・ ア イ バ ン ク 棟 竣 工

( 2 0 0 1 年 ) 、 リ プ ロ ダ ク シ ョ ン セ ン タ ー 棟 竣 工 ( 2 0 0 2

年 ) 、 市 川 宿 舎 ( 留 学 生 宿 舎 を 含 む 。 ) お よ び 北 病 棟

( 1 0 0 床 ) 竣 工 ( 2 0 0 5 年 ) 、 口 腔 が ん セ ン タ ー を 設 置

( 2 0 0 6 年 ) 。 ま た 、 2 0 0 5 年 に は 千 葉 校 舎 に 歯 科 医 学

教 育 開 発 セ ン タ ー を 設 置 し 現 在 に 至 っ て い る 。

学 部 の 特 色

【教育理念 ・目標】

リアル の手 法 を積 極 的 に導 入 し、 自己解 決能力 を高

め る と と も に 能 動 的 学 習 の 習 慣 形 成 を推 進 して い

る。 人本主 義 を基 本 と した教 育 理 念 の具現 化 を 目指

して、 高 い倫 理観 の養成 や 、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能

力 を養成す るた め に、学 習 の進度 レベ ル に合 わせ

た 態 度教育 カ リキ ュ ラ ム (ダ イ ア ゴ ナル ・カ リキ ュ

ラ ム) を編 成 して い る 。

診 療 参 加 型 臨床 実 習 は 、 特 長 の あ る 附属 三病 院 に

お い て 行 わ れ 、 豊 富 な症 例 と指 導 教 員 に よ る マ ン

ツーマ ン指 導 が 行 わ れ て い る。 中で も市 川総 合 病 院

に お け る 臨 床 実 習 は 、 一 般 医 科 の 臨床 を経 験 させ 、

全 身 と口腔疾患 の 関 わ りを理 解 させ る本 学 独 自の カ

リ キ ュ ラ ム で あ る 。

本 学 で は、 他 大 学 に先 駆 け IT 環境 の整 備 を進 め

る と と も に歯科 大 学 と して は初 め て 「歯科 医 学 教 育

開発 セ ンター 」 を設 置 した。 これ を契 機 に さ らな る

教 育力 の 向上 を 目指 して い る。

【学生 ・教職員 の現 況 (2007年 4月 1日現在)】

206

学 生 数

大 学 院 学 部 学 科 入 学 定員 募 集 人 員 在 籍 者 数

大 学 院 歯 学 研 究 科 博士 課程

歯学 部 歯 学 科

34 34 161

140 128 816

本 学 は歯科 医学 教育 にお い て本 邦 最古 の歴 史 を も

ち、 創 立 者 高 山紀齋 の進取 の精 神 と、 建 学 者 血脇

守之 助 の 唱 え た 「歯科 医 師 た る前 に 人 間 た れ 」 とす

る人 本 主 義 を歯 科 医 学 教 育 お よび 歯 科 医療 に お け る

教 育 理 念 と して、 知 ・情 意 のバ ラ ンス の とれ た歯

科 医師 を養成 す る こ とを 目標 と して い る。

教 職 員 数

教 員 数 職 員 数

教 授 56 医 療 系 648

准 教 授

講

46 事 務 系 143

師 80 技 術 系 22

助 教 127 労 務 系 46

【教育の特色】

教 養 系 、 基 礎 系 、 臨 床 系 の各 系 教 員 に よる統 合 科

目を配 置 し、 歯科 医学 の総 合 的 な理解 に配慮 した カ

リ キ ュ ラ ム を編 成 して い る。 ま た 、 PBLチ ュ ー ト

嘱 託 教 員

1

リサ ー チ レ ジ デ ン ト ・

レ ジデ ン ト

合

114

計 424 合 計 859
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大 学改 革等 10年のあ ゆみ (1997～ 2006年度)

【教育面での取 り組み】

1999年 度 に 教 育 ワ ー ク シ ョ ップ、 カ リ キ ュ ラ ム

研修 ワー ク シ ョップ、 歯科 医学 教 育 セ ミナ ー な どを

ス ター トさせ 、FD、 教 育 方 法 ・内容 、 授 業形態 の

在 り方等 を見直す とともに教 室 ・実 習室 の改修 ・整

備 、 学 内 LAN の 構 築 な ど、 ソ フ ト ・ハ ー ド両 面 か

ら改 善、 改 革 を進 め て きて い る。 2005年 度 に は文

部科 学 省 の 「特 色 あ る大 学 教 育 支援 プ ログ ラム 」 な

らび に 「現 代 的 教 育 ニ ー ズ取組 支援 プ ログ ラム 」 に

選定 され、歯科 医 学 教 育 開発 セ ンター を中心 に 「IT

を活 用 した評価 法 の 開発 」お よび 「歯科 医学 にお け る

統合 的 e-Learningprogram」 の 開発 を進 め て い る。

【研 究 面 で の取 り組 み】

1996年 度 に、 文 部 省 (現 文 部 科 学 省 ) の 「私 立

大学ハ イテク ・リサ ーチ ・セ ンター整備事業 」の選

定 を契 機 に、 口腔 科 学 研 究 セ ンター を設 置 して プ ロ

ジ ェク ト研 究 を開 始 し、現 在 まで に 7つ の プ ロジ ェ

ク ト研 究 を実 施 し て い る。 ま た、 2005年 度 に は、

コア研 究 部 門 (分 子 再 生研 究 室 ) を設 置 した。

【教育研 究組織 等 の見直 し】

教 員組織 につ い て は、 任 期 制 の導 入、 講 座 の統廃

合、 定 員 の削 減 等 を行 って きて い る。

任 期 制 の導 入 につ い て は、2000年 度 に新 規採 用

の 助 手 か ら導 入 、 2007年 度 に は、 教 授 を含 む全 教

育職 員 に任期制 を導 入 した。 また、組織 、定員につ

いて は、 逐 次の見 直 しを行 い、 講座 の統廃 合 、定 員

の 削 減 等 を行 った 。

今 後 の 展 望

本 学 は 2010年 に創 立 120周 年 を迎 え る こ と とな

るが、歯科界 を取 り巻 く今 日の環境 は、少子高齢化

の進展 、入 学 定 員 の 抑 制 、卒 後 臨床 研 修 の必 修 化 、

医療 制度 の改革 に よる医療 費 の抑制 な ど大変厳 しい

状況 にあ る。 歯 科 医 学 教 育 の嚆 矢 と して の本 学 の使

命 を果 た す た め に は 、 財 政 基 盤 の 充 実 ・安 定 化 を 図

り、建 学 の精神 (「歯科 医師 た る前 に人間たれ」) に

基 づ き今 日まで 築 き上 げ て きた伝 統 と実 績 を継承 ・

発 展 させ 、 21世 紀 に 望 ま れ る 歯 科 医 師 、 国 民 の 求

め る 医療 人 の 養成 を 目指 す と と も に、 我 が 国 にお け

る 口腔 医療 の パ イ オ ニ アの 育成 が 課 題 で あ る 。

附属病 院の概 要

本 学 に は、千 葉 病 院 、市 川総 合 病 院 、水 道橋 病 院

の 3つ の 附属 病 院 が あ り、 学 生 の臨床 実 習 を行 う と

と もに千 葉 病 院 お よび水道橋 病 院 は歯科 医療 を中心

と した地 域 の基幹病 院 と して、 また 、 市 川 総 合 病 院

は、 地 域 の 中核 病 院 と して 地域 医療 を担 っ て い る。

名 称 診 療 科 病 床 数
一 日平 均
患 者 数

歯 科 用
チ ェ ア

12

12

千 葉 病 院

水 道 橋 病 院

市 川 総 合 病 院 20

注 一 日平均 患者 数 は、2006年度の実績であ る。

40 874 210

20 489 74

570 1299 22

(2007年 4月 1日現在 )

その他 の附属 施設の概要

口腔 科 学研 究 セ ン ター脳 科 学研 究 施設 で は、口腔 ・

顎 顔面機 能 を制御す る高次脳機 能 を、超伝 導量 子干

渉素 子 を装 備 した磁束 計 (脳磁 図計 ) を用 い た新 し

い 方 法 で解 明す る こ とを 目標 と して い る。摂 食 障害 、

咬 合 異常 、 味覚 異常 、老 化 に伴 う口腔 機 能 の低 下 な

どに対 す る診 断基 準 を確 立 し、 治療 お よび リハ ビ リ

テ ー シ ョ ンの 新 た な 方 法 の 開 発 を試 み て い る 。また 、

角 膜 セ ンター ・ア イバ ンクは、平 成 12年 度 に文 部

省 (現 文 部 科 学 省 ) の 「バ イオ ・ベ ンチ ャー研 究 開

発 拠点 」 と して選 定 され、 「再 生 角 膜 の作 成 及 び移

植 に 関 す る研 究 」 「ヒ ト体性 お よび胚性 幹 細胞 を利

用 した人工 角 膜 の作 成 」等 の研 究 を行 って い る。

歯科衛生士専 門学校 の概 要

本 学 の 歯 科 衛 生 士 専 門 学 校 は、 1949年 9月 に 開

校 した我 が国で最初 に歯科大学 に併設 された歯科衛

生士 専 門学 校 で あ る。2004年 度 か らは社 会 の要 請

に応 え、新 た に 3年 制 教 育 を導 入 して い る。

学 年

1～ 3年生

【学 生 数 の現 況 (2007年 4月 1日現在)】

入 学 定 員 募 集 人員 在 籍 者 数

4040 135

207
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昭 和 大 学 歯 学 部
ShowaUniversitySchoolofDentistry

理 事 長

学 長

歯 学 部 長

小 口 勝 司

細 山 田 明 義

宮 﨑 隆

沿 革

昭和 大 学 は、 医学 部 ・歯学 部 ・薬 学 部 ・保 健 医療

学 部 の 4学 部 を擁 し、 創 立者 の上 條 秀 介 博士 が 唱 え

た 「至誠一貫 」 とい う建 学 精神 の も とに、何 ご とに

も真 心 を もって接 す る医療 人 の 育 成 を 目指 す 医 系 総

合大 学 で ある 。

昭和 医 科 大 学 設 置 (大 学令 に よる医 科

大学)

1928年 3月 昭 和 医学 専 門学 校 設 置

1946年 4月

1952年 2月 昭 和 医 科 大 学 医 学 科 (専 門課 程 ) (学

校 教 育 法 に よ る)

1959年 3月 大 学 院 医学 研 究 科 設置

1964年 3月

1969年 3月

昭和大 学 と改 称 薬 学 部 薬 学 科 設 置

大 学 院 薬 学 研 究 科 設 置

1977年 1月 歯 学 部 歯学 科 設 置

1983年 3月 大 学 院歯 学 研 究 科 設 置

1996年 12月 医療 短 期 大 学 設 置
2001年 12月 保 健 医 療 学 部 設 置 (看護 学 科 理 学療

法学 科 作 業療 法 学科 )

2006年 4月 富士 吉 田教 育 部 改組
11月 大 学 院保 健 医療 学 研 究 科 設 置

学 部 の 特 色

【教育理念】

昭和 大 学 の教 育 理 念 は 以 下 の とお りで あ る。

他 に類 の な い 医系 総 合 大 学 の特 長 を生 か し、 専 門

領 域 の高度 な知 識 と技 能 を身 につ け る と と もに、学

部 の枠 を越 え て と もに学 び 、 互 い に理 解 し合 い、協

力 で きる人材 を育成 す る。 そ して、 そ の専 門職 にふ

さわ しい人 間性 豊 か な 医療 が 実 践 で きる よ うな、 高

い倫 理性 と豊 か な社 会 性 を備 え、 生 涯 に わた って学

習 ・研 究 を怠 らず医療 の向上 に邁進す る、真 の医療

人 た りうる資質 を磨 き上 げ る。

歯 学 部 の教 育 理 念 は、 大 学 の 理 念 を も とに、 チ ー

ム 医療 の一 員 と して 活 躍 で きる社 会 性 の あ る歯 科 医

師、 口腔 領域 の疾 患 を全 身 との 関 わ りにお い て把 握

す る こ との で き る歯 科 医 師 、 そ して生涯 に わ た っ て

学 習 し続 け る習 慣 を 身 につ け た 歯 科 医 師 の 育 成 を 目

指す こ とで あ る。

【教 育 の特 色】

医 学 部 歯 学 部
StandofVeterin Sch olofDentistry 昭 和 大 学

薬 学 部 大 学 院Po d e GeduateSchool

本 学 歯 学 部 の学 生 は、 1年 次 は 山梨 県 の富士 吉 田

校 舎 で 、 医学 部 、 薬 学 部 、保 健 医療学 部 の学 生 と全

寮 制 生 活 を共 に しなが ら学 ぶ 。本 学 の全 寮 制 教 育 は

40年 の 歴 史 を有 し、 富 士 山 を 臨 む恵 まれ た 環 境 の

中 で 、共 同生 活 を通 じて 人 間性 の涵養、コ ミュニ ケ ー

シ ョン能 力 の育成 と と もに、 学 部 横 断 の選択 科 目や

共 通 テ ー マ の PBL、 あ る い は早 期 体 験 実 習 を通 じ

て、 将 来 チ ー ム 医療 の一 員 と して互 い に協 力 で きる

医 療専 門職 へ の 入 門 とな る重 要 な 1年 で あ る。

2 年 次 か ら 4 年 次 ま で は 、 医 学 部 、 薬 学 部 の 学 生

と と も に 旗 の 台 校 舎 で 学 ぶ 。 6 年 一 貫 の 社 会 と 歯 科

医 療 コ ー ス 、 生 体 科 学 コ ー ス 、 口 腔 科 学 コ ー ス 、 歯

科 臨 床 コ ー ス 等 に 従 っ て 、 医 学 の 基 礎 か ら 歯 科 専 門

の 保 健 、 医 療 、 福 祉 全 般 を 他 学 部 の 教 員 や 施 設 も 活

用 し て 学 習 す る 。 社 会 と 歯 科 医 療 コ ー ス で は 地 元 の

行 政 や 歯 科 医 師 会 と 連 携 し て 、 障 害 者 や 高 齢 者 の 施

設 で の 体 験 実 習 に 力 を 入 れ て い る 。 ま た 、 基 礎 と 臨

床 を 融 合 し た 統 合 講 義 や 、 学 部 全 体 で 実 施 す る

P B L が 特 徴 で あ る 。 P B L は 1 年 次 か ら 5 年 次 ま で

継 続 し て 実 施 し 、 学 生 の 学 ぶ 力 を 育 成 し て い る 。

4 年 次 終 了 時 に 共 用 試 験 を 受 験 し 、 合 格 す る と 5

年 に 進 級 し 臨 床 実 習 に 従 事 す る 。 6 年 次 前 半 は 学 内

の み な ら ず 国 内 外 の 施 設 を 利 用 し 選 択 実 習 を 行 う 。

本 学 は 指 導 担 任 制 度 を 設 け 、 教 員 が チ ュ ー タ ー と

し て き め 細 か い 学 習 お よ び 生 活 指 導 を 行 っ て い る 。

【 学 生 の 現 況 ( 2 0 0 7 年 5 月 1 日 現 在 ) 】

学 生 数

学 部 学 科 ・大 学 院

歯 学 部 歯 学 科

入学 定員 募 集 人員 在 籍 者数

105 96 603

大 学 院 歯学研 究 科 博 士 課 程 18 18 100
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【教 育 改 革】

本学 部 で は 1997年 に教 育改 革委 員会 を発 足 させ、

新 カ リキ ュ ラ ム の検 討 を始 め た。 そ して 2003年 の

2年 次 か ら新 カ リキ ュ ラ ム に移 行 し、 2007年 度 に完

成 を迎 え た 。 一 方 、 2006年 4月 か ら保 健 医 療 学 部

が富士 吉 田校舎 の 1年次教育 に参画 したため、従来

の 教 養 部 を富 士 吉 田 教 育 部 に 改 組 し、 大 学 全 体 の

新 々 カ リキ ュ ラ ム を 開始 した 。 これ に伴 い 、 歯学 部

教 員 も 1年 次教 育 に従 来 以上 に楔 形 で 関与 す る と同

時 に 4学 部 間 の連携 を図 って い る。

【フ ァカル テ ィ ・デ ィベ ロ ップメ ン ト】

昭和 大 学 で は 1995年 か ら毎 年 夏 季 休 暇 中 に、富

士 吉 田校 舎 で 2泊 3日の 日程 で 「昭和 大 学 医学 教育

者 の た め の ワー ク シ ョップ」 を開催 し、 第 1回 目か

ら歯 学 部 教 員 も参 加 して き た。 1998年 か ら は 歯 学

部独 自に毎 年 「昭和 大 学 歯 学 教 育者 の た め の ワー ク

シ ョップ 」 を 開催 し、 幅 広 い フ ァカル テ ィ ・デ ィベ

ロ ッ プ メ ン トに 努 め て き た 。 さ ら に 2000年 か ら海

外 の PBLの 研 修 や ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 し、 2003

年 の 2年 次 に PBL を初 め て 導 入 し、 そ の 後 各 学 年

に拡 大 して き た 。

【海外研 修 な らび に選択 実 習 】

大 学 をあ げ て学 生 の 国際 交 流 に力 を入 れ て お り、

歯 学 部 で は低 学 年 の夏 季 休 暇 を利 用 した海外研 修

や 、 6年 次 の 選 択 実 習 と して 、 南 カ リ フ ォル ニ ア大

学 (米 国 )、 アデ レー ド大 学 (オ ー ス トラ リア)、大

連 医科大 学 (中 国) に学 生 を派 遣 した。 また、海外

か らの 選 択実 習 生 の受 け入 れ も積 極 的 に実 施 して い

る。

【研究の活性化】

2003年 に研 究 活 動 委 員 会 を発 足 させ、研 究 の 活

性 化 に取 り組 ん で い る。 2006年 に 文 科 省 の ハ イ テ

ク ・リサ ー チ ・セ ンター事 業 に採 択 され 、 「顎 口腔

疾 患 の発 生 機 序 の解 明 と機 能 回復 に関す る研 究 」 を

推 進 して い る。 また 、 学 内 の共 同研 究 を学 部 横 断 の

研 究 チ ー ム を組 織 して支援 して い る。

【臨床講座 ・診療科の再編】

新 しい教 育 の推 進 お よび患 者 サ ー ビス の 向 上 の た

め に、2004年 4月 か ら臨床 系 講 座 11講 座 を 8講 座

に統 合 し、 新 た に従 来 の 麻 酔 科 を含 め て 8つ の 診 療

科 を整 備 した 。

今 後 の 展望

本学 独 自の カ リキ ュ ラム を一 層充 実 させ 、 超 高齢

社 会 の 国民 の健 康 に貢 献 で きる歯科 医 師 の育 成 に鋭

意 努 力 した い。 また、研 究成 果 を歯科 界、 そ して社

会 に 還 元 した い。 国際 交流 につ いて は、 学 部 学 生 、

大 学 院 生 そ して 教 員 を 含 め て さ らに 充 実 を 図 りた

い 。

附属 病 院 の概要

【歯科病院】 (診療 日 月～土曜 日)

• 診療科 歯科保存科 、歯周病科、歯科補綴科 、 口

腔 外科 、矯 正 歯科 、小 児 歯科、高齢者 歯科 、歯科

放 射 線 科 、 口腔 リハ ビ リテー シ ョン科 、総 合診療

歯科 、総合 内科、美容歯科、 イ ンプラ ン ト科、顎

関節症 治療科 、障害者 歯科、お口の健康 外来

・病 床数 22床

医学 部 附属 病 院 (大 学 病 院 、藤 が 丘病 院 、 烏 山病

院) に歯科 を開設 し、 臨床研 修 や臨床 実 習 を受 け入

れて い る。 また、他 の 附属 病 院 を含 めて、 歯 科 病 院

各科 と医療 連携 を密 に して い る。
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日本大学歯学部
NihonUniversitySchoolofDentistry

総 長 ・理事 長

歯 学 部 長
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沿 革

日本 大学歯 学 部 は、佐 藤 運雄 博士 に よ り歯 学 部 の

前 身 で あ る東 洋 歯 科 医学 校 と して 1916年 に創 設 さ

れ、 2006年 に は創 設 90周 年 を迎 え た 永 い歴 史 と伝

統 を有 す る学 部 で あ る。

専 門学 校 令 に よ り東 洋 歯 科 医学 専 門学 校 と

な る

東 洋 歯 科 医学 専 門学 校 が 日本 大 学 と合併

日本大 学専 門部 歯科 新 設認 可

1916年 東 洋 歯科 医学 校 創 設

1920年

1922年

1926年 歯 科 医学校 (夜 間) 設 立

1945年 歯 科 医 学 校 、 制 度 改 正 に よ り廃止

1947年 日本 大学 歯学 部 (旧制 ) 設 置認 可

1952年

1954年

1956年
1958年 日本大 学 歯科 衛 生士 養成 所 (現 附属 歯科

衛 生 専 門学校 ) 開設

1976年
2007年

日本 大 学 歯学 部 総 合 歯 学 研 究 所 設 置 認 可

附属 歯 科 衛 生 専 門学校 3年 制 とな る

学部 の 特 色

日本大 学専 門部 歯科 を廃 止 して、 日本大学

歯学 部 (新制 ) とな る

歯 学 部 附属 歯 科 技 工士 養 成 所 (現 附 属 歯

科 技 工 専 門学 校 ) 開設

大 学 院 歯 学 研 究 科 設 置認 可

【教育理念 ・目標 教育の特色】

創 設者 の佐藤博士 が提 唱 した 「医学 の一分 野 とし

「て の歯 科 医 学 」 の理念 を基 盤 と して、 「歯学 を口腔

に留めず常 に全 身 と関連づ けて学 ぶ」 とい う、 医学

的基 礎 に基 づ い た 医療技 術 の 向上 と共 に人格 の教 化

を教 育 目標 に定 め、 医の心 を持 っ た 人 間性 豊 か で 有

為 な歯科 医 師 の育成 を 目標 と して い る。

6年 間の 一 貫 した 系 統 的学 習 を とお して、 生 命 を

尊重す る心 、 倫 理 観 の 高揚 、有 機 的 な世 界観 、加 え

て人格 形成 と 自己の 資質 の 向上 を達成 し得 る教 育 を

実 践 して い る。 授 業 科 目は、 人 間科 学 、基 礎 科 学 、

生命科 学、 口腔科学、総合科学 の 5区分 に配分 され

てい る。従 来 の人文 ・社 会分 野 の科 目と歯科 臨床科

目を統 合 した医療 人 間科 学 で は医療 人 と しての 人格

形成 を主 眼 と し、 自然 分 野 の科 目 と生 命 科 学 を統 合

した基礎 自然 科学 に よって教養教 育 と専 門教育 との

融 合 を 図 っ て い る。 「患 者 本 位 の 歯 科 医 学 ・医 療 」

を理 念 とす る専 門科 目は、 学 問 (講座 ) 別 科 目か ら

領域 別や疾 患別科 目とに再編 成 された こ とに よ り、

新 しい 歯 科 医 学 教 育 を 目指 した 先進 的 な科 目に な っ

て い る。 また 、 問 題解 決 能 力 を習 得 す る テ ュー トリ

アル 形 式 の授 業 を各 学 年 に取 り入 れ、 学 習 意欲 と勉

学 へ の モチ ベ ー シ ョンの高揚 を 目的 に 「自己学 習 」

の 時 間帯 も配 置 して い る。 学 年 は 前 ・後 期 各 15週

の セ メ ス タ ー 制 で 、 1授 業 時 間 は緊 張 の 有 効 的 持 続

に配 慮 して 50分 と して い る。 幅 広 い 教 養 と専 門分

野 の基礎 ・基 本 の 修 得 の必 要性 か ら、 ほ とん どの科

目を必 修 と し、 履 修 は学 年 進級 制 と して い る。

【付属 歯科病 院 にお ける卒 前 ・卒後教育】

第 5・第 6学 年 生 は各 診療 科 を ロー テ ー シ ョ ン し

問 題 解 決志 向型 教 育 を基 盤 と した テ ュー トリアル 方

式 で 臨床 実 習 を行 う。 豊 富 で 多 様 な症 例 で 診療 技 術

の 習 得 が な され、 患 者 さん との コ ミュニ ケ ー シ ョン

を とお して 「患 者 さんの気 持 ちが解 る歯科 医 師 」 と

して の 感 性 を磨 く。 本 歯 科 病 院 で は平 成 11年 度 か

ら研 修歯科 医の受 入 れ を始 め、16年度 に 「卒 直後

研 修 科 」 を設 置 した。 18年 度 の 臨 床研 修 の 義 務 化

に伴 い、現在 は本 歯科 病 院 で研 修 を希 望 す る学 内外

か らの約 150人 に対 す る受 入れ態勢 を整 え、総合 診

療 方式 に よ り臨床 経験 豊富 な指 導 歯科 医 の下 で初 診

か ら治療 終 了 まで の 幅 広 い研 修 が展 開 され て い る。

【学 生の現 況 (2007年 4月 1日 (現在)】

学 生 数

学 部 学 科 ・大 学 院

歯 学部 歯 学 科 128

入 学 定員 募集 人員 在籍 者数 (女 )

160 774 (309)

大 学 院 歯 学 研 究 科 42 42 102 (45)
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大学改 革な ど 10年の あ ゆ み (活動 事例)

【カ リキ ュラムの改組】

現 行 の カ リキ ュ ラムは、学 生 の問題解 決 能力 と自

己 学 習 能 力 の 向 上 に重 点 が 置 か れ て平 成 12年 に改

組 され、 医 学 的基礎 に基づ く歯 学 知 識 ・技 術 と人 間

性 豊か な人格 を有 す る歯科 医 師 を育成す る ことを 目

的 と して編 成 さ れ て い る。

【島 しょ地 区の医療 を担 う医療 人育成】

本学 部 と本 歯科病 院の学 部教 育 ・卒 後研 修 プ ログ

ラ ム 「離 島歯科 診療 へ の支援 基盤 とな る卒 後 臨 床研

修」 が 17年度 に文 科 省 の 「医療 人教 育支援 プ ログ

ラ ム (医療 人 GP)」 に選 定 され た。 島 し ょ地 区 に

歯 科 医療 チ ー ム を派 遣 して 、 地 域 ニ ー ズ に応 じた 医

療 活 動 が展 開 されて い る。

【大学 院歯学研 究科 の改組】

社 会 情勢 の変 化 や学 問 の 高 度 化 に対応 す るため、

17年 度 か ら従 来 の 歯 科 基 礎 系 専 攻 と歯 科 臨床 系 専

攻 の枠 組 を 口腔 構 造 機 能 学 分 野 、応 用 口腔 科 学 分 野 、

口腔 健康 科 学 分 野 の 3分 野 か らな る歯 学専 攻 の 1専

攻 に統合 し、組 織 の弾 力 化 が 図 られ 、基礎 と臨床が

共 同 で研 究 を推 進 す る こ とが 可 能 に な っ た。 また、

19年 度 には社 会 人 入学 試験 が導 入 され た。

【ラオ ス国立 大学 との学 術 交 流 を開始】

平 成 19年 2月 に、 本 学 部 とラオ ス 国立 大 学 医学

部 との 間 で 学 術 交 流 を 目的 とす る覚 書 が 締 結 され

た。今 後 、本 学 部 が現 地 で の 歯 科 医 師養成 の教 育 カ

リキ ュ ラムや研 究 活動 な どに参加 し、 同学部 との人

的 交 流 を促 進 す る こ とに な っ た 。

今 後の展望 (今後 の課 題 等 )

少 子化 に よる大 学 全 入時 代 を迎 え、本 学 部 の志 願

者 数 も近 年 減 少 傾 向 に あ り、 入 学 試 験 の あ り方 等 を

早 急 に再検 討 す る 時期 にあ る。 加 え て 、 歯 科 医 師臨

床 研修制 度 の導 入 や 無 給 の 歯 学 部 助 手 の廃 止 に伴 う

顕 著 な支 出増 な どへ の対 応 も急 務 で あ る。 また 、老

•朽 化 した校 舎 等 の改 修 改 築 も中長 期計 画 と して財

源 蓄積 すべ き重要 課 題 で あ る。 各種助 成 金 等 の外 部

資金の積 極 的 な獲得 に努 め、 人件費や管理経 費の削

減 等 の恒 久 的 な経 費節減 策 を講 じる必 要 が あ る。

付 属歯科病 院

80余年 の歴 史 を有す る本 歯科病院 は 15の専 門診

療 科 と 8科 の特 殊 診療 科 を擁 してい る。 高度先端 医

療 科 で は特 定 承 認 保 険 医療 機 関 と して平 成 10年 か

ら 「歯 周 組 織 再生 誘 導 法 」 を実 施 して い る。平 成

16年 に摂 食 機 能療 法 科 が 開 設 され、 摂 食 機 能 回復

の た めの リハ ビ リ テ ー シ ョ ン と生 活 支援 の た め の 口

腔 ケ ア を行 っ て い る。ユ ニ ッ ト数 約 200、入 院 用ベ ッ

ド24床 、感染症や 身体 の不 自由な患者 さんのため

の 治療 施 設 も備 え て お り、 年 間来 院患者 数 は延べ 約

20万 人 で あ る 。

総合 歯学研 究所

講 座 の枠 に と らわ れ ず に広 い視 野 で歯 科 医 学 の各

分 野 の研 究 を行 うこ とを 目的 に、生 体 工学研 究 部 門、

機 能形態 部 門等 9つ の研 究 部 門 、放 射性 同位 元 素 と

大 型 研 究 機 器 の 2つ の 共 同利 用 施 設 で構 成 され て い

る。 「顎 口腔 領 域 の構 造 ・機 能 を基 盤 と した先 端 的

歯科 医学 研 究 」の研 究 プ ロ ジ ェク トが 13年 度 に文

科 省 か ら学 術 フ ロ ンテ ィ ア推進 拠点 に選 定 され た。

附属 歯科技工専 門学校

3年 制 夜 間 の 歯 科 技 工 士 養 成 所 と して 設 置 さ れ

た。 現 在 の 募 集 人 員 は 35名 (在籍 者 数 113名 ) で

ある。一般入試 の他 、一般推薦 ・社 会人 自己推薦 な

らび に付 属 高 等 学 校 推薦 入 試 を実施 して い る。

附属歯科衛生専 門学校

2年 制 の 歯 科衛 生士 養成所 と して設 置 され、 平 成

19年 度 か ら 3年 制 に移 行 した。 現 在 の 募 集 人 員 は

40名 (在 籍 者 数 103名 )。 一 般 入試 の他 、一 般 推 薦

な らびに付 属高等学校推薦入試 を実施 している。
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日本大学松戸 歯 学部
NihonUniversitySchoolofDentistryatMatsudo

総 長 ・理 事 長

松 戸 歯 学 部 長

小 嶋 勝 衛

牧 村 正 治

日本大
学松

歯学部

沿 革

1889年 10月 日本 法 律 学 校 創 立

1903年 8月 日本 大 学 に改 称

1971年 4月 日本大学 松 戸 歯 科 大 学 設 置、付 属 歯科

病 院 開 院

1974年 4月 附属 歯科衛 生専 門学校 設置

10月 口腔 科 学 研 究 所 設 置

1976年 4月 日本 大 学 松 戸 歯 科大 学 を廃 止 し、 日本
大 学松戸 歯 学部 (歯学科) を設 置

7月 動 物 実 験 研 究 セ ン ター・ア イ ソ トー プ

研 究 セ ン タ ー竣工

い る。 「臨床 検査 医学」「頭頸部外科学」 そ して 「障

害者 歯科学」 な どは、教 育理念 に基 づ き本学 部が歯

科 大 学 の な か で い ち早 く開 講 した もの で あ る。

【学 生 の現 況 (2007年 4月 1日現在)】

学 生 数
1977年 4月 日本 大学大学 院松 戸 歯学 研 究 科 歯学 専

攻 (博士課程 ) 設 置
学 部 学 科 ・大 学 院 在籍 者数

2006年 4月 新 病 院棟竣工 付 属 歯 科 病 院 を付 属病

院 と名 称 変更

歯 学 部 812

大 学 院 82

5月 動 物 歯科 セ ンター開 設

学部 の 特色

【教育理念 ・目標】

日本 大 学 松 戸 歯学 部 は 、 「医 学 的 歯学 」 の理 念 の

も とに、 国 民 の 歯 科 医療 お よび 保健 指 導 をつ か さ ど

り、公 衆衛 生 の 向上 、 増 進 に寄与す る にふ さわ しい

歯科 医 師 を育成 す る。

【教育 の特 色】
入 学 か ら 6 年 の 間 に 医 学 、 歯 学 の 基 礎 か ら 実 際 の

歯 科 医 療 ま で を 、 ス テ ッ プ を 踏 ん で 無 理 な く マ ス

タ ー で き る 一 貫 教 育 を 目 指 し て い る 。 例 え ば 、 課 題

を 的 確 に 把 握 し て 解 決 す る プ ロ セ ス や 、 探 究 心 、 人

間 性 を 養 う 「 課 題 研 究 」 、 環 境 と 病 気 の 関 係 な ど を

テ ー マ に し た 「 社 会 歯 科 学 」 な ど の 教 養 科 目 を 早 期

に 実 施 し 、 専 門 知 識 や 技 術 だ け に 偏 り が ち な 歯 科 教

育 に 幅 広 い 教 養 と 視 野 を 備 え た 歯 科 医 師 を 目 指 す 教

育 を 行 っ て い る 。 ま た 、 1 科 目 を 異 な る 専 門 分 野 の

教 員 が 複 数 で 指 導 す る 統 合 型 の 授 業 方 式 を 採 用 し 、

“ 医 学 ” の 基 本 を 身 に つ け さ せ て い る 。 臨 床 実 習 で

は 医 療 従 事 者 と し て の 自 覚 を 養 い 、 本 学 の 教 育 理 念

で あ る 「 医 学 的 歯 学 」 の 実 践 を 臨 床 の 場 で 体 験 さ せ 、

医 学 と 歯 学 の 知 識 を あ わ せ 持 つ 歯 科 医 師 を 育 成 し て

大学 改 革等 10 年の あ ゆみ (1997 ～ 2006年 度)

【新病院棟開院】

複 雑 多 様 化 す る 医 療 ニ ー ズ に 対 応 す る た め 、

2 0 0 6 年 4 月 、 新 病 院 棟 を 開 院 し た 。 高 度 先 進 医 療

を は じ め と す る 高 度 の 専 門 的 な 診 断 ・ 治 療 は も と よ

り 、 歯 科 疾 患 の 予 防 の 観 点 か ら 地 域 住 民 の 口 腔 ケ ア

に 対 す る 意 識 向 上 を 図 り な が ら 、 健 全 な 全 身 状 態 を

維 持 で き る よ う 大 学 病 院 と し て の 任 務 を 担 っ て い

る 。 従 来 ま で の 歯 科 診 療 科 ( 1 7 療 ) を じ め診 科 は

内 科 、 脳 神 経 外 科 、 外 科 ( 頭 頸 部 ) ・ 耳 鼻 咽 喉 科 に

加 え 、 新 た に 顎 脳 機 能 セ ン タ ー を 開 設 し た 。 こ の セ

ン タ ー で は 脳 血 管 疾 患 な ど に よ る 介 護 状 態 の 患 者 に

対 し て 、 口 腔 と 脳 の 2 つ の 領 域 か ら の ア プ ロ ー チ を

目 的 と し た 「 摂 食 ・ 嚥 下 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 外 来 」

と 「 脳 ド ッ ク 外 来 」 、 歯 、 口 を 含 め た 頭 部 、 顔 面 す

べ て の 慢 性 の 痛 み の 診 断 治 療 を 行 う 「 口 ・ 顔 ・ 頭 の 痛

み 外 来 」 、 最 新 技 術 を 用 い て 口 腔 内 を 分 析 し 、 良 好

な 口 腔 健 康 状 態 を 維 持 ・ 増 進 さ せ る た め の 「 歯 科 人

間 ド ッ ク 外 来 」 を 設 置 し て い る 。

【日本大学 口腔 科学会発足】

2001年 6月、 日本 大 学 口腔 科 学 会 発足 。

今 後の展望 (2007年度～)

教 育 面 で は、大 学全 入 時代 の 入 学 者 の 学 力 低 下 の

日本大学松戸歯学部
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5・6年 次生 臨 床 実 習風 景 (総 合 診 療 室 )

懸 念 に備 え、例 えば、「修辞学 」の早期導 入 に よって、

最 高 学 府 を修 め た社会 人 と して の知 識 や 文 章 能 力 の

早 期 修得 等 の取 り組 み とともに、進級制 度の見直 し

を 図 る。 また 、 院 内 教 育 で は集 大 成 と して捉 え られ

て い た 5・6年 次 の 臨 床 実 習 と卒 後 の 臨床 研 修 の 役

割 の水 準 に基づ き明確 化 す る と と も に、 さ らに相 互

の 一 貫性 を模 索 。 学 生 生 活 面 で は、 学 生 個 々 につ い

て、 学 業 の進捗 状 況 や 生 活 態 度 が在 学 期 間 を通 じて

把 握 で き るデ ー タベ ー ス の構 築 。研 究 関係 で は、 現

存 す る機 器等 の デ ー タベ ー ス化 に よ り、 共 同研 究室

の機 器 ・備 品の有効 利用 を図 る。 病 院 関係 で は、患

者 ニ ー ズ に合 った新 たな る歯科外 来像 の模索 や診療

時 間 の 見 直 しを検 討 す る。

鼻 咽喉科

・顎 脳 機 能 セ ンター 口 ・顔 ・頭 の痛 み外 来 、 摂 食 ・

嚥 下 リハ ビ リテ ー シ ョン外 来 脳 ドック外 来 、歯

科 人 間 ドック外 来

そ の他 付 属施 設 の概 要

【口腔科学研究所】

研 究 施 設 疫 学 研 究 室 、 ゲ ノ ム機 能 科 学 研 究 室 、

先 端 歯科生 体材 料 ・技 法 開発 研 究 室、 ア イ ソ トー

プ研 究 セ ン タ ー 、 動 物 セ ン タ ー、 電 子 顕 微 鏡 室 、

画 像 ・情 報 セ ン ター、 特 殊 測 定 室

・共 同研 究事 業 進疫 学 調 査 研 究 、先 医療 研 究

【図書館】

蔵 書 数 は約 20万 冊 。 オ ン ラ イ ン情 報 検 索 シス テ

ム や 視聴 覚 設備 も整 備 して い る。付 属 病 院 の概 要

(診療 月 ～土 曜 日)

・規 模 地 上 5階、 地 下 1階、 延 床 面 積

9,716.421m²

・歯 科 治 療 用 ユ ニ ッ ト 183台 、 ベ ッ ド数 33床

歯 科 初診科、予 防管 理科、保存科 、歯周科 、

補綴科 、口腔外科、小児歯科、矯 正歯科、特殊歯

科 、 口腔 イ ンプ ラ ン ト科 、 再 生 歯科 、 顎 顔 面機 能

再 建 科 、 顎 関節 ・咬 合 科 、 スポ ー ツ ・睡 眠 健 康 歯

科 、臨床検査科 、放射線科 、麻酔 ・全 身管 理科

・医 科 内科、脳神経外科、外科 (頭 頸)・耳

【歯学史資料室】

歯学史 関係 資料 を中心 に、 医 ・歯 ・薬 の歴史 を語

る上 で 重 要 な資 料 多 数 を展 示 して い る。

併設 歯科 衛 生 士養成 学校 の概 要

・名 称 日本 大 学松 戸 歯学 部 附属 歯科衛 生専 門

学 校

・修業年 限 3年 (2006年 度 2年制 よ り移行 )

・入 学 定 員 40名 (2007年 4月 1日現 在、 在 籍 者

数 78名 )

2 13
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日本 歯科大学生命歯学部
TheNipponDentalUniversitySchoolof

LifeDentistryatTokyo

沿 革

理 事 長

学 長

中原

中 原

生 命 歯学 部 長 吉 田 隆

泉
泉

一

消火栓

【創立 100周年 を迎 えた】

私 ど も 日本 歯 科 大 学 は、 中 原 市 五 郎 に よ っ て 、

1907年 6月、 公 私 立 歯 科 医 学 校 指 定 規 則 に基づ く

わ が 国最初 の 歯 科 医 学 校 と して創 立 され た 。 歯 科 医

療 の 黎 明 期 に あ っ て、 「学 ・技 両 善 に して 人 格 高 尚

な る歯科 医 師 の養成 」 を 目的 と した。 歯 ・顎 ・口腔

の 医学 を教 導 し、 学 術 ・道 を兼 ね そ な えた 歯科 医

師 を輩 出 し、 歯 科 医 学 の進展 、 歯科 医療 の 向上 、患

者 国民 の福 祉 に尽 力 した。 私 ど もは、 私 学 と して創

立 者 の 「自主 独 立 」 とい う建 学 の 精 神 を継 承 し、

2006年 に創 立 100周 年 を迎 え た 。

中原市 五郎 、私 立共 立歯科 医学 校 を千

代 田 区大 手 町 に創 立

千代 田 区神 田雉 子 町 34番 地 に移転

麹 町 区富士見 町 に移転、私立 日本歯科

医学校 と改 称

中 原 市 五 郎 、校 長 に就 任

中 原 實 、 理事 長 に就 任

1907年 6月

8月

1909年 6月

1911年 2月

1919年 12月 財 団法 人 日本 歯 科 医 学 専 門 学 校 と な

り、 中 原 市五 郎 、 理 事長 に就任

1936年 9月 中 原 市 五 郎 、 名 誉校 長 とな り、 加 藤 清

治 、 校 長 に就任

1941年 3月

1947年 6月

1948年 1月

日本 歯科大 学 と改称 、大 学予科 を開設

中原 實 、学 長 に就 任

1951年 2月 学 校 法 人 日本 歯科大学 となる

1952年 4月 新 制 日本歯科 大 学 となる

1960年 4月

1968年 4月

日本 歯 科大 学大 学 院 (博士 課程 )を設 置

附属 日本 歯科技工専 門学校 歯科技 工

士 科 ) を併 設

1971年 4月

1981年 4月

1984年 8月 中原 爽 、理 事 長 に就 任

1991年 4月 中 原 泉 、 学 長 に就 任

1995年 6月 佐 藤 亨 学 長 に就 任

2000年 4月 中 原 泉 、 学 長 に就 任

7月 中原 泉 、 理事 長 に就任

2005年 4月

2006年 4月

日本 歯 科 大 学 東 京 短期大 学 を設 立

歯 学 部 を生命 歯 学 部 に改 称

附 属 日本 歯科技工専 門学校 を附属 歯科

専 門学 校 と改 称 、 歯科衛 生士 科 を増 設

中原 爽 、学 長 に就 任

学 部 の特 色

【教 育理念 ・目標】

本学 の建 学の精神 は、創 立 以来 「自主独立」の志

で あ り、 自立 して 歯科 医療 を担 う こ とが で きる優 れ

た 歯科 医 師 の育 成 に努 め て きた。 日本 歯科 大 学 学則

は、 そ の 目的 を 「歯 顎 口腔 の 医 学 を教 授 研 究 し、

知 的 、道徳 的、応 用的能力 を展 開 させ 、 国民 の健康

な 生 活 に貢 献 す る」 と謳 って い る。 これ を体 して、

人体 の健康 を担 う医療 人 として、 生命体 な らび に生

命体へ の医行為 を学 ぶ こ とに よ り、知識 と技術 と倫

理 観 、す なわ ち学 ・術 ・道 を兼 ね そ な え た歯科 医師

の 育 成 を 目標 と して い る 。

【生 命 歯 学 部 とな った】

日本 歯 科 大 学 は、2006年 、 学 部 等 の 名 称 を 『生

命 歯 学 部 』 に変更 した。 これ は 、 歯 科 医 学 は 生 命体

を学 ぶ 学 問 で あ り、 歯科 医療 は生 命 体 へ の 医 行為 で

あ る こ とか ら、 生 命科 学 に相 応 しい ネー ミ ング と し

て、 生 命 とい う 2字 を冠 した。 これ に よって 、 歯 科

学 生 と歯科 医師の意識 を改革 し、 患 者 国民 の歯科 に

対 す る イ メ ー ジ を一新 す る こ とを期 待 して い る。

【教育の特色】

日本 歯科大学生 命 歯学 部 は 6年 一 貫 制 の カ リキ ュ

ラム を編 成 して 、一 般教 育 か ら基礎 ・臨床 教 育へ と

効 率 的 で整合性 の あ る授 業 ・実 習 を実 施 して い る。

附 属 病 院 に お け る臨床 実 習 は 、 総 合 診療 シス テ ム

を採 用 し、グル ー プ単位 の一 診 療 所 方 式 で 、保 存 科 ・

補 綴科 ・口腔外科 歯周病科 の 4科 の指導 医が、総

合 的 に患者 診療 と学 生指 導 に 当 た って い る。

一 方 、 附 設 の 共 同 利 用 研 究 セ ン タ ー の EPMA •

6月 生 命 歯 学 部 100周 年 記 念館竣工
X 線 解 析 ・電子 顕微 鏡 ・ア イ ソ トー プ ・生 物 科 学施

設 な どの諸 施 設 を利 用 して、 全 学 的 な研 究 システ ム
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を構 築 して い る。 あわせ て、 図書館 にお け る情 報検

索 や デ ー タベ ー ス な ど、最 新 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ

ムや イ ンター ネ ッ トを通 して、 広 範 で 国際 的 な研 究

活 動 を行 っ て い る 。

【学生 の現況 (2007年 4月 1日現在)】

学 生 数

学 部 学 科 ・大 学 院

生命 歯学 部 生 命歯学科

大 学 院 生 命 歯 学 研 究科 18

入学 定員 募 集 人 員 在籍 者数

160 128 792

64(2)18

* ( ) 内 は、 海外 留 学生

大学 改 革 等 10 年の あ ゆ み

【教員評価 の完全実施】

2003年 1月 に、 全 教 員 を対 象 と した 教 員 評 価 要

項 を作 成 し、翌 年度 よ り学外 の評価委 員 を主体 と し

た教 員評 価 を実 施 して い る。 これ は、従 来 か ら実 施

され て い た学 生 に よる教 員評 価 に加 えて 、 教 育 ・研

究 ・臨床 ・学 内 業 務 ・社 会 的 活 動 の 分 野 ご と に評 価

項 目 を細 分 化 し、 点 数 制 に よ る コ ン ピ ュ ー タ処 理 で

総 合 評価 値 が 算 出 され る。 評 価 結 果 は、対 象教 員 に

フ ィ ー ドバ ッ ク して い る 。

【臨床系二元化 による大学機構改革】

2001年 1月 よ り、 従 来 の 歯科 臨床 講座 の教 員 を 1

講座 5名 と し、 そ の 他 は病 院 診 療 科所属 とす る二 元

化 に よる大 学 機 構 改 革 を実 施 した。 これ に よ り、 講

座 の 主務 は教 育 ・研 究 、診療 科 の主務 は教 育 ・臨床

とす る責 任 体制 を明確 に した。

【生命歯学 部再整 備工事竣工】

2001年 1月 か らス ター トした大 学 機構 改 革 に伴

い、 同年 よ り生 命 歯学 部 の 再 整 備 工 事 に着 手 した。

本館 地 下 1階 の 生 物 科 学 施 設 の 改 修 工 事 に始 ま り、

駅 前 の 附属 病 院 の大 改 修、100周 年 記念館 1期 棟 ・

2期 棟 の竣工 な どを経 て、2006年 12 月に本 館 裏 手

の外 構 工事 が終 了 し、 5年 に わ た る生 命 歯 学 部 の再

整 備 工 事 が完 了 した 。

附属病 院 の概 要

2001年 1月 か らス ター トした大 学 機構 改 革 に伴

う診療科 改 編 で 、本 院 は従 来 の講 座 制 ・医 局制 の全

面廃止 とそ れ に代 わ る シ ス テ ム の 構 築 を行 っ た。 ま

た、2004年 10月 か ら実 質 22ヵ 月 を か け て 病 院全

面改 修 工事 を行 い、 ハ ー ド面 ・ソ フ ト面共 に新体 制

を整 え た 。

【日本歯科大学附属病 院】

.

•

(診 療 時 間 月 ～金 曜 日 9:00～ 17:00)

診療 科 (歯科 系 )総合 診療 科、小 児歯科 、矯 正

歯科 、歯科 口腔 外科 、歯科麻酔 ・全 身管 理科

(医科系) 内科 、外科

セ ンター等 人 間 ドック、 い び き ・睡 眠 時 無 呼吸

診 療 セ ンター、 イ ンプ ラ ン ト診 療 セ ンター、 顎 変

形症 診 療 セ ン ター、 口腔 腫 瘍 診 療 セ ン ター、 心療

歯 科 診 療 セ ン ター、 ハ イ リス ク診療 セ ン ター 、 口

腔 介 護 ・リハ ビ リテ ー シ ョ ンセ ンター、 歯科 人 間

ド ッ ク

歯科 ユ ニ ッ ト数 168台

・許 可 病 床 数 42床

併設歯科技工士 歯科衛生士養成 学校 の概 要

【日本 歯科大学東京短 期大学】

・住 所 東 京 都 千 代 田 区富士 見 2丁 目 3番 16号

・学 科

歯科技 工学 科 :修 業年 限 2年 、 入学 定 員 70人

歯 科衛 生 学科 :修 業年 限 3年 、 入学 定 員 50人

専 攻 科 歯科技 工 学 専 攻 修 業年 限 2年 、入学 定員

18人

2 15
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日本歯科大学新潟生命歯学部
TheNipponDentalUniversitySchoolof

沿 革

LifeDentistryatN igata

理 事 長

学

中原 泉

長

新 潟 生 命 歯学 部 長

中原 泉

村上 俊樹

日本 歯 科 大 学 新 潟 生 命 歯 学 部 は、 1907年 に創 立

され た 日本 歯 科 大 学 の伝 統 を基 盤 と し、 第 2の歯 学

部 と して、 1972年 に新 潟市 に開設 され た。

日本歯科大学創立100周年
-1967SINCE-

日本歯科大学
184678

日本歯科 大学

新 潟 病 院 歯 科 医 科 病 院

1972年 4月 日本 歯科大学新潟歯学部 (歯学科) を

設 置 、 附属 病 院 を開 院

1981年 6月 新 潟 歯学 部 附属医科 病 院 を開 院

1983年 4月 附属新潟専 門学校 (歯科衛 生士 科) を

設置 (1987年 短 大 に昇 格 )

1985年 5月

1987年 4月

1989年 9月

1990年 4月

1999年 2月

2001年 4月

2004年 10月

11月

2006年 4 月

学 部 の特 色

ア メ リカ ・ミ シガ ン大 学 歯 学 部 と姉妹
校提携 お よび 口腔 保健 の た め の 国際 姉

妹 校 連 合 (IUSOH) 結 成 、 以 後 海 外

14カ国 16校 と国際交 流協 定 を締 結

日本歯科大学新潟短期大学 (歯科衛 生

学 科 ) を設置

新 潟 歯学 部 「医 の博物 館 」 を開設

新 潟 歯学研 究科 (博士 課程 ) を設 置

先 端研 究 セ ン ター を 開所

附属病 院組織 改革 に よ り、 保存 ・補綴 ・

歯 周 お よび 口腔 外 科 の 一 部 を総 合 診療

科 に統 合

新 潟県 中越地震被災地へ 歯科 医療支援

チ ー ム を派遣

新 潟歯学部 「骨格標本 室」 を開設

・「新潟生命歯学 部 (生命 歯学科 )」 に

名 称 変 更

・大 学 院 「新潟生 命 歯学研 究科 」 に名

称 変 更

【教育理念 ・目標】

附属病 院 を「日本 歯科大 学新 潟病 院」

に、 附属 医科 病 院 を 「日本 歯科 大 学

「医科 病 院」 に名称 変更

本 学建 学の精神 は、創立 以来 「自主独 立」であ り、

自立 して歯科 医療 を担 うこ とが で きる優 れ た 歯 科 医

師 の 育 成 に努 め て きた。 また、日本 歯 科 大学 学 則 は、

そ の 目的 を 「歯 顎 口腔 の 医 学 を教 授 研 究 し、 知

的 、 道 徳 的、 応 用 的能力 を展 開 させ 、 国民 の健康 な

生 活 に貢 献 す る」 と謳 って お り、そ の 目的 を体 して、

人体 の健康 を担 当す る医療 人 として、 生 命体 な らび

に生命 体 へ の医 行為 を学 ぶ こ とに よ り、 知 識 と技 術

と倫 理観、 す なわ ち学 術 ・道 を兼 ね そ な えた歯科

医 師 の 育成 を 目標 と して い る。

【教育 の特色】

日本 歯 科 大 学 新 潟 生 命 歯 学 部 は、 6年 一 貫 制 の カ

リキ ュ ラム を編 成 して、 一 般 教 育 か ら基礎 臨床 教

育へ と効 率 的 で整 合性 の あ る授 業 ・実 習 を実 施 して

い る。 さ らに、 自己学 習 能 力 や コ ミュ ニ ケ ー シ ョン

能 力 を高 め るた め に、問題 基盤 型 教 育 (PBLテ ュー

トリアル教 育 ) を積 極 的 に取 り入 れ て い る 。

新 潟 病 院 に お け る 病 院 実 習 は 、 診 療 参 加 型 を 基 本

と し 、 総 合 診 療 科 で の 実 習 を ベ ー ス と し て 小 児 歯 科 、

矯 正 歯 科 、 口 腔 外 科 歯 科 麻 酔 ・ 全 身 管 理 科 、 放 射

線 科 、 医 科 病 院 を ス モ ー ル グ ル ー プ に 編 成 し ロ ー

テ ー ト し て お り 、 病 院 で の 実 習 と 並 行 し て 保 健 所 、

福 祉 施 設 、 保 育 園 で の フ ィ ー ル ド 実 習 を 行 っ て い る 。

高 齢 化 社 会 へ の 対 応 と 地 域 医 療 へ の 取 組 み と し

て 、 わ が 国 歯 科 大 学 歯 学 部 で は 最 初 の 在 宅 歯 科 往

診 ケ ア を 1 9 8 7 年 よ り 行 っ て お り 、 学 生 に 寝 た き り

老 人 等 の 在 宅 で の 歯 科 ケ ア を 体 験 実 習 さ せ て い る 。

一 方 、 新 潟 病 院 と 医 科 病 院 を 併 せ も つ こ と か ら 、

臨 床 実 習 に 内 科 ・ 外 科 ・ 耳 鼻 咽 喉 科 の 実 習 を 取 り 入

れ て お り 、 医 科 診 療 の 現 場 を 実 体 験 さ せ 、 全 身 的 医

療 に 対 す る 認 識 を 高 め て い る 。

【学 生 の現 況 (2007年 4月 1日現 在)】

学 生 数

学 部 学 科 ・大 学 院

新 潟 生 命

歯学 部

入学 定 員 募 集 人員 在籍 者数

生 命 歯 学科 120 96 597

大 学院
新 潟 生 命 歯 学研

究 科 (博士課程 )
18 18 27(3)

* ( ) 内 は、 海 外 留学生
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大学改革等 10年 の あ ゆみ (活 動事例 )

【教 員評 価 の実施】

2003年 1月 に、 全 教 員 を対 象 と した 教 員 評 価 要

項 が完成 し、翌年度 よ り学外 の評価委 員 を主体 とし

た教 員評 価 が実 施 され て い る。 これ は、従 来 か ら実

施 されていた学生 に よる授業評価 に加 えて、教育 ・

研 究 ・臨床 ・学 内 業 務 社 会 的 活 動 につ い て評価 し、

数 値 化 して コ ン ピ ュ ー タ処 理 に よ る総 合評 価 をす る

もの で、評 価 結 果 が 全 教 員 に フ ィー ドバ ック され て

い る 。

•

【臨床系二元化 に よる大 学機構改革】

2003年 4月 よ り、 従 来 の 歯科 臨床 講 座 の教 員 を 1

講座 5名 と し、 そ の 他 は病 院診 療 科所 属 とす る二 元

化 に よ る大 学 機 構 改 革 が 実 施 さ れ た 。 これ に よ り、

講 座 の主務 は教 育 ・研 究 、 診療 科 の 主務 は教 育 ・臨

床 とす る責 任体 制 を明確 化 した。

【学部等の名称変更】

2006年 4月 よ り、 現 行 の 歯 科 医 学 教 育 ・研 究 、

歯科 医療 の実情 に合 わせ て 、 学 部 の 名 称 を 「新 潟生

命 歯学 部 」 に変 更 した が 、 関 連 して学 科 名称 を生 命

歯学 科 、研 究科 名 称 を新 潟 生命 歯学研 究 科 に変更 し

た。 また、 来 院 者 へ の 利 便性 等 を考 慮 して、 附属 病

院 の名 称 を、 歯科 は 日本 歯科 大 学 新 潟 病 院、 医科 は

日本 歯 科 大 学 医 科 病 院 に短縮 、 変更 した。

今 後 の展望 (課題 等 )

今後 の展 望 と して、 新潟生 命 歯学 部の研 究活動 の

向上 が 図 られ て お り、 学 内 に研 究 推 進 委 員会 を設 け

て、研 究 活性化 策 が 審 議 され 実 行 され る。

また、 大学院 の 拡 充 も課 題 と な っ て お り、 独 自の

奨学制度の新設等大学院生増加への環境づ くりが実

施 され て い る。 さ ら に、2007年 度 か らは、 学 生 ・

教 職 員 ・患 者等 来学 者の健康 管 理 を考慮 し、大 学敷

地 内 を全 面 禁煙 と した 。

附属病 院 の概 要

【新潟病院】 診療 月～土曜 日、病棟 50床

• 診 療 科 総 合 診療 科 (3診 )、 口腔 外 科、 小 児

歯科 、矯正 歯科、歯科麻酔 ・全 身管理科、放 射線科

・セ ンター 口腔 イ ンプ ラ ン トセ ンター、 障 害児 歯

科 セ ン ター、 障 害 者 歯 科 セ ン ター、 い び き診療 セ

ンター、在 宅 歯科 往 診 ケ アチ ーム

・特 殊外来 スポー ツ歯科外 来他 8外 来

【医科病院】 診療 月～金曜 日、病棟 50床

診 療 科 内科 、外科 、耳鼻咽喉科

そ の他 付 属 施 設 の概 要

【医の博物館】 開館 月～金曜 日

• 面 積 展 示室 (170m²)、本学記念室 (28m²)、

その他 (85m²)

• 史 料 約 5,000点 (歯 ・医 ・薬 に関す る展示 ・

保 管 史 料 )

【先端研究セ ンター】

・面 積 先 端研 究 セ ンター (1,596m²)、生 物科

学 施 設 他 (298m²)

•施 設 RI 、D施 設 、電 顕 施 設 NA 施 設 、生 物

科 学 施 設 他 8施 設

併設歯科衛 生 士 養成 学校 の概 要

名 称 日本 歯科大学新潟短期大学 (歯科衛 生

学 科 )

修 業 年 限 3年 (2002年 度、 2年 制 よ り移 行 )

・入 学 定 員 50名 (2007年 4月 1日現 在、 在 籍 総

数 180名、他専 攻科 6名)

・専 攻 科 (1年 制 )臨 床 コー ス

学士 取得支援 コー ス (2年制)
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神 奈川歯科大学
KanagawaDentalCollege

理 事 長 高橋 和 人

学 長 梅本 俊夫

沿 革

本 学 は、 1910年 東 京 女 子 歯 科 医 学 校 と して わ が

国 で 初 め て女 子 に 歯 科 医 学 を教 授 した の に始 ま る。

専 門学 校 廃 止 令 に よ り 日本 女 子 歯 科 厚 生 学 校 を創

設 、私立 で は全 国 に先 が け歯 科 衛 生士 の養成 を開始 、

1952年 日本 女 子衛 生 短 期 大 学 に発展 した。1964年

神奈川歯科大学 を創 設、1975年大学 院歯学研究科、

1980年 附属 歯科 技 工専 門学 校 を設 置 した。

【学生 の現況 (2007年 4月 1日現在)】

学 生 数

学 部 学科 ・大 学 院 入学 定 員 募 集 人員 在 籍者 数

歯 学 部 歯 学科 120 120 753

1910年 5月

1922年 7月

1934年 2月

東 京 女 子 歯 科 医 学 校 を神 田 区 に創 立

東 京 女 子 歯科 医 学 専 門 学 校 に昇 格

日本 女子 歯科 医学 専 門学校 と改称

歯 学 研 究 科 博士 課 程 18 18 69

1947年 3月

1949年 8月

専 門 学校 廃 止 の 学 制 改 革 に伴 い廃 校

日本 女 子 歯科 厚 生 学 校 を創 設

1951年 3月 学 校 法 人 日本 厚生 学 園 とす る

1952年 3月 日本女 子衛 生 短 期 大 学 設 置

1963年 9月

1964年 1月

1975年 3月

学 校 法 人神 奈 川 歯 科 大 学 と改称

神 奈 川歯科大 学 (歯学 部)設置

神 奈 川 歯科 大 学 大 学 院設置

1980年 2月 附属 歯科 技 工専 門学校 設置

学 部 の特 色

【教育理念 ・目標】

「歯科 医 師 と して の熟 練 と人 間 と して の優 しさ を

身 につ け るた め に、学 を学 び 、 技 を 習 い 人 を識 る愛

の教 育」 を教 育 理念 に掲 げ 、 医 の道 に携 わ る者 と し

て、協調性 に富 んだ社 会活動 と国際感覚 を養 い倫理

観 と人 の心 を大 切 にす る教 育 を展 開 して い る。

【教育の特色】

時代 が求 め る医療 人 の育 成 を将 来 を も見 据 え、学

生 に問題 を解 決 させ る こ とに よって教 育効果 を判 定

す る方 法 か ら、 さ らに学 生 自身 が 自分 に とっ て 問題

は何 か を発 見 させ る斬 新 な カ リキ ュ ラム を導 入 して

い る。 6年 間一 貫 した 教 育 を も っ て 総 合 的 能 力 の 開

発 ・涵養 に重 点 を置 き、 週 5日制 の 「自己啓発す る

教 育 」 な どもその柱 とな っ て い る。

大学 改革等 10年の あ ゆ み (1997 ～ 2006年 度)

この 10年 間 は大 学 創 立 40周 年 を挟 ん で の 10年

間で あ り、 学 内環 境整 備 の一 環 と して 老 朽 化 した実

習 棟 を平成 14年 3月 に、 教室棟 を平 成 15年 2月 に

建替 え た 。

また、 平 成 18年 度 か ら義 務 化 され た 歯 科 医 師 臨

床 研 修 に対 応 す るた め に、横 浜 駅 西 口か ら徒 歩 5分

の 場 所 に 附 属 横 浜 研 修 セ ン タ ー・横 浜 ク リニ ッ ク を

平成 15年 7月 に開設 した。

本 学 に とって、短 期 間に実習棟 、教 室棟 の建 替 え

に始 ま り、横 浜研 修 セ ンター新 設 は財 政 的負 担 も大

きい も の で あ っ た が 、 これ か ら先 の 50年 を見 据 え

て、 21世 紀 の 歯 科 医療 を担 う歯科 医 師 を育 成 す る

た め に必 要 な経 営 投 資 で あ る との 決 断 の下 に行 わ れ

た 。

制 度 面 に 関 して は平 成 15年 に講 座 制 の 改 革 が 一

応 完 成 し、 18講座 42分 野 に再編 され た。

今 後の 展望 (2007年 ～)

本 学 は、平 成 26年 に創 立 50周年 を迎 え る。記念

事 業 と して、 歯科 医 師 臨床研 修 と学 生 の参加 型 臨床

実 習 に対 応 で き る よ うに 附属 病 院 の建 替 え を予 定

し、 さ らに奨 学 金制 度 の充実 を計画 して い る。

制 度 面 に 関 して は平 成 17年 度 か ら教 員 の 個 人 評

価 を教 育 、研 究 、 臨床 、 学 内業務、 学 外 業 務 の面 か

ら 自己 申告 に基づ い た個 人評価 を実 施 し処 遇 に反 映

させ た い と考 え て い る 。
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病 棟 19床

・名 称 神奈 川歯科大学 附属病 院

・診 療 月 曜 日～ 土 曜 日

そ の他 付 属 施 設 の概 要

・名 称 高 次 口腔 科 学 研 究 所

診 療 科 部 門

科 (成 人歯科 I～ I、矯 正科、小 児歯科、

口腔外 科 、放射線科 、麻酔科 、 障害者歯

科、予 診科 、イ ンプ ラン ト科 、予 防歯科、

か み合 わせ リエ ゾ ン診 療 科 )

組 織 再 生 部 門、人工生体 材 料 開発 部 門、

口腔 機 能 研 究 部 門

・名 称

部 門

口腔 難 治 疾 患 研 究 セ ンター

医

科 (内科 、外 科 )

特殊外来 (歯科 ア レル ギー外科、スポー ツ歯科外

・名 称

研 究 活 動

分 子 情 報 部 門 、 遺 伝 子 診 断 部 門 、遺伝

子 治療 部 門 、放 射 線 治 療 法 開発 部 門

咬 合 医 学 研 究所

来、 口臭外来、 いび きと睡 眠時無呼吸外

来 、口腔 顔 面痛 み しびれ外 来、喫煙外 来、

骨粗 し ょう症外 来)

病 29床棟

歯 科 医 学 的根 底 を なす咬合 学 を咀 嚼 器

官 と脳 機 能 お よび情動 の関係 か ら捉 え

直す 。

併設 歯科衛 生士 学 校 の概 要

・名 称 湘 南 短期大 学 (歯 科衛 生学 科 )

・名 称 神 奈 川 歯 科 大 学 附 属 横 浜研 修 セ ン

タ ー ・横 浜 ク リ ニ ッ ク

・修 業 年 限 3年 (2006年 度 2年制 よ り移行 )

療 月 曜 日～土 曜 日

診 療 科

歯 科 (保存 、歯周病 、補綴 、 口腔外科、 イ ン

プ ラ ン ト科 、 小児 歯科 、矯 正 歯 科 、障害

者 歯 科 )

・入学 定員 120名 (2007年 4月 1日現在、在籍総

数 198名 )

併 設 歯科技工士 学校 の概 要

・名 称 神 奈 川 歯 科 大 学 附属 歯 科技 工専 門学校

(歯科 技 工 学 科)

・修 業年 限 2年

医 科 (眼科 、内科、皮膚科、耳鼻咽喉科、放

射 線 科 、 人 間 ドッ ク)

・入 学 定 員 30名 (2007年 4月 1日現在、 在 籍 総

数 39名 )
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沿 革

鶴 見大学歯学部
TsurumiUniversitySchoolofDentalM edicine

理 事 長

学 長

歯学 部 長

伊 東 盛熈

栁 澤 慧ニ

瀬戸 院 一

鶴 見 大 学
歯 学 部 附 属 病 院 正 料 交 換

12

(

料

「
大学

学部
属病院

1 9 2 5 年 に 曹 洞 宗 大 本 山 總 持 寺 開 山 常 済 大 師 6 0 0

回 大 遠 忌 事 業 と し て 、 鶴 見 高 等 女 学 校 が 設 立 さ れ た 。

1 9 4 7 年 に 学 制 改 革 に よ り 鶴 見 女 子 中 学 校 1 9 4 8 年

に 鶴 見 女 子 高 等 学 校 と な っ た 。 さ ら に 1 9 5 3 年 に 鶴

見 女 子 短 期 大 学 ( 国 文 科 ) が 開 設 さ れ 、 1 9 6 2 年 に

保 育 科 な ら び に 保 健 科 が 増 設 さ れ た 。 ま た 、 1 9 6 3

年 に は 二 祖 峨 山 禅 師 6 0 0 回 大 遠 忌 記 念 事 業 と し て 、

鶴 見 女 子 大 学 ( 文 学 部 : 日 本 文 学 科 、 英 米 文 学 科 )

が 開 設 さ れ 、 1 9 7 0 年 に は 常 済 大 師 6 5 0 回 大 遠 忌 記

念 事 業 と し て 歯 学 部 が 増 設 さ れ 、 1 9 7 7 年 に は 大 学

院 歯 学 研 究 科 、 1 9 8 9 年 に は 大 学 院 文 学 研 究 科 が 設

置 さ れ た 。 現 在 、 鶴 見 大 学 歯 学 部 は 幼 稚 園 か ら 大 学

院 を 包 含 す る 総 合 学 園 で あ る 総 持 学 園 の 一 翼 を 構 成

し 、 2 0 0 0 年 に 開 設 3 0 周 年 を 迎 え た 。

この 10年 の 沿 革 を要 約 す れ ば 下記 の通 りで あ る。

「鶴 見大学 歯学 部 顎機 能研 究 セ ンター」

(ハ イ テ ク ・ リサ ー チ セ ン タ ー ) 設立

タイ ・タマ サ ー ト大学歯学 部 と学 術 交

流協 定 締 結

ロ ン ドン大 学 ク ィ ー ンメ リー ・フ ィ ー

ル ド校 と学 術 交 流 協 定 締 結

顎 機 能 研 究 セ ン タ ー が バ イ オ ベ ン

チ ャ ー研 究 開発 拠 点 に選 定 され る

附属 病 院が 開放 型病 院 (オ ー プ ンシス

テ ム) と して ス ター トす る

TE L(045)581-1001(代)

社 会へ の奉 仕 を もって、建 学 の 精神 と して い る。 ま

た、 そ れ を表 す言 葉 と して初 代 学長 中根 環 堂 先 生 の

示 され た 「大 覚 円成 報 恩 行持 」 の 二 句 八 字 を大 切

に し て い る 。

歯 学 部 と して は、 こ れ を敷 衍 し歯 学 部 の 教 育 目標

と して 「信 頼 され る歯 科 医 学 の 教 育 研 究 診 療 」

を掲 げ て、 歯科 医 師 の 育成 に あ た って い る。 信 頼 さ

れ る とは、も ち ろ ん社 会 か ら、患 者 さん か らの 意 で 、

Patient-OrientedSystem (POS) に通 じる。

【教 育 の特色】

本 歯 学 部 の最 も大 きな特 色 は、創 立 以 来続 け られ

て い る 5年生 前 期 に始 まる診療 参加 型 の 臨床 実 習 を

教 育 の 中心 に据 え、 これ を 中心 に 6年 間 の カ リキ ュ

ラ ム が 組 ま れ て い る こ とで あ る 。 す な わ ち 、 1・2

年 生 の と きに は、 従 来 の一 般 教 養 科 目に加 えて、 コ

ミュ ニ ケ ー シ ョ ン力 を高 め る た めの 講 義 や 実 習 が 組

まれ、 3・4年 生 の と き に は、 実 際 に 患 者 さ ん を 診

療す るの に 困 らな い レベ ル まで の専 門 的 な知 識 と技

術 が 教 授 され る。 こ う して迎 え る臨 床 実 習 で は 、 実

習 指 導者 の指 導 の も と、 学生 一 人 ひ と りが それぞれ

患 者 さん を担 当す る こ とに な る。 患 者 さ ん との 会 話

や 指 導者 か らの助 言 を通 して卒 業後 の臨床研 修 につ

な が る歯 科 医療 の 基礎 を培 う こ とが で きる。

1997年 3月 鶴 見 大 学 会館 竣工

1998年 4月

1999年 2月

2000年 3月

2001年 1月

3月

2002年 3月

4 月 新 カ リ キ ュ ラ ム が ス タ ー ト

2004年 7月 ス イ ス ・ベ ル ン大 学 歯 学 部 と学術 交 流

協 定 締 結
【学 生の現 況 (2007年 4月 1日現在)】

学 生 数
9月 創 立 記念 大 学 記念 館竣工
10月

2006年 4月

総 持 学 園創 立 80周 年記 念式 典挙 行

新 々 カ リ キ ュ ラ ム が ス タ ー ト

学 部 学 科 ・大 学 院 入学 定 員 募 集 人員 在籍 者数

歯学 部 歯 学科 160 128 842

大 学院 歯 学 研 究科 18 18 74

学 部 の特 色

ア メ リカ ベ イ ラー歯科 大 学 と学 術 交

流協 定 締 結

【教育理念 ・目標】

本 学 は仏教 、特 に禅 の教 えに基づ く人格 の形成 と

大学 改 革等 10年の あ ゆみ (1997 ～ 2006)

大 学 設 置 基 準 の 大 綱 化 が 行 わ れ た の は、 1991年

の こ と だ っ た が 、 そ れ か ら 6年 後 の 1997年 か らの
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THE SCHOOL BADGE

鶴 見 大 学
シ ン ボ ルマ ー ク

THE SCHOOL SYMBOL

こ の 10年 は大 綱 化 に 始 ま っ た 大 学 改 革 が 各 論 に

入 っ た 年 月 だ っ た。 歯 科 界 に つ い て い え ば 、 1997

年 に臨床研 修制 度 が ス ター トし、 い わ ゆ る富士 研 が

始 まった。 また本 歯 学 部 と して は、 前 年 に 申請 して

認 め られ正式 に大 学基準協 会 の維持会 員 とな って、

大 学 の機 構 改革 等 を始 め た年 にあ た る。 翌 1998年

に は、前 記 の臨床研 修 医 の た め の診療 室 を開設 した。

また 、 新 規採用 の 助 手 に任 期 制 を導 入 した 。

2001年 歯 学 教 育 モ デル ・ コ ア ・カ リ キ ュ ラ ム が

発 表 され た の を受 け て、 そ れ まで の カ リキ ュ ラ ム を

点検 し、翌年か ら 「医療 人間科 学」「同実習」「情報

リテ ラ シー 」 な どの 統 合 科 目 を含 む新 カ リキ ュ ラ ム

を ス タ ー トさせ た 。

2003年 、大 学 基 準協 会 の相 互評 価 を受 け、合 格

と認 定 され た。 また、2005年 か ら新 任 の 講 師 、 助

教 授 に も任 期 制 を導 入 し、所 要 の評 価基 準 を定 め た 。

さ らに 2007年 か ら全 国的 な新 教 員組織 の導 入 に伴

い、教 授 を含 め全 教 員 に任期 制 を適用す る こ とと し

た 。

今後 の展望 (2007 年 度～ )

2006年 度 か ら必 修 化 と な っ た 臨床 研 修 制 度 の ス

ター トに伴 って必要 とな った研 修医 の人件 費、 同 じ

く無 給 に近 い条 件 で 働 い て い る多 くの 若 い 歯科 医 へ

の適正 な手当の支 払 い、年 々上 昇す る教員の人件費

の 漸 増 な どが重 な り、 学生 の 指 導 に あ た る専 任 教 員

数 を削 減す る必 要 が で て、 教 授 会 で 認 め られ た。 こ

の計 画 は向 こ う 3年 以内 の削減 教 員数 を示 した もの

で 、 3年 後 に適 用 す る評 価 基 準 も同 時 に規 定 した。

この問題 と、厚労 省等か ら要求 されてい る入学者 の

定 員 削 減 問 題 が 今 後 の 大 きな 課 題 で あ る。

ラ ム を修 正 した新 々 カ リキ ュ ラ ム を 2006年 に導 入

した 。 この カ リキ ュ ラムの学 年 進 行 に合 わせ た徹底

が 今後 の 課 題 で あ る。

附 属 病 院 の 概 要

【歯学部附属病院】

(診 療 月 ～金 曜 日お よび 第 1・3・5土 曜 日)

診療科 初 診室 、総合 歯科 1・2、保存科 、補綴科 、

口腔 外科 、 口腔 顎顔 面 イ ンプ ラ ン ト科、矯正科 、

小児 歯科、障害者 歯科、高齢者 歯科、放 射線科、

歯科麻酔科、内科 ・循 環器科、眼科、専 門外 来 (ド

ライマ ウス外来 ・口臭外来 東洋医学外来 ・摂食

嚥下 リハ ビ リテ ー シ ョン外 来 ・白 くて美 しい歯の

外 来 ・いび き外 来 ・卒煙 外 来 ・歯科遺伝子相談外

来 ・ア ピア ラ ンス外 来 ・ア ンチ エ イ ジ ング外 来 ・

口腔 顎 顔 面 心 療 科 ・ レーザ ー外 来 )

なお、附属病 院 は多 くの歯科 医師会 との 間で本病

院 の共 同 利 用 に 関 す る覚 書 を締 結 し、 開放 型 病 院

(オ ー プ ン シス テ ム) とな って い る。

そ の他 付 属施 設 の概 要

【RI研究セ ンター】

・面 積 459.84m²

【ハ イテク ・リサ ーチ ・セ ンター (2号館)】

面 積 78m²

【ハ イテク ・リサーチ・セ ンター (3号館)】

面 積 246.5m²

•併設歯科衛生士 歯科技 工士養 成学校の概要

・名 称 鶴 見大 学 短 期大 学 部 (歯 科衛 生 科 )

・修 業 年 限 3年 (2002年 2年 制 よ り移 行)

•・入学 定 員 150名 (2007年 4月 1日現在 、在 籍学

生 総 数 477名 )

教 育 面 で は、 2002年 に ス タ ー ト した 新 カ リ キ ュ
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松本 歯科大 学
M atsumotoDentalUniversity

理 事 長

学 長

歯 学 部 長

矢 ヶ﨑 康

森 本 俊文

中 田 稔

沿 革
松 本 歯科 大 学 は、理事 長 の矢 ヶ崎 康 博士 によ り

創 立 され、 1972年 4月 、 開 学 し、 2002年 に創 立 30

周 年 を迎 え た。松 本 歯科大学大学 院歯学独立研 究科

は 2003年 4月 に 開校 し、「口腔 疾 患 制御 再建 学講座 」

お よび 「顎 口腔 機 能制御 学講座 」「健康 増進 口腔科

学 講座 」 の 3講座 で構 成 され て い る。

米 国 イ ンデ ィアナ大 学 歯学 部 と姉妹
校 締 結

中 国 ・河 北 医学 院 と姉妹校締 結

総合 歯科 医学研 究所 ・生体材料部 門 を

開 設

総 合 歯 科 医 学 研 究 所 に顎 ・口腔 形 態 機

能 研 究 部 門 を併 設

1972年 1月

4月

学 校 法 人 松 本 歯 科 大 学 設 置 認 可 され る

第 1期 生 を迎 え開学

6月 松 本 歯科大 学 病 院 を開設

1976年 4月

1977年 4月

衛 生学 院 (歯科衛 生士科)開校

衛 生 学 院 に歯科 技工士 科 を増 設 、 歯科

技 工士養成所 に指 定 され る

1985年 3月

1986年 11月

1989年 11月

1991年 10月

1992年 12月

1996年 5月 中 国 ・河 北 医科 大 学 (旧河 北 医 学 院)

と姉妹校締 結

2002年 3月

12月

2003年 4月

2006年 4月

2007年 4月 「CampusInn」第 2期 工事竣工

学部 の特 色

ロ シ ア ・ハ バ ロ フ ス ク 医 科 大 学 (現 ・

極 東 州 立医 科大 学 ) と姉妹校 締結

新 ・総 合 歯 科 医 学研 究所 が 完成

松 本 歯科 大 学 大 学 院 設置認 可 され る

松 本 歯科 大 学大 学 院歯学独 立研 究科 開

設 、 ハ イ テ クセ ン ター完 成

「CampusInn」第 1期 工事竣工

【教育の特色】

本 学 の カ リキ ュ ラ ム は、 人 間形成 の た め の教 養 と

歯 科 医 師 と して 求 め られ る専 門知 識 お よび 医 療 技 術

等 の学 習 を有 機 的 に結 び つ け た 一 貫 教 育 シス テ ム を

特 色 と して い る。

歯 科 医 学 教 育 で は高度 な専 門分 野 の 学 理 と技 術 の

修 得 が 必 要 で あ り、 そ の た め に は 初 年 次 段 階 で 学 生

の 基礎 的 知 識 を充 実 させ な け れ ば な らな い 。近 年 は 、

ゆ と り教 育 の影 響 に よって学 習履歴 や 学 力 が 多 様化

した新 入生 に対 し、 学 生 の実 態 に合 わせ た基礎 力 の

支援 教 育が必 要 とな り、 大 学 教 育 に必 要 な基 礎 知 識

は大学 自身で教 える時代 となった。 この ため、本学

で は初 年 次 教 育 で、 理解 力 の強 化 を は じめ 、 学 習 意

欲 の 育 成、 自学 自習 の習慣 づ け な ど、基礎 力 の充 実

の ため さ ま ざ ま な支 援 教 育 を行 っ て い る。

2006年 に本学が寄宿舎 「CampusInn」 を新設 し

た の も、 そ う した教 育支 援体 制 の 一環 で あ る。

一 方 、 歯 科 医 療 はサ ー ビス産 業 で あ り、 患 者 さん

との接 し方や コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの取 り方 が 重 要 で

あ る ところか ら外 部 講 師等 を招 き全学 を挙 げて適 切

な接 遇研修 を実施 して い る。

【学生 の現 況 (2007年 4月 1日現在)】

【教育理念 ・目標】 学 生 数

本学の教 育理念 は 「優 れた歯科医師は、 まずす ぐ

れ た 人 間で な け れ ば な らな い 」 で あ る。 専 門 領 域 に

お い て の み優 秀 な だ け で な く、 社 会 の一 員 と して も

指導 的立場 に立 ち、地域社会 の発展 に貢献 しうる人

材 で な けれ ば、真 に優 れ た歯科 医師 とはい えな い。

本 学 は 、単 な るス ペ シ ャ リス トの養成 に と ど ま らず 、

あ らゆ る専 門領 域 の 総 合 化 に よ る新 しい人格 の創 造

を 目指 して い る。

学部学科 ・大学院 ・衛生学院 入学定員 募 集 人 員 在籍 者数

歯 学 部 歯学 科 120 113 690

大 学 院
歯 学 独 立研 究科

博 士 課 程

78
18 18

(1)

衛 生学 院 歯科衛 生士科

* ( ) 内 は、海 外 留学生

大学改 革等 10 年の あ ゆ み

【大学院 開設 】

2003年 4月 に 21世紀 の急 速 に変化 す る社 会環境

30 30 66
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研究 部 門 の 中核 とな る総合 歯科 医 学研 究所

に柔軟 に対 応 で きる、 豊富 な学 際 的 知識 と専 門技 術

を修 得 した境 界 型研 究 者 ・高度専 門化 した歯科 医療

職 業 人の養成 を 目指 して松 本 歯科大 学大学 院歯学独

立研 究 科 が 開校 した。

既 存 の本 学 総 合 歯科 医学 研 究 所 を基 盤 に 「口腔 疾

患 制 御 再建 学講座 」お よび 「顎 口腔機 能制 御 学 講 座 」

「健康 増 進 口腔 科 学 講 座 」 の 3講 座 で構 成 され 、優

れ た 教 員 と研 究所 の最 新 鋭 の 機 器 や 施 設 の も とで 、

本 学 独 自の大学 院教育 を実践 してい る。 また、2007

年 4月か ら大 学 院 で は、 臨床 重視の博士 課 程 を新 た

にス ター トさせ 、歯科医学 の臨床分野 で、 よ り高度

の 知 識 、技 能 、経 験 を充 分 に実 践 し う る人材 の 教 育 、

指 導 育成 に努 め て い る。

【第 1学年生 に全 寮制導入】

2006年 4月 に寄 宿 舎 「CampusInn」 が完 成 し、

歯学 部 第 1学 年 の 1年 間 は、勉 学 に集 中 で きる環境

を提 供 し、 歯科 医 師 を 目指 す 学 生 と して の 人 間形 成

な らび に基礎 力 を確 実 に身 につ け る こ とを 目的 と し

て全 寮 制 に した。 最 新 の快 適 設 備 を整 え完 全 個 室 で

ワ ンル ー ム形式 、寮 費 は無 料 と した。本 学 が 一 貫 し

て 追 求 して きた 「人 間性 豊 か な歯 科 医 師 の 育成 」の

た め、 第 1学 年 の段 階 で規律 正 しい学 習 習慣 を身 に

つ け られる よ う配 慮 が な され て い る 。

【新病院棟建設】

2007年 秋 の 完 成 を 目指 し て 新 しい 病 院 を建 設 中

で ある。新 しい病 院 は従 来 の歯科 のみでな く、 内科

や 眼 科 な どを含 め た総合 的 な診療 体 制 を整 え る。患

者 さんや 医療 ス タ ッフの た め に快 適 な院 内環境 を実

現 、 明 る く広 々 と した 、合 理 的 ・効 率 的 ・機 能 的 な

病 院 で あ り、合 わせ て 将 来 を見据 え た 未 来 型 の 病 院

と して 最 新鋭 の 設 備 をそ ろ え て い る。 大 学 付 属 の教

育 病 院 と して、 また 地域 社会 の 中核 病 院 と して の役

割 が 期 待 され て い る 。

今 後 の 展望

本 学 を取 り巻 く社 会 情 勢 は決 して生 易 しい もので

はな い。少 子 化 の波 に加 え、大 学教 育 の 自由化 や多

様 化 な ど さ ま ざ まな 要 因 の 中 で 、社 会 の ニ ー ズ に応

えた優 秀 な人材 の 育 成 が 課 題 で あ る。 本 学 は、学 生 、

教 職 員 が建 学 の 理 念 の も とに一 丸 とな って さ まざ ま

な変 化 に適切 に、 か つ機 敏 に対 応 して い か な け れ ば

な ら な い 。

大学病院 の概要

• 標 榜 科 歯科、矯正歯科、小児歯科、歯科 口腔

外科

診 療 科 口腔 診 断 科 、 特 殊 診 療 科 、 小 児 歯科 、

矯正 歯科、歯周 病科、 口腔 ケ ア・予 防科、保存科、

一 般 歯科 1・2・3、 第 1補 綴 科 、 第 2補 綴科 、 口

腔外科 、 口腔 イ ンプラ ン ト科 、歯科麻酔科、歯科

放 射 線 科

診療 時 間

・入 院設 備

平 日 8:30～ 17 :00

土 曜 日 8 :30～ 12 :30

病床数 31床

・主 な設 備 チ ェ ア ー ユ ニ ッ ト 160台 超 音 波 診 断

装置、マ ル チ ス ライ ス CT ス キ ャナ ー、歯 科 用小 型

X 線 CT(3DX)、レーザ ー治療 装 置、レー ザ ー溶 接

機 、 デ ンタ ル キ ャデ ィ ム シ ス テ ム 、 歯 科 用 シ ミュ

レー シ ョ ン シ ス テ ム、 オ ー ダ リ ン グ シ ス テ ム 等

・従 事 者 数 歯 科 医 師 133人 、 臨床 検 査技 師 3人 、

歯科 臨床研 修 歯 科 医 54人 、診 療 放 射 線技 師 3人 、

歯 科衛 生士 39人、管 理 栄養士 1人、 歯科技 工士

9人、事 務職 員 16人 、看 護師 19人、薬 剤師 3人 、

そ の 他 4人 計 284人 (2007年 5月 1 日現在 )
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沿 革

朝 日大 学歯 学部
AsahiUniversitySchoolofDentistry

理 事 長

学 長

歯 学 部 長

宮 田 侑

岩 山 幸雄
田村 康 夫

ASAHIUNIVERSITY,

朝 日 大 学

1971年 に岐 阜 歯 科 大 学 と して 開学。 1985年 4月

に経 営 学 部 を 開 設 し、 朝 日大 学 と校 名変更 した。

1987年 に は法 学 部 を開設 し、 現在 で は、法学 部 、

経営 学 部 (経営 学科 情報管理学科、 ビジネス企 画

学 科 ) お よび 歯 学 部 の 3学 部 5学 科 に加 え、大 学 院

の 3研 究科 (歯学研究科 法学研究科 経 営学研 究

科 ) に博士 課 程 を設 置 して い る。 また、 キ ャ ンパ ス

内 に歯科衛 生士 専 門学校 を併設 してい る。 (法 学部 、

経営 学 部 、法学研 究科 お よび経営学研究科 の沿革 の

詳 細 は省 略 )

1971年 2月

4 月

学校 法 人岐阜 歯科大 学設 立認可

岐阜 歯科 大 学 を開設

5月

1973年 4月

1977年 4月

1979年 7月

1984年 9月

1985年 4月

岐阜 歯科大 学 附 属病 院 を開設

岐 阜 歯 科大 学 附 属 歯科衛 生士 学校 を 開

設 、岐阜 歯科大 学 附属村 上 記念 病 院 を

開 設

大 学 院歯学研 究科 を開設 (歯学専攻博

士 課程 )

岐阜 歯科大 学歯科 臨床研 究所 お よび 同

研 究所 附属 歯科 診療所 を開設

附属 村 上 記 念 病 院 を新 築移 転

経営学 部 開設 に伴 い、 法 人 の名 称 を学

校 法 人 朝 日大 学 に、大 学 の名称 を朝 日

大 学 に、 附属 歯科衛 生士 専 門学 校 の 名

称 を朝 日大 学歯科衛 生士 専 門学校 に改

め る

教 育 系 お よび臨床 教 育 系 に よっ て構 成 され た 6年 一

貫 の系 統 教 育 を採 用 して い る。

基 礎 教 育系 で は、広 い視 野 、確 か な視 点、 ます ま

す複 雑 化 して い く社 会 情勢 に対 応 で きる幅 広 い知識

と歯科 医師 としての教養 を身 につ け させ る ことを 目

的 に、 歯科 医学 を学 習 して い く上 で必 要 な基礎 学 力

の 向 上 と豊 か な 人 間性 の 涵 養 を 目指 して い る。

専 門教育系で は、基礎 歯学 と臨床 歯学 の連携 を重

視 した カ リキ ュ ラム を編成 し、 歯 科 臨床 な らび に全

身 医学 に密 接 に関連 した 歯科 医 学 教 育 の実 践 を最 終

目標 と した教育 を系 統 的 に行 っ て い る。 また学生 の

学 習 到 達 度 につ い て は 2005年 度 か ら本格 実 施 され

た 共 用 試験 な どに よ り客 観 的 に評 価 して い る。

臨床教育系で は、診療 参加型 臨床 実 習 を通 じ、 イ

ン フ ォ ー ム ド・ コ ン セ ン トの 能 力 を養 う と と も に、

学 生 が 医療 チ ームの一 員 と して、 指 導 医 の もとで診

療業務 を分担 しなが ら、知識 、思考法、技 能、態度

の基 本 的 な事 項 や 医療 ス タ ッフ との チ ー ム ワー クの

重 要性 を学 ぶ こ とに加 え、 医療 事 故 の 防 止 や 的確 な

感 染 対 策 の知 識 を体 得す る こ と と して い る。
1987年 4月 法 学 部 を開設

1989年 4月

1997年 10月

法 学 部 、 経営 学 部 に教 職 課 程 を併 設

名 古屋 サ テ ライ トを開設 、基礎 教 育 セ

ン タ ー を設置

【学生の現 況 (2007年 5月 1日現在 )】

学 生 数

2007年 6月 PDI岐阜 歯 科 診 療所 が 新 築竣工
学 部学 科 ・大 学 院研 究科 入 学 定 員 募 集 人 員 在籍 者 数

歯 学 部 歯 学 科 140 128 852

大 学 院 歯 学研 究科博士課程 18 18 40

学部 の特 色

歯 学 部 の教 育 目標 は、建 学 の精神 にの っ と り、 高

い倫 理 観 と人 間 に対 す る深 い洞 察力、 専 門 的 な知 識

や技 術 を修 得 す る こ とに よって 、地域 に と ど ま らず、

国際 社 会 に も通 用す る歯科 医 師 を育成 す る こ とで あ

る。 この 目標 を達 成 す るた め に、基礎 教 育系 、 専 門

今 日、 わが国の歯科大 学 (歯学 部) は、グ ローバ

ル化 、少子 ・高齢化 な どに よる社会 的ニーズの変化

や科学のめざましい進歩 に より、 歯科教育の見直 し

や 、 国民 か ら信 頼 され る歯 科 医 師 養成 が社会 か ら求

大 学 改 革 等 10年の あ ゆ み

【新 カ リキ ュラムの編成】
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め られて い る 。 本 学 にお い て も臨床 実 習 前 の基 本 的

臨床 能力 (知 識、 技 能 、 態度 ) を学 生 に十 分 に身 に

つ け させ る た め 、 客 観 的評 価 に基づ く教 育 指 導 体 制

の 整 備 が 急 務 とな った。 そ こで、2003年 度 か らの

新 カ リキ ュ ラ ム で は、6年 一 貫 教 育 の な か で 、 臨床

前 教 育 と して 歯 学 教 育 モデル ・ コア ・カ リキ ュ ラム

に準拠 した学 習到 達 目標 を設定 し、 その到達度 を客

観 的 に評 価 す る もの と した。

【大 講座 制へ の移 行】

2003年 度 か ら、 基 礎 系 7講 座 、 臨床 系 12講 座 を

6系 統 の大 講座 に統 合 した 。 従 来 の 講 座 は そ の な か

の 専 門分 野 と して 組 み 込 まれ た。 この大 講座 制 へ の

移 行 に よ り、 厳 し さ を増 す 教 育 、研 究 、 診 療 へ の 的

確 な対 処 を 目指 して い る。

【地域 との連携】

朝 日大 学 歯学部 附属病 院 と瑞穂 市 は、災 害が発 生

した場 合 に、 市 の 要請 に応 じて本 学 附属 病 院 が 市 民

の救 護活動 を実施 す る旨の協 定 を締 結 して いる。

今後 の 展望 (課題 等 )

基礎 教 育系 、専 門教 育系 、 臨床 系 とい う系統 的教

育 が 6年 一 貫 で 実 施 され て お り、 そ れぞ れ の 繋 が り

に も配慮 、工 夫 が な され て い る。 しか し、 日進 月歩

の 歯 科 学 で は学 際 的 教 育 ・研 究 分 野 が増 加 して きて

お り、統 合講義 な ど複 数分野 連携 に よる授 業の導入

が今後 の課 題 で あ る。 また、 全 学 生 に臨床 前教 育 を

徹 底 させ 、 患 者 実 習 を通 して 充 実 した 臨床 実 習 に繋

げ る こ とが期 待 され る 。

附 属 病 院 の概 要

【附属病 院】 (診療 月～土 曜 日)

診 療 科 :歯科 (保存科 、歯 周病 科 、歯科補綴科 、

歯 科 口腔外 科 、矯 正 歯 科 、 歯 科 放 射 線 科 、小 児 歯

科 、麻 酔 科 、総 合 診療 科 、障 害 者 歯 科 、 高齢 者 歯

科 、口腔 イ ンプ ラ ン ト科 、ス ポ ー ツ歯科 )、内科 (一

般 内科) 外科 (整形外科)

・病 床 数 :30床

【PDI岐阜歯科診療所】 (診療 月～土曜 日)

• 診 療 科 :歯科 、小児歯科 、矯 正歯科

【附属村上記念病院】 (診療 月～土曜 日)

診 療 科 :総 合 内科 、 消 化 器 内科 、循 環 器 内科、

糖 尿病 ・甲状腺 ・内分 泌科 、 呼吸器科 、外 科 、乳

腺外 科 、脳 神 経外 科 、 整 形 外 科 、 リウマ チ科 、 リ

ハ ビ リテ ー シ ョン科 、 眼 科 、 泌 尿 器 科 、 麻 酔 科 、

歯科 口腔外科

・病 床 数 :358床

その他 の附属施設

・口腔科学共 同研 究所 (分析機 器施設 、放 射性 同位

元 素研 究 施 設 、バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー研 究 施 設 、実

験 動 物 飼 育 施設 )

併 設 す る歯科衛 生士 専 門学校 の概 要

・名 称 朝 日大 学 歯科衛 生士 専 門学 校

・修 業 年 限 2年 (2009年 度 か ら 3年 制 移 行 予 定 )

・入学 定 員 50名 (2007年 5月 1 日現在 114名在籍 )
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愛 知 学 院大学歯 学 部
SchoolofDentistry,Aichi-GakuinUniversity

理 事 長

学 院 長 ・学 長

歯 学 部 長

山路 純 正

小 出 忠 孝

野 口 俊英

沿 革

本 学 歯 学 部 は 1961 (昭和 36)年 3月、「行 学 一体 ・

報恩 感謝」の建学 の精神 を歯学教育の分野 で実践 し、

真 に 国民 の福祉 向上 に貢献 で きる歯 科 医 師 を養 成 す

る こ と を 目的 と して わ が 国 8番 目の 歯学 部 と して 創

設 さ れ た 。

1967 (昭 和 42) 年 3月初 め て卒 業 生 が 出 て 以 来

既 に 6,188余 名 の 卒 業 生 が 歯科 医 師 と して活 躍 して

い る。 また 1968 (昭和 43) 年 4月 に は 大 学 院 歯 学

研 究 科 も設 置 さ れ、 1972 (昭 和 47) 年 3月 に 初 め

て の修了 生 を出 して以 来、論文 博士 を含 む 986余 名

の博士 (歯学 ) を輩 出 している。

本 学 歯学 部 の 教 育 課 程 は、従 来、 進学 課程 と専 門

課 程 に分 か れ 、 進 学 課 程 は主 に 日進 学 舎 で 、 専 門 課

程 は楠 元 学舎 と末 盛 学 舎 で 教 育 が 行 わ れ て い た が 、

1993 (平 成 5) 年 度 入 学 者 か ら 6年 一 貫 の 新 教 育 課

程 を 実 施 し、 2002 (平 成 14) 年 以 降 は、 モ デ ル ・

コ ア ・カ リキ ュ ラム を導 入 した教 育 を行 って い る 。

歯 学 部 で は、 歯 学 部長 以下約 400名 の教 職 員 が研

究 ・教 育 に 当 た る ほか 一部 は附属 病 院 に お い て 臨床

に従事 して い る 。

学部 の 特 色

【教育理念 ・目標】

歯学 部 の教 育 は、歯科 医学 ・歯科 医療 ・口腔保健

向 上 の 一翼 を担 う こ との で きる有 能 か つ 高 い倫 理 観

を持 った歯科 医師の養成 を 目標 と してい る。 その た

め に は、 単 に学 識 、技 術 を教 授 す る の み で な く、 臨

床 の 場 で効 率 的 に展 開 で きる実 務 的 な 能 力 を修 得 さ

せ る 必 要 が あ る。 そ こで 、 歯 科 医 学 に 関 わ る基 本 的

知 識 、 科 学 的 学 識 を充 分 に把 握 させ 、 そ れ に基 づ い

た 歯 科 医学 的 技 法 を習 熟 させ る こ とが 重 要 で あ る。

さ らに高 い倫 理観 を持 った学識 あ る歯科 医 師 と して

広 い学 際 的教 養 を持 つ こ とが望 まれ て お り、本 学 の

建 学 の 精 神 を充 分 体 得 す る こ と と して い る。

歯 学 部 の教 育 は歯科 臨床 に携 わ る歯科 医 師 の 育 成

に あ る こ と は い う まで もな い。 しか した だ 単 に そ れ

だ け で な く、 21世 紀 に対 応 す る優 れ た 研 究 者 、 教

育者 、行 政 担 当者 な ど幅 広 い 人 材 を育 て るた め に教

職 員 一 丸 とな って広 範 な教 育 を行 って い る。

【教育 の特色】

本 学 歯学部 は、6年 一貫教 育 として歯科 医学教 育

を実 践 し、 歯科 医療 に必 要 な知 識 と技 術 を身 につ け

る と と も に 、 歯科 医 師 に ふ さわ しい 人格 の 形成 を 目

指 した教育 を行 って い る。 1年 次 は 日進 学舎 で教 養

教 育 科 目の学 習 を通 じて社 会 の諸 事 象 に対 応 で きる

基 本 的 な思 考 力 を養 成 す る講 義 と演 習 が 行 われ て い

る 。

2～ 4年次 は楠 元 学舎 で学 識 豊富 な教 授 、新 進気

鋭 の 教 員 に よ る歯科 基 礎 医 学 、臨 床 歯 科 医 学 の講 義 、

実 習 と臨 床予 備 実 習 が 実 施 され る。 5～ 6年 次 に な

る と優 れ た設 備 を も った 附属 病 院 (末 盛 学 舎 ) で 臨

床 実 習 が 行 わ れ て い る。 教 員 と学 生 が 一体 とな っ た

臨 床 実 習 を通 じて歯 科 医 学 の知 識 と技 術 の 修 得 は も

ち ろん、 医療 の現場 を肌 で感 じ、 歯科 医 師 と して の

使 命 と 自覚 を培 っ て い る 。

【学生 の現 況 (2007年 4月 1 日現在)】

学 生 数

学部学科 ・大 学院 入 学 定 員 募 集 人 員 在 籍 者 数

歯 学 部 歯学科 130 128 797

大 学 院 歯学研 究科 18 18 93

大学 改 革 等 10年の あ ゆ み (1997 ～ 2006 年 度 )

新 しい世紀 を迎 え て、 わが 国 の 歯 科 医 学 教 育 で は

大 きな改 革 が 始 まっ て い る。 そ の 一 つ と して、 文 部

科 学 省 の指 導 に よっ て コ ア ・カ リキ ュ ラムが作 られ 、

平 成 17年 度 か ら、 本格 的 にそれ に対 す る学生 の到

達 度 を評価 す るた め 、 臨床 実 習 開始 前 の 4年 学 年 末

に共 用 試験 を実施 して い る。
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本学 歯 学 部 は コ ア ・カ リキ ュ ラ ム に準拠 した 新 カ

リキ ュ ラム を整 備 し、 時 代 に応 じた教 育体制 を整 え

て い る。 5年 生 か ら始 ま る 「臨 床 実 習 」 は、 末 盛 学

舎 の附属 病 院 で行 われ る。 臨床実 習 はマ ン ・ツー ・

マ ンで 行 わ れ 、 学 生 は 医療 技 術 の 習 得 は も ち ろ ん、

医療 の現場 を肌 で感 じ、 患 者 との信 頼 関係 の大 切 さ

を学 び 、歯 科 医 師 と して の 自覚 を養 って い る。

また、大 学 院 歯 学 研 究 科 で は、科 学 的研 究 法 、歯

科 医 学 の 理 論 お よび 応 用 を教 授 し、 独 創 的研 究 に

よって その 深 奥 を究 め、 文 化 の創 造発 展 と、人類 の

福 祉 に貢献 す る と と もに、専 攻 分野 に関す る研 究 を

指 導 す る人材 の養成 を行 って い る。 専 攻 は歯科 基礎

系 と歯科 臨床 系 の 2つ に大別 されてい る。 また、本

研 究科 は 1999 (平 成 11)年 文 部科学 省 の学術 フ ロ

ンテ ィア推 進事 業 の拠 点 に指 定 され た他、 2003 (平

成 15) 年 か ら は 「ハ イ テ ク・リサ ー チ ・セ ン タ ー 」

を 開 設 して い る 。

本学 部 は 現在 、海外 の 7大学 と姉妹校提携 を結 び、

教 育 ・研 究 面 で の 交 流 が 非 常 に 活 発 に行 わ れ て い る。

学 生 の課外 活動 も盛 んで、毎年 の全 日本 歯科学生

総 合体 育大会 で は、常 に上位 の成績 をお さめてい る。

本 学 で は ス ポ ー ツ を大 い に奨 励 して い る。 そ れ は ス

ポ ー ツが 人 間形 成 に大 きな役 割 を果 た して い る か ら

で あ る 。

今 後の展望 (2007 年 度～)

本 学 歯学 部 の卒 業 生 の臨床 能 力 につ い て、 一 般 の

臨床 家 か ら さ らに高 い評 価 を受 け られ る よ うに努 力

して い く必 要 が あ る。 また、 歯 科 医 師 臨床研 修 との

有 機 的 な連携 を とっ て い く必要があ る。

教養 科 目の重 要性 を認識 して い な い学生 、 特 に生

物 、化 学 、物理 の 3科 目を全 て 選択 してい ない学生

に対 して指 導 を充 実 す る。臨床 実 習 で は患 者 の確 保 、

方 策 を工 夫 して い く。 キ ャ ンパ ス間 の教 育 の連絡 を

FD 等 を通 じて密 に して い く。

国際交 流 は、大 学 院歯学研 究 科 の み な らず 歯 学 部

にお いて も海外 ボ ラ ンテ ィア活動 、外 国の学生 との

交 流 等 充 実 して い く予定 で あ る。大 学 院 歯学 研 究 科

で はハ イ テ ク ・ リサ ーチ ・セ ン ター事 業 の継 続 申請

をす る こ と、 また歯 学研 究 科 の 学 位 論 文 の発 表 会 の

実 施 お よび授 業科 目の再編 も行 う。

附属病 院 の 概 要

附属 病 院 は 中部 地 区の 歯 科 医 療 の 中心 的 存 在 で 、

2001 (平 成 13) 年 度 に全 館 リ ニ ュ ー ア ル を終 え、

最 新 の 設 備 と近 代 的 な機 能 を備 え た 病 院 に な っ た 。

本 病 院 で は 21の専 門診療科、 15の特殊外 来 の他 、

総合診療科 さ らに内科、外科 を中心 とした医科治療

も行 っ て い る。 この よ うな 歯 科 の新 病 院 は全 国 的 に

も稀 少 で あ る。

その他 の附属施設

口腔 先 端 科 学 研 究 所 、 ハ イ テ ク リサ ー チ セ ン

タ ー 、 ア イ ソ トー プ 室 、 X.M.A 室 、 動 物 実 験 セ ン

ター 、 マル チ メデ ィアセ ン ター 等

愛 知 学院大学短期大 学部 歯科衛生学科 の概要

1968 (昭 和 43) 年 よ り設 置 され て い た 歯 科 衛 生

専 門学 校 を 2006 (平 成 18) 年 よ り愛 知 学 院 大 学 短

期大学 部歯科衛 生学科 と して歯科衛 生士 教育 を継承

し て い る 。

愛 知 学 院 大学 歯科 技 工専 門学 校 の概 要

1962 (昭 和 37)年 に愛 知 学 院 大 学 歯 科 技 工士 学

校 と して 、愛 知 学 院大 学 歯学 部 に併 設 した。 1967(昭

和 42) 年 か ら本 科 に加 え て、 よ り高 度 な習練 が で

き る よ うに専 修 科 を増 設 した 。
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学 長 川 添 堯彬

沿 革

大 阪 歯科 大 学 は、1911年 (明 治 44年 ) に大 阪 歯

科 医学 校 と して設 立 され、 高 度 な歯科 医学 教 育 ・研

究 が 歴 史 と伝 統 の 中 で培 わ れ て い る。 1997年 に新

キ ャ ンパ スの楠 葉 学 舎 、新 病 院 の 天 満 橋 学 舎 が完 成

し、 牧 野学舎 とあ わせ た 3つ の キ ャ ンパ ス は、最 新

の 情 報 シス テ ム (ODU ネ ッ ト) で 結 ば れ て い る。

大 学 院歯学研 究 科 (博士課程 ) 設 置

大 阪 歯科 大 学 創 立 50周 年 記 念 ・新 館

落 成 記念 式典 開催

歯科技工士 養成所 (現 大 阪歯科大 学 歯

科技工士 専 門学 校 )設 立

1911年 12月 大 阪 歯科 医学校 設 立

1912年 1月 大 阪 歯 科 医 学 校 開校

1917年 9月 大 阪 歯科 医学 専 門学 校 設 立

1947年 6月 大 阪 歯科 大 学 (旧制 ) 設 立

1952年 4月 大 阪 歯科 大 学 (新 制 )設 立

1961年 4月

11月

1964年 4月

1968年 5月

1997年 4月 楠 葉 学 舎 ・新 病 院 完 成

2001年 6月 創 立 90周 年 記 念 式 典 開催

2002年 4月 統合 型 カ リ キ ュ ラ ム導 入

2006年 4月

2007年 4月

大学 の 特 色

【教 育 理念】

歯科衛 生士 学 校 (現大 阪歯科 大 学 歯科

衛 生士専 門学校 ) 設立

歯科 医 師 臨床研 修 プ ログ ラム 実施

教 員 新 職制 実 施

本学 の建 学 の精 神 は 「歯科 医療 にお け る専 門的知

識 、 技 能 の重 要 性 を 自覚 させ 、 旺盛 な る研 究 意 欲 を

醸成 し、 自 らの選 んだ道 に深 い使 命 感 を もつ と と も

に、 社 会 に対 す る奉 仕 的人生 観 を体 得 させ 、 さ らに

健 康 に して活動 力 の あ る情 操 豊 か な 人 間形 成 をお こ

な う」 こ とで あ る。

本 学 で は、 6年 間 の 一 貫 教 育 を通 じて、 学 生 そ れ

ぞれ の個性 を尊重 しなが ら、 以上 の適性 を涵養 、発

展 させ 、 人 間性 豊 か な歯科 医 師 を養成 す る こ とを教

育 の 目標 と して い る。

【教育 の特色】

現在 で は、 歯科 医学 生 が 修 得 しな け れ ば な らな い

歯科 医学 に関 す る知 識 お よび技 能 は飛躍的 に増 えて

い る。本 学 は、6年 間 で 歯 科 医 学 を体 系 的 かつ効 率

的 に教 授 す る た め に、 2002年 度 か ら こ れ まで の 講

座 に基礎 を置 く学科 目別 の授 業 を改 め、疾 患別 に実

際 の 臨 床 の流 れ に沿 っ て カ リ キ ュ ラ ム が 進 行 し、基

礎 と臨床 の知 識 を 同 時 に学 ぶ 統 合 型 カ リキ ュ ラ ム、

す な わ ち 「カ リキ ュ ラム 2000」 を導 入 した 。

カ リ キ ュ ラ ム 2000の 特 徴 は、 教 育 課 程 全 体 を 8

コー ス、 33ブ ロ ック、 143ユ ニ ッ トに整理 ・統 合 す

る と と もに、 そ れ らを有 機 的 ・体 系 的 に 関連 づ け た

こ とに あ る。 まず、3つ の柱 で あ る 「知 識 教 育」 「技

能 教 育 」「教 養 教 育 ・態 度 教 育 」 を基 本 に置 き、8

つの コース① 態度教育、② 基礎 科学 教育、③生命科

学 教 育、④健康 科 学 教 育 、 ⑤ 情 報 科 学 教 育 、⑥ 英 語

教 育 、⑦ 教 養 教 育、 ⑧ 臨 床 教 育 が 設 け られ て い る。

さ ら に 、そ の 下 に ブ ロ ッ ク な らび に ユ ニ ッ トが あ る 。

これ らの コ ー ス、 ブ ロ ック、 ユ ニ ッ トに は そ れ ぞれ

責 任 者 が 配 置 され 、 各 部 門 を統括 して い る。

【学生 ・教員の現況 (2007年 4月 1日現在)】

学 生 数

1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計

1313 125 127 125 127 151 788大学生

大 学院生 18 7 25 25

大学卒業生 15,334名 大 学 院修了者 589名

10年のあ ゆ み (1997 ～ 2006 年度)

【学舎移転 ・新病院改築】

75

1997年 に新 しい 学 舎 が 枚 方 市 楠 葉 に完 成 し、 ま

た 附 属 病 院 も改 築 され、 本 学 の 21世 紀 に 向 け た教

育 ・研 究 ・診 療 の基 本 的 な環境 は整 備 され た。

教 育 において は、前述 した新 カ リキ ュラムを導入

し、 各 種 情報 機 器 が完 備 した講 義 室 お よび実 習室 で
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【教員職名変更 と任期制の導入】

授 業 が 行 わ れ て い る。 一 方 、 研 究 お よび 診療 に お い

て も最 新 の機 器 ・設 備 の もとで新 しい展 開が始 まっ

て い る 。

・病 棟 37床

歯科 診療 科

・保 存修復科 ・口腔外科 歯科 麻 酔 科

. 歯 内 治療 科 • 矯 正 歯科 ・放射 線科

・歯周 治療科 ・予 防 歯科 • 口腔 イ ンプ ラ ン ト科

・高 齢 者 歯科 ・小 児 歯科 ・口腔診 断科

• 補 綴 咬 合 治療

医科 診療 科

障 害 者 歯科 総 合診療科 1・2

耳鼻 咽喉科 ・眼科

2007年 4月 か ら、 学 校 教 育 法 の 一 部 改 正 に伴 い 、

本 学 で も大 学 教 員の職 名 お よび職務 内容 の変 更が実

施 され る こ とに な っ た。

教 員 の職制 は、 教 授 、 准 教 授 、 講 師 、助 教 の 4職

制 とな り、特 に助教 につ いて は 「自ら教 育研究 を行

うこ とを主 たる職務 とす る」 と位置づ け、助教 の資

格基準 も博士 の学位 また は これ と同等 の教 育研 究上

の 能 力 を有 す る こ とを条 件 と して い る。 また、2007

年 4月 か ら任 期 制 も導 入 され て い る。

今 後 の 展望

今 後 の展 望 と して は、歯科 医師過剰 論 を背 景 とし

た学生 定 員 の 削 減 お よび 歯科 医 師 国家試験 が そ の調

整 的 な役 割 を担 いつ つ あ るの は大 きな 問 題 で あ り、

こ れへ の 対 応 が 緊 急 の 課 題 と な っ て い る。 新 カ リ

キ ュ ラム に よる授 業 も 5年 を経 過 し、全 面 的 な点検 ・

評 価 が 必 要 で ある と と も に、 教 育 方 法 につ い て も再

検 討 が 求 め られ る。

一 方 、 2006年 度 か ら歯 科 医 師 臨床 研 修 制 度 が 必

修 化 され、 附 属 病 院 にお け る態 勢 整備 と と もに、 す

べ て の 歯科 医 師 国家 試験 合 格 者 に 1年 間の研 修 が義

務づ け られ た た め 、 大 学 院生 の確 保 とい う問題 も派

生 して い る 。

附 属 病 院 の概 要

診 療 日 月 ～ 金 曜 日

・内科

そ の他 の 付 属施設 の概 要

【中央歯学研究所】

1997年 楠 葉学 舎 移 転 と同 時 に、 教 員お よび大 学

院生 の共 同利 用施 設 と して 10施 設 と中央材 料 室 が

設 置 され、 各 施 設 には特 色 あ る大 型 の研 究 機 器 お よ

び 先 進 機 器 を配 備 し、研 究 利 用 に供 され て い る。

中央 歯学 研 究所 の 共 同利 用 施 設

• 形態 系 研 究 施 設

・動 物 施設

・歯科 生 物 学 Ⅰ施 設

・分 析機 器 施 設

組 織培 養実 験施 設

併 設 専 門学 校 の概 要

•

画 像 処 理 施 設

・低 温 実験 施 設

・咀 嚼 機 能 研 究 施 設

・生 体材 料研 究 施 設

レーザ ー実験施設

本 学 に は、 併 設 校 と して大 阪 歯科 大 学 歯科 衛 生士

専 門学校 お よび 歯科 技 工士 専 門学校 が あ る。

歯 科衛 生士 専 門学校 50名 3年

歯 科 技工士専 門学 校 90名 2年

定 員 修 業 年 限 在籍 数

107名

85名

注 ) 歯科 技 工士 専 門学 校 の在籍 数 に は専攻 科学 生 を含 む。

・診 療 時 間 8 :45～ 15 :30
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沿 革

福 岡歯科大学
FukuokaDentalCollege

理 事 長

学 長

田中 健 藏

本 田 武司

福 岡 歯 科 大 学 は、 1973年 、 大 阪 以 西 で 唯 一 の 私

立 歯科 大 学 と して福 岡市早 良 区 に開学 した。 PP

医 科

1972年 7月27日

1973年 4月 1日

学 校 法 人福 岡 歯 科 学 園 寄 附 行 為 認

可、福 岡歯科 大 学 設 置認 可

福 岡 歯 科大 学 歯 学 部 開学 附 属 病

院 開 設

1985年 4月 1日

1997年 4月 1日

福 岡 歯 科 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 科

(博士 課程 ) 開学

福 岡 医療 短期 大 学 開 学

福 岡 医療 短期 大 学 歯科 衛 生 学専 攻

科 開 設

2000年 4月 1日 福 岡 医療 短期 大 学 保 健 福 祉学 科 開

設

2002年 8月 1日

2005年 2月 1日

学部 の 特 色

【教育理念 ・目標】

介 護 老 人保健 施 設 (サ ン シ ャイ ン

シテ ィ) 開設

附属 病 院 を 「福 岡歯科 大 学 医科 歯

科 総合 病 院」 に名称 変更

本 学 は、 徳 育 ・知 育 ・体 育 を一 体 と した 教 育 を基

本 理念 とし、学則第 1章 第 1条で 「教 育基本法及 び

学 校 教 育 法 に基 づ き、歯学 に関す る専 門の学 術 を教

授 研 究 し、 教 養 と良識 を備 え た有 能 な歯科 医 師 を育

成す る こ とを 目的 とし、社会福祉 に貢献す る ととも

に歯科 医 学 の進展 に寄与 す る こ とを使 命 とす る」 こ

と を 目的 と定 め て い る

また、① 主役 である学生 た ちが意欲 的 に勉 学 に励

む こ とが で きる、 ② 同 窓 生 が誇 れ る母 校 で あ る、 ③

地 域 医療 に貢 献 し市 民 の 支 持 と共 感 を広 げ る大 学 で

あ る、 また④ 歯科 医学 の研 究 や 診療 活 動 が、歯 科 医

学 の 進 歩 、 と りわ け 国 際 的 に も貢 献 で き る こ と を

モ ッ トー と して、 建 学 の精 神 の達 成 に向 け て努 力 し

て い る 。

【教 育 の特色】

教 育 の特 徴 は 医療 者 と して の厳 しい倫 理性 の も と

に、 専 門 の学術 お よび実 技 能力 の習得 と全 身 に 関す

る幅広 い医学 的理解 にあ り、本学 で実施 してい る「系

統 的 な 6年一 貫教 育 」で は、全 授 業科 目を第 1ブ ロッ

ク (態 度 教育 :基 盤 教 育 )、 第 2ブロ ック (総 合 医

歯 学 教 育 )、 第 3ブ ロ ッ ク (臨 床 口腔 医学 教 育 )、 第

4ブ ロ ッ ク (臨 床 総 合 医 学 教 育 ) お よび 第 5ブ ロ ッ

ク (総 合 歯 科 医 学 教 育 ) の 中 に組 み 込 み 、体 系 的 な

歯学 教 育 を行 って い る

高 齢社 会 に お け る歯 科 医療 を実 践 す る上 で、 全 身

の理解 に立 っ た 歯科 医 学 の理解 とそ の応 用 は必 須 で

あ り、医療 お よび 内科 、外 科、耳鼻咽喉科、形成外

科 、心療 内科 等 の関連 医学部 門の充実 と福祉研 修が

で き る介 護施 設 の 併 設 は本 学 の 大 き な特 徴 とな って

い る。 こ う した部 門 ・施 設 で の 教 育 は、 臨床 実 習 ・

介護実習 な どに組 み込 まれ、実 習主体型教 育に活用

さ れて い る 。

さ らに学 生 に対 す る学 習 お よび生 活 に 関 して 「助

言 教 員制 度」 「オ フ ィス ア ワー制 度」 や独 自の奨 学

金 制 度 (特 に 2006年 度 か ら大 学 院 生 を対 象 に給 付

す る特 別 奨学 制 度 を実 施 ) な どが 整備 され、 大 学生

活 を快 適 に す ごせ る よ う全 学 を あ げ て支援 して い

る 。

【学生の現況 (2007年 4月 1日現在)】

学 生 数

学 部 学科 ・大 学 院

歯 学 部 歯 学 科

入 学 定 員 募 集 人員 在籍 者 数

120 96 602

大 学院 歯 学研 究 科 博 士 課程

* ( ) 内 は、 留 学生

18 18 28(1)

大学改 革等 10 年の あ ゆ み

【大講座制】

2001年 4月、生 命科 学 の進 歩 や社 会 的 ニー ズ に

弾力的 に対応 で きる組織 を 目指 して、教 員組織 の改

革 を行 い、4部 門、13講座 、33分野 に再編 した。

歯 科 総 合 病 院

P



学 園 の 同一敷 地 内 に あ る介 護老 人保 健施 設 (左 )と介 護 老 人福祉施 設 (右 奥)

【国際交流】

上 海 交 通 大 学 口腔 医学 院 (中 国)、 ヤ ン ゴ ン歯科

大 学 (ミャ ンマ ー)、慶 熙 大学校 歯 医学 専 門大学 院 (韓

国) と学 生交 流 や研 究 者交 流 を行 って い る。

【認証評 価】

2006年 度 に大 学 基 準 協 会 と 日本 高 等 教 育 評 価 機

構 の 2つ の認証 評価 機 関 に よ る認証 評価 を受 け、 い

ず れ の 評 価 機 関 か ら も歯 学 の フ ロ ン トラ ンナ ー と し

て の高 い評 価 を得 た 。

【人事考課制度 教 員任期制 】.

そ れ ぞ れ の 有 す る 能 力 を育 成 ・活 用 す る こ と に

よって人事 お よび組織 の活性 化 を図 る 目的で、2004

年 7月 か ら全 教職 員 を対 象 とす る 人事 考課 制度 が 導

入 され、 また 2005年 4月 か ら全 教 員 の 同 意 の も と

に教 員任 期 制 が 導 入 され た 。

【社会連携】

2004年 か ら 「4大 学 歯 学 部 交 流 会 」 (北 海道 医療

大 学 歯学 部 、岩手 医 科 大 学 歯 学 部、昭和 大 学 歯学 部 、

本学 ) を定 期 的 に 開催 し、 連 携 を図 って い る。 2005

年 か ら近 隣の福 岡大 学 医学部 、 中村 学 園大学 と 「地

下 鉄 七 隈 線 沿 線 3大 学 合 同 シ ンポ ジ ウム」 を健 康 を

テ ーマ に開催 し、市 民 の健康 づ くりを支援 している

また、 2006年 か ら九 州 大 学 、 西 南 学 院 大 学 を加 え

た 「西 部 地 区五 大 学 連 携 懇 話 会 」 を発 足 させ 、 地 域

大 学 間 の 連携 を図 っ て い る。

今後 の展望 (課題 等 )

「世界 の福 岡歯科 大学 」 を 目指 し、 その実現 のた

め教職 員 が 一 丸 とな り努 力 して い る。 特 に 「福 岡 歯

科 学 園 の 中期構 想 」 の 中で、「口腔 医学 の確 立」 を

掲 げ、 口腔 を一臓 器 として捉 え、 口腔 と全 身の関連

を十 分 把 握 し、全 身 の健康 を理 解 で きる 口腔 科 医 師

を育 成 す る教 育 体 制 、社 会体制 の創 出 に努 力 して い

る。 口腔 医学 の学 問 的確 立 を通 して、 歯 科 医 学 の発

展 と向上 を期 す 。

歯 科 医 師 国家 試 験 の合 格 率 を向上 させ るた め に具

体 的 な教 育 カ リキ ュ ラム につ い て検 討 して い る。

医科歯科総合病 院では、病院情報 システム (HIS)

を導 入 し、 病 院 内の IT化 を さ らに推 進 してい く。

附属病 院の概要

【医科歯科総合病院】 (診療 月～土 曜 日)

診療科 歯科、歯科 口腔外科、矯正歯科、小児歯

科 、 内科 ・循 環 器 科 心 療 内科 外 科 ・消 化 器科 ・

肛 門科 、麻酔科、耳鼻咽喉科、形成外科 (口腔 顔

面 美 容 医療 セ ン ター)

・病 棟 50床

その他 の主 た る付 属施 設

【学術 フロ ンテ ィア研究セ ンター】

文 部 科 学 省 の 助 成 を受 け 1998年 度 に発 足 。 さ ら

に 2003年 度 に 5年 間の継続が認 め られ、 「疾 患 にお

け る遺 伝 的 、 環 境 的 要 因 の相 互作 用 とそ の制 御 の解

明 」 を 目標 に フ ラ ンスや ア メ リカの大 学 の研 究 者 と

共 同研 究 を行 っ て いる 。

併 設 施 設 等

修 業 年 限数 入 学 定 員

1. 福 岡 医療 短 期 大 学

学 部 学科

歯科衛 生 学 科

3

80

保健 福祉 学 科

2

60

専 攻 科 歯科衛 生学専 攻

1

10

2.介 護老 人保 健 施設 サ ンシャ イ ンシテ ィ

(2002年 8月 開所 、 入 所 定 員 85名 )

3.介護 老 人福祉施 設 (学 而 会 ) サ ンシ ャイ ンプ ラザ

(2003年 10月 開所 、 入 所 定 員 100名 )
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■ 第 9 部

加盟歯科大学 ・歯学部の
国際交流協定締結状況



加盟歯科大学 ・歯学部の国際交流協定締結状況

提 携 先
協 定 名 協 定 内容

国 大学名

締 結

年 月 日
期 間 備 考

学 術 教 育交 流 教 職 員 の交 換 カ ナ ダ ア ルバ ー タ大学 1992年
に 関す る合 意

•

学 部 ・大 学 院学 生 の交 換
協 同研 究 お よび その公表
特 別 講 演 お よび 学 会 の 開
催

9月 29 日
2002年
8月8日更新

5年 間

学 術 資 料 お よび 情 報 の交
換

● 短 期 学術 プ ロ グ ラム の 開
催

学術 教 育交 流 • 教 職 員 の交換 中華 人民共 和 国 同済大 学 歯 学 部 1993年 5年 間

に 関 す る合 意 • 学部 ・大 学 院学 生 の交 換 11月 15 日
. 協 同研究 お よび そ の 公表
特 別 講 演 お よび 学 会 の 開

催

2004年
7月6日更新

北
海
道
医
療
大
学
歯
学
部

学 術 資料 お よび 情 報 の交
換

• 短期 学 術 プ ログ ラ ム の 開
催

学術 教 育交 流 • 教職 員 の交換 中 華民 国 台北 医 学大 学 2004年 5年 間

に 関 す る合 意 • 学 部 ・大 学 院 学 生 の交 換 12月 3 日

奥
羽
大

歯
学

学 部

• 協 同研 究 お よび そ の 公 表
特 別 講 演 お よび 学 会 の 開
催
学術 資料 お よび情 報 の交
換
・短 期 学 術 プ ロ グ ラム の 開
催

姉妹校 締 結 学 術 と文 化 の交 流 大 韓 民 国 慶 煕 大学 校 1975年
10月 15 日

姉妹校 締 結 学術 と文 化 の交 流 アメ リカ合 衆 国 ロマ リ ンダ大学 歯学 部 1989年
6月 14 日

姉妹校協 定書 学 生、教 員 お よび研 究者 の メキシコ
文 化 学術 的 な交 流

メ キ シ コ州 立 自治大 学 1979年 4年 間
10月 2 日

更 新 継 続
中

学 生 、 交 換 教 員 の派遣 お よ
び受 け入 れ等

姉妹校協定書 学生、教員 お よび研究者 の 中華人民共和 国
文 化 学術 的 な交 流

北 京 大 学 口腔 医 学 院 1987年 3年 間
11月 2 日

更 新 継 続
中

学生、 交 換 教 員 の 派 遣 お よ
び受け 入 れ等

アラバ マ大学 学 生 、 教 員 お よび研 究者 の アメ リカ合衆 国
バーミングハム 文 化 学術 的 な交 流

ア ラバ マ大学 バ ー ミン 1988年 5年 間
グ ハ ム校 11月 22 日

更 新 継 続
中

校 との 間の協 研 修 員 の 派 遣 等
定

明海大学歯学 学生、教 員 お よび研 究者 の アメ リカ合 衆 国
部 と ニ ュ ー 文 化 学術 的 な交 流

ニ ュー ヨー ク州 立大学 1988年
バ ッ フ ァロー校 歯学 部 11月 18日 め な し

期 間 の 定

明
海
大
学
歯
学
部
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ヨー ク州立大 研 修 員 の派遣 等
学 バ ッファロー
校 歯 学 部 との
間 にお け る姉
妹 校 協 定書



協 定 名 協 定 内容 国

明海大学、サ 学生、教 員お よび研 究者の カナ ダ
ス カチ ュ ワ ン 文 化 学術 的 な交 流
大 学 歯学 部 間

提 携 先

大学 名

締 結

年 月 日
期 間 備 考

サ ス カチ ュ ワ ン大 学 歯 1991年
学 部

期 間の定
10月 17 日 め な し

の 学 術 協 力 に
関す る合 意書

明海大学歯学 学生、教 員お よび研 究者の ア メリカ合衆 国
部 とカ リ フ ォ 文 化 学術 的 な交 流

カ リ フ ォル ニ ア大学 ロ
サ ンゼ ル ス校 歯 学 部

1992年 3年 間 更 新 継 続
7月 7 日 中

ルニア大学 ロ 研 修生 の派遣、講演会 の開
サ ンゼル ス校 催 等
歯 学 部 間 の文
化 学術 交 流協
定書

姉妹校協定書 学生、教 員お よび研究者の 中華人民共和国
文 化 学術 的 な交 流

第 四軍 医大 学 口腔 医学 2001年
院

期 間 の 定
7月 10 日 め な し

学生 、交換 教 員の派遣 お よ
び受 け入 れ等

姉妹校協 定書 学 生、教 員 お よび研 究者 の フ ィ ンラ ン ド
文 化 学 術 的 な交 流
研 修 生 の 派 遣

トゥルク大 学 歯 学 部 2006年
5月 20 日

5年 間

姉妹校締結協 研 究者 の交 流 、 共 同研 究、 中華民 国
定 資料 の交換 お よび学生交流

台北医学大学 口腔医学 【第 1回 目】 【第 1回 【第 2回 目
院 1969年 目】 ～1

4月 15 日 6年 間

明
海
大
学
歯
学
部

【第 2回 目】
2006年

5年 ご とに
【第 2回 延 長 の 締
目～】

8月 29 日 5年 間

結

5年 ご とに姉妹校 締 結協 研 究 者 の 交 流 、 共 同研 究 、 大 韓 民 国
定 資 料 の交 換 お よび学 生 交 流

延世大 学校 歯科大 学 1977年 5年 間
12月 1 日 延 長 の 締

結

姉妹校締結協 研 究者 の交 流 、共 同研 究 、 アメ リカ合衆国
定 資料 の交 換 お よび学生交 流

フ ロ リ ダ大 学 歯 学 部 1979年
11月 20日

姉妹校 締 結協 研 究 者 の交 流 、 共 同研 究、 ス ウェー デ ン
定 資料 の交 換 お よび学生交 流

カ ロ リ ンス カ大 学 歯学 1981年
部

姉妹校締 結協 研 究 者 の交 流 、 共 同研 究 、 ア メ リカ合 衆 国
定 資料 の交換 お よび学生交 流

テ キサ ス大 学 歯 学 部

5月 21 日

1983年
11月 11 日

姉妹校締結協 研 究 者 の交 流 、共 同研 究 、 中華人民共和 国
定 資 料 の交 換 お よび学 生 交流

第 四軍医大 学 口腔 医学 2005年
院 9月 2 日

5年 間 5年 ご と に
延 長 の 締結

交 流 プ ロ グ ラ 基礎 お よび 臨床 研 究 中華 人民共和 国 大連 医 科 大学 2003年
ム に関 す る協 9月 12 日
定

東
京
歯
科
大
学

3 年 間 。

そ の 後 、

終 了 に 関

す る 文 書

が な い 限

り 、 自 動

更 新

中華 人民共和 国 天津 医科 大 学 2004年
10月 15 日

•

•

・大学院教育 お よび生涯研修
双 方 に 関 心 の あ る分野 に
お け る情 報 お よび資 料 の
交換
・教 員 お よび学 生 の交換
学生交換プログラムの開発

交流 プ ロ グ ラ • 基礎 お よび 臨床研 究
ム に関す る協
定

大学院教育お よび生涯研修
・双 方 に 関 心 の あ る分野 に
お け る情 報 お よび資料 の
交換

昭
和
大
学
歯
学
部

• 教 員 お よび 学生 の交 換
・学生交換 プ ログラムの開発
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提携先 締 結
協 定 名 協 定 内容 期 間 備 考

国 大学名 年 月 日

交流 プ ログ ラ • 基礎 お よび 臨 床 研 究 オ ー ス トラ リ ア アデ レー ド大学 2005年
ム に関す る協 大学院教育および生涯研修 3月 30 日「定

• 双 方 に関 心 の あ る分 野 に
お け る情 報 お よび 資料 の
交換
・教 員 お よび 学 生 の交 換
• 学生交 換 プログ ラムの開発

交 流 プ ロ グ ラ
ム に 関 す る協
定

基礎 お よび 臨床研 究 中華 人民 共 和 国 上海交 通大 学 医 学 院 2005年
大 学院教育お よび生涯研 修
・双 方 に 関心 の あ る分 野 に
お け る情 報お よび 資 料 の
交 換
・教 員 お よび 学 生 の交換

4月 29 日

昭
和
大
学
歯
学
部

• 学生交換 プログラムの開発

交 流 プ ログ ラ • 基礎 お よび 臨 床 研 究 ア メ リ カ合 衆 国 南 カ リフ ォル ニ ア大学 2006年
ム に関 す る協 大学院教育および生涯研修 2月 2 日

定 • 双 方 に 関 心 の あ る分 野 に
お け る情報 お よび資料 の
交換

• 教 員 お よび学生 の交換
学生交換 プログラムの開発

・大 学 院教 育お よび生涯研修
交流 プ ログ ラ • 基礎 お よび 臨 床研 究
ム に関す る協
定 • 双 方 に 関 心 の あ る分 野 に

お け る情 報 お よび 資料 の
交換

交 流 プ ログ ラ
に関す る協ム

定

教 員 お よび学生 の交 換

3年 間 。
そ の 後 、
終 了 に 関
す る文書
が な い 限

4月 13 日 り、 自動
更新

ドイ ツ チ ュ ー ビ ンゲ ン大学 2006年

中華 民 国 台 北 医 科 大学 2007年
12月 15 日

•

.

・学生交換 プログラムの開発

基礎 お よび 臨 床 研 究
・大学院教育および生涯研修
双 方 に 関 心 の あ る分 野 に
お け る情 報 お よび 資 料 の
交換
教 員 お よび学生 の交 換
・学生交換 プログラムの開発

・基 礎 お よび 臨床研 究
大学院教 育お よび生涯研 修
・双 方 に 関 心 の あ る分 野 に
お け る情 報 お よび資料 の
交 換

交流 プ ログ ラ
ム に 関 す る協
定

教 員 お よび学 生 の交換
学生交 換 プログラムの開発

中華人民共和 国 香港 大 学 2007年
2月 15 日

日本大学歯学 1.教 員 お よび学生 の交換
部 と ラ オ ス 国 2. 共 同研 究 プ ロ ジ ェ ク ト
立 大 学 医学 部 3. シ ンポ ジ ウ ム、セ ミナ ー

ラ オ ス ラオ ス 国立大 学 医 学 部 2007年 5年 間
2月 23 日

間 の 学 術 交 流 お よ び ワ ー ク シ ョ ッ プ
の 共 同 開催

4. 学 術 資 料 の交換
5. 医 科 お よび 歯 科 臨 床 に

お け る協力

日本大 学松 戸 両 大 学 は学 術 、文 化 の交流・ 中華 人民共 和 国
松 歯学部と武漢 教育・研究の諸分野の発展

武 漢 大 学 口腔 医 学 院 2001年
1月 15日

5年 間 5年 ご と に
更 新

日
本
大
学
歯
学
部

日
本
大

戸
歯
学
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提 携先
協 定 名 協 定 内容

大学名

締 結

年 月 日
期 間 備 考

日本大学松 戸 両大 学 は 学 術 、文 化 の 交流 ・ タ イ
歯学 部 とタマ 教 育 ・研 究 の 諸分 野 の発 展

タマ サ ト大 学 歯 学 部 2001年 5年 間
7月 3 日

同上

サ ト大学歯学 に協力 す る
部 との学術交
流 に 関す る覚
書

日本 大学松戸 両 大 学 は学術 、文 化 の 交流 ・ 中華民 国
歯 学 部 と台 北 教 育 ・研 究 の 諸 分野 の 発展

台北 医学 大 学 口腔 医学 2003年
院

5年 間 同上
2月 17 日

医学 大 学 口腔 に協力 す る

術 交 流 に 関 す
る覚 書

日本大 学松戸 両大 学 は学術 、文 化 の交 流 ・ 中華 人 民 共和 国
歯学 部 と天津 教 育 ・研 究 の諸 分 野 の発 展

天 津 医科 大 学 口腔 医学 2003年
院

5年 間 同上
11月 10 日

医科 大 学 口腔 に協 力 す る
医学 院 との学
術 交流 に関 す
る覚 書

日本大学 松戸 両大 学 は学 術 、文 化 の交 流 ・ カナ ダ マ ギ ル大 学 歯 学 部
歯学 部 とマ ギ 教 育 ・研 究 の 諸 分 野 の発 展
ル 大学 歯学 部 に協力 す る

2005年
5月 9 日

5年 間 同上

医 学 院 との学

日
本
大
学
松
戸
歯
学
部

との 学 術 交 流
に 関 す る覚 書

姉 妹 校 ・
IUSOH協定

台湾教 職 員 ・研 究 者 の交流 、学
生 交 流 、 共 同 研 究 、 セ ミ
ナ ー ・シ ンポ ジ ウ ム、 資 料 ・
情 報 交換 等、 多 国 ・多 校 間

中 山医 学大学 1971年
10月 26 日

に よる連 携 ・協 力

姉妹校 協定 教 職 員 ・研 究 者 の交 流 、学 ア メ リカ合 衆 国
生 交 流 、 共 同 研 究 、 セ ミ

ミシガ ン大 学 歯学 部 1984年
9月 7 日

ナ ー ・シ ンポ ジ ウ ム、 資料 ・
情 報 交 換 等

姉 妹 校 フ ラ ンス教職 員 ・研 究 者 の交流 、学 パ リ第 7大 学 歯 学 部 1985年
IUSOH協定 生 交 流 、 共 同 研 究 、 セ ミ

ナ ー ・シ ンポ ジ ウ ム、 資料 ・
情 報交 換 等 、 多 国 ・多 校 間
に よる連携 ・協 力

9月 18 日

IUSOH (口
腔 保 健 の

姉 妹 校 ・ 学 中華 人民共和 国教 職 員 ・研 究 者の 交 流 、
IUSOH協定 生 交 流 、 共 同 研 究 、 セ ミ

四川大 学華 西 口腔 医学 1985年
院 12月 5 日

ナ ー ・シ ンポ ジ ウ ム、 資料 ・
情 報交 換 等 、 多 国 ・多 校 間

期 限 な し た め の 国
際 姉 妹 校
連合 )

に よる連携 ・協力

姉 妹 校 ス イス教 職 員 研 究 者 の交 流 、学 ベ ル ン大 学 歯学 部 1986年
IUSOH協 定 生 交 流 、 共 同 研 究 、 セ ミ

ナ ー ・シ ンポ ジ ウ ム、 資料 ・
8月 27日

情 報交換 等、多 国 ・多校 間
に よる連 携 ・協 力

姉 妹 校 イス ラエル教 職 員 ・研 究 者 の交 流 、学 ヘ ブ ラ イ大 学 歯 学 部 1986年
IUSOH協 定 生 交 流 、 共 同 研 究 、 セ ミ

ナ ー ・シ ンポ ジ ウ ム 、 資料 ・
情 報交換 等、 多 国 ・多 校 間
に よ る連携 ・協 力

8月 27 日

日
本
歯
科
大
学
生
命
歯
学
部
・
新
潟
生
命
歯
学
部
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提 携 先 締 結
協 定 名 協 定 内容 期 間 備 考

国 大学名 年 月 日

姉 妹 校 ・
IUSOH協 定

カナ ダ教 職 員 ・研 究 者 の交 流 、学
生 交 流 、 共 同 研 究、 セ ミ
ナ ー ・シ ンポ ジ ウ ム 、 資料 ・
情 報 交換 等、多 国 ・多校 間
に よる連携 ・協力

ブ リテ ィ ッシ ュ ・コロ 1987年
ン ビア大 学 歯 学 部 6月 10 日

姉 妹 校 ・
IUSOH協 定

イ ギ リス教 職 員 ・研 究 者 の交 流 、学
生 交 流 、 共 同 研 究、 セ ミ
ナ ー ・シ ンポ ジ ウ ム 、 資 料 ・
情 報交 換 等 、 多 国 ・多 校 間
に よ る連携 ・協 力

マ ンチ ェ ス タ ー大学 歯 1987年
学 部 10月 15 日

姉 妹 校 ・
IUSOH 協定

タイ教 職 員 ・研 究 者 の交 流 、 学
生 交 流 、 共 同 研 究 、 セ ミ
ナ ー・シ ンポ ジ ウム 、 資料 ・
情 報交換 等 、 多 国 ・多 校 間

マ ヒ ドン大 学 歯学 部 1988年
6月 7日

に よる連携 ・協力

姉 妹 校 ・ フ ィ ンラ ン ド教 職 員 ・研 究 者 の交 流、学 トゥルク大 学 歯学 部 1991年
IUSOH協 定 生 交 流 、 共 同 研 究 、 セ ミ

ナ ー・シ ンポ ジ ウ ム、 資料 ･
情 報交換 等 、 多 国 ・多校 間

3月 15 日

に よる連携 ・協 力

姉 妹校 協定 教 職 員 ・研 究 者 の交 流 、学 フ ィ リ ピ ン
生 交 流、 共 同 研 究、 セ ミ
ナ ー ・シ ンポ ジ ウ ム 、 資 料 ・
情 報 交 換 等

フ ィ リ ピ ン大 学 歯 学 部 1992年
11月 1 日

姉 妹 校 ・
IUSOH 協 定

アメ リカ合 衆 国教 職 員 ・研 究者 の交流、学
生 交 流 、 共 同 研 究 、 セ ミ
ナ ー ・シ ンポ ジ ウ ム 資 料 ・
情 報 交 換 等 、 多 国 ・多 校 間

ペ ンシルベ ニ ア大 学歯 1993年
学 部 4月 12 日

に よ る連携 ・協 力

IUSOH (口
腔 保 健 の

期 限 な し た め の 国
際 姉 妹 校
連合 )

姉 妹 校 ・ オ ー ス トラ リア教 職 員 ・研 究 者 の交 流 、学 アデ レー ド大 学 歯学 部 1997年
IUSOH協 定 生 交 流、 共 同 研 究 、 セ ミ

ナ ー・シ ンポ ジ ウ ム、 資 料 ・
情 報交換 等 、多 国 ・多校 間
に よる連携 ・協 力

7月 4 日

姉 妹 校 ・ ニ ュー ジー ラ ン ド オ タゴ大 学 歯学 部教 職 員 ・研 究 者 の交 流 、学 1997年
IUSOH協 定 生 交 流 、 共 同 研 究、 セ ミ

ナ ー・シ ンポ ジ ウ ム、 資 料 ・
情 報交換 等、多 国 ・多校 間

7月 7 日

に よる連携 ・協 力

姉 妹 校 ・ モ ン ゴル教 職 員 ・研 究 者 の交 流 、 学
IUSOH 協 定 生 交 流 、 共 同 研 究 、 セ ミ

ナ ー ・シ ンポ ジ ウム、 資料 ･
情 報 交 換 等 、 多 国 ・多 校 間
に よる連携 ・協 力

モ ンゴル健康 科 学大学 2005年
8月 1日

姉妹校 協定 教 職 員 ・研 究 者 の交 流 、学 ア メ リカ合 衆 国
生 交 流 、 共 同 研 究 、 セ ミ

メ リ ー ラ ン ド大学 歯 学 2006年
部 11月 1 日

ナ ー ・シ ンポ ジ ウム、 資料 ･
情 報 交 換 等

医 の博物館 の
姉妹館 提携

アメ リカ合 衆 国博物館運営 に関す る意見交
換 、情 報交換

ハ ー トフ ォー ド医 学 ・
歯科 医学歴 史博物館

1989年
9月 1 日

医の博物館 の
姉妹館 提携

フ ラ ンス博 物館 運営 に関す る意見交
換 、情 報交換

ピエ ー ル ・フ ォ シ ャー
ル 博 物 館

1990年
3月 1 日

日
本
歯
科
大
学
生
命
歯
学
部
・
新
潟
生
命
歯
学
部
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提 携 先 締 結協定名 協 定 内容 期 間 備 考
国 大 学名 年 月 日

国際 協 力 校 学生 の 臨床見 学 実 習 等 の交 ア メ リカ合 衆 国
流

ミズ ー リ大 学 歯 学 部 2003年
6月

姉 妹 校 歯学 部学 生 の交 流 、 教 育 者 フ ィ リピ ン
の交 流 、 卒 後研 修 の共 催

フ ァテ ィマ 大 学 歯 学 部 2003年
7月 22 日

姉 妹 校 学生、教 職 員 の交 流 ア メ リ カ合 衆 国 テ キサ ス大 学 歯 学 部 2004年
5月 26 日

姉妹校 卒 後研修 教育 オ ー ス ト リ ア ドナ ウ大 学 歯 学 部 2004年
8月 4 日

姉 妹 校 学 生、 教 職 員 の交 流 タ イ コ ンケ イ ン大 学 歯 学 部 2005年
2月 3 日

姉妹校 学 生、 教 職 員 の交 流 ア メ リ カ合 衆 国 南 カ リフ ォル ニ ア大 学 2005年
歯学 部 11月 10 日

鶴見 大 学 歯 学 研 究 者 の交 流 、 共 同研 究 、 中華 人 民共 和 国
部 と中 国首都 学術 資料 の交換

首都 医 科大 学 口腔 医学 1986年
院

期 間 の定
10月 4 日 め な し

医学 院 口腔 医
学系 との 姉妹
校 締 結 に関 す
る合 意 書

日本 国鶴見 大 研 究 者 お よび 学 生 の交 流 、 大 韓 民 国
学 と大 韓 民 国 共 同研 究 、 学 術 資料 の交 換

檀 国大 学校 1987年 期 間 の定
10月 22 日 め な し

神
奈
川
歯
科
大
学

檀 国大学 校 と
の 姉妹校 締 結
に 関す る合 意
書

鶴
見
大
学
歯
学
部

メ ル ボル ン大 研 究 者 お よび 学 生 の交 流 、 オ ー ス トラ リア
学 歯 学 部 と鶴 共 同研 究 、 講 演 ・シ ンポ ジ
見大 学 歯学 部 ウム の 開催 、 学 術 情 報 資 料
との学術 協力 の交換

メル ボル ン大 学 歯 学 部 1996年 5年 間
9月 30 日

お よび学術交
流協 定 合 意書

タマ サ ー ト大 研 究 者 お よび学 生 の 交 流 、 タイ
学 歯 学 部 と鶴 共 同研 究 、講 演 ・ シ ンポ ジ
見大 学 歯学 部 ウム の 開催 、 学 術情 報 資料
との学 術 協力 の交換

タマ サ ー ト大 学 歯 学 部 1999年 5年 間
2月 18 日

お よび学 術 交
流協 定 合 意書

ロ ン ドン大 学 研 究 者 お よ び 学 生 の 交 流 、 イ ギ リス
ク ィ ー ン メ 共 同研 究 、講 演 ・シ ンポ ジ

ロ ン ドン大 学 ク ィー ン
メ リー ・フ ィ ー ル ド校

2000年 5年 間
3月 9日

リ ー フ ィ ー ウム の 開催 、学 術 情 報 資料
ル ド校 と鶴見 の交 換
大 学 歯 学 部 と
の 学術 協 力 お
よび 学 術 交 流
協 定 合 意 書

6月 21 日

ペ ラデ ニ ア大 研 究 者 お よ び 学 生 の交 流 、 ス リラ ンカ ペ ラデニ ア大学 2000年
学 歯 学 部 と鶴 共 同研 究 、 講 演 ・シ ンポ ジ
見大 学 歯 学 部 ウムの 開催 、 学 術 情 報 資料
との学術 協力 の交換
お よび学術 交
流協 定 合 意書

5年 間
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提 携 先
協 定 名 協 定 内 容

国 大学名

締 結
年 月 日

期 間 備 考

ター との 間 の
学 術 交 流 協 定

鶴見大 学 とテ
キ サ ス A &
M 大 学 シ ス
テ ムヘ ル ス サ
イエ ンス セ ン 学 生 の交換 、 学 術 情 報 ・資

料 お よび刊 行 物 の交換

共 同研 究 の 策 定 お よび 実 アメ リカ合 衆 国
施 、合 同 セ ミナ ー ・ワー ク
シ ョップ・学 術 会 議 の企 画 、

テ キ サ ス A & M 大 学
シ ス テ ム ヘ ル ス サ イ エ
ン ス セ ン タ ー

2002年 3年 間
2月 27 日

可 能 な形 態 での教 員お よび

書

ベ ル ン大 学 歯 研 究 者 お よび 学 生 の交 流 、 ス イ ス
学部 と鶴 見大 共 同研 究 、 講 演 ・シ ンポ ジ
学 歯 学 部 との ウ ム の 開催 、 学 術 情 報 資 料

ベ ル ン大 学 歯 学 部 2004年 5年 間
7月 6日

鶴
見
大
学
歯
学
部

学術協力 お よ の交換
び学 術 交 流協
定 合 意 書

姉 妹校 締 結 学 生交 流、教職 員交流 、共 ア メ リカ合 衆 国
同研 究 、 セ ミナ ー ・シ ンポ

イ ンデ ィア ナ大 学 1985年
3月 22 日

ジ ウム、 資料 ・情 報交 換

姉 妹校 締 結 学 生交 流、教 職 員交 流 、共 中華人 民共 和 国
同研 究 、 セ ミナ ー ・シ ンポ

河 北 医 学 院 1986年
11月 23 日

ジ ウム、 資 料 ・情 報交 換

姉妹校 締 結 姉妹 校 締 結 、学 生交流 、教 ロ シア連邦 共 和 国 ハバ ロフス ク医科大学
職 員交 流 、共 同研究、 セ ミ

1992年

ナ ー ・シ ンポ ジ ウム、 資料 ・
(現 ・極 東 州 立 医 科 大
学 )

12月 9 日

情 報 交換

姉 妹 校 締 結
(旧 名 ・河 北

教 職 員交 流、 共 同研 究、 セ 中華 人 民 共和 国
ミナ ー ・シ ンポ ジ ウム、 資

河 北 医科大 学 1996年
5月 24 日

医学 院 が改 名 料 ・情 報交換
の た め )

学術 交 流 ・友 教職 員交 流 、 共 同研 究 、 セ 中華 人民 共和 国
好交 流協 定締 ミナ ー ・シ ンポ ジ ウム、資

同済 大 学児 童 口腔 医学 2003年
研 究所 10月 27 日

結 料 ・情 報交換

学術 交 流 ・友 教 職 員交 流 、共 同研 究、 セ 中華人民 共 和 国
好 交 流協 定締 資ミナ ー ・シ ンポ ジウム、
結 料 ・情 報交 換

上 海 児 童 口腔 医 学 協作
組 (共同研究チーム)

2004年
10月 28月

姉妹校 教 員 ・学 生交 流、 資料等交 アメ リカ合 衆 国
流 歯科 領 域全 般交 流他 学 部

ニ ュー ヨー ク州 立大 学 1973年
バ ッ フ ァ ロー校 歯 学 部 11月 2 日

間 交 流

姉 妹 校 教 員交 流 、 資 料交 流 、 そ の フ ィ リ ピン
他 学 部 間交 流

オ カ ンポ記念 大 学 1982年
4月 3 日

姉 妹 校 教 員交 流 資料 交流 、 同窓 中華 民 国
会 交 流 学 部 間交 流

中 山 医学大学 1982年
6月 2 日

姉妹 校 教 員 交 流 (毎 年 1名 ) 資 中華 人民 共和 国
料 交 流 、 学 部 間交 流

北 京 大 学 口腔 医 学 院 1984年 3年 間

11月 2 日

学術 文化協力 教 員 ・研 究者 交流期 間、資 ドイ ツ
協 定 料 交 流 学 部 間交 流

フ ンボ ル ト大 学 1990年
10月 19 日

姉妹校 教 員 ・研 究 者 交 流、 学生 ・ ア メ リカ合 衆 国
資 料交 流 学 部 間交 流

カ リフ ォル ニ ア大 学 ロ 1992年
ス ア ンゼ ル ス校

3年 間
7月 8日

姉妹校 教 員 ・研 究者交流、資料交 メ キ シ コ
流 大 学 間交 流

メキ シ コ州 立 自治大 学 1993年 4年 間
6月 11 日

松
本
歯
科
大
学

朝
日
大
学
歯
学
部
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提 携先 締 結
協 定名 協 定 内 容 期 間 備 考

国 大学名 年 月 日

一般合 意協 定 共 同研 究 ・教 員派遣 ・学 生 カナ ダ
派 遣

ケ ベ ッ ク大 学 モ ン トリ 1997年
オ ー ル校

5年 間
10月 23 日

大学 院経 営 学 研 究科 間交 流

姉 妹 校 教 員 交 流 (毎 年 1名 ) 研 中華 人 民 共和 国
究 者 交 流 、 情 報 交 換 、 学 部
間 交 流

第 四軍 医大学 2001年
7月 10 日

文 化 学術協力 教 員派遣 ・学 生 派遣
協 定

フ ィ ン ラ ン ド トゥルク大学 2006年 5年 間
5月 20 日

ピエ ール ・マ 科 学協力 協 定 フ ラ ン ス
リ ー キ ュ リ ー

ピエ ール ・マ リー キ ュ
リー大学 (パ リ第 6大 学 )

1988年 締 結 年 月

大学、 愛 知学
院大学歯 学 部

L'Universite Pierre et
5月 25 日 日よ り締

結 中
M arie Curie (Univer-

大 学 間 協 定 siteParis6)

イ ー ス ト大 学 術 交 流 協 定 フ ィ リ ピ ン イ ー ス ト大 学 Univer- 1993年
学 、 愛 知 学 院 sity ofthe East Col- 12月 4 日
大学歯 学 部 legeofDentistry

締 結 年 月
日 よ り締
結 中

姉妹校提携

ハ ノイ医科大 学術交流協 定 ベ トナ ム
学 愛 知 学 院

ハ ノ イ 医 科大 学 Hanoi 1998年
M edicalSchool 11月 18日

大学 歯 学 部

締 結年 月
日 よ り締
結 中

姉 妹校提携

北 京 医科 大学 学術 交 流 協 定
口 腔 医 学 院 、
愛 知 学 院 大 学
歯 学 部 友 好
提 携

中 華 人民 共 和 国 北京 医科大 学 口腔 医学 1999年
院 10月 15日

締 結 年 月
日よ り締
結 中

モ ン ゴル 国立 学 術 交流協 定
医科大 学 、愛

モ ン ゴ ル モ ンゴル 国立医科 大学
NationalM edicalUni-

2000年 締 結 年 月
4月 5日

知 学 院 大 学 歯 versity ofMongolia
日 よ り締
結 中

学 部 姉妹校
提携

カ リ フ ォル ニ 学術 交流協 定 ア メ リ カ合 衆 国
ア大 学 サ ン フ

カ リ フ ォル ニ ア大学 サ 2001年
ン フ ラ ン シ ス コ 校

締 結 年 月

ラ ン シ ス コ University ofCalifor-
7月 16 日 日よ り締

結 中

朝
日
大
学
歯
学
部

愛
知
学
院
大
学
歯
学
部

nia,San Francisco

大 学 歯 学 部
姉 妹校 提 携

国 立 ヤ ンゴ ン 学術 交 流協 定 ミ ャ ン マ ー
歯科 大 学 、愛
知 学 院大 学 歯

国 立 ヤ ンゴ ン歯科 大 学 2001年
Institute ofDental 11月 15日
Medicine,Yangon.

締 結 年 月
日 よ り締
結 中

学部 姉妹校
提携

学術 交 流協定 学術 交 流 ・学術 資料 の交 換 ・ 中華 人民 共和 国
共 同研 究 ・教 員 お よび研 究
者 の相 互招聘

上 海 第二 医科 大学 (現 : 1981年
上 海交 通大学 口腔 医学
院)

3年
5月 7日 (現 在 期

限 な し)

学 術交 流協 定 学術 交流 ・学 術 資料 の交換 ・ 中華 人民 共和 国
共 同研 究 ・教 員 お よび研 究
者 の相 互招聘

広 州 第一 軍 医大 学 (現 : 1996年
南 方 医科 大 学 )

期 限 な し
1月 2 日

学 術 交 流協 定 学術 交 流 ・学術 資料 の交換 ・ 中華 人民 共和 国
共 同研 究 ・教 員 お よび研 究
者 の相互招聘

華 西 医科 大 学 (現 :四 1996年
川 大 学 華 西 口腔 医 学 10月 2 日
院 )

期 限 な し

校 、愛 知 学 院

大
阪
歯
科
大
学
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提 携 先
協 定 名 協 定 内容

国 大学 名

締 結

年 月 日
期 間 備 考

学 術 交 流 に 関
する 協 定書

学 術 交 流 ・学術 資料 の交 換 ・ 中華 人 民 共 和 国
共 同研 究

西安 第 四軍 医大学 1996年 期 限 な し
10月 3 日

学 術 交 流 協 定 学 術 交 流 ・学術 資 料 の交 換 ・ 中華 人民共 和 国
共 同研 究 ・教 員 お よび研 究
者 の相 互招聘

北 京 医科 大 学 口腔 医学
院 (現 :北 京 大 学 口腔
医学 院 )

1996年 期 限 な し
10月 5 日

学 生 の相 互訪
問 に 関 す る合
意書

学 生 の短期 訪 問研 修 オ ー ス トラ リ ア シ ドニ ー 大学 1996年 5年 (
8月 8 日 続 )

学 術 交 流 に 関 学 術 交 流 ・学 術 資 料 の交 換 ・ 大 韓 民 国
す る協 定 書 共 同研 究

慶 熙 大 学 校 歯 科 大 学 2000年 期 限 な し
10月 31 日

学 術 交 流 に 関 共 同研 究 ・卒 業 生 の研 修
す る協 定書

ア メ リカ合 衆 国 コ ロ ン ビ ア大学 2004年 期 限 な し
7月 22 日

姉妹校 関係締
結

1)基礎 医学 お よび臨床 研 中華 人民共和 国
究 で の 共 同研 究

上 海 交 通大 学 口腔 医学 2004年
院

3年 間 、
4月 14 日 そ の後 は

大
阪
歯
科
大
学

2) 大 学 院 で の研 究 と研 究
に対 す る継 続 的 な教 育

3) 両 大 学 の 関 心 が あ る 領
域 での情 報 と材 料 の交 換

4)大 学教職 員 との交換
5)学 生交 流

異 議 が な

け れ ば 自

動 的 に 1

年 再 延 長

姉 妹 校 関係 締 1) 基 礎 医 学 お よび 臨床 研 ミ ャ ンマ ー
結 究 で の 共 同研 究

2) 大 学 院 で の研 究 と研 究
に対 す る継 続 的 な教 育

3) 両 大 学 の 関 心 が あ る 領

4)大 学 教 職 員 の交 換

ヤ ンゴ ン歯科大 学 2004年 3年 間 、
10月 27 そ の後 は日

異 議 が な

域 で の情 報 と資 材 の交 換

け れ ば 自
動 的 に 1
年 再 延 長

究 で の 共 同研 究
姉妹校 関係締 1) 基 礎 医学 お よび 臨床 研 大 韓民 国
結

慶 熙 大 学 校 歯 医学 専 門 2005年
大 学 院

調 印 の 日
4月 15 日

福
岡
歯
科
大
学
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2) 大 学 院 で の研 究 と研 究
に対 す る継 続 的 な教 育

3) 両 大 学 の 関 心 が あ る 領
域 で の情 報 と材 料 の交 換

4)大学教職 員の交 換
5) 学 生交 流

か ら 有

効 。 3 カ

月 前 に 書

面 で 通 知

し た 後 締

結 を 終 了

す る こ と

が で き
る 。
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•社 名 代 表 者 名 所在地 ・電話 ・HP ア ドレス

〒 101- 0062

東 京都 千代 田 区神 田駿 河 台 3-3

(株)シ ラ ネ イ ヴ ビ ル 501

代表取締役 白根 睦章 TEL 03-5280-7761

FAX 03-5280-7762

http://www.shirane.co.jp

(株)ヨ シ ダ
代表取締役社長 山中 一郎

〒 110-8507

東 京 都 台東 区上 野 7-6-9

TEL 03-3845-2931

FAX 03-3845-7479

http://www.yoshida-dental.co.jp/

〒 106-0041

東 京 都 港 区麻 布 台 1-8-10

デ ン ツ プ ラ イ 三金 (株)
代表取締役社長 向

麻 布 偕 成 ビル

英俊 TEL 03- 5114- 1001

FAX 03-5114- 1040

長 田電機 工 業(株)
代表取締役 長 田 康 司

http://www.dentsply-sankin.com

〒 141-8517

東 京 都 品川 区西五 反 田 5-17-5

TE L 03-3492- 7651

FAX 03-3492-7506

http://www.osada-electric.co.jp

事 業 内 容 ・企 業 の特 色 ・

代 表 的 製 品 な ど

2010年 、(株)シ ラ ネ は 皆 様 方 の ご支 援
に よ り創 立 90周 年 を迎 え ます。 歯
科 医 療 機 材 の 販 売 、 ●開 業 ・リ フ ォー

ム の ご提 案 ・ご相 談 、● 日大 型 (白衣 )

商 品 の 販 売 、 ●セ キ ュ リテ ィー の セ コ

ム “取扱い店”。 【営業所】 日大歯学部
売店 (日本大 学 歯 学 部 病 院 地 下 1階)

ヨシダは昨年 100周 年 を迎 え ま した。
全 国 51販 売拠 点 の ネ ッ トワー ク を生
か して「患者 が快 適 な治療 を受 け られ、
歯 科 医 師 も効 率 的 な治療 が 行 え る」 環

境づ く りを め ざ し、 気 持 ち を新 た に歯
科 医 師 の 良 きパ ー トナ ー と して 歯 科 医

療 現場 を支 えて い き ます 。

・世 界 120カ 国 に 広 が るデ ンツ プ ライ ・

グル ー プ の経 験 ・知 識 ・人材 の シナ

ジ ー を最大 限 に発 揮 し、 デ ン タル ケ

ア の 課 題 に対 して 革 新 的 か つ 高 品 質

な解 決 策 を敏 速 に提 供 い た します 。

・代 表 的 製 品 :セ ル コ ン デ ン タ ル

ネ ッ トワ ー ク

昭和 10年 創 業 以 来 70余 年 、 国 内歯科

医 療 機 器 の パ イ オ ニ ア と し て ユ ニ ッ

ト、 治療 ・診 断 機 器 レーザ 治療 機 器

な どで歯 科 医療 に貢 献 。開発 か ら製造 、

販 売 と一 貫 して 自社 ブ ラ ン ドを展 開

し、 全 国大 学病 院 、 官 公 庁 病 院 、 開業
医 院 に て ご愛 顧 い た だ い て お ります 。

(株)東 京 技 研

〒 158-0087

東 京都 世 田谷 区玉 堤 1-25-13

TEL 03-3703-5581

代表取締役社長 渡辺 啓介 FAX 03-3705-1760

(株)ジ ー シ ー

代表取締役社長 中尾

http://www.tokyogiken.com

(営業所)仙 台 ・大 阪 ・名 古屋 ・福 岡

〒 174-8585

東 京 都 板 橋 区 蓮 沼 町 76-1
TEL 03-3965-1221 (代 )
FAX 03-3965-3331

眞 歯科医療従事者向けHP
http://www.gcdental.co.jp/

国民 向 け HP
http://www.gcdental.jp

歯科 用 セ ン トラ ルサ ク シ ョ ンシス テ ム

の 製 造 販 売

ジー シー は 21世 紀 を 「健康 世紀 」 と
位 置づ け、 口腔 保 健 の 向上 を通 して 地

球 社 会 に貢 献 して い ます 。 また、 品質

第一 主 義 の製 品づ く りと地球 環境 を守
る こ とを大 きな 使 命 と し、 「品 質 ・エ

コ ロ ジ ー の ジ ー シ ー 」 と して ワ ール ド

ワ イ ドに活 動 して い ます 。



•社 名 代 表 者 名 所 在 地 ・電 話 ・HP ア ド レス

〒 311-3506

吉 田精 工(株)
茨 城 県 行 方 市 八 木 蒔 660

TEL 0299-57-0111 (代 表 )

代表取締役社長 山 中 通三 FAX 0299-57-0711
http://www.015.upp.so-net.ne.jp/

yseiko/

6- 4 -5

〒 338-0013

埼 玉 県 さい た ま市 中央 区鈴 谷
(株)八 甕 (や は ら)

代表取締役 原 良祐 TEL 048-855-9911
FAX

サ サ キ (株)

048-855-9918

http://www.yahara.co.jp

〒 440-8518

愛 知 県 豊橋 市 八 町通 5-7

TE L 0532-55-6811
代表取締役社長 佐々木 伸五 FAX 0532-55-5658

http://www.sasaki-kk.co.jp/

〒 564-8650

大 阪 府 吹 田市垂 水 町 3-33-18

TEL 06- 6380- 2525
(株)モ リタ

代表取締役社長 森田 晴夫 FAX 06-6380-1557
http://www.dental-plaza.com

(株)ニ ッシ ン
代表取締役社長 横 江 浩司

(株)松 風 (SHOFU INC.)

取締役社長 太 田 勝 也

〒 601-8469

京都府京都市 南 区唐橋平垣 町 8
TEL 075-681-5719

FAX 075-681-5740

http://www.nissin-dental.co.jp

〒 605- 0983

京 都 府 京 都 市 東 山 区 福 稲 上 高 松 町

TEL 075-561-1112
FAX 075-561-1747

http://www.shofu.co.jp

11

事 業 内容 ・企 業 の 特 色 ・

代 表 的 製 品 な ど

歯 科 医療 用 設 備 機 器 全 般 お よび歯 科 技
工 用 機 器 の製 造 、 販 売 、輸 出入 。 吉 田

精 工(株)は世 界 の トップ レベ ル の技 術 と

最 新 鋭 の生 産 技 術 、 シス テ ム を完 備 し

た メ ー カー と して、 歯科 医療 機械 を開

発 、提 供 し続 け、 ヨシ ダ グル ープ 生 産

部 門 を担 う総 合 メ ー カー で あ ります 。

歯科 医療 の総 合 商社 (八甕 ) と建 築 設

計事務所 (原 ・吉 岡設 計 事 務所 ) そ し

て ソ フ ト開 発 (バ ンテ ッ ク )、 こ れ ら

の複 合 的 な連 携 を もつ グ ル ー プ カ ンパ

ニー で あ るヤ ハ ラ ・グ ル ー プ は、 歯科

医療 の トー タ ル サ ポ ー タ ー と して 、 豊
か な社会 づ く りを 目指 して い ます 。

サ サ キは歯科 医療機材 の総合 専 門商社

と して 、 国 内外 の 商 品 を取 り扱 い 、 90

年 の 歴 史 を 持 つ 会 社 で す 。Care&

Communicationの 精 神 で 顧 客 本 位 の

仕 事 を心掛 け て い ます 。

モ リタ は、 歯 科 専 門の 総 合 商 社 で 全 国

に 41の 支 店 営 業 所 、 さ らに 製 造 部 門

と して は、株 式 会社 モ リタ製 作所 ・株
式 会社 モ リタ東 京 製作所が あ る。 代 表
的 な製 品 と して は、 スペ ー ス ライ ン シ
リ ー ズ 、 シ グ ノ シ リ ー ズ、ベ ラ ビ ュ ー

エ ポ ックス 3D 等 が挙 げ られ ます 。

ニ ッ シ ンの創 業 の精 神 は、創 造 で す 。
●ニ ッ シ ン は 製 造 企 業 と して の 自覚 を

持 ち、お客 様 の満足 を常 に考 え、斬 新 な

ア イデ ィア を形 に し、 市 場 に提 供 す る
こ と を そ の 精 神 の 第 一 と して い ます 。

歯 科 教 育 関 連 の エ キ スパ ー ト企 業 を

目指 し ます 。

松風 は、85年 の歴 史 を持つ歯科材 料 ・

歯 科 用 機 器 の 国際 的 総 合 メー カ ー 。 創
業 以 来 、研 究 開発 重 視 の 姿 勢 を貫 き、

「創 造 的 な企 業 活 動 を通 じて 世 界 の 歯
科 医療 に貢 献 す る」 を経 営 理 念 に、 時

代 に先 駆 け た製 品 の 開発 と歯 科 医療 レ

ベ ルの 向上 に努 め て い ます 。
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事 業 内 容 企 業 の特 色 ・
社 名 代 表 者 名 所 在 地 ・電 話 ・HPア ドレス

代 表 的製品 など

〒 612-8533

(株)モ リタ製作 所
京 都 府 京 都 市伏 見 区東 浜南 町 680

T EL 075-611-2141
代表取締役社長 森田 隆一郎 FAX 075-622-4595

http://www.jmorita-mfg.co.jp

〒 750- 0015

日本 歯科 薬 品(株)
代表取締役社長 粟 生 悟

山 口県 下 関市 西 入 江 町 2-5

TEL 0832- 22- 2221

FAX 0832-22-2220

http://www.nishika.co.jp/

(株)玉 井 歯 科 商 店

〒 790-0011

愛 媛 県 松 山 市 千 舟 町 8-67-8

TE L 089-941-1619
代表取締役社長 玉井 誠一 FAX 089-921-4344

(株)浅 野 歯 科 産 業

http://tamadent.com

〒 920- 8611

石 川 県 金 沢市 浅 野 本 町 1-10-10

TE L 076-251-0115
代表取締役社長 浅野 弘治 FAX 076-251-9115

http://www.asano-dental.com/

〒 576- 0017

大 成 歯 科 工 業 (株) 大 阪 府 交 野市 星 田北 4-38-7

代表取締役社長 六反 和 紀 TEL 072-891-5566

FAX 072-891-3939

石 福 金 属興 業(株)
代表取締役社長 古 宮 隆充

〒 101-8654

東 京 都 千代 田 区 内神 田 3-20-7

TEL 03-3252-8471

FAX 03-3252-8475

http://www.ishifuku.co.jp

臨 床 現 場 に学 び よ り良 い製 品 ・サ ー

ビス の提供 に創 意 を結 集 して努 め て ま
い り ます 。

Thinking ahead.Focusedonlife.

診療ユ ニ ッ ト、頭 頸 部 用 X線 CT装 置 、

レー ザ ー、 ハ ン ドピ ー ス、 教 育 ・実 習

用 等 歯 科 ・医療 機 器 開発 ・製 造 ・販 売 。

創 業 70年 を超 え る実 績 を もつ 歯 科 用

医 薬 品専 門 メー カ ーで 、含 嗽剤 「ネオ

ス テ リ ング リー ン」 等 の歯 科 用 医薬 品

を主 と し医療 機 器 、 医薬 部外 品 な どの

商 品 を供 給 して い ます 。 また 、 ア ジ ア

お よび ヨ ー ロ ッパ へ の 輸 出 も行 っ て い
ます 。

創 業 78年 、松 山 高松 徳 山 ・下 関 ・

広 島 ・福 山 ・岡 山 ・松江 ・米子 に店 舗

を構 え、 ご開 業 支 援 や 大 手 60社 を超

え る メ ー カ ー商社 の 歯 科 用 器械 、材 料 、

薬 品他 関連 商 品 を一 手 に取 扱 い 、 お得

意 様 に ご満足 とご安心 い た だ け る こ と

を 最大 の 願 い と して お り ます 。

創 業 50周 年 を迎 え、全 国 13拠 点 にて、
歯 科 医療 機 器 、IT ソ リュ ー シ ョ ン を

通 じて皆 様 を トー タル サ ポ ー トす る企

業 を 目指 して 参 ります 。速 く、簡 単 に、

正確 な カル テ を作 成 す る歯 科 用 シス テ
ム 「AXIS-UT」 も皆 様 か らご好 評 頂

い て お ります 。

創 立 55年 の 歴 史 を持 つ 当 社 は、 リ ン

酸塩 系 埋 没 材 、 歯 科 用 ワ ック ス 製 品、

ガ ッ タパ ー チ ャポ イ ン トの 主 要 3品 目

を核 と し、 リ ン酸 塩系 埋 没 材 につ い て
は、 世 界 的 に多 大 の 評 価 を い た だ き、

昨年 「イ ノベ ス ト」 を発 売 して お りま

す。

貴 金 属 の 総 合 メ ー カー と して培 っ た技
術 力 を 歯 科 分 野 に も生 か し、 1967年

に は 国 産 初 の 陶 材 焼 付 用 金 属 「KIK」

を発 売 し ま した。 以後 も歯冠 修 復 物 か

らイ ンプ ラ ン トまで、 歯科 医療 の現 場
で求 め られ る製 品 を 自社 内 で一貫生 産

して い ます 。



事 業 内 容 ・企 業 の特 色 ・
社 名 代 表 者 名 所在地 ・電 話 ・HPア ド レ ス

沖歯科要材(株)

〒 950-2074

新 潟 県 新 潟市 西 区真 砂 3-23-2

TEL 025-266- 6975

代表取締役社長 川 島 孝昭 FAX 025-231-0802
http://www.moon.sphere.ne.jp/

(株)城 楠 歯 科 商 会
代 表取 締役 社長 城 博 司

okishika/

〒 550-0013

大 阪市 西 区新 町 1-2-8

TEL 06-6538-1821

FAX 06-6533-2927

http://www.shirokusu.co.jp

〒 101-0063

(株)ロ ッキーマ ウ ンテ ンモ リタ

代表取締役社長 山 崎 裕 TEL

東京 都 千代 田 区神 田淡路 町 2-23

菅 山 ビル 3F

FAX

03- 3251-4631

03-3255-4090

http://www.rmmc.co.jp

〒 110-0016

東京 都 台 東 区 台東 1-38-9

イ トー ピ ア清 洲 橋 通 ビル 7F(株)トク ヤ マデ ン タ ル
代表取締役 浦 部 素 直 TEL 03- 3835-7201

FAX 03-3835-7224

(株)ミク ロ ン
代表取締役 八 野 光 俊

(株)モ リタ東 京 製 作 所

http://www.tokuyama-dental.co.jp

〒 145-0065

東京都大 田区東雪 谷 1-34-14

TEL 03- 3726-0396

FAX 03-3726- 5396

http://www.micdent.com/

〒 338-8538

埼玉 県 さい た ま市 中央 区上 落 合

2-1-24

代表取締役 森 田 隆 一 郎 TEL 048-852- 1315

FAX 048-852- 1892

http://www.jmtmc.co.jp

代表的製 品な ど

歯 科 医療 の 総 合 商 社 を 目指 す。 歯科
医院の設計 お よび施工、●各種 資金相

談 お よび経営 コ ンサルタ ン ト、●歯科

器材 ・コ ンピ ュー タの販 売 、 各 種 機

器 メ ンテ ナ ンス、 ●歯科 材 料 ・薬 品 ・

書 籍 の 販 売 、●歯 科 学 校 教 育 教 材 の販

売、●福祉用具の販売 お よび レンタル

創 業 よ り 80有 余 年 の 歯 科 総 合 商 社 で

す。 国 内 サ プ ライ ヤ ー製 品 をお届 けす
る 『総 合 卸 』、 自 らが サ プ ライ ヤ ー機
能 を有 して の 『サ プ ラ イ ヤ ー』、 世 界

に冠 た る歯科 ブ ラ ン ド ドイ ツ カ ボ

社 製 品 日本 輸 入発 売 元 の 『輸 入 商 社 』

と して も機 能 して い ます 。

1973年 (株)モ リ タ と米 国 Rocky M oun-
tain OrthodonticsInc.と の 合 弁 で 誕
生 し た 矯 正 歯 科 専 門 商 社 。 「美 しい 笑
顔 をサ ポ ー トします 」をモ ッ トー に、ブ
ラ ケ ッ トや ワ イ ヤ ー 、 ス ポ ッ ト ウ ェ ル
ダ ー 、 バ イ オ ス タ ー 、 ム ー シ ー ル ド等
の 主 力 商 品 に 加 え 矯 正 臨 床 ジ ャ ー ナ ル
(JOP) や セ ミナ ー 等 情 報提 供 に 注 力 。

「歯科 器材 の製 造 ・販 売 を通 して、 歯

科 医療 の発 展 に寄与 し、 人 々 の健 康 増

進 に貢 献 す る。」を経 営 理 念 とし、無 機 ･

有 機 化 学 、 バ イ オ ケ ミス トリー な どの
複 合 化 に よ る新 た な技 術 で 、 歯 科 医療

を革新 す る器 材 お よび シス テ ム を創 出

して まい りた い と考 え て い ます 。

1976年 に発 足 した 当社 は、 医 療 機 器

メ ー カー と して 高 品 質 で創 造 的 な製 品

を歯 科 医療 業 界 に提 供 しつ づ け て き ま

した。 エ ア ス ケ ー ラ と呼 ば れ る歯石 除
去 器 、 そ して根 管 治療 器 、 歯 面 清 掃 器

な どに はすべ て独 自の 技 術 が生 か され

て い ます 。

臨床 現 場 に学 び よ り良 い 製 品 ・サ ー

ビス の提供 に創 意 を結 集 して努 め て ま

い ります。

Thinkingahead.Focusedonlife.

シ グ ノ シ リー ズ を 中 心 とす る 診 療 ユ
ニ ッ ト等 歯科 機 器 開発 ・製 造 ・販 売 。
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社 名 代 表 者 名 所 在地 ・電 話・ HP ア ド レス

(株)YDM

代表取締役 山浦 彰 一

サ ンメデ ィカ ル(株)

〒 114-0014

東 京 都 北 区 田端 6-5-20

TEL 03-3828-3161

FAX 03-3827-8991

http://www.ydm.co.jp

〒 524- 0044

滋 賀 県 守 山市 古 高 町 571-2

TEL 077-582-9981
代表取締役社長 彌富 忠志 FAX 077-582-9984

(株)田 中 歯 科 器械店

http://www.sunmedical.co.jp

〒 102- 8139

東 京 都千代 田 区富士見 1-3-8

TEL 03- 3230- 2386
代表取締役 毛 利 輝生 FAX 03-3234-0954

http://www.tanakadental.co.jp

医歯薬 出版(株)
代表取締役社長 大畑 秀穂

〒 113-8612

東 京 都 文京 区本 駒 込 1-7-10

TEL 03-5395-7600

FAX 03-5395-7614

http://www.ishiyaku.co.jp/

事 業 内 容 ・企 業 の 特 色 ・

代 表 的製 品 な ど

弊 社 が 歯科 用 器械 器 具 専 門 メー カー と

して設 立 され ま して 50有 余 年 。 これ
か ら も先生 方 の 良 きパ ー トナ ー “THE

PARTNER OF DENTISTS & DOC-

TORS”とい う創 業 の精 神 とそ の 伝 統 、

技 能 を守 り続 け な が ら医療 に貢 献 して

ま い りた い と思 っ て お ります 。

接 着 を基 本 として、「良い」 「早 い」 「長
「持 ち」 の製 品 コ ンセ プ トに基づ くレ ジ

ン系 の材料 を先 生 方 に提 供 して お りま

す 。 代 表 的 製 品 に は、 ス ーパ ー ボ ン ド

グ ル ー プ、 ハ イ ブ リ ッ ド コ ー ト、 i-

TFC シ ス テ ム 、AQ ボ ン ドプ ラ ス な

どが あ ります 。

TRAD

TanakaRealizeAdvanced Dental

歯 科 医 療 機 器 の 総 合 商社 と して 、 信 頼

性 の 高 い機 械 、 器材 と最 新医療 情 報 を

提 供 し、 商 社 の 枠 を超 え た コ ンサ ル

テ ィ ング を推進 します 。

当社 は創 業 86年 、 歯科 医学 を中心 に、

医 学 ・看 護学 をは じめ、健康 と福 祉 に

か かわ る広 い領 域 で 出版 活動 を行 って

い ます 。 「歯 界 展 望 」「歯科 技 工 」 「デ
ンタル ハ イ ジー ン」 「補 綴 臨床 」 な ど
の雑誌 や、 多 くの 書 籍 で 、今 後 も歯 科

界 の お役 に立 ち た い と願 って い ます 。



■ 第 11部

資 料

(1) 私立歯科大 学 (歯学部 )の募集 人員 志 願者 ・入学者数 の推移•

(2)私立歯科大 学 (歯学部)大 学院の入学定員 ・入学者 ・在籍生数 の推移

(3) 私立歯科 大 学 (歯学部) の第一学年生 出身都道府県 お よび外 国別 数 の推移

(4) 私立 歯科 大 学 (歯学部 )の本務教 員系別在籍人員の推移

(5)私立歯科大学 (歯学部)の附属病院患者総数 (歯科)の推移

(6)私立歯科大学 (歯学部)の附属病院外 来患者 (歯科)診療科別 内訳の推移

(7)私立歯科大 学 (歯学部)の歯科診療台 ・病床数の推移

(8)私立歯科大学 (歯学部)の保有図書数等の推移

(9) 歯科 医 師 国家 試験 合格 者 数 等 の推移

(10)大学 の教 員組織 の見直 しに伴 う学校教育法 お よび大 学設 置基 準等 の改正 に関す る調査
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資料 (平 成 8～ 18年度)

(1)私立歯科大学(歯学部)の募集人員・志願者・入学者数の推移

(人)

年 度 志 願 者 数 入学 者 数
募 集人員数

(平成) 推 薦 入 試 一 般 入 試 そ の 他 計 入 学 者 女子 (内数 )

9年 度 1.941 1,431 12,492

2

13,925 1,954 711

10年 度 1,939 1,285 11,445

2

12,732 1,938 682

11年度 1,940 1,223 9,724

4

10,951 1,940 604

12年 度 1,937 1,099 8,744 95 9,938 1.937 705

13年 度 1,937 1,107 8,379 135 9,621 1.937 697

14年度 1,937 1,091 7,887 106 9,084 1,940 677

15年度 1.934 1.190 9.894 102 11,186 1,948 717

16年度 1.930 1.220 10.222 131 11.573 1.931 718

17年度 1,930 1.210 10,230 179 11,619 1,928 687

18年度 1,937 1.168 9,809 211 11.188 1,936 716

(資 料提 供 :日本 私 立 歯科 大 学協 会 事 務 局 )

(2)私立歯科大学(歯学部)大学院の入学定員・入学者・在籍生数の推移

(人)

入 学 者 数
入 学 定 員 在 籍 生 数

年 度 集計 校 数 (1年生 在 籍数 )

(平 成) (校) 実 員
総 数 平 均 総 数 平 均

総 数 平 均

女子 (内数)

総数 平 均

留 学 生

(内 数)

9年 度 16 367 23 248 16 1.028 64 203 13 16

10年度 16 367 23 248 16 1.013 63 209 13 17

11年度 16 352 22 253 16 988 62 206 13 19

12年 度 16 352 22 272 17 984 62 227 14 16

13年 度 16 352 22 253 16 979 61 239 15 15

14年度 16 362 23 273 17 1,010 63 257 16 10

15年度 17 380 22 340 20 1.085 64 311 18 13

16年度 17 380 22 305 18 1.117 66 334 20 14

17年 度 17 380 22 347 20 1,199 71 372 22 14

18年度 17 380 22 184 11 1.093 64 351 21 29

(資料提供 :日本私立歯科大学協会経営部会)



(3)私立歯科大学(歯学部)の第一学年生出身都道府県および外国別数の推移

(人)

出 身

年 度 ( 平 成 )
計

都 道 府 県 等 9年 度 10年 度 11年 度 12年度 13年 度 14年 度 15年 度 16年 度 17年 度 18年 度

北 海 道 82 72 87 66 71 70 68 64 54 57 691

青 森 19 17 17 20 22 15 13 18 13 14 168

岩 手 27 32 29 26 26 27 25 29 2 25 268

宮 城 25 25 29 39 38 32 27 20 29 24 288

秋 田 13 16 14 16 20
9

17 16

9

11 141

山 形 15 15 17 18 17 16 16 20 20 21 175

福 島 22 25 27 36 36 28 37 39 36 42 328

茨 城 54 40 37 46 43 38 59 47 56 52 472

栃 木 32 32 32 40 31 42 44 46 52 46 397

群 馬 28 31 24 34 37 38 50 44 39 41 366

埼 玉 109 121 111 109 110 94 104 100 117 99 1,074

千 葉 98 93 100 107 105 115 112 101 80 103 1,014

東 京 286 292 291 295 279 267 268 275 260 275 2,788

神 奈 川 148 148 136 140 137 145 144 146 146 1 4 1.434

新 潟 35 31 30 40 45 34 36 26 37 51 365

富 山 12 16 10 15 17 20 19 22 16 13 160

石 川 21 17 19 14 19 17 11 14 17 15 164

福 井 13 13 12 16

8

11 12 12 10

9

116

山 梨 14 15 20 18 21 21 19 13 25 30 196

長 野 28 33 35 32 38 29 37 40 43 52 367

岐 阜 37 39 41 51 44 34 41 45 51 39 422

静 岡 68 57 56 58 59 49 60 59 59 65 590

愛 知 164 135 149 136 129 139 134 136 132 131 1,385

三 重 25 26 19 27 27 29 28 34 28 22 265

滋 賀 20

4

15 16 17 16 11 10 16 14 139

京 都 39 47 32 49 35 32 34 46 32 45 391

大 阪 129 130 131 126 139 123 123 125 142 117 1.285

兵 庫 81 89 85 78 73 87 95 87 90 69 834

奈 良 28 22 21 28 23 31 25 22 32 28 260

和 歌 山 21 10 19 13 27 25 23 30 24 27 219

鳥 取

6 9

12

8 4

16 12

8

10

7

92

島 根 3

6

11

8

10 15

6 4

16 11 90

岡 山 23 24 30 30 28 26 22 22 32 24 261

広 島 40 53 29 42 39 59 41 42 35 51 431

山 口 18 20 19 16 20 18 18 14 17 16 176

徳 島 24 27 18 15 16 18 19 14 16 13 180

香 川 17 14 11 3 22 16 17 12 11 17 140

愛 媛 27 18 20 14 23 19 27 20 18 24 210

高 知

9

13 14

7

15 17 12 10 10 11 118

福 岡 63 74 69 65 59 60 79 68 66 84 687

佐 賀 10 14 10 10 12 12

9

13

8 9

107

長 崎 30 16 20 13 19 25 16 32 22 16 209

熊 本 27 22 21 25 14 20 25 15 15 20 204

大 分 13 13 18 12 19 20 15 14 23 17 164

宮 崎

9

12 16 22 14 13 18 12 13

6

135

鹿 児 島 15 17 23 15 10 18 11 15 12 16 152

沖 縄 12 19 12 8 14 14 11 10 12 14 126

外 国

1 2 0 1 2 3 0 1 4

14

計 2,040 2.014 2,000 2,022 2,032 2,021 2,053 2,011 2,024 2,041 20,258

注 :集 計数 に は留 年 者 数 含 (資料提供 :日本私立歯科大学協会経営 部会)
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(4)私立歯科大学(歯学部)の本務教員系別在籍人員の推移

(人)

年 度 集計 校 数
(平 成 ) (校 )

9年度 16 219

教 養 系 基 礎 系 臨 床 系 隣 接 医 学 系

在 籍総数 平均 在 籍総数 平均 在 籍総数 平均 在 籍総数 平 均

14 745

そ の 他 計

平均 在籍総数 平均在 籍総数

47 1,951 122 166 10 26

2

3.107 194

10年度 16 208 13 723 45 1,938 121 145

9

50 3 3,064 192

11年度 16 206 13 732 46 1,923 120 146

9

61

4

3,068 192

12年 度 15 195 13 686 46 1,871 125 153 10 64

4

2,969 198

13年度 16 203 13 709 4 1,921 120 175 11 59

4

3,067 192

14年度 16 194 12 708 44 1,904 119 165 10 61 4 3,032 190

15年度 16 190 12 702 44 1,899 119 170 11 55

16年度 16 186 12 714 45 1,904 119 173 11 52

3

3

3,016 189

3

3,029 189

17年度 17 194 11 736 43 1,975 116 173 10 61 4 3,139 185

18年度 17 196 12 709 42 1,979 116 188 11 63

4

3,135 184

(資料提供 :日本私立歯科大 学協会経営部会 )

(5)私立歯科大学(歯学部)の附属病院患者総数(歯科)の推移

(人)

入 院 外

年 度 集計 校 数 新 入 院

(平 成 ) (校 ) 患 者 数

総 数 平 均

8年 度 16 7,740 484

9年 度 16

10年 度 16

11年度 15

7,596 475

7,449 466

12年 度 16

13年度 16

14年度 16

15年度 16

8,560 535

9,831 614

入 院 患 者 1 日 平 均

延 数 患 者 数

総 数 平 均 総 数 平 均

1 0 6 , 3 0 6 6 , 6 4 4 2 9 3 1 8

1 0 7 , 4 9 6 6 , 7 1 9 2 9 4 1 8

1 0 6 , 8 9 2 6 , 6 8 1 2 9 4 1 8

7 , 8 9 6 5 2 6 9 8 , 9 9 6 6 , 6 0 0 2 7 3 1 8

8 , 3 8 6 5 2 4 1 0 7 , 4 3 3 6 , 7 1 5 2 9 5 1 8

8 , 5 9 3 5 3 7 1 0 7 , 1 4 9 6 , 6 9 7 2 9 6 1 9
1 7

1 8

新 来

患 者 数

総 数 平 均

1 8 8 , 7 5 7 1 1 , 7 9 7

2 0 7 , 3 0 3

1 9 3 , 9 3 9

1 8 9 , 2 4 0

来

外 来 患 者

延 数

総 数

平 均

1日平均

患 者 数

総数 平 均

2,272,903

12,956|2,246,657 140,416

12,121 2,281,824 142,614

142,056 8,834 552

8,741 546

9,166 573

186,651

182,218

13,517

11,666

11,389 2,374,289 148,393

2,288,107 152,540 8,838 589

2,419,103|151,194 9,316 582

9,053 566

101,132 6,321 278

107,569 6,723 295

16年 度 17 10,033 590 01,381 4 5,964 278 16

191,143 11,946 2,441,643 152,603

206,561 12,910 |2,641,906 165,119

214,529 12,619 2,789,780 164,105

9,219 576

9,682 605

10,449 615

17年度 17 10,366 610 98,573 5,798 279

注 1:平成 11年 度外 来新来患者 数 は 14校 集計

2:平成 15年 度 よ り 2校 で関連 附属施設 を加算

16 235,385 13,846 2,851,933 167,761 10,644 626

(資料提 供 :日本 私立歯科大 学協 会経営部会 )



(6)私立歯科大学(歯学部)の附属病院外来患者(歯科)診療科別内訳の推移

(人)

集計 歯 科 外 来 患 者
年度

校 数 保存 科 補 綴 科 口腔 外 科 矯 正 歯 科 小 児 歯科 その他 計
(平 成 )

(校 ) 患者数 平 均 患者 数 平 均 患者数 平 均 患者数 平 均 患者数 平 均 患者数 平均 患者数 平 均

8年度 16 510,55431,910453,19228,325443,03027,689229,64114,353181,70211,356467,11431,1412,285,233142,827

9年度 16 469,76129,360430,43826,902435,68427,230221,15913,822176,02711,002527,90135,1932,260,970141,311

10年度 16 507,21931,701428,85526,803428,01526,751219,99913,750175,07010,942565,79837,7202,324,956 145,310

11年度 15 917,982

12年度 16

13年度 16

14年度 16

15年度 16

9 8 3 , 0 9 4

8 7 0 , 9 0 4

8 9 3 , 8 6 2

9 5 9 , 3 4 5

16年度 17 1,017,276

17年度 17 1,060,756

61,199416,79127,786202,87413,525164,20110,947588,37142,0272,290,219152,681

61,443424,23326,515201,30012,581171,66610,729608,79840,587 2,389,091149,318

62,207397.95524,872194,90312,181161,28510,080741,09349,4062,366,140147,884

63,847421,53126,346194,07912,130169,50210,594773,11248,3202,452,086153,255

68,525453,88328,368210,46913,154181,42711,339844,37652,774 2,649,500 165,594

67,818530,81531,224218,74912,868187,51211,030856,19050,364 2,810,542 165,326

70,717534,32831,431218,91712,877197,83611,637876,99051,588 2,888,827 169,931

注 1:そ の他 8～ 13年度 は 1校 除 く集 計

2:平 成 11年 度以 降 の保 存 ・補 綴科 は合 計数

3:平 成 13年 度以 降 2校 の保 存 ・補 綴 科 はそ の他 に合 算

4:平 成 15年 度 よ り 2校 で 関 連 附属 施 設 を加 算 (資料提 供 :日本 私立歯科大学協会経営 部会)

(7)私立歯科大学(歯学部)の歯科診療台・病床数の推移

年 度 集 計 校 数 歯 科 診 療 台 数 (台 ) 病 床 数 (床 )

(平 成) (校 ) 総 数 平 均 総 数 平 均

9年度 16 2,811 176 661 41

12年度 16 2,876 180 678 42

15年度 16 3,015 188 710 44

17年度 17 3,163 186 735 43

注 1:歯 科 診 療 台 数 は診療 用 と学 生 実 習 用 の合 計 数

2:平成 15・17年度 歯科診療台数 病床数は 2校 で関連附属施設 を加算
(資料提 供 :日本 私 立 歯科 大 学 協 会 経 営 部 会)

253



254

(
8)

私
立
歯
科
大
学(
歯
学
部)
の
保
有
図
書
数
等
の
推
移

(
図
書:

冊、
学
術
雑
誌:

種)

図
書
・
学
術
雑
誌
区
分

閲
覧
座

年
度

一
般
教
育
図
書

専
門
教
育
図
書

そ
の
他

合
計
(
A)

席
数

(
平
成)

和
書

洋
書

計
学
術
雑
誌

和
書

洋
書

計

計
9
年
度

学
術
雑
誌

和
書

洋
書

計
学
術
雑
誌

和
書

洋
書

44
8,
2
00

1
6
4,
71
5
61
2,
91
5

3,
0
43

61
0,
34
2
59
5,
44
4
1,
2
05
,7
86

2
1,
76
8

11
7,
86
5

1
2
2,
7
44

2
41
,1
3
5

3,
0
79

1,
2
26
,
70
5
9
03
,
2
4
4
2,
13
0,
4
75

3
2,
51
0

平
均

2
9,
8
8
0

1
0,
9
8
1

4
0,
8
6
1

2
7
7

4
0,
6
8
9

3
9,
6
9
6

8
0,
3
8
6

1,
6
7
4

1
6,
8
3
8

1
7,
5
3
5

3
0,
1
4
2

6
1
6

(
席)

計
学
術
雑
誌

3,
3
5
8

7
6,
6
6
9

5
6,
4
5
3

1
3
3,
1
5
5

2,
0
3
2

2
1
0

図
書
・
学
術
雑
誌
区
分

閲
覧
座

年
度

一
般
教
育
図
書

(
平
成
)

和
書

洋
書

1
2
年
度

1
5
年
度

計
5
04
,
1
4
0
1
9
9,
5
02

平
均

3
3,
6
0
9

1
3,
3
0
0

計
4
87
,6
2
9
1
8
5,
4
7
5

平
均

3
4,
8
3
1

1
3,
2
4
8

計

7
2
5,
1
3
1

4
5,
3
2
1

和
書

6
9
4,
6
1
7

1
7
年
度

4
6,
3
0
8

計
5
81
,
7
7
0
2
1
1,
8
4
3

7
9
3.
6
1
3

平
均

3
6,
3
6
1

1
3,
2
40

4
9,
6
01

注:
合
計
(
A
・
B
・
C)

お
よ
び
閲
覧
座
席
数
の
集
計
校
数
は
9
～

専
門
教
育
図
書

洋
書

計

6
9
2,
8
41

6
0
4 ,
7
9
0

1,
2
9
7,
6
3
1

4
3,
3
0
3

3
7,
7
9
9

8
1,
1
0
2

7
4
8,
7
8
8
6
5
2,
1
7
0

1,
4
0
0,
9
5
8

4
9 ,
9
1
9

4
3 ,
4
7
8

9
3,
3
9
7

7
8
0,
3
3
8

71
0,
2
5
0

1,
4
9
0,
5
8
8

4
8,
7
7
1

4
4,
3
9
1

9
3,
1
6
2

1
5
年
度
1
6
校、
17

年
度1
7
校

合
計
(
B)

学
術
雑
誌
合
計
(
C)

席
数

和
書

洋
書

1,
1
9
6.
9
81

8
0
4,
2
9
2

7
4,
81
1

5
0,
2
6
8

1,
3
0
0,
7
4
5
9
0
3,
86
5

8
1,
2
9
7

5
6 ,
4
9
2

1,
4
2
8,
9
7 1

9
9
0,
3
6
6

8
4,
0
5
7

5
8,
2
5
7

計
和
書

洋
書

(
席)

計

2,
0
2
2,
7
6
2

1
2
6,
4
2
3

2,
2
2
6,
1
2
3

1
3
9,
1
3
3

2,
41
9,
3
3
7

1
4
2,
3
1
4

1
4,
9
2
3

1
7,
2
4
8

3
2,
1
7
1

3,
4
5
1

9
3
3

1,
0
7
8

2,
01
1

21
6

1
5,
7
01

1
7,
4
7
0

3
3,
1
7
1

3,
4
5
1

9
8
1

1
7,
5
5
7

1
9,
8
08

1,
0
9
2

2,
0
7
3

2
1
6

3
7,
3
6
5

3,
8
5
1

1,
0
3
3

1.
1
6
5

2,
1
9
8

2
2
7

(
資
料
提
供
:
日
本
私
立
歯
科
大
学
協
会
経
営
部
会)



(9)歯科医師国家試験合格者数等の推移

回数 (回) 施 行 年 月 総数 男 女
合 格 率 (%)

男 女 計

受験者数 (人) 3,017

91 平成 10年 3月 88.0

合格 者 数 (人) 2,655

受験 者 数 3,056

92 平成 11年 3月 83.6

合格 者 数 2,554

受験 者 数 3,014 1,994 1,020

9
9 男 女 比 (%) 66.2 33.8

93 平成 12年 3月 67.0 75.1 69.7
合 格 者 数 2,102 1,336 766

男 女 比 (%) 63.6 36.4

受 験 者 数 3,446 2,250 1,196

男 女 比 65.3 34.7
94 平成 13年 3月 88.7 94.5 90.7

合 格 者 数 3.125 1.995 1.130

男 女 比 63.8 36.2

受験 者 数 2,956 1.918 1,038

男 女 比 64.9 35.1
95 平成 14年 3月 80.3 88.8 83.3

合 格 者 数 2,462 1,540 922

男 女 比 62.6 37.4

受験 者 数 3,208 2,037 1.171

男 女 比 63.5 36.5
96 平 成 15年 3月 89.3 95.0 91.4

合格 者 数 2,932 1,820 1,112

男 女 比 62.1 37.9

受験 者 数 2,960 1.906 1,054

男 女 比 64.4 35.6
97

4
0 平成 16年 3月 71.1 79.9 74.2

合格 者 数 2,197 1,355 842

男 女 比 61.7 38.3

受験 者 数 3.343 2.233 1.110

男 女 比 66.8 33.2
98 平成 17年 3月 72.1 79.6 74.6

合 格者 数 2.493 1,609 884

男 女 比 64.5 35.5

受験 者 数 3,308 2,160 1.148

男 女 比 65.3 34.7
99 平成 18年 2月 77.9 86.3 80.8

合格者 数 2,673 1,682 991

男 女 比 62.9 37.1

受験 者 数 3,200 2,059 1.141

男 女 比 64.3 35.7
100 平成 19年 2月 71.3 79.4 74.2

合格 者 数 2,375 1,469 906

男 女 比 61.9 38.1

注 :厚 生 労働 省 、93回 よ り男 女 別数 を公 表 (厚 生労 働 省 医政 局公 表 資料 )
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(10)大学の教員組織の見直しに伴う学校教育法および大学設置基準等の
改正に関する調査

(平成 18年 8月 協 会加 盟 17校 調査 結果 )

1.平 成 19年 4月以降 に貴 大 学 ・学 部 で設置 す る教 授 以外 の教 員職 に○ をつ けて くだ さい。

准 教 授 ・

講 師

助 教 ・

新 ・助手 (以下、助手 と表記 します)

17大 学 ・歯 学 部

16大 学 歯 学 部

(1大 学 ・歯学 部 は検 討 中)

17大 学 ・歯学 部

. 9大 学 ・歯 学 部

(2大 学 歯 学 部 は未 定 、 当 分 の 間置 か な い)

助教授職 を残す、あるいは、その他 の教 員職 を設置す る計画のある場合 には、職 名、資格基準等

に つ き本 調 査票 とは別 に ご 回答 くだ さい 1大学 歯学 部.

※ 「専 任 講 師 」 を新 教 員組織 に含 め るが、 経過措 置 に伴 う資格 か、 恒 久 的資 格 にす るか の判

断 は、他 大 学 の状 況 ・他 制 度 の検 討 と合 わせ て行 う こ と とす る。

2. 講座 制 を存 続 させ ま す か 。 該 当 す る も の に○ を つ け て く だ さい 。

講座 制 を現状 の ま ま継 続 す る・・ 12大 学 ・歯学 部

(注 )2大学 ・歯学部で 「大 講座制 」「2003年 度 か ら大講座制へ移行 」 との記述 あ り。

現 在 の講座 制 を維 持 しつ つ 名 称 を変更 す る・

現在 の 講座 制 は廃 止 して新 しい組 織 を構 築 す る

1大 学 歯 学 部

. 1大 学 歯 学 部

そ の他 (

)

• 3大 学 ・歯 学 部

○ 中、 大 講座 へ の 再 編 。

○講座 制 は とるが現状 とは違 う形 で研 究 ・教 育 グルー プ別 の単位 に改編予 定 であ る (平成 19年

4月 か らで は な い)。

3. 教 員 の 資格 基 準 につ い て該 当 す る もの に○ をつ けて く だ さい 。

1)助 手 (平成 19年 4月以降に助手を設置す る大学 において回答 ください)

※ 11大学 ・歯 学 部 か ら回答 が あ りま した。

(うち 4大 学 は 「未定、検 討中、 当分 の間置か ない」 との 回答 で した)

(1) 資格基準 :

○基礎 ・・・・・4年 制 の大 学 卒 業 後 。 医 歯薬 の 場 合 は 国家 試験 合 格 後 。

「助 手」 の職務 内容 :改 正学校 教 育法 に定 め る 「教育研 究 の円滑 な実施 に必要 な業務 に従事 す

る こ と」 と位置付 ける。

○ 現 行 に同 じ。

○病院お よび研 究セ ンター に所 属す る歯科 医師 ・医師以外 の医療職 員で、従来、助手であった者。

○下 記 1あ る い は 2に該 当 す る者 。

1.文 部科学省 の定 め る大 学 を卒 業 して い る事 。

2.医療系短期大学 を卒業 し、医療 系資格 を有す る事 。



○歯 科 医 師 国家試 験 の合格後 、 1年 間 の 臨床研 修 を修了 した者 。

但 し、 再 任 基 準 は、 現 行 の助 手 の 再 任 基 準 を準 用 す る予 定 。

(2)助 手 の具体例 (歯科衛 生士 教 員 な ど):

◯ 歯科 医 歯科 医 師 臨床研 修 後 。

○歯科衛 生士 、看 護 師、薬 剤 師、 臨床 検査技 師等。

○ フル タイムの助手 A と週 4日以上 勤務 の助 手 B を設 ける予定 。後 者 につ いて は兼業 を認め る。

2) 助 教

現行 助 手 と同 じ 9大 学 ・歯学 部

(注 1) うち 1大 学 ・歯学 部 は検 討 中 。

(注 2)但 し、 再任 基 準 を一 部 変 更 の 予 定 。

(注 3)但 し、医学 部 、歯学部 等 6年制以外 の 出身者 については、別 途検 討予 定 。

別 に新 規 に定 め る・

資格基準 :(下記 のほか、3大学 ・歯学部 は未定 ・検討中等)

6大 学 ・歯 学 部

○少 な く と も修士 の学位、 また は専 門 に関す る教 育歴 お よび研 究歴 が 3年 以上 で、 博士 の学 位 を

有す る者 、 また は大 学 にお け る教 育 を担 当す る に相 応 しい教 育上 の 能 力 を有 す る と認め られ る

者 。

○下 記 1お よび 2の両方 に該 当す る者 。

1. 文 部科 学省 の定 め る大 学 お よび それ に相 当す る学校 を卒業 してい る事 。

2. 博 士 の学 位 を有す る事 。

○ 専 攻 分 野 につ い て、 教 育 上 、研 究 上 また は実務上 の 知識 お よび 能 力 を有 す る者 で あ って、学生

を教 授 し、 その研 究 を指 導 し、 また は研 究 に従 事 す る こ とが で きる者 。

※ そ の他 (未 定、 変 更 予 定 で検 討 中) 2大学 ・歯学 部

3) 講 師

現行 と同 じ･

(注 1) うち 1大学 ・歯学部 は検討 中。

14大 学 ・歯学 部

(注 2) 但 し、再 任 基準 を一 部 変 更 の予 定。 教 員 資格 選考 委 員会 が、そ の規 程 に従 って審議 す る。

別 に新 規 に定 め る 2大学 歯 学 部

資格基準 :

○ 専 門 に 関 す る教 育歴 、研 究歴 が 5年 以 上 で、相 応 しい研 究 業 績 (大 学 院含 む) が あ る者 。

○ 教 授 ま た は准 教 授 に準 ず る職 務 に従 事 す る こ とが で きる者 。

※ そ の他 (変 更 予 定 で検 討 中)

4) 准教 授

現行 助 教 授 と同 じ･

1大学 ・歯学 部

13大 学 歯 学 部•

(注 1) う ち 1大 学 歯学 部 は検 討 中 。

(注 2)但 し、再任基準 を一部変更 の予 定。教 員資格選考委 員会 が、 その規程 に従 って審議 す る。

別 に新 規 に定 め る

資格基準 :

・3大 学 ・歯学 部

○専 門 に関す る教 育歴 、研 究歴 が 7年 以上 で、相応 しい研 究業績 (大 学 院含 む) が あ る者。博士

の 学位 ま た は 同等 の研 究 業 績 を有 す る者 。

○ 1.大 学 、短期大学、研 究所、病 院等 にお ける勤務経験が 15年 以上 (大 学 院歴 を含 む)で ある事。

2.博士 の学位 を有す る事 。
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3. 専 門学術 雑 誌 に掲 載 され た筆頭 著 者 論 文 数 が 5篇 以上 (うち英 文論 文 が 3篇 以上) で あ る

事 。

○専 攻分 野 につ い て、 教 育上 、研 究 上 また は実務上 の優 れ た知 識 、 能 力 お よび 実 績 を有 す る者 で

あ っ て、 学生 を教 授 し、 そ の研 究 を指 導 し、 また は研 究 に従 事 す る こ とが で き る者 。

※ その他 (変更予定で検討 中) 1大 学 歯 学 部

5) 教 授

現 行 教 授 と同 じ 14大 学 歯学 部

(注 )但 し、 再任 基 準 を現 在 作 成 中。 教 員資格 選 考 委 員 会 が 、 そ の 規 程 に従 っ て審議す る。

別 に新 規 に定 め る・ 2大学 歯学 部

資格基準 :

○専 門 に関す る教 育歴 、研 究歴 が 10年 以上 で、相応 しい研 究 業績 (大 学 院含 む) が あ る者 。博

士 の学位 また は 同 等 の研 究 業績 を有 す る者 。 人格 ・識 見 を有 する 者 。

○専 攻 分 野 につ い て 、 教 育上 、研 究 上 また は実務上 の特 に優 れ た知 識 、 能 力 お よび 実 績 を有 す る

者 であ っ て、 学 生 を教 授 し、 そ の研 究 を指 導 し、 また は研 究 に従 事 す る こ とが で きる者 。

※ そ の他 (変 更予 定 で 検 討 中 ) 1大学 歯学 部

4. 給 与 等 の処遇 に つ い て 該 当 す る もの に○ を つ け て く だ さい 。

処 遇 は従 来 と変 わ らな い ..

(注 )不 利 益 な変 更 は しな い 。

処 遇 を変更 す る

助 手 ･･

助 教

(注 1) うち 1大学 ・歯学 部 は予 定 。

14大 学 ・歯学 部

2大学 ・歯学 部

1大 学 ・歯学 部

2大 学 ・歯 学 部

(注 2)不 利益 変更 は行 わ な い。 不 利益 とな る場合 は経 過措 置 5年 を 目途 と して、 現 行規

程 で 運 用 す る 。

講 師

准 教 授

教 授
※ そ の他 (検 討 中)

5.任 期 制 の 導入 につ い て該 当 す る もの に○ をつ けて く だ さい 。
(単位 :大 学 ・歯学 部 )

任 期 制 を とる 任 期 制 を と らな い 未決定

助 手

3 2 5

助 教

9 7

講 師

4 6 6

准教 授

4 6 6

教 授

4 6 6

注)16大学 ・歯学部が回答。1大学 ・歯学部は検討中。

1大 学 歯学部

1大 学 歯学 部

1大 学 歯学 部

1大 学 ・歯 学 部



6.今 回の改定 で は職 務 の 独立性 がい われて い ます。教 育研 究 費 につ い て該 当す るもの に○ をつ けて くだ さい 。

助 教 、 講 師 、准 教 授 、 教 授 、 各 々 に教 育研 究 費 を分 配 す る

教 授 に一括 して教 育研 究 費 を預 け る ・

0大 学 歯学 部

6大 学 歯 学 部

教 授 に一括 して預 け る と同 時 に、 准 教 授 以 下 に も各 々教 育研 究 費 を分 配 す る

そ の 他

6大 学 歯学 部

6大 学 ・歯 学 部

○ 講 師 、准教 授 、 教 授 、各 々 に教 育研 究 費 を分 配 す る。

○講 座 の業績 評 価 を加 味 した配分 。

○ 講座 ・グル ー プ に対 して分 配 す る。

○講座 主 任 教 授 に一 括 して 教 育 研 究 費 を配分 す る。

○ 2大学 歯学部 は未定、検 討中。

7.平成 19年 4月以降に、大学院担当教 員 (D合、または D合) と して発令予定の教授以外の教員職 に○ をつけてく

だ さい。

助 教 ・

講 師

准教 授 ・

その他 (検 討中)

6大 学 ・歯学 部 (うち 1大 学 ・歯 学 部 は検 討 中)

8大 学 ・歯学 部 (ほか 1大 学 ・歯 学 部 は検 討 中)

15大 学 ・歯学 部

1大学 ・歯学 部

8.学校教育法等の改正 に伴 う学則変更 (平成 18年 12月末届 出期 限) について該 当するもの に○ をつ けて くだ さい。

教 員組 織 の変更 につ い て学 則 変 更 を行 う・

講 座 制 ・学 科 目制 の存 続 につ い て学 則変 更 を行 う・

講座制 ・学科 目制の変更 また は廃 止 につ いて学則 変更 を行 う

その他 (教員の身分 (名称 )) につ いて学則変更 を行 う

16大 学 歯 学 部

3大学 ・歯 学 部

0大学 ・歯学 部

1大 学 歯 学 部

9.准教授 、講 師、助教 、助手の英文名称 につ いて考 えを示 して くだ さい。

准教授 :AssociateProfessor

検 討 中 ・

14大 学 ・歯 学 部

(うち 1大学 ・歯学 部 は検 討中)

講 師 :AssistantProfessor

Lecturer

Instructorまた は Lecturer

未 定 検 討 中 ・

助 教 :AssistantProfessor

Lecturer

Instructor

Associate

未 定、 検 討 中

助 手 :Assistant

Research Assistant

未 定、検 討 中・

3大学 ・歯学 部

• 7大 学 ・歯学 部

3大学 ・歯 学部

1大 学 ・歯学 部 (検 討 中 )

6大 学 歯 学 部

9大 学 ・歯 学 部

(うち 1大学 ・歯学部 は検 討 中)

1大学 ・歯学 部

1大 学 ・歯学 部

1大 学 歯 学 部

5大 学 ・歯 学 部

. 7大 学 ・歯 学 部

1大 学 ・歯 学 部

6大 学 ・歯 学 部
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10. 併 設 す る歯 科 系 短 大 に お け る教 員組 織 の変 更 に 関 して 、 大 学 ・学 部 と異 な る対 応 をす る場 合 に は その 相 違 点 を具

体 的 に 記 入 して く だ さい 。

〈大学 ・学部 との相違点〉

○歯科 系短大 にお ける教 員組織 の変更 に関 して は、基本 的 に大 学 に準 じて実施 する 予 定 とな って いる。

ただ し、歯科技工士 ・歯科衛 生士 教 員の助手 (現行) について、学士 の学位、短期大学士 の学位 お よび

準 学士 を有 す る者 は助教 、有 さない者 は助 手 として対応す るか につ いて検 討 して い る。

○ 本 学 園 には、大学 と して歯学 部 の他 に文 学部 が あ り、短期大 学部 として歯科衛 生科 の他 に保 育科 があ る。

教 員 の評 価基準 や任 期制 採 用 の有無 等 はそ れ ぞれ の 部 科 に よって異 な る。•

歯科衛 生科 におけ る教 員組織 の変更 につ いては、現在検討 中で ある。歯学 部 とは異 な る職位 と して 「実

「習 助 手 」 が あ り、 そ の取扱 い も含 め て検 討 中 で あ る。

○ 大 学 に準 じる対応 を予 定 してい る。

以 上

(資料提 供 :日本 私 立 歯科 大 学 協 会 教 育 ・研 究 部 会 )
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30 周 年 記 念
事業の 概 要

1. 30周 年 記 念 事 業検 討 の 経 緯 につ い て

昭和 49 (1974)年 5月 に発 足 した私 立 歯科 大 学協会 は、昭和 51 (1976)年 5月 24日 「社 団法人 日

本 私立 歯科大 学協会 」 と して文 部省 か ら認可 を受 け、加 盟 15校 を もって設 立 され た。

その後 、加 盟校 は 17校 に拡 大 し、 順 調 に発 展 を遂 げて平 成 18 (2006)年 に設 立 30周年 を迎 え る

に至 った。 その 間、平成 9 (1997)年 3月 28日に設立 20周年 記念 祝 賀会 が盛 大 に挙 行 され、 記念 品

が贈 られた。加 えて、 同年 7月 30 日には、協 会初 の記念誌 で あ る 20周 年 記念誌 『歯大 協 20年 の あ

ゆ み と展 望』 が発 行 され、加 盟 校 、 会 員 な らび に関係 機 関へ贈 呈 され た。

30周 年 を迎 え るにあ た って、 20周 年 以後 10年 の さ らな る発 展 を慶 賀 し記 録 す るため、30周年 記

念 事 業 の実 施 につ いて検 討 が重 ね られ た。

2. 30周 年 記 念 事 業 の 実 施 決 定 につ い て

1) 記 念 事 業 の実施 協 議

(1) 平 成 16年 度第 3回事 務 局長 会 議 (H17.2.15)で協議

(2) 平成 16年 度第 5回理事会 (H17.2.22)

協 議 の結果、20周年記念事 業 と同 じく祝 賀会 ・記念 品 ・記念 誌 の三事業 を実施 す るこ ととし、

事 業 内容 の策定等 は、事務 局長会議 に依頼す るこ とを了承。

(3) 第 59回総 会 (H17.3.28)承認

2) 実施時期 ・実施 組織

(1) 平成 17年 度第 1回事務局長会議 (H17.5.19)で協議

(2) 平成 17年度第 1回理事会 (H17.5.24)で了承

実 施 時 期

(1) 祝 賀 会 平 成 19 (2007) 年 3月 末 の 第 63回総 会 開催 日

(2) 記 念 誌

実 施 組 織

※祝 賀会 実行委 員会 において、平成 19 (2007)年 6月 27日 (第 64回総会 開催 日)

に変 更

平 成 19 (2007) 年 8月末発 行

※記念誌 編集委 員会 にお い て、 平 成 19 (2007) 年 12 月発 行 に変更

(1) 実 施 主体 事 務 局 長会 議

(2) 祝 賀会実行委員会

前例 を参考 に、委 員構成 は、祝 賀会会場が東京都 心部 にな るため、 東京 近郊 の歯科大学 歯学

部事務 局長等 に就任 を依 頼 。

(3) 記念誌編集委 員会

前例 を参考 に、委員構成 は、比較的協会会員経験年数の長い事務局長等 (経験者 を含 む) に就

任 を依 頼 。



(4) 連絡 ・事務処 理責任 者 一宮 正 明 日本私 立歯科 大 学協会事務局長

3.30周 年 記 念 事 業 費 予 算 につ い て

20周年記念事 業実施 の際 は、加 盟大学 お よび賛助 会 員 に臨時会費 を納入いただ き主 た る収入予算

としたが、30周 年 記 念 事 業 につ いて は、平成 15年度 よ り設 立 30周年記念事 業 費積 立預 金 支 出 を予

算計上 し、 臨時会 費 を徴収す るこ とな く事 業実施 が可 能 とな った。

また、収入 、支 出予 算 とも 20,000千 円が計上 され たが 、 これ は 20周 年記念事 業 費予 算 16,000千 円

よ り4,000千 円 増 額 とな っ た 。

入

協会設 立 30周年記念事 業費予算 (単位 :千 円)

収 支 出

平成 15年 度積 立預金

平成 16年 度積 立預 金

10,000 祝 賀 会 8,000

5,000 記 念 品 2,400

平 成 17年 度積 立預金 3,000 記 念 5,000

平 成 18年 度積 立預 金

計

2,000 事 務 費 4,600

20,000 計 20,000

4.協 会設立 30周 年 記念 祝 賀 会 につ いて

1)協会 設立 30周 年記念 祝 賀会実行委員会

委 員 長 山 本 龍太 郎

副 委 員長 高 橋 慎

永 井 隆 夫

鶴 見 大 学事 務 局 次 長 歯学 部事 務 部 長

日本 歯科 大学 法 人事 務 局 長

東 京歯科大学事務局長

•

永 井 龍 男 神奈川歯科大学法 人事務局長

英 政 日本大 学 歯 学 部事 務 局 長

克 明 海大 学 事務 局 長

員

三

梅

委 員 收

廣 川 三 男 昭和大学事務 局長

(平成 18年 4月 1日役職交 代 に よ り)

伸 男 明 海大 学 事 務 局 長

昭和 大 学 事 務 局 長

(平成 18年 4月 1日役職交 代 に よ り)

上 野 洋

(平成 19年 4月 1 日役職 交代 に よ り)

昭和 大 学事 務 局 長

事 務 局 宮 正 明 日本 私立歯科大 学協会事務 局長

2)祝 賀 会 実 行 委 員会 開催

第 1回 平成 17年 10月 3日

第 3回 平成 19年 2月 14日

第 5回 平成 19年 6月 20日

第 2回 平成 18年 11月 27日

第 4回 平成 19年 6月 5日
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3) 協 会 設立 30周年 記念 祝 賀 会 要 領

1. 開催 日時 平成 19年 6月 27日 (水) 17:00～ 19:00

2. 会 場 帝 国ホテル 本館 3階 「富士 の間」

3.招 待 者 255名 (出席 217名)

4.次 第
(1) 司 会 :橋 本 明 子

(2) 開 会 の 辞 :日 本 私 立 歯 科 大 学 協 会 副 会 長

(3) 国 歌 斉 唱 :国歌独 唱 三 垣 理英子

金 子 譲

三
日

演 奏 日本 大 学 吹奏 楽 団

※ 国旗 を掲 示

(4) 挨
(5) 祝

拶 :日 本 私 立 歯 科 大 学 協 会 会 長

辞 :文 部 科 学 省 高 等 教 育 局 私 学 部 長

日 本 歯 科 医 師 会 会 長

中 原 泉

磯 田 文 雄

大 久保 満 男

(6) 功労者感謝状贈 呈

①功労者紹介 :日本 私 立 歯 科 大 学 協 会 専 務 理 事

②感謝状贈呈 :日 本 私 立 歯 科 大 学 協 会 会 長

③功 労 者 :愛 知 学 院 大 学 学 院 長 ・ 学 長

前 大 阪 歯 科 大 学 理 事 長

※御 令室 佐 川裕 子 様 に贈 呈

明 海 大 学 朝 日 大 学 理 事 長

鶴見大学副理事長 ・駒澤大学理事長

日本 私 立 歯 科 大 学 協 会 事 務 局 長

安 井 利

中 原 泉

小 出 忠 孝

佐 川 寛 典

侑宮 田

宮 本 延 雄

宮 正 明

④記 念 品 :旅 行 券

(7) 鏡 開 き

12名 (予 定者 ・50音順 )

文 部 科 学 省 高 等 教 育 局 私 学 部 長

元 文 部 大 臣 ・ 元 参 議 院 議 長

日 本 歯 科 医 師 会 会 長

日 本 私 立 歯 科 大 学 協 会 副 会 長

日 本 私 立 歯 科 大 学 協 会 副 会 長

愛 知 学 院 大 学 学 院 長 ・ 学 長

前 大 阪 歯 科 大 学 理 事 長

※御 令室 佐 川裕子 様 に依 頼

日 本 私 立 歯 科 大 学 協 会 会 長

厚 生 労 働 省 医 政 局 歯 科 保 健 課 長

明 海 大 学 朝 日 大 学 理 事 長

鶴見大学副理事長 ・駒澤大学理事長

日本 私 立 歯 科 大 学 協 会 専 務 理 事

磯 田 文 雄

井 上 裕

大久保 満 男

大 塚 吉兵衛

金 子 譲

小 出 忠 孝

佐 川 寬 典

中 原 泉

日 高 勝 美

宮 田 侑

宮 本 延 雄

安 井 利



8) 乾 杯 :元 文 部 大 臣 ・ 元 参 議 院 議 長 井 上 裕
(9) 祝 宴 :ア トラク シ ョン

① 和 太 鼓演 奏 :梵 天 (5 名)

②演

③独
奏 :日本大学 吹奏 楽 団 (31名 )

唱 :三 垣 理英 子

(10) 閉 会 の 辞 :日 本 私 立 歯 科 大 学 協 会 副 会 長 大 塚 吉兵衛

4) 祝 賀会応 援 者 (加 盟 大 学 事務 局 )

明 海 大 学 歯 学 部

東 京 歯 科 大 学

昭 和 大 学 歯 学 部

日 本 大 学 歯 学 部

日本歯科大 学生 命 歯学 部

神 奈 川 歯 科 大 学

鶴 見 大 学 歯 学 部

鈴 木 榮 子 竹 部 正 樹

菅 沼 弘 春 関 川 美 香
淳 青 柳 智 恵子

田 松 正 樹 宮 台 初 恵

宮 路 隆 行 明 石 有 紀 子

金 坂 雄 介 熱 田 由美 子

八 尋 雪 乃 坂 井 洋 介
(順 不 同 ・敬称 略 )

5)記念 品

○ク ロ スボ ー ルペ ンセ ッ ト 300個

○帝 国ホテル フル ー ツケ ーキ 230個

5.協 会 設立 30周 年 記 念 誌 につ い て

1) 協 会 設 立 30周 年 記念 誌編 集 委 員会

日本歯科大学新潟生命 歯学部事 務部長

朝 日大 学事 務 局長

委 員 長 大 場 憲 栄

副 委 員長 菱 田 健 治

委 員 板 橋 文 男 日本大学松戸歯学部事務 局長

問 土 産 田 照 夫 北海道医療大学常勤理事

顧 問 宮 本 延 雄 鶴 見大学副 理事長

(平成 18年 3月 31 日 駒 澤大 学 理事

長 就任 の た め辞 任)

事 務 局長
会 議 議長

事 務 局

安 井 利 日本私立歯科大学協会専務理事

編集 協 力

宮 正 明 日本私立歯科大 学協 会事 務 局長

今 田 芳 則 医歯薬 出版株式会社取締役

265



266

2) 記念誌編 集 委 員会 開催

第 1回 平成 17年 10月 19日

第 3 回 平成 18年 6 月 7 日

第 5 回 平成 18年 9 月 15日

第 7 回 平成 19年 2 月 14日

第 9 回 平成 19年 7 月 27日

第 2 回

第 4 回

第 6 回

第 8 回

第 1 0 回

平成 18年 1 月 18日

平成 18年 7 月 24日

平 成 18年 10月 16日

平成 19年 5 月 18日

平成 19年 9 月 28日

3)記念 誌編集基本 方針
(1) 協 会 設 立 20周年 誌 をベ ー ス に し、 その後 10年 間の活 動 等 を中心 に取 りま とめ る。

(2) 協 会 が 、加 盟大学 と共 に 10年 間取 り組 んで きた重 要課題 を整 理 ・統括 し、今後 を展 望 す る。

(3) わが 国の歯科 医学 教 育 は、歴 史 的 にみて も私学 が 中心 となって発 展 して きた経緯 が あ り、私

立 歯科 大 学 が この 10年 間 に推 進 して きた教 育 改 革 な らび に今 後 の展 望 につ い て、 シ ンポ ジ ウム

を行 う。

(4) 私立 歯科 大 学 が さ らな る相 互発 展 を遂 げ るため、協 会 の役 割 は ます ます重要 となってお り、

今後 の協 会 の在 り方 につ いて座 談 会 を行 う。

(5) 加 盟 17歯科 大 学 ・歯 学 部 の現状 と改 革へ の取 り組 み等 につ い て紹 介す る。

(6) 編 集記 事 は、対 象期 限 を協 会設 立 30年 以 内の平 成 19 (2007)年 3月末 日まで とす る。

ただ し、30周年記 念祝賀会 (平成 19年 6月開催)の内容 を記事 に加 える。

(7) 私立 歯科大 学 にお け る歯 学教 育 の現状 と取 り組 み につ いて、 歯科 医 師志 望者 や 高校 関係 者 を

含 め広 く社 会 の理解 を得 る方 策 と して、30周 年 記念 誌 の ダ イ ジェス ト版 を協 会 ホー ムペ ー ジで

公 開 す る 。

(8) 賛助会 員の項 目につ い て は、簡 単 な広 告 を掲 載す る。

(9) 形式 と して A4判 変 型 と し、 250頁 を 目途 に編 成 す る。

(10) 発行部数 は、1,000部 とし、平成 19年 6月 に開催 される 30周年記念祝 賀会 の掲載 を考慮 して、

平成 19年 10月を刊 行予定 とす る。

(平成 18年 1月開催編集委員会 内定)



4)協 会 設立 30周 年 記 念誌 の 構成 案

No.

目

次 (予 定 )

1 .

ご挨 拶

2. 祝 辞 (文 部科学省)

祝 辞 (厚 生 労 働 省 )

祝 辞 (日本 歯 科 医 師会 )

3. カ ラ ー グ ラ ビ ア

30周 年誌 編 集 委 員会 (2007.8.1)

執筆者 ・出席 者 等

(敬 称 ・職 名等 略 、順 不 同)

中原 泉

文部 科 学大 臣

厚生 労 働 大 臣

日本歯科 医師会会長

設 立 総 会 歴 代 会 長 、副 会

長、専務理事 、総会、部会、

委員会 、研修会 、事務局長

会 議 、 関係 会議 他

4. 日本 私 立 歯科 大 学協 会 「設 立 30周 年記 念 祝 賀会 」 編集委 員会

5 .

日本私立歯科 大学協 会 「10年 のあゆみ」

1 )

協会設 立 20年 か ら 30年 の 10年 間 を振 り返 って

2) 歯科 医 師 需 給 問 題 へ の取組 み

3) 歯科 医 師 臨床 研 修 の必 修 化 へ の対 応

歯 科 医 師 国家 試 験 改 革 へ の考 察

5) 共用試験 (CBT OSCE)の運用

6. 日本 私立歯科大 学協会 と共 に 「30年 を回顧 して」

7. 日本私 立歯科 大 学協会設立 30周年記念 シ ンポ ジ ウム

『私立 歯 科 大 学 に お け る最 近 10年 の教 育 改 革 と今 後 の展 望』

第 6回教 務研 修 会 2日 目に 開催

平成 18年 11月 17日 9:30～ 12:00

会 場 九 段 会 館

安井 利 一

中 原 泉

柬 理 十三 雄

大塚 吉兵衛

安井 利 一

小 出 忠 孝

安井 利 一 (座 長)

福 島 俊士 (座 長 )

藤下 昌 己

大 塚 吉 兵 衛

金子 譲
柬 理 十 三雄

8. 座談会 『日本 私 立歯科大学協会 の役 割 と今 後 の展望』

さ ら な る 団 結 と発 展 を め ざ して一

安 井 利 一 (司会 ・コー デ ィ

ネ ー タ ー )

平成 19年 2月 20 日 15:30～ 18:30 中 原 泉

会場 ア ル カ デ ィ ア市 ヶ谷 金 子 譲
大塚 吉兵衛

宮 本 延雄
一宮 正 明

9. 協 会 活 動 の概 要 と記 録

1 )

社 団法 人 日本 私 立 歯 科大 学協 会 定款 協 会 事 務 局

2) 協 会 組 織 図

3) 協 会 貸借 対 照 表 の変 遷

協 会 事 務 局

協 会 事 務 局
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No.

目

次 (予定)

[部会 ・委 員会 ・会 議 の現 状 と課 題 〕

教 育 ・研 究 部 会

5 )

病 院 部 会

6 )

経 営 部 会

7) 広 報委 員会

8) 受験 生確 保対策委 員会
9) 研 修 委 員 会

10) 事務 局長会議
11) 協 会 関係 会 議

・全 国私 立 歯 科大 学 歯 学 部 附属病 院看 護 部 長 会

・全 国私 立 歯科 大 学 附属 病 院薬 剤 部 長 会

執 筆者 ・出席 者 等

(敬称 ・職 名等 略 、順 不 同)

安 井 利 一
柬 理 十三雄
金 子 譲
大塚 吉 兵衛

青 野 一 哉

宮 崎 隆
安井 利 一

部 長 会 会 長

部 長会会 長

•

・日本 私 立歯科 大 学 ・歯 学 部 附属 病 院 歯科技工士協 議会

・私 立歯科大学 ・歯学部 附属病院歯科衛生士 連絡協議会

全 国私立歯科 大学 ・歯学部附属病 院診療放射線技 師代 表者会

12) 歴 代 役 員 名 簿

13) 歴 代会員 名簿

14) 歴 代 事 務 局職 員

15) 総 会 の 開 催 記 録

16) 諸 会 議 の 開催記 録

17) 事業報告書 の個別事項 一覧

18) 理 事 会 の議 題 一 覧

19) 要望書等一覧

10. 30年 譜

11. 加 盟 17大学 の概要 「歩 み と展 望 」

協 議 会 会 長

連絡 協議 会会 長

代 表 者 会 会 長

協 会 事 務 局

協 会 事 務 局

協 会 事 務 局

協 会 事 務 局

協 会 事 務 局

協 会 事 務 局

協 会 事 務 局

協 会 事 務 局

協 会事 務局、編 集委 員会

加 盟 17大 学事務 局長等

12. 加 盟 17大学 の 国際交 流協 定 の締 結状 況 加 盟 17大学事 務 局長等

13. 賛 助 会 員 賛助会員各社

14. 資料

1 )

日本私立歯科大学協会事務局提供資料 編 集 委 員会

2) 日本私立歯科大学協会経営部会提供資料 編 集 委 員会

3) 日本 私立 歯科大学協 会教育 ・研 究部会提供 資料 編 集 委 員会

4) 厚 生 労働 省 医政 局 公 表 資料 編 集 委 員会

15. 30周 年 記 念 事 業 の概 要 編 集 委 員会

16. あ とが き 編 集 委 員会

17. 発行 日表示 (奥付) 医歯薬 出版株 式会社



あ と が き

平 成 18 (2006)年 に、社 団法 人 日本 私立歯科大 学協 会 が設立 30周 年 を迎 え るこ とか ら、

30周 年記 念 事 業 の一 環 と して 30周 年 記念 誌 の発 行 が 決 定 し、 平 成 17年 5月 に 3名 の編

集委員、 2名 の顧 問 と協 会事 務 局 長 に よる編 集委 員会 が組 織 され ま した 。

同年 10月 に、最初 の編集 委 員会 が協 会会議室で 開催 され ま したが、 記念誌編纂 の経験

もな く重 責 へ の不 安 を抱 え なが ら着 手 す る とこ ろ とな りま した 。

しか し、委 員会 に臨 んで、私 た ち編集 委 員 は幾筋 もの光 明 を見 出す こ とがで きま した。

まず、 委 員会 に加 わ って い た だ い た土 産 田照夫 、 宮 本 延 雄 両顧 問 が 、前 回平 成 9年 の 20

周年誌発 行 に際 して それ ぞれ委 員長、顧 問 として ま とめ上 げ られ た豊富 な ご経験 か ら的確

な ア ドバ イスが絶 えず得 られ る こ と、 また、30周年 記 念事 業 実施 主体 の事 務 局長会 議 を

統轄 され る安井利一議 長 に委 員会へ の出席 をお願 い し、大所 高所 か らの ご指導がいただけ

る こ と、 さ らに、協 会 事務 局 に は 30年 の貴重 な資 料 が保 管 され て お り、 一宮正 明事 務 局

長 をは じめ とす る協 会 事 務 局 の全 面 的 な協 力 が得 られ る こ と, な どで した。

と りわけ、 目前 の会 議 テ ー ブル には 20周 年記念 誌 『20年 の あ ゆみ と展 望』 が置 か れて

お り、窮 した と きに は必 ず手 に取 る参 考書 の域 を越 えてバ イ ブル の よ うな存 在 とな りま し

たが、編集基本 方針 の第一 を迷 わず 「協 会設立 20周年誌 をベ ース に し、その後 10年 間の

活 動 等 を中心 に と りま とめ る」 と しま した。

早 々に、 委 員会 と してい くつ かの編集基本方針 を決定 しま したが 、一つ に、 日本私立歯

科 大 学協 会 が 設立後 20年 間 において黎 明期 の幾多 の困難 を克服 し、加 盟 17校 が相互発展

を遂 げ安 定期 に入 っ た感 にみ え ます が 、 その後 の 10年 に協 会 お よび加 盟校 が取 り組 んで

きた、 私立 歯 科 大 学 の将 来 を左 右 す る と もいえ る重 要課 題へ の展 望 と しま した。

この重要 課題 に関 し、 「歯科 医 師需 給 問題へ の取組 み 」 を中原 泉 会 長 に、 「歯科 医 師臨

床 研 修 の必 修 化 へ の対 応 」 を柬 理十 三雄常務 理事 に、 「歯科 医 師 国家 試験 改 革へ の考 察 」

を大塚吉兵衛副 会長 に、 「共 用試験 (CBT,OSCE) の運用」 とこの 10年 を総括 していた

だ く 「協 会 設 立 20年 か ら 30年 の 10年 間 を振 り返 って 」 を安 井利 一専 務 理事 に、 ご執筆

お願い 申 し上 げ ま した。 また、協 会設 立時 か ら役 員 を歴任 され た元 会長 の小 出忠孝 監事 に、

設 立後 30年 の歩 み と して 「日本私立 歯科大学協会 の設 立当初 か らの 30年 を回顧 して」を、

ご執 筆 お願 い 申 し上 げ ま した。

次 に、協会 設立 20周年後 の 10年 を数 々の教育改革、大 学改 革 の嵐 に立 ち向か った改革の

10年 と位 置づ けて教 育 改 革 を中心 と した シ ンポ ジ ウム を企 画 し、研 修委 員会 の宮崎 隆

委 員 長 な らび に教 育 ・研 究 部会 の安 井 利 一部 会長 に ご相 談 申 しあ げ た ところ、平成 18年

11月 開催 の第 6回教 務研 修 会 にお いて、 「協 会 設 立 30周 年 記 念 シ ンポ ジ ウム」 と して 開

催 くだ さる こ とにな り、 シ ンポ ジウム講師 として藤下 昌己理事 、大 塚吉兵衛 副会長 、金子

譲副 会 長 、柬 理十 三雄 常 務 理事 に ご依 頼 い た だ きま した。

つ づ いて、 協 会 お よび加 盟校 が直 面す る重 要 課題 に関 し、30年 間 に わた り協 会 主 導 の

269



270

もと加 盟 17校 が一致 団結 して取 り組 んで きま したが、歯科 医師需給 問題 等 の最重 要課 題

に対 して よ り強 固 な 団結 が求 め られ る と考 え、 「日本 私立 歯科 大学協 会 の役 割 と今 後 の展

望 」 と題 して座 談会 を企画 し、 出席者 として中原会 長、金子副会長、大塚副会長 、一宮事

務 局長 な らび に宮本 延 雄駒 澤大学理事 長 にお願 い 申 し上 げ、 司会 ・コーデ ィネー ター は安

井 専務 理 事 にお 引 き受 けい た だ き ま した。

この よ うに、編 集 委 員会 の企 画、依 頼 にお応 え くだ され、 原稿 の ご執筆 、 シ ンポ ジス ト

としての ご講 演 や座 談 会へ の ご出席 をいた だ い た 関係 各位 に、厚 く御礼 申 し上 げ ます 。

編集作 業 を振 返 って、記念誌 の発行 が当初予 定 よ り遅れ、 内容 につ きま して もご執筆者

等 よ り 30周 年 誌 を飾 るにふ さわ しい玉稿 を頂 戴 しなが ら、十分 にその意 を取 りまとめ る

ことがで きた か との疑念 が あ り、他 に も多 々不 行 き届 きがあ りま した こ とを心底 よ りお詫

び 申 し上 げ ます とともに、不足のてんは次代 の記念 誌発行 に託 したい と存 じます 。

与 え られ た紙面 を借 りま して、 この たびの協 会 設立 30周 年記念誌編集 ・発 行 に際 し絶

大 な る ご支援 、 ご助 力 を くだ さった皆 様 に、 衷 心 よ り深謝 申 し上 げ ます。

は じめ に、協 会 事 務 局 の川 島賢一総務 課 長 に は様 々 な事務 業務 を担 当い た だ き、 原稿依

頼状 等の作成 ・発 送、会議記録の作成、協 会 関係掲載資料 の入力等膨大 な事 務 を処理 して

いた だ きま した。 また、 同 じく協会事 務局の宮 島和 江 さん に も、 川 島課長 を補佐 して事務

処 理 に尽 力 い た だ き ま した。

つ ぎに、 医歯薬 出版株式 会社 の取締役 今 田芳則 氏 には、総合 的 な編集 ・発 行へ の協力 を

依 頼 しま したが 、編 集 委 員会の メ ンバ ー と して毎 回の委 員会 に出席 いた だ き、専 門的 な見

地か らの指 導、助 言 を得 る こ とがで きま した。

な お、 日本 歯科 大 学新 潟 生 命 歯学 部 フ ォ トセ ン ター の熊木 三夫氏 には、祝 賀 会 等 30周

年記念誌掲載 の写真 の多 くを撮影いただ き、 同学部庶務部の中栄美栄子 さん、本宮 由比子

さん に も掲 載 原稿 の入力 業務 をお手伝 いい た だ き ま した。

他 に、 同 じ事 務局 長会議の メ ンバ ー等本協 会 に関わ る多 くの方 々にご指導 、 ご支援賜 り

ま した こ とに、重 ね て御 礼 申 し上 げ る次 第 です 。

最後 に、今 後 、当 30周年記念誌の ダイジェス ト版 を協会 ホームペー ジに掲 載 します ので、

平成 20年 3月 には本協 会 関係者、受験生 や高校 の進 学 指 導教 員な らび に歯 科 関係 者 等各

位 に ご高覧 い ただ け ます こ とを、 ご報告 申 し上 げ ます 。

平 成 19 (2007)年 10月吉 日

協会 設立 30周 年記念誌編 集委員

大 場 憲 栄

菱 田 健 治

板 橋 文 男
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